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緒 言

本書は平成 30 年度～令和 3 年度日本学術振興会科学研究費助成事業（基盤研究（C）

一般）「唐宋を中心とする前近代中国法の継承と発展に関する基礎的研究」（研究課題番

号 18K01232）の研究成果報告書である。

研究組織

研究代表者 ： 川村 康 （関西学院大学・法学部・教授）

研究協力者 ： 七野 敏光 （同志社大学・法学部・非常勤講師）

中村 正人 （金沢大学・法学系・教授）

交付決定額（配分額） （金額単位：円）

直接経費 間接経費 合 計

平成 30 年度 400,000 120,000 520,000

平成 31 ／令和元年度 300,000 90,000 390,000

令和 2 年度 300,000 90,000 390,000

令和 3 年度 400,000 120,000 520,000

総 計 1,400,000 420,000 1,820,000

研究活動の概要

【第 1 回研究会】平成 30 年 9 月 29 日（大阪）

研究代表者による口頭報告「宋勅正文復原の方法」および質疑と意見交換

【第 2 回研究会】平成 30 年 11 月 17 日（大阪）

研究代表者による口頭報告「宋代における律と勅の関係」および質疑と意見交換

【第 3 回研究会】平成 31 年 1 月 13 日（大阪）

研究代表者による口頭報告「宋勅による唐律の補充修正と継承」および質疑と意見交

換
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【第 4 回研究会】平成 31 年 2 月 17 日（大阪）

研究代表者による口頭報告「唐名例律断罪無正条条と宋断獄勅断罪無正条条の関係」

および質疑と意見交換

【第 5 回研究会】令和元年 9 月 29 日（大阪）

研究代表者による口頭報告「唐名例律と慶元断獄勅の比較対照」および質疑と意見交

換

【第 6 回研究会】令和元年 11 月 23 日～ 24 日（金沢）

研究代表者による口頭報告「唐雑律と慶元雑勅の比較対照」および質疑と意見交換

【第 7 回研究会】令和 2 年 1 月 12 日（大阪）

研究代表者による口頭報告「唐断獄律と慶元断獄勅の比較対照」および質疑と意見交

換

【第 8 回研究会】令和 3 年 2 月 2 日～ 20 日（電子メールの交換による遠隔開催）

研究代表者による書面報告「唐明間における法構造の新展開」および質疑と意見交換

【第 9 回研究会】令和 3 年 12 月 5 日（Zoom による遠隔開催）

研究協力者による個別研究の口頭報告および質疑と意見交換

・七野敏光「招婿婚婚書について」

・中村正人「唐代以降における強盗の共犯に関する規定の変遷について」
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縁 起

本書は平成 30 年度（2018 年度）～令和 3 年度（2021 年度）日本学術振興会科学研究費

助成事業（基盤研究（C）一般、研究課題番号 18K01232、研究課題「唐宋を中心とする

前近代中国法の継承と発展に関する基礎的研究」、研究代表者川村康）の研究成果報告書

である。唐代の刑罰法典である律が前近代中国刑罰法典の古典的完成形態として重視され

てきた一方で、宋代の刑罰法典である勅は唐律とは異質の不完全な存在として軽視されて

きた。このような評価は、宋勅の構造と内容についての実証的な分析と、それにもとづく

唐律との比較検討が不充分なままに、両者の関係が論じられてきたことによる。これはま

た、唐律がほぼ完全に伝存するのに対して、宋勅が断片的にしか現存しないことにも起因

する。このような状況をふまえて、本研究課題では、第一に南宋の法書『慶元条法事類』

から勅条を集成して校訂を施すこと、第二に『慶元条法事類』に重複・節略して収載され

た勅条を統合して原文を復原すること、第三に復原した勅条を『宋刑統』収載の律条・令

式格勅条・起請条と対照することを試みる。これら三つの試みを通じて、唐律と宋勅の関

係についての、延いては前近代中国法の継承と発展についての再検討のために、基礎的材

料を提供することをめざす。

前近代中国は、唐代後半から宋代にかけての唐宋変革と呼ばれる社会変革によって前後

に劃期される。唐代前半に完成をみた古典的世界が唐宋変革期に崩壊し、新たな社会が形

成されて明清の近世的世界へと向かう。社会を律する法体系も当然のこととして変容のと

きを迎える。唐代前半に完成された律令法体系は唐宋変革に対応できず、新たな法体系の

形成が模索され、その経験が明清の律例法体系へと結実する。前近代中国の法体系で中核

的な位置を占めるのは刑罰法典である。唐宋変革期の法体系の変容を考えるには、まず刑

罰法典の変容について検討すべきである。ところが、唐代の刑罰法典である律がほぼ完全

に伝存しているのに対して、宋代の刑罰法典である勅は断片的にしか現存していない。そ

のため、唐律を前近代中国刑罰法典の古典的完成形態として重視する一方で、宋勅を唐律

とは異質の不完全な存在として軽視し、宋勅の構造と内容を充分に分析しないまま、唐律

との関係について断ずる諸説が乱立してきた。曾我部静雄、王雲海、郭成偉=沈国峰、郭
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東旭、鄒身城らの論考により主張された宋勅により唐律は廃絶されたとする“以勅代律”

説に対して、唐律と宋勅が併存したとする“律勅併存”説が主張されている。後者はさら

に、宮崎市定、徐道隣らの論考により主張された基本法典たる宋勅の不備を唐律が補うと

する“以律補勅”説と、梅原郁、滋賀秀三、牧野巽、魏殿金、孔学、江必新=莫家斉、薛

梅卿、戴建国らの論考により主張された基本法典たる唐律の不備を宋勅が補うとする“以

勅補律”説とに二分される。この諸説乱立の状況は、宋名例勅の一箇条──慶元名例勅で

は「諸そ勅令に例なき者は、律に従ふ［謂ふこころ、血を見るを傷と為す、強ひてしたる

者は貳等を加ふ、加ふる者は加へて死に入らず、の類の如し］。律に例なく、及び例同じ

からざる者は、勅令に従ふ。：諸勅令無例者。従律［謂如見血為傷。強者加貳等。加者不

加入死之類］。律無例。及例不同者。従勅令。」──を中心的根拠とする“以勅補律”説

によって解決できる。そのことは「宋代用律考」（池田温編『日中律令制の諸相』東方書

店、2002 年）において示したところである。しかしながら“以勅補律”説を主張する論

考には当該名例勅を根拠として示すにとどまるものがあり、他の勅条の構造と内容の分析

にもとづく実証的検証は充分に果たされてきてはいない。そのような実証的研究を抜きに

して、唐律と宋勅の関係を解明し、延いては前近代中国における法の継承と発展のあり方

を再検討することはできない。そのための基礎的材料の提供をめざすのが、本研究課題に

おける三つの試みである。

本研究課題の第一の試みは慶元勅の集成と校訂である。この作業により、宋勅が現実に

いかなるものであるのかを考察するための素材が提供される。宋勅の体系的な佚文収集は

ほとんどなされていない。南宋慶元 4 年（1198 年）頒行の『慶元重修勅令格式』とそれ

に附された随勅申明を再編集して嘉泰 3 年（1203 年）に頒行された『慶元条法事類』に

は当然に多数の勅条が含まれるが、そこからの慶元勅の集成もなされていない。同書は全

80 巻中 35 巻餘の残本が伝存する。その我が国での通行本は、静嘉堂文庫蔵抄本の影印本

『静嘉堂文庫所蔵 慶元条法事類』（古典研究会、1968 年）および新文豊出版公司編輯部

編『慶元条法事類』（新文豊出版公司、1976 年）である。これを静本と称する。中国での

通行本は、燕京大学図書館蔵抄本などにもとづく版刻本『燕京大学図書館蔵版 慶元条法

事類』（古籍出版社、1948 年）であり、その縮小影印が『海王邨古籍叢刊 唐明律合編・

宋刑統・慶元条法事類』（中国書店、1990 年）に収められている。これを燕京大学本と称

する。さらに今世紀に入り、燕京大学本を底本として点校を施した戴建国点校『慶元条

法事類』（楊一凡=田濤主編『中国珍稀法律典籍続編』第 1 冊、黒龍江人民出版社、2002
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年）が刊行された。これを戴本と称する。戴本では静本をはじめとする諸抄本に加えて、

諸種の史料に遺された佚文との校合もなされており、現時点ではもっとも信頼すべきテキ

ストである。しかし我が国では戴本の普及度は低く、今なお静本が通行している。そこで

本研究課題では、戴本を底本として勅条を抽出して集成し、これを静本から抽出した勅条

と校合する。その作業の中間的な成果が「慶元勅集成稿」である。

本研究課題の第二の試みは慶元勅の復原である。この作業により、宋勅がいかなる構造

と内容をもつのかを考察するための素材が提供される。条法事類という法書は、勅令格式

および随勅申明を総門・別門に分門して再編集し、各門の主題に関係する条項は重複して

掲載するものであるが、再編集の際に節略が加えられた条項もある。したがって『慶元条

法事類』から集成された慶元勅の条項には重複するものや節略されたものが存在する。同

書に収載された勅条については、牧野巽、胡興東らの論考には篇目ごとの延べ箇条数が示

されているが、重複分を除いた実存箇条数は「慶元条法事類と宋代の法典」（滋賀秀三編

『中国法制史：基本資料の研究』東京大学出版会、1993 年）が示しているにすぎない。

そこで本研究課題では、「慶元勅集成稿」に集成した勅条を比較検討し、重複箇条の同一

性を確認して統合し、節略文を補正して、慶元勅の原文を復原する。その際に勅条の実存

箇条数の再検証もなされる。その作業の中間的な成果が「慶元勅復原稿」である。

本研究課題の第三の試みは唐律と慶元勅の比較対照である。この作業により、宋勅が唐

律をいかに継承し発展させたのかを考察するための素材が提供される。律条との間に対応

関係が指摘できる勅条の存在は、梅原郁、牧野巽、魏殿金、孔学、戴建国らの論考により

指摘されている。しかし節略文のようにしか見えない勅条のなかにも、律条との間に対応

関係が存するものがある。節略されたように見える部分は、律条を参照すれば足りるため

に規定がなされなかったのであって、“以勅補律”はそのようなかたちでなされていたの

である。そこで本研究課題では、『宋刑統』に収載された律条や令式格勅条・起請条と、

それに関係すると想定される「慶元勅復原稿」に復原した勅条とを比較対照して示す。そ

の作業の中間的な成果が「宋刑統慶元勅合編稿」である。勅条との間に関係の想定される

律条を『宋刑統』によって示すのは、律勅間の関係に『宋刑統』に収載された令式格勅条

・起請条を介して成立しているものがあるからである。なお『宋刑統』の底本は、現今に

おいてもっとも信頼度の高い点校本と目される岳純之校証『宋刑統校証』（北京大学出版

社、2015 年）とする。

本研究課題は、研究代表者による作業の中間報告に対し、研究協力者である七野敏光、
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中村正人の両氏による批判と教示を仰ぐことによって進められた。そのための機会として

「唐律宋勅比較研究会」を組織し、緒言に示すように全 9 回の研究会を開催した。そのな

かで両氏には、専門とする時代に関する知識を活かした個別研究に関する報告も行ってい

ただいた。その成果をまとめた論考を附篇として収録する。

本研究課題に関しては、科学研究費助成事業の開始に先立つ概略的な考察にもとづき、

前掲「慶元条法事類と宋代の法典」「宋代用律考」ならびに「中国律令法の変容」（『歴史

評論』759 号、2013 年）を発表してきた。科学研究費助成事業の開始後には、その初歩的

な成果にもとづいて「宋代以勅補律考：宋律勅合編序説」（『法と政治』71 巻 1 号、2020

年）を公表し、「法構造の新展開」（冨谷至=荒川正晴責任編集『岩波講座世界歴史 第 7

巻 東アジアの展開』岩波書店、2022 年刊行予定）を執筆した。本篇に示すように、本研

究課題の試みは中間的な成果を得ることができたが、なお数多くの課題や問題点が残され

ている。「慶元勅集成稿」については、戴本の校勘記に倣って『慶元条法事類』の諸抄本

およびそれ以外の史料に存する佚文をも校合の対象としなければならないし、慶元勅以外

の勅条にも佚文蒐集の手を伸ばしてゆかなければならない。「慶元勅復原稿」については、

現存する『慶元条法事類』が完本ではないという制約があるとはいえ、慶元勅の復原は不

完全であり、条文の排列順は提示できていない。「宋刑統慶元勅合編稿」については、律

勅間の関係の想定に客観的基準を立てることができないままに相当多数の条文を羅列した

ため、より厳密な取捨選択を行わなければならない。これらの課題や問題点の解決は将来

に委ねられる。今後の進展をめざして諸賢のご叱正を仰ぐ次第である。

令和 4 年（2022 年）3 月 15 日

研究代表者 川村 康
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本篇凡例

○文獻の典據は以下のとおりである。

戴本＝戴建國點校『慶元條法事類』楊一凡=田濤主編『中國珍稀法律典籍續編』第 1

册、黑龍江人民出版社、2002 年

靜本＝『靜嘉堂文庫所藏 慶元條法事類』古典硏究會、1968 年 および 新文豐出版

公司編輯部編『慶元條法事類』新文豐出版公司、1976 年

『宋刑統』＝（宋）竇儀等詳定・岳純之校證『宋刑統校證』北京大學出版社、2015

年

○［ ］内は注文（戴本・『宋刑統』では細字注、靜本では夾注）である。

○句讀點は「。」で統一する。その位置は必ずしも典據に從わない。

○文字は正體（旧字體）で表記する。ただしフォントの制約により略體（新字體）で表記

する場合がある。

○數字は以下のように大字に統一して表記する（戴本點校說明 6 頁を參照）。

一→壹 二・弐→貳 三・参→參 四→肆 五→伍 六→陸 七→柒 八→捌

九→玖 十→拾 百→伯 千→阡

ただし校記では小字で表記する場合がある。また以下の字句中の數字は小字で表記する。

一切 一時指揮 一准 太一雷公式 三綱 三略六韜 六壬遁甲 六念 七曜暦

十方住持 百戲 百端

○異體字は以下のように統一して表記する。ただし校記では異體字で表記する場合がある。

またフォントの制約によりここに示すことのできない異體字もある。

扵→於 徃→往 囘・廻・迴→回 觧→解 奸→姦

兇→凶 冝→宜 羣→群 决→決 鹻→鹼 僱→雇 皷→鼔 効→效 尅→剋

刼→劫 厫→廒 筭→算 冩→寫 湏→須 綉→繡 鎸→鐫 寔→實 咒→呪

廵→巡 狥→徇 塲→場 叠→疊 趋→趨 雏→雛 势→勢 賫→齎 佔→占

曽→曾 踈・䟽→疏 緫・縂→總 賍・贜→贓 佗→他 駞→駝 托→託 綢→紬
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闘・鬥・鬦→鬪 淂→得 粘→黏 愽→博 駮→駁 栰→筏 罸→罰 賔→賓

俻→備 并・幷→並 徧→遍 邉→邊 覔→覓 鱉→鼈 仿→倣 抛→拋 寳→寶

夲→本 飜→翻 牓→榜 殁→歿 靣→面 麵→麪 逾→踰 遊→游 畧→略

栁→柳 两→兩 粮→糧 稟→禀 厤→曆 厯→歷 歛→斂

○フォントの制約により表示できない文字は以下のとおりである。
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慶元勅集成稿

〔「慶元勅集成稿」凡例〕

○「慶元勅集成稿」は『慶元條法事類』所載の勅條を、戴本を底本として靜本と校合し、

篇目別に揭載順に排列するものである。

○篇目についての校記は各篇目の冒頭に記す。

○條文番號〔○○勅甲 XX〕は集成勅條の假の番號であり、篇目別に揭載順に附す。

○條文番號の次に、当該勅條所載の巻・總門・別門・戴本頁・靜本頁段を記す。

○以下の別門の名称は戴本に從う。

卷 13・職制門 10・亡役歿→亡歿（戴本 287 頁校勘記〔三五〕を參照）

巻 13・庫務門 2・勘勅→勘給（戴本 608 頁校勘記〔四六〕を參照）

巻 28・榷禁門 1・榷貨總類→榷貨總法（戴本 405 頁校勘記〔一〕を參照）

卷 36・庫務門 1・倉庫令約束→倉庫約束（戴本 568 頁校勘記〔三二〕を參照）

卷 79・畜產門・猛獸→捕猛獸（戴本 899 頁校勘記〔五〇〕を參照）

○戴本頁・靜本頁段は當該條文の初行の揭載箇所を示す。ただし靜本の亂丁箇所所載の條

文については初行と終行の揭載箇所を示す。

○勅條は戴本を底本とし、靜本と校合する。戴本の文字を改める箇所、戴本と靜本の文字

が異なる箇所、戴本が校勘記を附す箇所などには校記を附す。

名例勅集成（129 箇條）

○〔名例勅甲 72〕〔名例勅甲 73〕の篇目を靜本は「明例勅」とする。戴本 775 頁校勘記〔四〕

を參照。

〔名例勅甲 1〕卷 4・職制門 1・禁謁・戴本 34 頁・靜本 28 頁上段

諸緣婚姻應通謁者。定而未成亦是。
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〔名例勅甲 2〕卷 6・職制門 3・批書・旁照法・戴本 92 頁・靜本 65 頁上段

諸稱不以赦降原減。除（１）緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決江河隄堰已決

外。餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

（1）「除」は戴本靜本ともに「餘」とするが、戴本 110 頁校勘記〔一〇〕により改める。

〔名例勅甲 3〕卷 7・職制門 4・保官・戴本 114 頁・靜本 78 頁下段

諸保事不當。不知情者。爲公罪。

〔名例勅甲 4〕卷 7・職制門 4・監司知通按擧・戴本 128 頁・靜本 88 頁下段

諸稱監司者。謂轉運提點刑獄提擧常平司。稱按察官者。謂諸司通判以上之官［發運轉運判

官同］。及知州通判各於本部職事相統攝者。

〔名例勅甲 5〕卷 8・職制門 5・定奪體量・旁照法・戴本 145 頁・靜本 99 頁上段

諸稱不以赦降原減（１）。除緣姦（２）細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決江河隄堰已

決外。餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

（1）「減」を靜本は「降」とする。戴本 154 頁校勘記〔五〕を參照。

（2）「姦」を戴本は「奷」とする。

〔名例勅甲 6〕卷 8・職制門 5・親嫌・戴本 148 頁・靜本 101 頁上段

諸稱親戚者。謂同居［無服同］。若緦麻以上［本宗袒免同］。母妻大功以上親［姑姊（１）妹

姪女孫女之夫。姪女孫女之子同］。女婿子婦之父祖兄弟［孫女婿及孫婦之父。兄弟妻及姊

妹夫之父同］。母妻姊妹外孫。及甥之夫［妻之姊妹之子。若外祖父及舅同］。

（1）「姊」を靜本は「姨」とする。戴本 154 頁校勘記〔一一〕を參照。

〔名例勅甲 7〕卷 8・職制門 5・親嫌・戴本 148 頁・靜本 101 頁上段

諸緣婚姻應避親者。定而未成亦是。

〔名例勅甲 8〕卷 9・職制門 6・去官解役・戴本 158 頁・靜本 107 頁上段

諸公罪。因所犯替移或權攝職任。非得正官承替者。不理去官。卽未受斷勅。或批罰指揮而
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正官已到。及在官再任。若主典解役者。聽從去官法［解役。謂出職而已離本司。及勒停永

不敍者］。

〔名例勅甲 9〕卷 9・職制門 6・去官解役・戴本 158 頁・靜本 107 頁上段

諸稱去官者。遷官同［謂官名雖遷而職事不改。如（１）轉運判官遷副使。都監遷鈐轄之類。

轉官者非］。

（1）「如」は戴本靜本ともに「加」とするが、戴本 171 頁校勘記〔一〕により改める。

〔名例勅甲 10〕卷 10・職制門 7・同職犯罪・戴本 173 頁・靜本 115 頁下段

諸發運監司［經略安撫總管鈐轄司。應制置提點提擧之類同］。緣公事致罪。其屬官爲壹等。

吏人（１）爲壹等。各以所由爲首（２）。

（1）「吏人」を靜本は「人吏」とする。

（2）「首」を靜本は「有」とする。

〔名例勅甲 11〕卷 10・職制門 7・同職犯罪・戴本 173 頁・靜本 115 頁下段

諸家人以職事共犯罪者。依凡人首從法。私名書手軍典習學人。與正行吏人（１）共犯。雖造

意。仍以吏人爲首。

（1）「人」を靜本は一字空格とする。

〔名例勅甲 12〕卷 10・職制門 7・同職犯罪・旁照法・戴本 174 頁・靜本 116 頁下段

諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決江河隄堰已（１）決

外。餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

（1）「已」については戴本 191 頁校勘記〔二〕を參照。

〔名例勅甲 13〕卷 10・職制門 7・輒入官舍・旁照法・戴本 179 頁・靜本 118 頁下段

諸稱監司者。謂轉運提點刑獄提擧常平司（１）。

（1）「司」については戴本 191 頁校勘記〔六〕を參照。

〔名例勅甲 14〕卷 10・職制門 7・吏卒接送・旁照法・戴本 190 頁・靜本 128 頁上段

諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決江河隄堰已決外。
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餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

〔名例勅甲 15〕卷 13・職制門 10・敍復・旁照法・戴本 282 頁・靜本 192 頁下段

諸公人犯肆色贓罪杖［謂盜及枉（１）法恐喝（２）强乞取］。並勒停。

（1）「枉」を靜本は「任」とする。

（2）「喝」を戴本は「嚇」とする。

〔名例勅甲 16〕卷 14・選擧門 1・改官關陞・旁照法・戴本 301 頁・靜本 205 頁上段

諸稱察訪者。按察體量安撫同。稱按察官者。謂諸司通判以上之官［發運轉運判官同］。及

知州通判各於本部職事相統攝者。

〔名例勅甲 17〕卷 14・選擧門 1・陞陟・旁照法・戴本 304 頁・靜本 207 頁上段

諸稱察訪者。按察體量安撫同。稱按察官者。謂諸司通判以上之官［發運轉運判官同］。及

知州通判各於本部職事相統攝者。

〔名例勅甲 18〕卷 15・選擧門 2・擧辟・戴本 323 頁・靜本 217 頁下段

諸擧官不當。不知情者。爲公罪。

〔名例勅甲 19〕卷 16・文書門 1・詔勅條制・戴本 333 頁・靜本 224 頁上段

諸稱制書者。詔吿宣勅御劄（１）御寶批降。及參省樞密院奉聖旨文書同［謂非有司謄降者］。

（1）「劄」を靜本は「札」とする。

〔名例勅甲 20〕卷 16・文書門 1・赦降・戴本 337 頁・靜本 226 頁下段

諸稱恩者。謂赦降。稱降者。德音疏決同。

〔名例勅甲 21〕卷 16・文書門 1・赦降・戴本 337 頁・靜本 227 頁上段

諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決江河隄堰已決外。

餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。
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〔名例勅甲 22〕卷 16・文書門 1・赦降・戴本 337 頁・靜本 227 頁上段

諸赦降。稱枉法自盜及入己贓者。並謂已入己［應斷私罪者非］。稱劫謀故鬪殺者。謂正犯。

卽以邪法藥物與人服食。及爲人合藥題疏鍼（１）刺故不如本方。造厭魅符書呪詛。並謂欲以

疾苦人。或故令畜產及猛獸殺傷人。或故屛去人服用飮食之物。或脯肉有毒故與人食。或有

所規避將本宗或緦麻以上親遺棄。或誣吿人死罪。或詐陷人。或捕罪人已就拘執別挾讎（２）

恨若有所規避而謀殺。或尊長犯死罪被囚禁不遣雇倩。及辭未窮盡而殺。或故入人死罪。或

挾情託法。或故爲慘毒。各致殺人者。皆同正犯。

（1）「鍼」を戴本は「針」とする。

（2）「讎」を戴本は「仇」とする。

〔名例勅甲 23〕卷 16・文書門 1・赦降・戴本 338 頁・靜本 227 頁上段

諸犯罪會降。稱死罪降從流者。流參阡里［本條罪不至死。有編配法者。依不至死編配例］。

稱流罪降從徒者。加役流流參阡里並徒參年。其餘以次降之［謂流貳阡伍伯里降徒貳年半之

類。婦人若諸軍或刺面人。各（１）更降壹年］。應配者。並降杖壹伯。稱徒罪降從杖者。徒

參年降杖壹伯。餘亦以次降之。流以下放者。編配並免。徒以下放者。沙門島遠惡處者。配

如法。餘應配者。廣南配參阡里。貳阡里以上配阡里。伍伯里以上配鄰州。鄰州配本州。本

州配本城［已係牢城者。配本州壹等軍。無卽配鄰州］。應配本城者。不刺面。應不刺面配

者。鄰州編管。應降配移配者。並移壹等軍［降配者。仍充下名］。應編管者免。

（1）「各」を靜本は「名」とする。戴本 354 頁校勘記〔一〕を參照。

〔名例勅甲 24〕卷 16・文書門 1・赦降・戴本 338 頁・靜本 227 頁下段

諸會赦應改正拘收。雖未經責簿帳。但經問不承者。論如本犯法［不承。謂經當職官立案者］。

〔名例勅甲 25〕卷 17・文書門 2・架閣・旁照法・戴本 361 頁・靜本 242 頁上段

諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決江河隄堰已決外。

餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

〔名例勅甲 26〕卷 17・文書門 2・毀失・旁照法・戴本 373 頁・靜本 249 頁下段

諸稱制書者。詔吿宣勅御劄（１）御寶批降。及參省樞密院奉聖旨文書同［謂非有司謄降者］。

（1）「劄」を靜本は「札」とする。
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〔名例勅甲 27〕卷 17・文書門 2・毀失・旁照法・戴本 373 頁・靜本 250 頁上段

諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決江河隄堰已決外。

餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

〔名例勅甲 28〕卷 17・文書門 2・質賣・旁照法・戴本 376 頁・靜本 251 頁上段

諸稱制書者。詔吿宣勅御劄（１）御寶批降。及參省樞密院奉聖旨文書同［謂非有司謄降者］。

（1）「劄」を靜本は「札」とする。

〔名例勅甲 29〕卷 28・榷禁門 1・榷貨總法・戴本 380 頁・靜本 253 頁上段

諸稱禁物者。榷貨同。稱榷貨者。謂鹽礬茶乳香酒麴銅鉛錫銅礦鍮石。

〔名例勅甲 30〕卷 28・榷禁門 1・榷貨總法・戴本 380 頁・靜本 253 頁上段

諸違（１）犯禁物。如被盜詐恐喝。及因水火致彰露者。並同首原。

（1）「違」を靜本は「達」とする。

〔名例勅甲 31〕卷 29・榷禁門 2・銅錢金銀出界・旁照法・戴本 414 頁・靜本 276 頁上段

諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決江河隄堰已決外。

餘（１）犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

（1）「餘」を靜本は「諸」とする。戴本 436 頁校勘記〔一五〕を參照。

〔名例勅甲 32〕卷 29・榷禁門 2・私鑄錢・戴本 419 頁・靜本 278 頁下段

諸私鑄錢者。不以蔭論。命官不在議請減之例。

〔名例勅甲 33〕卷 29・榷禁門 2・興販軍須・旁照法・戴本 434 頁・靜本 289 頁下段

諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決江河隄堰已決外。

餘（１）犯。若遇非次赦（２）。或再遇大禮赦者。聽從原免。

（1）「餘」を靜本は「除」とする。戴本 438 頁校勘記〔四七〕を參照。

（2）「赦」を靜本は「罪」とする。
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〔名例勅甲 34〕卷 30・財用門 1・上供・旁照法・戴本 449 頁・靜本 298 頁下段

諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決江河隄堰已決外。

餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

〔名例勅甲 35〕卷 30・財用門 1・經總制・旁照法・戴本 468 頁・靜本 318 頁上段

諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決江河隄堰已決外。

餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

〔名例勅甲 36〕卷 31・財用門 2・封樁・旁照法・戴本 491 頁・靜本 333 頁下段

諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決江河（１）隄堰已決

外。餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

（1）「河」は靜本にない。戴本 499 頁校勘記〔二六〕を參照。

〔名例勅甲 37〕卷 32・財用門 3・點磨隱陷・旁照法・戴本 508 頁・靜本 344 頁下段

諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決（１）江河隄堰已決

外。餘犯。若遇非次赦（２）。或再遇大禮赦者。聽從原免。

（1）「決」は靜本にない。戴本 533 頁校勘記〔一七〕を參照。

（2）「赦」を靜本は「數」とする。戴本 533 頁校勘記〔一七〕を參照。

〔名例勅甲 38〕卷 32・財用門 3・理欠・旁照法・戴本 524 頁・靜本 356 頁下段

諸稱分者。以拾分爲率。稱釐者。以壹分爲拾釐。

〔名例勅甲 39〕卷 32・財用門 3・理欠・旁照法・戴本 524 頁・靜本 356 頁下段

諸罰俸者。以半月。罰直者。以拾直爲壹等。不在官蔭減等之例。

〔名例勅甲 40〕卷 32・財用門 3・理欠・旁照法・戴本 524 頁・靜本 356 頁下段

諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託（１）幻變之術。及故決盜決江河隄堰已決

外。餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

（1）「託」を靜本は「訖」とする。
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〔名例勅甲 41〕卷 36・庫務門 1・商稅・戴本 549 頁・靜本 372 頁上段

諸匿商稅。如被盜詐恐喝。及因水火。或以禁兵器捕格應捕罪人。致彰露者。並同首原。

〔名例勅甲 42〕卷 37・庫務門 2・勘給・戴本 599 頁・靜本 411 頁下段

諸稱請受者。謂衣糧料錢［厨料醬（１）菜錢。傔人衣糧隨衣錢馬草料。及不言糧而（２）止言米

麥者同］。餘並爲添給。稱請給者。謂請受添給。

（1）「醬」を靜本は「ⓐ」とする。

（2）「而」は戴本にない。

〔名例勅甲 43〕卷 47・賦役門 1・攬納稅租・旁照法・戴本 626 頁・靜本 427 頁下段

諸罪應減等。若坐之者。不在編配之例（１）。

（1）「編配之例」は靜本にない。

〔名例勅甲 44〕卷 47・賦役門 1・違欠稅租・旁照法・戴本 629 頁・靜本 429 頁上段

諸稱分者。以拾分爲率。

〔名例勅甲 45〕卷 47・賦役門 1・違欠稅租・旁照法・戴本 629 頁・靜本 429 頁上段

諸罰直者。以拾直爲壹等。不在官蔭減等之例。

〔名例勅甲 46〕卷 47・賦役門 1・閣免稅租・旁照法・戴本 631 頁・靜本 430 頁上段

諸稱分者。以拾分爲率（１）。

（1）「率」は靜本にない。

〔名例勅甲 47〕卷 48・賦役門 2・稅租帳・旁照法・戴本 651 頁・靜本 434 頁下段

諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻（１）變之術。及故決盜決江河隄堰已決

外。餘犯。若（２）遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

（1）「幻」を靜本は「幼」とする。

（2）「堰已決外餘犯若」を靜本は七字空格とする。戴本 677 頁校勘記〔一九〕を參照。
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〔名例勅甲 48〕卷 48・賦役門 2・簿帳欺弊・戴本 652 頁・靜本 444 頁上段

諸公吏犯罪［謂於稅租簿帳受乞作弊。罪至徒者］。不在案問減等之例。雖已經決。亦不通

計。

〔名例勅甲 49〕卷 48・賦役門 2・簿帳欺弊・旁照法・戴本 656 頁・靜本 446 頁下段

諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決江河隄堰已決外。

餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

〔名例勅甲 50〕卷 48・賦役門 2・科敷・旁照法・戴本 671 頁・靜本 458 頁上段

諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決江河隄堰已決外。

餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

〔名例勅甲 51〕卷 49・農桑門・種植林木・旁照法・戴本 687 頁・靜本 465 頁下段

諸稱分者。以拾分爲率。

〔名例勅甲 52〕卷 50・道釋門 1・總法・戴本 689 頁・靜本 467 頁上段

諸稱觀寺者。宮院同。稱僧道者。尼女冠同。稱主首者。綱維同。

〔名例勅甲 53〕卷 50・道釋門 1・總法・戴本 689 頁・靜本 467 頁上段

諸僧道。犯私罪杖以下。及僧道錄。犯贓私罪杖［以上稱私罪贓罪。並謂非重害者］公罪徒

以下。並贖。

〔名例勅甲 54〕卷 50・道釋門 1・總法・戴本 689 頁・靜本 467 頁上段

諸應贖人爲僧道而合還俗者。不在比罪收贖之例。

〔名例勅甲 55〕卷 50・道釋門 1・總法・戴本 689 頁・靜本 467 頁上段

諸僧道（１）犯罪。應還俗而會恩原者。仍還俗［緣酒醉還俗者非］。

（1）「道」の下に靜本では「道」がある。
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〔名例勅甲 56〕卷 50・道釋門 1・總法・戴本 690 頁・靜本 467 頁上段

諸僧道犯盜詐恐喝財物［未得者同］。若博賭。及故（１）毆傷人。並避罪逃亡。或犯私罪徒

公罪流並編管。及再犯私罪杖［不以赦前後］。並還俗。

（1）「故」については戴本 707 頁校勘記〔一〕を參照。

〔名例勅甲 57〕卷 50・道釋門 1・總法・戴本 690 頁・靜本 467 頁上段

諸童行與師相犯。論如師弟子律。不入拾惡。卽違法爲童行［已度爲僧道者同］。以凡論。

其師罪致死者。奏裁［犯時於法無違者。依本法］。

〔名例勅甲 58〕卷 50・道釋門 1・師號度牒・戴本 697 頁・靜本 472 頁上段

諸僧道亡失度牒。還俗。

〔名例勅甲 59〕卷 51・道釋門 2・雜犯・旁照法・戴本 727 頁・靜本 489 頁上段

諸稱川峽者。謂成都府。潼川府。利州夔州路。

〔名例勅甲 60〕卷 52・公吏門・解試出職・旁照法・戴本 737 頁・靜本 495 頁下段

諸稱公人者。謂衙前專副庫稱搯（１）子杖直獄子兵級之類。稱吏人者。謂職級至貼司。行案

不行案人並同。稱公吏者。謂公人吏人。

（1）「搯」を戴本は「掏」とする。

〔名例勅甲 61〕卷 52・公吏門・停降・戴本 738 頁・靜本 496 頁上段

諸公人犯流徒罪。或肆（１）色贓罪杖［謂盜及枉法恐喝强乞取］。或兩犯餘贓罪杖。或壹犯

而逃亡。及雖不因犯罪而逃亡滿伯日。各不以首獲。並勒停。卽犯死罪若私罪流贓罪徒。或

兩犯私罪徒肆（２）色贓罪杖。雖各會恩。亦勒停。

（1）「肆」を靜本は「回」とする。戴本 740 頁校勘記〔一六〕を參照。

（2）「肆」を靜本は「回」とする。

〔名例勅甲 62〕卷 52・公吏門・停降・戴本 738 頁・靜本 496 頁上段

諸有敍法公人［謂副尉吏人衙前監司書表客司之類］犯私罪徒公罪流。或犯私罪杖贓私罪笞。

避罪逃亡。不以首獲。雖各會恩［公罪流降至徒者。自依徒罪法］。並降壹等。内私罪杖贓
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私罪笞。避罪逃亡滿伯日。勒停。

〔名例勅甲 63〕卷 52・公吏門・停降・戴本 738 頁・靜本 496 頁上段

諸衙前職員使院職級。犯贓罪杖笞。若肆（１）色贓已入己而會恩。各未應勒停者。並降充散

押衙。内敎練使及孔目官以上。降充散敎練使。

（1）「肆」を靜本は「回」とする。

〔名例勅甲 64〕卷 52・公吏門・停降・戴本 738 頁・靜本 496 頁上段

諸公人應勒停及降散職。若壹犯餘贓。各避罪逃亡者。不以首獲。雖會恩。停降如法。

〔名例勅甲 65〕卷 73・刑獄門 3・檢斷・戴本 741 頁・靜本 498 頁上段

諸勅令無例者。從律［謂如見血爲傷。强者加貳等。加者不加入死之類］。律無例。及例不

同者。從勅令。

〔名例勅甲 66〕卷 73・刑獄門 3・折杖減役・戴本 750 頁・靜本 504 頁上段

諸決杖應通計者。計所犯杖數。以相准折。每笞貳（１）下［諸軍小杖同］折大杖壹。笞肆下。

大杖貳。各折（２）脊杖壹。減就刑名決之［若犯徒參年。流參阡里。加役流。及犯流應配充

軍刺面人。婦人犯流。已決（３）杖陸拾者。並減（４）就徒（５）壹年。或已決杖柒拾。並犯流貳

阡伍伯里。已決杖陸拾者。並減就杖壹伯。如犯徒壹年半。已決杖捌拾。減就笞伍拾之類。

已減就刑名決之而有餘數者。勿論］。不成笞刑者。脊杖壹大杖貳笞肆下。各贖銅壹斤。其

應編配居作勒停還俗之類。各盡本法。卽死罪已決徒流而情輕者。奏裁［會恩。及以災傷應

減者。通計如法（６）］。

（1）「貳」の下に靜本では「拾」がある。戴本 763 頁校勘記〔一九〕を參照。

（2）「折」については戴本 763 頁校勘記〔二〇〕を參照。

（3）「決」を靜本は「法」とする。

（4）「減」を靜本は「決」とする。戴本 763 頁校勘記〔二一〕を參照。

（5）「徒」を靜本は「從」とする。戴本 763 頁校勘記〔二一〕を參照。

（6）「計如法」については戴本 763 頁校勘記〔二二〕を參照。
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〔名例勅甲 67〕卷 73・刑獄門 3・折杖減役・戴本 750 頁・靜本 504 頁下段

諸罪人應決而役者。計所役日。以減笞杖之數。每貳拾柒日當脊杖壹。玖日當大杖壹。柒日

當笞壹［有零日者。各聽當壹］。應役而決者。計所決笞杖。減其役日。每脊杖壹當伍拾肆

日。大杖壹當貳拾柒日。笞壹當拾肆日。卽應決而配者。亦計役日。以減其笞杖［諸軍長行。

非配遠惡州沙門島者。不在計日減笞杖之限］。刺面別當徒壹年［謂元非刺面配充軍者。先

以刺面當年。次以配役日減笞杖］。編管者。聽以貳日當壹日［有零日。亦聽當壹日］。若

止應編配決徒流者。奏裁。

〔名例勅甲 68〕卷 73・刑獄門 3・折杖減役・戴本 750 頁・靜本 504 頁下段

諸公吏犯罪［謂受財枉法。及故出入人罪。或因差保正長並於稅租簿帳受乞作弊。及監臨主

守盜貸官物入己。以上各罪至徒者］。不在案問減等之例。雖已經決。亦不通計。

〔名例勅甲 69〕卷 73・刑獄門 3・出入罪・戴本 753 頁・靜本 506 頁下段

諸赦降。稱故殺者。謂正犯。故入人死罪。同正犯。

〔名例勅甲 70〕卷 73・刑獄門 3・出入罪・旁照法・戴本 755 頁・靜本 507 頁下段

諸稱不以赦降原減。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

〔名例勅甲 71〕卷 73・刑獄門 3・移囚・戴本 760 頁・靜本 511 頁上段

諸違法移囚［囚未至而追還者非］。不在自首覺擧之例。

〔名例勅甲 72〕卷 74・刑獄門 4・病囚・旁照法・戴本 767 頁・靜本 513 頁下段

諸稱不以赦降原減。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

〔名例勅甲 73〕卷 74・刑獄門 4・病囚・旁照法・戴本 767 頁・靜本 513 頁下段

諸稱分者。以拾分爲率。

〔名例勅甲 74〕卷 74・刑獄門 4・犯罪更爲・戴本 769 頁・靜本 514 頁下段

諸犯貳罪以上事發。更爲重罪至死。如會恩免死［因災傷減等同］。還依各重其事法。
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〔名例勅甲 75〕卷 74・刑獄門 4・犯罪更爲・戴本 769 頁・靜本 514 頁下段

諸犯罪已發而更爲罪。應各重其事者。依逐犯別科。其編配。止以壹重論。

〔名例勅甲 76〕卷 74・刑獄門 4・犯罪更爲・戴本 769 頁・靜本 514 頁下段

諸事發未論決間。因緣犯罪者。以貳罪俱發論［謂如請求及詐妄之類。其上書理訴不實已奏

者非］。

〔名例勅甲 77〕卷 74・刑獄門 4・犯罪更爲・戴本 769 頁・靜本 514 頁下段

諸貳罪以上合以重論。而重罪應贖。輕罪應決。則決其輕罪之數。餘以贖論。

〔名例勅甲 78〕卷 74・刑獄門 4・比罪・戴本 770 頁・靜本 515 頁上段

諸應比罪者［謂犯編配應當贖。及誣吿出入之類］。配沙門島比流貳阡里。餘刺面配比徒參

年。不刺面配比徒貳年［配軍。配沙門島者比徒參年。餘刺面配者比徒貳年］。編管移鄕比

徒壹年。其本罪徒以上。仍通比滿肆年者比流貳阡里。每半年加伍伯里。滿陸年者比加役流。

聽用官當減贖。不在除名之例［官當者准徒陸年。應贖者理銅伯斤］。命官勒停衝替。擧人

永不得應擧。流外品官勒停［公人係職級及衙前職員（１）若副尉亦同］。將校節級降補。諸

軍降配。僧道還俗。本罪杖以下［雖無本罪同］。各比徒壹年。

（1）「員」を靜本は「負」とする。戴本 775 頁校勘記〔五〕を參照。

〔名例勅甲 79〕卷 74・刑獄門 4・比罪・戴本 770 頁・靜本 515 頁上段

諸罪應減等。或（１）爲從。若反坐罪之坐之與同罪准枉法准（２）盜論者。不在編配之例［誣吿

出入之類。應比罪者。自依本法］。

（1）「或」を靜本は一字空格とする。

（2）「准」の下に靜本では「竊」がある。戴本 775 頁校勘記〔六〕を參照。

〔名例勅甲 80〕卷 74・刑獄門 4・比罪・戴本 770 頁・靜本 515 頁下段

諸累犯者［謂再犯參犯之類］。壹犯徒流比兩犯杖。並以赦後經斷有文案者爲數［雖無文案。

有衆證可驗者同］。具稱不以赦前後者。止謂常赦。
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〔名例勅甲 81〕卷 74・刑獄門 4・比罪・戴本 770 頁・靜本 515 頁下段

諸應贖人爲僧道而合還俗者。不在比罪收贖之例。

〔名例勅甲 82〕卷 74・刑獄門 4・老疾犯罪・旁照法・戴本 774 頁・靜本 517 頁下段

諸決杖應通計者。計所犯杖數。以相准折。每大杖貳折脊杖壹。減就刑名決之。

〔名例勅甲 83〕卷 75・刑獄門 5・移鄕・戴本 777 頁・靜本 518 頁下段

諸祖父母父母老疾應侍。家無期親成丁。應移鄕者。移鄰州。

〔名例勅甲 84〕卷 75・刑獄門 5・移鄕・戴本 777 頁・靜本 518 頁下段

諸應比罪者［謂犯編配應當贖之類］。移鄕比徒壹年。

〔名例勅甲 85〕卷 75・刑獄門 5・編配流役・戴本 779 頁・靜本 520 頁上段

諸稱配者。刺面。不指定軍名者。配牢城。稱本城者。謂諸軍住營諸色人住家之所［本州無

牢城本城。卽配鄰州牢城或本城］。其兵級已係廂軍者。配牢城。已係牢城而應配本州若本

城者。配本州或鄰州重役。無重役。卽配鄰州牢城［應配鄰州或伍伯里本城者。准此］。

〔名例勅甲 86〕卷 75・刑獄門 5・編配流役・戴本 779 頁・靜本 520 頁上段

諸犯流應配。及婦人犯流者。並決脊杖貳拾。免居作。餘依本法。

〔名例勅甲 87〕卷 75・刑獄門 5・編配流役・戴本 779 頁・靜本 520 頁上段

諸罪應減等。或爲從。若反坐罪之坐之與同罪准枉法准盜論者。不在編配之例［誣吿出入之

類。應比罪者。自依本法］。卽以累犯或情理凶惡應編配。及本條言皆編配者。不以從免。

其以罪名定編配應減者。依減至罪名編配法［謂如徒罪配杖罪編管者。罪雖減等徒罪仍配。

減至杖者編管之類］。

〔名例勅甲 88〕卷 75・刑獄門 5・編配流役・戴本 780 頁・靜本 520 頁上段

諸犯罪應編管者。將校奏裁。兵級刺面人降配。婦人應編配者。並免［本條指定編管者非］。
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〔名例勅甲 89〕卷 75・刑獄門 5・編配流役・戴本 780 頁・靜本 520 頁上段

諸稱遠惡州者。謂南恩新循梅高雷化賓容瓊州。萬安昌化吉陽軍。

〔名例勅甲 90〕卷 75・刑獄門 5・侍丁・戴本 790 頁・靜本 527 頁下段

諸犯死罪非拾惡。及持仗强盜。謀殺故殺人已殺。而祖父母父母老疾應侍。家無期親成丁者。

奏裁。犯配沙門島遠惡州及廣南。並配阡里。伍伯里以上配鄰州。鄰州配本州。應移鄕者。

移鄰州。犯流應居作［情理凶惡。故毆人至廢疾者非］及編管者。並免。卽已編配居作而應

侍者。准此移放。

〔名例勅甲 91〕卷 75・刑獄門 5・侍丁・戴本 790 頁・靜本 527 頁下段

諸緣坐應編管而年陸拾以上拾伍以下。及婦人於本條應編管而夫之祖父母父母或祖父母父母

［謂未嫁者。卽雖已嫁而召贅婿者同］老疾應侍。家無期親成丁者。並免。若已編管而應免

者。亦放。

〔名例勅甲 92〕卷 75・刑獄門 5・部送罪人・旁照法・戴本 797 頁・靜本 533 頁上段

諸强盜拾次得財［壹傷人當兩得財。並謂有財主照證者。經恩尙有餘罪。或該配者。皆理爲

數］。或親傷捕盜官。或手殺捕盜將校財主。或該陵遲處斬。或結梟徒黨於州縣鎭寨内强盜。

或朝廷遣使招捕者。並爲凶惡。

〔名例勅甲 93〕卷 75・刑獄門 5・部送罪人・旁照法・戴本 798 頁・靜本 533 頁上段

諸罪應減等。若罪之坐之。不在編配之例。

〔名例勅甲 94〕卷 76・當贖門・總法・戴本 811 頁・靜本 540 頁上段

諸以官品定罪者。令肆品依律參品。陸品依伍品。捌品依柒品［謂議請減及官當。若相毆之

類］。

〔名例勅甲 95〕卷 76・當贖門・總法・戴本 811 頁・靜本 540 頁上段

諸流外品官。聽以官品除免官當減贖。犯公罪徒。未該追官者。停流外任。
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〔名例勅甲 96〕卷 76・當贖門・總法・戴本 811 頁・靜本 540 頁上段

諸品官及除免官當未敍者。犯伍流。各依律。

〔名例勅甲 97〕卷 76・當贖門・總法・戴本 811 頁・靜本 540 頁上段

諸爵及勳（１）官。不在議請減贖當免之例。

（1）「勳」を戴本は「勛」とする。

〔名例勅甲 98〕卷 76・當贖門・總法・戴本 811 頁・靜本 540 頁上段

諸武翼大夫。翰林良醫以上。帶遙郡者。議請減贖當免。並同正任。

〔名例勅甲 99〕卷 76・當贖門・總法・戴本 811 頁・靜本 540 頁上段

諸除名及未入官人［犯罪依品官法者同］。除免官當未敍。或已敍而未應當贖者。更犯流以

下。官各以贖論。

〔名例勅甲 100〕卷 76・當贖門・總法・戴本 811 頁・靜本 540 頁上段

諸進納［謂未降住鬻爵詔書。以前補授是存人（１）。餘條稱進納。准此］及陣亡換給得補將

仕郞（２）助敎［並謂不理選限者］犯鬪毆人折傷以上者。不在當贖之例［佃客人力女使非］。

若後下手理直。應減等者。奏裁。

（1）「存人」については戴本 819 頁校勘記〔二〕を參照。

（2）「郞」を靜本は「卽」とする。

〔名例勅甲 101〕卷 76・當贖門・總法・戴本 812 頁・靜本 540 頁下段

諸犯盜。以勅計錢定罪。以律計絹除免。卽應當贖而罪至加役流。依律。

〔名例勅甲 102〕卷 76・當贖門・追當・戴本 812 頁・靜本 540 頁下段

諸應以官當者。追見任。次歷任高官。免官者。免見任並歷任内壹高官。免所居官者。止免

見任。其帶職者。以所帶職別爲壹官［謂見任（１）學士。待制。修撰。直閣。帶御器械。閤（２）

門舍人。宣贊舍人。閤門祗候（３）。入内内侍。兩省都知副都知押班］。或以官。或以職。奏

裁。

（1）「見任」は戴本靜本ともに「任見」とするが、戴本 820 頁校勘記〔五〕により改める。
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（2）「閤」を靜本は「閣」とする。戴本 820 頁校勘記〔五〕を參照。

（3）「候」は戴本靜本ともに「侯」とするが、文意により改める。

〔名例勅甲 103〕卷 76・當贖門・追當・戴本 813 頁・靜本 541 頁上段

諸承直郞以下。任無品差遣者［謂監當場務。及幹辦公事之類］。聽依有品差遣當免。

〔名例勅甲 104〕卷 76・當贖門・追當・戴本 813 頁・靜本 541 頁上段

諸（１）少府監鑄印（２）副篆文官。太史局刻（３）擇官。鐘鼔院司辰犯罪。依流外玖品官法。應

追官者。以所授文書爲壹官［已入流外品者。不許爲歷任追當］。

（1）「諸」を靜本は「謂」とする。

（2）「印」を靜本は「仰」とする。戴本 820 頁校勘記〔六〕を參照。

（3）「刻」は戴本靜本ともに「剋」とするが、戴本 820 頁校勘記〔六〕により改める。

〔名例勅甲 105〕卷 76・當贖門・追當・戴本 813 頁・靜本 541 頁上段

諸（１）未入官人校尉犯罪。依玖品官法。應追官者。以所授文書爲壹官［已授品官者。各不

許爲歷任追當。若自進義校尉轉進武校尉。止以進武校尉爲壹官當］。其（２）散官應當免。

而無歷任官者。追所授散官。仍奏裁。

（1）「諸」を靜本は「請」とする。戴本 820 頁校勘記〔七〕を參照。

（2）「其」を靜本は「具」とする。戴本 820 頁校勘記〔八〕を參照。

〔名例勅甲 106〕卷 76・當贖門・追當・戴本 813 頁・靜本 541 頁上段

諸監臨主守。於所監守内犯盜。及受財枉法。應除名者。並謂贓已入己［應斷私罪者非］。

〔名例勅甲 107〕卷 76・當贖門・蔭贖・戴本 814 頁・靜本 541 頁下段

諸宗室女［謂非應議者］之夫子。若前代帝之後。經本朝錄用有官者祖父母父母妻子孫。及

雖不授官。經賜予者之身犯罪。依有蔭人法。

〔名例勅甲 108〕卷 76・當贖門・蔭贖・戴本 814 頁・靜本 541 頁下段

諸捌品以上官子孫之婦犯罪。蔭如其夫。卽官品得請者之女使。曾經有子者。聽用蔭如伍品

妾［犯主情重者非］。
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〔名例勅甲 109〕卷 76・當贖門・蔭贖・戴本 814 頁・靜本 541 頁下段

諸以官招聘之士。雖不受聘。聽以所聘官爲蔭。其流外進納。因致仕官得封贈。父至朝奉

郞（１）將軍以上者。依捌品官法。

（1）「郞」については戴本 820 頁校勘記〔九〕を參照。

〔名例勅甲 110〕卷 76・當贖門・蔭贖・戴本 814 頁・靜本 541 頁下段

諸品官之家。知鄰保有犯不糾。若失火罪不至死者。以贖論。

〔名例勅甲 111〕卷 76・當贖門・蔭贖・戴本 814 頁・靜本 541 頁下段

諸有蔭人。參犯私罪杖。各情重。或正犯鬪殺罪至死。該恩減等應流配者。並不得以蔭論。

餘犯徒流罪。情不可贖者。奏裁。卽雖有蔭。犯私罪經眞決。而更犯私罪者。依無蔭人法。

〔名例勅甲 112〕卷 76・當贖門・蔭贖・戴本 814 頁・靜本 542 頁上段

諸將校犯階級。及臨寇敵有犯。或監守内姦盜略人受財入己。若放債者。不得以蔭論［御前

忠佐。准此］。卽兵級刺面人犯罪。人力女使犯主［人力姦主同］。殿侍［下（１）班祗應同］

公人並無祿監臨主司。於本（２）職及監守内犯贓。或職事有犯。若違慢者。准此。

（1）「下」を靜本は「丁」とする。

（2）「本」は戴本靜本ともに「卒」とするが、戴本 820 頁校勘記〔一〇〕により改める。

〔名例勅甲 113〕卷 76・當贖門・蔭贖・旁照法・戴本 817 頁・靜本 543 頁下段

諸攝諸州助敎。犯贓私罪杖［稱私罪贓罪。並謂非重害者］公罪徒以下。並贖。

〔名例勅甲 114〕卷 76・當贖門・罰贖・戴本 817 頁・靜本 543 頁下段

諸罰俸者。以半月。罰直者。以拾直爲壹等。不在官蔭減等之例。

〔名例勅甲 115〕卷 76・當贖門・罰贖・戴本 817 頁・靜本 543 頁下段

諸犯罪情輕。杖以下。聽以贖論。卽公人有罪。而朝省或按察官司令勘決者。不用此例。
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〔名例勅甲 116〕卷 76・當贖門・罰贖・戴本 817 頁・靜本 544 頁上段

諸州縣學生醫生。州職醫助敎。犯公罪杖以下。太學武學外舍生。僧道。犯私罪杖以下。攝

諸州助敎。翰林祗候。曾得解及應免解擧人［武擧同］。太學武學上舍内舍生。僧道錄。犯

贓私罪杖（１）［以上稱私罪贓罪。並謂非重害者］公罪徒以下。御前忠佐。犯贓私罪徒（２）公

罪流以下。並贖［坑戸以賞得副尉。而依舊充應者。於本場冶（３）。犯公罪流以下。准此］。

（1）「杖」は戴本靜本ともにないが、戴本 820 頁校勘記〔一五〕により補う。

（2）「徒」は戴本靜本ともにないが、戴本 821 頁校勘記〔一六〕により補う。

（3）「冶」を靜本は「治」とする。戴本 821 頁校勘記〔一七〕を參照。

〔名例勅甲 117〕卷 76・當贖門・罰贖・戴本 818 頁・靜本 544 頁上段

諸品官之家。知鄰保有犯不糾。若失火罪不至死者。以贖論。

〔名例勅甲 118〕卷 77・服制門・喪葬・旁照法・戴本 845 頁・靜本 567 頁上段

諸稱不以赦降原減。若遇非次赦。或再遇大（１）禮赦者。聽從原免。

（1）「大」を靜本は「太」とする。

〔名例勅甲 119〕卷 79・畜產門・殺畜產・戴本 890 頁・靜本 595 頁下段

諸故殺馬牛及官私駝騾驢［私謂非己者。卽盜及謀殺而自首。免其所因］。各不在自首之例。

〔名例勅甲 120〕卷 80・雜門・出擧債負・旁照法・戴本 905 頁・靜本 601 頁下段

諸稱分者。以拾分爲率。稱釐者。以壹分爲拾釐。

〔名例勅甲 121〕卷 80・雜門・毀失官私物・旁照法・戴本 911 頁・靜本 605 頁下段

諸稱分者。以拾分爲率。

〔名例勅甲 122〕卷 80・雜門・燒舍宅財物・戴本 916 頁・靜本 608 頁下段

諸故燒舍宅財物［謂已有所損敗者。卽爲從而吿獲徒伴者非］。不在自首之例。

〔名例勅甲 123〕卷 80・雜門・諸色犯姦・戴本 922 頁・靜本 613 頁上段

諸軍空房娶妻。其夫未歸而與夫之親相犯若姦。依服紀法。罪至死者。減壹等。准凡法。重
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於減罪者。自從重。

〔名例勅甲 124〕卷 80・雜門・諸色犯姦・戴本 922 頁・靜本 613 頁上段

諸嫁娶。應離之正之。若年未及令［事發時。年已及令者。依婚法］而與夫之親妻之父母相

犯及姦。或夫妻相犯。各以凡論。准服紀。罪輕者。計凡人之罪。杖以下。依服紀法。徒以

上。奏裁。

〔名例勅甲 125〕卷 80・雜門・諸色犯姦・戴本 922 頁・靜本 613 頁下段

諸犯義絶。未經斷離而相犯者。及姦者。各論如服紀法。罪至死者。奏裁。准凡人至死者。

以凡論。

〔名例勅甲 126〕卷 80・雜門・諸色犯姦・戴本 922 頁・靜本 613 頁下段

諸受人欲雇者。若雇人欲販者。相犯及姦。並同凡人［姦欲雇欲販婦女者。止坐男子］。

〔名例勅甲 127〕卷 80・雜門・諸色犯姦・旁照法・戴本 923 頁・靜本 614 頁上段

諸稱品官之家者。謂品官父祖子孫。及與同居者［品官母妻之乳母同居者。准此］。

〔名例勅甲 128〕卷 80・雜門・諸色犯姦・旁照法・戴本 923 頁・靜本 614 頁上段

諸於人力女使佃客稱主者。謂同居應有財分者。稱女使者。乳母同［所乳之子孫及其婦。不

用此例］。

〔名例勅甲 129〕卷 80・雜門・諸色犯姦・旁照法・戴本 923 頁・靜本 614 頁上段

諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決江河隄堰已決外。

餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

衞禁勅集成（63 箇條）

〔衞禁勅甲 1〕卷 6・職制門 3・批書・旁照法・戴本 92 頁・靜本 65 頁上段

諸巡捕官。失覺察本界内停藏［謂經日者］貨易私茶鹽。而被他人捕獲。貳伯斤罰俸壹月。
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每貳伯升加壹等。至參月止。追索印紙批書。若有獲到數目。依法比折。不係正官。貳斤比

壹斤。

〔衞禁勅甲 2〕卷 8・職制門 5・漏泄傳報・戴本 146 頁・靜本 100 頁上段

諸以國家事宜。若重害文書。及干邊防。報（１）化外者。絞。未通報。減壹等。配貳阡里。

以上。並奏裁。許人捕。

（1）「報」の下については戴本 154 頁校勘記〔八〕を參照。

〔衞禁勅甲 3〕卷 10・職制門 7・輒入官舍・戴本 178 頁・靜本 118 頁下段

諸無故入監司門［安撫經略總管鈐轄司同］。杖陸拾。至吏舍者。加貳等［吏院住（１）家處。

准此］。

（1）「住」を靜本は「往」とする。戴本 191 頁校勘記〔五〕を參照。

〔衞禁勅甲 4〕卷 28・榷禁門 1・榷貨總法・戴本 380 頁・靜本 253 頁上段

諸犯榷貨私有者。許人吿。販私有者。許捕。

〔衞禁勅甲 5〕卷 28・榷禁門 1・榷貨總法・戴本 380 頁・靜本 253 頁上段

諸犯榷貨。止以見在爲坐。本物不在而犯狀分明者。元犯杖以上。論如不應得爲律［徒以上。

從重］。

〔衞禁勅甲 6〕卷 28・榷禁門 1・榷貨總法・戴本 380 頁・靜本 253 頁上段

諸共犯榷貨。雖不行。各依本首從論。非同財者。計己分。依相因爲首從法。

〔衞禁勅甲 7〕卷 28・榷禁門 1・榷貨總法・戴本 380 頁・靜本 253 頁上段

諸犯榷貨。非販者［銅鉛銅礦鍮（１）石非］。貳分得壹分之罪。罪止徒參年。仍免編配。

（1）「鍮」を靜本は「瑜」とする。

〔衞禁勅甲 8〕卷 28・榷禁門 1・榷貨總法・戴本 380 頁・靜本 253 頁上段

諸持仗裹送人。販私有榷貨者。與同罪。許人捕。通販者及參人。依結集徒黨法。
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〔衞禁勅甲 9〕卷 28・榷禁門 1・榷貨總法・戴本 381 頁・靜本 253 頁下段

諸集結徒黨。持仗（１）私造。或販私有（２）榷貨。但共謀同行。不以財本同異（３）。各加本罪

壹等［乳香加至罪止者。皆配伍伯里］。拒捕（４）者。依同謀共毆傷人［不同拒捕謀者。以

結集人爲元謀］。卽拋棄榷貨而拒捕。及拒捕加等。各罪輕者。徒貳年。其折傷。下手（５）

重及元謀。各配鄰州。折支以上。下手重配遠惡州。元謀配阡里。元謀記（６）配伍伯里。餘

下手配鄰州。殺人。下手重者斬。元謀配遠惡州。餘下手配貳阡里。以上配遠惡州者。遇赦

不還。

（1）「仗」については戴本 405 頁校勘記〔二〕を參照。

（2）「有」については戴本 405 頁校勘記〔二〕を參照。

（3）「異」を戴本は「袞」とする。

（4）「拒捕」を靜本は「捕拒」とする。戴本 405 頁校勘記〔三〕を參照。

（5）「手」を靜本は「子」とする。戴本 405 頁校勘記〔四〕を參照。

（6）「元謀記」については戴本 405 頁校勘記〔五〕を參照。

〔衞禁勅甲 10〕卷 28・榷禁門 1・榷貨總法・戴本 381 頁・靜本 253 頁下段

諸知情引領交易停藏負載榷貨者。貳分爲壹分之罪［貳人以上之物。仍依倍法］。罪止徒參

年。與本犯人刑名等。若重者。各減犯人壹等名。知情借助錢物。與客人作本私犯者。依犯

人法。

〔衞禁勅甲 11〕卷 28・榷禁門 1・榷貨總法・戴本 381 頁・靜本 253 頁下段

諸知情私有榷引貨［販與非販等］。及知情引領交易停藏負載人。不以赦前後。肆犯杖。並

鄰州編管。經編管後。各又兩犯杖。不刺面配本城［各以本色榷貨。理犯數］。

〔衞禁勅甲 12〕卷 28・榷禁門 1・榷貨總法・戴本 381 頁・靜本 253 頁下段

諸犯榷貨。赦書到後。限參拾日首納毀棄。限外不首毀。及雖在限内（１）。輒將貨易者。復

罪如初。

（1）「内」を靜本は「山」とする。

〔衞禁勅甲 13〕卷 28・榷禁門 1・榷貨總法・戴本 381 頁・靜本 254 頁上段

諸獲犯榷貨人。具曾無拒捍。或持仗。申所屬。有不實者。以出入人罪論。
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〔衞禁勅甲 14〕卷 28・榷禁門 1・榷貨總法・戴本 381 頁・靜本 254 頁上段

諸巡捕榷貨使臣。差人巡察者。徒貳年［知犯人藏匿。及經過處。須分捕而差者。不坐］。

〔衞禁勅甲 15〕卷 28・榷禁門 1・榷貨總法・戴本 381 頁・靜本 254 頁上段

諸巡捕人。失覺察本界内停藏［謂經日者］貨易。若透漏（１）私有榷貨。而被他人吿捕獲者。

犯人杖罪笞肆拾。徒罪杖捌拾。流罪杖壹伯［堰閘應搜檢人透漏。各（２）減貳等。由笞罪減

者。再犯。乃坐］。

（1）「透漏」は戴本靜本ともに「漏透」とするが、文意により改める。

（2）「各」を靜本は「名」とする。戴本 405 頁校勘記〔六〕を參照。

〔衞禁勅甲 16〕卷 28・榷禁門 1・榷貨總法・戴本 381 頁・靜本 254 頁上段

諸當職官及稅務專副攔（１）頭。若巡捕官司所管諸軍公人。故縱榷貨者。與同罪［稅務雖輕

收稅同］。專攔非在務。及堰閘應搜檢人故縱者。各減貳等［監門官吏及守把公人不搜檢。

故（２）縱榷貨入城者。准此］。

（1）「攔」については戴本 405 頁校勘記〔七〕を參照。

（2）「故」については戴本 405 頁校勘記〔八〕を參照。

〔衞禁勅甲 17〕卷 28・榷禁門 1・榷貨總法・戴本 381 頁・靜本 254 頁上段

諸監司［屬官同］若當職官。及巡捕官司所管諸軍公人。各及其家人販榷貨者［罷役弓手。

放停土軍。於本地（１）分有犯同］。加凡人壹等。茶鹽。又加壹等。或將捉到茶鹽數減剋不

送官。若私自賣（２）。罪輕者。各徒貳年。知情容縱不糾擧者。部轄人。與犯人（３）同罪。所

管官。減貳等。若失覺察者。各杖壹伯。

（1）「地」の下に靜本では「方」がある。戴本 405 頁校勘記〔九〕を參照。

（2）「賣」の下に靜本では「買」がある。

（3）「犯人」は靜本にない。戴本 405 頁校勘記〔一〇〕を參照。

〔衞禁勅甲 18〕卷 28・榷禁門 1・榷貨總法・戴本 382 頁・靜本 254 頁下段

諸巡捕榷貨人。已獲犯人而故縱。若減所獲物。或受贓者。並許人吿。
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〔衞禁勅甲 19〕卷 28・榷禁門 1・茶鹽礬・戴本 386 頁・靜本 257 頁上段

諸私有茶。貳（１）兩笞肆拾。肆斤加壹等。肆拾斤徒壹年。肆拾斤加壹等。陸伯斤。不刺面

配本城。

（1）「貳」を靜本は「壹」とする。

〔衞禁勅甲 20〕卷 28・榷禁門 1・茶鹽礬・戴本 386 頁・靜本 257 頁上段

諸私有鹽。壹兩笞肆拾。貳斤加壹等。貳拾斤徒壹年。貳拾斤加壹等。參伯斤。配本城［煎

煉者。壹兩比貳兩］。以通商界鹽入禁地者。減壹等。參伯斤流參阡里。其人戸賣蠶鹽。兵

級賣食鹽。及以官鹽入別界（１）［於就近州縣買食鹽。伍斤以下者。不坐］。壹斤笞貳拾。貳

拾斤加壹等。貳伯斤徒壹年。貳伯斤加壹等。罪止徒參年。

（1）「蠶鹽兵級賣食鹽及以官鹽入別界」は戴本靜本ともにないが、戴本 406 頁校勘記〔二七〕

により補う。

〔衞禁勅甲 21〕卷 28・榷禁門 1・茶鹽礬・戴本 386 頁・靜本 257 頁下段

諸犯榷貨私（１）有者。許人吿［通商鹽入禁地。官鹽入別縣界。非應有者。亦許吿］。販私

有者。許捕。

（1）「貨私」を靜本は「私貨」とする。戴本 407 頁校勘記〔二八〕を參照。

〔衞禁勅甲 22〕卷 28・榷禁門 1・茶鹽礬・戴本 386 頁・靜本 257 頁下段

諸私有及煎煉白礬。並依鹽法。私有土礬碌礬［摘碌礬夾石柳絮礬同］青膽礬。壹斤笞肆拾。

拾斤加壹等。伯斤徒壹年。伯斤加壹等。阡斤。不刺面配本城。其諸路礬。侵越界分賣者。

依私有法。卽私煎煉白礬。鄰保知而不吿者。減犯人罪壹等。罪止杖壹伯。

〔衞禁勅甲 23〕卷 28・榷禁門 1・茶鹽礬・戴本 387 頁・靜本 257 頁下段

諸私煎煉鹽。煉未成者。論如不應得爲律。

〔衞禁勅甲 24〕卷 28・榷禁門 1・茶鹽礬・戴本 387 頁・靜本 257 頁下段

諸引領交易私有乳香［出產地分茶鹽同（１）］。各依犯人法。

（1）「同」を靜本は「司」とする。戴本 407 頁校勘記〔二九〕を參照。
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〔衞禁勅甲 25〕卷 28・榷禁門 1・茶鹽礬・戴本 387 頁・靜本 257 頁下段

諸鹽司［屬官同］若當職官。及巡捕官司所管諸軍公人。各及其家人販榷貨者［罷役弓手。

放停土軍。於本地分有犯同］。加（１）凡人壹等。茶鹽。又加壹等。或將捉到茶鹽數減剋不（２）

送官。若私自賣。罪輕者。各徒貳年。知情縱容不糾擧者。部轄人。與犯人同罪。所管官（３）。

減貳等。若失覺察者。各杖壹伯。

（1）「加」を靜本は「如」とする。戴本 407 頁校勘記〔三〇〕を參照。

（2）「不」については戴本 407 頁校勘記〔三一〕を參照。

（3）「官」は靜本にない。戴本 407 頁校勘記〔三二〕を參照。

〔衞禁勅甲 26〕卷 28・榷禁門 1・茶鹽礬・戴本 387 頁・靜本 257 頁下段

諸巡捕官。透漏私茶鹽［稅務鹽官搜檢（１）稅物而透漏者同］。不及伯斤罰俸壹月。每伯斤

加壹等。至參月止。伍伯斤展磨勘貳年。壹阡斤差替［兩犯通及壹阡伍伯斤者。准此］。不

係正官者。貳斤比壹斤［鹼地分令佐。透漏刮鹼煎鹽同］。雖獲犯人而本物不在。並不坐。

（1）「檢」を戴本は「撿」とする。

〔衞禁勅甲 27〕卷 28・榷禁門 1・茶鹽礬・戴本 387 頁・靜本 258 頁上段

諸巡捕官。失覺察本界内停藏［謂經日者］貨易私茶鹽。而被他人捕獲。貳伯斤罰俸壹月。

每貳伯斤加壹等。至參月止。追索印紙批書。若有獲到數日。依法比折。不係正官。貳斤比

壹斤。

〔衞禁勅甲 28〕卷 28・榷禁門 1・茶鹽礬・戴本 387 頁・靜本 258 頁上段

諸巡捕官。透漏私有礬者。伯斤罰俸壹月。每伯斤加（１）壹等。至參月止。壹阡伍伯斤差替

［兩犯通及貳阡斤者。准此］。不係正官者。參斤比壹斤。卽令佐透漏私煎煉白礬。減不係

正官罪壹等。雖獲犯人而本物不在者。並不坐。

（1）「加」の下に靜本では「加」がある。

〔衞禁勅甲 29〕卷 28・榷禁門 1・茶鹽礬・戴本 387 頁・靜本 258 頁上段

諸巡捕人。失覺察本界内停藏［謂經日者］貨易。若透漏私有榷貨。而被他人吿捕獲者［稅

務專攔（１）搜檢稅物。而透漏私茶鹽同］。犯人杖罪笞肆拾。徒罪杖捌拾。流罪杖壹伯［堰

閘應搜檢人透漏。各減貳等。由笞罪減者。再犯。乃坐］。
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（1）「攔」を靜本は「欄」とする。

〔衞禁勅甲 30〕卷 28・榷禁門 1・茶鹽礬・戴本 388 頁・靜本 258 頁下段

諸販私茶鹽榷禁者。將有刃器仗［謂堪以拒捍者］隨行。以私有禁兵器論。

〔衞禁勅甲 31〕卷 28・榷禁門 1・酒麴・戴本 395 頁・靜本 265 頁上段

諸禁地内［謂去東京城貳拾伍里。州貳拾里。縣鎭寨拾里内。餘條酒麴。稱禁地者。准此］

私造酒。壹升笞肆拾。伍升加壹等。伍斗徒壹年。伍斗加壹等。伍石。不刺面配本城。禁地

内私（１）有。禁地外私造。各減壹等。以上。再犯至罪止者。各不以禁地内外。並配本城［兩

犯禁地外私有。至罪止者。不刺面］。其造者。酒匠爲從［下條麴匠。准此］。卽將外來官

酒入禁地。壹升笞肆拾。貳升加壹等。壹石伍斗徒壹年。壹石伍斗加壹等。罪止徒參年。禁

地外。及鄕村酒。自相浸越沽（２）賣。減壹等。

（1）「私」を靜本は「秋」とする。戴本 408 頁校勘記〔五〇〕を參照。

（2）「沽」を靜本は「沾」とする。

〔衞禁勅甲 32〕卷 28・榷禁門 1・酒麴・戴本 395 頁・靜本 265 頁上段

諸以所得官酒入別州界賣者。依外來官酒入禁地法。

〔衞禁勅甲 33〕卷 28・榷禁門 1・酒麴・戴本 395 頁・靜本 265 頁上段

諸酒戸知情放酒入禁地販賣者。減犯人罪參等。罪止杖壹伯。

〔衞禁勅甲 34〕卷 28・榷禁門 1・酒麴・戴本 395 頁・靜本 265 頁上段

諸私有麴［謂小麥麪麴。其連麩麴貳斤。大麥米豆麴貳斤半。雜物造（１）成但可造酒者參斤。

並比壹斤］。禁地内。壹兩笞肆拾。壹斤加壹等。拾斤徒壹年。拾斤加壹等。伯斤。不刺面

配本城。禁地外。壹兩笞肆拾。貳斤加壹等。貳拾斤徒壹年。貳拾斤加壹等。壹伯伍拾斤。

不刺面配本城。酒戸賣與界内不應造酒人者。杖捌拾。自將入禁地。及賣與別界不應造酒人。

減私有壹等。其買人。係禁地内。同私有法。禁地外。減壹等。

（1）「造」を靜本は「速」とする。
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〔衞禁勅甲 35〕卷 28・榷禁門 1・酒麴・戴本 396 頁・靜本 265 頁下段

諸犯榷貨私有者。許人吿［外來官酒入禁地者。亦許吿（１）］。販私有者。許（２）捕。

（1）「吿」については戴本 408 頁校勘記〔五一〕を參照。

（2）「許」については戴本 408 頁校勘記〔五二〕を參照。

〔衞禁勅甲 36〕卷 28・榷禁門 1・酒麴・戴本 396 頁・靜本 265 頁下段

諸巡捕人。失覺察本界内停藏［謂經日者］貨易。若透漏外來（１）官酒。而被他人吿捕獲者。

犯人杖罪笞肆拾。徒罪杖捌拾。流罪杖壹伯［堰閘應搜檢人透漏。各減貳等。由笞罪減者。

再犯。乃坐］。

（1）「來」を靜本は「未」とする。

〔衞禁勅甲 37〕卷 28・榷禁門 1・乳香・戴本 398 頁・靜本 267 頁上段

諸私有乳香［造假乳香。及知而販賣者同］。壹兩笞肆拾。貳斤加壹等。貳拾斤徒壹年。貳

拾斤加壹等。參伯斤。配本城。

〔衞禁勅甲 38〕卷 28・榷禁門 1・乳香・戴本 398 頁・靜本 267 頁下段

諸販官乳香。引外有剩。及應赴官批銷而不赴。若不應出本州縣界而出者。以私有論。

〔衞禁勅甲 39〕卷 28・榷禁門 1・乳香・戴本 398 頁・靜本 267 頁下段

諸引領交易私有乳香。依犯人法。

〔衞禁勅甲 40〕卷 28・榷禁門 1・乳香・戴本 399 頁・靜本 267 頁下段

諸巡捕官。透漏私（１）有礬者。伯斤罰俸壹月。每伯斤加壹等。至參月止。壹阡伍伯斤差替

［兩犯通及貳阡斤者。准此。私乳香。壹斤比（２）拾斤］。不係正官者。參斤比壹斤。雖獲

犯人而本物不在者。並不坐。

（1）「私」は靜本にない。戴本 409 頁校勘記〔五六〕を參照。

（2）「比」については戴本 409 頁校勘記〔五七〕を參照。

〔衞禁勅甲 41〕卷 28・榷禁門 1・銅鍮石鉛錫銅礦・戴本 401 頁・靜本 269 頁上段

諸私有銅及鍮石者［銅礦及夾雜銅。並烹煉淨銅計數。其盜人許存留之物者。免烹煉。每兩
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除豁參錢］。壹兩杖捌拾。壹斤加壹等。拾伍斤。不刺面配鄰州本城。爲人造作器物者。與

物主同罪。配亦如之。作具沒官［自造者。准此］。

〔衞禁勅甲 42〕卷 28・榷禁門 1・銅鍮石鉛錫銅礦・戴本 401 頁・靜本 269 頁上段

諸私有鉛［夾雜者。並黄丹砂子。並烹煉淨鉛計數］。壹斤笞伍拾。貳拾斤加壹等。過杖壹

伯。參拾斤加壹等。罪止徒參年。出產地分私烹煉。加壹等。

〔衞禁勅甲 43〕卷 28・榷禁門 1・銅鍮石鉛錫銅礦・戴本 401 頁・靜本 269 頁上段

諸犯榷貨。非販者［銅鉛銅礦鍮石非］。貳分得壹分之罪。罪止徒參年。仍免編配。

〔衞禁勅甲 44〕卷 28・榷禁門 1・銅鍮石鉛錫銅礦・戴本 401 頁・靜本 269 頁上段

諸巡捕官。任内透漏銅出界。及失覺察私置爐（１）烹煉。或賣買不入官。以捕得斤數折除外。

伍拾斤展磨勘半年。縣尉殿參月參選。伯斤展壹年。縣尉殿半年。貳伯斤展貳年。縣尉殿壹

年。如係所產去處。各遞加壹等［磨勘殿選。並以壹季（２）爲壹等。專差巡捕使臣。透漏失

覺察。至貳伯斤。仍降等差遣］。其銅礦鉛錫拾斤。或銅垢以烹煉到淨銅伍斤。各比銅壹斤。

（1）「爐」を靜本は「鑪」とする。

（2）「季」を靜本は「李」とする。

〔衞禁勅甲 45〕卷 28・榷禁門 1・銅鍮石鉛錫銅礦・戴本 401 頁・靜本 269 頁下段

諸巡捕人。失覺察本界内停藏［謂經日者］貨易。若透漏私有榷貨。而被他人吿捕獲者。犯

人杖罪笞肆拾。徒罪杖捌拾。流罪杖壹伯。若係產銅界内巡捕人。透漏失覺察私賣銅。或私

輒鑄造銅器出賣者。各加壹等。

〔衞禁勅甲 46〕卷 28・榷禁門 1・銅鍮石鉛錫銅礦・戴本 402 頁・靜本 269 頁下段

諸出產銅鉛錫界内耆長。失覺察私置爐（１）烹煉。而爲他人吿捕獲。並同保及（２）保正長知而

不糾者。並依界内停藏貨易透漏榷貨法。

（1）「爐」を靜本は「鑪」とする。

（2）「及」は戴本靜本ともに「父」とするが、戴本 409 頁校勘記〔六一〕により改める。
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〔衞禁勅甲 47〕卷 29・榷禁門 2・銅錢金銀出界・戴本 410 頁・靜本 272 頁上段

諸以銅錢出中國界者。徒參年。伍伯文流貳阡里。伍伯文加壹等。徒罪配參阡里。從者配貳

阡里。流罪配廣南。從者配參阡里。參貫。配遠惡州。從者配廣南。伍貫絞。從者配遠惡州。

知情引領停藏負載人。減犯人罪壹等。仍各依從者配法（１）。以上。並奏裁。各不以赦降原

減。許徒伴及諸色人捕。依格支賞外。隨行應干錢物。並全給捕人。其犯人並知情引領停藏

負載人名下家產。並籍沒入官［如已裝發。候回日。亦許徒伴及諸色人捕。盡以犯人回貨給

賞外。仍依格推賞］。

（1）「法」を靜本は「發」とする。戴本 435 頁校勘記〔一〕を參照。

〔衞禁勅甲 48〕卷 29・榷禁門 2・銅錢金銀出界・戴本 410 頁・靜本 272 頁上段

諸以銅錢與蕃商博（１）易者。徒貳年。伍伯文加壹等。過徒參年。壹貫加壹等。徒罪配貳阡

里。從者配阡里。流罪配參阡里。從者配貳阡里。伍貫。配廣南。從者配參阡里。拾貫。配

遠惡州。從者配廣南。知情引領停藏負載人。減犯人罪壹等。仍依從者配法。以上。並化外

人有犯者。並奏裁。各不以赦降原減。許徒伴及諸色人捕。除依格支賞外。隨行錢物。並給

捕人。其犯人並知情引領停藏負載人名下家產。並籍沒入官。

（1）「博」については戴本 435 頁校勘記〔二〕を參照。

〔衞禁勅甲 49〕卷 29・榷禁門 2・銅錢金銀出界・戴本 411 頁・靜本 272 頁下段

諸不覺察錢銅出中國界。或以銅錢與蕃（１）商博易者。市舶司當職官吏［謂置司州］巡捕（２）

官巡防人。以違制論。州知通縣令丞鎭寨官。並經由透漏去處巡捕官巡防人。杖壹伯。故縱

者。與犯人同罪。至死。減壹等。

（1）「蕃」を靜本は「藩」とする。戴本 435 頁校勘記〔三〕を參照。

（2）「捕」の下に靜本では「捕」がある。戴本 435 頁校勘記〔四〕を參照。

〔衞禁勅甲 50〕卷 29・榷禁門 2・銅錢下海・戴本 415 頁・靜本 276 頁上段

諸將銅錢入海船者。杖捌拾。壹貫杖壹伯。參貫杖壹伯。編管伍伯里。伍貫徒壹年。從者杖

壹伯。柒貫徒貳年。從者徒壹年。拾貫流貳阡里。從者徒參年。知情引領停藏負載人。依從

者法。若化外有犯者。並奏裁。不以赦降原減。許徒伴及諸色人捕。其隨行錢物。並全給捕

人。
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〔衞禁勅甲 51〕卷 29・榷禁門 2・銅錢下海・戴本 415 頁・靜本 276 頁下段

諸打造海船。先經所屬。請給禁納銅錢入海條令。雕注船梁。違者。杖捌拾。

〔衞禁勅甲 52〕卷 29・榷禁門 2・興販軍須・戴本 430 頁・靜本 286 頁上段

諸將堪造軍器物［謂弓弩竹木材槍桿（１）箭簳筋角鰾膠白蠟牛皮皮單ⓑ及皮鞋（２）底。餘條堪

造軍器物。准此］。入參路緣邊及河北京東路緣海州界者。徒壹年。物價［據見獲物估］及

貳貫加壹等。過徒參年。伍貫加壹等。物沒官。許人吿。關津稅務官司失覺察（３）。杖壹伯。

（1）「桿」を戴本は「杆」とする。

（2）「鞋」を靜本は「鞵」とする。

（3）「察」については戴本 438 頁校勘記〔三六〕を參照。

〔衞禁勅甲 53〕卷 29・榷禁門 2・興販軍須・戴本 430 頁・靜本 286 頁上段

諸以堪造軍器物。賣與化外人。及引領者。並徒貳年。計贓壹尺徒參年。壹匹加壹等。徒罪

皆配阡里。流罪皆配貳阡里。參拾匹。皆配遠惡州。物沒官。知情停藏負載人。減犯人壹等。

仍依犯人配法。熟鐵［造成器物同］與外國使人［非使人同］交易。罪輕者。徒參年。配阡

里。許人吿［非使人。許捕］。

〔衞禁勅甲 54〕卷 29・榷禁門 2・興販軍須・旁照法・戴本 434 頁・靜本 290 頁上段

諸共化外人私相交易。許人捕。

〔衞禁勅甲 55〕卷 51・道釋門 2・行游・戴本 711 頁・靜本 478 頁下段

諸僧道。於緣邊次邊游索者。杖壹伯。許人吿。有所干請。已施行者。加本罪壹等。押歸本

貫。

〔衞禁勅甲 56〕卷 51・道釋門 2・雜犯・戴本 724 頁・靜本 488 頁上段

諸蕃僧回紇入川峽界者。杖捌拾［曾經遣出界。而復入者。准此］。已過關者。從私度法。

卽隱帶不應入人而入者。減犯人壹等。

〔衞禁勅甲 57〕卷 78・蠻夷門・入貢・戴本 847 頁・靜本 567 頁下段

諸蕃蠻入貢應賣買。輒以鈔引交易者。計價論如共化外人私相交易律。徒罪配伍伯里。從者
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配鄰州。並本城。流罪配阡里。從者配伍伯里。許人捕［入貢人免捕。仍不坐罪］。鈔引及

行隨物。並沒官。已買物。追還主。押伴譯語隨行主管賣買人知情。減犯人壹等。不知情。

杖壹伯。

〔衞禁勅甲 58〕卷 78・蠻夷門・蕃蠻出入・戴本 865 頁・靜本 579 頁上段

諸將嶺南溪洞蠻人過嶺北者。杖壹伯。

〔衞禁勅甲 59〕卷 78・蠻夷門・蕃蠻出入・戴本 865 頁・靜本 579 頁上段

諸北界人私入中國（１）者。許人吿（２）［非在河北河東路獲者。奏裁］。其知情容止者。徒壹

年。

（1）「中國」を靜本は「國中」とする。戴本 870 頁校勘記〔三六〕を參照。

（2）「人吿」を靜本は「吿人」とする。戴本 870 頁校勘記〔三六〕を參照。

〔衞禁勅甲 60〕卷 78・蠻夷門・蕃蠻出入・戴本 865 頁・靜本 579 頁上段

諸蕃商娶中國人爲妻。及雇爲人力女使。將入蕃者。徒壹年。將中國（１）所生子孫入蕃者。

減壹等。

（1）「中國」を靜本は「國中」とする。

〔衞禁勅甲 61〕卷 78・蠻夷門・蕃蠻出入・戴本 865 頁・靜本 579 頁上段

諸隨化外人出中國者。徒參年。配淮南。未過界者。減壹等。淮南編管。其往西北界者。仍

奏裁。

〔衞禁勅甲 62〕卷 78・蠻夷門・蕃蠻出入・戴本 865 頁・靜本 579 頁上段

諸透漏化外及中國人私出入邊界者。巡防官將校兵級。各杖捌拾。

〔衞禁勅甲 63〕卷 80・雜門・雜犯・戴本 925 頁・靜本 615 頁上段

諸私採盧甘石。壹斤以上笞（１）伍拾。貳拾斤杖陸拾。拾斤加壹等。過杖壹伯。貳拾斤加壹

等。罪止徒參年。私有者。減壹等。許人吿。石沒官。

（1）「笞」を戴本は「答」とする。
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職制勅集成（270 箇條）

○〔職制勅甲 131〕〔職制勅甲 166〕〔職制勅甲 167〕〔職制勅甲 168〕の篇目は内容的に「職制

令」とすべきと思われるが、戴本靜本ともに篇目を「職制勅」とするのに從う。

○〔職制勅甲 159〕の篇目を靜本は「勅制勅」とする。

〔職制勅甲 1〕卷 4・職制門 1・職掌・戴本 27 頁・靜本 23 頁上段

諸帥臣書寫機宜文字。輒干預簽書本司其餘事務者。杖壹伯。

〔職制勅甲 2〕卷 4・職制門 1・職掌・戴本 27 頁・靜本 23 頁上段

諸發運監（１）司。受省臺寺監輒委主管非所職之事而不繳奏者。杖壹伯［所屬有妨礙而令別

司取索點檢磨勘行遣之類者非］。

（1）「監」の下に靜本では「使」がある。戴本 44 頁校勘記〔一七〕を參照。

〔職制勅甲 3〕卷 4・職制門 1・職掌・戴本 27 頁・靜本 23 頁下段

諸發運監司。事非所職而輒主管者。徒壹年［監司應措置及申請而事干他司。不先關報者。

准此］。州縣官司申禀違所屬者。減壹等。

〔職制勅甲 4〕卷 4・職制門 1・職掌・戴本 27 頁・靜本 23 頁下段

諸緣公使庫職事。輒委縣令佐主管者。徒壹年。

〔職制勅甲 5〕卷 4・職制門 1・禁謁・戴本 32 頁・靜本 27 頁上段

諸路分兵官將副。緣邊都監。武臣知縣。或鎭寨長官。押隊部隊將。輒出謁。及見賓客［兼

知州或有公使應管設賓客。或邂逅相遇。或應延門客。或醫人。或得朝假不在任者非］。並

見之者。各徒貳年。卽職事相干。及本宗。或緦麻以上親。各及其婚姻之家。若祖父母父母

妻緦麻以上親。及其夫子往還者。不坐。

〔職制勅甲 6〕卷 4・職制門 1・禁謁・戴本 33 頁・靜本 27 頁上段

諸經略安撫司主管機宜文字幹辦公事官出謁。及見賓客。並見之者。並依路分兵官法。
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〔職制勅甲 7〕卷 4・職制門 1・禁謁・戴本 33 頁・靜本 27 頁上段

諸州有徒以上囚禁［寄禁非］而獄官輒出謁。及見賓客。並（１）見之者。並依路分兵官將副

法［預非公使妓樂宴會。准此］。

（1）「並」を靜本は「升」とする。

〔職制勅甲 8〕卷 4・職制門 1・禁謁・戴本 33 頁・靜本 27 頁上段

諸知州通判縣令。非假日。輒出謁。及賓客受謁者［臣僚經過。依令不應迎送而迎送。及見

之者同］。各徒壹年。

〔職制勅甲 9〕卷 4・職制門 1・禁謁・戴本 33 頁・靜本 27 頁上段

諸按察官。遇朝拜行香。以疾免赴。而輒出謁。若游宴者。徒壹年。

〔職制勅甲 10〕卷 4・職制門 1・禁謁・戴本 33 頁・靜本 27 頁上段

諸監臨官。與所部不應接坐人而接坐者。徒貳年。在官非監臨。杖壹伯。邂逅接坐者。各減

伍等。仍爲公坐［其德行可稱。或實有文學。並品官同居親異居期親。及僧道醫術之人。並

聽接坐］。

〔職制勅甲 11〕卷 4・職制門 1・禁謁・戴本 33 頁・靜本 27 頁下段

諸監當官。於所監倉庫［謂非廨（１）宇所在者］。非職事相干。輒見賓客。及見之者。各徒

貳年。

（1）「廨」を戴本は「厩」とする。

〔職制勅甲 12〕卷 4・職制門 1・禁謁・戴本 33 頁・靜本 27 頁下段

諸錢監監官監門官。非假日。輒出謁迎送者。杖壹伯［監門官在錢監見賓客者。准此］。

〔職制勅甲 13〕卷 4・職制門 1・禁謁・戴本 33 頁・靜本 27 頁下段

諸糴買糧草官。非職事相干。輒見賓客［以邂逅爲名相見者同］。及見之者。各徒貳年。
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〔職制勅甲 14〕卷 4・職制門 1・禁謁・戴本 33 頁・靜本 27 頁下段

諸被差檢踏災傷官。緣路及所至。輒見賓客者。杖壹伯。與不應接坐人接坐者。徒貳年。

〔職制勅甲 15〕卷 4・職制門 1・禁謁・戴本 33 頁・靜本 27 頁下段

諸監司屬官。輒離本司（１）出詣所部。若行移文書下州縣。及差委幹辦公事。不經詣（２）所差

處。並緣路見州縣官。若受饋送者。各徒貳年。

（1）「司」は戴本靜本ともに「身」とするが、文意により改める。

（2）「詣」を戴本は「諸」とする。

〔職制勅甲 16〕卷 4・職制門 1・禁謁・戴本 33 頁・靜本 27 頁下段

諸帥臣［監司守貳同］。輒令隨行子弟親屬接見所部官［自接見者同］。並見之者。各杖捌

拾［所部官係親屬者非］。

〔職制勅甲 17〕卷 4・職制門 1・禁謁・戴本 33 頁・靜本 27 頁下段

諸内侍官。輒與外朝官非親戚往還。或出謁接見賓客者［職事相干者。有服親男女正婚姻之

父祖兄弟非］。並流貳阡里。量輕重取旨編置。其轉歸吏部内侍［尋醫侍養隨侍隨行指敎丁

憂服闋之類同］。輒往邊守。及有上文違犯者。除名勒停。以上。若見之者。以違制論。

〔職制勅甲 18〕卷 4・職制門 1・禁謁・戴本 34 頁・靜本 28 頁上段

諸御前諸軍都副統制［兼用事者。自依本法］逐軍統制。出謁接見賓客。及見之者。各徒貳

年。因而乞索財物者。加貳等。卽職事相干。及本宗。或異姓有服親。各及其婚姻之家。若

祖父母父母妻有服親。及其夫子往還者。不坐。臺諫奏劾。總領覺察。

〔職制勅甲 19〕卷 4・職制門 1・謁見・戴本 36 頁・靜本 29 頁上段

諸州武臣見長吏。不應庭趨。而輒令庭趨者。杖壹伯［謂非緣敎閱軍陣。出師討賊而見者］。

〔職制勅甲 20〕卷 4・職制門 1・上書奏事・戴本 37 頁・靜本 30 頁上段

諸監司郡守及諸路釐務總管鈐轄。應上殿奏事。輒託故避免者。以違制論。
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〔職制勅甲 21〕卷 4・職制門 1・上書奏事・戴本 37 頁・靜本 30 頁上段

諸因臣僚上殿論事。而附會扇造語言。喧播中外。動搖上下者。以違制論。

〔職制勅甲 22〕卷 4・職制門 1・上書奏事・戴本 37 頁・靜本 30 頁上段

諸外任官。因奏事赴闕。應還本任。而違限者。論如官文書稽程律。

〔職制勅甲 23〕卷 4・職制門 1・上書奏事・戴本 37 頁・靜本 30 頁上段

諸臣僚上表。輒有誣毀。或文飾已（１）過者。杖壹伯。

（1）「已」を戴本は「己」とする。

〔職制勅甲 24〕卷 4・職制門 1・上書奏事・戴本 37 頁・靜本 30 頁上段

諸因入内而上書者。徒貳年。婦人有犯。夫子知情者。止坐夫子［託人内中投進。准此］。

〔職制勅甲 25〕卷 4・職制門 1・上書奏事・戴本 37 頁・靜本 30 頁上段

諸臣庶往還文書。非情涉不順。輒繳錄申所屬者。杖捌拾。奏者。加貳等。

〔職制勅甲 26〕卷 4・職制門 1・上書奏事・戴本 38 頁・靜本 30 頁上段

諸水旱。監司帥守奏聞（１）不實。或隱蔽者。並以違制論。

（1）「聞」を靜本は「開」とする。

〔職制勅甲 27〕卷 4・職制門 1・臣僚陳請・戴本 41 頁・靜本 32 頁上段

諸臣僚陳請事。輒乞免執奏者。以違制論。

〔職制勅甲 28〕卷 4・職制門 1・臣僚陳請・戴本 41 頁・靜本 32 頁上段

諸非緣措置邊防。而奏乞不拘常制［乞權依所請之類同］。以違制論。

〔職制勅甲 29〕卷 4・職制門 1・臣僚陳請・戴本 41 頁・靜本 32 頁上段

諸内侍官。乞提領外朝官職事。干預朝政者。流貳阡里。量輕重取旨編置。其轉歸吏部内侍

［尋醫侍養隨侍隨行指敎丁憂服闋之類同］。輒往邊守。及有上文違犯者。除名勒停。
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〔職制勅甲 30〕卷 5・職制門 2・奉使・戴本 46 頁・靜本 34 頁上段

諸奉使赴闕。應還本任。而違限者。論如官文書稽程律。

〔職制勅甲 31〕卷 5・職制門 2・奉使・戴本 46 頁・靜本 34 頁上段

諸奉使印記應納。及申尙書禮部。而稽違者。論如官文書稽程律［使回到闕。應申本部。

及（１）報所屬。稽違者。准此］。

（1）「及」を靜本は「又」とする。戴本 77 頁校勘記〔一〕を參照。

〔職制勅甲 32〕卷 5・職制門 2・之官違限・戴本 52 頁・靜本 39 頁下段

諸之官限滿。無故不赴者。罪止（１）杖壹伯。

（1）「止」を靜本は「正」とする。

〔職制勅甲 33〕卷 5・職制門 2・之官違限・戴本 52 頁・靜本 39 頁下段

諸下班祗應之官。而無故違限者。壹日杖陸拾。拾日加壹等。罪止徒壹年。

〔職制勅甲 34〕卷 5・職制門 2・之官違限・戴本 52 頁・靜本 39 頁下段

諸副尉已授在外差遣應起發。而無故違程限者。杖壹伯。

〔職制勅甲 35〕卷 5・職制門 2・之官違限・戴本 52 頁・靜本 39 頁下段

諸之官限滿不赴。所屬不依限申尙書吏部者。杖壹伯。吏人參犯仍勒停。所委官奏裁。若故

爲隱漏。展磨勘貳年。吏人依參犯法。卽應再申而不申。若置籍銷注。於令有違者。杖壹伯。

〔職制勅甲 36〕卷 5・職制門 2・之官違限・戴本 53 頁・靜本 39 頁下段

諸祖父母父母老疾應侍。非委親之官者。不坐委親之罪。

〔職制勅甲 37〕卷 5・職制門 2・到罷・戴本 54 頁・靜本 40 頁下段

諸命官到罷事故［本處寄居待闕官事故同］。及見任官去替半年不曾注授到替人［非泛事故

者同］。所屬不依限申尙書吏部者。杖壹伯。吏人參犯仍勒停。所委官奏裁。若故爲隱漏。

展磨勘貳年。吏人依參犯（１）法。卽應再申而不申。若置籍銷注。於令有違者。杖壹伯。

（1）「參犯」を靜本は「犯参」とする。
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〔職制勅甲 38〕卷 5・職制門 2・到罷・戴本 54 頁・靜本 40 頁下段

諸命官已授吿勅宣劄之任。而本處故爲阻抑。不令赴上者。以違制論。

〔職制勅甲 39〕卷 5・職制門 2・到罷・戴本 55 頁・靜本 40 頁下段

諸主兵官。遷罷臨期。輒行陞差所部職任［謂統制以下至押隊官］。以違制論。仍奏裁。

〔職制勅甲 40〕卷 5・職制門 2・到罷・戴本 55 頁・靜本 40 頁下段

諸監司守臣［通判縣令同］之官。或任滿。及非次替移。應迎送。輒以船脚之類爲名需索錢

物入己。坐贓論。

〔職制勅甲 41〕卷 5・職制門 2・到罷・戴本 55 頁・靜本 41 頁上段

諸之官限滿。無故不赴者。罪止杖壹伯。

〔職制勅甲 42〕卷 5・職制門 2・到罷・戴本 55 頁・靜本 41 頁上段

諸下班祗應之官。而無故違限者。壹日杖陸拾。拾日加壹等。罪止徒壹年。罷任歸班而違者。

減貳等［衝（１）替差替者。不減］。

（1）「衝」を靜本は「銜」とする。戴本 77 頁校勘記〔一二〕を參照。

〔職制勅甲 43〕卷 5・職制門 2・到罷・戴本 55 頁・靜本 41 頁上段

諸副尉已授在外差遣應起發。若替罷到部。而無故違程限者。杖壹伯。

〔職制勅甲 44〕卷 5・職制門 2・考任・戴本 63 頁・靜本 46 頁下段

諸承直郞以下。應補滿資考。而所屬不爲施行者。徒貳年。

〔職制勅甲 45〕卷 5・職制門 2・考任・戴本 63 頁・靜本 46 頁下段

諸在任官被差。過伯日不應理考能自陳。而所部有官可差。不爲改差者。杖壹伯。

〔職制勅甲 46〕卷 5・職制門 2・考任・戴本 63 頁・靜本 46 頁下段

諸應避親而輒之官者。杖壹伯。仍不理爲在任月日。
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〔職制勅甲 47〕卷 5・職制門 2・考課・戴本 66 頁・靜本 48 頁上段

諸監司考課。事應互申而不申。若增減者。各徒貳年。

〔職制勅甲 48〕卷 5・職制門 2・考課・戴本 66 頁・靜本 48 頁上段

諸考知州縣令課績不實者。優劣等徒貳年。上等減貳等。中下者又（１）減壹等。有所請求而

不實。及官司。各以違制論。以上。若該賞罰者。官吏壹等科罪。卽保奏違限者。吏人杖壹

伯。當職官減參等。

（1）「又」を靜本は「人」とする。

〔職制勅甲 49〕卷 5・職制門 2・考課・戴本 66 頁・靜本 48 頁下段

諸監司每歲審擇保奏知州縣令功狀。不公不實。或附會觀望權勢。若干請者。各以違制論加

壹等。

〔職制勅甲 50〕卷 6・職制門 3・批書・戴本 80 頁・靜本 57 頁上段

諸批書考任印紙。若出給公憑。及保明闕報功過。而增減不實。致誤賞罰磨勘差注者。本官

［殿侍下班祗應同］。並知情官吏。徒貳年。不以去官赦降原減。未施行者。減貳等。不知

情。及不誤賞罰磨勘差注者。又減壹等。供在京所屬家狀。准此。下班祗應。年未及格。而

本家爲供不實者。杖壹伯。

〔職制勅甲 51〕卷 6・職制門 3・批書・戴本 80 頁・靜本 57 頁上段

諸批書印紙不圓致降名次。及違條式致行會問者。吏人杖捌拾。職級減貳等。簽書官罰俸壹

月。

〔職制勅甲 52〕卷 6・職制門 3・批書・戴本 80 頁・靜本 57 頁上段

諸在任官成考及罷任。而官司批書印紙。若申發單狀。違限者。各杖壹伯。下班祗應。減貳

等。

〔職制勅甲 53〕卷 6・職制門 3・批書・戴本 80 頁・靜本 57 頁上段

諸差罷任待闕官權攝職任［謂於法許差者］。應批書到罷而不批者。杖壹伯。所差官替罷。



- 53 -

未經批書而離任者。罪亦如之。

〔職制勅甲 54〕卷 6・職制門 3・批書・戴本 80 頁・靜本 57 頁下段

諸副尉犯罪。應申尙書刑部而不申。應批書印紙而不批書者。杖壹伯［雖申及批書漏落者同］。

以故致誤差遣磨勘者。徒貳年。

〔職制勅甲 55〕卷 6・職制門 3・差出・戴本 93 頁・靜本 65 頁下段

諸差官應副軍期。被差官起發不如期。及所屬占留者。各以違制論。

〔職制勅甲 56〕卷 6・職制門 3・差出・戴本 93 頁・靜本 65 頁下段

諸監司應差在任官幹辦公事。被差官輒推避。或爲申乞占留［謂非闕官不可那差者］。各杖

壹伯。

〔職制勅甲 57〕卷 6・職制門 3・差出・戴本 93 頁・靜本 65 頁下段

諸於法不得差出之官輒差出。以違制論。卽雖許差而差往別路［鄰路受納盤量。本州寄廒穀

者非］。若妄稱應副軍期。及以常程公事作要切者。罪亦如之。其被差官不申輒行。本州不

申輒遣者。各杖壹伯。以上。去官不免。

〔職制勅甲 58〕卷 6・職制門 3・差出・戴本 93 頁・靜本 65 頁下段

諸推治公事。應本路差官。而牒鄰路差者。杖壹伯。不以覺擧原免。其被牒不差。及差訖不

具事因申尙書省者。罪亦如之。

〔職制勅甲 59〕卷 6・職制門 3・差出・戴本 93 頁・靜本 66 頁上段

諸城寨主兵官。輒求差出。及差者。各以違制論［因軍興（１）差者非］。

（1）「興」を靜本は「與」とする。戴本 110 頁校勘記〔一一〕を參照。

〔職制勅甲 60〕卷 6・職制門 3・權攝差委・戴本 98 頁・靜本 69 頁上段

諸知州通判縣令闕。及添差特差官有故。或任滿。輒差寄居待闕官權攝。並受差者。並以違

制論。因而收受供給者。坐贓論。卽繁難縣令闕。應差權官。而輒差在本貫。及有產業。並

見寄居。若舊曾寄居處者。元差並受差官。罪亦如之。以上。差權而犯入己枉法自盜贓。所
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差官。與同罪［首先按擧者非］。

〔職制勅甲 61〕卷 6・職制門 3・權攝差委・戴本 98 頁・靜本 69 頁上段

諸添差官。違令兼權職事者。計所請俸給。坐贓論。

〔職制勅甲 62〕卷 6・職制門 3・權攝差委・戴本 98 頁・靜本 69 頁上段

諸監司知州。輒將帶使臣之任［校副尉下班祗應同。謂非朝省注授者］。及到任旋行收留差

充指使。或權攝場務之類。所差官及受差者。各杖壹伯。若受差之人請過請給贓重者。坐贓

論。

〔職制勅甲 63〕卷 6・職制門 3・權攝差委・戴本 99 頁・靜本 69 頁上段

諸差罷任待闕官權攝職任［謂於法許差者］。應批書到罷而不批者。杖壹伯。所差官替罷。

未經批書而離任者。罪亦如之。

〔職制勅甲 64〕卷 6・職制門 3・權攝差委・戴本 99 頁・靜本 69 頁下段

諸因進納及陣亡換給補授。不理選限。將仕郞及助敎。輒差權攝職任［虛給文帖稱呼者同］。

及被差者。各以違制論。卽不應參選人請託虛出文帖稱呼。及爲出給者。罪亦如之。

〔職制勅甲 65〕卷 6・職制門 3・權攝差委・戴本 99 頁・靜本 69 頁下段

諸不釐務宗室［不釐（１）務散官同］而輒差權職任。或幹辦公事。及不應差罷任待闕官而輒

差者。徒貳年。受差者減參等［皆追請給］。

（1）「釐」を戴本は「厘」とする。

〔職制勅甲 66〕卷 6・職制門 3・權攝差委・戴本 99 頁・靜本 69 頁下段

諸倉場庫務已有正官。而巧作名色［謂如措置提點同提點之類］差權攝。及被差者。各以違

制論。仍令（１）監司按劾。諸司互察。其請給。坐贓論。委御史臺覺察。

（1）「令」を靜本は「今」とする。

〔職制勅甲 67〕卷 6・職制門 3・權攝差委・戴本 99 頁・靜本 69 頁下段

諸降授監當官。輒差別權職任者。杖壹伯［不妨本職者非］。受差者。減壹等。卽歸明人任
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官。輒差出。杖捌拾。

〔職制勅甲 68〕卷 6・職制門 3・權攝差委・戴本 99 頁・靜本 69 頁下段

諸監司緣事輒差置官屬［謂如催促綱運。剗刷錢帛。指敎造酒。支收草料之類。於屬官外。

增差非見任官者］。徒貳年。受差者。罪亦如之［仍追請給］。

〔職制勅甲 69〕卷 6・職制門 3・權攝差委・戴本 99 頁・靜本 69 頁下段

諸緣公使庫職事。輒委縣令佐主管者。徒壹年。

〔職制勅甲 70〕卷 6・職制門 3・權攝差委・戴本 99 頁・靜本 69 頁下段

諸監司每歲詣所部點檢。催促結絶見禁罪人。於令不應委官而輒委者。若被委官。於所詣處。

及決獄未畢。緣路赴宴會者。各徒貳年。

〔職制勅甲 71〕卷 6・職制門 3・朝參赴選・戴本 103 頁・靜本 72 頁下段

諸副尉已授在外差遣應起發。若替罷到部。而無故違程限者。杖壹伯。

〔職制勅甲 72〕卷 7・職制門 4・寄居待闕・戴本 111 頁・靜本 77 頁上段

諸外任官罷任未及參年。而於本處［謂州官於本州。縣官於本縣］寄居者。徒壹年［有親屬

或產業人（１）。若本鄕里者非］。

（1）「人」を靜本は「入」とする。

〔職制勅甲 73〕卷 7・職制門 4・寄居待闕・戴本 111 頁・靜本 77 頁上段

諸命官到罷事故（１）［本處寄居待闕官事故同］。所屬不依限申尙書吏部者。杖壹伯。吏人參

犯仍勒停。所委官奏裁（２）。若故爲隱漏。展磨勘貳年。吏人依參犯法。卽應再申而不申（３）。

或置籍銷注。於令有違者。杖壹伯。

（1）「諸命官到罷事故」を戴本は注文とする。

（2）「裁」の下に靜本では「入」がある。戴本 137 頁校勘記〔一〕を參照。

（3）「申」の下に靜本では「入」がある。戴本 137 頁校勘記〔二〕を參照。
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〔職制勅甲 74〕卷 7・職制門 4・監司巡歷・戴本 116 頁・靜本 79 頁下段

諸監司巡歷。所部不遍者。杖壹伯。遍而不申。減貳等。

〔職制勅甲 75〕卷 7・職制門 4・監司巡歷・戴本 116 頁・靜本 79 頁下段

諸監司巡按。巧作名目。追呼巡尉弓兵。將帶出本界者。杖壹伯。

〔職制勅甲 76〕卷 7・職制門 4・監司巡歷・戴本 116 頁・靜本 79 頁下段

諸監司官巡按。般擔人有人應差。而和雇者。徒貳年。

〔職制勅甲 77〕卷 7・職制門 4・監司巡歷・戴本 116 頁・靜本 79 頁下段

諸監司［依監司例。人凡可按刺州縣及屬官同］每歲巡歷所部州縣。若承指揮非泛幹辦。及

因疾故未遍復出［雖已遍而別因公事復出同］。輒再受（１）到發酒食供饋。並依例外受饋送

法。

（1）「受」を靜本は「授」とする。戴本 137 頁校勘記〔五〕を參照。

〔職制勅甲 78〕卷 7・職制門 4・監司巡歷・戴本 116 頁・靜本 80 頁上段

諸監司每歲詣所部點檢。催促（１）結絶見禁罪人。於令不應委官而輒委者。徒貳年。

（1）「促」を靜本は「捉」とする。

〔職制勅甲 79〕卷 7・職制門 4・監司巡歷・戴本 116 頁・靜本 80 頁上段

諸發運監司巡歷。隨行吏人。所在受例外供饋。以受所監臨財物論。

〔職制勅甲 80〕卷 7・職制門 4・監司巡歷・戴本 116 頁・靜本 80 頁上段

諸監司巡按［州縣官及屬官差出幹辦公事同］。隨行公吏兵級。於所部受乞財物者。許人吿。

〔職制勅甲 81〕卷 7・職制門 4・監司巡歷・戴本 116 頁・靜本 80 頁上段

諸州縣公吏。因監司巡歷點檢。輒逃避者。杖壹伯。因追呼整會事節者。加壹等。並勒停。

永不收敍。
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〔職制勅甲 82〕卷 7・職制門 4・監司巡歷・旁照法・戴本 127 頁・靜本 88 頁上段

諸發運監司。例外受供給饋送者。以自盜論。

〔職制勅甲 83〕卷 7・職制門 4・監司知通按擧・戴本 128 頁・靜本 88 頁下段

諸監司。知所部推行法令違慢。非本職而已具事牒所屬監司。若承報不卽按擧。或施行闊略。

而元牒之司不擧奏者。減所屬監司應得之罪壹等。卽監司於職事違慢。逐司不互察者。准此。

若犯贓私罪。庇匿不擧者。以其罪罪之。

〔職制勅甲 84〕卷 7・職制門 4・監司知通按擧・戴本 128 頁・靜本 89 頁上段

諸所部違法。監司及知州通判失按擧［謂因御前及朝廷察治得實。事理重者］。並奏裁。

〔職制勅甲 85〕卷 7・職制門 4・監司知通按擧・戴本 128 頁・靜本 89 頁上段

諸按察官體量所部官。各以實犯罪狀具奏。諸司不許互相關白［知州通判。仍須連狀。文臣

太中大夫以上知州者。聽獨銜］。其被旨體量。雖先失按擧。但事得實者。除其罪［若所（１）

體量事無實者。俱狀保奏］。

（1）「所」は戴本靜本ともに「其」とするが、文意により改める。

〔職制勅甲 86〕卷 7・職制門 4・巡尉出巡・戴本 133 頁・靜本 92 頁下段

諸巡檢縣尉。應出巡而不出。若限内不遍。或令人代書粉壁並（１）曆（２）。及代之者。各徒壹

年。若赴州縣禀議職事回任。違限者。杖壹伯。

（1）「並」については戴本 139 頁校勘記〔二九〕を參照。

（2）「曆」を靜本は「厯」とする。

〔職制勅甲 87〕卷 7・職制門 4・按閱弓兵・戴本 134 頁・靜本 93 頁下段

諸巡檢縣尉。應敎閱弓兵。而託故不親臨者。杖壹伯。

〔職制勅甲 88〕卷 8・職制門 5・評議公事・戴本 140 頁・靜本 96 頁上段

諸議公事不協和者。杖捌拾［止坐理曲之人］。應連書而獨行者。罪亦如之［分巡。或廨宇

在別州縣之類］。官司受而行者。減貳等。
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〔職制勅甲 89〕卷 8・職制門 5・評議公事・戴本 140 頁・靜本 96 頁上段

諸公事有疑［獄案非］。或不可專行。應申所屬與決而不與決。或持兩端。及泛言依條例行

下者。各杖捌拾。

〔職制勅甲 90〕卷 8・職制門 5・定奪體量・戴本 141 頁・靜本 96 頁下段

諸監司被旨體量公事［遇本司闕官。或有故不可親往體量。而所差官同］。懷姦挾情。不實

不盡者。以違制論。不以赦降原減。

〔職制勅甲 91〕卷 8・職制門 5・定奪體量・戴本 141 頁・靜本 96 頁下段

諸被受監司定奪公事［州委官同］而違限者。論如官文書稽程（１）律。各定而不當者。杖捌

拾［計囑請求受財之類。自依本法］。

（1）「稽程」を靜本は「程稽」とする。

〔職制勅甲 92〕卷 8・職制門 5・定奪體量・戴本 141 頁・靜本 96 頁下段

諸按察官體量所部官。各以實犯罪狀具奏。諸司不許互相關白［知州通判。仍須連狀。文臣

太中大夫以上知州者。聽獨銜］。其被旨體量。雖先失按擧。但事得實者。除其罪［若所體

量事無實者。具狀保奏］。

〔職制勅甲 93〕卷 8・職制門 5・定奪體量・戴本 141 頁・靜本 97 頁上段

諸被受朝省指揮。委官看詳相度。及定奪辭訟［進狀同］。並用重祿人吏承行官吏。結罪保

明申州［如元送監司者。卽申本司］（１）。再行審定允當。方得保明回申。違者。各杖壹伯。

若與奪不公。致再陳訴者。其定奪保明不當官吏。奏裁。

（1）注文の下に靜本では十三字空格がある。

〔職制勅甲 94〕卷 8・職制門 5・定奪體量・戴本 142 頁・靜本 97 頁上段

諸被受參省樞密院省臺寺監指揮相度定奪［參省樞密院尙書陸曹行下。應委官定奪。所委官

同］。若會同取索［餘官司被受朝旨。而會問取索者同］。而違限者。論如官文書稽程律。

以上。催驅官。與同罪。卽回報不圓。致妨定斷。減貳等。
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〔職制勅甲 95〕卷 8・職制門 5・定奪體量・戴本 142 頁・靜本 97 頁上段

諸被受朝省指揮。體究公事。漏落及不實者。杖壹伯。

〔職制勅甲 96〕卷 8・職制門 5・定奪體量・戴本 142 頁・靜本 97 頁上段

諸被差體究公事。輒枷訊人者。論如前人不合捶考者（１）律。罪輕者。杖壹伯。

（1）「考者」を靜本は「者考」とする。

〔職制勅甲 97〕卷 8・職制門 5・定奪體量・戴本 142 頁・靜本 97 頁上段

諸訴雪罪犯。被差體究官［別勘別定（１）同］。並結罪保明。申尙書省。若徇情變易元犯者。

以故出人罪論［坐以私罪］。仍奏裁。

（1）「定」を靜本は「足」とする。

〔職制勅甲 98〕卷 8・職制門 5・定奪體量・戴本 142 頁・靜本 97 頁下段

諸監司州縣被受朝省行下取會。參經究治不報者。人吏杖壹伯。勒停。當職官。具奏聽旨［州

縣被受監司取會。准此］。

〔職制勅甲 99〕卷 8・職制門 5・漏泄傳報・戴本 145 頁・靜本 99 頁上段

諸聽探傳報漏泄朝廷機密事。若差除［差除。謂未出尙書省樞密院者］。流貳阡伍伯里。主

行人有犯加壹等。並配阡里。非重害者。徒參年。各不以蔭論。卽傳報實封申奏應密文書。

並撰造事端。謄報惑衆者。並以違制論。以上事理重者。奏裁。各許人吿。於事無害者。杖

捌拾。

〔職制勅甲 100〕卷 8・職制門 5・漏泄傳報・戴本 145 頁・靜本 99 頁下段

諸發運監司［依監司例。人凡可按刺州縣者同］經略安撫總管鈐轄司人吏。漏泄本司公事。

杖捌拾。重害者。加貳等［重害。謂機密事。若奏劾徒以上罪。及措置之類］。卽機密事。

情理重者。仍奏裁。並許人吿。

〔職制勅甲 101〕卷 8・職制門 5・漏泄傳報・戴本 145 頁・靜本 99 頁下段

諸軍馬數。非朝廷輒取會。及供報者。各杖壹伯。其緣邊糧草數。非朝廷尙書戸部轉運司取

會（１）及輒報者。准此。
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（1）「會」は戴本靜本ともにないが、戴本 154 頁校勘記〔六〕により補う。

〔職制勅甲 102〕卷 8・職制門 5・漏泄傳報・戴本 146 頁・靜本 99 頁下段

諸軍馬糧草數。及事干機密。應行文書而不實封。或漏泄者。杖壹伯。軍馬機（１）密事。輒

下司者。罪亦如之（２）。

（1）「機」を靜本は「机」とする。

（2）「應行文書而不實封或漏泄者杖壹伯軍馬機密事輒下司者罪亦如之」を靜本は注文とする。

戴本 154 頁校勘記〔七〕を參照。

〔職制勅甲 103〕卷 8・職制門 5・漏泄傳報・戴本 146 頁・靜本 99 頁下段

諸邊事機密文書。輒下司行遣者。流參阡里。

〔職制勅甲 104〕卷 8・職制門 5・漏泄傳報・戴本 146 頁・靜本 99 頁下段

諸軍機密速文書。不於合處投下者。杖壹伯。

〔職制勅甲 105〕卷 8・職制門 5・漏泄傳報・戴本 146 頁・靜本 99 頁下段

諸軍馬甲仗。若防城備城物數。輒漏泄者。徒貳年。

〔職制勅甲 106〕卷 8・職制門 5・漏泄傳報・戴本 146 頁・靜本 99 頁下段

諸臣庶言事不應傳播。而輒漏泄者。杖壹伯。奏裁。

〔職制勅甲 107〕卷 8・職制門 5・親嫌・戴本 149 頁・靜本 101 頁上段

諸應避親而輒之官者。杖壹伯。仍不理爲在任月日。

〔職制勅甲 108〕卷 8・職制門 5・親嫌・戴本 149 頁・靜本 101 頁下段

諸在任避親。應移注或罷。而不依限申陳。及官司行遣稽程者。各加官文書稽程罪貳等［承

會問而稽程者同］。内不自申陳。通元限滿參拾日。杖壹伯。

〔職制勅甲 109〕卷 8・職制門 5・親嫌・戴本 149 頁・靜本 101 頁下段

諸州推法司。與提點刑獄司吏人有係親（１）戚。而不自陳乞回避者。杖壹伯。
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（1）「親」の下に靜本では「親」がある。

〔職制勅甲 110〕卷 8・職制門 5・對移・戴本 152 頁・靜本 103 頁下段

諸監司。以繁簡難易察換縣令。而私徇者。以違制論。

〔職制勅甲 111〕卷 8・職制門 5・對移・戴本 152 頁・靜本 103 頁下段

諸命官犯罪。未見實狀。或雖有罪迹未奏而輒對移。及以贓汚昏謬老病之人對移。充巡尉者。

各徒貳年。

〔職制勅甲 112〕卷 9・職制門 6・去官解役・戴本 158 頁・靜本 107 頁上段

諸監司州軍人吏。若係校尉以上名目。不自陳解罷。依舊充役者。徒壹年。官司容庇。杖壹

伯。

〔職制勅甲 113〕卷 9・職制門 6・擅離職守・戴本 160 頁・靜本 108 頁下段

諸主（１）兵命官（２）下班祗應。擅離兵甲經宿者。徒貳年。卽帶領在州縣城外而擅離踰時者。

罪亦如之。

（1）「主」を靜本は「王」とする。

（2）「命官」を靜本は「官命」とする。戴本 171 頁校勘記〔三〕を參照。

〔職制勅甲 114〕卷 9・職制門 6・擅離職守・戴本 160 頁・靜本 108 頁下段

諸在官無故亡［擅去官守。亦同亡法］。計日輕者。徒貳年。有規避。或致廢闕者。加貳等。

主兵之官。各加壹等。緣邊主兵官。又加貳等。統轄官司。知而聽行者。減犯人壹等［不從

計日之坐］。

〔職制勅甲 115〕卷 9・職制門 6・擅離職守・戴本 160 頁・靜本 108 頁下段

諸主兵武臣。非公事出城者。杖壹伯。

〔職制勅甲 116〕卷 9・職制門 6・擅離職守・戴本 160 頁・靜本 108 頁下段

諸監司屬官。輒離本司出詣所部者。徒貳年。
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〔職制勅甲 117〕卷 9・職制門 6・迎送宴會・戴本 161 頁・靜本 108 頁下段

諸發運監司。預妓樂宴會［自用。或作名目邂逅使令。及過茶湯之類同］。或受迎送般擔人

船。及帶公人兵級過數。若爲係公之人差借人馬者。各徒貳年。卽赴所部及寄居官。用家妓

宴會者。加貳等［知州縣令。准此］。以上。不以失及去官原減。不應赴酒食而輒赴及受。

所至在任官諸色人。早晚衙並出城迎送。若迎送之者［以職事爲名而往。亦是］。各杖壹伯

［近城安泊。因公事往彼會議者非］。其轄下官司。各減犯人罪參等。

〔職制勅甲 118〕卷 9・職制門 6・迎送宴會・戴本 161 頁・靜本 109 頁上段

諸察訪司官。外都水丞。應制置提點提擧官［以上屬官同］。朝廷或省臺寺監差官出外。若

緣邊安撫出巡。及發運監司經略安撫總管鈐轄司屬官［准備差使指揮非。餘條稱屬官。准此］。

於所（１）轄並幹辦處。預妓樂宴會。受出城迎送之類。並依監司法。其轄下幹辦處官司。各

減犯人罪參等。

（1）「於所」を靜本は「所於」とする。戴本 171 頁校勘記〔四〕を參照。

〔職制勅甲 119〕卷 9・職制門 6・迎送宴會・戴本 161 頁・靜本 109 頁上段

諸州主管常平官。預屬縣鎭寨官妓樂。及家妓宴會。依監司法。卽赴非公使酒食者。杖捌拾。

不以失減。

〔職制勅甲 120〕卷 9・職制門 6・迎送宴會・戴本 161 頁・靜本 109 頁上段

諸州敎授。預妓樂宴會者。杖（１）捌拾［聖節及他官兼者非］。

（1）「杖」を戴本は「仗」とする。

〔職制勅甲 121〕卷 9・職制門 6・迎送宴會・戴本 161 頁・靜本 109 頁上段

諸守令勸農。輒用妓樂及宴會賓客者。徒壹年。

〔職制勅甲 122〕卷 9・職制門 6・迎送宴會・戴本 161 頁・靜本 109 頁上段

諸州縣官。非遇聖節。及赴本州公筵。若假日。而用妓樂宴會者。杖捌拾［州郡遇使命經（１）

過應管待者非］。

（1）「經」を靜本は「紀」とする。戴本 171 頁校勘記〔五〕を參照。
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〔職制勅甲 123〕卷 9・職制門 6・迎送宴會・戴本 162 頁・靜本 109 頁上段

諸按察官。遇朝拜行香者。以疾免赴。而輒游宴者。徒壹年。

〔職制勅甲 124〕卷 9・職制門 6・迎送宴會・戴本 162 頁・靜本 109 頁上段

諸在任官。游從宴會。妨公務者。杖壹伯。捕盜及緣邊官夜筵。准此。

〔職制勅甲 125〕卷 9・職制門 6・迎送宴會・戴本 162 頁・靜本 109 頁下段

諸監司每歲詣所部點檢。催促結絶見禁罪人。於令不應委官而輒委者。若被委官。於所詣處。

及決獄未畢。緣路赴宴會者。各徒貳年。

〔職制勅甲 126〕卷 9・職制門 6・迎送宴會・戴本 162 頁・靜本 109 頁下段

諸州有徒以上囚禁［寄禁非］而獄官輒出謁。及見賓客。並見之者。並依路分兵官將副法［預

非公使妓樂宴會。准此］。

〔職制勅甲 127〕卷 9・職制門 6・迎送宴會・戴本 162 頁・靜本 109 頁下段

諸監司遇朝廷遣使按察本路。而輒以出巡爲名。至界首迎候者。徒貳年。

〔職制勅甲 128〕卷 9・職制門 6・迎送宴會・戴本 162 頁・靜本 109 頁下段

諸巡轄馬遞鋪使臣。遇按察官經由。不因出巡而輒迎送。或隨從。致妨職事者。杖壹伯。

〔職制勅甲 129〕卷 9・職制門 6・迎送宴會・戴本 162 頁・靜本 109 頁下段

諸遇聖節。縣鎭官宴會。輒有假借配買陪備騷擾者。所屬奏劾。

〔職制勅甲 130〕卷 9・職制門 6・迎送宴會・戴本 162 頁・靜本 109 頁下段

諸州遇聖節元日冬至節（１）。慶賀宴集。輒廢巡警者。徒壹年。或雖巡警。而不躬親者。杖

壹伯。

（1）「節」の下に靜本では「度」がある。戴本 171 頁校勘記〔六〕を參照。

〔職制勅甲 131〕卷 9・職制門 6・迎送宴會・旁照法・戴本 165 頁・靜本 111 頁下段

諸監司每歲詣所部點檢。限伍月下旬起發［遇本司闕（１）官。或專奉指揮躬親幹辦。及鞫獄
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捕盜救護河防。不可親詣。或屬縣非監司經由路。卽委通判幕職官。仍具事因申尙書省］。

（1）「闕」を靜本は「關」とする。戴本 171 頁校勘記〔一一〕を參照。

〔職制勅甲 132〕卷 9・職制門 6・迎送宴會・旁照法・戴本 165 頁・靜本 111 頁下段

諸路分兵官將副。輒出謁。及見賓客。並見之者。各徒貳年。

〔職制勅甲 133〕卷 9・職制門 6・饋送・戴本 166 頁・靜本 112 頁上段

諸發運監司。察訪司。外都水丞。應制置提點提擧官。並朝廷省臺寺監差官出外［以上屬官

同］。若經略安撫總管鈐轄司差本司官於所部幹辦。緣邊安撫出巡於所轄並幹辦處。越等及

例外受供給饋送者。以自盜論。

〔職制勅甲 134〕卷 9・職制門 6・饋送・戴本 166 頁・靜本 112 頁上段

諸監司［依監司例。人凡可按刺州縣及屬官同］不係置司去處。輒置買非日用供家之物者。

徒貳年［州差官出所屬縣屬。准此］。卽每歲巡歷所部州縣。若承指揮非泛幹辦。及因疾故

未遍復出［雖已遍而別因公事復出同］。輒再受到發酒食供饋（１）。並依例外受饋送法。

（1）「供饋」を靜本は「酒食」とする。戴本 172 頁校勘記〔一三〕を參照。

〔職制勅甲 135〕卷 9・職制門 6・饋送・戴本 166 頁・靜本 112 頁上段

諸監司知州。非任滿替移［在任貳年以上非］。雖有例册。輒饋送罷任之物。及受之者。並

坐贓論。

〔職制勅甲 136〕卷 9・職制門 6・饋送・戴本 166 頁・靜本 112 頁上段

諸帥司［監司守臣同］非法妄以犒設爲名。輒饋送。及受之者。並以坐贓論。卽兵官因按敎

而經由州軍。輒以饋送准折錢物。並受之者。罪亦如之。

〔職制勅甲 137〕卷 9・職制門 6・饋送・戴本 166 頁・靜本 112 頁下段

諸發運監司巡歷。隨行吏人。所在受例外供饋。以受所監臨財物論。

〔職制勅甲 138〕卷 9・職制門 6・饋送・戴本 166 頁・靜本 112 頁下段

諸帥臣監司守令子弟及隨行親屬門客。於所部干託騷擾。收受饋送。及非所處飮宴者。杖捌
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拾［本罪重者。自從重］。知情容縱。與同罪。不知情。減參等。

〔職制勅甲 139〕卷 9・職制門 6・饋送・戴本 167 頁・靜本 112 頁下段

諸發運監司。在路受排頓者。徒貳年。

〔職制勅甲 140〕卷 9・職制門 6・饋送・戴本 167 頁・靜本 112 頁下段

諸監司屬官。輒離本司出詣所部。若行移文書下州縣。及差委幹辦公事。不徑（１）詣所差處。

並緣路見州縣官。若受饋送者。各徒貳年。

（1）「徑」を戴本は「經」とする。

〔職制勅甲 141〕卷 9・職制門 6・饋送・戴本 167 頁・靜本 112 頁下段

諸朝廷遣使出外。及專差體量公事官。所至輒受供給饋送者。以自盜論。

〔職制勅甲 142〕卷 9・職制門 6・饋送・戴本 167 頁・靜本 112 頁下段

諸品官。以金繒珠玉器用什物果實醯（１）醢之類。送遺按察官及權貴。若受之者。並坐贓論

［親故相送遺者非］。

（1）「醯」については戴本 172 頁校勘記〔一四〕を參照。

〔職制勅甲 143〕卷 9・職制門 6・饋送・戴本 167 頁・靜本 112 頁下段

諸内外見任官。因生日輒受所屬慶賀之禮［謂功德疏放生之類］。及與之者。各徒壹年。詩

頌減壹等。所受贓重者。坐贓論。

〔職制勅甲 144〕卷 9・職制門 6・饋送・戴本 167 頁・靜本 112 頁下段

諸季點官。受所季點縣鎭寨官送遺者。徒貳年。有公使而例外受者。准此。

〔職制勅甲 145〕卷 9・職制門 6・饋送・戴本 167 頁・靜本 113 頁上段

諸内侍官。輒與見任主兵官交通。假貸饋送者。流貳阡里。量輕重取旨編置。其轉歸吏部内

侍［尋醫侍養隨侍隨行指敎丁憂服闋之類同］。輒往邊守。及有上文違犯者。除名勒停。



- 66 -

〔職制勅甲 146〕卷 9・職制門 6・饋送・旁照法・戴本 171 頁・靜本 115 頁上段

諸監臨主司。受及乞取所監臨。贓伯匹。命官奏裁。餘配本城。

〔職制勅甲 147〕卷 10・職制門 7・同職犯罪・戴本 173 頁・靜本 115 頁下段

諸公事失錯。其主典應同坐。雖繫書而不押字。或託故避免而不繫書者。皆論如法。

〔職制勅甲 148〕卷 10・職制門 7・差借監臨・戴本 175 頁・靜本 116 頁下段

諸干託官司。差借公人［當直人非］及船車牛馬之類者。杖捌拾。參日加壹等。罪止徒壹年。

差借官司罪輕者。與同罪。

〔職制勅甲 149〕卷 10・職制門 7・差借監臨・戴本 175 頁・靜本 117 頁上段

諸發運監司及屬官。若朝省所遣官。輒於所部取什物陳設器用充公用。若假借果實（１）飮食

者。以違制論。

（1）「實」は戴本靜本ともに「卓」とするが、戴本 191 頁校勘記〔三〕により改める。

〔職制勅甲 150〕卷 10・職制門 7・舍驛・戴本 176 頁・靜本 117 頁下段

諸内侍官。非所管職務擅行文移。取索貼占屋宇者。流貳阡里。量輕重取旨編置。其轉歸吏

部内侍［尋醫侍養隨侍隨行指敎丁（１）憂服闋之類同］。有上文違犯者。除名勒停。

（1）「丁」を靜本は「下」とする。

〔職制勅甲 151〕卷 10・職制門 7・舍驛・戴本 177 頁・靜本 117 頁下段

諸宮觀祠廟提擧主管監官。創造廨宇者。杖壹伯。於本宮觀祠廟有犯。依監臨法。添差者。

准此。唯聽任便居止。

〔職制勅甲 152〕卷 10・職制門 7・舍驛・旁照法・戴本 178 頁・靜本 118 頁上段

諸監臨主司。受及乞取所監臨。贓伯匹。命官奏裁。

〔職制勅甲 153〕卷 10・職制門 7・輒入官舍・戴本 178 頁・靜本 118 頁下段

諸被差齎公文取索。不當官投下而直入吏舍。擅檢（１）文書者。杖壹伯。

（1）「檢」を靜本は「撿」とする。
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〔職制勅甲 154〕卷 10・職制門 7・吏卒接送・戴本 183 頁・靜本 121 頁下段

諸命官罷任。合差送還人兵。輒令妄指遠地。冒借請受者。徒貳年。按察官加壹等。

〔職制勅甲 155〕卷 11・職制門 8・差破當直・戴本 197 頁・靜本 131 頁下段

諸通判下縣季（１）點。將帶公吏人從過數者。徒貳年。

（1）「季」を靜本は「李」とする。

〔職制勅甲 156〕卷 11・職制門 8・給假・戴本 210 頁・靜本 142 頁上段

諸城寨主兵官。輒乞假離任。及給者。各以違制論。

〔職制勅甲 157〕卷 12・職制門 9・致仕・戴本 218 頁・靜本 150 頁上段

諸緣邊知州。乞致仕已發奏［兵將官自發奏同］。不於當日申經略安撫鈐轄司者。以違制論。

〔職制勅甲 158〕卷 12・職制門 9・致仕・戴本 218 頁・靜本 150 頁上段

諸官司受品官乞致仕文書。不卽時入馬遞申發者。杖捌拾。

〔職制勅甲 159〕卷 12・職制門 9・歿於王事・戴本 219 頁・靜本 151 頁上段

諸歿於王事。合該推賞之類。應取會不於當日行遣。若被受官司過壹日不回報者。各杖壹伯。

仍許本家越訴。

〔職制勅甲 160〕卷 12・職制門 9・恩澤・戴本 221 頁・靜本 152 頁上段

諸命官陳乞奏薦致仕［陳乞致仕遺表。及親屬等恩澤同］。州不依條式保明。故爲漏落不圓。

致行取會者。杖壹伯。吏人仍勒停。若不取索保官印紙批書。及已批書不於申狀聲說。或申

奏狀内不塡實日者。當行吏人杖捌拾。職級減壹等。簽書官罰俸壹月。

〔職制勅甲 161〕卷 12・職制門 9・恩澤・戴本 222 頁・靜本 152 頁上段

諸保明功賞。及陣亡恩澤之類。不取索眞（１）本付身勘驗。致隱匿不實者。徒貳年。未行者。

減參等。

（1）「眞」を靜本は「具」とする。戴本 256 頁校勘記〔一〇〕を參照。
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〔職制勅甲 162〕卷 12・職制門 9・蔭補・戴本 228 頁・靜本 157 頁上段

諸命官陳乞奏薦致仕［陳乞致仕遺表。及親屬等恩澤同］。州不依條式保明。故爲漏落不圓。

致行取會者。杖壹伯。吏人仍勒停。若不取索保官印紙批書。及已批書不於申狀聲說。或申

奏狀内不塡實日者。當行吏人杖捌拾。職級減壹（１）等。簽書官罰俸壹月。

（1）「減壹」を靜本は「壹減」とする。

〔職制勅甲 163〕卷 12・職制門 9・蔭補・戴本 228 頁・靜本 157 頁上段

諸犯罪經決。非應蔭補而奏補者。徒貳年。許人吿。將校蔭補保人。及召保違法者。各准此。

〔職制勅甲 164〕卷 12・職制門 9・封贈・戴本 251 頁・靜本 175 頁上段

諸命官陳乞封贈。州不依條式保明。故爲漏落不圓（１）。致行取會者。杖壹伯。吏人仍勒停。

若不取索保官印紙批書。及已批書不於申狀聲說。或申狀内不塡實日者。當行吏人杖捌拾。

職級減壹等。簽書官罰俸壹月。

（1）「圓」を靜本は「圖」とする。戴本 260 頁校勘記〔六三〕を參照。

〔職制勅甲 165〕卷 13・職制門 10・磨勘陞改・戴本 262 頁・靜本 179 頁上段

諸被差點對應磨勘及關陞人。錄白吿勅宣劄印紙。而漏落不如式者。杖壹伯。所屬官司不保

明繳申尙書吏部者。罪亦如之。

〔職制勅甲 166〕卷 13・職制門 10・回授・戴本 268 頁・靜本 183 頁下段

諸工伎人得轉資應回授親戚者。聽與本色人推恩（１）。

（1）「恩」については戴本 285 頁校勘記〔一二〕を參照。

〔職制勅甲 167〕卷 13・職制門 10・回授・戴本 269 頁・靜本 183 頁下段

諸以戰功（１）推賞。而許回授者。官緦麻以上親者。從所屬召保保（２）奏。

（1）「以戰功」を戴本は「戰以恩」とし、靜本は「戰恩功」とするが、戴本 285 頁校勘記〔一

三〕により改める。

（2）「保」は戴本靜本ともに「召」とするが、戴本 286 頁校勘記〔一四〕により改める。
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〔職制勅甲 168〕卷 13・職制門 10・回授・戴本 269 頁・靜本 183 頁下段

諸戰功［見陣立功同］被賞。已得旨。許回授者。若被賞人身亡過拾年。不許陳乞收使。

〔職制勅甲 169〕卷 13・職制門 10・理賞・戴本 270 頁・靜本 184 頁上段

諸保明推賞而不委（１）官點勘者。杖捌拾。被差點勘而脫漏不圓。致妨定賞者。准此。

（1）「委」を靜本は「安」とする。

〔職制勅甲 170〕卷 13・職制門 10・理賞・戴本 270 頁・靜本 184 頁上段

諸推賞而官司無故留難者。杖捌拾。

〔職制勅甲 171〕卷 13・職制門 10・理賞・戴本 270 頁・靜本 184 頁上段

諸保明（１）功賞。不取索眞本付身勘驗。致隱匿不實者。徒貳年。未行者。減參等。

（1）「明」の下に靜本では「白」がある。戴本 286 頁校勘記〔一八〕を參照。

〔職制勅甲 172〕卷 13・職制門 10・理賞・戴本 270 頁・靜本 184 頁下段

諸吿捕公事。以應得賞。乞分給當行人者。徒貳年。官司授而施行者。與同罪。已分受者。

依行用受財法。

〔職制勅甲 173〕卷 13・職制門 10・理賞・旁照法・戴本 276 頁・靜本 188 頁下段

諸監臨主司。受財不枉法（１）。贓伍拾匹。配本城。

（1）「枉法」を靜本は「法枉」とする。

〔職制勅甲 174〕卷 13・職制門 10・敍復・戴本 277 頁・靜本 189 頁上段

諸命官陳乞敍復。州不依條式保明。故違漏落不圓。致行取會者。杖壹伯。吏人仍勒停。若

不取索保官印紙批書。及已批書不於申狀聲說。或申狀内不塡實日（１）者。當行吏人杖捌拾。

職級減壹等。簽書官罰俸壹月。

（1）「日」を靜本は「月」とする。戴本 286 頁校勘記〔二八〕を參照。

〔職制勅甲 175〕卷 13・職制門 10・敍復・戴本 277 頁・靜本 189 頁上段

諸進納人犯罪。已經追毀補授文書者。不在收敍之例。
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〔職制勅甲 176〕卷 13・職制門 10・敍復・戴本 277 頁・靜本 189 頁下段

諸州縣公吏。曾因犯罪勒停［謂於法不該收敍。及未該收敍者］放罷編配。再行投募充役者。

許人吿。若不該收敍。而隱落過犯。或改易姓名。別行投募者。徒貳年。卽州縣收敍公吏。

於令格有違者。准此。

〔職制勅甲 177〕卷 14・選擧門 1・薦擧總法・戴本 288 頁・靜本 195 頁上段

諸擧清要官［謂擧充御史閤門祗候之類］。及擧充縣令。若從事郞以上。並改官而用所擧。

已充其任者。若犯入己贓。擧主。與同坐［犯贓應除免。若贓輕以除免比罪而坐奏擧者。聽

依私罪法減等］。至死者。減壹等。私罪徒以上。減貳等。擧改官。或從事郞以上。而止陞

資序。若擧其他職任［申差奏差。與奏擧同。餘條奏辟奏擧職任。不言申奏差者。准此］。

並泛言陞陟［謂充清要。若將領任使。及錢穀（１）刑獄親民之類］。已用所擧關陞資序。或

轉官。及擧恩澤文學。已注官者。各又減壹等。其用擧主差注入官。又減貳等［用泛擧陞陟。

而得關陞者。自監當入親民。親民陞通判。通判陞（２）知州。各於所陞。及雖用所擧差注入

官。非陞資序者。於所差。若擧其他職任者。於所擧任内有犯。乃坐］。其因別勅奏擧擢用

者。止坐別勅奏擧之官。以上。被擧官非故犯私罪。擧主不坐。

（1）「穀」を靜本は「谷」とする。

（2）「陞」を靜本は「申」とする。戴本 308 頁校勘記〔一〕を參照。

〔職制勅甲 178〕卷 14・選擧門 1・薦擧總法・戴本 288 頁・靜本 195 頁下段

諸擧官充職任。於所擧任内。以職事曠廢。至公罪徒以上。擧主減貳等［卽不因本職而犯者。

不坐］。

〔職制勅甲 179〕卷 14・選擧門 1・薦擧總法・戴本 289 頁・靜本 195 頁下段

諸擧官而薦充侍從臺省。若停廢及責降差遣。未經敍復而奏擧者。各杖壹伯［依令應保奏者

非］。

〔職制勅甲 180〕卷 14・選擧門 1・薦擧總法・戴本 289 頁・靜本 195 頁下段

諸擧官應坐擧主。若被擧人犯罪。後會恩。雖不該原減。擧主。聽減壹等。再會恩者。聽從

原減法。其被擧人。以特旨及於法不以赦降原減者。擧主。自依赦降。
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〔職制勅甲 181〕卷 14・選擧門 1・薦擧總法・戴本 289 頁・靜本 195 頁下段

諸擧官狀已經用。其擧主首而體量。得無所首事者。杖捌拾［雖無所首事。而別有贓（１）私

罪事發者。與免應坐及陳首不當之罪］。卽體量官稱無所首之事。而別致事發者。杖壹伯。

去官莫免。

（1）「贓」は戴本靜本ともに「駐」とするが、戴本 308 頁校勘記〔二〕により改める。

〔職制勅甲 182〕卷 14・選擧門 1・薦擧總法・戴本 289 頁・靜本 195 頁下段

諸因薦擧而受財者。以受所監臨財物論加壹等。

〔職制勅甲 183〕卷 14・選擧門 1・薦擧總法・戴本 289 頁・靜本 195 頁下段

諸薦擧交相貿易擧狀者。杖壹伯。若因賄賂而與者。自依薦擧受財法。

〔職制勅甲 184〕卷 14・選擧門 1・薦擧總法・戴本 289 頁・靜本 195 頁下段

諸以書爲人干請薦擧改官。及受請託者。各以違制論。

〔職制勅甲 185〕卷 14・選擧門 1・薦擧總法・旁照法・戴本 294 頁・靜本 199 頁上段

諸監臨主司。受所監臨。贓伯匹。命官奏裁。

〔職制勅甲 186〕卷 14・選擧門 1・改官關陞・戴本 294 頁・靜本 199 頁上段

諸擧改官關陞。若被擧人犯贓。已被論訴。及他司按發臺諫論列者。不在首擧之例。

〔職制勅甲 187〕卷 14・選擧門 1・改官關陞・戴本 294 頁・靜本 199 頁上段

諸薦擧承直郞以下充改官。而虛發照牒。若重疊奏擧者。各以違制論。卽擧充從事郞以上。

或縣令。各減貳等。

〔職制勅甲 188〕卷 14・選擧門 1・改官關陞・戴本 294 頁・靜本 199 頁上段

諸以書爲人干請薦擧改官。及受請託者。各以違制論。
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〔職制勅甲 189〕卷 14・選擧門 1・改官關陞・戴本 294 頁・靜本 199 頁上段

諸薦擧承直郞以下改官。書寫做狀人。故不依格式。或楷改差漏。及不塡實日。致妨放散擧

主者。徒壹年。失者。減貳等。

〔職制勅甲 190〕卷 14・選擧門 1・陞陟・戴本 301 頁・靜本 205 頁上段

諸薦擧承直郞以下充改官。而虛發照牒。若重疊奏擧者。各以違制論。卽擧充從事郞以上。

或縣令。各減貳等。擧文武官陞陟者。各又減壹等。

〔職制勅甲 191〕卷 15・選擧門 2・擧武臣・戴本 310 頁・靜本 209 頁下段

諸奉特勅擧邊臣有武勇方略。已任用而不如所擧。擧主。與同罪。至死者。減壹等［犯贓私。

其餘公罪。並不坐］。

〔職制勅甲 192〕卷 15・選擧門 2・試刑法・戴本 313 頁・靜本 211 頁上段

諸外任官就試刑法。還任違限者。加之官限滿不赴法參等［限外所帶公人軍人。請受雇錢。

本官自備］。

〔職制勅甲 193〕卷 15・選擧門 2・試刑法・旁照法・戴本 315 頁・靜本 212 頁上段

諸之官限滿。無故不赴者。罪止杖壹伯。

〔職制勅甲 194〕卷 15・選擧門 2・試武藝・戴本 315 頁・靜本 212 頁上段

諸解發呈試武藝人。而保奏違限者。杖陸拾。

〔職制勅甲 195〕卷 15・選擧門 2・擧辟・戴本 322 頁・靜本 216 頁下段

諸擧辟充緣邊城寨職任幹辦。所擧任内職事曠廢者。與同罪。至死者。減壹等。

〔職制勅甲 196〕卷 15・選擧門 2・擧辟・戴本 322 頁・靜本 216 頁下段

諸他司。輒奏辟大理寺官者。以違制論。

〔職制勅甲 197〕卷 15・選擧門 2・擧辟・戴本 322 頁・靜本 216 頁下段

諸他司陳請。輒衝改條令。差辟黄河都大及巡河使臣者。各以違制論。
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〔職制勅甲 198〕卷 15・選擧門 2・擧辟・戴本 322 頁・靜本 217 頁上段

諸帥司若監司。輒奏辟知州通判者。以違制論。卽知州奏辟通判者。罪亦如之。

〔職制勅甲 199〕卷 15・選擧門 2・擧辟・戴本 322 頁・靜本 217 頁上段

諸小使臣校尉初任。或已經任。曾預擧辟得替。各未赴部而輒擧辟者［踏逐指差同］。杖壹

伯［雖非曾預擧辟得替。但任滿未參部而輒差者。准此］。被擧及受差者。罪亦如之。軍期

急速。不用此制。

〔職制勅甲 200〕卷 15・選擧門 2・擧辟・戴本 322 頁・靜本 217 頁上段

諸擧辟命官差遣。狀前貼黄聲說違式。若增減不實者。元發奏官吏。杖捌拾。

〔職制勅甲 201〕卷 15・選擧門 2・擧辟・戴本 322 頁・靜本 217 頁上段

諸命官。雖應擧辟。而因尋醫侍養離任後未滿壹年。官司輒辟差。及受差者。各徒壹年。

〔職制勅甲 202〕卷 15・選擧門 2・擧辟・戴本 322 頁・靜本 217 頁上段

諸擧充縣令。而用所擧。已充其任者。若犯入己贓。擧主。與同坐［犯贓應除免。若贓輕以

除免比罪而坐奏擧者。聽（１）依私罪法減等］。至死者。減壹等。私罪徒以上。減貳等。若

擧其他職任［申差奏差。與奏擧同。餘條奏辟奏擧職任。不言申奏差者。准此］。又減壹等

［若擧其他職任者。於所擧任内有犯。乃坐］。其因別勅奏擧擢用者（２）。坐別勅奏擧之官。

以上。被擧官非故犯私罪。擧主不坐。

（1）「聽」を靜本は「听」とする。

（2）「者」の下に戴本靜本ともに「立」があるが、戴本 331 頁校勘記〔一〇〕により刪る。

〔職制勅甲 203〕卷 15・選擧門 2・擧辟・戴本 323 頁・靜本 217 頁上段

諸擧官充職任。於所擧任内。以職事曠廢。至公罪徒以上。擧主減貳等［卽不應本職而犯者。

不坐］。

〔職制勅甲 204〕卷 15・選擧門 2・擧辟・戴本 323 頁・靜本 217 頁下段

諸奉特勅擧邊臣有武勇方略。已任用而不如所擧。擧主。與同罪。至死者。減壹等［犯贓私。
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其餘公罪。並不坐］。

〔職制勅甲 205〕卷 15・選擧門 2・擧辟・戴本 323 頁・靜本 217 頁下段

諸擧官應坐擧主。若被擧人犯罪。後會恩。雖不該原減。擧主。聽減壹等。再會恩者。聽從

原減法。其被擧人。以特旨及於法不以赦降原減者。擧主。自依赦降。

〔職制勅甲 206〕卷 15・選擧門 2・擧辟・戴本 323 頁・靜本 217 頁下段

諸擧官。若停廢及責降差遣。未經敍復而奏擧者。各杖壹伯［依令應保奏者非］。

〔職制勅甲 207〕卷 16・文書門 1・詔勅條制・戴本 333 頁・靜本 224 頁上段

諸被受條制。應謄報編錄而不謄報編錄。及應注衝改而不注。若緣邊事應密行下而榜示者。

各徒貳年。卽不應謄報而謄報。或編錄不如法。若脫誤有害者。各減參等［置册編錄不用印。

及當職官不以所受眞本校讀訖付吏人掌之者。准此］。

〔職制勅甲 208〕卷 16・文書門 1・詔勅條制・戴本 333 頁・靜本 224 頁上段

諸受聖旨寬恤事件。奉行不虔。及隱匿曉示者。徒壹年。監司知而不按劾。與同罪。

〔職制勅甲 209〕卷 16・文書門 1・詔勅條制・戴本 333 頁・靜本 224 頁上段

諸事應立法。若勅律令格式文有未便應改。不具利害申尙書省或樞密院。而輒畫旨創立。若

衝革者。以違制論。卽詔勅不經參省。官司受而施行者。罪亦如之。

〔職制勅甲 210〕卷 16・文書門 1・詔勅條制・戴本 334 頁・靜本 224 頁下段

諸因職事例受制書而違者。杖壹伯［躬彼而違者。自從違制本法］。

〔職制勅甲 211〕卷 16・文書門 1・詔勅條制・戴本 334 頁・靜本 224 頁下段

諸承賞功罰罪。不置曆供呈謄下。並編錄不如法者。杖壹伯。

〔職制勅甲 212〕卷 16・文書門 1・詔勅條制・戴本 334 頁・靜本 224 頁下段

諸官司。承受加封神祠爵號。及賜觀寺廟額制書。給付訖過參日不申尙書禮部者。杖壹伯。
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〔職制勅甲 213〕卷 16・文書門 1・詔勅條制・戴本 334 頁・靜本 224 頁下段

諸被受省曹謄降到聖旨若朝旨。或直承處分。以民戸改作官戸。或依官戸例減免差役科配之

類。應申尙書戸部而違限。杖壹伯。

〔職制勅甲 214〕卷 16・文書門 1・赦降・戴本 340 頁・靜本 229 頁上段

諸被受赦降。應謄報而不謄報者。徒貳年。卽不應謄報而謄報。若脫誤有害者。各減參等。

〔職制勅甲 215〕卷 16・文書門 1・文書・戴本 343 頁・靜本 230 頁下段

諸奏事。應通封而輒實封者。杖壹伯。

〔職制勅甲 216〕卷 16・文書門 1・文書・戴本 343 頁・靜本 230 頁下段

諸臣僚上殿。若内外官司應進圖籍之類。輒用軸。及非機密而封記者。各杖壹伯。經由官司

不點檢。准此。

〔職制勅甲 217〕卷 16・文書門 1・文書・戴本 343 頁・靜本 231 頁上段

諸臣庶往還文書。非情涉（１）不順。輒繳錄申所屬者。杖捌拾。奏者。加貳等。

（1）「涉」を靜本は「步」とする。戴本 354 頁校勘記〔五〕を參照。

〔職制勅甲 218〕卷 16・文書門 1・文書・戴本 343 頁・靜本 231 頁上段

諸軍馬糧草數。及事干（１）機密應行文書。而不實封者。杖壹伯。軍馬機密事。輒下司者。

罪亦如之。

（1）「干」を戴本は「幹」とする。

〔職制勅甲 219〕卷 16・文書門 1・文書・戴本 343 頁・靜本 231 頁上段

諸官司及將校。預印空紙塡寫文書。及印之者。各杖捌拾。

〔職制勅甲 220〕卷 16・文書門 1・行移・戴本 352 頁・靜本 237 頁上段

諸帥司及統兵官行移。輒用劄子者。徒貳年［執政以上出使。及有專降指揮許用者非］。
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〔職制勅甲 221〕卷 16・文書門 1・行移・戴本 352 頁・靜本 237 頁上段

諸官司及將校。預印空紙塡寫文書。及印之者。各杖捌拾。

〔職制勅甲 222〕卷 16・文書門 1・行移・戴本 352 頁・靜本 237 頁上段

諸監司屬官。輒離本司出詣所部。若行移文書下州縣者。徒貳年。

〔職制勅甲 223〕卷 17・文書門 2・架閣・戴本 356 頁・靜本 239 頁上段

諸制書若官文書。應長留而不別庫架閣。或因檢簡移到而不別注於籍者。各杖壹伯。卽應檢

簡公案。而被差覆檢官不如令者。罪亦如之。

〔職制勅甲 224〕卷 17・文書門 2・架閣・戴本 356 頁・靜本 239 頁上段

諸架閣庫文書。所掌官吏散失者。杖壹伯［散。謂出限。或不立限。各過伯日不拘收者。行

遣不絶者非］。當職官吏。以架閣應留文書費用者。以違制論。非重害減參等。

〔職制勅甲 225〕卷 17・文書門 2・給納印記・戴本 361 頁・靜本 242 頁上段

諸奉使印記應納。及申尙書禮部。而稽違者。論如官文書稽程律［使回到闕。應申本部。及

報所屬。稽違者。准此］。

〔職制勅甲 226〕卷 17・文書門 2・毀失・戴本 367 頁・靜本 245 頁下段

諸命官陳乞封贈敍復。若去失之類。州不依條式保明。故爲漏落不圓。致行取會者。杖壹伯。

吏人仍勒停。若不取索保官印紙批書。及已批書不於申狀聲說。或申奏狀内不塡（１）實日者。

當行吏人杖捌拾。職級減壹等。簽書官罰俸壹月。

（1）「塡」については戴本 378 頁校勘記〔一五〕を參照。

〔職制勅甲 227〕卷 17・文書門 2・私有禁書・戴本 376 頁・靜本 251 頁下段

諸私有天象器物。天文圖書讖（１）書兵書。太一雷公式。星曜曆算。占候。六壬遁甲。氣神

軌限之書［三略六韜。司馬法。孫呉尉繚子。季衞公問對。歷代史志通典。及常行卜筮之書

非］。或私傳習者。各流參阡里。雖不全成。堪行用者。減參等。不堪行用者。又減參等［非

天象器物。天文圖讖（２）兵書。而不涉國家休咎。及用兵之事者。雖堪行用。不坐］。内圖

書讖（３）書。許人吿。以上。因私習經斷。而復行其術者。還依私習之法。
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（1）「讖」を戴本は「繊」とする。

（2）「讖」を戴本は「繊」とする。

（3）「讖」を戴本は「繊」とする。

〔職制勅甲 228〕卷 31・財用門 2・封樁・戴本 477 頁・靜本 321 頁上段

諸供朝廷封樁錢物帳［禁軍闕額請給帳同］。及承取索回報。而隱漏增減不實者。各徒貳年。

不依式。若名數交互。杖捌拾。

〔職制勅甲 229〕卷 31・財用門 2・封樁・戴本 477 頁・靜本 321 頁上段

諸供朝廷封樁錢物及禁軍闕額請給帳稽程者。壹日杖捌拾。參日加壹等。罪止徒貳年。供申

收附違限者。各減貳等。

〔職制勅甲 230〕卷 31・財用門 2・應在・戴本 492 頁・靜本 334 頁上段

諸掌應在司官任内開破。不及柒分降壹年名次。不及陸（１）分展磨勘壹年［幕職官殿壹年參

選］。不及伍分展磨勘貳年［幕職官殿壹年參選。仍降半年名次］。吏人界内開破。不及柒

分杖捌拾。每少壹分加壹等。罪止杖壹伯。仍勒停。以上。並以赦（２）前之數通計。

（1）「陸」の下に靜本では「年」がある。戴本 499 頁校勘記〔二九〕を參照。

（2）「赦」は戴本靜本ともに「救」とするが、戴本 499 頁校勘記〔三〇〕により改める。

〔職制勅甲 231〕卷 31・財用門 2・應在・戴本 492 頁・靜本 334 頁上段

諸州已支官物。合關應在司而違限。若本司承關不上簿者。各杖捌拾。因失擧催。致失陷官

物。加貳等。許人吿。有情弊罪輕者。徒貳年。

〔職制勅甲 232〕卷 31・財用門 2・應在・戴本 492 頁・靜本 334 頁上段

諸納畢官物。出給公憑。收附文鈔。及入遞違限者。干繫吏人。論如官文書稽程律。參拾日

杖壹伯。陸拾日。簽書官杖陸拾。卽（１）鈔及收附到州下應在司違限者。罪亦如之。

（1）「卽」を靜本は「印」とする。戴本 499 頁校勘記〔三一〕を參照。

〔職制勅甲 233〕卷 32・財用門 3・點磨隱陷・戴本 500 頁・靜本 338 頁上段

諸因點磨取索到縣鎭倉庫收支錢物簿曆（１）［鈔旁之類同］。違限不送還者。杖柒拾。參日加
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壹等。罪止徒貳年。餘文書。依官文書稽程律。

（1）「曆」は靜本にない。戴本 532 頁校勘記〔一〕を參照。

〔職制勅甲 234〕卷 32・財用門 3・點磨隱陷・戴本 500 頁・靜本 338 頁上段

諸承提點刑獄司輪取諸軍請給旁曆。轉運司及州縣等處買物文憑之類。點磨而違限不供送者。

杖捌拾。壹日加（１）壹等。參拾日以上。若折挨移改事節。有所規避者。徒貳年。其提點刑

獄司。應取而不取。應點磨而不點磨。各故爲隱庇者。與同罪。

（1）「加」を靜本は「如」とする。

〔職制勅甲 235〕卷 32・財用門 3・點磨隱陷・戴本 500 頁・靜本 338 頁上段

諸隱落及失陷錢物。干繫人知而不擧。與犯人同罪。罪止徒貳年。許人吿。

〔職制勅甲 236〕卷 36・庫務門 1・倉庫受乞・旁照法・戴本 565 頁・靜本 382 頁下段

諸重祿公人。因職事受乞財物［酒食亦是］。徒壹年。壹伯文徒壹年半。壹伯文加壹等。壹

貫流貳阡里。壹貫加壹等。共犯者。倂（１）贓論［酒食共費者。止計己分］。徒罪皆配鄰州。

流罪配伍伯里。拾貫。配廣南。不以赦降原減。其引領過度者。各減罪人罪貳等。卽罪人已

受應配。而罪至徒者。皆配鄰州。與者。依別條罪輕者。杖捌拾。

（1）「倂」を戴本は「並」とする。

〔職制勅甲 237〕卷 36・庫務門 1・倉庫受乞・旁照法・戴本 565 頁・靜本 382 頁下段

諸監臨主司。受財枉法。貳拾匹。無祿者。貳拾伍匹。絞。若罪至流。不枉法。贓伍拾匹。

受及乞取所監臨。贓伯匹。配本城。

〔職制勅甲 238〕卷 36・庫務門 1・倉庫受乞・旁照法・戴本 565 頁・靜本 382 頁下段

諸請求曲法。杖捌拾［爲人請者。與自請同］。主司許者。與同罪［主司不許。止坐請求者］。

已施行者。各徒壹年。緦麻以上親請者。減壹等。

〔職制勅甲 239〕卷 36・庫務門 1・倉庫受乞・旁照法・戴本 565 頁・靜本 382 頁下段

諸監臨主司受財枉法。其引領過度過人。各減主司罪參等。因而受財贓重者。坐贓論加貳等。

主司罪至死者。配本州。
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〔職制勅甲 240〕卷 37・庫務門 2・糴買糧草・戴本 570 頁・靜本 384 頁上段

諸糴買糧草官。非職事相干。輒見賓客［以邂逅爲名相見者同］。及見之者。各徒貳年。

〔職制勅甲 241〕卷 37・庫務門 2・給納・旁照法・戴本 597 頁・靜本 410 頁下段

諸監臨主司。受財枉法。貳拾匹。無祿者。貳拾伍匹。絞。若罪至流。配本城。

〔職制勅甲 242〕卷 47・賦役門 1・受納稅租・旁照法・戴本 625 頁・靜本 426 頁下段

諸監臨主司。受財枉法。貳拾匹。無祿者。貳拾伍匹。絞（１）。若罪至流。配本城。

（1）「絞」は靜本にない。戴本 639 頁校勘記〔二六〕を參照。

〔職制勅甲 243〕卷 47・賦役門 1・匿免稅租・旁照法・戴本 633 頁・靜本 431 頁下段

諸監臨主司。受財不（１）枉法。贓伍拾匹。命官奏裁。餘配本城。

（1）「不」は戴本靜本ともに「准」とするが、文意により改める。

〔職制勅甲 244〕卷 48・賦役門 2・稅租帳・戴本 642 頁・靜本 435 頁下段

諸州夏秋稅管額帳［刺帳單狀並納畢（１）帳同］。違限參拾日。吏人杖陸拾。當職官罰俸壹

月。通判知州半月。滿陸拾日。各加壹等。

（1）「畢」を靜本は「單」とする。戴本 675 頁校勘記〔一〕を參照。

〔職制勅甲 245〕卷 48・賦役門 2・科敷・戴本 664 頁・靜本 451 頁下段

諸被受省曹謄降到聖旨若朝旨。或直承處分。以民戸改作官戸。或依官戸例減免差役科配之

類。應申尙書戸部而違限。杖壹伯。

〔職制勅甲 246〕卷 48・賦役門 2・科敷・戴本 664 頁・靜本 451 頁下段

諸遇聖節。縣鎭官宴會。輒有假借配買陪備騷（１）擾者。所屬奏劾。

（1）「騷」を戴本は「搔」とする。

〔職制勅甲 247〕卷 48・賦役門 2・科敷・戴本 664 頁・靜本 451 頁下段

諸官司輒借人戸錢物［物謂支費者］充官用者。坐贓論加貳等。
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〔職制勅甲 248〕卷 48・賦役門 2・預買紬絹・戴本 672 頁・靜本 458 頁下段

諸給預買紬絹價錢。不以見錢而以他物。不以正月而以他月。或低立價直。以違制論［提點

刑獄司具奏有無違戻不實者。准此］。卽應榜示曉諭之類。於令有違。及輒差公人下鄕。若

均定數目失當者。各杖壹伯。吏有情弊者。仍勒停。受贓重者。加本罪貳等。

〔職制勅甲 249〕卷 49・農桑門・勸農桑・戴本 680 頁・靜本 461 頁上段

諸緣勸農。輒追擾人戸者。徒貳年［容縱公吏等。與同罪］。

〔職制勅甲 250〕卷 49・農桑門・勸農桑・戴本 680 頁・靜本 461 頁上段

諸守令勸農。輒用妓樂及宴會賓客者。徒壹年。

〔職制勅甲 251〕卷 49・農桑門・種植林木・戴本 685 頁・靜本 464 頁上段

諸縣丞任滿。任内種植林木。虧參分。降半年名次。伍分。降壹年（１）。捌分。降壹資［承

務郞以上。展貳年磨勘］。

（1）「年」を靜本は「半」とする。戴本 688 頁校勘記〔七〕を參照。

〔職制勅甲 252〕卷 51・道釋門 2・雜犯・戴本 725 頁・靜本 488 頁上段

諸在任官於所部。將校節級於所轄。爲僧道抄化財物。杖壹伯。僧道吿囑者。與同罪。仍還

俗。並許人吿。

〔職制勅甲 253〕卷 52・公吏門・差補・戴本 729 頁・靜本 490 頁上段

諸臣僚奏帶隨行吏人。而輒爲陳乞減年出官。及超補資級者。徒貳年。

〔職制勅甲 254〕卷 52・公吏門・差補・戴本 729 頁・靜本 490 頁上段

諸州縣［鎭寨（１）倉庫等官司同］巧作名色。增置人吏者［應係公之人亦是］。徒貳年。

（1）「寨」を靜本は「塞」とする。戴本 739 頁校勘記〔一〕を參照。

〔職制勅甲 255〕卷 52・公吏門・差補・戴本 729 頁・靜本 490 頁上段

諸監司州軍人吏。若係校尉以上名目。不自陳解罷。依舊充役者。徒壹年。官司容庇。杖壹
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伯。

〔職制勅甲 256〕卷 52・公吏門・差補・戴本 729 頁・靜本 490 頁上段

諸監司［依監司例。人凡可按刺州縣者同］人吏占射。所部吏人優輕差遣者。徒貳年。

〔職制勅甲 257〕卷 52・公吏門・差補・戴本 729 頁・靜本 490 頁上段

諸公人因遷補差使。若吉凶聚會。或夏秋收成之際。妄以祈賽之類爲名乞索者。坐贓論加壹

等。許人吿。

〔職制勅甲 258〕卷 52・公吏門・差補・旁照法・戴本 734 頁・靜本 493 頁下段

諸重祿公人［有官人充重祿職役同］。因職事［事過而犯。或事局常有統攝。雖不因職事同］

受乞財物者。徒壹年。壹伯文徒壹年半。壹伯文加壹等。壹貫流貳阡里。壹貫加壹等。共犯

者。倂贓論［酒食共費者。止計己分］。徒罪皆配鄰州。流罪伍伯里。拾貫。配廣南。

〔職制勅甲 259〕卷 52・公吏門・停降・戴本 738 頁・靜本 496 頁上段

諸私名書手［貼司同。雖非籍定人亦是。餘條稱私名（１）書手。准此］若軍典。於本司有犯。

依主（２）典法。仍許人吿。應勒停者。軍典還本役。私名書手永不得充募。吏人失（３）覺察。

減伍等。罪止杖壹伯。知情。與同罪。其差書寫文書軍典。因本職犯私罪。亦准此。

（1）「私名」を靜本は「書名私」とする。戴本 740 頁校勘記〔一七〕を參照。

（2）「主」を靜本は「王」とする。戴本 740 頁校勘記〔一八〕を參照。

（3）「失」を靜本は「夫」とする。

〔職制勅甲 260〕卷 75・刑獄門 5・驗屍・旁照法・戴本 804 頁・靜本 537 頁上段

諸監臨主司。受財枉法。貳拾匹。無祿者。貳拾伍匹。絞。若罪至流。及不枉法。贓伍拾匹。

配本城。

〔職制勅甲 261〕卷 77・服制門・匿服・戴本 833 頁・靜本 556 頁下段

諸遭喪應解官。而臨時竄名軍中。規免執喪者。徒參年。所屬知情容庇。或爲申請起復者。

徒貳年。
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〔職制勅甲 262〕卷 77・服制門・匿服・戴本 833 頁・靜本 556 頁下段

諸居夫之父母喪。而忘哀作樂者［自作遣人等］。杖壹伯。雜戲。及遇樂而聽。若參預吉席

者。減貳等。

〔職制勅甲 263〕卷 78・蠻夷門・入貢・戴本 847 頁・靜本 567 頁下段

諸蕃蠻入貢。引伴隨行公人兵級。因藉蕃蠻事勢。乞取財物者。論如因使乞取律。徒以上配

本城。杖以下鄰州編管。許人吿。

〔職制勅甲 264〕卷 78・蠻夷門・歸明任官・戴本 851 頁・靜本 570 頁上段

諸歸明人任官。輒差出者。杖捌拾。

〔職制勅甲 265〕卷 78・蠻夷門・歸明恩賜・戴本 854 頁・靜本 571 頁下段

諸州縣吏人公人承佃［巧詐假名同］歸明人給賜田者。論如當職官吏並州縣吏人公人請佃官

田法。

〔職制勅甲 266〕卷 78・蠻夷門・歸明恩賜・旁照法・戴本 858 頁・靜本 574 頁下段

諸當職官吏［監司或（１）本州縣在任官。及主（２）管公人同］請佃官田者（３）。徒貳年。本州

縣吏人公人請佃者。杖壹伯。若假託人姓名。各准此。並許人吿［給錢還主］。未得者。各

減參等。

（1）「或」を靜本は「弐」とする。

（2）「主」を靜本は「立」とする。

（3）「者」を靜本は「著」とする。戴本 870 頁校勘記〔二四〕を參照。

〔職制勅甲 267〕卷 78・蠻夷門・歸明附籍約束・戴本 859 頁・靜本 575 頁下段

諸新歸順蕃族熟戸。而輒乞取其財物者。徒貳年。貳貫徒參年。拾貫加壹等。至壹伯貫者。

斬。若無故勾呼迨擾者。徒貳年。禁留拘繫。加壹等。參日以上。又加壹等。因致逃叛。流

貳阡里。其歸順滿參年者。有犯。依常法。

〔職制勅甲 268〕卷 80・雜門・出擧債負・旁照法・戴本 905 頁・靜本 601 頁下段

諸監臨主司。乞取所監臨。贓伯匹。命官奏裁。
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〔職制勅甲 269〕卷 80・雜門・雜犯・戴本 925 頁・靜本 615 頁上段

諸在任官。雖有政迹。諸軍輒擧留。及餘人非遇察訪監司所至而擧留者。各杖壹伯。建祠立

碑者。罪亦如之［並坐爲首之人。碑祠仍毀］。本官知情。與同罪。若自遣人建祠。論如輒

立碑律。

〔職制勅甲 270〕卷 80・雜門・雜犯・戴本 925 頁・靜本 615 頁上段

諸曾經編配及罷役見役吏人。輒充官民戸幹人者。徒貳年。許人吿。

戸婚勅集成（95 箇條）

〔戸婚勅甲 1〕卷 4・職制門 1・謁見・戴本 36 頁・靜本 29 頁上段

諸命官見僧道。輒拜者。以違制論。

〔戸婚勅甲 2〕卷 6・職制門 3・差出・戴本 93 頁・靜本 66 頁上段

諸相驗覆視鹼鹵生發地土被差官。輒辭避。若起發違限者。各杖壹伯。

〔戸婚勅甲 3〕卷 12・職制門 9・封贈・戴本 251 頁・靜本 175 頁上段

諸臣僚遇恩。應封贈而遺其母者。徒貳年［已封至大郡夫人。許本等内改封而不願者非］。

〔戸婚勅甲 4〕卷 12・職制門 9・封贈・戴本 251 頁・靜本 175 頁上段

諸要非禮婚正室而封贈者。徒貳年。未授者。減貳等。保官。減犯人壹等。不知情。又減貳

等。

〔戸婚勅甲 5〕卷 13・職制門 10・亡歿・戴本 282 頁・靜本 192 頁下段

諸臣僚身亡。應借官屋。而以人戸見賃屋借之者。以違制論。卽本家輒出賃所借屋者。杖壹

伯。
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〔戸婚勅甲 6〕卷 31・財用門 2・封樁・戴本 477 頁・靜本 321 頁上段

諸職田收到租課。應充朝廷封樁錢物。不依限申。提點刑獄司檢察拘收者。杖捌拾。未拘收

封樁而輒支借者。加貳等。

〔戸婚勅甲 7〕卷 32・財用門 3・點磨隱陷・戴本 501 頁・靜本 339 頁上段

諸於稅租簿帳有欺弊者［謂於錢物數故隱漏增減移易。或虛銷簿籍者。餘條官物稱有欺弊。

准此］。不分首從。計物之直［累而不倍］。不滿伍伯文杖壹伯。伍伯文徒壹年。伍伯文加

壹等。參貫。皆配本城。伍貫。皆配本州。許人吿。書手。雖杖罪。勒停。其私名人有欺弊。

正名知情。與同罪。各不以赦降原減。當職官吏失覺察。杖捌拾。犯人應配者。杖壹伯。仍

奏裁［曾自覺察犯人。罪等。或重者。除其罪］。

〔戸婚勅甲 8〕卷 32・財用門 3・點磨隱陷・戴本 502 頁・靜本 339 頁上段

諸磨勘稅租簿。未見欺弊。輒追本縣公人。或故爲隱漏者。徒貳年。有虧失審（１）磨不出者。

杖壹伯。卽州縣發送鈔簿。並磨勘官違限。及未畢交與後官。若後官輒交承者。並准此。

（1）「審」は靜本にない。戴本 532 頁校勘記〔四〕を參照。

〔戸婚勅甲 9〕卷 32・財用門 3・點磨隱陷・戴本 502 頁・靜本 339 頁上段

諸州審磨稅租簿。吏人故爲隱漏者。徒貳年。有虧失審磨不出。杖壹伯。卽因而受乞者。論

如吏人鄕書手（１）攬納稅租受乞財物法。

（1）「手」を靜本は「于」とする。

〔戸婚勅甲 10〕卷 32・財用門 3・點磨隱陷・戴本 502 頁・靜本 339 頁下段

諸州審磨並磨勘稅租簿。官有欺弊。審（１）磨不出者。論如稅租簿有欺弊當職官失覺察法。

（1）「審」は靜本にない。戴本 532 頁校勘記〔五〕を參照。

〔戸婚勅甲 11〕卷 32・財用門 3・點磨隱陷・旁照法・戴本 508 頁・靜本 344 頁下段

諸州縣吏人鄕書手。攬納稅租而受乞物者。加受乞監臨罪參等。杖罪鄰州編管。徒以上配本

州。
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〔戸婚勅甲 12〕卷 37・庫務門 2・糴買糧草・戴本 570 頁・靜本 384 頁上段

諸和買歲計。而不以見錢當日給者。杖陸拾。壹日加壹等。罪止徒貳年。

〔戸婚勅甲 13〕卷 37・庫務門 2・糴買糧草・戴本 570 頁・靜本 384 頁上段

諸監司。糴買糧草。抑令遠處輸納。若巧作名目額外誅求者。並以違制論。守令奉行及監司

不互察者。與同罪。許被科抑人戸越訴。

〔戸婚勅甲 14〕卷 47・賦役門 1・拘催稅租・戴本 611 頁・靜本 417 頁下段

諸稅租。州輒差官吏下縣催督。若縣未入末（１）限。或未經科校。輒差人下鄕者。並杖壹伯。

（1）「末」を靜本は「未」とする。戴本 637 頁校勘記〔一〕を參照。

〔戸婚勅甲 15〕卷 47・賦役門 1・拘催稅租・戴本 611 頁・靜本 417 頁下段

諸應納畸零殘欠稅租。逐料起催前。不行點檢。保明申州者。官吏。各杖壹伯。

〔戸婚勅甲 16〕卷 47・賦役門 1・拘催稅租・戴本 611 頁・靜本 417 頁下段

諸令佐催（１）理稅租。輒自下鄕。若抑令人戸結甲者。各杖捌拾。致公吏人因而乞取。減犯

人罪參等。罪止杖壹伯。故縱。與同罪。卽將帶停僭公吏人下鄕者。徒貳年。

（1）「催」を靜本は「崔」とする。

〔戸婚勅甲 17〕卷 47・賦役門 1・拘催稅租・戴本 611 頁・靜本 417 頁下段

諸稅租起催前。應給納數單子。而不實不盡者。杖壹伯。點對官失點檢。減壹等。

〔戸婚勅甲 18〕卷 47・賦役門 1・拘催稅租・戴本 611 頁・靜本 417 頁下段

諸人戸應輸納有期限。而官司輒促其常限者。徒壹年。因致逃亡者。加壹等。

〔戸婚勅甲 19〕卷 47・賦役門 1・受納稅租・戴本 617 頁・靜本 421 頁上段

諸納租稅。輒法外增數者。壹升壹束以上。加本罪壹等。輒他用者。又加壹等。盜用。以自

盜論。許人戸經監司越訴。
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〔戸婚勅甲 20〕卷 47・賦役門 1・受納稅租・戴本 617 頁・靜本 421 頁上段

諸人戸稅租。應納數外。輒收羨餘者。杖捌拾。

〔戸婚勅甲 21〕卷 47・賦役門 1・受納稅租・戴本 617 頁・靜本 421 頁上段

諸抑令人戸賣耕牛或耕稼之具納稅租。及令公人代輸者。杖壹伯。

〔戸婚勅甲 22〕卷 47・賦役門 1・受納稅租・戴本 617 頁・靜本 421 頁上段

諸應合鈔送納畸零稅租。不逐戸印給已納憑由者。杖壹伯。公吏乞覓。計贓。以枉法論。

〔戸婚勅甲 23〕卷 47・賦役門 1・受納稅租・戴本 617 頁・靜本 421 頁上段

諸銷稅租簿。吏人書手受縣鈔。或取到監住鈔。而不卽時勾銷。致毀失者。雖會恩。仍勒停。

〔戸婚勅甲 24〕卷 47・賦役門 1・受納稅租・戴本 617 頁・靜本 421 頁下段

諸縣受人戸已納稅租鈔［和預買紬絹錢物之類同］。不依限對簿朱（１）銷者。杖壹伯。吏人

仍勒停。其人戸自齎戸鈔。或憑由出官。不爲照使。抑令重疊輸納者。以違制論。委知通檢

察。知情容庇者。與同罪。並許人戸經監司越訴。

（1）「朱」を靜本は「未」とする。戴本 638 頁校勘記〔一二〕を參照。

〔戸婚勅甲 25〕卷 47・賦役門 1・受納稅租・戴本 617 頁・靜本 421 頁下段

諸州縣輒預借人戸稅租［和預買紬絹錢物同］。徒壹年。若公吏於人戸處私輒借者。准盜論。

伍拾匹。配本城。仍許被借人戸越訴。

〔戸婚勅甲 26〕卷 47・賦役門 1・攬納稅租・戴本 625 頁・靜本 427 頁上段

諸攬納稅租。和預買紬絹錢物［謂非係公之人］。本限内不納。杖陸拾。貳拾匹加壹等。罪

止徒壹年。

〔戸婚勅甲 27〕卷 47・賦役門 1・攬納稅租・戴本 625 頁・靜本 427 頁上段

諸州縣係公人。攬納稅租者。杖捌拾。
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〔戸婚勅甲 28〕卷 47・賦役門 1・攬納稅租・戴本 625 頁・靜本 427 頁上段

諸州縣吏人鄕書手專斗。攬納稅租而受乞財物者。加受乞監臨罪參等。杖罪鄰州編管。徒以

上配本州。許人吿。家人犯者。減貳等坐之。正身知情（１）。准自犯法。與者。非求曲法。

不坐。卽率斂而與者。止坐爲首之人。雖非曲法（２）。亦准此。

（1）「情」を靜本は「惟」とする。戴本 639 頁校勘記〔二七〕を參照。

（2）「法」を靜本は「求」とする。戴本 639 頁校勘記〔二八〕を參照。

〔戸婚勅甲 29〕卷 47・賦役門 1・違欠稅租・戴本 626 頁・靜本 427 頁下段

諸輸稅租違欠者。笞肆拾。遞年違欠。及形勢戸。杖陸拾［州縣職級押錄。並戸案吏人鄕書

手。加參等］。品官之家。杖壹伯。

〔戸婚勅甲 30〕卷 47・賦役門 1・違欠稅租・戴本 627 頁・靜本 427 頁下段

諸上參等戸及形勢之家。應輸稅租而出違省限。輸納不足者。轉運司具姓名及所欠數目申尙

書省取旨。其未納之數。雖遇赦降。不（１）在除放之限。

（1）「不」は靜本にない。戴本 639 頁校勘記〔二九〕を參照。

〔戸婚勅甲 31〕卷 47・賦役門 1・違欠稅租・戴本 627 頁・靜本 427 頁下段

諸稅租末（１）限滿。欠不及壹分。縣吏人書手戸長笞肆拾。令佐罰參拾直［手力。依戸長法。

其（２）戸長至末（３）限半欠（４）及參分者。准此。限滿有欠應科校。仍通計］。壹分杖陸拾。

令佐罰陸拾直。州吏人笞肆拾。都孔目副都孔目官笞貳拾。幕職官參拾直。通判知州貳拾直。

每壹分各加貳等。至參分罪止［州以所管（５）縣通計分數］。令佐仍衝替。州縣吏人書手勒

停。都孔目副都孔目官降壹資［廂鎭催理者。依縣法］。其拖欠或積欠者［拖欠謂前官限外

未納。積欠謂倚閣應催者。餘條稱拖欠積欠。准此。兩科（６）以上。仍通計］。再限滿不足。

各依分數減壹等。令（７）佐於末限半後替移。催納不及伍分。及於末限内到任者。各准此。

（1）「末」を靜本は「未」とする。

（2）「其」は戴本靜本ともに「具」とするが、戴本 640 頁校勘記〔三〇〕により改める。

（3）「末」を靜本は「未」とする。

（4）「欠」を靜本は「尺」とする。

（5）「管」については戴本 640 頁校勘記〔三一〕を參照。

（6）「科」を靜本は「料」とする。
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（7）「令」については戴本 640 頁校勘記〔三二〕を參照。

〔戸婚勅甲 32〕卷 47・賦役門 1・閣免稅租・戴本 629 頁・靜本 429 頁上段

諸稅租。應開閣減免除放。而不爲開閣減免除放。或令人代輸。及非逃亡戸絶而不追究欠人

理納。致戸長手力代輸者［逃田稅役。輒勒鄰保代輸同］。各杖壹伯［一時指揮放免拖欠諸

色窠名錢物。而官司輒復催理者。准此］。計所納。贓重者。坐贓論。卽抑令人請（１）佃承

賃官田宅者。准此。並許人戸經監司越訴。

（1）「請」は戴本靜本ともに「謂」とするが、戴本 640 頁校勘記〔三八〕により改める。

〔戸婚勅甲 33〕卷 47・賦役門 1・閣免稅租・戴本 629 頁・靜本 429 頁上段

諸擅倚閣稅租者。徒貳年。

〔戸婚勅甲 34〕卷 47・賦役門 1・閣免稅租・戴本 629 頁・靜本 429 頁上段

諸逃亡死絶之戸。不畫時倚閣者。官吏並徒貳年。其被抑令償備者。許經監司越訴。

〔戸婚勅甲 35〕卷 47・賦役門 1・閣免稅租・戴本 629 頁・靜本 429 頁上段

諸被差撲除蟲蝗。於令有違者。杖壹伯。其檢覆逃亡。無故違限。或不親檢視者。准此。

〔戸婚勅甲 36〕卷 47・賦役門 1・稅租簿・戴本 634 頁・靜本 431 頁下段

諸縣歲造稅簿。正額外。其人戸蹙零之數。縣申州。州申轉運司。本司類聚報尙書戸部。而

違限者。各杖捌拾。

〔戸婚勅甲 37〕卷 47・賦役門 1・稅租簿・戴本 634 頁・靜本 431 頁下段

諸縣解稅租簿赴州。而本州不依限印給者。杖壹伯。若因乞取而留滯者。加壹等［受贓重者。

自依本法］。

〔戸婚勅甲 38〕卷 47・賦役門 1・稅租簿・戴本 634 頁・靜本 431 頁下段

諸人吏鄕書手。輒將稅租簿歸私家者。徒壹年。許人吿。
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〔戸婚勅甲 39〕卷 48・賦役門 2・稅租帳・戴本 642 頁・靜本 435 頁下段

諸州縣轉運司。每歲供申稅租帳。違限。若勘驗不實者。各杖捌拾。卽增減不實。加貳等。

〔戸婚勅甲 40〕卷 48・賦役門 2・稅租帳・旁照法・戴本 651 頁・靜本 434 頁下段

諸被差撲除蟲蝗。於令有違者。杖壹伯。其檢覆逃亡。無故違限。或不親檢視者。准此。

〔戸婚勅甲 41〕卷 48・賦役門 2・簿帳欺弊・戴本 651 頁・靜本 434 頁下段-443 頁下段

諸於稅租簿帳有欺弊者［謂於錢物數故隱漏增減移易。或虛銷簿籍者。餘條官物稱有欺弊。

准此］。不分首從。計物之直［累而不倍］。不滿伍伯文杖壹伯。伍伯文徒壹年。伍伯文加

壹等。參貫。皆配本城。伍貫。皆配本州。許人吿。書手。雖杖罪。勒停。其私名人有欺弊。

正名知情。與同罪。各不以赦降原減。當職官吏失覺察。杖捌拾。犯人應配者。杖壹伯。仍

奏裁［曾自覺察得犯人。罪等。或重者。除其罪］。

〔戸婚勅甲 42〕卷 48・賦役門 2・簿帳欺弊・戴本 652 頁・靜本 443 頁下段

諸於稅租簿脫誤者［結轉之類。闊略不如令。而無欺弊者同］。杖捌拾。令佐。減貳等。卽

因造簿。及納畢。送州磨勘。而率斂財物行用者。許人吿。若本州驅磨不出。及不點檢改正

者。吏人杖捌拾。當職官減壹等。知通又減壹等。

〔戸婚勅甲 43〕卷 48・賦役門 2・簿帳欺弊・戴本 652 頁・靜本 443 頁下段

諸磨勘稅租簿。未見欺弊。輒追本縣公人。或故爲隱漏（１）者。徒貳年。有虧失磨不出者。

杖壹伯。卽州縣發送鈔簿。並磨勘官違限。及未畢交與後官。若後官輒交承者。並准此。

（1）「漏」を靜本は「滿」とする。

〔戸婚勅甲 44〕卷 48・賦役門 2・簿帳欺弊・戴本 652 頁・靜本 443 頁下段

諸州審磨稅租簿。吏人故爲隱漏者。徒貳年。有虧失審磨不出。杖壹伯。卽因而受乞者。論

如吏人鄕書手攬納稅租受乞財物法。

〔戸婚勅甲 45〕卷 48・賦役門 2・簿帳欺弊・戴本 652 頁・靜本 444 頁上段

諸州審磨並磨勘稅租簿。官有欺弊。磨不出者。論如稅租簿有欺弊當職官失覺察法。
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〔戸婚勅甲 46〕卷 48・賦役門 2・簿帳欺弊・戴本 652 頁・靜本 444 頁上段

諸稅租。輒勾追催稅人赴官比磨者。徒壹年。

〔戸婚勅甲 47〕卷 48・賦役門 2・簿帳欺弊・旁照法・戴本 656 頁・靜本 446 頁下段

諸州縣吏人鄕書手專斗。攬納稅租而受乞財物者。加受乞監臨罪參等。杖罪鄰州編管。徒以

上配本州。許人吿。家人犯者。減貳等坐之。正身知情。准自犯法。與者。非求曲法。不坐。

卽率斂而與者。止坐爲首之人。雖非曲法。亦准此。

〔戸婚勅甲 48〕卷 48・賦役門 2・支移折變・戴本 657 頁・靜本 446 頁下段

諸稅租創支移而不奏。或奏而不待報。輒施行者。各徒貳年。

〔戸婚勅甲 49〕卷 48・賦役門 2・支移折變・戴本 657 頁・靜本 447 頁上段

諸折變支移和買。不計豐歉貴賤多寡者。杖壹伯。吏人勒停。若以貴爲賤。以賤爲貴。及多

寡豐歉不實者。加壹等。吏人阡里編管。

〔戸婚勅甲 50〕卷 48・賦役門 2・支移折變・戴本 657 頁・靜本 447 頁上段

諸科買及折納物。官司違限。或不預榜示。而急爲期限。致販人乘時邀利者。杖壹伯。卽與

販人同情爲弊者。各徒貳年。許人吿。

〔戸婚勅甲 51〕卷 48・賦役門 2・支移折變・戴本 657 頁・靜本 447 頁上段

諸非法擅賦斂者。以違制論。科買折納而反覆紐折［如以絹折麥。以苗折糯。其所敷麥糯。

而過苗絹時直之數。及已折麥糯。却再紐（１）納價錢者。皆是］。或別納錢物過爲掊剋者。

徒貳年。並許被科抑人戸越訴。

（1）「紐」を靜本は「細」とする。戴本 677 頁校勘記〔二四〕を參照。

〔戸婚勅甲 52〕卷 48・賦役門 2・支移折變・旁照法・戴本 663 頁・靜本 451 頁上段

諸不爲孤貧戸注籍者。壹戸杖捌拾。伍戸加壹等。罪止徒貳年。

〔戸婚勅甲 53〕卷 48・賦役門 2・科敷・戴本 663 頁・靜本 451 頁上段

諸進奉聖節禮物。輒於民間科配者。以違制論。
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〔戸婚勅甲 54〕卷 48・賦役門 2・科敷・戴本 663 頁・靜本 451 頁上段

諸非禮掊斂進獻羨餘者。以違制論。

〔戸婚勅甲 55〕卷 48・賦役門 2・科敷・戴本 663 頁・靜本 451 頁上段

諸監司。以人戸合納穀帛絲綿之類紐折。增加價錢。或糴買糧草。抑令遠處輸納。若巧作名

目額外誅求者。並以違制論。守令奉行及監司不互察者。與同罪。許被科抑人戸越訴。

〔戸婚勅甲 56〕卷 48・賦役門 2・科敷・戴本 663 頁・靜本 451 頁上段

諸非法擅賦斂者。以違制論。科買折納而反覆紐折［如以絹折麥。以苗折糯。其所敷麥糯。

而過苗絹時直之數。及已（１）折麥糯。却再（２）紐納價錢者。皆是］。或別納錢物過爲掊剋者。

徒貳年。並許被科抑人戸越訴。

（1）「已」を靜本は「以」とする。戴本 678 頁校勘記〔三五〕を參照。

（2）「再」を靜本は「在」とする。戴本 678 頁校勘記〔三五〕を參照。

〔戸婚勅甲 57〕卷 48・賦役門 2・科敷・戴本 663 頁・靜本 451 頁下段

諸供官之物應和買。而州縣輒科折。及轉運司應申而不申者。以違制論。被科折人經提擧常

平司訴而不行者。與同罪。卽拋降下縣收買製造物色者。准此。

〔戸婚勅甲 58〕卷 48・賦役門 2・科敷・戴本 664 頁・靜本 451 頁下段

諸人戸應月輸課利。官司輒預借者。杖壹伯。因而追擾。加壹等。

〔戸婚勅甲 59〕卷 48・賦役門 2・預買紬絹・戴本 672 頁・靜本 458 頁下段

諸攬納稅租。和預買紬絹錢物［謂非係公之人］。本限内不納。杖陸拾。貳拾匹加壹等。罪

止徒壹年。

〔戸婚勅甲 60〕卷 48・賦役門 2・預買紬絹・戴本 673 頁・靜本 458 頁下段

諸州縣輒預借人戸稅租［和預買紬絹錢物同］。徒壹年。若公吏於人戸處私輒借者。准盜論。

伍拾匹。配本城。仍許被借人戸越訴。
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〔戸婚勅甲 61〕卷 48・賦役門 2・預買紬絹・戴本 673 頁・靜本 458 頁下段

諸縣受人戸已納稅租鈔［和預買紬絹錢物之類同］。不依限對簿朱（１）銷者。杖壹伯。吏人

仍勒停。其人戸自齎戸鈔。或憑由出官。不爲照使。抑令重疊輸納者。以違制論。委知通檢

察。知情容庇者。與同罪。並許人戸經監司越訴。

（1）「朱」を靜本は「未」とする。戴本 678 頁校勘記〔四九〕を參照。

〔戸婚勅甲 62〕卷 49・農桑門・農田水利・戴本 683 頁・靜本 463 頁上段

諸瀦水之地［謂衆共漑田者］。輒許人請佃承買。並請佃承買人。各以違制論。許人吿。未

給未得者。各杖壹伯。

〔戸婚勅甲 63〕卷 50・道釋門 1・試經撥度・戴本 691 頁・靜本 467 頁下段

諸試經撥度。若守掌金寶牌應度童行。或僧道陳乞紫衣師號。保奏不依式。或事節未備而輒

奏者。杖壹伯。點勘官。減貳等。

〔戸婚勅甲 64〕卷 50・道釋門 1・試經撥度・戴本 691 頁・靜本 468 頁上段

諸童行令人代試經。及代之者。雖不合格。各徒貳年。甲頭同保人。並本師主首。及經歷干

繫人知情。與同罪。僧道仍還俗。並許人吿。不知情者。各杖陸拾。

〔戸婚勅甲 65〕卷 50・道釋門 1・試經撥度・戴本 691 頁・靜本 468 頁上段

諸童行。兩州供帳試經者。徒（１）壹年。許人吿。本師知情。減貳等。主首知情。又減參等。

並還俗。

（1）「徒」を戴本は「從」とする。

〔戸婚勅甲 66〕卷 50・道釋門 1・試經撥度・戴本 691 頁・靜本 468 頁上段

諸私自披剃爲僧道。赦到參拾日不改正。復罪如初［童行令人代試經。並本師主首知情。並

准此］。

〔戸婚勅甲 67〕卷 50・道釋門 1・師號度牒・戴本 697 頁・靜本 472 頁上段

諸以應毀納度牒。乞賣與人。及受買［盜詐取同］。而欲冒之者。各徒貳年［公人將繳到亡

僧道度牒盜賣與人。及受買洗改書塡者。准此］。並許人吿。赦到參拾日不改正。復罪如初。
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〔戸婚勅甲 68〕卷 50・道釋門 1・師號度牒・戴本 697 頁・靜本 472 頁上段

諸僧道度牒。應於官司書塡。而輒擅書塡者。徒貳年。

〔戸婚勅甲 69〕卷 50・道釋門 1・違法剃度・戴本 700 頁・靜本 474 頁上段

諸私自剃披。及私度人爲僧道。若僞冒者。各徒參年。本師知情。徒貳年。主首知情。杖壹

伯。並還俗。卽以應毀納度牒。乞賣與人。及受買［盜詐取同］。而欲冒之者。各徒貳年［公

人將繳到亡僧道度牒盜賣與人。及受買（１）洗改書塡者。准此］。以上。並許人吿。赦到參

拾日不改正。復罪如初。

（1）「買」を靜本は「賣」とする。戴本 709 頁校勘記〔二一〕を參照。

〔戸婚勅甲 70〕卷 50・道釋門 1・違法剃度・戴本 701 頁・靜本 474 頁下段

諸童行應度未受牒。而輒披剃者。杖壹伯。本師知情。減貳等。主首知情。又減貳等。

〔戸婚勅甲 71〕卷 50・道釋門 1・違法剃度・戴本 701 頁・靜本 474 頁下段

諸違令（１）爲童行者。杖壹伯［由同居尊長者。止坐所由］。仍改正。本師知情。與同罪。

主首知情。杖陸拾。已度者。並本師。並還俗。事發日。於令（２）無違者。各勿論。

（1）「令」については戴本 709 頁校勘記〔二二〕を參照。

（2）「令」を靜本は「今」とする。

〔戸婚勅甲 72〕卷 50・道釋門 1・受戒・戴本 702 頁・靜本 475 頁上段

諸戒壇。非遇聖節。輒開而受戒。並受之者。各徒貳年。臨壇主首。與同罪。

〔戸婚勅甲 73〕卷 50・道釋門 1・住持・戴本 704 頁・靜本 476 頁上段

諸寺觀。改充十方住持。而主首或徒弟妄訴訟。及乞改爲甲乙承續者。杖壹伯。卽私自改。

或不申官而私以本寺觀人承續。並官司故縱。各加貳等。若係戸絶而擅住持者。准此。並許

人吿。僧道正司知而不擧。與同罪。

〔戸婚勅甲 74〕卷 50・道釋門 1・住持・旁照法・戴本 707 頁・靜本 478 頁上段

諸僧道陳乞紫衣師（１）號。保奏不依式。或事節未備而輒奏者。杖壹伯。點勘官。減貳等。
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（1）「師」は靜本にない。戴本 709 頁校勘記〔三〇〕を參照。

〔戸婚勅甲 75〕卷 51・道釋門 2・行游・戴本 710 頁・靜本 478 頁下段

諸僧道行游。本師或主首保明不實。致請公憑。因緣避（１）罪者。杖捌拾。給憑官司。若所

止寺觀主首。不依令驗實者。減貳等。

（1）「避」については戴本 727 頁校勘記〔一〕を參照。

〔戸婚勅甲 76〕卷 51・道釋門 2・行游・戴本 710 頁・靜本 478 頁下段

諸僧道。未經本寺觀供帳。或未受戒。輒請公憑行游者。杖捌拾。主司給者。與同罪。其已

出本州界者。仍還俗。

〔戸婚勅甲 77〕卷 51・道釋門 2・行游・戴本 711 頁・靜本 478 頁下段

諸僧道行游。無公憑者。杖壹伯。還俗。

〔戸婚勅甲 78〕卷 51・道釋門 2・供帳・戴本 713 頁・靜本 480 頁上段

諸試經撥度。若守掌金寶牌應度童行。或僧道陳乞紫衣師號。保奏不依式。或事節未備而輒

奏者。杖壹伯。點勘官。減貳等［造僧道童行帳。不圓及不如式（１）者。准此］。

（1）「式」については戴本 728 頁校勘記〔六〕を參照。

〔戸婚勅甲 79〕卷 51・道釋門 2・供帳・戴本 713 頁・靜本 480 頁上段

諸僧道。不供名入帳者。還俗。

〔戸婚勅甲 80〕卷 51・道釋門 2・供帳・戴本 713 頁・靜本 480 頁上段

諸童行冒帳買帳。並給合引領賣人。各徒貳年。甲頭同保人。並本師主首。及經歷干繫人知

情。與同罪。僧道仍還俗。並許人吿。不知情者。各杖陸拾。

〔戸婚勅甲 81〕卷 51・道釋門 2・供帳・戴本 713 頁・靜本 480 頁上段

諸私自披剃爲僧道。赦到參拾日不改正。復罪如初［童行冒帳買帳。並本師主首知情。並准

此］。
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〔戸婚勅甲 82〕卷 51・道釋門 2・亡歿・戴本 722 頁・靜本 486 頁下段

諸僧道身死。若還俗。及避罪逃亡。其度牒或牒六念。若紫衣師號牒［因毀失。及（１）曾追

毀而改正所給公憑同］在寺觀。而主首過拾日不納者。杖陸拾。還俗。仍許人吿。州縣不卽

毀抹。及過限不行繳申所屬。杖壹伯。

（1）「及」を靜本は「乃」とする。戴本 728 頁校勘記〔一五〕を參照。

〔戸婚勅甲 83〕卷 51・道釋門 2・雜犯・戴本 725 頁・靜本 488 頁上段

諸僧道輒入軍營者。杖壹伯［諸軍在營。自請齋醮之類者。聽］。卽因請召而經宿者。罪亦

如之。仍還俗。請人並押營將校節級守門人。各杖捌拾。

〔戸婚勅甲 84〕卷 51・道釋門 2・雜犯・戴本 725 頁・靜本 488 頁上段

諸僧道及童行。私用本師財物者。論如卑幼私輒用財律。

〔戸婚勅甲 85〕卷 51・道釋門 2・雜犯・戴本 725 頁・靜本 488 頁上段

諸僧道。飮酒至醉者。還俗［免科罪］。

〔戸婚勅甲 86〕卷 51・道釋門 2・雜犯・戴本 725 頁・靜本 488 頁上段

諸僧道輒娶妻並嫁之者。各以姦論加壹等。僧道。送伍伯里編管［川峽人有犯。送非川峽州］。

其本師寺觀主首。及同居尊長。知而聽之者。各杖壹伯。廂耆隣保。知而不擧者。杖捌拾。

不覺察（１）。減貳等。

（1）「覺察」については戴本 728 頁校勘記〔一六〕を參照。

〔戸婚勅甲 87〕卷 51・道釋門 2・雜犯・戴本 725 頁・靜本 488 頁下段

諸僧道。身有文刺。及踰濫者。各杖壹伯。並無故不於寺觀止宿。經參拾日。並還俗。

〔戸婚勅甲 88〕卷 74・刑獄門 4・老疾犯罪・戴本 773 頁・靜本 517 頁上段

諸老疾應贖人。充莊宅牙人者［私牙人同］。杖壹伯。許人吿。仍伍伯里編管。

〔戸婚勅甲 89〕卷 77・服制門・丁憂服闋・戴本 829 頁・靜本 554 頁上段

諸臣僚丁憂。應借官（１）屋。而以人戸見賃屋借之者。以違制論。卽本家輒出賃所借屋者。
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杖壹伯。

（1）「官」については戴本 845 頁校勘記〔九〕を參照。

〔戸婚勅甲 90〕卷 77・服制門・喪葬・戴本 835 頁・靜本 557 頁下段

諸父母亡。過伍年無故不葬者。杖壹伯。品官。委御史臺（１）閤門彈奏。民庶之家。令州縣

覺察。

（1）「臺」を靜本は「壹」とする。戴本 846 頁校勘記〔一三〕を參照。

〔戸婚勅甲 91〕卷 77・服制門・喪葬・戴本 835 頁・靜本 557 頁下段

諸同居親疾病。輒相棄絶。或死喪不親殮葬者。杖壹伯。

〔戸婚勅甲 92〕卷 80・雜門・採伐山林・戴本 912 頁・靜本 605 頁下段

諸以墓地［贍塋田土同］及林木土石。非理毀伐者。杖壹伯（１）。不以蔭論。土石可追改者。

悉追改。

（1）「及林木土石非理毀伐者杖壹伯」を靜本は十三字空格とする。

〔戸婚勅甲 93〕卷 80・雜門・採伐山林・戴本 912 頁・靜本 606 頁上段

諸人戸栽（１）種桑柘。非災傷及枯朽。而輒毀伐者。杖陸拾。

（1）「栽」を靜本は「裁」とする。戴本 928 頁校勘記〔一一〕を參照。

〔戸婚勅甲 94〕卷 80・雜門・諸色犯姦・戴本 921 頁・靜本 613 頁上段

諸兵級妻擅去。因而改嫁。雇身犯姦爲倡。若娶。及與姦。並媒保引領牙人知情者。各不以

赦降原減［其妻自首（１）而應減者。減外之罪。准此］。

（1）「自首」については戴本 929 頁校勘記〔二三〕を參照。

〔戸婚勅甲 95〕卷 80・雜門・諸色犯姦・戴本 921 頁・靜本 613 頁上段

諸妻擅去而犯姦者。論如改嫁律。爲倡者。以姦論［自首姦罪。不免］。男子。不從姦坐。
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廏庫勅集成（197 箇條）

○〔廏庫勅甲 178〕〔廏庫勅甲 179〕〔廏庫勅甲 180〕の篇目を靜本は「廏庫物」とする。戴本 897

頁校勘記〔一九〕を參照。

〔廏庫勅甲 1〕卷 4・職制門 1・職掌・戴本 27 頁・靜本 23 頁下段

諸場務監官輒差主管公使庫。及公使庫官輒差充受納糴買官。並受差者。各以違制論。

〔廏庫勅甲 2〕卷 6・職制門 3・權攝差委・戴本 100 頁・靜本 70 頁上段

諸命官兼局。若差權他官。受公使供給。於令有違者。杖壹伯。

〔廏庫勅甲 3〕卷 6・職制門 3・權攝差委・戴本 100 頁・靜本 70 頁上段

諸場務監官輒差主管公使庫。及公使庫官輒差充受納糴買官。並受差者。各以違制論。

〔廏庫勅甲 4〕卷 7・職制門 4・監司巡歷・戴本 117 頁・靜本 80 頁上段

諸發運監司巡按［提點坑冶鑄錢。提擧市舶之類。若屬官。及諸州通判同］。隨行公吏違法

出給驛券。及所給官司。各徒貳年［所請贓重者。自從重］。

〔廏庫勅甲 5〕卷 7・職制門 4・監司巡歷・戴本 117 頁・靜本 80 頁上段

諸發運監司巡按。以所得酒賣易。杖壹伯。

〔廏庫勅甲 6〕卷 7・職制門 4・監司巡歷・戴本 117 頁・靜本 80 頁上段

諸軍無家屬。因差出逃亡。應申官注籍關報。開閣擧催。而於令有違者。各徒貳年。發運監

司所至不檢察。與罪人（１）同。

（1）「人」は靜本にない。

〔廏庫勅甲 7〕卷 8・職制門 5・漏泄傳報・戴本 146 頁・靜本 99 頁下段

諸聽探倉庫見在及綱運錢物名數傳報。致他司截攔（１）占取者。各杖壹伯。許人吿。

（1）「攔」を靜本は「欄」とする。
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〔廏庫勅甲 8〕卷 9・職制門 6・迎送宴會・戴本 162 頁・靜本 109 頁下段

諸發運監司。若提總之官。遇聖節。輒以本司錢排辦宴設者。以違制論。

〔廏庫勅甲 9〕卷 9・職制門 6・饋送・戴本 167 頁・靜本 113 頁上段

諸路帥臣。不因賞給將士。將犒賞錢物妄作名目。饋送監司或屬官機幕。及受之者。以坐贓

論。

〔廏庫勅甲 10〕卷 9・職制門 6・饋送・戴本 167 頁・靜本 113 頁上段

諸發運監司［依監司例。凡應按刺（１）州縣者同］若朝省所遣官。至本路。輒以香藥饋送［非

以香藥。別爲名目饋送者同］。徒貳年。折計價直。以自盜論。

（1）「刺」を靜本は「利」とする。

〔廏庫勅甲 11〕卷 9・職制門 6・饋送・戴本 168 頁・靜本 113 頁上段

諸緣邊州［帥臣所在非］及鎭寨。於例外饋送。以違制論。受者。准此。應幹辦官屬（１）。

唯聽受到發酒食。其餘供饋［例册有者。亦是］。及壹季内再至。雖酒食各不得受。違者。

杖（２）壹伯。所送官司。罪亦如之。朝廷遣使或監司。於例外受者。奏裁。

（1）「屬」を靜本は「厲」とする。

（2）「杖」を戴本は「仗」とする。

〔廏庫勅甲 12〕卷 9・職制門 6・饋送・戴本 168 頁・靜本 113 頁上段

諸州應供給饋送監司［屬官吏人同］。輒於例外增給。及創立則例者（１）。以違制論。

（1）「者」の下に靜本では「名」がある。

〔廏庫勅甲 13〕卷 9・職制門 6・饋送・戴本 168 頁・靜本 113 頁上段

諸公使。輒非法於額外營置錢物［孳養豬羊之類。抑配出賣收錢者同］。或排頓。若例外巧

作名目饋送。及受。並在任官月給有次而特送人。或以酒及應公使物饋送出本州界。各徒貳

年。若無名過有特送［謂非案卷所有者］。減參等。卽以公使［正賜非］見錢金帛珍寶遺人。

准盜論減壹等［例册内立定節儀非］。知而受之。並非果實食物更相遺送而入己［以正賜錢

相兼者。除其數外。止坐遺送人］。或知州通判。於月支供給外。受時新折送之類。坐贓論。
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〔廏庫勅甲 14〕卷 10・職制門 7・差借監臨・戴本 175 頁・靜本 117 頁上段

諸軍並（１）馬鋪。以官馬私借賃與人。及借賃者。各論如借驛馬律。許人吿。

（1）「並」については戴本 191 頁校勘記〔四〕を參照。

〔廏庫勅甲 15〕卷 11・職制門 8・差借舟船・戴本 205 頁・靜本 138 頁下段

諸官物應起發赴闕。遇命官乘船。而不依分數支裝者。壹釐杖壹伯。參釐加壹等。罪止徒貳

年。

〔廏庫勅甲 16〕卷 17・文書門 2・架閣・戴本 357 頁・靜本 239 頁下段

諸倉庫收支曆。輒不封鎻交受。若收留私家經宿者。各徒貳年。許人吿。不驅磨架閣（１）者。

減參等。

（1）「架閣」を靜本は「閣架」とする。戴本 377 頁校勘記〔一〕を參照。

〔廏庫勅甲 17〕卷 28・榷禁門 1・酒麴・戴本 396 頁・靜本 265 頁下段

諸命官。以錢物就公使庫或場務。醞造酒者。論如私醞酒法。加壹等。已（１）入。以自盜論。

長貳（２）當職官加貳等。監司知而不擧。與同罪。不知。減參等。

（1）「已」については戴本 408 頁校勘記〔五三〕を參照。

（2）「貳」については戴本 408 頁校勘記〔五三〕を參照。

〔廏庫勅甲 18〕卷 30・財用門 1・上供・戴本 439 頁・靜本 291 頁上段

諸上供錢物。應收而不收。或舊收多而新（１）收少。若應封樁起發而全不封樁起發。或已（２）

封樁而輒支兌。若虛作限内裝收。及虛申綱解。並應支還入使。請庫務錢。過參日不支還者。

官吏各徒貳年［内應封樁起發而拖欠。致取勘後政官者。不以去官赦降原（３）減（４）。人吏不

在倂（５）計之限］。卽雖封（６）樁起發而限滿不足。杖壹伯。過限陸拾日以上。加壹等。

（1）「新」は靜本にない。

（2）「已」を戴本は「己」とする。

（3）「原」は戴本靜本ともに「失」とするが、文意により改める。

（4）「減」を靜本は「滅」とする。戴本 470 頁校勘記〔一〕を參照。

（5）「倂」を戴本は「並」とする。

（6）「封」については戴本 470 頁校勘記〔一〕を參照。
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〔廏庫勅甲 19〕卷 30・財用門 1・上供・戴本 439 頁・靜本 291 頁上段

諸應截用上供錢［謂非陳請而朝旨許支者］。和糴斛斗。拋買金銀物帛等。輒虛擡價直。

於（１）合用錢數外大作。扣留樁占。妄行拘截。或所截外餘數。不卽起發。並依起發上供錢

違限法。

（1）「於」を靜本は「干」とする。

〔廏庫勅甲 20〕卷 30・財用門 1・上供・戴本 439 頁・靜本 291 頁上段

諸州縣鎭場務。收到無額上供錢物（１）。解納違限。杖捌拾。若輒侵借［本條重者。自從重］。

及供申隱漏。增減不實者。各徒貳年。

（1）「物」を靜本は「務」とする。戴本 471 頁校勘記〔二〕を參照。

〔廏庫勅甲 21〕卷 30・財用門 1・上供・戴本 439 頁・靜本 291 頁下段

諸州縣鎭場務。季（１）申通判廳無額上供錢物帳狀。違限者。各杖捌拾。卽通判廳審覆供申

提點刑獄司。違限者。徒貳年。本司點磨申尙書戸部。違限。准此（２）。

（1）「季」を靜本は「李」とする。

（2）「戸部違限准此」を靜本は注文とする。戴本 471 頁校勘記〔三〕を參照。

〔廏庫勅甲 22〕卷 30・財用門 1・上供・戴本 440 頁・靜本 291 頁下段

諸上供錢物。雖請降特旨截留供兌支撥。聽被受官司執奏不行。如違期（１）不奏。及支撥官

司。各徒貳年［元陳請截撥官司。准此］。

（1）「期」を靜本は「其」とする。

〔廏庫勅甲 23〕卷 30・財用門 1・上供・戴本 440 頁・靜本 291 頁下段

諸起發上京錢物。管押人侵盜移易入己者。不以自首原免。

〔廏庫勅甲 24〕卷 30・財用門 1・上供・戴本 440 頁・靜本 291 頁下段

諸上供錢物。承詔令蠲免者。轉運司畫時除豁其數。如違。杖壹伯。



- 101 -

〔廏庫勅甲 25〕卷 30・財用門 1・上供・戴本 440 頁・靜本 291 頁下段

諸轉運司。除諸州依格上供數外。移用錢物。侵過本州有額上供。所餘參分之壹者。徒貳年。

〔廏庫勅甲 26〕卷 30・財用門 1・上供・戴本 440 頁・靜本 291 頁下段

諸轉運司。欠年額上供錢物。而以未起便封樁數規免。違（１）限虛作已樁發。及隱漏不實者。

徒貳年。

（1）「違」を靜本は「遣」とする。

〔廏庫勅甲 27〕卷 30・財用門 1・上供・戴本 440 頁・靜本 291 頁下段

諸沿流處。受本路或別路上供錢物。應申而不申者。杖壹伯。起發違限者。准此。過陸拾日。

加壹等。

〔廏庫勅甲 28〕卷 30・財用門 1・上供・戴本 440 頁・靜本 291 頁下段

諸上供内藏庫物。有行濫若色額低次而起發者。杖壹（１）伯。已交裝而漬汚及貳分。管押人。

准此。能於參拾日内償所虧錢及半者。免罪。

（1）「壹」を靜本は一字空格とする。

〔廏庫勅甲 29〕卷 30・財用門 1・上供・戴本 440 頁・靜本 292 頁上段

諸剗刷大禮上供錢物。官刷下錢物。其所委起發官無故不起發者。杖壹伯。卽虛申綱解者。

加壹等。

〔廏庫勅甲 30〕卷 30・財用門 1・上供・戴本 440 頁・靜本 292 頁上段

諸大禮差官剗刷上供物。而所屬州被受。取索供報。隱漏不實。及違滯者。官吏杖壹伯。若

已認數而輒支用者。依擅支借封樁錢物法。

〔廏庫勅甲 31〕卷 30・財用門 1・上供・戴本 440 頁・靜本 292 頁上段

諸尙書戸部泛買之物。輒支無額上供錢者［他司輒用同］。依擅支借封樁錢物法。

〔廏庫勅甲 32〕卷 30・財用門 1・上供・戴本 440 頁・靜本 292 頁上段

諸上供内藏庫錢物。過限不足。杖壹伯。輒充他用者。依擅支借封樁錢物法。
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〔廏庫勅甲 33〕卷 30・財用門 1・上供・戴本 440 頁・靜本 292 頁上段

諸糶上供米價錢。輒借兌及支用者。依擅支借封樁錢物法。

〔廏庫勅甲 34〕卷 30・財用門 1・上供・旁照法・戴本 449 頁・靜本 298 頁下段

諸擅支借封樁錢物。徒貳年。

〔廏庫勅甲 35〕卷 30・財用門 1・經總制・戴本 450 頁・靜本 299 頁上段

諸州縣鎭場務。收到經總制錢物。解納違限。杖捌拾。若輒侵借［本條重者。自從重］。及

供申隱漏。增減不實者。各徒貳年。

〔廏庫勅甲 36〕卷 30・財用門 1・經總制・戴本 450 頁・靜本 299 頁上段

諸經總制錢。起發違限。並供（１）申帳狀隱漏者。各徒貳年。

（1）「供」を靜本は「俱」とする。

〔廏庫勅甲 37〕卷 30・財用門 1・經總制・戴本 450 頁・靜本 299 頁上段

諸經總制錢虧額［謂如額錢貳拾萬貫。收趁不及貳拾萬貫之類］。以賞格對行責罰［謂如賞

格減磨勘貳年。卽展磨勘貳年之類］。虧及貳分已上。仍奏裁。

〔廏庫勅甲 38〕卷 30・財用門 1・經總制・戴本 450 頁・靜本 299 頁上段

諸州縣鎭場務。季申通判廳經總制錢物帳狀。違限者。各杖捌拾。卽通判廳審覆供申提點刑

獄司。違限者。徒貳年。本司點磨申尙書戸部。違限。准此。

〔廏庫勅甲 39〕卷 30・財用門 1・經總制・旁照法・戴本 468 頁・靜本 317 頁下段

諸上供錢物。應封樁起發而全不封樁起發。或已封樁而輒支兌。若虛作限内裝發者。官吏各

徒貳年［内應封樁起發而拖欠。致取勘後政官者。仍不以去官赦降原（１）減。人吏不在倂計

之限］。卽雖封樁起發而限滿不足。杖壹伯。過限陸拾日以上。加壹等。

（1）「原」は戴本靜本ともに「失」とするが、戴本 475 頁校勘記〔六一〕により改める。
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〔廏庫勅甲 40〕卷 30・財用門 1・經總制・旁照法・戴本 468 頁・靜本 318 頁上段

諸收支官物。不卽書曆。及別置私曆者。各徒貳年。

〔廏庫勅甲 41〕卷 31・財用門 2・封樁・戴本 476 頁・靜本 320 頁下段

諸禁軍闕額。請給封樁違限者。杖陸拾。參日加壹等。罪止杖壹伯。轉運司有犯。仍具奏聽

旨（１）。

（1）「旨」を靜本は「者」とする。戴本 497 頁校勘記〔一〕を參照。

〔廏庫勅甲 42〕卷 31・財用門 2・封樁・戴本 476 頁・靜本 320 頁下段

諸被點差檢已未封樁禁軍闕額錢物。而保明申提點刑獄司不實。及本司驗實。輒有容庇者。

各杖壹伯。應差官點檢而不差者。杖陸拾。

〔廏庫勅甲 43〕卷 31・財用門 2・封樁・戴本 476 頁・靜本 320 頁下段

諸朝廷封樁錢物。輒奏乞支借。及准朝旨支借。而不報所屬監司。並撥往別州樁管。而次帳

不收入者。各杖壹伯。

〔廏庫勅甲 44〕卷 31・財用門 2・封樁・戴本 476 頁・靜本 320 頁下段

諸禁軍闕額。封樁錢物。官司輒陳請支借。並給之者。徒貳年。

〔廏庫勅甲 45〕卷 31・財用門 2・封樁・戴本 476 頁・靜本 320 頁下段

諸擅支借封樁錢物［謂朝廷及尙書戸部並禁軍闕額者］。徒貳年。及雖應支借。而於令有違。

各已費用者。不以覺擧（１）去官赦降原減（２）。未斷而還足者。奏裁。

（1）「擧」を戴本は「察」とし、靜本は「察擧」とする。戴本 497 頁校勘記〔二〕は「擧」

を衍字として刪るが、文意により「察」を衍字として刪る。

（2）「減」を靜本は「ⓒ」とする。戴本 497 頁校勘記〔二〕を參照。

〔廏庫勅甲 46〕卷 31・財用門 2・封樁・戴本 477 頁・靜本 321 頁上段

諸禁軍闕額。封樁錢物。應附綱而遇綱不附。若應計綱起發而過數不計綱起發。及不先具物

數申樞密院者。杖捌拾。
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〔廏庫勅甲 47〕卷 31・財用門 2・封樁・戴本 477 頁・靜本 321 頁上段

諸禁軍闕額請給。應撥還提點刑獄司。及本司應還別司。或應勾收。各過參拾日不撥還勾收

者。徒貳年。

〔廏庫勅甲 48〕卷 32・財用門 3・點磨隱陷・戴本 500 頁・靜本 338 頁上段

諸州縣鎭場務。季申收到經總制。並無額上供錢物。輒侵借［本條重者。自從重］。及供申

隱漏。增減不實者。各徒貳年。

〔廏庫勅甲 49〕卷 32・財用門 3・點磨隱陷・戴本 501 頁・靜本 338 頁下段

諸州縣鎭場務。季申通判廳經總制及無額上供錢物帳狀。違限者。各杖捌拾。卽通判廳審覆

供申提點刑獄司。違限者。徒貳年。本司點磨申尙書戸部。違限。准此。

〔廏庫勅甲 50〕卷 32・財用門 3・點磨隱陷・戴本 501 頁・靜本 338 頁下段

諸經總制錢。供申帳狀隱漏者。徒貳年。

〔廏庫勅甲 51〕卷 32・財用門 3・點磨隱陷・戴本 501 頁・靜本 338 頁下段

諸州及提點刑獄司。供申尙書戸部僧道免丁錢帳狀。隱漏不實者。各徒貳年。

〔廏庫勅甲 52〕卷 32・財用門 3・點磨隱陷・戴本 501 頁・靜本 338 頁下段

諸轉運司。欠年額上供錢物。而以（１）未起便封樁數規免。違限虛作已樁發。及隱漏不實者。

徒貳年。

（1）「以」は戴本靜本ともに「已」とするが、文意により改める。

〔廏庫勅甲 53〕卷 32・財用門 3・點磨隱陷・戴本 501 頁・靜本 338 頁下段

諸移運錢物起發交納審磨回報違限。及批書行程於令有違者。各杖壹伯。

〔廏庫勅甲 54〕卷 32・財用門 3・點磨隱陷・戴本 501 頁・靜本 338 頁下段

諸州驅磨勘會官物。不申本州長吏而直追人。及受而違者。各杖壹伯。
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〔廏庫勅甲 55〕卷 32・財用門 3・點磨隱陷・戴本 501 頁・靜本 338 頁下段

諸官物交界訖。帳曆無故違限。不送磨勘司。壹日。杖陸拾。參日。加壹等。磨勘不如法。

致失陷者。論如主守不覺盜律。各罪止杖壹伯。

〔廏庫勅甲 56〕卷 32・財用門 3・點磨隱陷・戴本 501 頁・靜本 339 頁上段

諸官物有欺弊而致失陷者［謂已經官司點檢不覺者。如縣應施行已經州。州應施行已經監司。

或（１）已經別官司之類。若錢物見在。止是文字差誤者非。餘條稱失陷。准此］。不以赦降

原減（２）。

（1）「或」を靜本は「如」とする。戴本 532 頁校勘記〔二〕を參照。

（2）「不以赦降原減」を靜本は注文とする。戴本 532 頁校勘記〔三〕を參照。

〔廏庫勅甲 57〕卷 32・財用門 3・理欠・戴本 509 頁・靜本 345 頁上段

諸欠應磨勘均分。及關理欠司。無故違限者。壹日杖壹伯。伍日加壹等。罪止徒貳年。

〔廏庫勅甲 58〕卷 32・財用門 3・理欠・戴本 509 頁・靜本 345 頁上段

諸欠官物。不卽報所屬根催者。杖捌拾［違法借支與人。應追收而不追收者。准此］。

〔廏庫勅甲 59〕卷 32・財用門 3・理欠・戴本 509 頁・靜本 345 頁上段

諸欠官物［謂在理欠司者］季納不及貳分。笞伍拾。每季加壹等。

〔廏庫勅甲 60〕卷 32・財用門 3・理欠・戴本 509 頁・靜本 345 頁上段

諸管押官物。有欠及損汚。於納處理償。而限滿不足者。拾貫以上至肆拾貫笞肆拾。拾貫加

壹等。罪止杖壹伯。

〔廏庫勅甲 61〕卷 32・財用門 3・理欠・戴本 509 頁・靜本 345 頁上段

諸欠官物而隱寄財產［塡欠數外者非］。坐贓論。罪止杖壹伯。許人吿（１）。

（1）「人吿」については戴本 533 頁校勘記〔一八〕を參照。

〔廏庫勅甲 62〕卷 32・財用門 3・理欠・戴本 509 頁・靜本 345 頁上段

諸州縣理欠。各以所管月日。每季通計。壹萬貫以上［非見錢者。約估價。續收者。爲次季
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數］。催納不及肆分。主管官罰拾直。吏人杖陸拾。職級減貳等。不及參分。各加壹等。州

知通縣令罰拾直。不及貳分。又各加壹等。以上。每年通計。不及壹萬貫者。各減壹等。不

及伍阡貫。又各減壹等。

〔廏庫勅甲 63〕卷 32・財用門 3・理欠・戴本 509 頁・靜本 345 頁下段

諸他司借過錢物應還。而不檢擧拘收者。杖陸拾。

〔廏庫勅甲 64〕卷 32・財用門 3・理欠・戴本 509 頁・靜本 345 頁下段

諸場務監官虧欠課利。已請添支。應剋除而不剋除者。所屬並請人。各以違制論。

〔廏庫勅甲 65〕卷 32・財用門 3・理欠・戴本 510 頁・靜本 345 頁下段

諸不應銷破請給。並欠負合剋納。而糧料院漏上簿。或失剋者。吏人杖壹伯。卽雖上簿剋納

而不銷注。及審計司點檢不實。各減貳等。以上。職級杖陸拾。其受贓不應編管。及會赦者。

並勒停。卽漏上或失剋。赦後參拾日外不改正（１）者。笞伍拾。拾（２）貫以上（３）杖陸拾。職

級遞減壹等。

（1）「正」を靜本は「政」とする。戴本 533 頁校勘記〔一九〕を參照。

（2）「拾」については戴本 533 頁校勘記〔一九〕を參照。

（3）「上」については戴本 533 頁校勘記〔一九〕を參照。

〔廏庫勅甲 66〕卷 32・財用門 3・理欠・戴本 510 頁・靜本 345 頁下段

諸官物有欺弊而致失陷者［謂已經官司點檢不覺者。如縣應施行已經州。州（１）應施行已經

監司。或已經別官司之類。若錢物見在。止是文字差誤者非。餘條稱失陷。准此］。不以赦

降原減。

（1）「州」は靜本にない。戴本 533 頁校勘記〔二〇〕を參照。

〔廏庫勅甲 67〕卷 32・財用門 3・理欠・戴本 510 頁・靜本 345 頁下段

諸受納官物有揀退。不卽給還。若布帛之類輒損汚。或用油墨印者。杖捌拾。許人戸越訴。

〔廏庫勅甲 68〕卷 32・財用門 3・理欠・戴本 510 頁・靜本 345 頁下段

諸納畢他處官物。不於次帳收附者。元納專典及州吏人。杖柒拾。當職官罰俸壹月。參拾日
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各加壹等。專典及州吏。罪止杖壹伯。仍勒停。職級降壹資。過伯日。職級亦勒停。當職官

杖陸拾。

〔廏庫勅甲 69〕卷 32・財用門 3・理欠・戴本 510 頁・靜本 346 頁上段

諸上供内藏庫物。有行濫若色額低次而起發者。杖壹伯。已交裝而漬汚及貳分。管押人。准

此。能於參拾日内償所虧錢及半者。免罪。

〔廏庫勅甲 70〕卷 32・財用門 3・理欠・戴本 510 頁・靜本 346 頁上段

諸官物安置不如法。暴凉不以時。致損敗者。以專副爲首。監官（１）爲第貳從。簽書官爲第

參從。通判知州爲第肆從［事有所由。以所由爲首。積草不如法者。積匠（２）與專副同等］。

庫敖場子之類。專防守者。減專副參等。罪止杖壹伯。卽鹽因滷瀝。及糧草參年外因陳浥焦。

稍致耗折者。償而不坐。

（1）「官」を戴本は「管」とする。

（2）「匠」を靜本は「臣」とする。戴本 533 頁校勘記〔二一〕を參照。

〔廏庫勅甲 71〕卷 32・財用門 3・理欠・戴本 510 頁・靜本 346 頁上段

諸糟（１）酵積留過貳年。致損敗者。減安置不如法罪伍等。

（1）「糟」の下に靜本では「糟」がある。戴本 534 頁校勘記〔二二〕を參照。

〔廏庫勅甲 72〕卷 32・財用門 3・理欠・戴本 510 頁・靜本 346 頁上段

諸酒麴。雖損敗。不虧正數者。不坐。

〔廏庫勅甲 73〕卷 32・財用門 3・理欠・戴本 510 頁・靜本 346 頁上段

諸買納官物。有巧僞濕惡。或正數有虧。元買納公人理欠。限滿償不足者。勒停。永（１）不

收敍。

（1）「永」を靜本は「求」とする。戴本 534 頁校勘記〔二三〕を參照。

〔廏庫勅甲 74〕卷 32・財用門 3・理欠・戴本 511 頁・靜本 346 頁上段

諸請給糧審院（１）失點檢。致誤支錢物者。各杖捌拾。累及伍伯貫杖壹伯。命官降半年名次（２）。

吏人勒停。壹阡貫以上。命官降壹年名次。吏人仍永不收敍［不許諸處收係］。



- 108 -

（1）「審院」を靜本は「院審」とする。戴本 534 頁校勘記〔二四〕を參照。

（2）「名次」を靜本は「各例」とする。戴本 534 頁校勘記〔二五〕を參照。

〔廏庫勅甲 75〕卷 32・財用門 3・理欠・戴本 511 頁・靜本 346 頁下段

諸房園課利。以遞年比較。如有虧欠。監專公人。依課利（１）場務法［吏人同專副］。

（1）「利」は戴本靜本ともに「例」とするが、文意により改める。

〔廏庫勅甲 76〕卷 32・財用門 3・理欠・戴本 511 頁・靜本 346 頁下段

諸課利場務。年終比較祖（１）額［監專公人管兩務以上。若州縣鎭寨當職官。各隨所部場務。

並通比（２）］虧貳釐。酒匠［攔（３）頭之類同］笞伍拾。專副減壹等。並聽贖。滿伍釐各加壹

等。監官罰俸半月。每壹分又各加壹等。至參分伍釐止。添差者。減正官貳等。令佐都監［添

差都監。減正都監貳等］寨主。減監官壹等。知州［緣邊者免］通判職官曹官。又減壹等。

不滿貳釐。次年倂計科罰。

（1）「祖」を靜本は「租」とする。

（2）「比」を靜本は「此」とする。戴本 534 頁校勘記〔二六〕を參照。

（3）「攔」を靜本は「欄」とする。

〔廏庫勅甲 77〕卷 32・財用門 3・理欠・戴本 511 頁・靜本 346 頁下段

諸課利場務。虧額不滿全年者。以祖（１）額對月通比。減全年法壹等。不及半年。免比。若

因災傷。限内全免。而不及者。准此。

（1）「祖」を靜本は「租」とする。

〔廏庫勅甲 78〕卷 32・財用門 3・鼔鑄・戴本 524 頁・靜本 357 頁上段

諸鑄錢虧額。依課利場務虧欠法。因闕功料致虧者。除其數。卽揀退錢滿壹釐。監官。衝替

［額外增鑄。應保奏者。聽（１）折免］。

（1）「聽」については 535 頁校勘記〔五二〕を參照。

〔廏庫勅甲 79〕卷 32・財用門 3・鼔鑄・戴本 525 頁・靜本 357 頁上段

諸納到新鑄上供錢。有揀退者。元看揀官。與監鑄官同罪。
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〔廏庫勅甲 80〕卷 32・財用門 3・鼔鑄・戴本 525 頁・靜本 357 頁上段

諸鑄錢司錢物。州縣輒侵借支使者。依擅支封樁錢物法。

〔廏庫勅甲 81〕卷 32・財用門 3・鼔鑄・戴本 525 頁・靜本 357 頁上段

諸酒務監專（１）。應宿不宿者。杖壹伯。錢監監官監門官。准此。

（1）「專」を靜本は「轉」とする。戴本 535 頁校勘記〔五三〕を參照。

〔廏庫勅甲 82〕卷 32・財用門 3・鼔鑄・旁照法・戴本 531 頁・靜本 362 頁上段

諸課利場務。年終比較祖（１）額［監專公人管兩務以上。若州縣鎭寨當職官。各隨所部場務。

並通比（２）］虧貳釐。酒匠［攔頭之類同］笞伍拾。專副減壹等。並聽贖。滿伍釐各加壹等。

監官罰俸半月。每壹分又（３）各加壹等。至參分伍釐止。添差者。減正官貳等。令佐都監［添

差都監。減正都監貳等］寨主。減監官壹等。知州［緣邊者免］通判職官曹官。又減壹等。

不滿貳釐。次年倂計科罰。

（1）「祖」を靜本は「租」とする。

（2）「比」を靜本は「此」とする。戴本 536 頁校勘記〔六三〕を參照。

（3）「又」は戴本靜本ともに「收」とするが、文意により改める。

〔廏庫勅甲 83〕卷 32・財用門 3・鼔鑄・旁照法・戴本 532 頁・靜本 362 頁下段

諸課利場務。虧額不滿全年者。以祖（１）額對月通比。減全年法壹等。不及半年。免比。

（1）「祖」を靜本は「租」とする。

〔廏庫勅甲 84〕卷 32・財用門 3・鼔鑄・旁照法・戴本 532 頁・靜本 362 頁下段

諸擅支借封樁錢物［謂朝廷及尙書戸部並禁軍闕額者］。徒貳年。及雖應支借。而於令有違。

各已費用者。不以覺擧去官赦降原減。未斷而還足者。奏裁。

〔廏庫勅甲 85〕卷 36・庫務門 1・場務・戴本 537 頁・靜本 363 頁下段

諸課（１）利場務。應立新額而申及奏。違限者。各杖壹伯。增虧數不實。致誤立額者。徒壹

年。

（1）「課」を靜本は「庫」とする。戴本 566 頁校勘記〔一〕を參照。
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〔廏庫勅甲 86〕卷 36・庫務門 1・場務・戴本 537 頁・靜本 363 頁下段

諸歲額坊場錢。應以所樁州。及錢數報榷貨務。並起發入便不盡錢。而違限者。各杖壹伯。

〔廏庫勅甲 87〕卷 36・庫務門 1・場務・戴本 537 頁・靜本 363 頁下段

諸衙前被差充場務專知。輒兌賣與人承代管幹者。計所受。坐贓論。許人吿。

〔廏庫勅甲 88〕卷 36・庫務門 1・場務・戴本 537 頁・靜本 363 頁下段

諸糟酵積留過貳年。致損敗者。減安置不如法罪伍等。

〔廏庫勅甲 89〕卷 36・庫務門 1・場務・戴本 537 頁・靜本 363 頁下段

諸酒麴。雖損敗。不虧正數者。不坐。

〔廏庫勅甲 90〕卷 36・庫務門 1・場務・戴本 537 頁・靜本 363 頁下段

諸官物安置不如法。暴凉不以時。致損敗者。以專副爲首。監官爲第貳從。簽書官爲第參從。

通判知州爲第肆從［事有所由。以所由爲首。積草不如法者。積匠與專副同等］。庫敖場子

之類。專防守者。減專副參等。罪止杖壹伯。卽鹽因滷瀝。及糧草參年外因陳浥焦。稍（１）

致耗折者。償而不坐。

（1）「稍」を靜本は「梢」とする。戴本 566 頁校勘記〔二〕を參照。

〔廏庫勅甲 91〕卷 36・庫務門 1・場務・戴本 538 頁・靜本 364 頁上段

諸場務監（１）官虧欠課利。已請添支。應剋除而不剋除者。所屬並請人。各以違制論。

（1）「監」を靜本は「鹽」とする。戴本 566 頁校勘記〔三〕を參照。

〔廏庫勅甲 92〕卷 36・庫務門 1・場務・戴本 538 頁・靜本 364 頁上段

諸倉庫監專。應早入晚出而違者［受納官遇開場同］。壹時杖壹伯。壹時加壹等。罪止徒貳

年。酒務監專。應宿不宿者。杖壹伯。

〔廏庫勅甲 93〕卷 36・庫務門 1・場務・戴本 538 頁・靜本 364 頁上段

諸提點刑獄司。遇諸州倉庫場務每歲前繳到簿曆。不卽印押。及不依限給下者。以違制論。

公吏乞取。以枉法論。
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〔廏庫勅甲 94〕卷 36・庫務門 1・場務・旁照法・戴本 544 頁・靜本 369 頁上段

諸州縣鎭場務。收到經總制錢物。輒侵借者。各徒貳年。

〔廏庫勅甲 95〕卷 36・庫務門 1・承買場務・戴本 545 頁・靜本 369 頁上段

諸承買（１）場務課利。送納違限者。杖陸拾。

（1）「買」を靜本は「貫」とする。戴本 566 頁校勘記〔一二〕を參照。

〔廏庫勅甲 96〕卷 36・庫務門 1・承買場務・戴本 545 頁・靜本 369 頁上段

諸承買場務課利。官司輒增者。杖捌拾。

〔廏庫勅甲 97〕卷 36・庫務門 1・承買場務・戴本 545 頁・靜本 369 頁上段

諸承買場務課利。輒以非土（１）產物折變者。徒壹年。

（1）「土」を靜本は「上」とする。戴本 566 頁校勘記〔一三〕を參照。

〔廏庫勅甲 98〕卷 36・庫務門 1・承買場務・戴本 545 頁・靜本 369 頁上段

諸承買場務。計會候界滿。作無人承買投狀。避免（１）折變者。杖壹伯。許人吿。

（1）「免」については戴本 567 頁校勘記〔一四〕を參照。

〔廏庫勅甲 99〕卷 36・庫務門 1・承買場務・戴本 545 頁・靜本 369 頁上段

諸承買稅場。擅印典賣田宅契書。及發客引者。杖壹伯。

〔廏庫勅甲 100〕卷 36・庫務門 1・商稅・戴本 547 頁・靜本 370 頁下段

諸商稅不卽時。並船筏不於當日内檢納［船筏擁倂限次日畢］。及去申帶。或攔無稅人入務。

若巡欄人離城伍里外巡察者。各杖捌拾。其婦女在舟車兜檐内。輒入檢視。及於緣身搜索。

若攔入務。若坼剝棱（１）裹成器之物者。加壹等。留難邀阻。壹日以上。又加壹等。

（1）「棱」を靜本は「稜」とする。

〔廏庫勅甲 101〕卷 36・庫務門 1・商稅・戴本 547 頁・靜本 370 頁下段

諸稅物入門。應批引赴務。而公人兵級邀阻留難。過壹時。及於物數有所增減。若故爲透漏
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者。各杖壹伯。因而乞取。贓輕者。准此。留難壹日以上。致損敗者。鄰州（１）編管。並許

人吿。

（1）「州」は靜本にない。戴本 567 頁校勘記〔二〇〕を參照。

〔廏庫勅甲 102〕卷 36・庫務門 1・商稅・戴本 547 頁・靜本 370 頁下段

諸商舶興販。已經抽解。與免兩州商稅外。其餘合收稅。場務不卽檢稅。若收納力勝錢過數。

各杖壹伯。留滯參日。加壹等。罪止徒貳年。因而乞取財物。贓輕者。徒壹年。

〔廏庫勅甲 103〕卷 36・庫務門 1・商稅・戴本 548 頁・靜本 370 頁下段

諸州縣官。於稅務請託過稅。及爲過之者。各徒壹年半。若因請託過稅。及虧價買商稅人物。

致饒減稅錢。各計所虧。准盜論。卽州公使庫。輒委稅務收買物色者。徒壹年。

〔廏庫勅甲 104〕卷 36・庫務門 1・商稅・戴本 548 頁・靜本 371 頁上段

諸私置稅場［團兒同］。邀阻商旅者。徒壹年。所收稅錢。坐贓論。仍許越訴。

〔廏庫勅甲 105〕卷 36・庫務門 1・商稅・戴本 548 頁・靜本 371 頁上段

諸綱運。所至檢納稅錢違限。或限内無故稽留。及搜檢非理。並約喝無名稅錢者。各徒貳年。

新錢及糧綱。緣路輒令住岸點檢者。減伍等。若有透漏榷貨經歷（１）處。不坐。

（1）「歷」を靜本は「厤」とする。

〔廏庫勅甲 106〕卷 36・庫務門 1・商稅・戴本 548 頁・靜本 371 頁上段

諸空船及綱運並攬載官物。而收草堡力勝錢者。杖壹伯。許人吿。

〔廏庫勅甲 107〕卷 36・庫務門 1・商稅・戴本 548 頁・靜本 371 頁上段

諸寄物於品官或蕃客及押伴通事人［應幹辦並隨行人同］。以匿稅者。杖玖拾。受寄者。加

壹等。受財。又加參等［蕃客。並不坐］。

〔廏庫勅甲 108〕卷 36・庫務門 1・商稅・戴本 548 頁・靜本 371 頁上段

諸客販茶貨。經由稅場。監官不躬親檢察者。杖壹伯。
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〔廏庫勅甲 109〕卷 36・庫務門 1・商稅・戴本 548 頁・靜本 371 頁上段

諸客販解鹽。往通商州縣。經過稅務。不將引狀（１）批鑿者。杖陸拾。許人吿。

（1）「狀」を靜本は「杖」とする。戴本 567 頁校勘記〔二一〕を參照。

〔廏庫勅甲 110〕卷 36・庫務門 1・商稅・戴本 548 頁・靜本 371 頁上段

諸客販解鹽。經過稅務。將到引狀（１）不爲批鑿者。杖陸拾。若批鑿而無故留滯經日。罪亦

如之。每壹日加壹等。罪止杖壹伯。

（1）「狀」を靜本は「杖」とする。

〔廏庫勅甲 111〕卷 36・庫務門 1・商稅・戴本 548 頁・靜本 371 頁下段

諸客販穀米麪麥及柴。輒收稅。並收船力勝者。徒貳年［乞取贓重者。自從重］。仍許客人

經監司越訴。

〔廏庫勅甲 112〕卷 36・庫務門 1・商稅・戴本 548 頁・靜本 371 頁下段

諸稅務應創置。不申尙書戸部待報。及雖申而不應置者。並陳請人。各杖壹伯。

〔廏庫勅甲 113〕卷 36・庫務門 1・商稅・戴本 548 頁・靜本 371 頁下段

諸匿稅者。笞肆拾。稅錢滿拾貫。杖捌拾。監臨官專典攔頭自匿。論如詐匿不輸律。家人有

犯［應主管本家稅物人。皆是］知情者。減貳等。並許人吿。

〔廏庫勅甲 114〕卷 36・庫務門 1・商稅・戴本 549 頁・靜本 371 頁下段

諸以客人物貨詐稱己物。攬納商稅者。徒貳年。客人。減參等。許人吿。其物雖赴務。並依

匿稅法。當職官知而不擧。與同罪。受請求者。加貳等。卽雖非詐稱己物。而爲管押影庇計

會請求。減落稅錢。罪輕者。杖壹伯。受財贓重者［詐稱己物。攬納商稅受財同］。准盜論。

〔廏庫勅甲 115〕卷 36・庫務門 1・商稅・戴本 549 頁・靜本 371 頁下段

諸結集伍人以上持杖匿稅。不以財本同異。杖捌拾。許人捕。拒捍者。杖壹伯。傷人者。下

手重。及爲首結集人。徒壹年半。並配本州。稅物並所負載舟車畜產。沒官。
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〔廏庫勅甲 116〕卷 36・庫務門 1・倉庫約束・戴本 557 頁・靜本 377 頁下段

諸倉庫監專。應早入晚出而違者［受納官遇開場同］。壹時杖壹伯。壹時加壹等。罪止徒貳

年。酒務監專。應宿不宿者。杖壹伯。

〔廏庫勅甲 117〕卷 36・庫務門 1・倉庫約束・戴本 557 頁・靜本 377 頁下段

諸擅將官斛斗升合出倉。若私輒修治。及將別斛斗升合入者。杖壹伯。有增減者。各加貳等。

〔廏庫勅甲 118〕卷 36・庫務門 1・倉庫約束・戴本 557 頁・靜本 377 頁下段

諸停塌戸買旁人。輒入倉者。杖捌拾。

〔廏庫勅甲 119〕卷 36・庫務門 1・倉庫約束・戴本 557 頁・靜本 377 頁下段

諸聽探倉庫見在及綱運錢物名數傳報。致他司截攔占取者。各杖壹伯。許人吿。

〔廏庫勅甲 120〕卷 36・庫務門 1・倉庫約束・戴本 557 頁・靜本 377 頁下段

諸官物安置不如法。暴凉不以時。致損敗者。以專副爲首。監官爲第貳從。簽書官爲第參從。

通判知州爲第肆從［事有所由。以所由爲首。積草不如法者。積匠與專副同等］。庫敖場子

之類。專防守者。減專副參等。罪止杖壹伯。卽鹽因滷瀝。及糧草參年外因陳浥焦。稍（１）

致耗折者。償而不坐。

（1）「稍」を靜本は「梢」とする。

〔廏庫勅甲 121〕卷 36・庫務門 1・受納違法・戴本 562 頁・靜本 380 頁上段

諸倉庫受納鄕村人戸錢物。監專無故留滯納人經宿者。徒貳年。

〔廏庫勅甲 122〕卷 36・庫務門 1・受納違法・戴本 562 頁・靜本 380 頁下段

諸裝發及受納官物。稱量不如法。論如用斛斗稱度不平律。仍許人吿。

〔廏庫勅甲 123〕卷 36・庫務門 1・受納違法・戴本 562 頁・靜本 380 頁下段

諸受納稅草。輒於耗外令人戸輸（１）納者。杖捌拾。許人吿。

（1）「輸」を靜本は「輪」とする。戴本 568 頁校勘記〔三六〕を參照。
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〔廏庫勅甲 124〕卷 36・庫務門 1・受納違法・戴本 562 頁・靜本 380 頁下段

諸受納官物有揀退。而不卽給還。若布帛之類輒損汚。或用油墨印者。杖捌拾。許人戸越訴。

〔廏庫勅甲 125〕卷 36・庫務門 1・受納違法・戴本 562 頁・靜本 380 頁下段

諸倉庫受納私鑄輕薄毛錢。夾雜支遣者。杖壹伯。

〔廏庫勅甲 126〕卷 36・庫務門 1・倉庫受乞・戴本 563 頁・靜本 381 頁上段

諸倉庫公人。因折納折博糶糴。受乞財物。依重祿（１）公人法［謂應給頭子錢者］。與者。

非求曲法。不坐。

（1）「祿」を靜本は「六」とする。戴本 568 頁校勘記〔三七〕を參照。

〔廏庫勅甲 127〕卷 36・庫務門 1・倉庫受乞・戴本 563 頁・靜本 381 頁上段

諸給納賣買官物。干繫公人減剋受乞財物者。雖非主司。論如監臨主司受財法。無故留難者。

杖壹伯。卽職官下公人兵級受乞。以監臨官受乞財物論。並許人吿。

〔廏庫勅甲 128〕卷 36・庫務門 1・倉庫受乞・戴本 564 頁・靜本 381 頁上段

諸衙前賣買給納官物。有情弊致虧官。及因而受贓者。並勒停。永不收敍。本犯徒。因首吿

減至杖者。准此。

〔廏庫勅甲 129〕卷 36・庫務門 1・倉庫受乞・戴本 564 頁・靜本 381 頁下段

諸攔（１）頭庫稱（２）揀搯（３）斗子。於本倉庫受贓。及盜詐官物。或用情給納虧官者。並勒停

［擅將人入倉庫幹辦而犯者。正身雖不知情。亦准此］。

（1）「攔」を靜本は「欄」とする。

（2）「稱」の下に戴本靜本ともに「檢」があるが、戴本 568 頁校勘記〔三八〕により刪る。

（3）「搯」を戴本は「掏」とする。

〔廏庫勅甲 130〕卷 36・庫務門 1・倉庫受乞・戴本 564 頁・靜本 381 頁下段

諸給軍糧而斗面不足。計贓輕者。杖壹伯［謂每石少壹升以上者］。監給官容縱。與同罪。

許請人越訴。
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〔廏庫勅甲 131〕卷 36・庫務門 1・倉庫受乞・戴本 564 頁・靜本 381 頁下段

諸受納苗米官。容縱公吏巧作名色乞取者。減犯人壹等。罪止徒貳年。仍許人戸經監司越訴。

州縣長吏不覺察。與同罪。

〔廏庫勅甲 132〕卷 37・庫務門 2・糴買糧草・戴本 569 頁・靜本 383 頁下段

諸給降糴本錢物。輒他用者。依擅支借封樁錢物法。

〔廏庫勅甲 133〕卷 37・庫務門 2・糴買糧草・戴本 569 頁・靜本 383 頁下段

諸歲計糧草。約度計置失時。致不充數者。杖壹伯。命官衝替。吏人勒停。

〔廏庫勅甲 134〕卷 37・庫務門 2・糴買糧草・戴本 569 頁・靜本 383 頁下段

諸中賣糧草。巧僞濕惡。計贓輕者。杖壹伯。監官干繫人知情。與同罪。雖該去官赦降原減。

仍奏裁。許人吿。

〔廏庫勅甲 135〕卷 37・庫務門 2・糴買糧草・戴本 569 頁・靜本 383 頁下段

諸買納官物。有巧僞濕惡。或正數有虧。元買納公人理欠。限滿償不足者。勒停。永不收敍。

〔廏庫勅甲 136〕卷 37・庫務門 2・糴買糧草・戴本 569 頁・靜本 383 頁下段

諸在任官［親戚同］及公使庫中賣糧草入官者。以違制論。爲人請囑。或令人中賣者。准此。

以上。監官知情。減貳等。專副。又減壹等。並許人吿。物沒官。

〔廏庫勅甲 137〕卷 37・庫務門 2・糴買糧草・戴本 569 頁・靜本 383 頁下段

諸穀及絲綿買納畢應稱量。而被差官吏違元給日限者。各杖捌拾。卽被差官不躬親監視。或

指數約貌量收出剩。或將支用過數目。爲已稱量之數者。各杖壹伯。赴本處筵會。加壹等。

〔廏庫勅甲 138〕卷 37・庫務門 2・糴買糧草・戴本 570 頁・靜本 384 頁上段

諸糧草不依糴納先後給者。杖壹伯。

〔廏庫勅甲 139〕卷 37・庫務門 2・糴買糧草・戴本 570 頁・靜本 384 頁上段

諸軍月糧口食［馬遞鋪（１）請給招軍例物同］。不許坐倉坐庫糴買。違者。以違制論。
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（1）「鋪」を靜本は「舖」とする。

〔廏庫勅甲 140〕卷 37・庫務門 2・糴買糧草・旁照法・戴本 576 頁・靜本 388 頁上段

諸擅支借封樁錢物。徒貳年。

〔廏庫勅甲 141〕卷 37・庫務門 2・給納・戴本 577 頁・靜本 388 頁下段

諸給納官物。不正行支收。及敖庫不封鎻者。杖捌拾。

〔廏庫勅甲 142〕卷 37・庫務門 2・給納・戴本 577 頁・靜本 388 頁下段

諸倉庫收支曆。輒不封鎻交受。若收留私家經宿者。各徒貳年。許人吿。不驅磨架閣者。減

參（１）等。

（1）「參」を靜本は「二」とする。戴本 606 頁校勘記〔一五〕を參照。

〔廏庫勅甲 143〕卷 37・庫務門 2・給納・戴本 577 頁・靜本 388 頁下段

諸收支官物。不卽書曆。及別置私曆者。各徒貳年［應所屬用印給付。而輒自用本處印者。

亦是］。若無專置文曆。而以名色相類。附入別曆者。不坐。繳申舊曆違限。杖壹伯。

〔廏庫勅甲 144〕卷 37・庫務門 2・給納・戴本 577 頁・靜本 389 頁上段

諸收支官物文書。有空缺處及剩紙而不勾抹。若赤曆内預先虛收者。各杖壹伯。本行吏人。

仍降壹資。已支官物旁帖之類。不勾抹（１）者。准此。

（1）「抹」を靜本は「林」とする。

〔廏庫勅甲 145〕卷 37・庫務門 2・給納・戴本 577 頁・靜本 389 頁上段

諸提點刑獄司。過諸州倉庫場務每歲前繳到簿曆。不卽印押。及（１）不依限給下者。以違（２）

制論。公吏乞取。以枉（３）法論。

（1）「及」を靜本は「反」とする。

（2）「違」を靜本は「達」とする。

（3）「枉」を靜本は「杜」とする。



- 118 -

〔廏庫勅甲 146〕卷 37・庫務門 2・給納・戴本 578 頁・靜本 389 頁上段

諸係官錢物私輒隱占。及不入本庫樁收。若別作名色置（１）庫者。以違制論。

（1）「置」を靜本は「署」とする。戴本 606 頁校勘記〔一六〕を參照。

〔廏庫勅甲 147〕卷 37・庫務門 2・給納・戴本 578 頁・靜本 389 頁上段

諸穀及絲綿買納畢應稱量。而被差官吏違元給日限。並倉庫不候稱量而給者。各杖捌拾。卽

被差官不躬親監視。或指數約貌量收出剩。或將支用過數目。爲已稱量之數者。各杖壹伯。

赴本處筵會。加壹等。

〔廏庫勅甲 148〕卷 37・庫務門 2・給納・戴本 578 頁・靜本 389 頁上段

諸錢物支移他處送納。而徑於倉庫取收附。並給之者。各杖壹伯。雖不因取而受納處。不申

州。徑送者。罪亦如之。

〔廏庫勅甲 149〕卷 37・庫務門 2・勘給・戴本 597 頁・靜本 410 頁下段

諸應給命官券曆。而不具所請則例。及則例應改而不批改者。杖壹伯。官司勘給有違。與同

罪。

〔廏庫勅甲 150〕卷 37・庫務門 2・勘給・戴本 597 頁・靜本 410 頁下段

諸提擧提點司［謂非監司者］屬官請給。於令有違者。以違制論。

〔廏庫勅甲 151〕卷 37・庫務門 2・勘給・戴本 597 頁・靜本 410 頁下段

諸發運監司。若提擧茶馬弓箭手茶鹽市舶輦運撥發司。及朝廷差出官［謂計置剗刷之類］及

屬官下公人請給旁曆。本轄官應書印而不書印。及官司輒勘給者。各杖壹伯［剋納違令者。

准此］。

〔廏庫勅甲 152〕卷 37・庫務門 2・勘給・戴本 597 頁・靜本 410 頁下段

諸應用他司錢物。而擅支借轉運司錢物者。杖壹伯。

〔廏庫勅甲 153〕卷 37・庫務門 2・勘給・戴本 597 頁・靜本 410 頁下段

諸轉運司應支用錢物。不經糧審院勘審者。杖捌拾。
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〔廏庫勅甲 154〕卷 37・庫務門 2・勘給・戴本 597 頁・靜本 410 頁下段

諸受分移請受而又移他處。不報元分移官司。若受報不批。及不報者。各杖壹伯。卽收倂。

不候追到所分曆而勘給者。加參等。

〔廏庫勅甲 155〕卷 37・庫務門 2・勘給・戴本 598 頁・靜本 411 頁上段

諸請受非本貫。而於參路勘請。若分移料錢。於參路京西而每路過參貫。在京及京東路過伍

貫者。各杖壹伯［已請者。於元給處回納］。分移批勘官司。與同罪。

〔廏庫勅甲 156〕卷 37・庫務門 2・勘給・戴本 598 頁・靜本 411 頁上段

諸臣僚進馬。以價錢納軍資庫。其官吏不爲畫時出給朱鈔批鑿文曆。及未經批鑿。而勘給官

司輒擅放行請受者。各杖壹伯。

〔廏庫勅甲 157〕卷 37・庫務門 2・勘給・戴本 598 頁・靜本 411 頁上段

諸因事添給券。於令過數者。計所請。以盜論。若不應給（１）券而妄作名色。請託出給者。

加貳等。並許（２）人吿。給券及批勘官吏。知情。各與同罪。不知情。杖壹伯。

（1）「給」の下については戴本 609 頁校勘記〔四七〕を參照。

（2）「許」を靜本は「詐」とする。

〔廏庫勅甲 158〕卷 37・庫務門 2・勘給・戴本 598 頁・靜本 411 頁上段

諸内侍官授外官修武郞以上。而輒帶舊請見錢衣糧。已請者。徒貳年。

〔廏庫勅甲 159〕卷 37・庫務門 2・勘給・戴本 598 頁・靜本 411 頁上段

諸場務監官虧欠課利。已請添支。應剋除而不剋（１）除者。所屬並請人。各以違制論。

（1）「不剋」を靜本は「尅不」とする。戴本 609 頁校勘記〔四八〕を參照。

〔廏庫勅甲 160〕卷 37・庫務門 2・勘給・戴本 598 頁・靜本 411 頁上段

諸公人請給借請借兌違法。若當職官故縱。並勘給官司。各徒壹年。所借贓重。准盜論。許

人吿。卽官司判狀。或令違法借兌。以違制論。發運監司。提擧茶馬弓箭手茶鹽市舶輦運撥

發司。及朝廷差出官［謂計置剗刷之類］及屬官不覺察者。杖壹伯。
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〔廏庫勅甲 161〕卷 37・庫務門 2・勘給・戴本 598 頁・靜本 411 頁下段

諸請給已住支應取券曆。驅磨批書申繳。而違者。杖捌拾。

〔廏庫勅甲 162〕卷 37・庫務門 2・勘給・戴本 598 頁・靜本 411 頁下段

諸不應銷破請給。並欠（１）負合剋納。而糧料院漏（２）上簿。或失剋者。吏人杖壹伯。卽雖上

簿剋納而不銷注。及審計司點檢不實。各減貳等。以上。職（３）級杖陸拾。其受贓不應編管。

及會赦者。並勒停。卽漏上或失（４）剋。赦後參拾日外不改正者。笞伍拾。參（５）貫以上杖陸

拾。職級遞減壹等。

（1）「欠」を靜本は「請」とする。戴本 609 頁校勘記〔四九〕を參照。

（2）「料院漏」を靜本は「草漏院」とする。戴本 609 頁校勘記〔四九〕を參照。

（3）「職」の下に靜本では「給」がある。戴本 609 頁校勘記〔五〇〕を參照。

（4）「失」は靜本にない。戴本 609 頁校勘記〔五一〕を參照。

（5）「參」については戴本 609 頁校勘記〔五二〕を參照。

〔廏庫勅甲 163〕卷 37・庫務門 2・勘給・戴本 599 頁・靜本 411 頁下段

諸請給糧審院失點檢。致誤支錢物者。各杖捌拾。累及伍伯貫杖壹伯。命官降半年名次。吏

人勒停。壹阡貫以上。命官降壹年名次。吏人仍永不收敍［不許諸處收係］。

〔廏庫勅甲 164〕卷 47・賦役門 1・受納稅租・戴本 618 頁・靜本 421 頁下段

諸受納稅草。輒於耗外令人戸輸納者。杖捌拾。許人吿。

〔廏庫勅甲 165〕卷 47・賦役門 1・受納稅租・戴本 618 頁・靜本 421 頁下段

諸官司田宅課（１）稅。輒令公人代納者。杖捌拾。

（1）「課」を靜本は「諫」とする。戴本 638 頁校勘記〔一三〕を參照。

〔廏庫勅甲 166〕卷 47・賦役門 1・受納稅租・戴本 618 頁・靜本 421 頁下段

諸倉庫受納鄕村人戸錢物。監專無故留滯納人經宿者。徒貳年。
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〔廏庫勅甲 167〕卷 47・賦役門 1・受納稅租・旁照法・戴本 625 頁・靜本 426 頁下段

諸輸官物鈔。監官不親用團印者。徒貳年。

〔廏庫勅甲 168〕卷 48・賦役門 2・支移折變・戴本 657 頁・靜本 447 頁上段

諸稅租。不於支移處納。及受者。各杖壹伯。鄕書手不申擧而爲勾銷。准此。因請求者。加

參等。卽詐冒避免支移。許人吿。

〔廏庫勅甲 169〕卷 48・賦役門 2・科敷・戴本 664 頁・靜本 451 頁下段

諸官司。非遇聖節輒借［以和雇和賃爲名同］人戸什物陳設器用人船車乘者。徒壹年。雖應

借而以民間所無之物。或多拋數目。及令裝飾諸色人者。准此。卽借而不還。並因請納乞取

財物者。加貳等。長吏知而聽者。與同罪。不覺察。杖壹伯。按閱將兵官。奏裁。

〔廏庫勅甲 170〕卷 48・賦役門 2・科敷・戴本 664 頁・靜本 452 頁上段

諸公使醋。輒抑配兵級公人人戸。若寺觀軍營沽賣者。官吏各杖捌拾。抑令計日納錢。及非

理決責者。各加貳等［剋納兵級公人請納者。准此］。知州通判不知情者。減參等。

〔廏庫勅甲 171〕卷 48・賦役門 2・科敷・戴本 664 頁・靜本 452 頁上段

諸公使庫買物。不依實直。若過參拾日不還價。及部内科買配賣。各以違制論。不以去官赦

降原減。

〔廏庫勅甲 172〕卷 48・賦役門 2・科敷・戴本 664 頁・靜本 452 頁上段

諸散蠶鹽。不取問人戸者。杖壹伯。抑勒者。加參等。

〔廏庫勅甲 173〕卷 48・賦役門 2・科敷・戴本 664 頁・靜本 452 頁上段

諸官司擅以鹽准折應給錢物者。徒貳年。

〔廏庫勅甲 174〕卷 74・刑獄門 4・病囚・旁照法・戴本 767 頁・靜本 513 頁下段

諸上供錢物。已封樁而輒支兌。官吏各徒貳年。
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〔廏庫勅甲 175〕卷 78・蠻夷門・入貢・戴本 848 頁・靜本 568 頁上段

諸寄物於蕃客及押伴通（１）事人等［應幹辦並隨行人同（２）］。以匿稅者。杖玖拾。受寄者。

加壹等。受財。又加（３）參等（４）［蕃客。並不坐］。

（1）「通」は靜本にない。戴本 868 頁校勘記〔一〕を參照。

（2）「應幹辦並隨行人同」を戴本は本文とする。

（3）「加」は靜本にない。戴本 868 頁校勘記〔二〕を參照。

（4）「杖玖拾受寄者加壹等受財又加參等」を戴本は注文とする。

〔廏庫勅甲 176〕卷 78・蠻夷門・歸明恩賜・戴本 854 頁・靜本 571 頁下段

諸歸明人請給。不按月。同本州官壹等給。並合破舍屋田土。當直人差給。不如法者。各以

違制論。若不爲撫存。以至逃竄。知州通判以下當（１）職官。仍奏裁。

（1）「下當」を靜本は「當下」とする。戴本 869 頁校勘記〔一二〕を參照。

〔廏庫勅甲 177〕卷 79・畜產門・總法・戴本 872 頁・靜本 582 頁下段

諸官牧草地。放私畜產踐食者。壹笞肆拾。貳加壹等。豬羊。伍笞肆拾。伍加壹等。並罪止

杖陸拾［失者。聽贖］。

〔廏庫勅甲 178〕卷 79・畜產門・養飼官馬・戴本 877 頁・靜本 586 頁下段

諸官馬失養飼。膘（１）減貳分以上者。馬主笞肆拾。

（1）「膘」を靜本は「臕」とする。

〔廏庫勅甲 179〕卷 79・畜產門・養飼官馬・戴本 877 頁・靜本 586 頁下段

諸將校走失官馬。若膘（１）減應科校。非自犯者。止坐犯人。

（1）「膘」を靜本は「臕」とする。

〔廏庫勅甲 180〕卷 79・畜產門・養飼官馬・戴本 878 頁・靜本 586 頁下段

諸軍緣官馬應科校。而試本等事藝。及高强格者。免。

〔廏庫勅甲 181〕卷 79・畜產門・醫料官馬・戴本 879 頁・靜本 587 頁下段

諸軍馬非理致死。若傷不堪醫者。馬主杖柒拾。人力不可制禦。減貳等。卽急病申不及。並
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肺黄急肺黄（１）伍日内。若拾伍日外或中結前結死者。杖陸拾。肺黄急肺黄過伍日。及中風

死者。加貳等。卽自買。及病過參拾日。或因未（２）支配前舊患。並改扇馬未（３）解尾前中風

死者。並免。

（1）「肺黄」を靜本は「黄肺」とする。戴本 898 頁校勘記〔二三〕を參照。

（2）「未」を靜本は「末」とする。

（3）「未」を靜本は「末」とする。

〔廏庫勅甲 182〕卷 79・畜產門・醫料官馬・戴本 879 頁・靜本 587 頁下段

諸獸醫。倂（１）死馬參匹。杖陸拾。卽專醫馬軍營馬。壹年内死及參分。准此［倂（２）己馬

已（３）科（４）斷者。免計數］。

（1）「倂」を戴本は「並」とする。

（2）「倂」を戴本は「並」とする。

（3）「已」を戴本は「己」とする。

（4）「科」は戴本靜本ともに「料」とするが、文意により改める。

〔廏庫勅甲 183〕卷 79・畜產門・醫料官馬・戴本 879 頁・靜本 587 頁下段

諸將校走失官馬。及死傷應科校。非自犯者。止（１）坐犯人。

（1）「止」を靜本は「正」とする。戴本 898 頁校勘記〔二四〕を參照。

〔廏庫勅甲 184〕卷 79・畜產門・醫料官馬・戴本 879 頁・靜本 587 頁下段

諸軍緣官馬應科校。而試本等事藝。及高强格者。免［人力可制禦而非理死傷。若走失。及

將校養馬人非］。

〔廏庫勅甲 185〕卷 79・畜產門・差給官馬・戴本 881 頁・靜本 588 頁下段

諸轉運司。擅支撥非本司官馬。並給之者。各徒貳年。

〔廏庫勅甲 186〕卷 79・畜產門・差給官馬・戴本 881 頁・靜本 588 頁下段

諸軍闕馬應給塡。而所屬留難違限者。壹日杖捌拾。拾日杖壹伯。應給遣而不給遣者。罪亦

如之。
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〔廏庫勅甲 187〕卷 79・畜產門・差給官馬・戴本 881 頁・靜本 589 頁上段

諸官馬堪給。而驗爲不堪。罪輕者。杖壹伯。許人吿。

〔廏庫勅甲 188〕卷 79・畜產門・殺畜產・戴本 889 頁・靜本 595 頁上段

諸故殺官私馬牛。徒參年。駝騾驢。減參等。因讎嫌規避而謀殺。各以盜殺論。若傷殘致不

堪用者。依本殺法［馬牛。仍許人吿］。參拾日内可用者。減參等。

〔廏庫勅甲 189〕卷 79・畜產門・殺畜產・戴本 890 頁・靜本 595 頁上段

諸自殺馬牛。減故殺罪參等［許人吿］。駝騾驢。杖捌拾。其爲人殺馬牛者。依自殺法。減

壹等罪。買肉（１）者。不坐［不得因肉追究犯人］。

（1）「肉」は戴本靜本ともに「坐」とするが、戴本 899 頁校勘記〔四二〕により改める。

〔廏庫勅甲 190〕卷 79・畜產門・殺畜產・戴本 890 頁・靜本 595 頁上段

諸殺緦麻以上親馬牛。各減凡人參等。駝騾驢。依自殺法。計贓重。及故傷。並以減價。准

盜論。卽傷。或誤殺畜產。償其減價。

〔廏庫勅甲 191〕卷 79・畜產門・殺畜產・戴本 890 頁・靜本 595 頁上段

諸故殺犬者。杖柒拾。殺自己（１）犬（２）者。笞伍拾。

（1）「己」については戴本 899 頁校勘記〔四三〕を參照。

（2）「犬」を靜本は「大」とする。戴本 899 頁校勘記〔四三〕を參照。

〔廏庫勅甲 192〕卷 79・畜產門・殺畜產・戴本 890 頁・靜本 595 頁上段

諸誘惑令人殺馬牛祭鬼者。依故殺法。

〔廏庫勅甲 193〕卷 79・畜產門・殺畜產・戴本 890 頁・靜本 595 頁下段

諸知欲殺牛之情而賣。若作牙爲買。致已殺者。各杖壹伯。

〔廏庫勅甲 194〕卷 79・畜產門・畜產傷人・戴本 892 頁・靜本 596 頁下段

諸令畜產傷人者。各依其狀。以故鬪戲殺傷論。
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〔廏庫勅甲 195〕卷 80・雜門・闌遺・戴本 906 頁・靜本 602 頁上段

諸軍走失官馬。參拾日尋訪不得者。杖壹伯。限外未決而得。及他人得者。除其罪。

〔廏庫勅甲 196〕卷 80・雜門・闌遺・戴本 906 頁・靜本 602 頁上段

諸將校走失官馬。應科校。非自犯者。止坐犯人。

〔廏庫勅甲 197〕卷 80・雜門・闌遺・戴本 906 頁・靜本 602 頁上段

諸軍緣官馬應科校。而試本等事藝。及高强格者。免［人力可制禦而非理死傷。若走失。及

將校養馬人非］。

擅興勅集成（20 箇條）

〔擅興勅甲 1〕卷 8・職制門 5・漏泄傳報・戴本 146 頁・靜本 100 頁上段

諸軍器樣制［ⓓ模法式同］。傳寫漏泄者。徒貳年。許人捕。若製造輒改樣。及減功料者。

杖壹伯。

〔擅興勅甲 2〕卷 8・職制門 5・漏泄傳報・戴本 146 頁・靜本 100 頁上段

諸神臂弓。若官司置藏不密。致私傳習。並私習學製造者。以違制論。並許人吿。

〔擅興勅甲 3〕卷 10・職制門 7・吏卒接送・戴本 183 頁・靜本 121 頁上段

諸接送人。非應差禁軍而輒差。或應差禁軍而差揀中人者。並以違制論。

〔擅興勅甲 4〕卷 10・職制門 7・吏卒接送・戴本 183 頁・靜本 121 頁上段

諸官司差諸軍接送擔擎之類。不依名次差使。及不依令差兌。致越過應交替人者。禁軍以違

制論。廂軍杖壹伯。

〔擅興勅甲 5〕卷 11・職制門 8・差破宣借・戴本 193 頁・靜本 128 頁下段

諸監臨官。於所監臨差宣借兵級供己過數者。以違制論。不應占留而占留。應發遣（１）而不

發遣者。論如私使兵防律。主司知情。與同罪。
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（1）「遣」を靜本は「邉」とする。

〔擅興勅甲 6〕卷 11・職制門 8・差破宣借・戴本 193 頁・靜本 128 頁下段

諸自京配出充軍。而指（１）名抽差入京者。徒貳年。卽取配軍充宣借者。准此。其未至配所。

而截留作宣借或白直者。加壹等［若被差官司輒遣。或監防人擅自交付。各與同罪］。

（1）「指」を靜本は「持」とする。

〔擅興勅甲 7〕卷 11・職制門 8・差破當直・戴本 196 頁・靜本 131 頁上段

諸官司差當直接送擔擎之類。不依名次差使。及不依令差兌。致越過應交替人者。禁軍以違

制論。廂軍杖壹伯。

〔擅興勅甲 8〕卷 11・職制門 8・差破當直・戴本 196 頁・靜本 131 頁上段

諸當直人。非應差禁軍而輒差。或應差禁軍而差揀中人者。並以違制論。

〔擅興勅甲 9〕卷 11・職制門 8・差破當直・戴本 196 頁・靜本 131 頁下段

諸監臨官。於所監臨差當直兵級供己過數者。以違制論。不應占留而占（１）留。應發遣而不

發遣（２）者。論如私使兵防律。主司知情。與同罪。

（1）「占」については戴本 216 頁校勘記〔五〕を參照。

（2）「遣」は戴本靜本ともにないが、文意により補う。

〔擅興勅甲 10〕卷 11・職制門 8・差破當直・戴本 197 頁・靜本 131 頁下段

諸知情容留他處逃亡軍人。冒名當直者。以違制論。許人吿。

〔擅興勅甲 11〕卷 11・職制門 8・差破當直・戴本 197 頁・靜本 131 頁下段

諸自京配出充軍。而指名抽差入京者。徒貳年。卽取配軍充宣借者。准此。其未至配所。而

截留作宣借或白直者。加壹等［若被差官司輒遣。或監防人擅自交付。各與同罪］。

〔擅興勅甲 12〕卷 28・榷禁門 1・榷貨總法・戴本 382 頁・靜本 254 頁下段

諸販榷禁物。將有刀器仗［謂堪以拒捍者］隨行。以私有禁兵器論。
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〔擅興勅甲 13〕卷 28・榷禁門 1・榷貨總法・旁照法・戴本 386 頁・靜本 257 頁上段

諸私有禁兵器。論如律［槍（１）及紙甲同］。

（1）「槍」を靜本は「傖」とする。

〔擅興勅甲 14〕卷 28・榷禁門 1・茶鹽礬・旁照法・戴本 394 頁・靜本 264 頁下段

諸私有禁兵器。論如律［槍及紙甲同］。

〔擅興勅甲 15〕卷 28・榷禁門 1・銅鍮石鉛錫銅礦・戴本 402 頁・靜本 269 頁下段

諸私有銅鑼［謂堪充軍用者］。杖壹伯。許人吿［村鄕保伍曾經鐫記。及官給者非］。

〔擅興勅甲 16〕卷 32・財用門 3・鼔鑄・戴本 524 頁・靜本 356 頁下段

諸鑄錢。抑勒於功限外鼔鑄。及令夜作者。以違制論。

〔擅興勅甲 17〕卷 36・庫務門 1・場務・戴本 538 頁・靜本 364 頁上段

諸曾充吏役。犯贓配隸。而官司輒差充軍典。掌持券曆。或主管庫務官物者［抄轉官物文書

同］。杖壹伯。

〔擅興勅甲 18〕卷 75・刑獄門 5・部送罪人・戴本 791 頁・靜本 528 頁上段

諸部送罪人。應逐州差人交替而不差人。致越過者。知通各徒壹年。兵職官加壹等。仍許以

次州奏劾。卽部送人不陳乞交替而自越過者。杖壹伯。

〔擅興勅甲 19〕卷 78・蠻夷門・歸明附籍約束・戴本 859 頁・靜本 575 頁上段

諸配軍。雖已充節級以上。若係歸明蠻傜人。而輒差出城。杖陸拾。卽因差出致逃亡。或作

過。各罪至徒者。與犯人同罪。罪止徒貳年。

〔擅興勅甲 20〕卷 80・雜門・燒舍宅財物・戴本 917 頁・靜本 608 頁下段

諸役兵役夫放火者［在道及役（１）所等犯人。雖於法不許捕者。亦許人捕］。同甲人。論如

伍保律。不知情者。各減壹等。其本轄將校節級隊（２）頭。減犯人罪參等。不知情。各減同

伍保知犯法罪貳等。部轄官失覺察。犯人罪至流者。杖陸拾。仍奏裁。

（1）「役」を靜本は「殺」とする。



- 128 -

（2）「隊」は戴本靜本ともに「對」とするが、戴本 929 頁校勘記〔一六〕により改める。

賊盜勅集成（39 箇條）

○〔賊盜勅甲 14〕の篇目は戴本靜本ともに「盜賊勅」とする。

○〔賊盜勅甲 29〕〔賊盜勅甲 30〕〔賊盜勅甲 31〕の篇目については戴本 807 頁校勘記〔一〕を

參照。

○〔賊盜勅甲 32〕〔賊盜勅甲 33〕の「旁照法」を靜本は「旁照注」とする。戴本 810 頁校勘

記〔四三〕を參照。

〔賊盜勅甲 1〕卷 7・職制門 4・監司巡歷・旁照法・戴本 127 頁・靜本 88 頁上段

諸竊盜得財。杖陸拾。肆伯文杖柒拾。肆伯文加壹等。貳貫徒壹年。貳貫加壹等。過徒參年。

參貫加壹等。貳拾貫。配本州。

〔賊盜勅甲 2〕卷 7・職制門 4・監司巡歷・旁照法・戴本 127 頁・靜本 88 頁上段

諸監臨主守自盜財物。罪至流。配本州［謂非除免者］。參拾伍匹。絞。

〔賊盜勅甲 3〕卷 9・職制門 6・饋送・旁照法・戴本 170 頁・靜本 115 頁上段

諸竊盜得財。杖陸拾。肆伯文杖柒拾。肆伯文加壹等。貳貫徒壹年。貳貫加壹等。過徒參年。

參貫加壹等。貳拾貫。配本州。

〔賊盜勅甲 4〕卷 9・職制門 6・饋送・旁照法・戴本 170 頁・靜本 115 頁上段

諸監臨主守自盜及盜所監臨財物。罪至流。配本州［謂非除免者］。參拾伍匹。絞。

〔賊盜勅甲 5〕卷 16・文書門 1・赦降・戴本 339 頁・靜本 228 頁下段

諸犯惡逆以上。及殺人應入不道。若劫殺謀殺已殺人。各罪至死者。雖會大赦得原［大赦。

謂常赦所不原。咸（１）赦除之者。餘條稱大赦。准此］。皆配貳阡里。殺人應移鄕者。亦移（２）

鄕。

（1）「咸」を戴本は「減」とする。
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（2）「移」の下に靜本では一字空格がある。

〔賊盜勅甲 6〕卷 16・文書門 1・赦降・戴本 339 頁・靜本 228 頁下段

諸赦降稱草寇聚集立限許首者。限内捕獲。皆配伍伯里。若已散。雖捕獲。依赦降法。

〔賊盜勅甲 7〕卷 17・文書門 2・架閣・戴本 357 頁・靜本 239 頁下段

諸盜應架閣文書。有情弊者。徒貳年。不以赦降原減。

〔賊盜勅甲 8〕卷 17・文書門 2・毀失・戴本 367 頁・靜本 245 頁下段

諸官司因被强盜。輒毀匿簿籍。欺隱官物。以自盜論加壹等。贓輕者。徒壹年。

〔賊盜勅甲 9〕卷 17・文書門 2・毀失・旁照法・戴本 373 頁・靜本 250 頁上段

諸盜見行及應架閣文書。有情弊者。徒貳年。不以赦降原減。

〔賊盜勅甲 10〕卷 17・文書門 2・毀失・旁照法・戴本 373 頁・靜本 250 頁上段

諸竊盜得財。杖陸拾。肆伯文杖柒拾。肆伯文加壹等。貳貫徒壹年。貳貫加壹等。過徒參年。

參貫加壹等。貳拾貫。配本州。

〔賊盜勅甲 11〕卷 17・文書門 2・毀失・旁照法・戴本 373 頁・靜本 250 頁上段

諸監臨主守自盜財物。罪至流。配本州［謂非除免者］。參拾伍匹。絞。

〔賊盜勅甲 12〕卷 28・榷禁門 1・酒麴・旁照法・戴本 398 頁・靜本 267 頁上段

諸竊盜得財。杖陸拾。肆伯文杖柒拾。肆伯文加壹等。貳貫徒壹年。貳貫加壹等。過徒參年。

參貫加壹等。貳拾貫。配本州。

〔賊盜勅甲 13〕卷 28・榷禁門 1・酒麴・旁照法・戴本 398 頁・靜本 267 頁上段

諸監臨主守自盜財物。罪至流。配本州［謂非除免者］。參拾伍匹。絞。

〔賊盜勅甲 14〕卷 29・榷禁門 2・私鑄錢・戴本 419 頁・靜本 278 頁下段

諸官司受納諸色人錢。專庫揀捏之類。以私鑄混雜換易。罪輕者。杖壹伯。仍勒停。許人
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捕（１）。

（1）「捕」については戴本 437 頁校勘記〔二二〕を參照。

〔賊盜勅甲 15〕卷 29・榷禁門 2・私錢博易・戴本 424 頁・靜本 282 頁下段

諸錢綱押綱人。部綱兵級［本船梢（１）工同］。以私錢貿易所運錢。雖應計其等。依監主自

盜法。罪至死者。減壹等。配阡里。本舡軍人。及和（２）雇人犯者。亦以盜所運官物論。

（1）「梢」を靜本は「稍」とする。戴本 437 頁校勘記〔二七〕を參照。

（2）「和」を靜本は「知」とする。戴本 437 頁校勘記〔二八〕を參照。

〔賊盜勅甲 16〕卷 29・榷禁門 2・私錢博易・戴本 424 頁・靜本 282 頁下段

諸以私錢貿易綱運所般錢監上供錢者。許人捕。

〔賊盜勅甲 17〕卷 29・榷禁門 2・私錢博易・旁照法・戴本 425 頁・靜本 283 頁下段

諸梢工（１）盜本船所運官物者。依主守法。徒罪勒充牽駕。流罪配伍伯里。本船軍人。及和

雇人盜者。減壹等。流罪。軍人配本州。和雇人不刺面配本城。

（1）「梢工」を靜本は「稍上」とする。戴本 437 頁校勘記〔三〇〕を參照。

〔賊盜勅甲 18〕卷 29・榷禁門 2・私錢博易・旁照法・戴本 425 頁・靜本 283 頁下段

諸竊盜得財。杖陸拾。肆伯文杖柒拾。肆伯文加壹等。貳貫徒壹年。貳貫加壹等。過徒參年。

參貫加壹等。貳拾貫。配本州。

〔賊盜勅甲 19〕卷 29・榷禁門 2・私錢博易・旁照法・戴本 425 頁・靜本 283 頁下段

諸監臨主守自盜財物。罪至流。配本州［謂非除免者］。參拾伍匹。絞。

〔賊盜勅甲 20〕卷 32・財用門 3・點磨隱陷・戴本 502 頁・靜本 339 頁下段

諸官司因被强盜。輒毀匿簿籍。欺隱官物。以自盜論加壹等。贓輕者。徒壹年。

〔賊盜勅甲 21〕卷 32・財用門 3・點磨隱陷・旁照法・戴本 508 頁・靜本 344 頁下段

諸竊盜得財。杖陸拾。肆伯文杖柒拾。肆伯文加壹等。貳貫徒壹年。貳貫加壹等。過徒參年。

參貫加壹等。貳拾貫。配本州。
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〔賊盜勅甲 22〕卷 32・財用門 3・點磨隱陷・旁照法・戴本 508 頁・靜本 344 頁下段

諸監臨主守自盜財物。罪至流。配本州［謂非除免者］。參拾伍匹。絞。

〔賊盜勅甲 23〕卷 37・庫務門 2・勘給・旁照法・戴本 605 頁・靜本 416 頁上段

諸竊盜得財。杖陸拾。肆伯文杖柒拾。肆伯文加壹等。貳貫徒壹年。貳貫加壹等。過徒參年。

參貫加壹等。貳拾貫。配本州。

〔賊盜勅甲 24〕卷 47・賦役門 1・受納稅租・旁照法・戴本 624 頁・靜本 426 頁上段

諸竊盜得財。杖陸拾。肆伯文杖柒拾。肆伯文加壹等。貳貫徒壹年。貳貫加壹等。過徒參年。

參貫加壹等。貳拾貫。配本州。

〔賊盜勅甲 25〕卷 47・賦役門 1・受納稅租・旁照法・戴本 625 頁・靜本 426 頁上段

諸監臨主守自盜財物。罪至流。配本州［謂非除免者］。參拾伍匹。絞。

〔賊盜勅甲 26〕卷 51・道釋門 2・雜犯・戴本 725 頁・靜本 488 頁下段

諸僧道。敎誘人捨身者。徒貳年。傷重者。以故殺論。罪至死者。減壹等。配阡里。卽建造

捨身之具者。徒壹年。以故致損折支體。加貳等。致殺人者。又加貳等。

〔賊盜勅甲 27〕卷 51・道釋門 2・雜犯・戴本 725 頁・靜本 488 頁下段

諸僧道及童行。盜本師財物而亡者。以凡盜論。

〔賊盜勅甲 28〕卷 51・道釋門 2・雜犯・旁照法・戴本 727 頁・靜本 489 頁上段

諸竊盜得財。杖陸拾。肆伯文杖柒拾。肆伯文加壹等。貳貫徒壹年。貳貫加壹等。過徒參年。

參貫加壹等。貳拾貫。配本州。

〔賊盜勅甲 29〕卷 75・刑獄門 5・移鄕・戴本 776 頁・靜本 518 頁上段

諸殺人應入不道。若劫殺謀殺已殺人。各罪至死者。雖會大赦得原［大赦。謂常赦所不原。

咸赦除之者。餘條稱大赦。准此］。皆配貳阡里。殺人應移鄕者。亦移鄕。
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〔賊盜勅甲 30〕卷 75・刑獄門 5・移鄕・戴本 776 頁・靜本 518 頁上段

諸應移鄕而又應配本州或鄰州者。配伍伯里。卽配應贖者。移鄕如法。

〔賊盜勅甲 31〕卷 75・刑獄門 5・移鄕・戴本 776 頁・靜本 518 頁上段

諸因捕姦盜。殺所捕人者。免移鄕（１）。

（1）「鄕」は靜本にない。

〔賊盜勅甲 32〕卷 75・刑獄門 5・刑獄雜事・旁照法・戴本 807 頁・靜本 538 頁下段

諸竊盜得財。杖陸拾。肆伯文杖柒拾。肆伯文加壹等。貳貫徒壹年。貳貫加壹等。過徒參年。

參貫加壹等。貳拾貫。配本州。

〔賊盜勅甲 33〕卷 75・刑獄門 5・刑獄雜事・旁照法・戴本 807 頁・靜本 538 頁下段

諸監臨主守自盜財物。罪至流。配本州［謂非除免者］。參拾伍匹。絞。

〔賊盜勅甲 34〕卷 79・畜產門・殺畜產・戴本 890 頁・靜本 595 頁下段

諸盜殺官（１）私馬牛。流參阡里。參頭匹者。雖會赦。配鄰州［累及者。不以赦前後。准此］。

駝騾驢。徒貳年。知盜情而買殺者。各依殺己畜法。

（1）「殺官」を靜本は「官殺」とする。戴本 899 頁校勘記〔四四〕を參照。

〔賊盜勅甲 35〕卷 79・畜產門・殺畜產・戴本 890 頁・靜本 595 頁下段

諸盜殺犬者。杖捌拾。

〔賊盜勅甲 36〕卷 79・畜產門・殺畜產・戴本 890 頁・靜本 595 頁下段

諸馬鋪收得別鋪官馬隱藏。過伍日不申官者。計贓。從盜法。卽雖在限内而殺者。以盜殺論。

配阡里。

〔賊盜勅甲 37〕卷 79・畜產門・殺畜產・旁照法・戴本 892 頁・靜本 596 頁上段

諸竊盜得財。杖陸拾。肆伯文杖柒拾。肆伯文加壹等。貳貫徒壹年。貳貫加壹等。過徒參年。

參貫加壹等。貳拾貫。配本州。
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〔賊盜勅甲 38〕卷 80・雜門・毀失官私物・旁照法・戴本 911 頁・靜本 605 頁下段

諸盜木朱記者。減官文書印（１）壹等。

（1）「印」を靜本は「卽」とする。戴本 928 頁校勘記〔九〕を參照。

〔賊盜勅甲 39〕卷 80・雜門・諸色犯姦・戴本 921 頁・靜本 612 頁下段

諸犯姦。而姦人緣姦殺其夫。妻不知情者。奏裁。若姦在（１）赦前。殺在赦後。知而不吿。

或赦後雖不犯姦。而姦（２）意不絶。致殺夫者。各與同罪。仍奏裁。其事未發。能（３）自吿獲

者。減壹等［妻之黨得相隱者。或所生子孫吿獲者。准此］。卽姦在（４）赦前。殺在赦後。

知而吿者。不坐。

（1）「在」については戴本 929 頁校勘記〔一九〕を參照。

（2）「姦」については戴本 929 頁校勘記〔二〇〕を參照。

（3）「能」については戴本 929 頁校勘記〔二一〕を參照。

（4）「在」については戴本 929 頁校勘記〔二二〕を參照。

鬪訟勅集成（7 箇條）

〔鬪訟勅甲 1〕卷 16・文書門 1・赦降・戴本 340 頁・靜本 228 頁下段

諸大禮御劄（１）已到。而翻論公事不實者。不以大禮赦原。

（1）「劄」を靜本は「札」とする。

〔鬪訟勅甲 2〕卷 28・榷禁門 1・榷貨總法・戴本 382 頁・靜本 254 頁下段

諸綱（１）兵梢每參船爲壹保。若於本綱（２）負載。及販私有榷貨者［犯人。雖於法不許捕者。

亦許人捕］。同保知而不糾。依（３）伍保有犯律。杖罪。笞參拾。不知情。各減參等。部綱（４）

兵級不知情。減保人罪壹等。卽因保人吿獲犯人者。應連坐人不覺知罪。並免。

（1）「綱」を靜本は「網」とする。

（2）「綱」を靜本は「網」とする。

（3）「糾依」については戴本 405 頁校勘記〔一一〕を參照。

（4）「綱」を靜本は「網」とする。



- 134 -

〔鬪訟勅甲 3〕卷 28・榷禁門 1・酒麴・戴本 396 頁・靜本 265 頁下段

諸私造酒麴沽賣。並舍鄰人知而不糾。論如伍保律。

〔鬪訟勅甲 4〕卷 73・刑獄門 3・出入罪・戴本 754 頁・靜本 506 頁下段

諸於法不得受理之事。輒受而爲理者。以入人罪論。

〔鬪訟勅甲 5〕卷 80・雜門・諸色犯姦・戴本 922 頁・靜本 613 頁上段

諸妻犯姦。其夫因而殺之者。免爲不睦。

〔鬪訟勅甲 6〕卷 80・雜門・諸色犯姦・戴本 922 頁・靜本 613 頁上段

諸兵級虛稱曾與諸軍妻姦。其姦罪應配者。降配鄰州。

〔鬪訟勅甲 7〕卷 80・雜門・諸色犯姦・旁照法・戴本 923 頁・靜本 614 頁上段

諸義子孫毆祖（１）父母父母者。加凡人參等。尊長及異居期親尊長。加凡人壹等。

（1）「祖」を靜本は「租」とする。

詐僞勅集成（35 箇條）

○〔詐僞勅甲 5〕の篇目を戴本は「詐僞」とする。

○〔詐僞勅甲 25〕の篇目を戴本は「賦役令」とする（戴本 640 頁校勘記〔四二〕〔四三〕を参

照）が、内容に鑑みて詐僞勅とする。

〔詐僞勅甲 1〕卷 6・職制門 3・批書・戴本 81 頁・靜本 57 頁下段

諸押綱人任滿。妄稱該賞。或再押。並所屬官司知情。而爲保明供申。及批書印紙。雖會恩

原免。並奏裁。

〔詐僞勅甲 2〕卷 7・職制門 4・保官・戴本 114 頁・靜本 78 頁下段

諸命官應召保官。而所保不實者。與犯人同罪。罪止徒貳年。
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〔詐僞勅甲 3〕卷 11・職制門 8・差破宣借・旁照法・戴本 196 頁・靜本 131 頁上段

諸詐欺官私。以取財物。贓伍拾匹。命官將校奏裁。餘配本城。

〔詐僞勅甲 4〕卷 11・職制門 8・尋醫侍養・戴本 209 頁・靜本 141 頁下段

諸命官犯贓。妄稱疾病而尋醫者。依詐疾病有所避律加貳等。監司郡守徇情故縱者。與同罪。

〔詐僞勅甲 5〕卷 12・職制門 9・恩澤・戴本 221 頁・靜本 152 頁上段

諸臣僚之家。應陳乞恩澤。而重疊用者。徒貳年。未得。減參（１）等。

（1）「參」については戴本 256 頁校勘記〔九〕を參照。

〔詐僞勅甲 6〕卷 15・選擧門 2・試刑法・戴本 313 頁・靜本 211 頁上段

諸外任官。乞試刑法詐冒者［謂本不曾習刑法而乞就試。或雖合就試。已得假離任。無疾故

而不赴試。及試而不終場之類］。徒貳年。

〔詐僞勅甲 7〕卷 15・選擧門 2・試武藝・戴本 315 頁・靜本 212 頁上段

諸試武藝。遣人代（１）名。及代之者。各徒貳年。保識人知情。與同罪。許人吿。

（1）「代」を靜本は「伐」とする。戴本 331 頁校勘記〔五〕を參照。

〔詐僞勅甲 8〕卷 15・選擧門 2・試換官資・戴本 319 頁・靜本 214 頁下段

諸文武官［進武校尉同］乞試換。有違礙而詐匿不言者。徒貳年。保官減壹等。未施行者。

各減貳等。

〔詐僞勅甲 9〕卷 17・文書門 2・給納印記・旁照法・戴本 364 頁・靜本 243 頁下段

諸盜用官印［朱記團印長印同］。杖壹伯。有所規求者。減僞造壹等坐之。情重者。配本城。

卽避罪重者。加所避罪貳等。

〔詐僞勅甲 10〕卷 17・文書門 2・給納印記・旁照法・戴本 364 頁・靜本 243 頁下段

諸僞造官印。印成僞文書。或商稅物者。流參阡里。已行用者。絞。仍奏裁［行用。謂官司

已承受施行。或私家已信憑者］。未成者。徒參年。已行用者。流參阡里。若於官物有犯。

干繫人知情。減犯人罪壹等。以上。徒罪皆配本州。流罪皆配鄰州。造僞人再犯流。不以赦
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前後。配伍伯里。其知情轉將行用。或未行用。各減僞造印僞文書壹等坐之［雖會赦而復將

行用。准此］。

〔詐僞勅甲 11〕卷 17・文書門 2・雕印文書・戴本 365 頁・靜本 244 頁上段

諸糾合人共犯私雕。或盜印曆日。而首吿以規賞者。徒貳年。

〔詐僞勅甲 12〕卷 17・文書門 2・質賣・戴本 374 頁・靜本 250 頁下段

諸以宣勅吿身出身文書之類寄附質賣。而詐稱毀失者。徒貳年。許人吿。保官知情。與同罪。

不知情。減參等。

〔詐僞勅甲 13〕卷 28・榷禁門 1・茶鹽礬・戴本 388 頁・靜本 258 頁下段

諸官司捕獲私茶鹽。輒將透漏地分妄入姓名。同狀申解者。杖壹伯。

〔詐僞勅甲 14〕卷 28・榷禁門 1・茶鹽礬・戴本 388 頁・靜本 258 頁下段

諸和同詐犯私茶。意在分賞。而妄相吿捕者。各徒貳年。許人吿。

〔詐僞勅甲 15〕卷 28・榷禁門 1・乳香・戴本 399 頁・靜本 267 頁下段

諸糾合人共造假乳香。而首吿以規賞者。徒貳年［造假乳香。而首吿者。許人吿］。

〔詐僞勅甲 16〕卷 31・財用門 2・應在・戴本 492 頁・靜本 334 頁下段

諸應在司官吏。以憑由收附。重疊銷破官物者。坐贓論減貳等。規求入私者。依監主詐欺法。

罪至死者。奏裁。

〔詐僞勅甲 17〕卷 32・財用門 3・點磨隱陷・戴本 502 頁・靜本 339 頁下段

諸公人主管物給納備償除放之類而與經歷。或所轄干繫人撰造事端。故爲隱落失陷。欲以分

賞者［已未得同］。計隱落失陷數。論如吏人於本案（１）官物文書增減取官物法。仍許人吿。

（1）「案」を靜本は「業」とする。

〔詐僞勅甲 18〕卷 32・財用門 3・點磨隱陷・旁照法・戴本 508 頁・靜本 344 頁下段

諸吏人。於本案官物文書有所增減。以取官物者。加凡人壹等。
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〔詐僞勅甲 19〕卷 36・庫務門 1・商稅・戴本 549 頁・靜本 372 頁上段

諸掌他人應稅物而故匿。使人吿以規賞者。依詐欺法。贓輕者。杖壹伯。

〔詐僞勅甲 20〕卷 47・賦役門 1・匿免稅租・戴本 631 頁・靜本 430 頁下段

諸詐匿減免等第或科配者［謂以財產隱寄。或假借戸名。或詐稱官戸。及立詭名挾戸之類］。

以違制論。如係州縣人吏（１）鄕書手各加貳等。命官仍奏裁。未經減免者。各減參等。許人

吿［官戸隨轉官職任分立戸籍者。准此］。卽知情受寄詐匿財產者。杖壹伯［正犯人未經減

免者。亦減參等］。

（1）「吏」を靜本は「之」とする。戴本 640 頁校勘記〔四一〕を參照。

〔詐僞勅甲 21〕卷 47・賦役門 1・匿免稅租・戴本 632 頁・靜本 430 頁下段

諸詐匿減免稅租者［謂如詐作逃亡。及妄稱侵占之類。詭詐百端。皆是。下條。准此］。論

如回避詐匿不輸律。許人吿。

〔詐僞勅甲 22〕卷 47・賦役門 1・匿免稅租・戴本 632 頁・靜本 430 頁下段

諸詐稱災傷減免稅租者。論如回避詐匿不輸律。許人吿。

〔詐僞勅甲 23〕卷 47・賦役門 1・匿免稅租・戴本 632 頁・靜本 430 頁下段

諸詐匿減免稅租。而官司知情者。計壹年虧官物數。准枉法論。許人吿。吏人貼司鄕書手。

杖罪並勒停。流罪配本城。

〔詐僞勅甲 24〕卷 47・賦役門 1・匿免稅租・戴本 632 頁・靜本 430 頁下段

諸以陸地開墾水田未成者。不得作隱匿稅租陳吿。

〔詐僞勅甲 25〕卷 47・賦役門 1・匿免稅租・戴本 632 頁・靜本 431 頁上段

諸詐匿減免等第或科配。而自首者。改正。其應輸之物。追理價錢。積年深者。雖不自首。

理拾年止［詐匿減免稅租。准此］。
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〔詐僞勅甲 26〕卷 48・賦役門 2・稅租帳・戴本 642 頁・靜本 435 頁下段

諸夏秋稅管額納畢帳狀。妄破省稅者。徒貳年。贓重者。准盜論。罪至徒參年。配本城。干

繫官吏知情。與同罪。吏人永不收敍。並不以赦降原減。

〔詐僞勅甲 27〕卷 48・賦役門 2・預買紬絹・戴本 673 頁・靜本 459 頁上段

諸假名及卑幼擅請預買紬絹錢者。杖壹伯。官司知情。與同罪。保人減貳等。

〔詐僞勅甲 28〕卷 50・道釋門 1・違法剃度・戴本 701 頁・靜本 474 頁下段

諸僧道。於度戒牒六念公憑有僞冒者。還俗。罪至徒者。配本城。

〔詐僞勅甲 29〕卷 50・道釋門 1・受戒・戴本 702 頁・靜本 475 頁下段

諸僧尼遇開壇受戒。若度牒有僞冒。失於驗認。經歷官司。杖壹伯。所委官減壹等。

〔詐僞勅甲 30〕卷 51・道釋門 2・供帳・戴本 714 頁・靜本 480 頁上段

諸供僧道帳有僞冒。失（１）於驗認。並帳不實。經歷官司。杖壹伯。所委官減壹等。

（1）「失」については戴本 728 頁校勘記〔七〕を參照。

〔詐僞勅甲 31〕卷 73・刑獄門 3・出入罪・戴本 754 頁・靜本 507 頁上段

諸詐令人代受杖。及代之者。各杖壹伯。本（１）犯徒以上（２）。加所避罪貳等。代之者。止以

犯人本罪爲坐。罪止徒貳年。令人代編配移鄕居作［已居作而權令代役者非］。及代之者。

各依比徒流法。緦麻以上親代之者。減參等。以上未決。各減貳等［代配未刺面。編管移鄕

不刺面人未至所隸處。居作未入役者。與未決同］。其犯人本罪。雖會赦及自首。不免。許

人吿。官司知情。以故出入論。

（1）「本」を靜本は「木」とする。

（2）「上」は戴本靜本ともにないが、戴本 764 頁校勘記〔三三〕により補う。

〔詐僞勅甲 32〕卷 77・服制門・喪葬・旁照法・戴本 844 頁・靜本 566 頁下段

諸盜用官印［朱記團印長印同］。杖壹伯。有所規求（１）者。減僞造壹等坐之。情重者。配

本城。卽避罪重者。加所避罪貳等。

（1）「規求」を靜本は「求規」とする。戴本 846 頁校勘記〔二七〕を參照。
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〔詐僞勅甲 33〕卷 77・服制門・喪葬・旁照法・戴本 844 頁・靜本 567 頁上段

諸僞造官印。印成僞文書。流參阡里。已行用者。絞。未成者。徒參年。已行用者。流參阡

里。以上。徒罪皆配本州。流罪皆配鄰州。

〔詐僞勅甲 34〕卷 78・蠻夷門・入貢・戴本 847 頁・靜本 567 頁下段

諸蕃蠻入貢。託故不行。而押伴使臣保申不實者。徒貳年。

〔詐僞勅甲 35〕卷 78・蠻夷門・入貢・戴本 847 頁・靜本 567 頁下段

諸冒化外人入貢者。徒貳年。許人吿。

雜勅集成（156 箇條）

〔雜勅甲 1〕卷 3・失門名・服飾器物・戴本 5 頁・靜本 8 頁下段

諸僭擬乘輿服用［謂以龍爲飾。非小兒婦人。純以紅黄爲衣。並服紅黄遍地密花透背錦（１）

背繡背段。及以純錦（２）遍繡爲帳幕。以紅黄帕覆茶擔食合之類。或乘馬坐轎令人持扇圍蔽。

及婦人純用紅黄扇者］。各徒貳年。以日月星辰爲服用之飾者。杖壹伯。以上。工匠罪各如

之。並許人吿。

（1）「錦」を靜本は「綿」とする。戴本 13 頁校勘記〔三〕を參照。

（2）「錦」を靜本は「綿」とする。

〔雜勅甲 2〕卷 3・失門名・服飾器物・戴本 6 頁・靜本 8 頁下段

諸以銷金爲服飾。及賣。或興販。若爲人造者。各徒貳年。並許人吿。

〔雜勅甲 3〕卷 3・失門名・服飾器物・戴本 6 頁・靜本 8 頁下段

諸採捕翡翠。若賣。或興販。及爲人造。並服用［裝飾諸物同］。各徒貳年。並許人吿。鹿

胎龜筒玳瑁。減（１）參等。

（1）「減」は靜本にない。戴本 13 頁校勘記〔四〕を參照。
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〔雜勅甲 4〕卷 3・失門名・服飾器物・戴本 6 頁・靜本 8 頁下段

諸服飾。輒傚肆夷者。杖壹伯。許人吿。令衆伍日。命官及有蔭人。奏裁。

〔雜勅甲 5〕卷 3・失門名・服飾器物・戴本 6 頁・靜本 8 頁下段

諸營造車服器物之屬。於格式有違者。論如於令有違律。

〔雜勅甲 6〕卷 5・職制門 2・奉使・戴本 46 頁・靜本 34 頁上段

諸内侍官。因使私販物者。徒貳年。

〔雜勅甲 7〕卷 6・職制門 3・批書・戴本 81 頁・靜本 57 頁下段

諸押綱人犯罪。或違程拋欠。應批書印紙。而收匿以避批書者。杖壹伯。

〔雜勅甲 8〕卷 7・職制門 4・寄居待闕・戴本 111 頁・靜本 77 頁上段

諸宗室袒免以下親。應許於有產業處居止。若願居在京本位。或兩京睦親院。而官司抑勒（１）

者。以違制論。

（1）「勒」を靜本は「勤」とする。

〔雜勅甲 9〕卷 7・職制門 4・監司巡歷・戴本 117 頁・靜本 80 頁下段

諸監司［屬官同］沿流應給船。非遇巡按。輒差占牽駕人兵。若巡按而差過數。或已歸本司。

不卽發遣者。各杖壹伯。

〔雜勅甲 10〕卷 9・職制門 6・迎送宴會・戴本 162 頁・靜本 109 頁下段

諸州令縣因筵會接送。輒抑人戸充樂人百戲者。杖壹伯。

〔雜勅甲 11〕卷 10・職制門 7・舍驛・戴本 176 頁・靜本 117 頁上段

諸居占館驛。過參拾日者［館驛什物輒借出外。及見任官居占館驛作廨宇同］。徒壹年。臨

流亭館馬鋪遞鋪。杖壹伯。官司知而不遣。各減犯人壹等。

〔雜勅甲 12〕卷 10・職制門 7・舍驛・戴本 176 頁・靜本 117 頁上段

諸居占州縣學舍者。杖壹伯［官司指占貯物。或鞫（１）獄之類同］。所屬不遣者。與同罪。
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（1）「鞫」を靜本は「鞠」とする。

〔雜勅甲 13〕卷 10・職制門 7・舍驛・戴本 176 頁・靜本 117 頁下段

諸應入驛人。抑勒取索驛内所無之物。致當驛人賠（１）錢物者。以乞取監臨財物論。

（1）「賠」を靜本は「陪」とする。

〔雜勅甲 14〕卷 10・職制門 7・命官般家・戴本 179 頁・靜本 118 頁下段

諸職事官般取家屬人。輒借人者。以違制論。借之者。杖壹伯。

〔雜勅甲 15〕卷 10・職制門 7・命官般家・戴本 179 頁・靜本 119 頁上段

諸之官留接人。及在任應差人。若般取送家屬［行李同］。輒借人者。杖壹伯。借之者。係

按察官。與同罪。餘減貳等。

〔雜勅甲 16〕卷 10・職制門 7・命官般家・戴本 180 頁・靜本 119 頁上段

諸接送人已到本處。過拾伍日。無故不起發。及不遣回者。計所過日。並依私使兵防律。緣

路無故稽留。通計過驛程之半者。罪亦如之［不滿陸程者。參日外。乃坐］。在任取送家屬

行李而違者。止坐犯人。

〔雜勅甲 17〕卷 10・職制門 7・命官般家・戴本 180 頁・靜本 119 頁上段

諸差座船［長行及屋子船同］過數。若重疊。並不應差而差。及受之者。各以違制論。

〔雜勅甲 18〕卷 10・職制門 7・吏卒接送・戴本 182 頁・靜本 120 頁下段

諸應差接送人。官司已受公文。接人過拾日［闕遠者。除往回程。過（１）貳拾日同］。送人

至替日不差者。各杖壹伯。

（1）「過」は戴本靜本ともに「前」とするが、戴本 191 頁校勘記〔十〕により改める。

〔雜勅甲 19〕卷 10・職制門 7・吏卒接送・戴本 182 頁・靜本 120 頁下段

諸差接送人過數。及不應差而差。並應差廂軍而差禁軍。及應差步軍而差馬軍。若應交替而

不交替者。各以違制論。差近接近送人。出本州界參伯里者。杖壹伯。每伯里加壹等。罪止

徒貳年。受之者。與同罪。
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〔雜勅甲 20〕卷 10・職制門 7・吏卒接送・戴本 182 頁・靜本 120 頁下段

諸接送人已到本處。過拾伍日。無故不起發。及不遣回者。計所過日。並依私使兵防律［雖

有故出限。本官日給口食］。緣路無故稽留。通計過（１）驛程之半者。罪亦如之［不滿陸程

者。參日外。乃坐］。

（1）「過」の下に靜本では「拾」がある。戴本 191 頁校勘記〔一一〕を參照。

〔雜勅甲 21〕卷 10・職制門 7・吏卒接送・戴本 182 頁・靜本 121 頁上段

諸品官。不應差廂軍護送而輒差。並受之者。各以違制論。卽雖應差而帶過（１）險阻處。及

官司知而聽行。各杖壹伯。

（1）「過」を靜本は「遇」とする。

〔雜勅甲 22〕卷 10・職制門 7・吏卒接送・戴本 182 頁・靜本 121 頁上段

諸命官身亡。送還人擅自歸及逃亡。罪輕者。杖壹伯。部轄職員將校節級。並爲首率衆者。

各徒壹年。並自首不免。不切部轄者。杖捌拾。

〔雜勅甲 23〕卷 10・職制門 7・吏卒接送・戴本 182 頁・靜本 121 頁上段

諸之官留接人。及在任應差人。若般（１）取送家屬［行李同］。輒借者。杖壹伯。借之者。

係按察官。與同罪。餘減貳等。

（1）「般」を靜本は「船」とする。

〔雜勅甲 24〕卷 11・職制門 8・差破當直・戴本 197 頁・靜本 131 頁下段

諸監當官。輒令所轄人和雇當直者。計庸。坐贓論。

〔雜勅甲 25〕卷 11・職制門 8・差借舟船・戴本 205 頁・靜本 138 頁下段

諸差座船［長行及屋子船同］過數。若重疊。並不應差而差。及受之者。各以違制論。

〔雜勅甲 26〕卷 11・職制門 8・差借舟船・戴本 205 頁・靜本 138 頁下段

諸沿流州縣。已給官船數外。輒差借私船乘用者。徒壹年。
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〔雜勅甲 27〕卷 11・職制門 8・差借舟船・戴本 205 頁・靜本 138 頁下段

諸州座船。監司輒差借與人。及受之者。各杖壹伯。

〔雜勅甲 28〕卷 11・職制門 8・差借舟船・戴本 205 頁・靜本 138 頁下段

諸監司［屬官同］沿流應給船。非遇巡按。輒差占牽駕人兵。若巡按而差過數。或已歸本司。

不卽發遣者。各杖壹伯。

〔雜勅甲 29〕卷 11・職制門 8・差借舟船・戴本 205 頁・靜本 138 頁下段

諸官船兵梢（１）部綱（２）兵級。於所載命官［家屬同］乞借財物者。杖捌拾。差替。

（1）「梢」を靜本は「稍」とする。

（2）「梢部綱」については戴本 216 頁校勘記〔一六〕を參照。

〔雜勅甲 30〕卷 17・文書門 2・架閣・戴本 356 頁・靜本 239 頁上段

諸獄囚案款不連黏。或不印縫者。各徒壹年。有情弊者。以盜論。卽藏匿棄毀拆換應架閣文

書。有情弊者。准此。

〔雜勅甲 31〕卷 17・文書門 2・架閣・戴本 356 頁・靜本 239 頁上段

諸公人亡失應架閣文書。限滿尋訪不得者。斷罪枷錮。再限通滿伯日不得者。降壹資［限外

得者。復舊資］。縣吏人杖捌拾。

〔雜勅甲 32〕卷 17・文書門 2・給納印記・戴本 361 頁・靜本 242 頁上段

諸臣僚所賜牌印。若不隨葬。過參拾日不納官者。徒貳年。印因而行用。依僞寫官文書印律。

印僞文書者。仍依盜用法。

〔雜勅甲 33〕卷 17・文書門 2・雕印文書・戴本 364 頁・靜本 244 頁上段

諸雕印御書。本朝會要。及言時政邊機文書者（１）。杖捌拾。並許人吿。卽傳寫國史實錄者。

罪亦如之。

（1）「書者」を靜本は「者書」とする。戴本 378 頁校勘記〔一一〕を參照。
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〔雜勅甲 34〕卷 17・文書門 2・雕印文書・戴本 364 頁・靜本 244 頁上段

諸私雕或盜印律。勅令格式。刑統。續降條制。曆日者。各杖壹伯［增添事件。撰造大小本

曆日雕印販（１）賣者。准此。仍阡里編管］。許人吿。卽節略曆日雕印者。杖捌拾［止雕印

月分大小及節氣國忌者非］。

（1）「販」を靜本は「貶」とする。戴本 378 頁校勘記〔一二〕を參照。

〔雜勅甲 35〕卷 17・文書門 2・雕印文書・戴本 365 頁・靜本 244 頁上段

諸擧人程文輒雕印者。杖捌拾［詩賦經義論。曾經所屬詳定者非］。事及敵情者（１）。流參阡

里［内試策。事干邊防及時務者。准此］。並許人吿。

（1）「情者」を靜本は「者情」とする。戴本 378 頁校勘記〔一三〕を參照。

〔雜勅甲 36〕卷 17・文書門 2・雕印文書・戴本 365 頁・靜本 244 頁上段

諸私雕印文書。不納所屬詳定。輒印賣者。杖壹伯。印而未賣。減參等。

〔雜勅甲 37〕卷 17・文書門 2・毀失・戴本 366 頁・靜本 245 頁上段

諸棄毀交鈔遞牒便錢公據請給券曆者。論如重害文書律［主自棄毀交鈔便錢公據者。不坐］。

卽棄毀及亡失付身制書官文書。止坐棄毀及亡失之人。

〔雜勅甲 38〕卷 17・文書門 2・毀失・戴本 366 頁・靜本 245 頁上段

諸獄囚案款不連黏。徒壹年。有情弊者。以盜論。卽藏匿棄毀拆換見行及應架閣文書。有情

弊者。准此。

〔雜勅甲 39〕卷 17・文書門 2・毀失・戴本 367 頁・靜本 245 頁下段

諸主行吏人。若專副毀失交鈔遞牒便錢公文者。論如重害文書律。仍勒停。有情弊者。永不

收敍。

〔雜勅甲 40〕卷 17・文書門 2・毀失・戴本 367 頁・靜本 245 頁下段

諸公人亡失見行公案帳籍簿曆等。及應架閣文書。限滿尋訪不得者。斷罪枷錮。再限通滿伯

日不得者。降壹資［限外得者。復舊資］。縣吏人杖捌拾。
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〔雜勅甲 41〕卷 17・文書門 2・毀失・戴本 367 頁・靜本 245 頁下段

諸因水火盜賊。毀失印記制書官文書者。勿論。

〔雜勅甲 42〕卷 17・文書門 2・毀失・戴本 367 頁・靜本 245 頁下段

諸棄毀亡失付身補授文書［謂吿勅宣劄帖牒之屬］。官司保明不實者。杖壹伯。

〔雜勅甲 43〕卷 17・文書門 2・質賣・戴本 374 頁・靜本 250 頁上段

諸以制書官文書［錢物交鈔公據非］質當財物。及質當之者。各杖壹伯。財物沒官。若於所

監臨質當者。止坐監臨之人。財物還主。

〔雜勅甲 44〕卷 17・文書門 2・質賣・戴本 374 頁・靜本 250 頁下段

諸以父祖吿勅宣劄賣與人者。徒壹年。不以蔭論。買者。與同罪。並許人吿。

〔雜勅甲 45〕卷 17・文書門 2・質賣・戴本 374 頁・靜本 250 頁下段

諸以他人制書。及諸軍恩賞。付身印紙差帖之類。質當財物者。徒貳年。受質當者。與同罪。

不知情者。減壹等。財物沒官。

〔雜勅甲 46〕卷 17・文書門 2・質賣・戴本 374 頁・靜本 250 頁下段

諸質當上綱兵級券曆者。徒壹年。官司知而勘給。杖壹伯。不知情者。減貳等。並許人吿。

〔雜勅甲 47〕卷 17・文書門 2・質賣・戴本 374 頁・靜本 250 頁下段

諸被差受牒帖文引辭狀之類。追人而賣與人。及買之者。各以違制論。

〔雜勅甲 48〕卷 17・文書門 2・質賣・戴本 374 頁・靜本 250 頁下段

諸急脚馬遞（１）鋪兵級曹司。將所傳制書。或諸軍補授文帖。賣與人齎發。並買之者。各徒

貳年。餘文書減參等。並許人吿。

（1）「遞」を戴本は「遷」とする。

〔雜勅甲 49〕卷 17・文書門 2・私有禁書・戴本 376 頁・靜本 251 頁下段

諸雕印御書。本朝會要。及言時政邊機文書者。杖捌拾。並許人吿。卽傳寫國史實錄者。罪
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亦如之。

〔雜勅甲 50〕卷 28・榷禁門 1・銅鍮石鉛錫銅礦・戴本 402 頁・靜本 269 頁下段

諸守令。任内失覺察鉟銷（１）錢寶私鑄銅器。提點刑獄司具申尙書省取旨。

（1）「銷」については戴本 409 頁校勘記〔六二〕を參照。

〔雜勅甲 51〕卷 29・榷禁門 2・銅錢金銀出界・戴本 411 頁・靜本 272 頁下段

諸川峽（１）路鐵錢。與陝西河東路鐵錢侵越行用者。論如博易私錢法。將鐵錢入銅錢界行用

者。減貳等。並許人吿。錢沒官［下貳條許吿沒官。准此］。

（1）「峽」は戴本靜本ともに「陝」とするが、戴本 435 頁校勘記〔五〕により改める。

〔雜勅甲 52〕卷 29・榷禁門 2・銅錢金銀出界・戴本 411 頁・靜本 272 頁下段

諸將銅錢入川陝界者。杖陸拾。貳伯文杖柒拾。貳伯文加壹等。貳貫徒壹年。貳貫加壹等。

過徒參年。拾貫。加壹等。

〔雜勅甲 53〕卷 29・榷禁門 2・銅錢金銀出界・戴本 411 頁・靜本 272 頁下段

諸於陝西路用（１）銅錢者。徒貳年。配阡里。

（1）「用」は靜本にない。戴本 435 頁校勘記〔六〕を參照。

〔雜勅甲 54〕卷 29・榷禁門 2・銅錢金銀出界・旁照法・戴本 415 頁・靜本 276 頁上段

諸博易私錢以規利者。杖壹伯。壹伯文加壹等。過徒參年。壹貫加壹等。拾貫。配本城。參

犯徒。鄰州編管。

〔雜勅甲 55〕卷 29・榷禁門 2・私鑄錢・戴本 418 頁・靜本 278 頁上段

諸私鑄錢者。絞［謂私鑄當參當貳小平。或鐵錢。及夾錫錢。餘條稱私鑄（１）錢者。准此］。

未成伯。減壹等。指敎人及工匠。爲從。死罪從及罪至流者。配阡里。以渣垢夾鑄。罪至死

者。奏裁。以雜物私造［以銅淬鐵錢。以鐵錢染爲銅色者。亦是］。可亂俗者。減私鑄法壹

等。不及伯文。又減壹等。並許人捕。廂耆巡察人失覺察私鑄錢。徒壹年。巡檢縣尉都監。

減壹等。縣令州城内。知州通判。各又減壹等。若雜物私造者。各又遞減壹等。以上。知而

不擧。或故縱者。減罪人罪貳等。内廂耆巡察人故縱犯人應配者。仍配伍伯里。鄰保知而不
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糾。加伍保不糾罪壹等［若雜物私造。止依伍保知而不糾律］。卽保内如能糾擧。免罪。獲

者。給賞如法。

（1）「鑄」を靜本は「錢」とする。

〔雜勅甲 56〕卷 29・榷禁門 2・私鑄錢・戴本 418 頁・靜本 278 頁下段

諸製造賣借若與人鑄錢作具者。減犯人罪壹等（１）。買借及（２）受之者。與同罪。已造而未成

者。減參等。許人吿。

（1）「等」の下に靜本では「罪」がある。戴本 436 頁校勘記〔二一〕を參照。

（2）「及」を靜本は「友」とする。

〔雜勅甲 57〕卷 29・榷禁門 2・私鑄錢・戴本 419 頁・靜本 278 頁下段

諸有私鑄錢。不搥（１）毀而輒行使者。杖壹伯。許人吿。

（1）「搥」を戴本は「捶」とする。

〔雜勅甲 58〕卷 29・榷禁門 2・私錢博易・戴本 423 頁・靜本 282 頁上段

諸博易私錢以規利者。杖壹伯。壹伯文加壹等。過徒參年。壹貫加壹等。拾貫。配本城。參

犯徒。鄰州編管。卽將私錢博易官錢者。加貳等。罪止。配鄰近錢監［鄰近無錢監。卽配鄰

近牢城。各不得過伍伯里］。引領博易人。准此。以上。許人吿。

〔雜勅甲 59〕卷 29・榷禁門 2・私錢博易・戴本 423 頁・靜本 282 頁上段

諸巡檢縣尉都監。任内失覺察鉟銷。及磨錯翦鑿錢取銅以求利［以私錢博易同］。或私造銅

器［謂以任内失覺察。除（１）親獲或他人獲已斷數互相比折外。計其餘數理］。壹斤以上展

磨勘半年。拾斤以上展磨勘壹年。伍拾斤以上展磨勘貳年。伯斤以上奏裁。廂耆巡察人杖壹

伯。

（1）「除」を靜本は「險」とする。

〔雜勅甲 60〕卷 29・榷禁門 2・鉟鑿錢寶・戴本 426 頁・靜本 283 頁下段

諸鉟銷及（１）磨錯翦鑿錢取銅以求利。或鑄造器物［夾雜鉛錫打造。計銅斤重科罪。已鉟銷。

雖未成器物。亦是］。若工匠及賣買興販之者。壹兩杖壹伯。壹斤加壹等［工（２）匠送鑄錢

監充役］。捌斤。皆配本城。拾斤。皆配伍伯里。命官及有蔭人奏裁。並許人捕。廂耆巡察
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人及地分官吏［州都監縣鎭巡尉。各分認地分界至］知而不糾。以違制論。仍放罷。吏人勒

停［犯人罪輕者。與同罪］。鄰保知而不糾。杖壹伯。卽保内能糾擧。或工匠能首吿者。免

罪。給賞如法。官司不卽給賞。許吿捕人經監司越訴。

（1）「及」を靜本は「反」とする。

（2）「工」を靜本は「上」とする。

〔雜勅甲 61〕卷 29・榷禁門 2・鉟鑿錢寶・戴本 426 頁・靜本 284 頁上段

諸巡檢縣尉都監。任内失覺察鉟銷。及磨錯翦鑿錢取銅以求利。或私造銅器［謂以任内失覺

察。除親獲或他人獲已斷數互相比折外。計其餘數理］。壹斤以上展磨勘半年。拾斤以上展

磨勘壹年。伍拾斤以上展磨勘貳年。伯斤以上奏裁。廂耆巡察人杖壹伯。

〔雜勅甲 62〕卷 29・榷禁門 2・鉟鑿錢寶・戴本 426 頁・靜本 284 頁上段

諸守令。任内失覺察鉟銷錢寶私鑄銅器。提點刑獄司具申尙書省取旨。

〔雜勅甲 63〕卷 29・榷禁門 2・私造金箔銷金・戴本 429 頁・靜本 285 頁下段

諸私造金箔者［以金箔裝飾神（１）像圖畫供（２）具之類同］。及工匠。各徒（３）參年。並許人

吿。

（1）「神」については戴本 437 頁校勘記〔三四〕を參照。

（2）「畫供」を靜本は「供畵」とする。戴本 437 頁校勘記〔三四〕を參照。

（3）「徒」については戴本 437 頁校勘記〔三四〕を參照。

〔雜勅甲 64〕卷 29・榷禁門 2・私造金箔銷金・戴本 429 頁・靜本 285 頁下段

諸以銷金爲服飾。及賣。或興販。若爲人造者。各徒貳年。並許人吿。

〔雜勅甲 65〕卷 30・財用門 1・上供・戴本 441 頁・靜本 292 頁上段

諸起發上供錢物。應用人船及所須之物。官司不與。起發參拾日前計置足備者。杖壹伯。

〔雜勅甲 66〕卷 30・財用門 1・上供・戴本 441 頁・靜本 292 頁上段

諸被發運司差點等截點數上供錢綱。若有欠而點不以實者。減犯人參等。罪止杖壹伯。
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〔雜勅甲 67〕卷 32・財用門 3・理欠・戴本 511 頁・靜本 346 頁下段

諸負債違契不償。罪止杖壹伯。

〔雜勅甲 68〕卷 32・財用門 3・理欠・戴本 511 頁・靜本 346 頁下段

諸估抵當財（１）產。致虧官者。徒貳年。並賣買給納。及估計官物。各有情弊。致虧官者。

並許人吿。

（1）「財」を靜本は「射」とする。

〔雜勅甲 69〕卷 36・庫務門 1・場務・戴本 538 頁・靜本 364 頁上段

諸人戸吉凶聚會修造之類。州縣及坊務輒抑勒。令買酒及麴引者。徒壹年。當職官不覺察。

與同罪。許被抑人經監司越訴。

〔雜勅甲 70〕卷 36・庫務門 1・商稅・戴本 549 頁・靜本 372 頁上段

諸稅務監官［兼監同］買商稅人物者。徒壹年［謂未納稅。或已納稅未經日者］。若爲人買。

及託買者。各杖壹伯。

〔雜勅甲 71〕卷 36・庫務門 1・商稅・戴本 549 頁・靜本 372 頁上段

諸客人買抽解物貨。於市舶司請公憑引目。聽往他州賣。若小出引目匿物數者。依匿稅法。

〔雜勅甲 72〕卷 48・賦役門 2・科敷・戴本 665 頁・靜本 452 頁上段

諸人戸吉凶聚會修造之類。州縣及坊務輒抑勒。令買酒及麴引者。徒壹年。當職官不覺察。

與同罪。許被抑人經監司越訴。

〔雜勅甲 73〕卷 50・道釋門 1・師號度牒・戴本 697 頁・靜本 472 頁下段

諸因水火盜賊。毀失制書官文書者。勿論。僧道度牒［被人毀失者同］。滿拾日不申者。還

俗。

〔雜勅甲 74〕卷 50・道釋門 1・師號度牒・戴本 697 頁・靜本 472 頁下段

諸以制書官文書質當財物。及質當之者。各杖壹伯［僧道以師號紫衣度牒或公憑（１）質當者。

仍還俗。許人吿］（２）。財物沒官。若於所監臨質當者。止坐監臨之人。財物還主。
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（1）「憑」は戴本靜本ともにないが、戴本 708 頁校勘記〔一七〕により補う。

（2）注文の下に靜本では一字空格がある。

〔雜勅甲 75〕卷 51・道釋門 2・約束・戴本 720 頁・靜本 485 頁下段

諸創造寺觀。及擅置戒壇。徒貳年。舊有而輒加名號者。各減伍等。以上。未造置者。各減

貳等。止坐爲首人。

〔雜勅甲 76〕卷 51・道釋門 2・雜犯・戴本 726 頁・靜本 488 頁下段

諸僧徒輒習武藝。及誑（１）說劫運以惑衆者。徒貳年。配伍伯里。

（1）「誑」については戴本 728 頁校勘記〔一七〕を參照。

〔雜勅甲 77〕卷 51・道釋門 2・雜犯・戴本 726 頁・靜本 488 頁下段

諸鐘應鑄。而輒以金投棄。或以金錯末（１）製作道釋像塔器用者。並徒參年。工匠。與同罪。

許人吿。若以銀者。徒壹年［工匠。准此］。寺觀主首。各減壹等。以上。止坐爲首之人［若

以錢投棄。自依鉟銷錢法］。

（1）「末」を靜本は「未」とする。

〔雜勅甲 78〕卷 51・道釋門 2・雜犯・旁照法・戴本 727 頁・靜本 489 頁下段

諸鉟銷錢。鑄造器物。若工匠（１）。壹兩杖壹伯。壹斤加壹等［工（２）匠送鑄錢監充役］。捌

斤。皆配本城。拾斤。皆配伍伯里。命官及有蔭人奏裁。

（1）「匠」は戴本靜本ともに「作」とするが、文意により改める。

（2）「工」を靜本は「上」とする。

〔雜勅甲 79〕卷 75・刑獄門 5・驗屍・戴本 798 頁・靜本 533 頁上段

諸屍應驗［初覆同］而不驗。或受差過兩時不發［遇夜不計。下條（１）。准此］。或不親臨視。

或不定要害致死之因（２）。或定而不當［謂以非理死爲病死。因頭傷爲脇（３）傷之類］。各以

違制論。卽憑驗狀致罪已出入者。不在自首覺擧之例。其事狀難明定而失當者。杖壹伯。吏

人行人。壹等科罪。

（1）「條」を靜本は「夜」とする。戴本 808 頁校勘記〔二〇〕を參照。

（2）「因」を靜本は「囚」とする。戴本 808 頁校勘記〔二一〕を參照。
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（3）「脇」を戴本は「脅」とする。

〔雜勅甲 80〕卷 75・刑獄門 5・驗屍・戴本 798 頁・靜本 533 頁下段

諸驗屍報到。過兩時不請官。若請官違法。或受請違法而不言。或牒至應受而不受。或初覆

驗官吏行人相見。而（１）漏露所驗事狀者。各杖壹伯［若驗訖。不當日内申所屬者。准此］。

（1）「而」を靜本は「及」とする。

〔雜勅甲 81〕卷 75・刑獄門 5・驗屍・戴本 798 頁・靜本 533 頁下段

諸縣承他處官司請官驗屍。有官可那而稱闕。若闕官而不具事因申牒。或探伺（１）牒至而託

故在假避免者。各以違制論。

（1）「伺」を靜本は「同」とする。戴本 809 頁校勘記〔二二〕を參照。

〔雜勅甲 82〕卷 75・刑獄門 5・驗屍・戴本 798 頁・靜本 533 頁下段

諸行人。因驗屍受財。依公人法。

〔雜勅甲 83〕卷 77・服制門・匿服・戴本 833 頁・靜本 556 頁下段

諸居（１）父母喪而踰濫者。論如喪制未終雜戲律。

（1）「居」については 846 頁校勘記〔一二〕を參照。

〔雜勅甲 84〕卷 77・服制門・喪葬・戴本 834 頁・靜本 557 頁上段

諸緣勅葬。而主管使臣及官司。以所須之物配擾人戸。或減剋所支財物者。徒貳年。情重。

鄰州編管。命官勒停。

〔雜勅甲 85〕卷 77・服制門・喪葬・戴本 834 頁・靜本 557 頁上段

諸喪葬。有約束而違者。止坐行。

〔雜勅甲 86〕卷 77・服制門・喪葬・戴本 834 頁・靜本 557 頁上段

諸營造車服器物。及墳塋石獸之屬。於格式有違者。論如於令有違律。
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〔雜勅甲 87〕卷 77・服制門・喪葬・戴本 834 頁・靜本 557 頁上段

諸故棄毀緣勅葬供頓之物者。許人吿。

〔雜勅甲 88〕卷 77・服制門・喪葬・戴本 834 頁・靜本 557 頁上段

諸臣僚所賜旌節牌印。若不隨葬。過參拾日不納官者。徒貳年。印因而行用。依僞寫官文書

印律。印僞文書者。仍依盜用法。

〔雜勅甲 89〕卷 77・服制門・喪葬・戴本 834 頁・靜本 557 頁上段

諸命官身亡。送還人［丁憂不解官。所差送喪柩人同］擅自歸及逃亡。罪輕者。杖壹伯。部

轄職員將校節級。並爲首率衆者。各徒壹年。並自首不免。不切部轄者。杖捌拾。

〔雜勅甲 90〕卷 78・蠻夷門・入貢・戴本 848 頁・靜本 568 頁上段

諸管押伴送蕃夷外國貢使。計程無故輒稽留。壹日杖壹伯。壹日加壹等。至徒貳年止。若因

而興販。或乞取搔擾者。計贓。加貳等。贓輕者。徒貳年。

〔雜勅甲 91〕卷 79・畜產門・殺畜產・戴本 891 頁・靜本 595 頁下段

諸畜有孕而輒殺者。杖捌拾。廂耆巡察人縱容（１）者。與同罪。

（1）「容」を靜本は「客」とする。

〔雜勅甲 92〕卷 79・畜產門・畜產傷人・戴本 892 頁・靜本 596 頁下段

諸養猛獸者。徒貳年。致殺傷人。減鬪殺傷壹等。若故令殺傷人。各依其狀。以故鬪殺傷論。

卽養未能害人者。杖壹伯。

〔雜勅甲 93〕卷 79・畜產門・採捕屠宰・戴本 893 頁・靜本 596 頁下段

諸畜有孕而輒殺。及鳥獸雛卵之類。春夏之月［謂貳月至肆月終］輒採捕。及製造採捕之具

貨賣者。各杖捌拾［謂羅網彈弓黏竿弩子之類］。廂耆巡察人縱容者。與同罪。

〔雜勅甲 94〕卷 79・畜產門・採捕屠宰・戴本 893 頁・靜本 597 頁上段

諸採捕翡翠。若賣。或興販。及爲人造。並服用［裝飾諸（１）物同］。各徒貳年。並許人吿。

鹿胎龜筒玳瑁。減參等。
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（1）「飾諸」については戴本 899 頁校勘記〔四七〕を參照。

〔雜勅甲 95〕卷 79・畜產門・採捕屠宰・戴本 893 頁・靜本 597 頁上段

諸州放生池。輒採捕魚鼈之類者。杖壹伯。

〔雜勅甲 96〕卷 79・畜產門・捕猛獸・戴本 895 頁・靜本 597 頁下段

諸虎匠。非捕逐猛獸。輒差使者。徒壹年。

〔雜勅甲 97〕卷 80・雜門・博戲財物・戴本 900 頁・靜本 599 頁上段

諸開櫃坊。停止博戲賭財物者。鄰州編管。於出軍營内停止（１）者。配本城。並許人吿。廂

耆巡察軍（２）營入宿提擧人。失覺察者。杖捌拾。

（1）「止」を靜本は「上」とする。

（2）「軍」は戴本靜本ともに「看」とするが、文意により改める。

〔雜勅甲 98〕卷 80・雜門・博戲財物・戴本 900 頁・靜本 599 頁上段

諸停止出玖和合兵級者。兵級徒壹年半。配鄰州本城。餘人杖壹伯。鄰州編管。

〔雜勅甲 99〕卷 80・雜門・博戲財物・戴本 900 頁・靜本 599 頁上段

諸博（１）戲賭財物。並停止出玖和合者。各令衆伍日。財物未相付者。並不在計贓之限。

（1）「博」を靜本は「搏」とする。戴本 928 頁校勘記〔一〕を參照。

〔雜勅甲 100〕卷 80・雜門・博戲財物・戴本 900 頁・靜本 599 頁上段

諸關ⓔ（１）飮食者。各杖捌拾。

（1）「ⓔ」については戴本 928 頁校勘記〔二〕を參照。

〔雜勅甲 101〕卷 80・雜門・出擧債負・戴本 902 頁・靜本 599 頁下段

諸以財物出擧。而回利爲本者。杖陸拾。以威勢毆縛取索。加故殺罪參等。

〔雜勅甲 102〕卷 80・雜門・出擧債負・戴本 902 頁・靜本 599 頁下段

諸負債違契不償。罪止杖壹伯。
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〔雜勅甲 103〕卷 80・雜門・出擧債負・戴本 902 頁・靜本 599 頁下段

諸以債負質當人口［虛立人力女使雇契同］。杖壹伯。人放逐便。錢物不追。情重者。奏裁。

〔雜勅甲 104〕卷 80・雜門・出擧債負・戴本 902 頁・靜本 599 頁下段

諸以有利債負折當耕牛者。杖壹伯。牛還主。

〔雜勅甲 105〕卷 80・雜門・出擧債負・戴本 902 頁・靜本 600 頁上段

諸命官擧債。而約於任所償者。計本過伍拾貫。徒貳年［重疊。或於數人處擧借。皆通計］。

財主保引人知情。計己分過數者。各杖壹伯。數外財物沒官。償訖事發者。各減伍等［仍免

追沒］。因於任所受乞借貸之類。償訖不減。

〔雜勅甲 106〕卷 80・雜門・出擧債負・戴本 902 頁・靜本 600 頁上段

諸放債與兵級者。徒貳年。與將校及剩員。若刺面人。並出軍家口。杖壹伯。以上取者。各

減參等［放債與急脚馬遞鋪兵級曹司及其家者。仍許人吿］。出軍家口不坐［放債財物不追］。

〔雜勅甲 107〕卷 80・雜門・出擧債負・戴本 902 頁・靜本 600 頁上段

諸質買急脚馬遞鋪兵級曹司月糧［放債與其家者同］。依放債法。財物不追。並許人吿。

〔雜勅甲 108〕卷 80・雜門・出擧債負・戴本 902 頁・靜本 600 頁上段

諸增價賖賣物與兵級者。杖壹伯［錢物不理］。計所增滿伍貫者。依放債法。

〔雜勅甲 109〕卷 80・雜門・出擧債負・戴本 903 頁・靜本 600 頁上段

諸賖賣官物與兵級者。杖壹伯［價錢未納者。賣人備償］。

〔雜勅甲 110〕卷 80・雜門・出擧債負・戴本 903 頁・靜本 600 頁上段

諸監臨官質當所監臨財物。及放債者。徒貳年［若令親戚及（１）容親隨人放債者。准此］。

計利贓重者。依乞取監臨財物法。在官非監臨。減壹等。

（1）「及」を靜本は「人」とする。
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〔雜勅甲 111〕卷 80・雜門・出擧債負・戴本 903 頁・靜本 600 頁上段

諸以孤遺宗室錢米曆質當者。徒壹年。孤遺宗室自（１）質當。減壹等。錢主。各與同罪［錢

不追］。卽因放債及預借財物。買所請錢米。而每月取利。過肆釐者。錢主。杖捌拾［放借

財物不追。已請錢米還主］。並許人吿。

（1）「宗室自」を靜本は「自室」とする。

〔雜勅甲 112〕卷 80・雜門・出擧債負・戴本 903 頁・靜本 600 頁下段

諸以私債冒作茶鹽錢。立約理索者。徒貳年。錢物沒官。許人吿。内欠人自首。給賞如格。

〔雜勅甲 113〕卷 80・雜門・闌遺・戴本 905 頁・靜本 602 頁上段

諸收救得沉溺船所失官物。或流失官船。及所載官物。不送官者。依得闌遺物律。輒費用者

［毀匿賣易質當之類同］。准盜論。許人（１）吿［若物已絶離溺處。而收救之人不知係官者。

雖費用。止依得闌遺物法］。

（1）「人」を靜本は「入」とする。

〔雜勅甲 114〕卷 80・雜門・闌遺・戴本 906 頁・靜本 602 頁上段

諸得闌遺官馬［外界使人馬同］。限外不送官。計贓輕者。壹匹杖壹伯。壹匹加壹等。罪止

徒參年。匿北使馬。至罪止者。不刺面配本城。並許人吿。

〔雜勅甲 115〕卷 80・雜門・毀失官私物・戴本 909 頁・靜本 604 頁下段

諸神臂弓輒棄毀。罪輕者。流貳阡里。許人吿。將校節級不覺察。杖壹伯。

〔雜勅甲 116〕卷 80・雜門・毀失官私物・戴本 909 頁・靜本 604 頁下段

諸神臂弓。軍回兵將官［押隊使臣同］計所部亡失［亡失人隨身不到者非］。壹分以下徒貳

年。壹分加壹等。肆分以上奏裁。

〔雜勅甲 117〕卷 80・雜門・毀失官私物・戴本 909 頁・靜本 604 頁下段

諸故棄毀緣勅葬供頓之物者。許人吿。
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〔雜勅甲 118〕卷 80・雜門・毀失官私物・戴本 909 頁・靜本 604 頁下段

諸輒毀坼官橋者。徒貳年。配伍伯里。許人吿。

〔雜勅甲 119〕卷 80・雜門・毀失官私物・戴本 909 頁・靜本 604 頁下段

諸棄毀木朱記者。准盜論。亡失及誤毀者。減貳等。

〔雜勅甲 120〕卷 80・雜門・毀失官私物・戴本 909 頁・靜本 604 頁下段

諸因水火盜賊。毀失印記者。勿論。

〔雜勅甲 121〕卷 80・雜門・毀失官私物・戴本 909 頁・靜本 604 頁下段

諸毀損人墳冢。及碑碣石獸之類。並許人吿。

〔雜勅甲 122〕卷 80・雜門・採伐山林・戴本 911 頁・靜本 605 頁下段

諸係官山林。輒採伐者。杖捌拾。許人吿。

〔雜勅甲 123〕卷 80・雜門・採伐山林・戴本 911 頁・靜本 605 頁下段

諸因讎嫌毀伐人桑柘者。杖壹伯。積滿伍尺徒壹年。壹功徒壹年半［於木（１）身去地壹尺。

圍量積滿肆拾貳尺爲壹功］。每功加壹等。流罪配鄰州。雖毀伐而不至枯死者。減參（２）等。

（1）「木」については戴本 928 頁校勘記〔一〇〕を參照。

（2）「減參」を靜本は二字空格とする。

〔雜勅甲 124〕卷 80・雜門・失火・戴本 913 頁・靜本 606 頁下段

諸官府廨院應住家處失火者。論如非時燒田野律。

〔雜勅甲 125〕卷 80・雜門・失火・戴本 913 頁・靜本 606 頁下段

諸因燒田野。致延燒係官山林者。杖壹伯。許人吿。其州縣官司。及地分公人失覺察。杖陸

拾。

〔雜勅甲 126〕卷 80・雜門・失火・戴本 913 頁・靜本 606 頁下段

諸官司船火發。輒解纜放令走流者。杖壹伯。許人吿。
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〔雜勅甲 127〕卷 80・雜門・失火・戴本 913 頁・靜本 606 頁下段

諸在州失火。都監卽時救撲。通判監督。違者。各杖捌拾。雖卽救撲監督。而延燒官私舍宅。

貳伯間以上（１）［蘆竹草版屋。參間（２）比壹間］。都監通判杖陸拾。仍奏裁。參伯間以上。

知州。准此。其外縣丞尉［州城外草市倚郭縣同］。並鎭寨官。依州都監法。

（1）「上」を靜本は一字空格とする。戴本 929 頁校勘記〔一二〕を參照。

（2）「間」については戴本 929 頁校勘記〔一三〕を參照。

〔雜勅甲 128〕卷 80・雜門・燒舍宅財物・戴本 915 頁・靜本 607 頁下段

諸故燒官糧草錢帛軍器防城官物［並謂積聚。或在倉庫内者。下條故燒官酒麴等。准此］。

並敵棚樓櫓。及倉庫屋宇者。絞。謀而未行。或已燒未然者。各減壹等［已然而自撲滅者。

亦同未然。餘條稱未然。准此］。及死罪從。並配廣南。流罪從。配阡里。在緣邊次邊者。

皆斬。謀而未行。或已燒未然者。皆當行處斬。已然而專副及看守巡防人失覺察者。杖壹伯。

若緣邊次邊。計已燒之直伍拾貫以上者。加貳等。監官各減壹等。擅離地分致故燒者。各加

貳等。

〔雜勅甲 129〕卷 80・雜門・燒舍宅財物・戴本 915 頁・靜本 607 頁下段

諸故燒黄河埽岸並物料場。依燒糧草法。非向着（１）處。依燒積聚財物法。監專巡防人失覺

察者。各杖壹伯。非向着（２）處。杖柒拾。擅離地分致燒者。各加參等。

（1）「着」を戴本は「著」とする。

（2）「着」を戴本は「著」とする。

〔雜勅甲 130〕卷 80・雜門・燒舍宅財物・戴本 915 頁・靜本 607 頁下段

諸故燒官酒麴茶鹽香礬寶貨。流參阡里。配廣南。謀而未行。或已燒未然者。各減壹等。及

流罪從。並配阡里。已然而專副及看守巡防人失（１）覺察者。杖捌拾。監官減等。擅離地分

致故燒者。各加貳等。

（1）「失」を靜本は「大」とする。

〔雜勅甲 131〕卷 80・雜門・燒舍宅財物・戴本 915 頁・靜本 608 頁上段

諸故燒有人居止之室者。絞。無人居止舍宅。若積聚財物［蠶簇同積聚］。依燒私家舍宅財
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物律。死罪從。及爲首而罪不至死。各配阡里。從者。配鄰州。非積聚財物。及積聚草木之

類。計贓。准盜論加貳等。非積聚草木之類。計贓。准盜論。已燒未然者。各減壹等。卽到

致延燒者。各依故燒法［故燒非舍宅。而延燒有人居止之室者。止（１）依無人居止舍宅法。

下條延燒。准此］。死罪非殺人者。奏裁。應配阡里者配伍伯里。應配鄰州者配本州。以上

殺人者。以故殺傷論［下條殺傷人。准此］。

（1）「止」は戴本靜本ともに「正」とするが、戴本 929 頁校勘記〔一四〕により改める。

〔雜勅甲 132〕卷 80・雜門・燒舍宅財物・戴本 916 頁・靜本 608 頁上段

諸故燒祖父母父母居止之室。雖未然。從毆法。燒異居緦麻以上親居止之室。及舍宅財物草

木之類。犯尊長。以凡論。犯卑幼緦麻小功。減凡人壹等。大功期親。各遞減壹等［燒卑幼

居止之室。而致殺之者。從故殺法。同居。准此］。同居者。各減異居貳等［謂犯人於法

不（１）合得分者］。若同居卑幼。故燒己宅財物草木之類者。加私輒用財律貳等。已上。燒

有人居止之室者。雖同居。依異居故燒法。其故燒卑幼之室。而知有尊長幾人在内。各依犯

尊長幾人法（２）。

（1）「不」は戴本靜本ともに「下」とするが、文意により改める。

（2）「法」の下に靜本では「人」がある。戴本 929 頁校勘記〔一五〕を參照。

〔雜勅甲 133〕卷 80・雜門・燒舍宅財物・戴本 916 頁・靜本 608 頁下段

諸故燒有人居止船車篺筏。依有人居止之室法。

〔雜勅甲 134〕卷 80・雜門・燒舍宅財物・戴本 916 頁・靜本 608 頁下段

諸故燒舍宅財物並積聚草木之類者。許人捕。卽故燒非積聚草木之類者。許吿［故燒同居親

無人居止舍宅。若財物草木。並不用此制］。

〔雜勅甲 135〕卷 80・雜門・燒舍宅財物・戴本 916 頁・靜本 608 頁下段

諸因燒田野。致延燒係官山林者。杖壹伯。故燒者。奏裁。並許人吿。其州縣官司。及地分

公人失覺察。杖陸拾。

〔雜勅甲 136〕卷 80・雜門・諸色犯姦・戴本 919 頁・靜本 611 頁下段

諸强姦者［女拾歲以下。雖和。亦同］。流參阡里。配遠惡州。未成。配伍伯里。折傷者。
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絞。先强後和。男從强法。婦女減和壹等。卽因盜而强姦者。絞［雖非財主。亦是］。會恩。

及未成。配阡里。

〔雜勅甲 137〕卷 80・雜門・諸色犯姦・戴本 920 頁・靜本 611 頁下段

諸因姦而過失殺傷人者。論如因盜過失律。因强姦者。以故殺傷論。

〔雜勅甲 138〕卷 80・雜門・諸色犯姦・戴本 920 頁・靜本 611 頁下段

諸公人軍人。與所轄監臨官之家姦者［謂同居母妻女姑姊妹及子孫之婦］。絞。未成。配阡

里。强者。斬。未成。配廣南。和姦者。婦女減壹等。

〔雜勅甲 139〕卷 80・雜門・諸色犯姦・戴本 920 頁・靜本 611 頁下段

諸姦諸軍妻者。雖未成。本營（１）兵級配鄰州本城。本營家人鄰州編管。卽姦出軍禁軍妻者。

加凡姦貳等。雖未成。兵級或本營家（２）人。並配鄰州本城。餘人不刺面配本城。以上。雖

會恩原免。本營家人鄰州編管。兵級應配者。降配鄰州。節級仍勒充長行。將校奏裁。内姦

出軍妻。及禁軍被差不在營妻犯姦者。許鄰人吿。

（1）「營」を靜本は「管」とする。

（2）「家」を靜本は「象」とする。

〔雜勅甲 140〕卷 80・雜門・諸色犯姦・戴本 920 頁・靜本 612 頁上段

諸人力姦主。品官之家。絞。未成。配阡里。强者。斬。未成。配廣南。民庶之家。加凡人

參等。配伍伯里。未成。配鄰州。强者。絞。未成。配參阡里。卽姦主之親［親之妻服輕。

或無服者。各用其夫服］。品官之家。緦麻小功加凡人壹等。大功期親遞加壹等。已成。並

配鄰州。民庶之家。大功以上。各減品官之家壹等。以上。和姦者。婦女各減人力壹等。

〔雜勅甲 141〕卷 80・雜門・諸色犯姦・戴本 920 頁・靜本 612 頁上段

諸舊人力姦主者。品官之家。加凡姦貳等。民庶之家。加壹等。卽佃客姦主。各加貳等。以

上。婦女。及舊主與女使姦者。各以凡論。

〔雜勅甲 142〕卷 80・雜門・諸色犯姦・戴本 920 頁・靜本 612 頁上段

諸姦未成者。減已成罪壹等。誘謔者。杖捌拾。婦女非和同者。止坐男子。
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〔雜勅甲 143〕卷 80・雜門・諸色犯姦・戴本 920 頁・靜本 612 頁上段

諸姦同宗緦麻親者。入内亂。

〔雜勅甲 144〕卷 80・雜門・諸色犯姦・戴本 920 頁・靜本 612 頁下段

諸姦父祖女使。徒參年。非所幸者。杖壹伯。曾經有子。以妾論。罪至死者。奏裁。姦別房

及異居親女使。以凡論。別房非所幸者。杖捌拾。

〔雜勅甲 145〕卷 80・雜門・諸色犯姦・戴本 921 頁・靜本 612 頁下段

諸義子孫姦所養之家尊長。及異居期親尊長。並依相毆加等法。婦女。以凡姦論。

〔雜勅甲 146〕卷 80・雜門・雜犯・戴本 924 頁・靜本 614 頁下段

諸輒呼萬歲者。徒貳年。兵級配本城。再犯配伍伯里。若因（１）怨嫌者。諸軍對本轄人。依

階級法。餘人對本轄官。配本城。其因事到官。實負冤抑者。杖壹伯。

（1）「因」については戴本 929 頁校勘記〔二六〕を參照。

〔雜勅甲 147〕卷 80・雜門・雜犯・戴本 924 頁・靜本 614 頁下段

諸因祠賽社會。執引兵仗（１）［利刃同。以錫銀紙裹貼竹木爲刃者非］旗幟。或倣乘輿器服

者。造意及首領人徒貳年。餘各杖壹伯。滿伯人者。造意及首領人。仍不刺面配本城。並許

人吿。官司不切禁止。杖捌拾。

（1）「仗」を靜本は「伏」とする。

〔雜勅甲 148〕卷 80・雜門・雜犯・戴本 924 頁・靜本 614 頁下段

諸結集社衆閱習武藝者［桿（１）棒鍊鎚（２）之屬。亦是］。敎頭（３）及爲首人徒貳年。餘各杖

壹伯。許人吿。其應習者。不坐［謂坐見充弓手勇敢强壯弓箭社。係敎保甲之類］。

（1）「桿」を戴本は「杆」とする。

（2）「鍊鎚」を戴本は「煉錘」とする。

（3）「頭」は戴本靜本ともに「願」とするが、戴本 930 頁校勘記〔二七〕により改める。
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〔雜勅甲 149〕卷 80・雜門・雜犯・戴本 924 頁・靜本 614 頁下段

諸聚衆競渡者。徒壹年。許人吿。

〔雜勅甲 150〕卷 80・雜門・雜犯・戴本 924 頁・靜本 614 頁下段

諸士庶之家。以童幼爲内班者。徒參年。配廣南。命官除名。並許人吿。

〔雜勅甲 151〕卷 80・雜門・雜犯・戴本 924 頁・靜本 614 頁下段

諸（１）鄕村非居人要會處。輒置爐（２）造熟鐵器用者。杖壹伯。許人吿。

（1）「諸」を靜本は「謂」とする。戴本 930 頁校勘記〔二八〕を參照。

（2）「爐」を靜本は「鑪」とする。

〔雜勅甲 152〕卷 80・雜門・雜犯・戴本 924 頁・靜本 615 頁上段

諸招置爐（１）戸炭戸。若諸般結攬抵當家業。借請官錢人未（２）結絶。而於別處投名。及結攬

者。杖壹伯。許人吿。

（1）「爐」を靜本は「鑪」とする。

（2）「未」を靜本は「來」とする。戴本 930 頁校勘記〔二九〕を參照。

〔雜勅甲 153〕卷 80・雜門・雜犯・戴本 925 頁・靜本 615 頁上段

諸强賣買質借投託之類。取人財物。杖壹伯。鄰州編管。再犯者。徒貳年。雖會赦。配鄰州。

〔雜勅甲 154〕卷 80・雜門・雜犯・戴本 925 頁・靜本 615 頁上段

諸非僧道而結集經社。及聚衆行道者。各杖壹伯。

〔雜勅甲 155〕卷 80・雜門・雜犯・戴本 925 頁・靜本 615 頁上段

諸救溺水人。而誤殺傷救人者。不坐。

〔雜勅甲 156〕卷 80・雜門・雜犯・戴本 925 頁・靜本 615 頁上段

諸以雜言爲詞曲。或以蕃樂（１）紊亂正聲者。各杖壹伯。許人吿。令衆伍日。命官。及有蔭

人。奏裁。

（1）「樂」を靜本は「栾」とする。
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捕亡勅集成（26 箇條）

〔捕亡勅甲 1〕卷 6・職制門 3・批書・戴本 81 頁・靜本 57 頁下段

諸賊盜發。州取索捕盜官印紙批書。而違限者。杖壹伯。監司所至不取索印紙點檢。減貳等。

〔捕亡勅甲 2〕卷 7・職制門 4・監司巡歷・戴本 117 頁・靜本 80 頁下段

諸賊盜發。州取索捕盜官印紙批書。而違限者。杖壹伯。監司所至不取索印紙點檢。減貳等。

〔捕亡勅甲 3〕卷 16・文書門 1・赦降・戴本 340 頁・靜本 229 頁上段

諸命官犯罪。事發逃亡未獲者。遇赦不原。大禮御劄（１）到後逃亡。雖已獲。遇大禮赦。准

此。

（1）「劄」を靜本は「札」とする。

〔捕亡勅甲 4〕卷 17・文書門 2・質賣・戴本 375 頁・靜本 250 頁下段

諸盜詐乞賣及受買放停兵級刺面人公憑者。以違制論。仍分首從［謂欲行用者］。

〔捕亡勅甲 5〕卷 74・刑獄門 4・失囚・戴本 768 頁・靜本 514 頁上段

諸主守不覺失囚者。徒以上。先決杖壹伯。杖以下。先決杖陸拾。給限追捕如法。限滿不獲。

已決之罪不通計。若失死囚者。伍伯里編管。兵級依地里降配。故縱者。許人吿。

〔捕亡勅甲 6〕卷 75・刑獄門 5・移鄕・戴本 776 頁・靜本 518 頁上段

諸移鄕人逃亡。第壹度杖陸拾。每度遞加壹等。第伍度。不刺面配移鄕處本城。首身者。減

參等。卽未至而逃亡者。免罪。加伍伯里。首身。或已加地里。而再逃亡者。並依已至第壹

度首獲法［仍不理已至後度數］。

〔捕亡勅甲 7〕卷 75・刑獄門 5・部送罪人・戴本 791 頁・靜本 528 頁上段

諸罪人應部送上京。在路逃亡者。以徒亡論。計日輕者。杖壹伯。
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〔捕亡勅甲 8〕卷 75・刑獄門 5・部送罪人・戴本 791 頁・靜本 528 頁上段

諸部送已決配流編管羈管移鄕人。而有縱失者。准其亡罪。論如縱失囚法。不以日坐［謂如

縱配軍逃亡。應從上軍法者。止准流罪。不從斬坐］。亡罪輕者。刺配准徒貳年。餘准杖壹

伯。若故縱元犯强盜配軍［謂凶惡。或死罪貸命。或配沙門島遠惡州者］。兵級配鄰州。公

人配本城。事理重者。奏裁。

〔捕亡勅甲 9〕卷 75・刑獄門 5・部送罪人・戴本 791 頁・靜本 528 頁下段

諸部送已決配流編管羈管移鄕人。而故縱逃亡者。許人吿。其同犯爲從之人。若事未發露能

自首陳。所縱之囚雖未捕得。亦聽原罪。

〔捕亡勅甲 10〕卷 75・刑獄門 5・部送罪人・戴本 791 頁・靜本 528 頁下段

諸受部送在京首獲兵級刺面人。官司應差人而違者。杖陸拾。致逃亡者。加貳等。卽至所隸

未滿半年。復逃入京首獲者。本轄節級歲終科校。貳人笞肆拾。貳人加壹等。罪止杖壹伯。

將校杖陸拾。

〔捕亡勅甲 11〕卷 75・刑獄門 5・部送罪人・戴本 792 頁・靜本 528 頁下段

諸部送刺配若逃亡兵級。輒入京城者。徒貳年。

〔捕亡勅甲 12〕卷 75・刑獄門 5・部送罪人・戴本 792 頁・靜本 528 頁下段

諸監管寒月權留功役人。而不覺逃亡者。杖陸拾。故縱者。准部送已決編配人法坐之［許吿

給賞。亦同］。

〔捕亡勅甲 13〕卷 75・刑獄門 5・部送罪人・旁照法・戴本 796 頁・靜本 532 頁上段

諸主守不覺失囚者。徒以上。先決杖壹伯。杖以下。先決杖陸拾。給限追捕如法。限滿不獲。

已決之罪不通計。若失死囚（１）者。伍伯里編管。兵級依地里降配。故縱者。許人吿。

（1）「死囚」を靜本は「囚死」とする。戴本 808 頁校勘記〔一七〕を參照。

〔捕亡勅甲 14〕卷 75・刑獄門 5・部送罪人・旁照法・戴本 796 頁・靜本 532 頁上段

諸配軍逃亡捕獲者。元配沙門島。及元犯持仗强盜謀殺人。各罪至死貸命。若會降。及因親

屬或得相隱者首吿減等。依上禁軍法［逃亡後雖有罪犯。而情理不至凶惡。罪至死者。奏裁］。



- 164 -

不持仗强盜。罪至死貸命。若會降。及因親屬或得相隱者首吿減等。並其餘元配貳阡里以上。

或廣南及遠惡州者。依下禁軍法。元配阡里以下。及指定州或路分配者。依廂軍法。以上。

揀入別軍。而本軍法重者。依本軍法。卽逃後曾歸本州縣捕獲者。元配本州卽配鄰州。鄰州

配伍伯里。伍伯里配阡里。阡里配貳阡里。貳阡里貳阡伍伯里並配參阡里。參阡里及廣南配

遠惡州。其指定州或路分配軍。無元配地里者。配重役處［不在按問自首免配之例］。以上。

應行而未至配所。或已量移而逃亡者。各准元配遞加［未至配所者。仍不以赦降原減］。卽

犯罪不該配而特刺配。或比元犯特增減地里刺配者。以特配地里爲法［配沙門島廣南及遠惡

州。亦以所配處爲法］。其已充（１）剩員者。不用此制。

（1）「充」を靜本は「允」とする。戴本 808 頁校勘記〔一八〕を參照。

〔捕亡勅甲 15〕卷 75・刑獄門 5・部送罪人・旁照法・戴本 797 頁・靜本 532 頁下段

諸禁軍兵級逃亡。上軍。斬。在柒日内者。流參阡里。配阡里。首身。杖壹伯。下軍第壹度。

徒參年。首身。杖玖拾。

〔捕亡勅甲 16〕卷 75・刑獄門 5・部送罪人・旁照法・戴本 797 頁・靜本 532 頁下段

諸廂軍兵級及刺面人逃亡者。不以有無料錢。第（１）壹度杖玖拾。刺每度逃走字。首身者。

各減參等。

（1）「料錢第」を靜本は三字空格とする。

〔捕亡勅甲 17〕卷 75・刑獄門 5・部送罪人・旁照法・戴本 797 頁・靜本 532 頁下段

諸犯流。已決未役。已役未滿而亡。捕獲者。各杖壹伯。首身者。減參等［雖會恩。仍補滿

役日］。主守不覺亡者。壹名杖陸拾。每名加壹等。罪止杖壹伯。

〔捕亡勅甲 18〕卷 75・刑獄門 5・部送罪人・旁照法・戴本 797 頁・靜本 532 頁下段

諸編管移鄕人逃亡。第壹度杖陸拾。每度遞加壹等。第伍度。不刺面配編管移鄕處本城。首

身者。各減參等。卽未至而逃亡者。免罪。加伍伯里。首身。或已加地里。而再逃亡者。並

依已至第壹度首獲法［仍不理已至後度數。内編管人逃亡。許人吿］。

〔捕亡勅甲 19〕卷 75・刑獄門 5・部送罪人・旁照法・戴本 797 頁・靜本 533 頁上段

諸緣坐人。應編管羈管［謂永不放還者（１）］而逃亡者。許人捕。羈管者。杖陸拾。卽已附
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籍而逃。至不許往州縣者。依移鄕人逃亡法。

（1）「還者」を靜本は「在省」とする。戴本 808 頁校勘記〔一九〕を參照。

〔捕亡勅甲 20〕卷 78・蠻夷門・歸明附籍約束・戴本 859 頁・靜本 575 頁上段

諸歸明人逃亡。杖壹伯。再犯。加壹等。參犯。或逃往緣邊者。奏裁。首身者。各減參等。

陷蕃投歸人。遞減壹等［逃往緣邊而捕獲者。亦奏裁］。廂耆鄰人不覺。減罪人罪伍等。故

縱者。與同罪。

〔捕亡勅甲 21〕卷 78・蠻夷門・歸明附籍約束・戴本 859 頁・靜本 575 頁上段

諸歸明兵級逃亡［陷蕃投歸人同］。本轄節級杖捌拾。員僚減貳等。副指揮使以上。又減壹

等。故縱者。各減犯人罪壹等。

〔捕亡勅甲 22〕卷 78・蠻夷門・歸明附籍約束・戴本 859 頁・靜本 575 頁上段

諸歸明人。應編配羈管。及送諸州收管。已至而逃亡者。當職官及本營或地分干繫人。各杖

壹伯。仍奏裁［卽歸明僧人逃亡者。主首。依地分干繫人法］。

〔捕亡勅甲 23〕卷 80・雜門・諸色犯姦・戴本 921 頁・靜本 612 頁下段

諸同籍。若本宗異居緦麻以上尊長［本宗緦麻以上親之母妻。應爲尊屬者同］。與人和姦。

不許吿捕［因與姦人争競致彰露。事相連及者。不從吿坐］。卽因姦事而殺傷姦人者。聽依

捕格法。罪至死者。奏裁。和姦之人。兩論如法。

〔捕亡勅甲 24〕卷 80・雜門・諸色犯姦・戴本 921 頁・靜本 612 頁下段

諸姦本宗異居緦麻以上親［本宗異居緦麻以上親之母女妻同］。聽依同籍捕格法。

〔捕亡勅甲 25〕卷 80・雜門・諸色犯姦・戴本 921 頁・靜本 612 頁下段

諸妻（１）犯姦。從夫捕。

（1）「妻」を戴本は「姦」とする。

〔捕亡勅甲 26〕卷 80・雜門・諸色犯姦・戴本 921 頁・靜本 612 頁下段

諸違法成婚。其妻未離正。而犯姦者。夫及夫同籍之人。因執捕而殺傷姦人。並聽依捕格法。
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斷獄勅集成（71 箇條）

○〔斷獄勅甲 15〕〔斷獄勅甲 16〕〔斷獄勅甲 17〕〔斷獄勅甲 18〕〔斷獄勅甲 19〕の篇目を靜本

は「斷獄令」とする。戴本 762 頁校勘記〔一〕を參照。

〔斷獄勅甲 1〕卷 8・職制門 5・定奪體量・戴本 142 頁・靜本 97 頁下段

諸奉制究治公事。已給限而無故稽違者。徒貳年。

〔斷獄勅甲 2〕卷 9・職制門 6・饋送・戴本 168 頁・靜本 113 頁下段

諸被差鞫獄錄問檢法官吏［並謂罷本職本役者］。事未畢。與監司及置司所在官吏相見。或

錄問檢法與鞫獄官吏相見者。各杖捌拾。卽受置司所在供饋。並與者。各加貳等［所鞫事不

相干者。事畢。聽受］。

〔斷獄勅甲 3〕卷 10・職制門 7・同職犯罪・戴本 173 頁・靜本 115 頁下段

諸主典［繫書人同］與當職官共犯公罪。而當職官特旨降罰者。降壹資［特旨差者。仍還舊

役］。差替衝替者。並勒停。勒停者。阡里編管［官員衝替勒停者。仍永不收敍。以上。並

謂爲首。或與當職官同等坐罪者。其鞫獄檢法提點刑獄司詳覆大辟不當。主典雖爲從。亦同］。

本罪雖會恩。或已斷放。而當職官後有特旨停替。並准此。

〔斷獄勅甲 4〕卷 10・職制門 7・同職犯罪・戴本 174 頁・靜本 116 頁上段

諸官司失（１）入死罪。壹名。爲首者。當職官勒停。吏人阡里編管。第貳從。當職官衝替。

事理重吏人伍伯里編管。第參從。當職官衝替。事理稍重吏人鄰州編管。第肆從。當職官差

替。吏人勒停。貳人。各遞加壹等［謂如第肆從依第參從之類］。爲首者。當職官追壹官勒

停。吏人貳阡里編管。參人。又遞加壹等。爲首者。當職官追兩官勒停。吏人配阡里［以上。

雖非壹案。皆通計］。並不以去官赦降原減。未決者。各遞減壹等［謂第參從依第肆從。第

肆從參人依貳人之類］。會赦恩及去官者。又（２）遞減壹等［以上。本罪仍依律。其去官會

恩者。本罪自依原減法］。卽事涉疑慮。若係强盜及殺人正犯各應配。或中散大夫以上。及

武官犯者。並奏裁。
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（1）「失」を靜本は「火」とする。

（2）「又」を靜本は「人」とする。戴本 191 頁校勘記〔一〕を參照。

〔斷獄勅甲 5〕卷 10・職制門 7・同職犯罪・戴本 174 頁・靜本 116 頁上段

諸錄事司理司法參軍［州無錄事參軍。而司戸參軍兼管獄事者同］。於本司鞫獄檢法。有不

當者。與主典同爲壹等。

〔斷獄勅甲 6〕卷 10・職制門 7・同職犯罪・戴本 174 頁・靜本 116 頁上段

諸法司習學人連書者。犯公罪。減本典壹等。

〔斷獄勅甲 7〕卷 10・職制門 7・吏卒接送・戴本 183 頁・靜本 121 頁上段

諸大禮御劄（１）已到。命官身亡送還人擅自歸或逃亡。及部轄職員將校節級。並爲首率衆者。

各不以大禮赦原減。

（1）「劄」を靜本は「禮」とする。戴本 191 頁校勘記〔一二〕を參照。

〔斷獄勅甲 8〕卷 16・文書門 1・赦降・戴本 338 頁・靜本 227 頁下段

諸大禮御劄（１）已到。而犯强盜。持仗（２）竊盜。强姦。謀殺人。毆人折傷以上［謀殺折傷。

謂至死。應爲正犯者］。各罪至徒。官吏犯入己贓。急脚馬遞鋪兵級曹司盜匿棄毀私坼（３）

遞角或將帶逃亡。官司故稽緩刑獄公事。命官身亡（４）送還人［丁憂不解官。所差送喪柩人

同］擅自歸或逃亡。及部轄職員將校節級。並爲首率衆者。各不以大禮赦原減。其故出入人

徒以上罪。或容庇罪人拖延。及妄爲疏駁會問不圓公案。致會大禮赦者［謂不妨結案。或檢

斷而故爲方便者］。官司及罪人。各准此。卽罪人故不承伏若翻異［家屬稱冤同］。或故自

毀傷。及詐稱瘡病產孕老幼。有蔭吿身在遠。或虛稱更曾別作過犯。官司信憑會問。各妨結

斷。而致會大禮赦者［雖赦前已承。但斷決不及。皆是］。亦不得原減。若因駁問翻異。而

改斷從輕。或刑名不移而罪名改輕。若刑名雖加而當敍遺闕從輕［謂如贓罪改從私罪。或私

罪杖改從公罪徒之類］。或干連未經取勘。及不曾翻異之人。自從會赦法。

（1）「劄」を靜本は「札」とする。

（2）「仗」については戴本 354 頁校勘記〔二〕を參照。

（3）「坼」を靜本は「拆」とする。

（4）「身亡」は戴本靜本ともに「亡身」とするが、文意により改める。
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〔斷獄勅甲 9〕卷 16・文書門 1・赦降・戴本 339 頁・靜本 228 頁上段

諸大禮御劄（１）已到。而犯徒以上罪情理切害。或殺人罪至死。各會大禮赦應原者。奏裁。

（1）「劄」を靜本は「札」とする。

〔斷獄勅甲 10〕卷 16・文書門 1・赦降・戴本 339 頁・靜本 228 頁上段

諸罪人會降者。但事已發。雖未追。或不禁。並同見禁［事發逃亡。或逃亡後事發者非］。

〔斷獄勅甲 11〕卷 16・文書門 1・赦降・戴本 339 頁・靜本 228 頁上段

諸罪人身在他所而犯罪。或事發。若首獲處。被赦降者。與身遇赦降同［命官他處犯罪。願

就肆京及畿内聽勅。非鄕貫。或舊住家處者。遇疏決。不在原減之類］。

〔斷獄勅甲 12〕卷 16・文書門 1・赦降・戴本 339 頁・靜本 228 頁上段

諸罪人已降斷勅［批狀劄子。或省符備降朝旨同。餘條稱斷勅或勅斷。准此］未到。而遇赦

降者。於勘所計程［謂赦降日行伍伯里。斷勅日行肆伯里。各以入遞日時爲始］。應在赦降

前到者。不得原減。應死者。奏裁。其斷勅雖應前到。而罪人未應行決［謂有瘡病孕及禁刑

日之類］。或應與赦降同日到者。依會恩法。卽諸路提點刑獄司覆畢案。牒報論決未到。而

遇赦降者。並准此。

〔斷獄勅甲 13〕卷 16・文書門 1・赦降・戴本 339 頁・靜本 228 頁下段

諸會赦應改正拘收。經當職官詰（１）問不承。而不卽立案者。杖壹伯。

（1）「詰」を靜本は「誥」とする。戴本 354 頁校勘記〔三〕を參照。

〔斷獄勅甲 14〕卷 36・庫務門 1・倉庫約束・戴本 557 頁・靜本 378 頁上段

諸倉庫兵級犯笞罪［謂於本倉庫有犯者。仍須無監官處。其酒務。雖有監官同］。聽專副行

決。過拾下（１）者。論如前人不合捶考律。以故致死。或因公事毆至折傷以上者。並奏裁。

（1）「下」については戴本 568 頁校勘記〔三三〕を參照。

〔斷獄勅甲 15〕卷 73・刑獄門 3・檢斷・戴本 741 頁・靜本 498 頁上段

諸斷罪無正條者。比附定刑。慮不中者。奏裁。
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〔斷獄勅甲 16〕卷 73・刑獄門 3・檢斷・戴本 741 頁・靜本 498 頁上段

諸犯罪未發。及已發未論決。而改法者。法重。聽依犯時。法輕。從輕法。卽應事已用舊法

理斷者。不得用新法追改。

〔斷獄勅甲 17〕卷 73・刑獄門 3・檢斷・戴本 741 頁・靜本 498 頁上段

諸獄案。以兩辭互說及不圓情款。或本處得論決之人。輒上聞者。各杖壹伯。

〔斷獄勅甲 18〕卷 73・刑獄門 3・檢斷・戴本 741 頁・靜本 498 頁上段

諸罪人已經奏斷。其同犯人情法不異者。依已斷人斷訖以聞。

〔斷獄勅甲 19〕卷 73・刑獄門 3・檢斷・戴本 742 頁・靜本 498 頁上段

諸司法參軍。於本司檢法。有不當者。與主典同爲壹等。

〔斷獄勅甲 20〕卷 73・刑獄門 3・決遣・戴本 743 頁・靜本 499 頁上段

諸侵夜行刑者。杖壹伯。

〔斷獄勅甲 21〕卷 73・刑獄門 3・決遣・戴本 743 頁・靜本 499 頁上段

諸官司行決不如法［謂用繩核等窒塞其口。或於鼔面抨硾。及用棍棒藤條捶決。並以荆棒竹

篦之類杖背者］。及杖瘡未損而重疊行決者。各以違制論。因而致死者。論如前人不合捶考

律。若滴水之類。遲延行決者。杖壹伯。

〔斷獄勅甲 22〕卷 73・刑獄門 3・決遣・戴本 743 頁・靜本 499 頁上段

諸決罪人而違判增杖者。杖（１）壹伯。徒流罪。徒壹年。入罪重者（２）。各加所入罪壹等。以

故致死。各減鬪殺罪參等。卽所增杖數過貳拾。及於杖上增以他物者。各加貳等。以故致死。

論如前人不合捶考律。

（1）「杖」については戴本 762 頁校勘記〔二〕を參照。

（2）「者」の下については戴本 762 頁校勘記〔三〕を參照。
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〔斷獄勅甲 23〕卷 73・刑獄門 3・決遣・戴本 743 頁・靜本 499 頁上段

諸杖直決人。而暗加杖數。及於杖上增以他物。故爲慘毒者。徒貳年。意在規求。或情涉讎

嫌。若決徒流罪者。配本州。以故致死者。依故殺法。仍奏裁。

〔斷獄勅甲 24〕卷 73・刑獄門 3・決遣・戴本 743 頁・靜本 499 頁上段

諸決罪人不如法。當職官杖直。各依首從法。及瘡病不待差而決。事由當職官者。杖直。罪

止杖壹伯。

〔斷獄勅甲 25〕卷 73・刑獄門 3・決遣・戴本 743 頁・靜本 499 頁下段

諸杖笞［獄具枷杻（１）鉗鎻之類同］制度違式者。杖陸拾。

（1）「杻」を靜本は「扭」とする。戴本 762 頁校勘記〔四〕を參照。

〔斷獄勅甲 26〕卷 73・刑獄門 3・決遣・戴本 743 頁・靜本 499 頁下段

諸死罪應奏裁而輒決者。流貳阡里［謂非刑名疑慮。或情法輕重。及可憫者］。

〔斷獄勅甲 27〕卷 73・刑獄門 3・決遣・戴本 743 頁・靜本 499 頁下段

諸罪人應送所屬而輒決。邂逅致死。非挾情者。以違制論。

〔斷獄勅甲 28〕卷 73・刑獄門 3・決遣・戴本 744 頁・靜本 499 頁下段

諸事干邊防或機速［機謂事干機會。理須從權。速謂不可淹留待報。餘條機速。准此］。並

諸軍犯罪事理重害。難依常法而不可待奏報者。許申本路經略或安撫司。酌情斷遣訖以聞［罪

不致死者。不許特處死］。餘犯情重。自依奏裁法。

〔斷獄勅甲 29〕卷 73・刑獄門 3・決遣・戴本 744 頁・靜本 499 頁下段

諸罪人。情輕法重。情重法輕［應斷笞杖罪者非］。奏裁。

〔斷獄勅甲 30〕卷 73・刑獄門 3・決遣・戴本 744 頁・靜本 499 頁下段

諸罪人遇聖節。杖以下情輕者。聽免。稍輕者。聽贖。
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〔斷獄勅甲 31〕卷 73・刑獄門 3・折杖減役・戴本 751 頁・靜本 504 頁下段

諸公吏犯罪。不應通計而故爲論決［虛立案款作論決者同］。若事發後妄作以前陳首。各致

官司已施行者。當職官吏。以故出人罪論。

〔斷獄勅甲 32〕卷 73・刑獄門 3・出入罪・戴本 752 頁・靜本 505 頁下段

諸官司失入死罪。壹名。爲首者。當職官勒停。吏人阡里編管。第貳從。當職官衝替。事理

重吏人伍伯里編管。第參從。當職官衝替。事理稍重吏人鄰州編管。第肆從（１）。當職官差

替。吏人勒停。貳人。各遞加壹等［謂如第肆從依第參從之類］。爲首者。當職官追壹官勒

停。吏人貳阡里編管。參人。又遞加壹等。爲首者。當職官追兩官勒停。吏人配阡里［以上。

雖非壹案。皆通計］。並不以去官赦降原減。未決者。各遞減壹等［謂第參從依第肆從。第

肆從參人依貳人之類］。會赦（２）恩及去官者。又遞減壹等［以上。本罪仍依律。其去官會

恩者。本罪自依原減法］。卽事涉疑慮。若係强盜及殺人正犯各應配。或中散大（３）夫以上。

及武官犯者。並奏裁。

（1）「從」を靜本は「徒」とする。戴本 763 頁校勘記〔二五〕を參照。

（2）「赦」は靜本にない。戴本 763 頁校勘記〔二六〕を參照。

（3）「大」については戴本 763 頁校勘記〔二七〕を參照。

〔斷獄勅甲 33〕卷 73・刑獄門 3・出入罪・戴本 753 頁・靜本 506 頁上段

諸官司失出人罪者。依因罪人以致罪法。

〔斷獄勅甲 34〕卷 73・刑獄門 3・出入罪・戴本 753 頁・靜本 506 頁上段

諸吏人故出入人杖以上罪。雖未決。勒停。徒以上罪。雖會恩。仍永不敍［失入死罪未決。

避罪逃亡者。准此］。其受財出入死罪而罪不致死者。雖未決（１）。配廣南。從者。配阡里。

（1）「決」は戴本靜本ともに「得」とするが、戴本 764 頁校勘記〔二八〕により改める。

〔斷獄勅甲 35〕卷 73・刑獄門 3・出入罪・戴本 753 頁・靜本 506 頁上段

諸吏人受財出入人罪者。許人吿。

〔斷獄勅甲 36〕卷 73・刑獄門 3・出入罪・戴本 753 頁・靜本 506 頁上段

諸州推司法司吏人［置司鞫（１）獄檢法同］。因本司事受財入己。罪不至勒停者。降壹資［仍
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還舊役。永不遷轉］。

（1）「鞫」については戴本 764 頁校勘記〔二九〕を參照。

〔斷獄勅甲 37〕卷 73・刑獄門 3・出入罪・戴本 753 頁・靜本 506 頁上段

諸州推司［謂當直司州院司理院推司。餘條稱州推司。准此］法司吏人。失出入徒以上罪。

已決放而罪不至勒停者。再犯或及伍人失入者。勒停。失出者。還舊役。降本等下名。並永

不得再充。

〔斷獄勅甲 38〕卷 73・刑獄門 3・出入罪・戴本 753 頁・靜本 506 頁下段

諸大禮御劄（１）已到。而犯强盜。不以大禮赦原減。其故出入人徒以上罪。准此。

（1）「劄」を靜本は「禮」とする。戴本 764 頁校勘記〔三〇〕を參照。

〔斷獄勅甲 39〕卷 73・刑獄門 3・出入罪・戴本 753 頁・靜本 506 頁下段

諸官司。以淹造食物洗暴煎煉取鹽斷罪者。以入人罪論。

〔斷獄勅甲 40〕卷 73・刑獄門 3・出入罪・戴本 753 頁・靜本 506 頁下段

諸罪人。本罪遇恩應原。而輒以虛妄之類收坐者。以入人罪論。罪輕（１）者。杖壹伯。

（1）「輕」を靜本は「輙」とする。戴本 764 頁校勘記〔三一〕を參照。

〔斷獄勅甲 41〕卷 73・刑獄門 3・出入罪・戴本 753 頁・靜本 506 頁下段

諸斷罪應決徒流而編配。應編配而決徒流。各減出入罪貳等［謂如應決徒罪而刺配。從刺配

減貳等之類］。出入重者。計所剩以全罪論［謂如應決徒壹年而配沙門島合比流者。以全入

徒參年論之類］。

〔斷獄勅甲 42〕卷 73・刑獄門 3・出入罪・戴本 753 頁・靜本 506 頁下段

諸公吏犯罪。不應通計而故爲論決（１）［虛立案款作論決者同］。若事發後妄作以前陳首。各

致官司已施行者。當職官吏。以故出人罪論。

（1）「論決」を靜本は「決論」とする。戴本 764 頁校勘記〔三二〕を參照。
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〔斷獄勅甲 43〕卷 73・刑獄門 3・出入罪・旁照法・戴本 755 頁・靜本 508 頁上段

諸錄事司理司法參軍［州無錄事參軍。而司戸參軍兼管獄事者同］（１）。於本司鞫獄檢法。有

不當者。與主典同爲壹等。

（1）注文の下に靜本では二字空格がある。

〔斷獄勅甲 44〕卷 73・刑獄門 3・推駁・戴本 756 頁・靜本 508 頁上段

諸官司擧駁入人死罪不當者。杖壹伯。

〔斷獄勅甲 45〕卷 73・刑獄門 3・推駁・戴本 756 頁・靜本 508 頁上段

諸置司鞫獄不當。案有當駁之情。而錄問官司不能駁正。致罪有出入者。減推司罪壹等。卽

審問［非置司同］。或本州錄問者。減推司罪參等［當職官簽書獄案者。與出入罪。從壹重］。

〔斷獄勅甲 46〕卷 73・刑獄門 3・推駁・旁照法・戴本 759 頁・靜本 510 頁下段

諸縣以杖笞及無罪人作徒流罪。或以徒流罪作死罪送州者。各杖壹伯。若以杖笞及無罪人作

死罪送州者。徒壹年。其故增減情狀者。各從出入法。

〔斷獄勅甲 47〕卷 73・刑獄門 3・移囚・戴本 760 頁・靜本 511 頁上段

諸違法移囚流以上。以違制論。卽囚至不受。及受而不申者。杖壹伯。

〔斷獄勅甲 48〕卷 73・刑獄門 3・移囚・戴本 760 頁・靜本 511 頁上段

諸以在禁罪人避免按察官點檢。而移往他所者。徒貳年。許被禁之家越訴。

〔斷獄勅甲 49〕卷 73・刑獄門 3・移囚・戴本 760 頁・靜本 511 頁上段

諸罪人翻異。或家屬稱冤。應申提點刑獄司差官（１）別推。而輒移屬縣者。徒貳年。若無出

入。減參等。

（1）「差官」については戴本 764 頁校勘記〔四二〕を參照。

〔斷獄勅甲 50〕卷 73・刑獄門 3・移囚・戴本 760 頁・靜本 511 頁上段

諸勘鞫公事。妄作緣故陳乞移推。及州縣未結絶。非冤抑不公。而監司輒移者。各杖捌拾。
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〔斷獄勅甲 51〕卷 74・刑獄門 4・病囚・戴本 765 頁・靜本 512 頁下段

諸囚在禁非理致死。事理重者。官吏獄子。奏裁。若囚病。不卽申擧。或不切醫治致死數多。

或疾病不治。責出拾日（１）内死。事理重者。官吏。准此。

（1）「日」については戴本 774 頁校勘記〔一〕を參照。

〔斷獄勅甲 52〕卷 74・刑獄門 4・病囚・戴本 765 頁・靜本 512 頁下段

諸囚在禁病死［因捶考過傷。及疾病不治。責出拾日内死。而事理輕者同］。歲終通計所禁

人數。死及壹分。獄子杖壹伯。吏人減壹等。當職官又減壹等。每壹分遞加壹等。罪止徒壹

年半。仍不以去官赦降原減。

〔斷獄勅甲 53〕卷 74・刑獄門 4・病囚・戴本 765 頁・靜本 512 頁下段

諸病囚合藥錢。輒侵移他用。依擅支上供錢物法。提點刑獄司常切檢察。

〔斷獄勅甲 54〕卷 74・刑獄門 4・犯罪更爲・戴本 769 頁・靜本 514 頁下段

諸軍犯罪事發應配。或降別軍。已獲未斷。而更犯罪者。依所降所配軍法。法重者。聽從輕。

〔斷獄勅甲 55〕卷 74・刑獄門 4・老疾犯罪・戴本 773 頁・靜本 517 頁上段

諸憑恃老疾應贖。而故有違犯。情不可恕者。鄰州編管。

〔斷獄勅甲 56〕卷 74・刑獄門 4・老疾犯罪・戴本 773 頁・靜本 517 頁上段

諸殘疾［謂如瘤瘇之類。久遠不堪醫治者］犯徒流。有妨受杖。當職官驗實。依折杖法從杖

罪決之［應編配居作勒停還俗之類。各盡本法］。其不盡之數。及杖以下。有妨科決者。並

聽收贖。

〔斷獄勅甲 57〕卷 75・刑獄門 5・編配流役・戴本 780 頁・靜本 520 頁下段

諸罪人應配沙門島而住配者。權配海南［謂瓊州。萬安昌化吉陽軍。餘應配遠惡州者。止配

海北］。卽海南又住配者。權配海北遠惡州。

〔斷獄勅甲 58〕卷 75・刑獄門 5・編配流役・戴本 780 頁・靜本 520 頁下段

諸重役或錢監兵級犯配。除沙門島與廣南若遠惡州外。並勒充本指揮下名。其不可存留者。
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配他處重役及別監。

〔斷獄勅甲 59〕卷 75・刑獄門 5・編配流役・戴本 780 頁・靜本 520 頁下段

諸應配而不任征役者。配小分［元非諸軍而不任小分者。鄰州編管］。

〔斷獄勅甲 60〕卷 75・刑獄門 5・部送罪人・戴本 792 頁・靜本 528 頁下段

諸部送罪人而私不行［妄託事故。輒爲留連者］。或令負擔物色。及行不由正驛路者。各杖

壹伯。縱令乞取財物者。加壹等。其私不行失囚。罪重者。與行者同罪。卽行者故縱。而不

行者不知情。止坐失囚之罪。

〔斷獄勅甲 61〕卷 75・刑獄門 5・部送罪人・戴本 792 頁・靜本 529 頁上段

諸部送罪人。非理陵虐者。杖壹伯。鄰州編管。兵級降配。罪至徒者。奏裁。並許人吿。

〔斷獄勅甲 62〕卷 75・刑獄門 5・部送罪人・戴本 792 頁・靜本 529 頁上段

諸配沙門島人。應別錄所犯付部送人。報登州。而於令有違。及隱漏者。各杖捌拾。卽部送

凶惡及走投化外情重罪人。而不依令選差兵級。及關報根治者。罪亦如之。

〔斷獄勅甲 63〕卷 75・刑獄門 5・刑獄雜事・戴本 805 頁・靜本 537 頁上段

諸獄定牢時刻。於令有違。杖捌拾。獄官縣令不親臨者。徒壹年［縣輒分輪餘官者。准此］。

〔斷獄勅甲 64〕卷 75・刑獄門 5・刑獄雜事・戴本 805 頁・靜本 537 頁上段

諸囚在禁。吏人獄子不守宿。杖捌拾［吏人聽分番］。夜有死失殺傷之類。應下者。不坐。

〔斷獄勅甲 65〕卷 75・刑獄門 5・刑獄雜事・戴本 805 頁・靜本 537 頁上段

諸囚在禁。故自傷殘者。吏人獄子防守人。各杖捌拾。因而致死。各加貳等。

〔斷獄勅甲 66〕卷 75・刑獄門 5・刑獄雜事・戴本 805 頁・靜本 537 頁下段

諸形勢之家［豪民同］。輒置獄具而關留人者。徒貳年。情理重者。奏裁。許被（１）關留人

越訴。

（1）「被」は戴本靜本ともに「彼」とするが、文意により改める。
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〔斷獄勅甲 67〕卷 75・刑獄門 5・刑獄雜事・戴本 805 頁・靜本 537 頁下段

諸罪人到官。有隨行之物。未經官驗視。而獄司擅自間發者。杖捌拾。因而盜取。以（１）自

盜論。

（1）「以」は戴本靜本ともにないが、戴本 810 頁校勘記〔四一〕により補う。

〔斷獄勅甲 68〕卷 75・刑獄門 5・刑獄雜事・戴本 805 頁・靜本 537 頁下段

諸公事已斷放。案後有施行。事應注籍擧催結絶。而不注（１）籍擧催者。杖捌拾。

（1）「注」を戴本は「註」とする。

〔斷獄勅甲 69〕卷 76・當贖門・罰贖・戴本 818 頁・靜本 544 頁上段

諸吏人。雖已入流外品。而於本司及監臨。犯杖以下罪。依決罰例。

〔斷獄勅甲 70〕卷 76・當贖門・罰贖・戴本 818 頁・靜本 544 頁上段

諸罪人遇聖節。杖以下情輕者。聽免。稍輕者。聽贖。

〔斷獄勅甲 71〕卷 77・服制門・喪葬・戴本 834 頁・靜本 557 頁下段

諸大禮御劄（１）已到。命官身亡送還人［丁憂不解官。所差送喪柩人同］擅自歸或逃亡。及

部轄職員將校節級。並爲首率衆者。各不以大禮赦原減。

（1）「劄」を靜本は「札」とする。
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慶元勅復原稿

〔「慶元勅復原稿」凡例〕

○「慶元勅復原稿」は「慶元勅集成稿」所載の集成勅條から重複箇条を統合し、節略文を

補正し、慶元勅の原文を復原して、篇目別に揭載順に排列するものである。

○條文番號【○○勅乙 XX】は復原勅條の假の番號であり、篇目別に揭載順に附す。

○復原條文に疑問などが存する箇所には校記を附す。

○復原條文の典據とする集成條文を條文番號順に a,b,c を附して列記する（当該勅條所載

の巻・總門・別門・戴本頁・靜本頁段は略す）。條文の典據とする集成條文が 1 箇條で

ある場合には條文番號のみ示して條文は略す。

名例勅復原（83 箇條）

【名例勅乙 1】諸緣婚姻應通謁者。定而未成亦是。

a〔名例勅甲 1〕

【名例勅乙 2】諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決江

河隄堰已決外。餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

a〔名例勅甲 2〕諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決

江河隄堰已決外。餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

b〔名例勅甲 5〕諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決

江河隄堰已決外。餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

c〔名例勅甲 12〕諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決

江河隄堰已決外。餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

d〔名例勅甲 14〕諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決

江河隄堰已決外。餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。
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e〔名例勅甲 21〕諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決

江河隄堰已決外。餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

f〔名例勅甲 25〕諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決

江河隄堰已決外。餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

g〔名例勅甲 27〕諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決

江河隄堰已決外。餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

h〔名例勅甲 31〕諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決

江河隄堰已決外。餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

i〔名例勅甲 33〕諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決

江河隄堰已決外。餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

j〔名例勅甲 34〕諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決

江河隄堰已決外。餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

k〔名例勅甲 35〕諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決

江河隄堰已決外。餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

l〔名例勅甲 36〕諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決

江河隄堰已決外。餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

m〔名例勅甲 37〕諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜

決江河隄堰已決外。餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

n〔名例勅甲 40〕諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決

江河隄堰已決外。餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

o〔名例勅甲 47〕諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決

江河隄堰已決外。餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

p〔名例勅甲 49〕諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決

江河隄堰已決外。餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

q〔名例勅甲 50〕諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜決

江河隄堰已決外。餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

r〔名例勅甲 70〕諸稱不以赦降原減。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

s〔名例勅甲 72〕諸稱不以赦降原減。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

t〔名例勅甲 118〕諸稱不以赦降原減。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

u〔名例勅甲 129〕諸稱不以赦降原減。除緣姦細事。或傳習妖敎。託幻變之術。及故決盜
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決江河隄堰已決外。餘犯。若遇非次赦。或再遇大禮赦者。聽從原免。

【名例勅乙 3】諸保事不當。不知情者。爲公罪。

a〔名例勅甲 3〕

【名例勅乙 4】諸稱監司者。謂轉運提點刑獄提擧常平司。稱察訪者。按察體量安撫同（１）。

稱按察官者。謂諸司通判以上之官［發運轉運判官同］。及知州通判各於本部職事相統攝

者。

（1）「稱監司者謂轉運提點刑獄提擧常平司」と「稱察訪者按察體量安撫同」の語順は未確定

である。

a〔名例勅甲 4〕諸稱監司者。謂轉運提點刑獄提擧常平司。稱按察官者。謂諸司通判以上

之官［發運轉運判官同］。及知州通判各於本部職事相統攝者。

b〔名例勅甲 13〕諸稱監司者。謂轉運提點刑獄提擧常平司。

c〔名例勅甲 16〕諸稱察訪者。按察體量安撫同。稱按察官者。謂諸司通判以上之官［發運

轉運判官同］。及知州通判各於本部職事相統攝者。

d〔名例勅甲 17〕諸稱察訪者。按察體量安撫同。稱按察官者。謂諸司通判以上之官［發運

轉運判官同］。及知州通判各於本部職事相統攝者。

【名例勅乙 5】諸稱親戚者。謂同居［無服同］。若緦麻以上［本宗袒免同］。母妻大功以上

親［姑姊妹姪女孫女之夫。姪女孫女之子同］。女婿子婦之父祖兄弟［孫女婿及孫婦之父。

兄弟妻及姊妹夫之父同］。母妻姊妹外孫。及甥之夫［妻之姊妹之子。若外祖父及舅同］。

a〔名例勅甲 6〕

【名例勅乙 6】諸緣婚姻應避親者。定而未成亦是。

a〔名例勅甲 7〕

【名例勅乙 7】諸公罪。因所犯替移或權攝職任。非得正官承替者。不理去官。卽未受斷勅。

或批罰指揮而正官已到。及在官再任。若主典解役者。聽從去官法［解役。謂出職而已離

本司。及勒停永不敍者］。

a〔名例勅甲 8〕
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【名例勅乙 8】諸稱去官者。遷官同［謂官名雖遷而職事不改。如轉運判官遷副使。都監遷

鈐轄之類。轉官者非］。

a〔名例勅甲 9〕

【名例勅乙 9】諸發運監司［經略安撫總管鈐轄司。應制置提點提擧之類同］。緣公事致罪。

其屬官爲壹等。吏人爲壹等。各以所由爲首。

a〔名例勅甲 10〕

【名例勅乙 10】諸家人以職事共犯罪者。依凡人首從法。私名書手軍典習學人。與正行吏

人共犯。雖造意。仍以吏人爲首。

a〔名例勅甲 11〕

【名例勅乙 11】諸公人犯流徒罪。或肆色贓罪杖［謂盜及枉法恐喝强乞取］。或兩犯餘贓罪

杖。或壹犯而逃亡。及雖不因犯罪而逃亡滿伯日。各不以首獲。並勒停。卽犯死罪若私罪

流贓罪徒。或兩犯私罪徒肆色贓罪杖。雖各會恩。亦勒停。

a〔名例勅甲 15〕諸公人犯肆色贓罪杖［謂盜及枉法恐喝强乞取］。並勒停。

b〔名例勅甲 61〕諸公人犯流徒罪。或肆色贓罪杖［謂盜及枉法恐喝强乞取］。或兩犯餘贓

罪杖。或壹犯而逃亡。及雖不因犯罪而逃亡滿伯日。各不以首獲。並勒停。卽犯死罪若

私罪流贓罪徒。或兩犯私罪徒肆色贓罪杖。雖各會恩。亦勒停。

【名例勅乙 12】諸擧官不當。不知情者。爲公罪。

a〔名例勅甲 18〕

【名例勅乙 13】諸稱制書者。詔吿宣勅御劄御寶批降。及參省樞密院奉聖旨文書同［謂非

有司謄降者］。

a〔名例勅甲 19〕諸稱制書者。詔吿宣勅御劄御寶批降。及參省樞密院奉聖旨文書同［謂非

有司謄降者］。

b〔名例勅甲 26〕諸稱制書者。詔吿宣勅御劄御寶批降。及參省樞密院奉聖旨文書同［謂非

有司謄降者］。
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c〔名例勅甲 28〕諸稱制書者。詔吿宣勅御劄御寶批降。及參省樞密院奉聖旨文書同［謂非

有司謄降者］。

【名例勅乙 14】諸稱恩者。謂赦降。稱降者。德音疏決同。

a〔名例勅甲 20〕

【名例勅乙 15】諸赦降。稱枉法自盜及入己贓者。並謂已入己［應斷私罪者非］。稱劫謀故

鬪殺者。謂正犯。卽以邪法藥物與人服食。及爲人合藥題疏鍼刺故不如本方。造厭魅符書

呪詛。並謂欲以疾苦人。或故令畜產及猛獸殺傷人。或故屛去人服用飮食之物。或脯肉有

毒故與人食。或有所規避將本宗或緦麻以上親遺棄。或誣吿人死罪。或詐陷人。或捕罪人

已就拘執別挾讎恨若有所規避而謀殺。或尊長犯死罪被囚禁不遣雇倩。及辭未窮盡而殺。

或故入人死罪。或挾情託法。或故爲慘毒。各致殺人者。皆同正犯。

a〔名例勅甲 22〕諸赦降。稱枉法自盜及入己贓者。並謂已入己［應斷私罪者非］。稱劫謀

故鬪殺者。謂正犯。卽以邪法藥物與人服食。及爲人合藥題疏鍼刺故不如本方。造厭魅

符書呪詛。並謂欲以疾苦人。或故令畜產及猛獸殺傷人。或故屛去人服用飮食之物。或

脯肉有毒故與人食。或有所規避將本宗或緦麻以上親遺棄。或誣吿人死罪。或詐陷人。

或捕罪人已就拘執別挾讎恨若有所規避而謀殺。或尊長犯死罪被囚禁不遣雇倩。及辭未

窮盡而殺。或故入人死罪。或挾情託法。或故爲慘毒。各致殺人者。皆同正犯。

b〔名例勅甲 69〕諸赦降。稱故殺者。謂正犯。故入人死罪。同正犯。

【名例勅乙 16】諸犯罪會降。稱死罪降從流者。流參阡里［本條罪不至死。有編配法者。

依不至死編配例］。稱流罪降從徒者。加役流流參阡里並徒參年。其餘以次降之［謂流貳

阡伍伯里降徒貳年半之類。婦人若諸軍或刺面人。各更降壹年］。應配者。並降杖壹伯。

稱徒罪降從杖者。徒參年降杖壹伯。餘亦以次降之。流以下放者。編配並免。徒以下放者。

沙門島遠惡處者。配如法。餘應配者。廣南配參阡里。貳阡里以上配阡里。伍伯里以上配

鄰州。鄰州配本州。本州配本城［已係牢城者。配本州壹等軍。無卽配鄰州］。應配本城

者。不刺面。應不刺面配者。鄰州編管。應降配移配者。並移壹等軍［降配者。仍充下名］。

應編管者免。

a〔名例勅甲 23〕
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【名例勅乙 17】諸會赦應改正拘收。雖未經責簿帳。但經問不承者。論如本犯法［不承。

謂經當職官立案者］。

a〔名例勅甲 24〕

【名例勅乙 18】諸稱禁物者。榷貨同。稱榷貨者。謂鹽礬茶乳香酒麴銅鉛錫銅礦鍮石。

a〔名例勅甲 29〕

【名例勅乙 19】諸違犯禁物。如被盜詐恐喝。及因水火致彰露者。並同首原。

a〔名例勅甲 30〕

【名例勅乙 20】諸私鑄錢者。不以蔭論。命官不在議請減之例。

a〔名例勅甲 32〕

【名例勅乙 21】諸稱分者。以拾分爲率。稱釐者。以壹分爲拾釐。

a〔名例勅甲 38〕諸稱分者。以拾分爲率。稱釐者。以壹分爲拾釐。

b〔名例勅甲 44〕諸稱分者。以拾分爲率。

c〔名例勅甲 46〕諸稱分者。以拾分爲率。

d〔名例勅甲 51〕諸稱分者。以拾分爲率。

e〔名例勅甲 73〕諸稱分者。以拾分爲率。

f〔名例勅甲 120〕諸稱分者。以拾分爲率。稱釐者。以壹分爲拾釐。

g〔名例勅甲 121〕諸稱分者。以拾分爲率。

【名例勅乙 22】諸罰俸者。以半月。罰直者。以拾直爲壹等。不在官蔭減等之例。

a〔名例勅甲 39〕諸罰俸者。以半月。罰直者。以拾直爲壹等。不在官蔭減等之例。

b〔名例勅甲 45〕諸罰直者。以拾直爲壹等。不在官蔭減等之例。

c〔名例勅甲 114〕諸罰俸者。以半月。罰直者。以拾直爲壹等。不在官蔭減等之例。

【名例勅乙 23】諸匿商稅。如被盜詐恐喝。及因水火。或以禁兵器捕格應捕罪人。致彰露

者。並同首原。

a〔名例勅甲 41〕



- 183 -

【名例勅乙 24】諸稱請受者。謂衣糧料錢［厨料醬菜錢。傔人衣糧隨衣錢馬草料。及不言

糧而止言米麥者同］。餘並爲添給。稱請給者。謂請受添給。

a〔名例勅甲 42〕

【名例勅乙 25】諸罪應減等。或爲從。若反坐罪之坐之與同罪准枉法准盜論者。不在編配

之例［誣吿出入之類。應比罪者。自依本法］。卽以累犯或情理凶惡應編配。及本條言皆

編配者。不以從免。其以罪名定編配應減者。依減至罪名編配法［謂如徒罪配杖罪編管者。

罪雖減等徒罪仍配。減至杖者編管之類］。

a〔名例勅甲 43〕諸罪應減等。若坐之者。不在編配之例。

b〔名例勅甲 79〕諸罪應減等。或爲從。若反坐罪之坐之與同罪准枉法准盜論者。不在編配

之例［誣吿出入之類。應比罪者。自依本法］。

c〔名例勅甲 87〕諸罪應減等。或爲從。若反坐罪之坐之與同罪准枉法准盜論者。不在編配

之例［誣吿出入之類。應比罪者。自依本法］。卽以累犯或情理凶惡應編配。及本條言

皆編配者。不以從免。其以罪名定編配應減者。依減至罪名編配法［謂如徒罪配杖罪編

管者。罪雖減等徒罪仍配。減至杖者編管之類］。

d〔名例勅甲 93〕諸罪應減等。若罪之坐之。不在編配之例。

【名例勅乙 26】諸公吏犯罪［謂受財枉法。及故出入人罪。或因差保正長並於稅租簿帳受

乞作弊。及監臨主守盜貸官物入己。以上各罪至徒者］。不在案問減等之例。雖已經決。

亦不通計。

a〔名例勅甲 48〕諸公吏犯罪［謂於稅租簿帳受乞作弊。罪至徒者］。不在案問減等之例。

雖已經決。亦不通計。

b〔名例勅甲 68〕諸公吏犯罪［謂受財枉法。及故出入人罪。或因差保正長並於稅租簿帳受

乞作弊。及監臨主守盜貸官物入己。以上各罪至徒者］。不在案問減等之例。雖已經決。

亦不通計。

【名例勅乙 27】諸稱觀寺者。宮院同。稱僧道者。尼女冠同。稱主首者。綱維同。

a〔名例勅甲 52〕



- 184 -

【名例勅乙 28】諸州縣學生醫生。州職醫助敎。犯公罪杖以下。太學武學外舍生。僧道。

犯私罪杖以下。攝諸州助敎。翰林祗候。曾得解及應免解擧人［武擧同］。太學武學上舍

内舍生。僧道錄。犯贓私罪杖［以上稱私罪贓罪。並謂非重害者］公罪徒以下。御前忠佐。

犯贓私罪徒公罪流以下。並贖［坑戸以賞得副尉。而依舊充應者。於本場冶。犯公罪流以

下。准此］。

a〔名例勅甲 53〕諸僧道。犯私罪杖以下。及僧道錄。犯贓私罪杖［以上稱私罪贓罪。並謂

非重害者］公罪徒以下。並贖。

b〔名例勅甲 113〕諸攝諸州助敎。犯贓私罪杖［稱私罪贓罪。並謂非重害者］公罪徒以下。

並贖。

c〔名例勅甲 116〕諸州縣學生醫生。州職醫助敎。犯公罪杖以下。太學武學外舍生。僧道。

犯私罪杖以下。攝諸州助敎。翰林祗候。曾得解及應免解擧人［武擧同］。太學武學上

舍内舍生。僧道錄。犯贓私罪杖［以上稱私罪贓罪。並謂非重害者］公罪徒以下。御前

忠佐。犯贓私罪徒公罪流以下。並贖［坑戸以賞得副尉。而依舊充應者。於本場冶。犯

公罪流以下。准此］。

【名例勅乙 29】諸應贖人爲僧道而合還俗者。不在比罪收贖之例。

a〔名例勅甲 54〕諸應贖人爲僧道而合還俗者。不在比罪收贖之例。

b〔名例勅甲 81〕諸應贖人爲僧道而合還俗者。不在比罪收贖之例。

【名例勅乙 30】諸僧道犯罪。應還俗而會恩原者。仍還俗［緣酒醉還俗者非］。

a〔名例勅甲 55〕

【名例勅乙 31】諸僧道犯盜詐恐喝財物［未得者同］。若博賭。及故毆傷人。並避罪逃亡。

或犯私罪徒公罪流並編管。及再犯私罪杖［不以赦前後］。並還俗。

a〔名例勅甲 56〕

【名例勅乙 32】諸童行與師相犯。論如師弟子律。不入拾惡。卽違法爲童行［已度爲僧道

者同］。以凡論。其師罪致死者。奏裁［犯時於法無違者。依本法］。

a〔名例勅甲 57〕



- 185 -

【名例勅乙 33】諸僧道亡失度牒。還俗。

a〔名例勅甲 58〕

【名例勅乙 34】諸稱川峽者。謂成都府。潼川府。利州夔州路。

a〔名例勅甲 59〕

【名例勅乙 35】諸稱公人者。謂衙前專副庫稱搯子杖直獄子兵級之類。稱吏人者。謂職級

至貼司。行案不行案人並同。稱公吏者。謂公人吏人。

a〔名例勅甲 60〕

【名例勅乙 36】諸有敍法公人［謂副尉吏人衙前監司書表客司之類］犯私罪徒公罪流。或

犯私罪杖贓私罪笞。避罪逃亡。不以首獲。雖各會恩［公罪流降至徒者。自依徒罪法］。

並降壹等。内私罪杖贓私罪笞。避罪逃亡滿伯日。勒停。

a〔名例勅甲 62〕

【名例勅乙 37】諸衙前職員使院職級。犯贓罪杖笞。若肆色贓已入己而會恩。各未應勒停

者。並降充散押衙。内敎練使及孔目官以上。降充散敎練使。

a〔名例勅甲 63〕

【名例勅乙 38】諸公人應勒停及降散職。若壹犯餘贓。各避罪逃亡者。不以首獲。雖會恩。

停降如法。

a〔名例勅甲 64〕

【名例勅乙 39】諸勅令無例者。從律［謂如見血爲傷。强者加貳等。加者不加入死之類］。

律無例。及例不同者。從勅令。

a〔名例勅甲 65〕

【名例勅乙 40】諸決杖應通計者。計所犯杖數。以相准折。每笞貳下［諸軍小杖同］折大

杖壹。笞肆下。大杖貳。各折脊杖壹。減就刑名決之［若犯徒參年。流參阡里。加役流。

及犯流應配充軍刺面人。婦人犯流。已決杖陸拾者。並減就徒壹年。或已決杖柒拾。並犯
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流貳阡伍伯里。已決杖陸拾者。並減就杖壹伯。如犯徒壹年半。已決杖捌拾。減就笞伍拾

之類。已減就刑名決之而有餘數者。勿論］。不成笞刑者。脊杖壹大杖貳笞肆下。各贖銅

壹斤。其應編配居作勒停還俗之類。各盡本法。卽死罪已決徒流而情輕者。奏裁［會恩。

及以災傷應減者。通計如法］。

a〔名例勅甲 66〕諸決杖應通計者。計所犯杖數。以相准折。每笞貳下［諸軍小杖同］折大

杖壹。笞肆下。大杖貳。各折脊杖壹。減就刑名決之［若犯徒參年。流參阡里。加役流。

及犯流應配充軍刺面人。婦人犯流。已決杖陸拾者。並減就徒壹年。或已決杖柒拾。並

犯流貳阡伍伯里。已決杖陸拾者。並減就杖壹伯。如犯徒壹年半。已決杖捌拾。減就笞

伍拾之類。已減就刑名決之而有餘數者。勿論］。不成笞刑者。脊杖壹大杖貳笞肆下。

各贖銅壹斤。其應編配居作勒停還俗之類。各盡本法。卽死罪已決徒流而情輕者。奏裁

［會恩。及以災傷應減者。通計如法］。

b〔名例勅甲 82〕諸決杖應通計者。計所犯杖數。以相准折。每大杖貳折脊杖壹。減就刑名

決之。

【名例勅乙 41】諸罪人應決而役者。計所役日。以減笞杖之數。每貳拾柒日當脊杖壹。玖

日當大杖壹。柒日當笞壹［有零日者。各聽當壹］。應役而決者。計所決笞杖。減其役日。

每脊杖壹當伍拾肆日。大杖壹當貳拾柒日。笞壹當拾肆日。卽應決而配者。亦計役日。以

減其笞杖［諸軍長行。非配遠惡州沙門島者。不在計日減笞杖之限］。刺面別當徒壹年［謂

元非刺面配充軍者。先以刺面當年。次以配役日減笞杖］。編管者。聽以貳日當壹日［有

零日。亦聽當壹日］。若止應編配決徒流者。奏裁。

a〔名例勅甲 67〕

【名例勅乙 42】諸違法移囚［囚未至而追還者非］。不在自首覺擧之例。

a〔名例勅甲 71〕

【名例勅乙 43】諸犯貳罪以上事發。更爲重罪至死。如會恩免死［因災傷減等同］。還依各

重其事法。

a〔名例勅甲 74〕

【名例勅乙 44】諸犯罪已發而更爲罪。應各重其事者。依逐犯別科。其編配。止以壹重論。
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a〔名例勅甲 75〕

【名例勅乙 45】諸事發未論決間。因緣犯罪者。以貳罪俱發論［謂如請求及詐妄之類。其

上書理訴不實已奏者非］。

a〔名例勅甲 76〕

【名例勅乙 46】諸貳罪以上合以重論。而重罪應贖。輕罪應決。則決其輕罪之數。餘以贖

論。

a〔名例勅甲 77〕

【名例勅乙 47】諸應比罪者［謂犯編配應當贖。及誣吿出入之類］。配沙門島比流貳阡里。

餘刺面配比徒參年。不刺面配比徒貳年［配軍。配沙門島者比徒參年。餘刺面配者比徒貳

年］。編管移鄕比徒壹年。其本罪徒以上。仍通比滿肆年者比流貳阡里。每半年加伍伯里。

滿陸年者比加役流。聽用官當減贖。不在除名之例［官當者准徒陸年。應贖者理銅伯斤］。

命官勒停衝替。擧人永不得應擧。流外品官勒停［公人係職級及衙前職員若副尉亦同］。

將校節級降補。諸軍降配。僧道還俗。本罪杖以下［雖無本罪同］。各比徒壹年。

a〔名例勅甲 78〕諸應比罪者［謂犯編配應當贖。及誣吿出入之類］。配沙門島比流貳阡里。

餘刺面配比徒參年。不刺面配比徒貳年［配軍。配沙門島者比徒參年。餘刺面配者比徒

貳年］。編管移鄕比徒壹年。其本罪徒以上。仍通比滿肆年者比流貳阡里。每半年加伍

伯里。滿陸年者比加役流。聽用官當減贖。不在除名之例［官當者准徒陸年。應贖者理

銅伯斤］。命官勒停衝替。擧人永不得應擧。流外品官勒停［公人係職級及衙前職員若

副尉亦同］。將校節級降補。諸軍降配。僧道還俗。本罪杖以下［雖無本罪同］。各比徒

壹年。

b〔名例勅甲 84〕諸應比罪者［謂犯編配應當贖之類］。移鄕比徒壹年。

【名例勅乙 48】諸累犯者［謂再犯參犯之類］。壹犯徒流比兩犯杖。並以赦後經斷有文案者

爲數［雖無文案。有衆證可驗者同］。具稱不以赦前後者。止謂常赦。

a〔名例勅甲 80〕

【名例勅乙 49】諸犯死罪非拾惡。及持仗强盜。謀殺故殺人已殺。而祖父母父母老疾應侍。
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家無期親成丁者。奏裁。犯配沙門島遠惡州及廣南。並配阡里。伍伯里以上配鄰州。鄰州

配本州。應移鄕者。移鄰州。犯流應居作［情理凶惡。故毆人至廢疾者非］及編管者。並

免。卽已編配居作而應侍者。准此移放。

a〔名例勅甲 83〕諸祖父母父母老疾應侍。家無期親成丁。應移鄕者。移鄰州。

b〔名例勅甲 90〕諸犯死罪非拾惡。及持仗强盜。謀殺故殺人已殺。而祖父母父母老疾應侍。

家無期親成丁者。奏裁。犯配沙門島遠惡州及廣南。並配阡里。伍伯里以上配鄰州。鄰

州配本州。應移鄕者。移鄰州。犯流應居作［情理凶惡。故毆人至廢疾者非］及編管者。

並免。卽已編配居作而應侍者。准此移放。

【名例勅乙 50】諸稱配者。刺面。不指定軍名者。配牢城。稱本城者。謂諸軍住營諸色人

住家之所［本州無牢城本城。卽配鄰州牢城或本城］。其兵級已係廂軍者。配牢城。已係

牢城而應配本州若本城者。配本州或鄰州重役。無重役。卽配鄰州牢城［應配鄰州或伍伯

里本城者。准此］。

a〔名例勅甲 85〕

【名例勅乙 51】諸犯流應配。及婦人犯流者。並決脊杖貳拾。免居作。餘依本法。

a〔名例勅甲 86〕

【名例勅乙 52】諸犯罪應編管者。將校奏裁。兵級刺面人降配。婦人應編配者。並免［本

條指定編管者非］。

a〔名例勅甲 88〕

【名例勅乙 53】諸稱遠惡州者。謂南恩新循梅高雷化賓容瓊州。萬安昌化吉陽軍。

a〔名例勅甲 89〕

【名例勅乙 54】諸緣坐應編管而年陸拾以上拾伍以下。及婦人於本條應編管而夫之祖父母

父母或祖父母父母［謂未嫁者。卽雖已嫁而召贅婿者同］老疾應侍。家無期親成丁者。並

免。若已編管而應免者。亦放。

a〔名例勅甲 91〕
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【名例勅乙 55】諸强盜拾次得財［壹傷人當兩得財。並謂有財主照證者。經恩尙有餘罪。

或該配者。皆理爲數］。或親傷捕盜官。或手殺捕盜將校財主。或該陵遲處斬。或結梟徒

黨於州縣鎭寨内强盜。或朝廷遣使招捕者。並爲凶惡。

a〔名例勅甲 92〕

【名例勅乙 56】諸以官品定罪者。令肆品依律參品。陸品依伍品。捌品依柒品［謂議請減

及官當。若相毆之類］。

a〔名例勅甲 94〕

【名例勅乙 57】諸流外品官。聽以官品除免官當減贖。犯公罪徒。未該追官者。停流外任。

a〔名例勅甲 95〕

【名例勅乙 58】諸品官及除免官當未敍者。犯伍流。各依律。

a〔名例勅甲 96〕

【名例勅乙 59】諸爵及勳官。不在議請減贖當免之例。

a〔名例勅甲 97〕

【名例勅乙 60】諸武翼大夫。翰林良醫以上。帶遙郡者。議請減贖當免。並同正任。

a〔名例勅甲 98〕

【名例勅乙 61】諸除名及未入官人［犯罪依品官法者同］。除免官當未敍。或已敍而未應當

贖者。更犯流以下。官各以贖論。

a〔名例勅甲 99〕

【名例勅乙 62】諸進納［謂未降住鬻爵詔書。以前補授是存人（１）。餘條稱進納。准此］及

陣亡換給得補將仕郞助敎［並謂不理選限者］犯鬪毆人折傷以上者。不在當贖之例［佃客

人力女使非］。若後下手理直。應減等者。奏裁。

（1）「存人」は誤りの可能性がある。戴本 819 頁校勘記〔二〕を參照。

a〔名例勅甲 100〕
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【名例勅乙 63】諸犯盜。以勅計錢定罪。以律計絹除免。卽應當贖而罪至加役流。依律。

a〔名例勅甲 101〕

【名例勅乙 64】諸應以官當者。追見任。次歷任高官。免官者。免見任並歷任内壹高官。

免所居官者。止免見任。其帶職者。以所帶職別爲壹官［謂見任學士。待制。修撰。直閣。

帶御器械。閤門舍人。宣贊舍人。閤門祗候。入内内侍。兩省都知副都知押班］。或以官。

或以職。奏裁。

a〔名例勅甲 102〕

【名例勅乙 65】諸承直郞以下。任無品差遣者［謂監當場務。及幹辦公事之類］。聽依有品

差遣當免。

a〔名例勅甲 103〕

【名例勅乙 66】諸少府監鑄印副篆文官。太史局刻擇官。鐘鼔院司辰犯罪。依流外玖品官

法。應追官者。以所授文書爲壹官［已入流外品者。不許爲歷任追當］。

a〔名例勅甲 104〕

【名例勅乙 67】諸未入官人校尉犯罪。依玖品官法。應追官者。以所授文書爲壹官［已授

品官者。各不許爲歷任追當。若自進義校尉轉進武校尉。止以進武校尉爲壹官當］。其散

官應當免。而無歷任官者。追所授散官。仍奏裁。

a〔名例勅甲 105〕

【名例勅乙 68】諸監臨主守。於所監守内犯盜。及受財枉法。應除名者。並謂贓已入己［應

斷私罪者非］。

a〔名例勅甲 106〕

【名例勅乙 69】諸宗室女［謂非應議者］之夫子。若前代帝之後。經本朝錄用有官者祖父

母父母妻子孫。及雖不授官。經賜予者之身犯罪。依有蔭人法。

a〔名例勅甲 107〕
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【名例勅乙 70】諸捌品以上官子孫之婦犯罪。蔭如其夫。卽官品得請者之女使。曾經有子

者。聽用蔭如伍品妾［犯主情重者非］。

a〔名例勅甲 108〕

【名例勅乙 71】諸以官招聘之士。雖不受聘。聽以所聘官爲蔭。其流外進納。因致仕官得

封贈。父至朝奉郞將軍以上者。依捌品官法。

a〔名例勅甲 109〕

【名例勅乙 72】諸品官之家。知鄰保有犯不糾。若失火罪不至死者。以贖論。

a〔名例勅甲 110〕諸品官之家。知鄰保有犯不糾。若失火罪不至死者。以贖論。

b〔名例勅甲 117〕諸品官之家。知鄰保有犯不糾。若失火罪不至死者。以贖論。

【名例勅乙 73】諸有蔭人。參犯私罪杖。各情重。或正犯鬪殺罪至死。該恩減等應流配者。

並不得以蔭論。餘犯徒流罪。情不可贖者。奏裁。卽雖有蔭。犯私罪經眞決。而更犯私罪

者。依無蔭人法。

a〔名例勅甲 111〕

【名例勅乙 74】諸將校犯階級。及臨寇敵有犯。或監守内姦盜略人受財入己。若放債者。

不得以蔭論［御前忠佐。准此］。卽兵級刺面人犯罪。人力女使犯主［人力姦主同］。殿

侍［下班祗應同］公人並無祿監臨主司。於本職及監守内犯贓。或職事有犯。若違慢者。

准此。

a〔名例勅甲 112〕

【名例勅乙 75】諸犯罪情輕。杖以下。聽以贖論。卽公人有罪。而朝省或按察官司令勘決

者。不用此例。

a〔名例勅甲 115〕

【名例勅乙 76】諸故殺馬牛及官私駝騾驢［私謂非己者。卽盜及謀殺而自首。免其所因］。

各不在自首之例。
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a〔名例勅甲 119〕

【名例勅乙 77】諸故燒舍宅財物［謂已有所損敗者。卽爲從而吿獲徒伴者非］。不在自首之

例。

a〔名例勅甲 122〕

【名例勅乙 78】諸軍空房娶妻。其夫未歸而與夫之親相犯若姦。依服紀法。罪至死者。減

壹等。准凡法。重於減罪者。自從重。

a〔名例勅甲 123〕

【名例勅乙 79】諸嫁娶。應離之正之。若年未及令［事發時。年已及令者。依婚法］而與

夫之親妻之父母相犯及姦。或夫妻相犯。各以凡論。准服紀。罪輕者。計凡人之罪。杖以

下。依服紀法。徒以上。奏裁。

a〔名例勅甲 124〕

【名例勅乙 80】諸犯義絶。未經斷離而相犯者。及姦者。各論如服紀法。罪至死者。奏裁。

准凡人至死者。以凡論。

a〔名例勅甲 125〕

【名例勅乙 81】諸受人欲雇者。若雇人欲販者。相犯及姦。並同凡人［姦欲雇欲販婦女者。

止坐男子］。

a〔名例勅甲 126〕

【名例勅乙 82】諸稱品官之家者。謂品官父祖子孫。及與同居者［品官母妻之乳母同居者。

准此］。

a〔名例勅甲 127〕

【名例勅乙 83】諸於人力女使佃客稱主者。謂同居應有財分者。稱女使者。乳母同［所乳

之子孫及其婦。不用此例］。

a〔名例勅甲 128〕
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衞禁勅復原（53 箇條）

【衞禁勅乙 1】諸巡捕官。失覺察本界内停藏［謂經日者］貨易私茶鹽。而被他人捕獲。貳

伯斤罰俸壹月。每貳伯升加壹等。至參月止。追索印紙批書。若有獲到數目。依法比折。

不係正官。貳斤比壹斤。

a〔衞禁勅甲 1〕諸巡捕官。失覺察本界内停藏［謂經日者］貨易私茶鹽。而被他人捕獲。

貳伯斤罰俸壹月。每貳伯升加壹等。至參月止。追索印紙批書。若有獲到數目。依法比

折。不係正官。貳斤比壹斤。

b〔衞禁勅甲 27〕諸巡捕官。失覺察本界内停藏［謂經日者］貨易私茶鹽。而被他人捕獲。

貳伯斤罰俸壹月。每貳伯斤加壹等。至參月止。追索印紙批書。若有獲到數日。依法比

折。不係正官。貳斤比壹斤。

【衞禁勅乙 2】諸以國家事宜。若重害文書。及干邊防。報化外者。絞。未通報。減壹等。

配貳阡里。以上。並奏裁。許人捕。

a〔衞禁勅甲 2〕

【衞禁勅乙 3】諸無故入監司門［安撫經略總管鈐轄司同］。杖陸拾。至吏舍者。加貳等［吏

院住家處。准此］。

a〔衞禁勅甲 3〕

【衞禁勅乙 4】諸犯榷貨私有者。許人吿［外來官酒。通商鹽（１）入禁地。官鹽入別縣界。

非應有者。亦許吿］。販私有者。許捕。

（1）「外來官酒」と「通商鹽」の語順は確定できない。

a〔衞禁勅甲 4〕諸犯榷貨私有者。許人吿。販私有者。許捕。

b〔衞禁勅甲 21〕諸犯榷貨私有者。許人吿［通商鹽入禁地。官鹽入別縣界。非應有者。亦

許吿］。販私有者。許捕。

c〔衞禁勅甲 35〕諸犯榷貨私有者。許人吿［外來官酒入禁地者。亦許吿］。販私有者。許

捕。
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【衞禁勅乙 5】諸犯榷貨。止以見在爲坐。本物不在而犯狀分明者。元犯杖以上。論如不應

得爲律［徒以上。從重］。

a〔衞禁勅甲 5〕

【衞禁勅乙 6】諸共犯榷貨。雖不行。各依本首從論。非同財者。計己分。依相因爲首從法。

a〔衞禁勅甲 6〕

【衞禁勅乙 7】諸犯榷貨。非販者［銅鉛銅礦鍮石非］。貳分得壹分之罪。罪止徒參年。仍

免編配。

a〔衞禁勅甲 7〕諸犯榷貨。非販者［銅鉛銅礦鍮石非］。貳分得壹分之罪。罪止徒參年。仍

免編配。

b〔衞禁勅甲 43〕諸犯榷貨。非販者［銅鉛銅礦鍮石非］。貳分得壹分之罪。罪止徒參年。

仍免編配。

【衞禁勅乙 8】諸持仗裹送人。販私有榷貨者。與同罪。許人捕。通販者及參人。依結集徒

黨法。

a〔衞禁勅甲 8〕

【衞禁勅乙 9】諸集結徒黨。持仗私造。或販私有榷貨。但共謀同行。不以財本同異。各加

本罪壹等［乳香加至罪止者。皆配伍伯里］。拒捕者。依同謀共毆傷人［不同拒捕謀者。

以結集人爲元謀］。卽拋棄榷貨而拒捕。及拒捕加等。各罪輕者。徒貳年。其折傷。下手

重及元謀。各配鄰州。折支以上。下手重配遠惡州。元謀配阡里。元謀記（１）配伍伯里。

餘下手配鄰州。殺人。下手重者斬。元謀配遠惡州。餘下手配貳阡里。以上配遠惡州者。

遇赦不還。

（1）「元謀記」は誤りの可能性がある。戴本 405 頁校勘記〔五〕を參照。

a〔衞禁勅甲 9〕

【衞禁勅乙 10】諸知情引領交易停藏負載榷貨者。貳分爲壹分之罪［貳人以上之物。仍依

倍法］。罪止徒參年。與本犯人刑名等。若重者。各減犯人壹等名。知情借助錢物。與客
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人作本私犯者。依犯人法。

a〔衞禁勅甲 10〕

【衞禁勅乙 11】諸知情私有榷引貨［販與非販等］。及知情引領交易停藏負載人。不以赦前

後。肆犯杖。並鄰州編管。經編管後。各又兩犯杖。不刺面配本城［各以本色榷貨。理犯

數］。

a〔衞禁勅甲 11〕

【衞禁勅乙 12】諸犯榷貨。赦書到後。限參拾日首納毀棄。限外不首毀。及雖在限内。輒

將貨易者。復罪如初。

a〔衞禁勅甲 12〕

【衞禁勅乙 13】諸獲犯榷貨人。具曾無拒捍。或持仗。申所屬。有不實者。以出入人罪論。

a〔衞禁勅甲 13〕

【衞禁勅乙 14】諸巡捕榷貨使臣。差人巡察者。徒貳年［知犯人藏匿。及經過處。須分捕

而差者。不坐］。

a〔衞禁勅甲 14〕

【衞禁勅乙 15】諸巡捕人。失覺察本界内停藏［謂經日者］貨易。若透漏外來官酒。私有

榷貨（１）。而被他人吿捕獲者［稅務專攔搜檢稅物。而透漏私茶鹽同］。犯人杖罪笞肆拾。

徒罪杖捌拾。流罪杖壹伯［堰閘應搜檢人透漏。各減貳等。由笞罪減者。再犯。乃坐］。

若係產銅界内巡捕人。透漏失覺察私賣銅。或私輒鑄造銅器出賣者。各加壹等。

（1）「外來官酒」と「私有榷貨」の語順は確定できない。

a〔衞禁勅甲 15〕諸巡捕人。失覺察本界内停藏［謂經日者］貨易。若透漏私有榷貨。而被

他人吿捕獲者。犯人杖罪笞肆拾。徒罪杖捌拾。流罪杖壹伯［堰閘應搜檢人透漏。各減

貳等。由笞罪減者。再犯。乃坐］。

b〔衞禁勅甲 29〕諸巡捕人。失覺察本界内停藏［謂經日者］貨易。若透漏私有榷貨。而被

他人吿捕獲者［稅務專攔搜檢稅物。而透漏私茶鹽同］。犯人杖罪笞肆拾。徒罪杖捌拾。

流罪杖壹伯［堰閘應搜檢人透漏。各減貳等。由笞罪減者。再犯。乃坐］。
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c〔衞禁勅甲 36〕諸巡捕人。失覺察本界内停藏［謂經日者］貨易。若透漏外來官酒。而被

他人吿捕獲者。犯人杖罪笞肆拾。徒罪杖捌拾。流罪杖壹伯［堰閘應搜檢人透漏。各減

貳等。由笞罪減者。再犯。乃坐］。

d〔衞禁勅甲 45〕諸巡捕人。失覺察本界内停藏［謂經日者］貨易。若透漏私有榷貨。而被

他人吿捕獲者。犯人杖罪笞肆拾。徒罪杖捌拾。流罪杖壹伯。若係產銅界内巡捕人。透

漏失覺察私賣銅。或私輒鑄造銅器出賣者。各加壹等。

【衞禁勅乙 16】諸當職官及稅務專副攔頭。若巡捕官司所管諸軍公人。故縱榷貨者。與同

罪［稅務雖輕收稅同］。專攔非在務。及堰閘應搜檢人故縱者。各減貳等［監門官吏及守

把公人不搜檢。故縱榷貨入城者。准此］。

a〔衞禁勅甲 16〕

【衞禁勅乙 17】諸監司［屬官同］若當職官。及巡捕官司所管諸軍公人。各及其家人販榷

貨者［罷役弓手。放停土軍。於本地分有犯同］。加凡人壹等。茶鹽。又加壹等。或將捉

到茶鹽數減剋不送官。若私自賣。罪輕者。各徒貳年。知情容縱不糾擧者。部轄人。與犯

人同罪。所管官。減貳等。若失覺察者。各杖壹伯。

a〔衞禁勅甲 17〕諸監司［屬官同］若當職官。及巡捕官司所管諸軍公人。各及其家人販榷

貨者［罷役弓手。放停土軍。於本地分有犯同］。加凡人壹等。茶鹽。又加壹等。或將

捉到茶鹽數減剋不送官。若私自賣。罪輕者。各徒貳年。知情容縱不糾擧者。部轄人。

與犯人同罪。所管官。減貳等。若失覺察者。各杖壹伯。

b〔衞禁勅甲 25〕諸鹽司［屬官同］若當職官。及巡捕官司所管諸軍公人。各及其家人販榷

貨者［罷役弓手。放停土軍。於本地分有犯同］。加凡人壹等。茶鹽。又加壹等。或將

捉到茶鹽數減剋不送官。若私自賣。罪輕者。各徒貳年。知情縱容不糾擧者。部轄人。

與犯人同罪。所管官。減貳等。若失覺察者。各杖壹伯。

【衞禁勅乙 18】諸巡捕榷貨人。已獲犯人而故縱。若減所獲物。或受贓者。並許人吿。

a〔衞禁勅甲 18〕

【衞禁勅乙 19】諸私有茶。貳兩笞肆拾。肆斤加壹等。肆拾斤徒壹年。肆拾斤加壹等。陸

伯斤。不刺面配本城。
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a〔衞禁勅甲 19〕

【衞禁勅乙 20】諸私有鹽。壹兩笞肆拾。貳斤加壹等。貳拾斤徒壹年。貳拾斤加壹等。參

伯斤。配本城［煎煉者。壹兩比貳兩］。以通商界鹽入禁地者。減壹等。參伯斤流參阡里。

其人戸賣蠶鹽。兵級賣食鹽。及以官鹽入別界［於就近州縣買食鹽。伍斤以下者。不坐］。

壹斤笞貳拾。貳拾斤加壹等。貳伯斤徒壹年。貳伯斤加壹等。罪止徒參年。

a〔衞禁勅甲 20〕

【衞禁勅乙 21】諸私有及煎煉白礬。並依鹽法。私有土礬碌礬［摘碌礬夾石柳絮礬同］青

膽礬。壹斤笞肆拾。拾斤加壹等。伯斤徒壹年。伯斤加壹等。阡斤。不刺面配本城。其諸

路礬。侵越界分賣者。依私有法。卽私煎煉白礬。鄰保知而不吿者。減犯人罪壹等。罪止

杖壹伯。

a〔衞禁勅甲 22〕

【衞禁勅乙 22】諸私煎煉鹽。煉未成者。論如不應得爲律。

a〔衞禁勅甲 23〕

【衞禁勅乙 23】諸引領交易私有乳香［出產地分茶鹽同］。各依犯人法。

a〔衞禁勅甲 24〕諸引領交易私有乳香［出產地分茶鹽同］。各依犯人法。

b〔衞禁勅甲 39〕諸引領交易私有乳香。依犯人法。

【衞禁勅乙 24】諸巡捕官。透漏私茶鹽［稅務鹽官搜檢稅物而透漏者同］。不及伯斤罰俸壹

月。每伯斤加壹等。至參月止。伍伯斤展磨勘貳年。壹阡斤差替［兩犯通及壹阡伍伯斤者。

准此］。不係正官者。貳斤比壹斤［鹼地分令佐。透漏刮鹼煎鹽同］。雖獲犯人而本物不

在。並不坐。

a〔衞禁勅甲 26〕

【衞禁勅乙 25】諸巡捕官。透漏私有礬者。伯斤罰俸壹月。每伯斤加壹等。至參月止。壹

阡伍伯斤差替［兩犯通及貳阡斤者。准此。私乳香。壹斤比拾斤］。不係正官者。參斤比

壹斤。卽令佐透漏私煎煉白礬。減不係正官罪壹等。雖獲犯人而本物不在者。並不坐。
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a〔衞禁勅甲 28〕諸巡捕官。透漏私有礬者。伯斤罰俸壹月。每伯斤加壹等。至參月止。壹

阡伍伯斤差替［兩犯通及貳阡斤者。准此］。不係正官者。參斤比壹斤。卽令佐透漏私

煎煉白礬。減不係正官罪壹等。雖獲犯人而本物不在者。並不坐。

b〔衞禁勅甲 40〕諸巡捕官。透漏私有礬者。伯斤罰俸壹月。每伯斤加壹等。至參月止。壹

阡伍伯斤差替［兩犯通及貳阡斤者。准此。私乳香。壹斤比拾斤］。不係正官者。參斤

比壹斤。雖獲犯人而本物不在者。並不坐。

【衞禁勅乙 26】諸販私茶鹽榷禁者。將有刃器仗［謂堪以拒捍者］隨行。以私有禁兵器論。

a〔衞禁勅甲 30〕

【衞禁勅乙 27】諸禁地内［謂去東京城貳拾伍里。州貳拾里。縣鎭寨拾里内。餘條酒麴。

稱禁地者。准此］私造酒。壹升笞肆拾。伍升加壹等。伍斗徒壹年。伍斗加壹等。伍石。

不刺面配本城。禁地内私有。禁地外私造。各減壹等。以上。再犯至罪止者。各不以禁地

内外。並配本城［兩犯禁地外私有。至罪止者。不刺面］。其造者。酒匠爲從［下條麴匠。

准此］。卽將外來官酒入禁地。壹升笞肆拾。貳升加壹等。壹石伍斗徒壹年。壹石伍斗加

壹等。罪止徒參年。禁地外。及鄕村酒。自相浸越沽賣。減壹等。

a〔衞禁勅甲 31〕

【衞禁勅乙 28】諸以所得官酒入別州界賣者。依外來官酒入禁地法。

a〔衞禁勅甲 32〕

【衞禁勅乙 29】諸酒戸知情放酒入禁地販賣者。減犯人罪參等。罪止杖壹伯。

a〔衞禁勅甲 33〕

【衞禁勅乙 30】諸私有麴［謂小麥麪麴。其連麩麴貳斤。大麥米豆麴貳斤半。雜物造成但

可造酒者參斤。並比壹斤］。禁地内。壹兩笞肆拾。壹斤加壹等。拾斤徒壹年。拾斤加壹

等。伯斤。不刺面配本城。禁地外。壹兩笞肆拾。貳斤加壹等。貳拾斤徒壹年。貳拾斤加

壹等。壹伯伍拾斤。不刺面配本城。酒戸賣與界内不應造酒人者。杖捌拾。自將入禁地。

及賣與別界不應造酒人。減私有壹等。其買人。係禁地内。同私有法。禁地外。減壹等。

a〔衞禁勅甲 34〕
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【衞禁勅乙 31】諸私有乳香［造假乳香。及知而販賣者同］。壹兩笞肆拾。貳斤加壹等。貳

拾斤徒壹年。貳拾斤加壹等。參伯斤。配本城。

a〔衞禁勅甲 37〕

【衞禁勅乙 32】諸販官乳香。引外有剩。及應赴官批銷而不赴。若不應出本州縣界而出者。

以私有論。

a〔衞禁勅甲 38〕

【衞禁勅乙 33】諸私有銅及鍮石者［銅礦及夾雜銅。並烹煉淨銅計數。其盜人許存留之物

者。免烹煉。每兩除豁參錢］。壹兩杖捌拾。壹斤加壹等。拾伍斤。不刺面配鄰州本城。

爲人造作器物者。與物主同罪。配亦如之。作具沒官［自造者。准此］。

a〔衞禁勅甲 41〕

【衞禁勅乙 34】諸私有鉛［夾雜者。並黄丹砂子。並烹煉淨鉛計數］。壹斤笞伍拾。貳拾斤

加壹等。過杖壹伯。參拾斤加壹等。罪止徒參年。出產地分私烹煉。加壹等。

a〔衞禁勅甲 42〕

【衞禁勅乙 35】諸巡捕官。任内透漏銅出界。及失覺察私置爐烹煉。或賣買不入官。以捕

得斤數折除外。伍拾斤展磨勘半年。縣尉殿參月參選。伯斤展壹年。縣尉殿半年。貳伯斤

展貳年。縣尉殿壹年。如係所產去處。各遞加壹等［磨勘殿選。並以壹季爲壹等。專差巡

捕使臣。透漏失覺察。至貳伯斤。仍降等差遣］。其銅礦鉛錫拾斤。或銅垢以烹煉到淨銅

伍斤。各比銅壹斤。

a〔衞禁勅甲 44〕

【衞禁勅乙 36】諸出產銅鉛錫界内耆長。失覺察私置爐烹煉。而爲他人吿捕獲。並同保及

保正長知而不糾者。並依界内停藏貨易透漏榷貨法。

a〔衞禁勅甲 46〕

【衞禁勅乙 37】諸以銅錢出中國界者。徒參年。伍伯文流貳阡里。伍伯文加壹等。徒罪配
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參阡里。從者配貳阡里。流罪配廣南。從者配參阡里。參貫。配遠惡州。從者配廣南。伍

貫絞。從者配遠惡州。知情引領停藏負載人。減犯人罪壹等。仍各依從者配法。以上。並

奏裁。各不以赦降原減。許徒伴及諸色人捕。依格支賞外。隨行應干錢物。並全給捕人。

其犯人並知情引領停藏負載人名下家產。並籍沒入官［如已裝發。候回日。亦許徒伴及諸

色人捕。盡以犯人回貨給賞外。仍依格推賞］。

a〔衞禁勅甲 47〕

【衞禁勅乙 38】諸以銅錢與蕃商博易者。徒貳年。伍伯文加壹等。過徒參年。壹貫加壹等。

徒罪配貳阡里。從者配阡里。流罪配參阡里。從者配貳阡里。伍貫。配廣南。從者配參阡

里。拾貫。配遠惡州。從者配廣南。知情引領停藏負載人。減犯人罪壹等。仍依從者配法。

以上。並化外人有犯者。並奏裁。各不以赦降原減。許徒伴及諸色人捕。除依格支賞外。

隨行錢物。並給捕人。其犯人並知情引領停藏負載人名下家產。並籍沒入官。

a〔衞禁勅甲 48〕

【衞禁勅乙 39】諸不覺察錢銅出中國界。或以銅錢與蕃商博易者。市舶司當職官吏［謂置

司州］巡捕官巡防人。以違制論。州知通縣令丞鎭寨官。並經由透漏去處巡捕官巡防人。

杖壹伯。故縱者。與犯人同罪。至死。減壹等。

a〔衞禁勅甲 49〕

【衞禁勅乙 40】諸將銅錢入海船者。杖捌拾。壹貫杖壹伯。參貫杖壹伯。編管伍伯里。伍

貫徒壹年。從者杖壹伯。柒貫徒貳年。從者徒壹年。拾貫流貳阡里。從者徒參年。知情引

領停藏負載人。依從者法。若化外有犯者。並奏裁。不以赦降原減。許徒伴及諸色人捕。

其隨行錢物。並全給捕人。

a〔衞禁勅甲 50〕

【衞禁勅乙 41】諸打造海船。先經所屬。請給禁納銅錢入海條令。雕注船梁。違者。杖捌

拾。

a〔衞禁勅甲 51〕

【衞禁勅乙 42】諸將堪造軍器物［謂弓弩竹木材槍桿箭簳筋角鰾膠白蠟牛皮皮單ⓑ及皮鞋
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底。餘條堪造軍器物。准此］。入參路緣邊及河北京東路緣海州界者。徒壹年。物價［據

見獲物估］及貳貫加壹等。過徒參年。伍貫加壹等。物沒官。許人吿。關津稅務官司失覺

察。杖壹伯。

a〔衞禁勅甲 52〕

【衞禁勅乙 43】諸以堪造軍器物。賣與化外人。及引領者。並徒貳年。計贓壹尺徒參年。

壹匹加壹等。徒罪皆配阡里。流罪皆配貳阡里。參拾匹。皆配遠惡州。物沒官。知情停藏

負載人。減犯人壹等。仍依犯人配法。熟鐵［造成器物同］與外國使人［非使人同］交易。

罪輕者。徒參年。配阡里。許人吿［非使人。許捕］。

a〔衞禁勅甲 53〕

【衞禁勅乙 44】諸共化外人私相交易。許人捕。

a〔衞禁勅甲 54〕

【衞禁勅乙 45】諸僧道。於緣邊次邊游索者。杖壹伯。許人吿。有所干請。已施行者。加

本罪壹等。押歸本貫。

a〔衞禁勅甲 55〕

【衞禁勅乙 46】諸蕃僧回紇入川峽界者。杖捌拾［曾經遣出界。而復入者。准此］。已過關

者。從私度法。卽隱帶不應入人而入者。減犯人壹等。

a〔衞禁勅甲 56〕

【衞禁勅乙 47】諸蕃蠻入貢應賣買。輒以鈔引交易者。計價論如共化外人私相交易律。徒

罪配伍伯里。從者配鄰州。並本城。流罪配阡里。從者配伍伯里。許人捕［入貢人免捕。

仍不坐罪］。鈔引及行隨物。並沒官。已買物。追還主。押伴譯語隨行主管賣買人知情。

減犯人壹等。不知情。杖壹伯。

a〔衞禁勅甲 57〕

【衞禁勅乙 48】諸將嶺南溪洞蠻人過嶺北者。杖壹伯。

a〔衞禁勅甲 58〕
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【衞禁勅乙 49】諸北界人私入中國者。許人吿［非在河北河東路獲者。奏裁］。其知情容止

者。徒壹年。

a〔衞禁勅甲 59〕

【衞禁勅乙 50】諸蕃商娶中國人爲妻。及雇爲人力女使。將入蕃者。徒壹年。將中國所生

子孫入蕃者。減壹等。

a〔衞禁勅甲 60〕

【衞禁勅乙 51】諸隨化外人出中國者。徒參年。配淮南。未過界者。減壹等。淮南編管。

其往西北界者。仍奏裁。

a〔衞禁勅甲 61〕

【衞禁勅乙 52】諸透漏化外及中國人私出入邊界者。巡防官將校兵級。各杖捌拾。

a〔衞禁勅甲 62〕

【衞禁勅乙 53】諸私採盧甘石。壹斤以上笞伍拾。貳拾斤杖陸拾。拾斤加壹等。過杖壹伯。

貳拾斤加壹等。罪止徒參年。私有者。減壹等。許人吿。石沒官。

a〔衞禁勅甲 63〕

職制勅復原（219 箇條）

【職制勅乙 1】諸帥臣書寫機宜文字。輒干預簽書本司其餘事務者。杖壹伯。

a〔職制勅甲 1〕

【職制勅乙 2】諸發運監司。受省臺寺監輒委主管非所職之事而不繳奏者。杖壹伯［所屬有

妨礙而令別司取索點檢磨勘行遣之類者非］。

a〔職制勅甲 2〕
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【職制勅乙 3】諸發運監司。事非所職而輒主管者。徒壹年［監司應措置及申請而事干他司。

不先關報者。准此］。州縣官司申禀違所屬者。減壹等。

a〔職制勅甲 3〕

【職制勅乙 4】諸緣公使庫職事。輒委縣令佐主管者。徒壹年。

a〔職制勅甲 4〕諸緣公使庫職事。輒委縣令佐主管者。徒壹年。

b〔職制勅甲 69〕諸緣公使庫職事。輒委縣令佐主管者。徒壹年。

【職制勅乙 5】諸路分兵官將副。緣邊都監。武臣知縣。或鎭寨長官。押隊部隊將。輒出謁。

及見賓客［兼知州或有公使應管設賓客。或邂逅相遇。或應延門客。或醫人。或得朝假不

在任者非］。並見之者。各徒貳年。卽職事相干。及本宗。或緦麻以上親。各及其婚姻之

家。若祖父母父母妻緦麻以上親。及其夫子往還者。不坐。

a〔職制勅甲 5〕諸路分兵官將副。緣邊都監。武臣知縣。或鎭寨長官。押隊部隊將。輒出

謁。及見賓客［兼知州或有公使應管設賓客。或邂逅相遇。或應延門客。或醫人。或得

朝假不在任者非］。並見之者。各徒貳年。卽職事相干。及本宗。或緦麻以上親。各及

其婚姻之家。若祖父母父母妻緦麻以上親。及其夫子往還者。不坐。

b〔職制勅甲 132〕諸路分兵官將副。輒出謁。及見賓客。並見之者。各徒貳年。

【職制勅乙 6】諸經略安撫司主管機宜文字幹辦公事官出謁。及見賓客。並見之者。並依路

分兵官法。

a〔職制勅甲 6〕

【職制勅乙 7】諸州有徒以上囚禁［寄禁非］而獄官輒出謁。及見賓客。並見之者。並依路

分兵官將副法［預非公使妓樂宴會。准此］。

a〔職制勅甲 7〕諸州有徒以上囚禁［寄禁非］而獄官輒出謁。及見賓客。並見之者。並依

路分兵官將副法［預非公使妓樂宴會。准此］。

b〔職制勅甲 126〕諸州有徒以上囚禁［寄禁非］而獄官輒出謁。及見賓客。並見之者。並

依路分兵官將副法［預非公使妓樂宴會。准此］。

【職制勅乙 8】諸知州通判縣令。非假日。輒出謁。及賓客受謁者［臣僚經過。依令不應迎
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送而迎送。及見之者同］。各徒壹年。

a〔職制勅甲 8〕

【職制勅乙 9】諸按察官。遇朝拜行香。以疾免赴。而輒出謁者。若游宴者。徒壹年。

a〔職制勅甲 9〕諸按察官。遇朝拜行香。以疾免赴。而輒出謁。若游宴者。徒壹年。

b〔職制勅甲 123〕諸按察官。遇朝拜行香者。以疾免赴。而輒游宴者。徒壹年。

【職制勅乙 10】諸監臨官。與所部不應接坐人而接坐者。徒貳年。在官非監臨。杖壹伯。

邂逅接坐者。各減伍等。仍爲公坐［其德行可稱。或實有文學。並品官同居親異居期親。

及僧道醫術之人。並聽接坐］。

a〔職制勅甲 10〕

【職制勅乙 11】諸監當官。於所監倉庫［謂非廨宇所在者］。非職事相干。輒見賓客。及見

之者。各徒貳年。

a〔職制勅甲 11〕

【職制勅乙 12】諸錢監監官監門官。非假日。輒出謁迎送者。杖壹伯［監門官在錢監見賓

客者。准此］。

a〔職制勅甲 12〕

【職制勅乙 13】諸糴買糧草官。非職事相干。輒見賓客［以邂逅爲名相見者同］。及見之者。

各徒貳年。

a〔職制勅甲 13〕諸糴買糧草官。非職事相干。輒見賓客［以邂逅爲名相見者同］。及見之

者。各徒貳年。

b〔職制勅甲 240〕諸糴買糧草官。非職事相干。輒見賓客［以邂逅爲名相見者同］。及見之

者。各徒貳年。

【職制勅乙 14】諸被差檢踏災傷官。緣路及所至。輒見賓客者。杖壹伯。與不應接坐人接

坐者。徒貳年。

a〔職制勅甲 14〕
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【職制勅乙 15】諸監司屬官。輒離本司出詣所部。若行移文書下州縣。及差委幹辦公事。

不經詣所差處。並緣路見州縣官。若受饋送者。各徒貳年。

a〔職制勅甲 15〕諸監司屬官。輒離本司出詣所部。若行移文書下州縣。及差委幹辦公事。

不經詣所差處。並緣路見州縣官。若受饋送者。各徒貳年。

b〔職制勅甲 116〕諸監司屬官。輒離本司出詣所部者。徒貳年。

c〔職制勅甲 140〕諸監司屬官。輒離本司出詣所部。若行移文書下州縣。及差委幹辦公事。

不徑詣所差處。並緣路見州縣官。若受饋送者。各徒貳年。

d〔職制勅甲 222〕諸監司屬官。輒離本司出詣所部。若行移文書下州縣者。徒貳年。

【職制勅乙 16】諸帥臣［監司守貳同］。輒令隨行子弟親屬接見所部官［自接見者同］。並

見之者。各杖捌拾［所部官係親屬者非］。

a〔職制勅甲 16〕

【職制勅乙 17】諸内侍官。輒與外朝官非親戚往還。或出謁接見賓客者［職事相干者。有

服親男女正婚姻之父祖兄弟非］。並流貳阡里。量輕重取旨編置。其轉歸吏部内侍［尋醫

侍養隨侍隨行指敎丁憂服闋之類同］。輒往邊守。及有上文違犯者。除名勒停。以上。若

見之者。以違制論。

a〔職制勅甲 17〕

【職制勅乙 18】諸御前諸軍都副統制［兼用事者。自依本法］逐軍統制。出謁接見賓客。

及見之者。各徒貳年。因而乞索財物者。加貳等。卽職事相干。及本宗。或異姓有服親。

各及其婚姻之家。若祖父母父母妻有服親。及其夫子往還者。不坐。臺諫奏劾。總領覺察。

a〔職制勅甲 18〕

【職制勅乙 19】諸州武臣見長吏。不應庭趨。而輒令庭趨者。杖壹伯［謂非緣敎閱軍陣。

出師討賊而見者］。

a〔職制勅甲 19〕

【職制勅乙 20】諸監司郡守及諸路釐務總管鈐轄。應上殿奏事。輒託故避免者。以違制論。
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a〔職制勅甲 20〕

【職制勅乙 21】諸因臣僚上殿論事。而附會扇造語言。喧播中外。動搖上下者。以違制論。

a〔職制勅甲 21〕

【職制勅乙 22】諸外任官。因奏事赴闕。應還本任。而違限者。論如官文書稽程律。

a〔職制勅甲 22〕

【職制勅乙 23】諸臣僚上表。輒有誣毀。或文飾已過者。杖壹伯。

a〔職制勅甲 23〕

【職制勅乙 24】諸因入内而上書者。徒貳年。婦人有犯。夫子知情者。止坐夫子［託人内

中投進。准此］。

a〔職制勅甲 24〕

【職制勅乙 25】諸臣庶往還文書。非情涉不順。輒繳錄申所屬者。杖捌拾。奏者。加貳等。

a〔職制勅甲 25〕諸臣庶往還文書。非情涉不順。輒繳錄申所屬者。杖捌拾。奏者。加貳等。

b〔職制勅甲 217〕諸臣庶往還文書。非情涉不順。輒繳錄申所屬者。杖捌拾。奏者。加貳

等。

【職制勅乙 26】諸水旱。監司帥守奏聞不實。或隱蔽者。並以違制論。

a〔職制勅甲 26〕

【職制勅乙 27】諸臣僚陳請事。輒乞免執奏者。以違制論。

a〔職制勅甲 27〕

【職制勅乙 28】諸非緣措置邊防。而奏乞不拘常制［乞權依所請之類同］。以違制論。

a〔職制勅甲 28〕
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【職制勅乙 29】諸内侍官。乞提領外朝官職事。干預朝政者。流貳阡里。量輕重取旨編置。

其轉歸吏部内侍［尋醫侍養隨侍隨行指敎丁憂服闋之類同］。輒往邊守。及有上文違犯者。

除名勒停。

a〔職制勅甲 29〕

【職制勅乙 30】諸奉使赴闕。應還本任。而違限者。論如官文書稽程律。

a〔職制勅甲 30〕

【職制勅乙 31】諸奉使印記應納。及申尙書禮部。而稽違者。論如官文書稽程律［使回到

闕。應申本部。及報所屬。稽違者。准此］。

a〔職制勅甲 31〕諸奉使印記應納。及申尙書禮部。而稽違者。論如官文書稽程律［使回到

闕。應申本部。及報所屬。稽違者。准此］。

b〔職制勅甲 225〕諸奉使印記應納。及申尙書禮部。而稽違者。論如官文書稽程律［使回

到闕。應申本部。及報所屬。稽違者。准此］。

【職制勅乙 32】諸之官限滿。無故不赴者。罪止杖壹伯。

a〔職制勅甲 32〕諸之官限滿。無故不赴者。罪止杖壹伯。

b〔職制勅甲 41〕諸之官限滿。無故不赴者。罪止杖壹伯。

c〔職制勅甲 193〕諸之官限滿。無故不赴者。罪止杖壹伯。

【職制勅乙 33】諸下班祗應之官。而無故違限者。壹日杖陸拾。拾日加壹等。罪止徒壹年。

罷任歸班而違者。減貳等［衝替差替者。不減］。

a〔職制勅甲 33〕諸下班祗應之官。而無故違限者。壹日杖陸拾。拾日加壹等。罪止徒壹年。

b〔職制勅甲 42〕諸下班祗應之官。而無故違限者。壹日杖陸拾。拾日加壹等。罪止徒壹年。

罷任歸班而違者。減貳等［衝替差替者。不減］。

【職制勅乙 34】諸副尉已授在外差遣應起發。若替罷到部。而無故違程限者。杖壹伯。

a〔職制勅甲 34〕諸副尉已授在外差遣應起發。而無故違程限者。杖壹伯。

b〔職制勅甲 43〕諸副尉已授在外差遣應起發。若替罷到部。而無故違程限者。杖壹伯。

c〔職制勅甲 71〕諸副尉已授在外差遣應起發。若替罷到部。而無故違程限者。杖壹伯。
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【職制勅乙 35】諸之官限滿不赴。所屬不依限申尙書吏部者。杖壹伯。吏人參犯仍勒停。

所委官奏裁。若故爲隱漏。展磨勘貳年。吏人依參犯法。卽應再申而不申。若置籍銷注。

於令有違者。杖壹伯。

a〔職制勅甲 35〕

【職制勅乙 36】諸祖父母父母老疾應侍。非委親之官者。不坐委親之罪。

a〔職制勅甲 36〕

【職制勅乙 37】諸命官到罷事故［本處寄居待闕官事故同］。及見任官去替半年不曾注授到

替人［非泛事故者同］。所屬不依限申尙書吏部者。杖壹伯。吏人參犯仍勒停。所委官奏

裁。若故爲隱漏。展磨勘貳年。吏人依參犯法。卽應再申而不申。若置籍銷注。於令有違

者。杖壹伯。

a〔職制勅甲 37〕諸命官到罷事故［本處寄居待闕官事故同］。及見任官去替半年不曾注授

到替人［非泛事故者同］。所屬不依限申尙書吏部者。杖壹伯。吏人參犯仍勒停。所委

官奏裁。若故爲隱漏。展磨勘貳年。吏人依參犯法。卽應再申而不申。若置籍銷注。於

令有違者。杖壹伯。

b〔職制勅甲 73〕諸命官到罷事故［本處寄居待闕官事故同］。所屬不依限申尙書吏部者。

杖壹伯。吏人參犯仍勒停。所委官奏裁。若故爲隱漏。展磨勘貳年。吏人依參犯法。卽

應再申而不申。或置籍銷注。於令有違者。杖壹伯。

【職制勅乙 38】諸命官已授吿勅宣劄之任。而本處故爲阻抑。不令赴上者。以違制論。

a〔職制勅甲 38〕

【職制勅乙 39】諸主兵官。遷罷臨期。輒行陞差所部職任［謂統制以下至押隊官］。以違制

論。仍奏裁。

a〔職制勅甲 39〕

【職制勅乙 40】諸監司守臣［通判縣令同］之官。或任滿。及非次替移。應迎送。輒以船

脚之類爲名需索錢物入己。坐贓論。
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a〔職制勅甲 40〕

【職制勅乙 41】諸承直郞以下。應補滿資考。而所屬不爲施行者。徒貳年。

a〔職制勅甲 44〕

【職制勅乙 42】諸在任官被差。過伯日不應理考能自陳。而所部有官可差。不爲改差者。

杖壹伯。

a〔職制勅甲 45〕

【職制勅乙 43】諸應避親而輒之官者。杖壹伯。仍不理爲在任月日。

a〔職制勅甲 46〕諸應避親而輒之官者。杖壹伯。仍不理爲在任月日。

b〔職制勅甲 107〕諸應避親而輒之官者。杖壹伯。仍不理爲在任月日。

【職制勅乙 44】諸監司考課。事應互申而不申。若增減者。各徒貳年。

a〔職制勅甲 47〕

【職制勅乙 45】諸考知州縣令課績不實者。優劣等徒貳年。上等減貳等。中下者又減壹等。

有所請求而不實。及官司。各以違制論。以上。若該賞罰者。官吏壹等科罪。卽保奏違限

者。吏人杖壹伯。當職官減參等。

a〔職制勅甲 48〕

【職制勅乙 46】諸監司每歲審擇保奏知州縣令功狀。不公不實。或附會觀望權勢。若干請

者。各以違制論加壹等。

a〔職制勅甲 49〕

【職制勅乙 47】諸批書考任印紙。若出給公憑。及保明闕報功過。而增減不實。致誤賞罰

磨勘差注者。本官［殿侍下班祗應同］。並知情官吏。徒貳年。不以去官赦降原減。未施

行者。減貳等。不知情。及不誤賞罰磨勘差注者。又減壹等。供在京所屬家狀。准此。下

班祗應。年未及格。而本家爲供不實者。杖壹伯。

a〔職制勅甲 50〕
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【職制勅乙 48】諸批書印紙不圓致降名次。及違條式致行會問者。吏人杖捌拾。職級減貳

等。簽書官罰俸壹月。

a〔職制勅甲 51〕

【職制勅乙 49】諸在任官成考及罷任。而官司批書印紙。若申發單狀。違限者。各杖壹伯。

下班祗應。減貳等。

a〔職制勅甲 52〕

【職制勅乙 50】諸差罷任待闕官權攝職任［謂於法許差者］。應批書到罷而不批者。杖壹伯。

所差官替罷。未經批書而離任者。罪亦如之。

a〔職制勅甲 53〕諸差罷任待闕官權攝職任［謂於法許差者］。應批書到罷而不批者。杖壹

伯。所差官替罷。未經批書而離任者。罪亦如之。

b〔職制勅甲 63〕諸差罷任待闕官權攝職任［謂於法許差者］。應批書到罷而不批者。杖壹

伯。所差官替罷。未經批書而離任者。罪亦如之。

【職制勅乙 51】諸副尉犯罪。應申尙書刑部而不申。應批書印紙而不批書者。杖壹伯［雖

申及批書漏落者同］。以故致誤差遣磨勘者。徒貳年。

a〔職制勅甲 54〕

【職制勅乙 52】諸差官應副軍期。被差官起發不如期。及所屬占留者。各以違制論。

a〔職制勅甲 55〕

【職制勅乙 53】諸監司應差在任官幹辦公事。被差官輒推避。或爲申乞占留［謂非闕官不

可那差者］。各杖壹伯。

a〔職制勅甲 56〕

【職制勅乙 54】諸於法不得差出之官輒差出。以違制論。卽雖許差而差往別路［鄰路受納

盤量。本州寄廒穀者非］。若妄稱應副軍期。及以常程公事作要切者。罪亦如之。其被差

官不申輒行。本州不申輒遣者。各杖壹伯。以上。去官不免。
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a〔職制勅甲 57〕

【職制勅乙 55】諸推治公事。應本路差官。而牒鄰路差者。杖壹伯。不以覺擧原免。其被

牒不差。及差訖不具事因申尙書省者。罪亦如之。

a〔職制勅甲 58〕

【職制勅乙 56】諸城寨主兵官。輒求差出。及差者。各以違制論［因軍興差者非］。

a〔職制勅甲 59〕

【職制勅乙 57】諸知州通判縣令闕。及添差特差官有故。或任滿。輒差寄居待闕官權攝。

並受差者。並以違制論。因而收受供給者。坐贓論。卽繁難縣令闕。應差權官。而輒差在

本貫。及有產業。並見寄居。若舊曾寄居處者。元差並受差官。罪亦如之。以上。差權而

犯入己枉法自盜贓。所差官。與同罪［首先按擧者非］。

a〔職制勅甲 60〕

【職制勅乙 58】諸添差官。違令兼權職事者。計所請俸給。坐贓論。

a〔職制勅甲 61〕

【職制勅乙 59】諸監司知州。輒將帶使臣之任［校副尉下班祗應同。謂非朝省注授者］。及

到任旋行收留差充指使。或權攝場務之類。所差官及受差者。各杖壹伯。若受差之人請過

請給贓重者。坐贓論。

a〔職制勅甲 62〕

【職制勅乙 60】諸因進納及陣亡換給補授。不理選限。將仕郞及助敎。輒差權攝職任［虛

給文帖稱呼者同］。及被差者。各以違制論。卽不應參選人請託虛出文帖稱呼。及爲出給

者。罪亦如之。

a〔職制勅甲 64〕

【職制勅乙 61】諸不釐務宗室［不釐務散官同］而輒差權職任。或幹辦公事。及不應差罷

任待闕官而輒差者。徒貳年。受差者減參等［皆追請給］。
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a〔職制勅甲 65〕

【職制勅乙 62】諸倉場庫務已有正官。而巧作名色［謂如措置提點同提點之類］差權攝。

及被差者。各以違制論。仍令監司按劾。諸司互察。其請給。坐贓論。委御史臺覺察。

a〔職制勅甲 66〕

【職制勅乙 63】諸降授監當官。輒差別權職任者。杖壹伯［不妨本職者非］。受差者。減壹

等。卽歸明人任官。輒差出。杖捌拾。

a〔職制勅甲 67〕諸降授監當官。輒差別權職任者。杖壹伯［不妨本職者非］。受差者。減

壹等。卽歸明人任官。輒差出。杖捌拾。

b〔職制勅甲 264〕諸歸明人任官。輒差出者。杖捌拾。

【職制勅乙 64】諸監司緣事輒差置官屬［謂如催促綱運。剗刷錢帛。指敎造酒。支收草料

之類。於屬官外。增差非見任官者］。徒貳年。受差者。罪亦如之［仍追請給］。

a〔職制勅甲 68〕

【職制勅乙 65】諸監司每歲詣所部點檢。催促結絶見禁罪人。於令不應委官而輒委者。若

被委官。於所詣處。及決獄未畢。緣路赴宴會者。各徒貳年。

a〔職制勅甲 70〕諸監司每歲詣所部點檢。催促結絶見禁罪人。於令不應委官而輒委者。若

被委官。於所詣處。及決獄未畢。緣路赴宴會者。各徒貳年。

b〔職制勅甲 78〕諸監司每歲詣所部點檢。催促結絶見禁罪人。於令不應委官而輒委者。徒

貳年。

c〔職制勅甲 125〕諸監司每歲詣所部點檢。催促結絶見禁罪人。於令不應委官而輒委者。

若被委官。於所詣處。及決獄未畢。緣路赴宴會者。各徒貳年。

【職制勅乙 66】諸外任官罷任未及參年。而於本處［謂州官於本州。縣官於本縣］寄居者。

徒壹年［有親屬或產業人。若本鄕里者非］。

a〔職制勅甲 72〕

【職制勅乙 67】諸監司巡歷。所部不遍者。杖壹伯。遍而不申。減貳等。
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a〔職制勅甲 74〕

【職制勅乙 68】諸監司巡按。巧作名目。追呼巡尉弓兵。將帶出本界者。杖壹伯。

a〔職制勅甲 75〕

【職制勅乙 69】諸監司官巡按。般擔人有人應差。而和雇者。徒貳年。

a〔職制勅甲 76〕

【職制勅乙 70】諸監司［依監司例。人凡可按刺州縣及屬官同］不係置司去處。輒置買非

日用供家之物者。徒貳年［州差官出所屬縣屬。准此］。卽每歲巡歷所部州縣。若承指揮

非泛幹辦。及因疾故未遍復出［雖已遍而別因公事復出同］。輒再受到發酒食供饋。並依

例外受饋送法。

a〔職制勅甲 77〕諸監司［依監司例。人凡可按刺州縣及屬官同］每歲巡歷所部州縣。若承

指揮非泛幹辦。及因疾故未遍復出［雖已遍而別因公事復出同］。輒再受到發酒食供饋。

並依例外受饋送法。

b〔職制勅甲 134〕諸監司［依監司例。人凡可按刺州縣及屬官同］不係置司去處。輒置買

非日用供家之物者。徒貳年［州差官出所屬縣屬。准此］。卽每歲巡歷所部州縣。若承

指揮非泛幹辦。及因疾故未遍復出［雖已遍而別因公事復出同］。輒再受到發酒食供饋。

並依例外受饋送法。

【職制勅乙 71】諸發運監司巡歷。隨行吏人。所在受例外供饋。以受所監臨財物論。

a〔職制勅甲 79〕諸發運監司巡歷。隨行吏人。所在受例外供饋。以受所監臨財物論。

b〔職制勅甲 137〕諸發運監司巡歷。隨行吏人。所在受例外供饋。以受所監臨財物論。

【職制勅乙 72】諸監司巡按［州縣官及屬官差出幹辦公事同］。隨行公吏兵級。於所部受乞

財物者。許人吿。

a〔職制勅甲 80〕

【職制勅乙 73】諸州縣公吏。因監司巡歷點檢。輒逃避者。杖壹伯。因追呼整會事節者。

加壹等。並勒停。永不收敍。



- 214 -

a〔職制勅甲 81〕

【職制勅乙 74】諸發運監司。察訪司。外都水丞。應制置提點提擧官。並朝廷省臺寺監差

官出外［以上屬官同］。若經略安撫總管鈐轄司差本司官於所部幹辦。緣邊安撫出巡於所

轄並幹辦處。越等及例外受供給饋送者。以自盜論。

a〔職制勅甲 82〕諸發運監司。例外受供給饋送者。以自盜論。

b〔職制勅甲 133〕諸發運監司。察訪司。外都水丞。應制置提點提擧官。並朝廷省臺寺監

差官出外［以上屬官同］。若經略安撫總管鈐轄司差本司官於所部幹辦。緣邊安撫出巡

於所轄並幹辦處。越等及例外受供給饋送者。以自盜論。

【職制勅乙 75】諸監司。知所部推行法令違慢。非本職而已具事牒所屬監司。若承報不卽

按擧。或施行闊略。而元牒之司不擧奏者。減所屬監司應得之罪壹等。卽監司於職事違慢。

逐司不互察者。准此。若犯贓私罪。庇匿不擧者。以其罪罪之。

a〔職制勅甲 83〕

【職制勅乙 76】諸所部違法。監司及知州通判失按擧［謂因御前及朝廷察治得實。事理重

者］。並奏裁。

a〔職制勅甲 84〕

【職制勅乙 77】諸按察官體量所部官。各以實犯罪狀具奏。諸司不許互相關白［知州通判。

仍須連狀。文臣太中大夫以上知州者。聽獨銜］。其被旨體量。雖先失按擧。但事得實者。

除其罪［若所體量事無實者。俱狀保奏］。

a〔職制勅甲 85〕諸按察官體量所部官。各以實犯罪狀具奏。諸司不許互相關白［知州通判。

仍須連狀。文臣太中大夫以上知州者。聽獨銜］。其被旨體量。雖先失按擧。但事得實

者。除其罪［若所體量事無實者。俱狀保奏］。

b〔職制勅甲 92〕諸按察官體量所部官。各以實犯罪狀具奏。諸司不許互相關白［知州通判。

仍須連狀。文臣太中大夫以上知州者。聽獨銜］。其被旨體量。雖先失按擧。但事得實

者。除其罪［若所體量事無實者。具狀保奏］。

【職制勅乙 78】諸巡檢縣尉。應出巡而不出。若限内不遍。或令人代書粉壁並曆。及代之
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者。各徒壹年。若赴州縣禀議職事回任。違限者。杖壹伯。

a〔職制勅甲 86〕

【職制勅乙 79】諸巡檢縣尉。應敎閱弓兵。而託故不親臨者。杖壹伯。

a〔職制勅甲 87〕

【職制勅乙 80】諸議公事不協和者。杖捌拾［止坐理曲之人］。應連書而獨行者。罪亦如之

［分巡。或廨宇在別州縣之類］。官司受而行者。減貳等。

a〔職制勅甲 88〕

【職制勅乙 81】諸公事有疑［獄案非］。或不可專行。應申所屬與決而不與決。或持兩端。

及泛言依條例行下者。各杖捌拾。

a〔職制勅甲 89〕

【職制勅乙 82】諸監司被旨體量公事［遇本司闕官。或有故不可親往體量。而所差官同］。

懷姦挾情。不實不盡者。以違制論。不以赦降原減。

a〔職制勅甲 90〕

【職制勅乙 83】諸被受監司定奪公事［州委官同］而違限者。論如官文書稽程律。各定而

不當者。杖捌拾［計囑請求受財之類。自依本法］。

a〔職制勅甲 91〕

【職制勅乙 84】諸被受朝省指揮。委官看詳相度。及定奪辭訟［進狀同］。並用重祿人吏承

行官吏。結罪保明申州［如元送監司者。卽申本司］。再行審定允當。方得保明回申。違

者。各杖壹伯。若與奪不公。致再陳訴者。其定奪保明不當官吏。奏裁。

a〔職制勅甲 93〕

【職制勅乙 85】諸被受參省樞密院省臺寺監指揮相度定奪［參省樞密院尙書陸曹行下。應

委官定奪。所委官同］。若會同取索［餘官司被受朝旨。而會問取索者同］。而違限者。

論如官文書稽程律。以上。催驅官。與同罪。卽回報不圓。致妨定斷。減貳等。



- 216 -

a〔職制勅甲 94〕

【職制勅乙 86】諸被受朝省指揮。體究公事。漏落及不實者。杖壹伯。

a〔職制勅甲 95〕

【職制勅乙 87】諸被差體究公事。輒枷訊人者。論如前人不合捶考者律。罪輕者。杖壹伯。

a〔職制勅甲 96〕

【職制勅乙 88】諸訴雪罪犯。被差體究官［別勘別定同］。並結罪保明。申尙書省。若徇情

變易元犯者。以故出人罪論［坐以私罪］。仍奏裁。

a〔職制勅甲 97〕

【職制勅乙 89】諸監司州縣被受朝省行下取會。參經究治不報者。人吏杖壹伯。勒停。當

職官。具奏聽旨［州縣被受監司取會。准此］。

a〔職制勅甲 98〕

【職制勅乙 90】諸聽探傳報漏泄朝廷機密事。若差除［差除。謂未出尙書省樞密院者］。流

貳阡伍伯里。主行人有犯加壹等。並配阡里。非重害者。徒參年。各不以蔭論。卽傳報實

封申奏應密文書。並撰造事端。謄報惑衆者。並以違制論。以上事理重者。奏裁。各許人

吿。於事無害者。杖捌拾。

a〔職制勅甲 99〕

【職制勅乙 91】諸發運監司［依監司例。人凡可按刺州縣者同］經略安撫總管鈐轄司人吏。

漏泄本司公事。杖捌拾。重害者。加貳等［重害。謂機密事。若奏劾徒以上罪。及措置之

類］。卽機密事。情理重者。仍奏裁。並許人吿。

a〔職制勅甲 100〕

【職制勅乙 92】諸軍馬數。非朝廷輒取會。及供報者。各杖壹伯。其緣邊糧草數。非朝廷

尙書戸部轉運司取會及輒報者。准此。

a〔職制勅甲 101〕
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【職制勅乙 93】諸軍馬糧草數。及事干機密。應行文書而不實封。或漏泄者。杖壹伯。軍

馬機密事。輒下司者。罪亦如之。

a〔職制勅甲 102〕

【職制勅乙 94】諸邊事機密文書。輒下司行遣者。流參阡里。

a〔職制勅甲 103〕

【職制勅乙 95】諸軍機密速文書。不於合處投下者。杖壹伯。

a〔職制勅甲 104〕

【職制勅乙 96】諸軍馬甲仗。若防城備城物數。輒漏泄者。徒貳年。

a〔職制勅甲 105〕

【職制勅乙 97】諸臣庶言事不應傳播。而輒漏泄者。杖壹伯。奏裁。

a〔職制勅甲 106〕

【職制勅乙 98】諸在任避親。應移注或罷。而不依限申陳。及官司行遣稽程者。各加官文

書稽程罪貳等［承會問而稽程者同］。内不自申陳。通元限滿參拾日。杖壹伯。

a〔職制勅甲 108〕

【職制勅乙 99】諸州推法司。與提點刑獄司吏人有係親戚。而不自陳乞回避者。杖壹伯。

a〔職制勅甲 109〕

【職制勅乙 100】諸監司。以繁簡難易察換縣令。而私徇者。以違制論。

a〔職制勅甲 110〕

【職制勅乙 101】諸命官犯罪。未見實狀。或雖有罪迹未奏而輒對移。及以贓汚昏謬老病之

人對移。充巡尉者。各徒貳年。

a〔職制勅甲 111〕
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【職制勅乙 102】諸監司州軍人吏。若係校尉以上名目。不自陳解罷。依舊充役者。徒壹年。

官司容庇。杖壹伯。

a〔職制勅甲 112〕諸監司州軍人吏。若係校尉以上名目。不自陳解罷。依舊充役者。徒壹

年。官司容庇。杖壹伯。

b〔職制勅甲 255〕諸監司州軍人吏。若係校尉以上名目。不自陳解罷。依舊充役者。徒壹

年。官司容庇。杖壹伯。

【職制勅乙 103】諸主兵命官下班祗應。擅離兵甲經宿者。徒貳年。卽帶領在州縣城外而擅

離踰時者。罪亦如之。

a〔職制勅甲 113〕

【職制勅乙 104】諸在官無故亡［擅去官守。亦同亡法］。計日輕者。徒貳年。有規避。或

致廢闕者。加貳等。主兵之官。各加壹等。緣邊主兵官。又加貳等。統轄官司。知而聽行

者。減犯人壹等［不從計日之坐］。

a〔職制勅甲 114〕

【職制勅乙 105】諸主兵武臣。非公事出城者。杖壹伯。

a〔職制勅甲 115〕

【職制勅乙 106】諸發運監司。預妓樂宴會［自用。或作名目邂逅使令。及過茶湯之類同］。

或受迎送般擔人船。及帶公人兵級過數。若爲係公之人差借人馬者。各徒貳年。卽赴所部

及寄居官。用家妓宴會者。加貳等［知州縣令。准此］。以上。不以失及去官原減。不應

赴酒食而輒赴及受。所至在任官諸色人。早晚衙並出城迎送。若迎送之者［以職事爲名而

往。亦是］。各杖壹伯［近城安泊。因公事往彼會議者非］。其轄下官司。各減犯人罪參

等。

a〔職制勅甲 117〕

【職制勅乙 107】諸察訪司官。外都水丞。應制置提點提擧官［以上屬官同］。朝廷或省臺

寺監差官出外。若緣邊安撫出巡。及發運監司經略安撫總管鈐轄司屬官［准備差使指揮非。
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餘條稱屬官。准此］。於所轄並幹辦處。預妓樂宴會。受出城迎送之類。並依監司法。其

轄下幹辦處官司。各減犯人罪參等。

a〔職制勅甲 118〕

【職制勅乙 108】諸州主管常平官。預屬縣鎭寨官妓樂。及家妓宴會。依監司法。卽赴非公

使酒食者。杖捌拾。不以失減。

a〔職制勅甲 119〕

【職制勅乙 109】諸州敎授。預妓樂宴會者。杖捌拾［聖節及他官兼者非］。

a〔職制勅甲 120〕

【職制勅乙 110】諸守令勸農。輒用妓樂及宴會賓客者。徒壹年。

a〔職制勅甲 121〕諸守令勸農。輒用妓樂及宴會賓客者。徒壹年。

b〔職制勅甲 250〕諸守令勸農。輒用妓樂及宴會賓客者。徒壹年。

【職制勅乙 111】諸州縣官。非遇聖節。及赴本州公筵。若假日。而用妓樂宴會者。杖捌拾

［州郡遇使命經過應管待者非］。

a〔職制勅甲 122〕

【職制勅乙 112】諸在任官。游從宴會。妨公務者。杖壹伯。捕盜及緣邊官夜筵。准此。

a〔職制勅甲 124〕

【職制勅乙 113】諸監司遇朝廷遣使按察本路。而輒以出巡爲名。至界首迎候者。徒貳年。

a〔職制勅甲 127〕

【職制勅乙 114】諸巡轄馬遞鋪使臣。遇按察官經由。不因出巡而輒迎送。或隨從。致妨職

事者。杖壹伯。

a〔職制勅甲 128〕

【職制勅乙 115】諸遇聖節。縣鎭官宴會。輒有假借配買陪備騷擾者。所屬奏劾。



- 220 -

a〔職制勅甲 129〕諸遇聖節。縣鎭官宴會。輒有假借配買陪備騷擾者。所屬奏劾。

b〔職制勅甲 246〕諸遇聖節。縣鎭官宴會。輒有假借配買陪備騷擾者。所屬奏劾。

【職制勅乙 116】諸州遇聖節元日冬至節。慶賀宴集。輒廢巡警者。徒壹年。或雖巡警。而

不躬親者。杖壹伯。

a〔職制勅甲 130〕

【職制勅乙 117】諸監司每歲詣所部點檢。限伍月下旬起發［遇本司闕官。或專奉指揮躬親

幹辦。及鞫獄捕盜救護河防。不可親詣。或屬縣非監司經由路。卽委通判幕職官。仍具事

因申尙書省］。

a〔職制勅甲 131〕

【職制勅乙 118】諸監司知州。非任滿替移［在任貳年以上非］。雖有例册。輒饋送罷任之

物。及受之者。並坐贓論。

a〔職制勅甲 135〕

【職制勅乙 119】諸帥司［監司守臣同］非法妄以犒設爲名。輒饋送。及受之者。並以坐贓

論。卽兵官因按敎而經由州軍。輒以饋送准折錢物。並受之者。罪亦如之。

a〔職制勅甲 136〕

【職制勅乙 120】諸帥臣監司守令子弟及隨行親屬門客。於所部干託騷擾。收受饋送。及非

所處飮宴者。杖捌拾［本罪重者。自從重］。知情容縱。與同罪。不知情。減參等。

a〔職制勅甲 138〕

【職制勅乙 121】諸發運監司。在路受排頓者。徒貳年。

a〔職制勅甲 139〕

【職制勅乙 122】諸朝廷遣使出外。及專差體量公事官。所至輒受供給饋送者。以自盜論。

a〔職制勅甲 141〕
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【職制勅乙 123】諸品官。以金繒珠玉器用什物果實醯醢之類。送遺按察官及權貴。若受之

者。並坐贓論［親故相送遺者非］。

a〔職制勅甲 142〕

【職制勅乙 124】諸内外見任官。因生日輒受所屬慶賀之禮［謂功德疏放生之類］。及與之

者。各徒壹年。詩頌減壹等。所受贓重者。坐贓論。

a〔職制勅甲 143〕

【職制勅乙 125】諸季點官。受所季點縣鎭寨官送遺者。徒貳年。有公使而例外受者。准此。

a〔職制勅甲 144〕

【職制勅乙 126】諸内侍官。輒與見任主兵官交通。假貸饋送者。流貳阡里。量輕重取旨編

置。其轉歸吏部内侍［尋醫侍養隨侍隨行指敎丁憂服闋之類同］。輒往邊守。及有上文違

犯者。除名勒停。

a〔職制勅甲 145〕

【職制勅乙 127】諸監臨主司。受財枉法。貳拾匹。無祿者。貳拾伍匹。絞。若罪至流。及

不枉法。贓伍拾匹。受及乞取所監臨。贓伯匹。命官奏裁。餘配本城。

a〔職制勅甲 146〕諸監臨主司。受及乞取所監臨。贓伯匹。命官奏裁。餘配本城。

b〔職制勅甲 152〕諸監臨主司。受及乞取所監臨。贓伯匹。命官奏裁。

c〔職制勅甲 173〕諸監臨主司。受財不枉法。贓伍拾匹。配本城。

d〔職制勅甲 185〕諸監臨主司。受所監臨。贓伯匹。命官奏裁。

e〔職制勅甲 237〕諸監臨主司。受財枉法。貳拾匹。無祿者。貳拾伍匹。絞。若罪至流。

不枉法。贓伍拾匹。受及乞取所監臨。贓伯匹。配本城。

f〔職制勅甲 241〕諸監臨主司。受財枉法。貳拾匹。無祿者。貳拾伍匹。絞。若罪至流。

配本城。

g〔職制勅甲 242〕諸監臨主司。受財枉法。貳拾匹。無祿者。貳拾伍匹。絞。若罪至流。

配本城。

h〔職制勅甲 243〕諸監臨主司。受財不枉法。贓伍拾匹。命官奏裁。餘配本城。

i〔職制勅甲 260〕諸監臨主司。受財枉法。貳拾匹。無祿者。貳拾伍匹。絞。若罪至流。
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及不枉法。贓伍拾匹。配本城。

j〔職制勅甲 268〕諸監臨主司。乞取所監臨。贓伯匹。命官奏裁。

【職制勅乙 128】諸公事失錯。其主典應同坐。雖繫書而不押字。或託故避免而不繫書者。

皆論如法。

a〔職制勅甲 147〕

【職制勅乙 129】諸干託官司。差借公人［當直人非］及船車牛馬之類者。杖捌拾。參日加

壹等。罪止徒壹年。差借官司罪輕者。與同罪。

a〔職制勅甲 148〕

【職制勅乙 130】諸發運監司及屬官。若朝省所遣官。輒於所部取什物陳設器用充公用。若

假借果實飮食者。以違制論。

a〔職制勅甲 149〕

【職制勅乙 131】諸内侍官。非所管職務擅行文移。取索貼占屋宇者。流貳阡里。量輕重取

旨編置。其轉歸吏部内侍［尋醫侍養隨侍隨行指敎丁憂服闋之類同］。有上文違犯者。除

名勒停。

a〔職制勅甲 150〕

【職制勅乙 132】諸宮觀祠廟提擧主管監官。創造廨宇者。杖壹伯。於本宮觀祠廟有犯。依

監臨法。添差者。准此。唯聽任便居止。

a〔職制勅甲 151〕

【職制勅乙 133】諸被差齎公文取索。不當官投下而直入吏舍。擅檢文書者。杖壹伯。

a〔職制勅甲 153〕

【職制勅乙 134】諸命官罷任。合差送還人兵。輒令妄指遠地。冒借請受者。徒貳年。按察

官加壹等。

a〔職制勅甲 154〕
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【職制勅乙 135】諸通判下縣季點。將帶公吏人從過數者。徒貳年。

a〔職制勅甲 155〕

【職制勅乙 136】諸城寨主兵官。輒乞假離任。及給者。各以違制論。

a〔職制勅甲 156〕

【職制勅乙 137】諸緣邊知州。乞致仕已發奏［兵將官自發奏同］。不於當日申經略安撫鈐

轄司者。以違制論。

a〔職制勅甲 157〕

【職制勅乙 138】諸官司受品官乞致仕文書。不卽時入馬遞申發者。杖捌拾。

a〔職制勅甲 158〕

【職制勅乙 139】諸歿於王事。合該推賞之類。應取會不於當日行遣。若被受官司過壹日不

回報者。各杖壹伯。仍許本家越訴。

a〔職制勅甲 159〕

【職制勅乙 140】諸命官陳乞奏薦致仕［陳乞致仕遺表。及親屬等恩澤同］。州不依條式保

明。故爲漏落不圓。致行取會者。杖壹伯。吏人仍勒停。若不取索保官印紙批書。及已批

書不於申狀聲說。或申奏狀内不塡實日者。當行吏人杖捌拾。職級減壹等。簽書官罰俸壹

月。

a〔職制勅甲 160〕諸命官陳乞奏薦致仕［陳乞致仕遺表。及親屬等恩澤同］。州不依條式保

明。故爲漏落不圓。致行取會者。杖壹伯。吏人仍勒停。若不取索保官印紙批書。及已

批書不於申狀聲說。或申奏狀内不塡實日者。當行吏人杖捌拾。職級減壹等。簽書官罰

俸壹月。

b〔職制勅甲 162〕諸命官陳乞奏薦致仕［陳乞致仕遺表。及親屬等恩澤同］。州不依條式保

明。故爲漏落不圓。致行取會者。杖壹伯。吏人仍勒停。若不取索保官印紙批書。及已

批書不於申狀聲說。或申奏狀内不塡實日者。當行吏人杖捌拾。職級減壹等。簽書官罰

俸壹月。
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【職制勅乙 141】諸保明功賞。及陣亡恩澤之類。不取索眞本付身勘驗。致隱匿不實者。徒

貳年。未行者。減參等。

a〔職制勅甲 161〕諸保明功賞。及陣亡恩澤之類。不取索眞本付身勘驗。致隱匿不實者。

徒貳年。未行者。減參等。

b〔職制勅甲 171〕諸保明功賞。不取索眞本付身勘驗。致隱匿不實者。徒貳年。未行者。

減參等。

【職制勅乙 142】諸犯罪經決。非應蔭補而奏補者。徒貳年。許人吿。將校蔭補保人。及召

保違法者。各准此。

a〔職制勅甲 163〕

【職制勅乙 143】諸命官陳乞封贈敍復。若去失之類。州不依條式保明。故爲漏落不圓。致

行取會者。杖壹伯。吏人仍勒停。若不取索保官印紙批書。及已批書不於申狀聲說。或申

奏狀内不塡實日者。當行吏人杖捌拾。職級減壹等。簽書官罰俸壹月。

a〔職制勅甲 164〕諸命官陳乞封贈。州不依條式保明。故爲漏落不圓。致行取會者。杖壹

伯。吏人仍勒停。若不取索保官印紙批書。及已批書不於申狀聲說。或申狀内不塡實日

者。當行吏人杖捌拾。職級減壹等。簽書官罰俸壹月。

b〔職制勅甲 174〕諸命官陳乞敍復。州不依條式保明。故違漏落不圓。致行取會者。杖壹

伯。吏人仍勒停。若不取索保官印紙批書。及已批書不於申狀聲說。或申狀内不塡實日

者。當行吏人杖捌拾。職級減壹等。簽書官罰俸壹月。

c〔職制勅甲 226〕諸命官陳乞封贈敍復。若去失之類。州不依條式保明。故爲漏落不圓。

致行取會者。杖壹伯。吏人仍勒停。若不取索保官印紙批書。及已批書不於申狀聲說。

或申奏狀内不塡實日者。當行吏人杖捌拾。職級減壹等。簽書官罰俸壹月。

【職制勅乙 144】諸被差點對應磨勘及關陞人。錄白吿勅宣劄印紙。而漏落不如式者。杖壹

伯。所屬官司不保明繳申尙書吏部者。罪亦如之。

a〔職制勅甲 165〕

【職制勅乙 145】諸工伎人得轉資應回授親戚者。聽與本色人推恩。
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a〔職制勅甲 166〕

【職制勅乙 146】諸以戰功推賞。而許回授者。官緦麻以上親者。從所屬召保保奏。

a〔職制勅甲 167〕

【職制勅乙 147】諸戰功［見陣立功同］被賞。已得旨。許回授者。若被賞人身亡過拾年。

不許陳乞收使。

a〔職制勅甲 168〕

【職制勅乙 148】諸保明推賞而不委官點勘者。杖捌拾。被差點勘而脫漏不圓。致妨定賞者。

准此。

a〔職制勅甲 169〕

【職制勅乙 149】諸推賞而官司無故留難者。杖捌拾。

a〔職制勅甲 170〕

【職制勅乙 150】諸吿捕公事。以應得賞。乞分給當行人者。徒貳年。官司授而施行者。與

同罪。已分受者。依行用受財法。

a〔職制勅甲 172〕

【職制勅乙 151】諸進納人犯罪。已經追毀補授文書者。不在收敍之例。

a〔職制勅甲 175〕

【職制勅乙 152】諸州縣公吏。曾因犯罪勒停［謂於法不該收敍。及未該收敍者］放罷編配。

再行投募充役者。許人吿。若不該收敍。而隱落過犯。或改易姓名。別行投募者。徒貳年。

卽州縣收敍公吏。於令格有違者。准此。

a〔職制勅甲 176〕

【職制勅乙 153】諸擧清要官［謂擧充御史閤門祗候之類］。及擧充縣令。若從事郞以上。

並改官而用所擧。已充其任者。若犯入己贓。擧主。與同坐［犯贓應除免。若贓輕以除免
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比罪而坐奏擧者。聽依私罪法減等］。至死者。減壹等。私罪徒以上。減貳等。擧改官。

或從事郞以上。而止陞資序。若擧其他職任［申差奏差。與奏擧同。餘條奏辟奏擧職任。

不言申奏差者。准此］。並泛言陞陟［謂充清要。若將領任使。及錢穀刑獄親民之類］。

已用所擧關陞資序。或轉官。及擧恩澤文學。已注官者。各又減壹等。其用擧主差注入官。

又減貳等［用泛擧陞陟。而得關陞者。自監當入親民。親民陞通判。通判陞知州。各於所

陞。及雖用所擧差注入官。非陞資序者。於所差。若擧其他職任者。於所擧任内有犯。乃

坐］。其因別勅奏擧擢用者。止坐別勅奏擧之官。以上。被擧官非故犯私罪。擧主不坐。

a〔職制勅甲 177〕諸擧清要官［謂擧充御史閤門祗候之類］。及擧充縣令。若從事郞以上。

並改官而用所擧。已充其任者。若犯入己贓。擧主。與同坐［犯贓應除免。若贓輕以除

免比罪而坐奏擧者。聽依私罪法減等］。至死者。減壹等。私罪徒以上。減貳等。擧改

官。或從事郞以上。而止陞資序。若擧其他職任［申差奏差。與奏擧同。餘條奏辟奏擧

職任。不言申奏差者。准此］。並泛言陞陟［謂充清要。若將領任使。及錢穀刑獄親民

之類］。已用所擧關陞資序。或轉官。及擧恩澤文學。已注官者。各又減壹等。其用擧

主差注入官。又減貳等［用泛擧陞陟。而得關陞者。自監當入親民。親民陞通判。通判

陞知州。各於所陞。及雖用所擧差注入官。非陞資序者。於所差。若擧其他職任者。於

所擧任内有犯。乃坐］。其因別勅奏擧擢用者。止坐別勅奏擧之官。以上。被擧官非故

犯私罪。擧主不坐。

b〔職制勅甲 202〕諸擧充縣令。而用所擧。已充其任者。若犯入己贓。擧主。與同坐［犯

贓應除免。若贓輕以除免比罪而坐奏擧者。聽依私罪法減等］。至死者。減壹等。私罪

徒以上。減貳等。若擧其他職任［申差奏差。與奏擧同。餘條奏辟奏擧職任。不言申奏

差者。准此］。又減壹等［若擧其他職任者。於所擧任内有犯。乃坐］。其因別勅奏擧擢

用者。坐別勅奏擧之官。以上。被擧官非故犯私罪。擧主不坐。

【職制勅乙 154】諸擧官充職任。於所擧任内。以職事曠廢。至公罪徒以上。擧主減貳等［卽

不因本職而犯者。不坐］。

a〔職制勅甲 178〕諸擧官充職任。於所擧任内。以職事曠廢。至公罪徒以上。擧主減貳等

［卽不因本職而犯者。不坐］。

b〔職制勅甲 203〕諸擧官充職任。於所擧任内。以職事曠廢。至公罪徒以上。擧主減貳等

［卽不應本職而犯者。不坐］。
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【職制勅乙 155】諸擧官而薦充侍從臺省。若停廢及責降差遣。未經敍復而奏擧者。各杖壹

伯［依令應保奏者非］。

a〔職制勅甲 179〕諸擧官而薦充侍從臺省。若停廢及責降差遣。未經敍復而奏擧者。各杖

壹伯［依令應保奏者非］。

b〔職制勅甲 206〕諸擧官。若停廢及責降差遣。未經敍復而奏擧者。各杖壹伯［依令應保

奏者非］。

【職制勅乙 156】諸擧官應坐擧主。若被擧人犯罪。後會恩。雖不該原減。擧主。聽減壹等。

再會恩者。聽從原減法。其被擧人。以特旨及於法不以赦降原減者。擧主。自依赦降。

a〔職制勅甲 180〕諸擧官應坐擧主。若被擧人犯罪。後會恩。雖不該原減。擧主。聽減壹

等。再會恩者。聽從原減法。其被擧人。以特旨及於法不以赦降原減者。擧主。自依赦

降。

b〔職制勅甲 205〕諸擧官應坐擧主。若被擧人犯罪。後會恩。雖不該原減。擧主。聽減壹

等。再會恩者。聽從原減法。其被擧人。以特旨及於法不以赦降原減者。擧主。自依赦

降。

【職制勅乙 157】諸擧官狀已經用。其擧主首而體量。得無所首事者。杖捌拾［雖無所首事。

而別有贓私罪事發者。與免應坐及陳首不當之罪］。卽體量官稱無所首之事。而別致事發

者。杖壹伯。去官莫免。

a〔職制勅甲 181〕

【職制勅乙 158】諸因薦擧而受財者。以受所監臨財物論加壹等。

a〔職制勅甲 182〕

【職制勅乙 159】諸薦擧交相貿易擧狀者。杖壹伯。若因賄賂而與者。自依薦擧受財法。

a〔職制勅甲 183〕

【職制勅乙 160】諸以書爲人干請薦擧改官。及受請託者。各以違制論。

a〔職制勅甲 184〕諸以書爲人干請薦擧改官。及受請託者。各以違制論。

b〔職制勅甲 188〕諸以書爲人干請薦擧改官。及受請託者。各以違制論。
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【職制勅乙 161】諸擧改官關陞。若被擧人犯贓。已被論訴。及他司按發臺諫論列者。不在

首擧之例。

a〔職制勅甲 186〕

【職制勅乙 162】諸薦擧承直郞以下充改官。而虛發照牒。若重疊奏擧者。各以違制論。卽

擧充從事郞以上。或縣令。各減貳等。擧文武官陞陟者。各又減壹等。

a〔職制勅甲 187〕諸薦擧承直郞以下充改官。而虛發照牒。若重疊奏擧者。各以違制論。

卽擧充從事郞以上。或縣令。各減貳等。

b〔職制勅甲 190〕諸薦擧承直郞以下充改官。而虛發照牒。若重疊奏擧者。各以違制論。

卽擧充從事郞以上。或縣令。各減貳等。擧文武官陞陟者。各又減壹等。

【職制勅乙 163】諸薦擧承直郞以下改官。書寫做狀人。故不依格式。或楷改差漏。及不塡

實日。致妨放散擧主者。徒壹年。失者。減貳等。

a〔職制勅甲 189〕

【職制勅乙 164】諸奉特勅擧邊臣有武勇方略。已任用而不如所擧。擧主。與同罪。至死者。

減壹等［犯贓私。其餘公罪。並不坐］。

a〔職制勅甲 191〕諸奉特勅擧邊臣有武勇方略。已任用而不如所擧。擧主。與同罪。至死

者。減壹等［犯贓私。其餘公罪。並不坐］。

b〔職制勅甲 204〕諸奉特勅擧邊臣有武勇方略。已任用而不如所擧。擧主。與同罪。至死

者。減壹等［犯贓私。其餘公罪。並不坐］。

【職制勅乙 165】諸外任官就試刑法。還任違限者。加之官限滿不赴法參等［限外所帶公人

軍人。請受雇錢。本官自備］。

a〔職制勅甲 192〕

【職制勅乙 166】諸解發呈試武藝人。而保奏違限者。杖陸拾。

a〔職制勅甲 194〕
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【職制勅乙 167】諸擧辟充緣邊城寨職任幹辦。所擧任内職事曠廢者。與同罪。至死者。減

壹等。

a〔職制勅甲 195〕

【職制勅乙 168】諸他司。輒奏辟大理寺官者。以違制論。

a〔職制勅甲 196〕

【職制勅乙 169】諸他司陳請。輒衝改條令。差辟黄河都大及巡河使臣者。各以違制論。

a〔職制勅甲 197〕

【職制勅乙 170】諸帥司若監司。輒奏辟知州通判者。以違制論。卽知州奏辟通判者。罪亦

如之。

a〔職制勅甲 198〕

【職制勅乙 171】諸小使臣校尉初任。或已經任。曾預擧辟得替。各未赴部而輒擧辟者［踏

逐指差同］。杖壹伯［雖非曾預擧辟得替。但任滿未參部而輒差者。准此］。被擧及受差

者。罪亦如之。軍期急速。不用此制。

a〔職制勅甲 199〕

【職制勅乙 172】諸擧辟命官差遣。狀前貼黄聲說違式。若增減不實者。元發奏官吏。杖捌

拾。

a〔職制勅甲 200〕

【職制勅乙 173】諸命官。雖應擧辟。而因尋醫侍養離任後未滿壹年。官司輒辟差。及受差

者。各徒壹年。

a〔職制勅甲 201〕

【職制勅乙 174】諸被受條制。應謄報編錄而不謄報編錄。及應注衝改而不注。若緣邊事應

密行下而榜示者。各徒貳年。卽不應謄報而謄報。或編錄不如法。若脫誤有害者。各減參

等［置册編錄不用印。及當職官不以所受眞本校讀訖付吏人掌之者。准此］。
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a〔職制勅甲 207〕

【職制勅乙 175】諸受聖旨寬恤事件。奉行不虔。及隱匿曉示者。徒壹年。監司知而不按劾。

與同罪。

a〔職制勅甲 208〕

【職制勅乙 176】諸事應立法。若勅律令格式文有未便應改。不具利害申尙書省或樞密院。

而輒畫旨創立。若衝革者。以違制論。卽詔勅不經參省。官司受而施行者。罪亦如之。

a〔職制勅甲 209〕

【職制勅乙 177】諸因職事例受制書而違者。杖壹伯［躬彼而違者。自從違制本法］。

a〔職制勅甲 210〕

【職制勅乙 178】諸承賞功罰罪。不置曆供呈謄下。並編錄不如法者。杖壹伯。

a〔職制勅甲 211〕

【職制勅乙 179】諸官司。承受加封神祠爵號。及賜觀寺廟額制書。給付訖過參日不申尙書

禮部者。杖壹伯。

a〔職制勅甲 212〕

【職制勅乙 180】諸被受省曹謄降到聖旨若朝旨。或直承處分。以民戸改作官戸。或依官戸

例減免差役科配之類。應申尙書戸部而違限。杖壹伯。

a〔職制勅甲 213〕諸被受省曹謄降到聖旨若朝旨。或直承處分。以民戸改作官戸。或依官

戸例減免差役科配之類。應申尙書戸部而違限。杖壹伯。

b〔職制勅甲 245〕諸被受省曹謄降到聖旨若朝旨。或直承處分。以民戸改作官戸。或依官

戸例減免差役科配之類。應申尙書戸部而違限。杖壹伯。

【職制勅乙 181】諸被受赦降。應謄報而不謄報者。徒貳年。卽不應謄報而謄報。若脫誤有

害者。各減參等。

a〔職制勅甲 214〕
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【職制勅乙 182】諸奏事。應通封而輒實封者。杖壹伯。

a〔職制勅甲 215〕

【職制勅乙 183】諸臣僚上殿。若内外官司應進圖籍之類。輒用軸。及非機密而封記者。各

杖壹伯。經由官司不點檢。准此。

a〔職制勅甲 216〕

【職制勅乙 184】諸軍馬糧草數。及事干機密應行文書。而不實封者。杖壹伯。軍馬機密事。

輒下司者。罪亦如之。

a〔職制勅甲 218〕

【職制勅乙 185】諸官司及將校。預印空紙塡寫文書。及印之者。各杖捌拾。

a〔職制勅甲 219〕諸官司及將校。預印空紙塡寫文書。及印之者。各杖捌拾。

b〔職制勅甲 221〕諸官司及將校。預印空紙塡寫文書。及印之者。各杖捌拾。

【職制勅乙 186】諸帥司及統兵官行移。輒用劄子者。徒貳年［執政以上出使。及有專降指

揮許用者非］。

a〔職制勅甲 220〕

【職制勅乙 187】諸制書若官文書。應長留而不別庫架閣。或因檢簡移到而不別注於籍者。

各杖壹伯。卽應檢簡公案。而被差覆檢官不如令者。罪亦如之。

a〔職制勅甲 223〕

【職制勅乙 188】諸架閣庫文書。所掌官吏散失者。杖壹伯［散。謂出限。或不立限。各過

伯日不拘收者。行遣不絶者非］。當職官吏。以架閣應留文書費用者。以違制論。非重害

減參等。

a〔職制勅甲 224〕

【職制勅乙 189】諸私有天象器物。天文圖書讖書兵書。太一雷公式。星曜曆算。占候。六
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壬遁甲。氣神軌限之書［三略六韜。司馬法。孫呉尉繚子。季衞公問對。歷代史志通典。

及常行卜筮之書非］。或私傳習者。各流參阡里。雖不全成。堪行用者。減參等。不堪行

用者。又減參等［非天象器物。天文圖讖兵書。而不涉國家休咎。及用兵之事者。雖堪行

用。不坐］。内圖書讖書。許人吿。以上。因私習經斷。而復行其術者。還依私習之法。

a〔職制勅甲 227〕

【職制勅乙 190】諸供朝廷封樁錢物帳［禁軍闕額請給帳同］。及承取索回報。而隱漏增減

不實者。各徒貳年。不依式。若名數交互。杖捌拾。

a〔職制勅甲 228〕

【職制勅乙 191】諸供朝廷封樁錢物及禁軍闕額請給帳稽程者。壹日杖捌拾。參日加壹等。

罪止徒貳年。供申收附違限者。各減貳等。

a〔職制勅甲 229〕

【職制勅乙 192】諸掌應在司官任内開破。不及柒分降壹年名次。不及陸分展磨勘壹年［幕

職官殿壹年參選］。不及伍分展磨勘貳年［幕職官殿壹年參選。仍降半年名次］。吏人界

内開破。不及柒分杖捌拾。每少壹分加壹等。罪止杖壹伯。仍勒停。以上。並以赦前之數

通計。

a〔職制勅甲 230〕

【職制勅乙 193】諸州已支官物。合關應在司而違限。若本司承關不上簿者。各杖捌拾。因

失擧催。致失陷官物。加貳等。許人吿。有情弊罪輕者。徒貳年。

a〔職制勅甲 231〕

【職制勅乙 194】諸納畢官物。出給公憑。收附文鈔。及入遞違限者。干繫吏人。論如官文

書稽程律。參拾日杖壹伯。陸拾日。簽書官杖陸拾。卽鈔及收附到州下應在司違限者。罪

亦如之。

a〔職制勅甲 232〕

【職制勅乙 195】諸因點磨取索到縣鎭倉庫收支錢物簿曆［鈔旁之類同］。違限不送還者。
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杖柒拾。參日加壹等。罪止徒貳年。餘文書。依官文書稽程律。

a〔職制勅甲 233〕

【職制勅乙 196】諸承提點刑獄司輪取諸軍請給旁曆。轉運司及州縣等處買物文憑之類。點

磨而違限不供送者。杖捌拾。壹日加壹等。參拾日以上。若折挨移改事節。有所規避者。

徒貳年。其提點刑獄司。應取而不取。應點磨而不點磨。各故爲隱庇者。與同罪。

a〔職制勅甲 234〕

【職制勅乙 197】諸隱落及失陷錢物。干繫人知而不擧。與犯人同罪。罪止徒貳年。許人吿。

a〔職制勅甲 235〕

【職制勅乙 198】諸重祿公人［有官人充重祿職役同］。因職事［事過而犯。或事局常有統

攝。雖不因職事同］受乞財物者［酒食亦是］。徒壹年。壹伯文徒壹年半。壹伯文加壹等。

壹貫流貳阡里。壹貫加壹等。共犯者。倂贓論［酒食共費者。止計己分］。徒罪皆配鄰州。

流罪配伍伯里。拾貫。配廣南。不以赦降原減。其引領過度者。各減罪人罪貳等。卽罪人

已受應配。而罪至徒者。皆配鄰州。與者。依別條罪輕者。杖捌拾。

a〔職制勅甲 236〕諸重祿公人。因職事受乞財物［酒食亦是］。徒壹年。壹伯文徒壹年半。

壹伯文加壹等。壹貫流貳阡里。壹貫加壹等。共犯者。倂贓論［酒食共費者。止計己分］。

徒罪皆配鄰州。流罪配伍伯里。拾貫。配廣南。不以赦降原減。其引領過度者。各減罪

人罪貳等。卽罪人已受應配。而罪至徒者。皆配鄰州。與者。依別條罪輕者。杖捌拾。

b〔職制勅甲 258〕諸重祿公人［有官人充重祿職役同］。因職事［事過而犯。或事局常有統

攝。雖不因職事同］受乞財物者。徒壹年。壹伯文徒壹年半。壹伯文加壹等。壹貫流貳

阡里。壹貫加壹等。共犯者。倂贓論［酒食共費者。止計己分］。徒罪皆配鄰州。流罪

伍伯里。拾貫。配廣南。

【職制勅乙 199】諸請求曲法。杖捌拾［爲人請者。與自請同］。主司許者。與同罪［主司

不許。止坐請求者］。已施行者。各徒壹年。緦麻以上親請者。減壹等。

a〔職制勅甲 238〕

【職制勅乙 200】諸監臨主司受財枉法。其引領過度過人。各減主司罪參等。因而受財贓重
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者。坐贓論加貳等。主司罪至死者。配本州。

a〔職制勅甲 239〕

【職制勅乙 201】諸州夏秋稅管額帳［刺帳單狀並納畢帳同］。違限參拾日。吏人杖陸拾。

當職官罰俸壹月。通判知州半月。滿陸拾日。各加壹等。

a〔職制勅甲 244〕

【職制勅乙 202】諸官司輒借人戸錢物［物謂支費者］充官用者。坐贓論加貳等。

a〔職制勅甲 247〕

【職制勅乙 203】諸給預買紬絹價錢。不以見錢而以他物。不以正月而以他月。或低立價直。

以違制論［提點刑獄司具奏有無違戻不實者。准此］。卽應榜示曉諭之類。於令有違。及

輒差公人下鄕。若均定數目失當者。各杖壹伯。吏有情弊者。仍勒停。受贓重者。加本罪

貳等。

a〔職制勅甲 248〕

【職制勅乙 204】諸緣勸農。輒追擾人戸者。徒貳年［容縱公吏等。與同罪］。

a〔職制勅甲 249〕

【職制勅乙 205】諸縣丞任滿。任内種植林木。虧參分。降半年名次。伍分。降壹年。捌分。

降壹資［承務郞以上。展貳年磨勘］。

a〔職制勅甲 251〕

【職制勅乙 206】諸在任官於所部。將校節級於所轄。爲僧道抄化財物。杖壹伯。僧道吿囑

者。與同罪。仍還俗。並許人吿。

a〔職制勅甲 252〕

【職制勅乙 207】諸臣僚奏帶隨行吏人。而輒爲陳乞減年出官。及超補資級者。徒貳年。

a〔職制勅甲 253〕
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【職制勅乙 208】諸州縣［鎭寨倉庫等官司同］巧作名色。增置人吏者［應係公之人亦是］。

徒貳年。

a〔職制勅甲 254〕

【職制勅乙 209】諸監司［依監司例。人凡可按刺州縣者同］人吏占射。所部吏人優輕差遣

者。徒貳年。

a〔職制勅甲 256〕

【職制勅乙 210】諸公人因遷補差使。若吉凶聚會。或夏秋收成之際。妄以祈賽之類爲名乞

索者。坐贓論加壹等。許人吿。

a〔職制勅甲 257〕

【職制勅乙 211】諸私名書手［貼司同。雖非籍定人亦是。餘條稱私名書手。准此］若軍典。

於本司有犯。依主典法。仍許人吿。應勒停者。軍典還本役。私名書手永不得充募。吏人

失覺察。減伍等。罪止杖壹伯。知情。與同罪。其差書寫文書軍典。因本職犯私罪。亦准

此。

a〔職制勅甲 259〕

【職制勅乙 212】諸遭喪應解官。而臨時竄名軍中。規免執喪者。徒參年。所屬知情容庇。

或爲申請起復者。徒貳年。

a〔職制勅甲 261〕

【職制勅乙 213】諸居夫之父母喪。而忘哀作樂者［自作遣人等］。杖壹伯。雜戲。及遇樂

而聽。若參預吉席者。減貳等。

a〔職制勅甲 262〕

【職制勅乙 214】諸蕃蠻入貢。引伴隨行公人兵級。因藉蕃蠻事勢。乞取財物者。論如因使

乞取律。徒以上配本城。杖以下鄰州編管。許人吿。

a〔職制勅甲 263〕
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【職制勅乙 215】諸州縣吏人公人承佃［巧詐假名同］歸明人給賜田者。論如當職官吏並州

縣吏人公人請佃官田法。

a〔職制勅甲 265〕

【職制勅乙 216】諸當職官吏［監司或本州縣在任官。及主管公人同］請佃官田者。徒貳年。

本州縣吏人公人請佃者。杖壹伯。若假託人姓名。各准此。並許人吿［給錢還主］。未得

者。各減參等。

a〔職制勅甲 266〕

【職制勅乙 217】諸新歸順蕃族熟戸。而輒乞取其財物者。徒貳年。貳貫徒參年。拾貫加壹

等。至壹伯貫者。斬。若無故勾呼迨擾者。徒貳年。禁留拘繫。加壹等。參日以上。又加

壹等。因致逃叛。流貳阡里。其歸順滿參年者。有犯。依常法。

a〔職制勅甲 267〕

【職制勅乙 218】諸在任官。雖有政迹。諸軍輒擧留。及餘人非遇察訪監司所至而擧留者。

各杖壹伯。建祠立碑者。罪亦如之［並坐爲首之人。碑祠仍毀］。本官知情。與同罪。若

自遣人建祠。論如輒立碑律。

a〔職制勅甲 269〕

【職制勅乙 219】諸曾經編配及罷役見役吏人。輒充官民戸幹人者。徒貳年。許人吿。

a〔職制勅甲 270〕

戸婚勅復原（78 箇條）

【戸婚勅乙 1】諸命官見僧道。輒拜者。以違制論。

a〔戸婚勅甲 1〕

【戸婚勅乙 2】諸相驗覆視鹼鹵生發地土被差官。輒辭避。若起發違限者。各杖壹伯。

a〔戸婚勅甲 2〕
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【戸婚勅乙 3】諸臣僚遇恩。應封贈而遺其母者。徒貳年［已封至大郡夫人。許本等内改封

而不願者非］。

a〔戸婚勅甲 3〕

【戸婚勅乙 4】諸要非禮婚正室而封贈者。徒貳年。未授者。減貳等。保官。減犯人壹等。

不知情。又減貳等。

a〔戸婚勅甲 4〕

【戸婚勅乙 5】諸臣僚身亡。應借官屋。而以人戸見賃屋借之者。以違制論。卽本家輒出賃

所借屋者。杖壹伯。

a〔戸婚勅甲 5〕

【戸婚勅乙 6】諸職田收到租課。應充朝廷封樁錢物。不依限申。提點刑獄司檢察拘收者。

杖捌拾。未拘收封樁而輒支借者。加貳等。

a〔戸婚勅甲 6〕

【戸婚勅乙 7】諸於稅租簿帳有欺弊者［謂於錢物數故隱漏增減移易。或虛銷簿籍者。餘條

官物稱有欺弊。准此］。不分首從。計物之直［累而不倍］。不滿伍伯文杖壹伯。伍伯文

徒壹年。伍伯文加壹等。參貫。皆配本城。伍貫。皆配本州。許人吿。書手。雖杖罪。勒

停。其私名人有欺弊。正名知情。與同罪。各不以赦降原減。當職官吏失覺察。杖捌拾。

犯人應配者。杖壹伯。仍奏裁［曾自覺察得犯人。罪等。或重者。除其罪］。

a〔戸婚勅甲 7〕諸於稅租簿帳有欺弊者［謂於錢物數故隱漏增減移易。或虛銷簿籍者。餘

條官物稱有欺弊。准此］。不分首從。計物之直［累而不倍］。不滿伍伯文杖壹伯。伍伯

文徒壹年。伍伯文加壹等。參貫。皆配本城。伍貫。皆配本州。許人吿。書手。雖杖罪。

勒停。其私名人有欺弊。正名知情。與同罪。各不以赦降原減。當職官吏失覺察。杖捌

拾。犯人應配者。杖壹伯。仍奏裁［曾自覺察犯人。罪等。或重者。除其罪］。

b〔戸婚勅甲 41〕諸於稅租簿帳有欺弊者［謂於錢物數故隱漏增減移易。或虛銷簿籍者。餘

條官物稱有欺弊。准此］。不分首從。計物之直［累而不倍］。不滿伍伯文杖壹伯。伍伯

文徒壹年。伍伯文加壹等。參貫。皆配本城。伍貫。皆配本州。許人吿。書手。雖杖罪。
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勒停。其私名人有欺弊。正名知情。與同罪。各不以赦降原減。當職官吏失覺察。杖捌

拾。犯人應配者。杖壹伯。仍奏裁［曾自覺察得犯人。罪等。或重者。除其罪］。

【戸婚勅乙 8】諸磨勘稅租簿。未見欺弊。輒追本縣公人。或故爲隱漏者。徒貳年。有虧失

審磨不出者。杖壹伯。卽州縣發送鈔簿。並磨勘官違限。及未畢交與後官。若後官輒交承

者。並准此。

a〔戸婚勅甲 8〕諸磨勘稅租簿。未見欺弊。輒追本縣公人。或故爲隱漏者。徒貳年。有虧

失審磨不出者。杖壹伯。卽州縣發送鈔簿。並磨勘官違限。及未畢交與後官。若後官輒

交承者。並准此。

b〔戸婚勅甲 43〕諸磨勘稅租簿。未見欺弊。輒追本縣公人。或故爲隱漏者。徒貳年。有虧

失磨不出者。杖壹伯。卽州縣發送鈔簿。並磨勘官違限。及未畢交與後官。若後官輒交

承者。並准此。

【戸婚勅乙 9】諸州審磨稅租簿。吏人故爲隱漏者。徒貳年。有虧失審磨不出。杖壹伯。卽

因而受乞者。論如吏人鄕書手攬納稅租受乞財物法。

a〔戸婚勅甲 9〕諸州審磨稅租簿。吏人故爲隱漏者。徒貳年。有虧失審磨不出。杖壹伯。

卽因而受乞者。論如吏人鄕書手攬納稅租受乞財物法。

b〔戸婚勅甲 44〕諸州審磨稅租簿。吏人故爲隱漏者。徒貳年。有虧失審磨不出。杖壹伯。

卽因而受乞者。論如吏人鄕書手攬納稅租受乞財物法。

【戸婚勅乙 10】諸州審磨並磨勘稅租簿。官有欺弊。審磨不出者。論如稅租簿有欺弊當職

官失覺察法。

a〔戸婚勅甲 10〕諸州審磨並磨勘稅租簿。官有欺弊。審磨不出者。論如稅租簿有欺弊當職

官失覺察法。

b〔戸婚勅甲 45〕諸州審磨並磨勘稅租簿。官有欺弊。磨不出者。論如稅租簿有欺弊當職官

失覺察法。

【戸婚勅乙 11】諸州縣吏人鄕書手專斗。攬納稅租而受乞財物者。加受乞監臨罪參等。杖

罪鄰州編管。徒以上配本州。許人吿。家人犯者。減貳等坐之。正身知情。准自犯法。與

者。非求曲法。不坐。卽率斂而與者。止坐爲首之人。雖非曲法。亦准此。
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a〔戸婚勅甲 11〕諸州縣吏人鄕書手。攬納稅租而受乞物者。加受乞監臨罪參等。杖罪鄰州

編管。徒以上配本州。

b〔戸婚勅甲 28〕諸州縣吏人鄕書手專斗。攬納稅租而受乞財物者。加受乞監臨罪參等。杖

罪鄰州編管。徒以上配本州。許人吿。家人犯者。減貳等坐之。正身知情。准自犯法。

與者。非求曲法。不坐。卽率斂而與者。止坐爲首之人。雖非曲法。亦准此。

c〔戸婚勅甲 47〕諸州縣吏人鄕書手專斗。攬納稅租而受乞財物者。加受乞監臨罪參等。杖

罪鄰州編管。徒以上配本州。許人吿。家人犯者。減貳等坐之。正身知情。准自犯法。

與者。非求曲法。不坐。卽率斂而與者。止坐爲首之人。雖非曲法。亦准此。

【戸婚勅乙 12】諸和買歲計。而不以見錢當日給者。杖陸拾。壹日加壹等。罪止徒貳年。

a〔戸婚勅甲 12〕

【戸婚勅乙 13】諸監司。以人戸合納穀帛絲綿之類紐折。增加價錢。或糴買糧草。抑令遠

處輸納。若巧作名目額外誅求者。並以違制論。守令奉行及監司不互察者。與同罪。許被

科抑人戸越訴。

a〔戸婚勅甲 13〕諸監司。糴買糧草。抑令遠處輸納。若巧作名目額外誅求者。並以違制論。

守令奉行及監司不互察者。與同罪。許被科抑人戸越訴。

b〔戸婚勅甲 55〕諸監司。以人戸合納穀帛絲綿之類紐折。增加價錢。或糴買糧草。抑令遠

處輸納。若巧作名目額外誅求者。並以違制論。守令奉行及監司不互察者。與同罪。許

被科抑人戸越訴。

【戸婚勅乙 14】諸稅租。州輒差官吏下縣催督。若縣未入末限。或未經科校。輒差人下鄕

者。並杖壹伯。

a〔戸婚勅甲 14〕

【戸婚勅乙 15】諸應納畸零殘欠稅租。逐料起催前。不行點檢。保明申州者。官吏。各杖

壹伯。

a〔戸婚勅甲 15〕

【戸婚勅乙 16】諸令佐催理稅租。輒自下鄕。若抑令人戸結甲者。各杖捌拾。致公吏人因
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而乞取。減犯人罪參等。罪止杖壹伯。故縱。與同罪。卽將帶停僭公吏人下鄕者。徒貳年。

a〔戸婚勅甲 16〕

【戸婚勅乙 17】諸稅租起催前。應給納數單子。而不實不盡者。杖壹伯。點對官失點檢。

減壹等。

a〔戸婚勅甲 17〕

【戸婚勅乙 18】諸人戸應輸納有期限。而官司輒促其常限者。徒壹年。因致逃亡者。加壹

等。

a〔戸婚勅甲 18〕

【戸婚勅乙 19】諸納租稅。輒法外增數者。壹升壹束以上。加本罪壹等。輒他用者。又加

壹等。盜用。以自盜論。許人戸經監司越訴。

a〔戸婚勅甲 19〕

【戸婚勅乙 20】諸人戸稅租。應納數外。輒收羨餘者。杖捌拾。

a〔戸婚勅甲 20〕

【戸婚勅乙 21】諸抑令人戸賣耕牛或耕稼之具納稅租。及令公人代輸者。杖壹伯。

a〔戸婚勅甲 21〕

【戸婚勅乙 22】諸應合鈔送納畸零稅租。不逐戸印給已納憑由者。杖壹伯。公吏乞覓。計

贓。以枉法論。

a〔戸婚勅甲 22〕

【戸婚勅乙 23】諸銷稅租簿。吏人書手受縣鈔。或取到監住鈔。而不卽時勾銷。致毀失者。

雖會恩。仍勒停。

a〔戸婚勅甲 23〕

【戸婚勅乙 24】諸縣受人戸已納稅租鈔［和預買紬絹錢物之類同］。不依限對簿朱銷者。杖
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壹伯。吏人仍勒停。其人戸自齎戸鈔。或憑由出官。不爲照使。抑令重疊輸納者。以違制

論。委知通檢察。知情容庇者。與同罪。並許人戸經監司越訴。

a〔戸婚勅甲 24〕諸縣受人戸已納稅租鈔［和預買紬絹錢物之類同］。不依限對簿朱銷者。

杖壹伯。吏人仍勒停。其人戸自齎戸鈔。或憑由出官。不爲照使。抑令重疊輸納者。以

違制論。委知通檢察。知情容庇者。與同罪。並許人戸經監司越訴。

b〔戸婚勅甲 61〕諸縣受人戸已納稅租鈔［和預買紬絹錢物之類同］。不依限對簿朱銷者。

杖壹伯。吏人仍勒停。其人戸自齎戸鈔。或憑由出官。不爲照使。抑令重疊輸納者。以

違制論。委知通檢察。知情容庇者。與同罪。並許人戸經監司越訴。

【戸婚勅乙 25】諸州縣輒預借人戸稅租［和預買紬絹錢物同］。徒壹年。若公吏於人戸處私

輒借者。准盜論。伍拾匹。配本城。仍許被借人戸越訴。

a〔戸婚勅甲 25〕諸州縣輒預借人戸稅租［和預買紬絹錢物同］。徒壹年。若公吏於人戸處

私輒借者。准盜論。伍拾匹。配本城。仍許被借人戸越訴。

b〔戸婚勅甲 60〕諸州縣輒預借人戸稅租［和預買紬絹錢物同］。徒壹年。若公吏於人戸處

私輒借者。准盜論。伍拾匹。配本城。仍許被借人戸越訴。

【戸婚勅乙 26】諸攬納稅租。和預買紬絹錢物［謂非係公之人］。本限内不納。杖陸拾。貳

拾匹加壹等。罪止徒壹年。

a〔戸婚勅甲 26〕諸攬納稅租。和預買紬絹錢物［謂非係公之人］。本限内不納。杖陸拾。

貳拾匹加壹等。罪止徒壹年。

b〔戸婚勅甲 59〕諸攬納稅租。和預買紬絹錢物［謂非係公之人］。本限内不納。杖陸拾。

貳拾匹加壹等。罪止徒壹年。

【戸婚勅乙 27】諸州縣係公人。攬納稅租者。杖捌拾。

a〔戸婚勅甲 27〕

【戸婚勅乙 28】諸輸稅租違欠者。笞肆拾。遞年違欠。及形勢戸。杖陸拾［州縣職級押錄。

並戸案吏人鄕書手。加參等］。品官之家。杖壹伯。

a〔戸婚勅甲 29〕
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【戸婚勅乙 29】諸上參等戸及形勢之家。應輸稅租而出違省限。輸納不足者。轉運司具姓

名及所欠數目申尙書省取旨。其未納之數。雖遇赦降。不在除放之限。

a〔戸婚勅甲 30〕

【戸婚勅乙 30】諸稅租末限滿。欠不及壹分。縣吏人書手戸長笞肆拾。令佐罰參拾直［手

力。依戸長法。其戸長至末限半欠及參分者。准此。限滿有欠應科校。仍通計］。壹分杖

陸拾。令佐罰陸拾直。州吏人笞肆拾。都孔目副都孔目官笞貳拾。幕職官參拾直。通判知

州貳拾直。每壹分各加貳等。至參分罪止［州以所管縣通計分數］。令佐仍衝替。州縣吏

人書手勒停。都孔目副都孔目官降壹資［廂鎭催理者。依縣法］。其拖欠或積欠者［拖欠

謂前官限外未納。積欠謂倚閣應催者。餘條稱拖欠積欠。准此。兩科以上。仍通計］。再

限滿不足。各依分數減壹等。令佐於末限半後替移。催納不及伍分。及於末限内到任者。

各准此。

a〔戸婚勅甲 31〕

【戸婚勅乙 31】諸稅租。應開閣減免除放。而不爲開閣減免除放。或令人代輸。及非逃亡

戸絶而不追究欠人理納。致戸長手力代輸者［逃田稅役。輒勒鄰保代輸同］。各杖壹伯［一

時指揮放免拖欠諸色窠名錢物。而官司輒復催理者。准此］。計所納。贓重者。坐贓論。

卽抑令人請佃承賃官田宅者。准此。並許人戸經監司越訴。

a〔戸婚勅甲 32〕

【戸婚勅乙 32】諸擅倚閣稅租者。徒貳年。

a〔戸婚勅甲 33〕

【戸婚勅乙 33】諸逃亡死絶之戸。不畫時倚閣者。官吏並徒貳年。其被抑令償備者。許經

監司越訴。

a〔戸婚勅甲 34〕

【戸婚勅乙 34】諸被差撲除蟲蝗。於令有違者。杖壹伯。其檢覆逃亡。無故違限。或不親

檢視者。准此。

a〔戸婚勅甲 35〕諸被差撲除蟲蝗。於令有違者。杖壹伯。其檢覆逃亡。無故違限。或不親
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檢視者。准此。

b〔戸婚勅甲 40〕諸被差撲除蟲蝗。於令有違者。杖壹伯。其檢覆逃亡。無故違限。或不親

檢視者。准此。

【戸婚勅乙 35】諸縣歲造稅簿。正額外。其人戸蹙零之數。縣申州。州申轉運司。本司類

聚報尙書戸部。而違限者。各杖捌拾。

a〔戸婚勅甲 36〕

【戸婚勅乙 36】諸縣解稅租簿赴州。而本州不依限印給者。杖壹伯。若因乞取而留滯者。

加壹等［受贓重者。自依本法］。

a〔戸婚勅甲 37〕

【戸婚勅乙 37】諸人吏鄕書手。輒將稅租簿歸私家者。徒壹年。許人吿。

a〔戸婚勅甲 38〕

【戸婚勅乙 38】諸州縣轉運司。每歲供申稅租帳。違限。若勘驗不實者。各杖捌拾。卽增

減不實。加貳等。

a〔戸婚勅甲 39〕

【戸婚勅乙 39】諸於稅租簿脫誤者［結轉之類。闊略不如令。而無欺弊者同］。杖捌拾。令

佐。減貳等。卽因造簿。及納畢。送州磨勘。而率斂財物行用者。許人吿。若本州驅磨不

出。及不點檢改正者。吏人杖捌拾。當職官減壹等。知通又減壹等。

a〔戸婚勅甲 42〕

【戸婚勅乙 40】諸稅租。輒勾追催稅人赴官比磨者。徒壹年。

a〔戸婚勅甲 46〕

【戸婚勅乙 41】諸稅租創支移而不奏。或奏而不待報。輒施行者。各徒貳年。

a〔戸婚勅甲 48〕
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【戸婚勅乙 42】諸折變支移和買。不計豐歉貴賤多寡者。杖壹伯。吏人勒停。若以貴爲賤。

以賤爲貴。及多寡豐歉不實者。加壹等。吏人阡里編管。

a〔戸婚勅甲 49〕

【戸婚勅乙 43】諸科買及折納物。官司違限。或不預榜示。而急爲期限。致販人乘時邀利

者。杖壹伯。卽與販人同情爲弊者。各徒貳年。許人吿。

a〔戸婚勅甲 50〕

【戸婚勅乙 44】諸非法擅賦斂者。以違制論。科買折納而反覆紐折［如以絹折麥。以苗折

糯。其所敷麥糯。而過苗絹時直之數。及已折麥糯。却再紐納價錢者。皆是］。或別納錢

物過爲掊剋者。徒貳年。並許被科抑人戸越訴。

a〔戸婚勅甲 51〕諸非法擅賦斂者。以違制論。科買折納而反覆紐折［如以絹折麥。以苗折

糯。其所敷麥糯。而過苗絹時直之數。及已折麥糯。却再紐納價錢者。皆是］。或別納

錢物過爲掊剋者。徒貳年。並許被科抑人戸越訴。

b〔戸婚勅甲 56〕諸非法擅賦斂者。以違制論。科買折納而反覆紐折［如以絹折麥。以苗折

糯。其所敷麥糯。而過苗絹時直之數。及已折麥糯。却再紐納價錢者。皆是］。或別納

錢物過爲掊剋者。徒貳年。並許被科抑人戸越訴。

【戸婚勅乙 45】諸不爲孤貧戸注籍者。壹戸杖捌拾。伍戸加壹等。罪止徒貳年。

a〔戸婚勅甲 52〕

【戸婚勅乙 46】諸進奉聖節禮物。輒於民間科配者。以違制論。

a〔戸婚勅甲 53〕

【戸婚勅乙 47】諸非禮掊斂進獻羨餘者。以違制論。

a〔戸婚勅甲 54〕

【戸婚勅乙 48】諸供官之物應和買。而州縣輒科折。及轉運司應申而不申者。以違制論。

被科折人經提擧常平司訴而不行者。與同罪。卽拋降下縣收買製造物色者。准此。

a〔戸婚勅甲 57〕
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【戸婚勅乙 49】諸人戸應月輸課利。官司輒預借者。杖壹伯。因而追擾。加壹等。

a〔戸婚勅甲 58〕

【戸婚勅乙 50】諸瀦水之地［謂衆共漑田者］。輒許人請佃承買。並請佃承買人。各以違制

論。許人吿。未給未得者。各杖壹伯。

a〔戸婚勅甲 62〕

【戸婚勅乙 51】諸試經撥度。若守掌金寶牌應度童行。或僧道陳乞紫衣師號。保奏不依式。

或事節未備而輒奏者。杖壹伯。點勘官。減貳等［造僧道童行帳。不圓及不如式者。准此］。

a〔戸婚勅甲 63〕諸試經撥度。若守掌金寶牌應度童行。或僧道陳乞紫衣師號。保奏不依式。

或事節未備而輒奏者。杖壹伯。點勘官。減貳等。

b〔戸婚勅甲 74〕諸僧道陳乞紫衣師號。保奏不依式。或事節未備而輒奏者。杖壹伯。點勘

官。減貳等。

c〔戸婚勅甲 78〕諸試經撥度。若守掌金寶牌應度童行。或僧道陳乞紫衣師號。保奏不依式。

或事節未備而輒奏者。杖壹伯。點勘官。減貳等［造僧道童行帳。不圓及不如式者。准

此］。

【戸婚勅乙 52】諸童行令人代試經。及代之者。雖不合格。各徒貳年。甲頭同保人。並本

師主首。及經歷干繫人知情。與同罪。僧道仍還俗。並許人吿。不知情者。各杖陸拾。

a〔戸婚勅甲 64〕

【戸婚勅乙 53】諸童行。兩州供帳試經者。徒壹年。許人吿。本師知情。減貳等。主首知

情。又減參等。並還俗。

a〔戸婚勅甲 65〕

【戸婚勅乙 54】諸私自剃披（１）。及私度人爲僧道。若僞冒者。各徒參年。本師知情。徒貳

年。主首知情。杖壹伯。並還俗。卽以應毀納度牒。乞賣與人。及受買［盜詐取同］。而

欲冒之者。各徒貳年［公人將繳到亡僧道度牒盜賣與人。及受買洗改書塡者。准此］。以

上。並許人吿。赦到參拾日不改正。復罪如初［童行冒帳買帳。令人代試經（２）。並本師
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主首知情。並准此］。

（1）「剃披」は「披剃」とすべきかもしれない。

（2）「冒帳買帳」と「令人代試經」の語順は未確定である。

a〔戸婚勅甲 66〕諸私自披剃爲僧道。赦到參拾日不改正。復罪如初［童行令人代試經。並

本師主首知情。並准此］。

b〔戸婚勅甲 67〕諸以應毀納度牒。乞賣與人。及受買［盜詐取同］。而欲冒之者。各徒貳

年［公人將繳到亡僧道度牒盜賣與人。及受買洗改書塡者。准此］。並許人吿。赦到參

拾日不改正。復罪如初。

c〔戸婚勅甲 69〕諸私自剃披。及私度人爲僧道。若僞冒者。各徒參年。本師知情。徒貳年。

主首知情。杖壹伯。並還俗。卽以應毀納度牒。乞賣與人。及受買［盜詐取同］。而欲

冒之者。各徒貳年［公人將繳到亡僧道度牒盜賣與人。及受買洗改書塡者。准此］。以

上。並許人吿。赦到參拾日不改正。復罪如初。

d〔戸婚勅甲 81〕諸私自披剃爲僧道。赦到參拾日不改正。復罪如初［童行冒帳買帳。並本

師主首知情。並准此］。

【戸婚勅乙 55】諸僧道度牒。應於官司書塡。而輒擅書塡者。徒貳年。

a〔戸婚勅甲 68〕

【戸婚勅乙 56】諸童行應度未受牒。而輒披剃者。杖壹伯。本師知情。減貳等。主首知情。

又減貳等。

a〔戸婚勅甲 70〕

【戸婚勅乙 57】諸違令爲童行者。杖壹伯［由同居尊長者。止坐所由］。仍改正。本師知情。

與同罪。主首知情。杖陸拾。已度者。並本師。並還俗。事發日。於令無違者。各勿論。

a〔戸婚勅甲 71〕

【戸婚勅乙 58】諸戒壇。非遇聖節。輒開而受戒。並受之者。各徒貳年。臨壇主首。與同

罪。

a〔戸婚勅甲 72〕
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【戸婚勅乙 59】諸寺觀。改充十方住持。而主首或徒弟妄訴訟。及乞改爲甲乙承續者。杖

壹伯。卽私自改。或不申官而私以本寺觀人承續。並官司故縱。各加貳等。若係戸絶而擅

住持者。准此。並許人吿。僧道正司知而不擧。與同罪。

a〔戸婚勅甲 73〕

【戸婚勅乙 60】諸僧道行游。本師或主首保明不實。致請公憑。因緣避罪者。杖捌拾。給

憑官司。若所止寺觀主首。不依令驗實者。減貳等。

a〔戸婚勅甲 75〕

【戸婚勅乙 61】諸僧道。未經本寺觀供帳。或未受戒。輒請公憑行游者。杖捌拾。主司給

者。與同罪。其已出本州界者。仍還俗。

a〔戸婚勅甲 76〕

【戸婚勅乙 62】諸僧道行游。無公憑者。杖壹伯。還俗。

a〔戸婚勅甲 77〕

【戸婚勅乙 63】諸僧道。不供名入帳者。還俗。

a〔戸婚勅甲 79〕）

【戸婚勅乙 64】諸童行冒帳買帳。並給合引領賣人。各徒貳年。甲頭同保人。並本師主首。

及經歷干繫人知情。與同罪。僧道仍還俗。並許人吿。不知情者。各杖陸拾。

a〔戸婚勅甲 80〕

【戸婚勅乙 65】諸僧道身死。若還俗。及避罪逃亡。其度牒或牒六念。若紫衣師號牒［因

毀失。及曾追毀而改正所給公憑同］在寺觀。而主首過拾日不納者。杖陸拾。還俗。仍許

人吿。州縣不卽毀抹。及過限不行繳申所屬。杖壹伯。

a〔戸婚勅甲 82〕

【戸婚勅乙 66】諸僧道輒入軍營者。杖壹伯［諸軍在營。自請齋醮之類者。聽］。卽因請召

而經宿者。罪亦如之。仍還俗。請人並押營將校節級守門人。各杖捌拾。



- 248 -

a〔戸婚勅甲 83〕

【戸婚勅乙 67】諸僧道及童行。私用本師財物者。論如卑幼私輒用財律。

a〔戸婚勅甲 84〕

【戸婚勅乙 68】諸僧道。飮酒至醉者。還俗［免科罪］。

a〔戸婚勅甲 85〕

【戸婚勅乙 69】諸僧道輒娶妻並嫁之者。各以姦論加壹等。僧道。送伍伯里編管［川峽人

有犯。送非川峽州］。其本師寺觀主首。及同居尊長。知而聽之者。各杖壹伯。廂耆隣保。

知而不擧者。杖捌拾。不覺察。減貳等。

a〔戸婚勅甲 86〕

【戸婚勅乙 70】諸僧道。身有文刺。及踰濫者。各杖壹伯。並無故不於寺觀止宿。經參拾

日。並還俗。

a〔戸婚勅甲 87〕

【戸婚勅乙 71】諸老疾應贖人。充莊宅牙人者［私牙人同］。杖壹伯。許人吿。仍伍伯里編

管。

a〔戸婚勅甲 88〕

【戸婚勅乙 72】諸臣僚丁憂。應借官屋。而以人戸見賃屋借之者。以違制論。卽本家輒出

賃所借屋者。杖壹伯。

a〔戸婚勅甲 89〕

【戸婚勅乙 73】諸父母亡。過伍年無故不葬者。杖壹伯。品官。委御史臺閤門彈奏。民庶

之家。令州縣覺察。

a〔戸婚勅甲 90〕

【戸婚勅乙 74】諸同居親疾病。輒相棄絶。或死喪不親殮葬者。杖壹伯。
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a〔戸婚勅甲 91〕

【戸婚勅乙 75】諸以墓地［贍塋田土同］及林木土石。非理毀伐者。杖壹伯。不以蔭論。

土石可追改者。悉追改。

a〔戸婚勅甲 92〕

【戸婚勅乙 76】諸人戸栽種桑柘。非災傷及枯朽。而輒毀伐者。杖陸拾。

a〔戸婚勅甲 93〕

【戸婚勅乙 77】諸兵級妻擅去。因而改嫁。雇身犯姦爲倡。若娶。及與姦。並媒保引領牙

人知情者。各不以赦降原減［其妻自首而應減者。減外之罪。准此］。

a〔戸婚勅甲 94〕

【戸婚勅乙 78】諸妻擅去而犯姦者。論如改嫁律。爲倡者。以姦論［自首姦罪。不免］。男

子。不從姦坐。

a〔戸婚勅甲 95〕

廏庫勅復原（156 箇條）

【廏庫勅乙 1】諸場務監官輒差主管公使庫。及公使庫官輒差充受納糴買官。並受差者。各

以違制論。

a〔廏庫勅甲 1〕諸場務監官輒差主管公使庫。及公使庫官輒差充受納糴買官。並受差者。

各以違制論。

b〔廏庫勅甲 3〕諸場務監官輒差主管公使庫。及公使庫官輒差充受納糴買官。並受差者。

各以違制論。

【廏庫勅乙 2】諸命官兼局。若差權他官。受公使供給。於令有違者。杖壹伯。

a〔廏庫勅甲 2〕
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【廏庫勅乙 3】諸發運監司巡按［提點坑冶鑄錢。提擧市舶之類。若屬官。及諸州通判同］。

隨行公吏違法出給驛券。及所給官司。各徒貳年［所請贓重者。自從重］。

a〔廏庫勅甲 4〕

【廏庫勅乙 4】諸發運監司巡按。以所得酒賣易。杖壹伯。

a〔廏庫勅甲 5〕

【廏庫勅乙 5】諸軍無家屬。因差出逃亡。應申官注籍關報。開閣擧催。而於令有違者。各

徒貳年。發運監司所至不檢察。與罪人同。

a〔廏庫勅甲 6〕

【廏庫勅乙 6】諸聽探倉庫見在及綱運錢物名數傳報。致他司截攔占取者。各杖壹伯。許人

吿。

a〔廏庫勅甲 7〕諸聽探倉庫見在及綱運錢物名數傳報。致他司截攔占取者。各杖壹伯。許

人吿。

b〔廏庫勅甲 119〕諸聽探倉庫見在及綱運錢物名數傳報。致他司截攔占取者。各杖壹伯。

許人吿。

【廏庫勅乙 7】諸發運監司。若提總之官。遇聖節。輒以本司錢排辦宴設者。以違制論。

a〔廏庫勅甲 8〕

【廏庫勅乙 8】諸路帥臣。不因賞給將士。將犒賞錢物妄作名目。饋送監司或屬官機幕。及

受之者。以坐贓論。

a〔廏庫勅甲 9〕

【廏庫勅乙 9】諸發運監司［依監司例。凡應按刺州縣者同］若朝省所遣官。至本路。輒以

香藥饋送［非以香藥。別爲名目饋送者同］。徒貳年。折計價直。以自盜論。

a〔廏庫勅甲 10〕

【廏庫勅乙 10】諸緣邊州［帥臣所在非］及鎭寨。於例外饋送。以違制論。受者。准此。
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應幹辦官屬。唯聽受到發酒食。其餘供饋［例册有者。亦是］。及壹季内再至。雖酒食各

不得受。違者。杖壹伯。所送官司。罪亦如之。朝廷遣使或監司。於例外受者。奏裁。

a〔廏庫勅甲 11〕

【廏庫勅乙 11】諸州應供給饋送監司［屬官吏人同］。輒於例外增給。及創立則例者。以違

制論。

a〔廏庫勅甲 12〕

【廏庫勅乙 12】諸公使。輒非法於額外營置錢物［孳養豬羊之類。抑配出賣收錢者同］。或

排頓。若例外巧作名目饋送。及受。並在任官月給有次而特送人。或以酒及應公使物饋送

出本州界。各徒貳年。若無名過有特送［謂非案卷所有者］。減參等。卽以公使［正賜非］

見錢金帛珍寶遺人。准盜論減壹等［例册内立定節儀非］。知而受之。並非果實食物更相

遺送而入己［以正賜錢相兼者。除其數外。止坐遺送人］。或知州通判。於月支供給外。

受時新折送之類。坐贓論。

a〔廏庫勅甲 13〕

【廏庫勅乙 13】諸軍並馬鋪。以官馬私借賃與人。及借賃者。各論如借驛馬律。許人吿。

a〔廏庫勅甲 14〕

【廏庫勅乙 14】諸官物應起發赴闕。遇命官乘船。而不依分數支裝者。壹釐杖壹伯。參釐

加壹等。罪止徒貳年。

a〔廏庫勅甲 15〕

【廏庫勅乙 15】諸倉庫收支曆。輒不封鎻交受。若收留私家經宿者。各徒貳年。許人吿。

不驅磨架閣者。減參（１）等。

（1）「參」は「貳」とすべきかもしれない（〔廏庫勅甲 142〕校注（1）、戴本 606 頁校勘記〔一

五〕を參照）。

a〔廏庫勅甲 16〕諸倉庫收支曆。輒不封鎻交受。若收留私家經宿者。各徒貳年。許人吿。

不驅磨架閣者。減參等。

b〔廏庫勅甲 142〕諸倉庫收支曆。輒不封鎻交受。若收留私家經宿者。各徒貳年。許人吿。
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不驅磨架閣者。減參等。

【廏庫勅乙 16】諸命官。以錢物就公使庫或場務。醞造酒者。論如私醞酒法。加壹等。已

入。以自盜論。長貳當職官加貳等。監司知而不擧。與同罪。不知。減參等。

a〔廏庫勅甲 17〕

【廏庫勅乙 17】諸上供錢物。應收而不收。或舊收多而新收少。若應封樁起發而全不封樁

起發。或已封樁而輒支兌。若虛作限内裝收（１）。及虛申綱解。並應支還入使。請庫務錢。

過參日不支還者。官吏各徒貳年［内應封樁起發而拖欠。致取勘後政官者。不以去官赦降

原減。人吏不在倂計之限］。卽雖封樁起發而限滿不足。杖壹伯。過限陸拾日以上。加壹

等。

（1）「收」は「發」とすべきかもしれない。

a〔廏庫勅甲 18〕諸上供錢物。應收而不收。或舊收多而新收少。若應封樁起發而全不封樁

起發。或已封樁而輒支兌。若虛作限内裝收。及虛申綱解。並應支還入使。請庫務錢。

過參日不支還者。官吏各徒貳年［内應封樁起發而拖欠。致取勘後政官者。不以去官赦

降原減。人吏不在倂計之限］。卽雖封樁起發而限滿不足。杖壹伯。過限陸拾日以上。

加壹等。

b〔廏庫勅甲 39〕諸上供錢物。應封樁起發而全不封樁起發。或已封樁而輒支兌。若虛作限

内裝發者。官吏各徒貳年［内應封樁起發而拖欠。致取勘後政官者。仍不以去官赦降原

減。人吏不在倂計之限］。卽雖封樁起發而限滿不足。杖壹伯。過限陸拾日以上。加壹

等。

c〔廏庫勅甲 174〕諸上供錢物。已封樁而輒支兌。官吏各徒貳年。

【廏庫勅乙 18】諸應截用上供錢［謂非陳請而朝旨許支者］。和糴斛斗。拋買金銀物帛等。

輒虛擡價直。於合用錢數外大作。扣留樁占。妄行拘截。或所截外餘數。不卽起發。並依

起發上供錢違限法。

a〔廏庫勅甲 19〕

【廏庫勅乙 19】諸州縣鎭場務。季申收到經總制。並無額上供錢物。解納違限。杖捌拾。

若輒侵借［本條重者。自從重］。及供申隱漏。增減不實者。各徒貳年。
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a〔廏庫勅甲 20〕諸州縣鎭場務。收到無額上供錢物。解納違限。杖捌拾。若輒侵借［本條

重者。自從重］。及供申隱漏。增減不實者。各徒貳年。

b〔廏庫勅甲 35〕諸州縣鎭場務。收到經總制錢物。解納違限。杖捌拾。若輒侵借［本條重

者。自從重］。及供申隱漏。增減不實者。各徒貳年。

c〔廏庫勅甲 48〕諸州縣鎭場務。季申收到經總制。並無額上供錢物。輒侵借［本條重者。

自從重］。及供申隱漏。增減不實者。各徒貳年。

d〔廏庫勅甲 94〕諸州縣鎭場務。收到經總制錢物。輒侵借者。各徒貳年。

【廏庫勅乙 20】諸州縣鎭場務。季申通判廳經總制及無額上供錢物帳狀。違限者。各杖捌

拾。卽通判廳審覆供申提點刑獄司。違限者。徒貳年。本司點磨申尙書戸部。違限。准此。

a〔廏庫勅甲 21〕諸州縣鎭場務。季申通判廳無額上供錢物帳狀。違限者。各杖捌拾。卽通

判廳審覆供申提點刑獄司。違限者。徒貳年。本司點磨申尙書戸部。違限。准此。

b〔廏庫勅甲 38〕諸州縣鎭場務。季申通判廳經總制錢物帳狀。違限者。各杖捌拾。卽通判

廳審覆供申提點刑獄司。違限者。徒貳年。本司點磨申尙書戸部。違限。准此。

c〔廏庫勅甲 49〕諸州縣鎭場務。季申通判廳經總制及無額上供錢物帳狀。違限者。各杖捌

拾。卽通判廳審覆供申提點刑獄司。違限者。徒貳年。本司點磨申尙書戸部。違限。准

此。

【廏庫勅乙 21】諸上供錢物。雖請降特旨截留供兌支撥。聽被受官司執奏不行。如違期不

奏。及支撥官司。各徒貳年［元陳請截撥官司。准此］。

a〔廏庫勅甲 22〕

【廏庫勅乙 22】諸起發上京錢物。管押人侵盜移易入己者。不以自首原免。

a〔廏庫勅甲 23〕

【廏庫勅乙 23】諸上供錢物。承詔令蠲免者。轉運司畫時除豁其數。如違。杖壹伯。

a〔廏庫勅甲 24〕

【廏庫勅乙 24】諸轉運司。除諸州依格上供數外。移用錢物。侵過本州有額上供。所餘參

分之壹者。徒貳年。
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a〔廏庫勅甲 25〕

【廏庫勅乙 25】諸轉運司。欠年額上供錢物。而以未起便封樁數規免。違限虛作已樁發。

及隱漏不實者。徒貳年。

a〔廏庫勅甲 26〕諸轉運司。欠年額上供錢物。而以未起便封樁數規免。違限虛作已樁發。

及隱漏不實者。徒貳年。

b〔廏庫勅甲 52〕諸轉運司。欠年額上供錢物。而以未起便封樁數規免。違限虛作已樁發。

及隱漏不實者。徒貳年。

【廏庫勅乙 26】諸沿流處。受本路或別路上供錢物。應申而不申者。杖壹伯。起發違限者。

准此。過陸拾日。加壹等。

a〔廏庫勅甲 27〕

【廏庫勅乙 27】諸上供内藏庫物。有行濫若色額低次而起發者。杖壹伯。已交裝而漬汚及

貳分。管押人。准此。能於參拾日内償所虧錢及半者。免罪。

a〔廏庫勅甲 28〕諸上供内藏庫物。有行濫若色額低次而起發者。杖壹伯。已交裝而漬汚及

貳分。管押人。准此。能於參拾日内償所虧錢及半者。免罪。

b〔廏庫勅甲 69〕諸上供内藏庫物。有行濫若色額低次而起發者。杖壹伯。已交裝而漬汚及

貳分。管押人。准此。能於參拾日内償所虧錢及半者。免罪。

【廏庫勅乙 28】諸剗刷大禮上供錢物。官刷下錢物。其所委起發官無故不起發者。杖壹伯。

卽虛申綱解者。加壹等。

a〔廏庫勅甲 29〕

【廏庫勅乙 29】諸大禮差官剗刷上供物。而所屬州被受。取索供報。隱漏不實。及違滯者。

官吏杖壹伯。若已認數而輒支用者。依擅支借封樁錢物法。

a〔廏庫勅甲 30〕

【廏庫勅乙 30】諸尙書戸部泛買之物。輒支無額上供錢者［他司輒用同］。依擅支借封樁錢

物法。
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a〔廏庫勅甲 31〕

【廏庫勅乙 31】諸上供内藏庫錢物。過限不足。杖壹伯。輒充他用者。依擅支借封樁錢物

法。

a〔廏庫勅甲 32〕

【廏庫勅乙 32】諸糶上供米價錢。輒借兌及支用者。依擅支借封樁錢物法。

a〔廏庫勅甲 33〕

【廏庫勅乙 33】諸擅支借封樁錢物［謂朝廷及尙書戸部並禁軍闕額者］。徒貳年。及雖應支

借。而於令有違。

a〔廏庫勅甲 34〕諸擅支借封樁錢物。徒貳年。

b〔廏庫勅甲 45〕諸擅支借封樁錢物［謂朝廷及尙書戸部並禁軍闕額者］。徒貳年。及雖應

支借。而於令有違。各已費用者。不以覺擧去官赦降原減。未斷而還足者。奏裁。

c〔廏庫勅甲 84〕諸擅支借封樁錢物［謂朝廷及尙書戸部並禁軍闕額者］。徒貳年。及雖應

支借。而於令有違。各已費用者。不以覺擧去官赦降原減。未斷而還足者。奏裁。

d〔廏庫勅甲 140〕諸擅支借封樁錢物。徒貳年。

【廏庫勅乙 34】諸經總制錢。起發違限。並供申帳狀隱漏者。各徒貳年。

a〔廏庫勅甲 36〕諸經總制錢。起發違限。並供申帳狀隱漏者。各徒貳年。

b〔廏庫勅甲 50〕諸經總制錢。供申帳狀隱漏者。徒貳年。

【廏庫勅乙 35】諸經總制錢虧額［謂如額錢貳拾萬貫。收趁不及貳拾萬貫之類］。以賞格對

行責罰［謂如賞格減磨勘貳年。卽展磨勘貳年之類］。虧及貳分已上。仍奏裁。

a〔廏庫勅甲 37〕

【廏庫勅乙 36】諸收支官物。不卽書曆。及別置私曆者。各徒貳年［應所屬用印給付。而

輒自用本處印者。亦是］。若無專置文曆。而以名色相類。附入別曆者。不坐。繳申舊曆

違限。杖壹伯。

a〔廏庫勅甲 40〕諸收支官物。不卽書曆。及別置私曆者。各徒貳年。
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b〔廏庫勅甲 143〕諸收支官物。不卽書曆。及別置私曆者。各徒貳年［應所屬用印給付。

而輒自用本處印者。亦是］。若無專置文曆。而以名色相類。附入別曆者。不坐。繳申

舊曆違限。杖壹伯。

【廏庫勅乙 37】諸禁軍闕額。請給封樁違限者。杖陸拾。參日加壹等。罪止杖壹伯。轉運

司有犯。仍具奏聽旨。

a〔廏庫勅甲 41〕

【廏庫勅乙 38】諸被點差檢已未封樁禁軍闕額錢物。而保明申提點刑獄司不實。及本司驗

實。輒有容庇者。各杖壹伯。應差官點檢而不差者。杖陸拾。

a〔廏庫勅甲 42〕

【廏庫勅乙 39】諸朝廷封樁錢物。輒奏乞支借。及准朝旨支借。而不報所屬監司。並撥往

別州樁管。而次帳不收入者。各杖壹伯。

a〔廏庫勅甲 43〕

【廏庫勅乙 40】諸禁軍闕額。封樁錢物。官司輒陳請支借。並給之者。徒貳年。

a〔廏庫勅甲 44〕

【廏庫勅乙 41】諸禁軍闕額。封樁錢物。應附綱而遇綱不附。若應計綱起發而過數不計綱

起發。及不先具物數申樞密院者。杖捌拾。

a〔廏庫勅甲 46〕

【廏庫勅乙 42】諸禁軍闕額請給。應撥還提點刑獄司。及本司應還別司。或應勾收。各過

參拾日不撥還勾收者。徒貳年。

a〔廏庫勅甲 47〕

【廏庫勅乙 43】諸州及提點刑獄司。供申尙書戸部僧道免丁錢帳狀。隱漏不實者。各徒貳

年。

a〔廏庫勅甲 51〕
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【廏庫勅乙 44】諸移運錢物起發交納審磨回報違限。及批書行程於令有違者。各杖壹伯。

a〔廏庫勅甲 53〕

【廏庫勅乙 45】諸州驅磨勘會官物。不申本州長吏而直追人。及受而違者。各杖壹伯。

a〔廏庫勅甲 54〕

【廏庫勅乙 46】諸官物交界訖。帳曆無故違限。不送磨勘司。壹日。杖陸拾。參日。加壹

等。磨勘不如法。致失陷者。論如主守不覺盜律。各罪止杖壹伯。

a〔廏庫勅甲 55〕

【廏庫勅乙 47】諸官物有欺弊而致失陷者［謂已經官司點檢不覺者。如縣應施行已經州。

州應施行已經監司。或已經別官司之類。若錢物見在。止是文字差誤者非。餘條稱失陷。

准此］。不以赦降原減。

a〔廏庫勅甲 56〕諸官物有欺弊而致失陷者［謂已經官司點檢不覺者。如縣應施行已經州。

州應施行已經監司。或已經別官司之類。若錢物見在。止是文字差誤者非。餘條稱失陷。

准此］。不以赦降原減。

b〔廏庫勅甲 66〕諸官物有欺弊而致失陷者［謂已經官司點檢不覺者。如縣應施行已經州。

州應施行已經監司。或已經別官司之類。若錢物見在。止是文字差誤者非。餘條稱失陷。

准此］。不以赦降原減。

【廏庫勅乙 48】諸欠應磨勘均分。及關理欠司。無故違限者。壹日杖壹伯。伍日加壹等。

罪止徒貳年。

a〔廏庫勅甲 57〕

【廏庫勅乙 49】諸欠官物。不卽報所屬根催者。杖捌拾［違法借支與人。應追收而不追收

者。准此］。

a〔廏庫勅甲 58〕

【廏庫勅乙 50】諸欠官物［謂在理欠司者］季納不及貳分。笞伍拾。每季加壹等。
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a〔廏庫勅甲 59〕

【廏庫勅乙 51】諸管押官物。有欠及損汚。於納處理償。而限滿不足者。拾貫以上至肆拾

貫笞肆拾。拾貫加壹等。罪止杖壹伯。

a〔廏庫勅甲 60〕

【廏庫勅乙 52】諸欠官物而隱寄財產［塡欠數外者非］。坐贓論。罪止杖壹伯。許人吿。

a〔廏庫勅甲 61〕

【廏庫勅乙 53】諸州縣理欠。各以所管月日。每季通計。壹萬貫以上［非見錢者。約估價。

續收者。爲次季數］。催納不及肆分。主管官罰拾直。吏人杖陸拾。職級減貳等。不及參

分。各加壹等。州知通縣令罰拾直。不及貳分。又各加壹等。以上。每年通計。不及壹萬

貫者。各減壹等。不及伍阡貫。又各減壹等。

a〔廏庫勅甲 62〕

【廏庫勅乙 54】諸他司借過錢物應還。而不檢擧拘收者。杖陸拾。

a〔廏庫勅甲 63〕

【廏庫勅乙 55】諸場務監官虧欠課利。已請添支。應剋除而不剋除者。所屬並請人。各以

違制論。

a〔廏庫勅甲 64〕諸場務監官虧欠課利。已請添支。應剋除而不剋除者。所屬並請人。各以

違制論。

b〔廏庫勅甲 91〕諸場務監官虧欠課利。已請添支。應剋除而不剋除者。所屬並請人。各以

違制論。

c〔廏庫勅甲 159〕諸場務監官虧欠課利。已請添支。應剋除而不剋除者。所屬並請人。各

以違制論。

【廏庫勅乙 56】諸不應銷破請給。並欠負合剋納。而糧料院漏上簿。或失剋者。吏人杖壹

伯。卽雖上簿剋納而不銷注。及審計司點檢不實。各減貳等。以上。職級杖陸拾。其受贓

不應編管。及會赦者。並勒停。卽漏上或失剋。赦後參拾日外不改正者。笞伍拾。參（１）



- 259 -

貫以上杖陸拾。職級遞減壹等。

（1）「參」は「拾」とすべきかもしれない。

a〔廏庫勅甲 65〕諸不應銷破請給。並欠負合剋納。而糧料院漏上簿。或失剋者。吏人杖壹

伯。卽雖上簿剋納而不銷注。及審計司點檢不實。各減貳等。以上。職級杖陸拾。其受

贓不應編管。及會赦者。並勒停。卽漏上或失剋。赦後參拾日外不改正者。笞伍拾。拾

貫以上杖陸拾。職級遞減壹等。

b〔廏庫勅甲 162〕諸不應銷破請給。並欠負合剋納。而糧料院漏上簿。或失剋者。吏人杖

壹伯。卽雖上簿剋納而不銷注。及審計司點檢不實。各減貳等。以上。職級杖陸拾。其

受贓不應編管。及會赦者。並勒停。卽漏上或失剋。赦後參拾日外不改正者。笞伍拾。

參貫以上杖陸拾。職級遞減壹等。

【廏庫勅乙 57】諸受納官物有揀退。而不卽給還。若布帛之類輒損汚。或用油墨印者。杖

捌拾。許人戸越訴。

a〔廏庫勅甲 67〕諸受納官物有揀退。不卽給還。若布帛之類輒損汚。或用油墨印者。杖捌

拾。許人戸越訴。

b〔廏庫勅甲 124〕諸受納官物有揀退。而不卽給還。若布帛之類輒損汚。或用油墨印者。

杖捌拾。許人戸越訴。

【廏庫勅乙 58】諸納畢他處官物。不於次帳收附者。元納專典及州吏人。杖柒拾。當職官

罰俸壹月。參拾日各加壹等。專典及州吏。罪止杖壹伯。仍勒停。職級降壹資。過伯日。

職級亦勒停。當職官杖陸拾。

a〔廏庫勅甲 68〕

【廏庫勅乙 59】諸官物安置不如法。暴凉不以時。致損敗者。以專副爲首。監官爲第貳從。

簽書官爲第參從。通判知州爲第肆從［事有所由。以所由爲首。積草不如法者。積匠與專

副同等］。庫敖場子之類。專防守者。減專副參等。罪止杖壹伯。卽鹽因滷瀝。及糧草參

年外因陳浥焦。稍致耗折者。償而不坐。

a〔廏庫勅甲 70〕諸官物安置不如法。暴凉不以時。致損敗者。以專副爲首。監官爲第貳從。

簽書官爲第參從。通判知州爲第肆從［事有所由。以所由爲首。積草不如法者。積匠與

專副同等］。庫敖場子之類。專防守者。減專副參等。罪止杖壹伯。卽鹽因滷瀝。及糧
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草參年外因陳浥焦。稍致耗折者。償而不坐。

b〔廏庫勅甲 90〕諸官物安置不如法。暴凉不以時。致損敗者。以專副爲首。監官爲第貳從。

簽書官爲第參從。通判知州爲第肆從［事有所由。以所由爲首。積草不如法者。積匠與

專副同等］。庫敖場子之類。專防守者。減專副參等。罪止杖壹伯。卽鹽因滷瀝。及糧

草參年外因陳浥焦。稍致耗折者。償而不坐。

c〔廏庫勅甲 120〕諸官物安置不如法。暴凉不以時。致損敗者。以專副爲首。監官爲第貳

從。簽書官爲第參從。通判知州爲第肆從［事有所由。以所由爲首。積草不如法者。積

匠與專副同等］。庫敖場子之類。專防守者。減專副參等。罪止杖壹伯。卽鹽因滷瀝。

及糧草參年外因陳浥焦。稍致耗折者。償而不坐。

【廏庫勅乙 60】諸糟酵積留過貳年。致損敗者。減安置不如法罪伍等。

a〔廏庫勅甲 71〕諸糟酵積留過貳年。致損敗者。減安置不如法罪伍等。

b〔廏庫勅甲 88〕諸糟酵積留過貳年。致損敗者。減安置不如法罪伍等。

【廏庫勅乙 61】諸酒麴。雖損敗。不虧正數者。不坐。

a〔廏庫勅甲 72〕諸酒麴。雖損敗。不虧正數者。不坐。

b〔廏庫勅甲 89〕諸酒麴。雖損敗。不虧正數者。不坐。

【廏庫勅乙 62】諸買納官物。有巧僞濕惡。或正數有虧。元買納公人理欠。限滿償不足者。

勒停。永不收敍。

a〔廏庫勅甲 73〕諸買納官物。有巧僞濕惡。或正數有虧。元買納公人理欠。限滿償不足者。

勒停。永不收敍。

b〔廏庫勅甲 135〕諸買納官物。有巧僞濕惡。或正數有虧。元買納公人理欠。限滿償不足

者。勒停。永不收敍。

【廏庫勅乙 63】諸請給糧審院失點檢。致誤支錢物者。各杖捌拾。累及伍伯貫杖壹伯。命

官降半年名次。吏人勒停。壹阡貫以上。命官降壹年名次。吏人仍永不收敍［不許諸處收

係］。

a〔廏庫勅甲 74〕諸請給糧審院失點檢。致誤支錢物者。各杖捌拾。累及伍伯貫杖壹伯。命

官降半年名次。吏人勒停。壹阡貫以上。命官降壹年名次。吏人仍永不收敍［不許諸處
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收係］。

b〔廏庫勅甲 163〕諸請給糧審院失點檢。致誤支錢物者。各杖捌拾。累及伍伯貫杖壹伯。

命官降半年名次。吏人勒停。壹阡貫以上。命官降壹年名次。吏人仍永不收敍［不許諸

處收係］。

【廏庫勅乙 64】諸房園課利。以遞年比較。如有虧欠。監專公人。依課利場務法［吏人同

專副］。

a〔廏庫勅甲 75〕

【廏庫勅乙 65】諸課利場務。年終比較祖額［監專公人管兩務以上。若州縣鎭寨當職官。

各隨所部場務。並通比］虧貳釐。酒匠［攔頭之類同］笞伍拾。專副減壹等。並聽贖。滿

伍釐各加壹等。監官罰俸半月。每壹分又各加壹等。至參分伍釐止。添差者。減正官貳等。

令佐都監［添差都監。減正都監貳等］寨主。減監官壹等。知州［緣邊者免］通判職官曹

官。又減壹等。不滿貳釐。次年倂計科罰。

a〔廏庫勅甲 76〕諸課利場務。年終比較祖額［監專公人管兩務以上。若州縣鎭寨當職官。

各隨所部場務。並通比］虧貳釐。酒匠［攔頭之類同］笞伍拾。專副減壹等。並聽贖。

滿伍釐各加壹等。監官罰俸半月。每壹分又各加壹等。至參分伍釐止。添差者。減正官

貳等。令佐都監［添差都監。減正都監貳等］寨主。減監官壹等。知州［緣邊者免］通

判職官曹官。又減壹等。不滿貳釐。次年倂計科罰。

b〔廏庫勅甲 82〕諸課利場務。年終比較祖額［監專公人管兩務以上。若州縣鎭寨當職官。

各隨所部場務。並通比］虧貳釐。酒匠［攔頭之類同］笞伍拾。專副減壹等。並聽贖。

滿伍釐各加壹等。監官罰俸半月。每壹分又各加壹等。至參分伍釐止。添差者。減正官

貳等。令佐都監［添差都監。減正都監貳等］寨主。減監官壹等。知州［緣邊者免］通

判職官曹官。又減壹等。不滿貳釐。次年倂計科罰。

【廏庫勅乙 66】諸課利場務。虧額不滿全年者。以祖額對月通比。減全年法壹等。不及半

年。免比。若因災傷。限内全免。而不及者。准此。

a〔廏庫勅甲 77〕諸課利場務。虧額不滿全年者。以祖額對月通比。減全年法壹等。不及半

年。免比。若因災傷。限内全免。而不及者。准此。

b〔廏庫勅甲 83〕諸課利場務。虧額不滿全年者。以祖額對月通比。減全年法壹等。不及半
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年。免比。

【廏庫勅乙 67】諸鑄錢虧額。依課利場務虧欠法。因闕功料致虧者。除其數。卽揀退錢滿

壹釐。監官。衝替［額外增鑄。應保奏者。聽折免］。

a〔廏庫勅甲 78〕

【廏庫勅乙 68】諸納到新鑄上供錢。有揀退者。元看揀官。與監鑄官同罪。

a〔廏庫勅甲 79〕

【廏庫勅乙 69】諸鑄錢司錢物。州縣輒侵借支使者。依擅支封樁錢物法。

a〔廏庫勅甲 80〕

【廏庫勅乙 70】諸倉庫監專。應早入晚出而違者［受納官遇開場同］。壹時杖壹伯。壹時加

壹等。罪止徒貳年。酒務監專。應宿不宿者。杖壹伯。錢監監官監門官。准此。

a〔廏庫勅甲 81〕諸酒務監專。應宿不宿者。杖壹伯。錢監監官監門官。准此。

b〔廏庫勅甲 92〕諸倉庫監專。應早入晚出而違者［受納官遇開場同］。壹時杖壹伯。壹時

加壹等。罪止徒貳年。酒務監專。應宿不宿者。杖壹伯。

c〔廏庫勅甲 116〕諸倉庫監專。應早入晚出而違者［受納官遇開場同］。壹時杖壹伯。壹時

加壹等。罪止徒貳年。酒務監專。應宿不宿者。杖壹伯。

【廏庫勅乙 71】諸課利場務。應立新額而申及奏。違限者。各杖壹伯。增虧數不實。致誤

立額者。徒壹年。

a〔廏庫勅甲 85〕

【廏庫勅乙 72】諸歲額坊場錢。應以所樁州。及錢數報榷貨務。並起發入便不盡錢。而違

限者。各杖壹伯。

a〔廏庫勅甲 86〕

【廏庫勅乙 73】諸衙前被差充場務專知。輒兌賣與人承代管幹者。計所受。坐贓論。許人

吿。
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a〔廏庫勅甲 87〕

【廏庫勅乙 74】諸提點刑獄司。遇諸州倉庫場務每歲前繳到簿曆。不卽印押。及不依限給

下者。以違制論。公吏乞取。以枉法論。

a〔廏庫勅甲 93〕諸提點刑獄司。遇諸州倉庫場務每歲前繳到簿曆。不卽印押。及不依限給

下者。以違制論。公吏乞取。以枉法論。

b〔廏庫勅甲 145〕諸提點刑獄司。過諸州倉庫場務每歲前繳到簿曆。不卽印押。及不依限

給下者。以違制論。公吏乞取。以枉法論。

【廏庫勅乙 75】諸承買場務課利。送納違限者。杖陸拾。

a〔廏庫勅甲 95〕

【廏庫勅乙 76】諸承買場務課利。官司輒增者。杖捌拾。

a〔廏庫勅甲 96〕

【廏庫勅乙 77】諸承買場務課利。輒以非土產物折變者。徒壹年。

a〔廏庫勅甲 97〕

【廏庫勅乙 78】諸承買場務。計會候界滿。作無人承買投狀。避免折變者。杖壹伯。許人

吿。

a〔廏庫勅甲 98〕

【廏庫勅乙 79】諸承買稅場。擅印典賣田宅契書。及發客引者。杖壹伯。

a〔廏庫勅甲 99〕

【廏庫勅乙 80】諸商稅不卽時。並船筏不於當日内檢納［船筏擁倂限次日畢］。及去申帶。

或攔無稅人入務。若巡欄人離城伍里外巡察者。各杖捌拾。其婦女在舟車兜檐内。輒入檢

視。及於緣身搜索。若攔入務。若坼剝棱裹成器之物者。加壹等。留難邀阻。壹日以上。

又加壹等。

a〔廏庫勅甲 100〕
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【廏庫勅乙 81】諸稅物入門。應批引赴務。而公人兵級邀阻留難。過壹時。及於物數有所

增減。若故爲透漏者。各杖壹伯。因而乞取。贓輕者。准此。留難壹日以上。致損敗者。

鄰州編管。並許人吿。

a〔廏庫勅甲 101〕

【廏庫勅乙 82】諸商舶興販。已經抽解。與免兩州商稅外。其餘合收稅。場務不卽檢稅。

若收納力勝錢過數。各杖壹伯。留滯參日。加壹等。罪止徒貳年。因而乞取財物。贓輕者。

徒壹年。

a〔廏庫勅甲 102〕

【廏庫勅乙 83】諸州縣官。於稅務請託過稅。及爲過之者。各徒壹年半。若因請託過稅。

及虧價買商稅人物。致饒減稅錢。各計所虧。准盜論。卽州公使庫。輒委稅務收買物色者。

徒壹年。

a〔廏庫勅甲 103〕

【廏庫勅乙 84】諸私置稅場［團兒同］。邀阻商旅者。徒壹年。所收稅錢。坐贓論。仍許越

訴。

a〔廏庫勅甲 104〕

【廏庫勅乙 85】諸綱運。所至檢納稅錢違限。或限内無故稽留。及搜檢非理。並約喝無名

稅錢者。各徒貳年。新錢及糧綱。緣路輒令住岸點檢者。減伍等。若有透漏榷貨經歷處。

不坐。

a〔廏庫勅甲 105〕

【廏庫勅乙 86】諸空船及綱運並攬載官物。而收草堡力勝錢者。杖壹伯。許人吿。

a〔廏庫勅甲 106〕

【廏庫勅乙 87】諸寄物於品官或蕃客及押伴通事人［應幹辦並隨行人同］。以匿稅者。杖玖

拾。受寄者。加壹等。受財。又加參等［蕃客。並不坐］。
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a〔廏庫勅甲 107〕諸寄物於品官或蕃客及押伴通事人［應幹辦並隨行人同］。以匿稅者。杖

玖拾。受寄者。加壹等。受財。又加參等［蕃客。並不坐］。

b〔廏庫勅甲 175〕諸寄物於蕃客及押伴通事人等［應幹辦並隨行人同］。以匿稅者。杖玖拾。

受寄者。加壹等。受財。又加參等［蕃客。並不坐］。

【廏庫勅乙 88】諸客販茶貨。經由稅場。監官不躬親檢察者。杖壹伯。

a〔廏庫勅甲 108〕

【廏庫勅乙 89】諸客販解鹽。往通商州縣。經過稅務。不將引狀批鑿者。杖陸拾。許人吿。

a〔廏庫勅甲 109〕

【廏庫勅乙 90】諸客販解鹽。經過稅務。將到引狀不爲批鑿者。杖陸拾。若批鑿而無故留

滯經日。罪亦如之。每壹日加壹等。罪止杖壹伯。

a〔廏庫勅甲 110〕

【廏庫勅乙 91】諸客販穀米麪麥及柴。輒收稅。並收船力勝者。徒貳年［乞取贓重者。自

從重］。仍許客人經監司越訴。

a〔廏庫勅甲 111〕

【廏庫勅乙 92】諸稅務應創置。不申尙書戸部待報。及雖申而不應置者。並陳請人。各杖

壹伯。

a〔廏庫勅甲 112〕

【廏庫勅乙 93】諸匿稅者。笞肆拾。稅錢滿拾貫。杖捌拾。監臨官專典攔頭自匿。論如詐

匿不輸律。家人有犯［應主管本家稅物人。皆是］知情者。減貳等。並許人吿。

a〔廏庫勅甲 113〕

【廏庫勅乙 94】諸以客人物貨詐稱己物。攬納商稅者。徒貳年。客人。減參等。許人吿。

其物雖赴務。並依匿稅法。當職官知而不擧。與同罪。受請求者。加貳等。卽雖非詐稱己

物。而爲管押影庇計會請求。減落稅錢。罪輕者。杖壹伯。受財贓重者［詐稱己物。攬納
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商稅受財同］。准盜論。

a〔廏庫勅甲 114〕

【廏庫勅乙 95】諸結集伍人以上持杖匿稅。不以財本同異。杖捌拾。許人捕。拒捍者。杖

壹伯。傷人者。下手重。及爲首結集人。徒壹年半。並配本州。稅物並所負載舟車畜產。

沒官。

a〔廏庫勅甲 115〕

【廏庫勅乙 96】諸擅將官斛斗升合出倉。若私輒修治。及將別斛斗升合入者。杖壹伯。有

增減者。各加貳等。

a〔廏庫勅甲 117〕

【廏庫勅乙 97】諸停塌戸買旁人。輒入倉者。杖捌拾。

a〔廏庫勅甲 118〕

【廏庫勅乙 98】諸倉庫受納鄕村人戸錢物。監專無故留滯納人經宿者。徒貳年。

a〔廏庫勅甲 121〕諸倉庫受納鄕村人戸錢物。監專無故留滯納人經宿者。徒貳年。

b〔廏庫勅甲 166〕諸倉庫受納鄕村人戸錢物。監專無故留滯納人經宿者。徒貳年。

【廏庫勅乙 99】諸裝發及受納官物。稱量不如法。論如用斛斗稱度不平律。仍許人吿。

a〔廏庫勅甲 122〕

【廏庫勅乙 100】諸受納稅草。輒於耗外令人戸輸納者。杖捌拾。許人吿。

a〔廏庫勅甲 123〕諸受納稅草。輒於耗外令人戸輸納者。杖捌拾。許人吿。

b〔廏庫勅甲 164〕諸受納稅草。輒於耗外令人戸輸納者。杖捌拾。許人吿。

【廏庫勅乙 101】諸倉庫受納私鑄輕薄毛錢。夾雜支遣者。杖壹伯。

a〔廏庫勅甲 125〕

【廏庫勅乙 102】諸倉庫公人。因折納折博糶糴。受乞財物。依重祿公人法［謂應給頭子錢
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者］。與者。非求曲法。不坐。

a〔廏庫勅甲 126〕

【廏庫勅乙 103】諸給納賣買官物。干繫公人減剋受乞財物者。雖非主司。論如監臨主司受

財法。無故留難者。杖壹伯。卽職官下公人兵級受乞。以監臨官受乞財物論。並許人吿。

a〔廏庫勅甲 127〕

【廏庫勅乙 104】諸衙前賣買給納官物。有情弊致虧官。及因而受贓者。並勒停。永不收敍。

本犯徒。因首吿減至杖者。准此。

a〔廏庫勅甲 128〕

【廏庫勅乙 105】諸攔頭庫稱揀搯斗子。於本倉庫受贓。及盜詐官物。或用情給納虧官者。

並勒停［擅將人入倉庫幹辦而犯者。正身雖不知情。亦准此］。

a〔廏庫勅甲 129〕

【廏庫勅乙 106】諸給軍糧而斗面不足。計贓輕者。杖壹伯［謂每石少壹升以上者］。監給

官容縱。與同罪。許請人越訴。

a〔廏庫勅甲 130〕

【廏庫勅乙 107】諸受納苗米官。容縱公吏巧作名色乞取者。減犯人壹等。罪止徒貳年。仍

許人戸經監司越訴。州縣長吏不覺察。與同罪。

a〔廏庫勅甲 131〕

【廏庫勅乙 108】諸給降糴本錢物。輒他用者。依擅支借封樁錢物法。

a〔廏庫勅甲 132〕

【廏庫勅乙 109】諸歲計糧草。約度計置失時。致不充數者。杖壹伯。命官衝替。吏人勒停。

a〔廏庫勅甲 133〕

【廏庫勅乙 110】諸中賣糧草。巧僞濕惡。計贓輕者。杖壹伯。監官干繫人知情。與同罪。
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雖該去官赦降原減。仍奏裁。許人吿。

a〔廏庫勅甲 134〕

【廏庫勅乙 111】諸在任官［親戚同］及公使庫中賣糧草入官者。以違制論。爲人請囑。或

令人中賣者。准此。以上。監官知情。減貳等。專副。又減壹等。並許人吿。物沒官。

a〔廏庫勅甲 136〕

【廏庫勅乙 112】諸穀及絲綿買納畢應稱量。而被差官吏違元給日限。並倉庫不候稱量而給

者。各杖捌拾。卽被差官不躬親監視。或指數約貌量收出剩。或將支用過數目。爲已稱量

之數者。各杖壹伯。赴本處筵會。加壹等。

a〔廏庫勅甲 137〕諸穀及絲綿買納畢應稱量。而被差官吏違元給日限者。各杖捌拾。卽被

差官不躬親監視。或指數約貌量收出剩。或將支用過數目。爲已稱量之數者。各杖壹伯。

赴本處筵會。加壹等。

b〔廏庫勅甲 147〕諸穀及絲綿買納畢應稱量。而被差官吏違元給日限。並倉庫不候稱量而

給者。各杖捌拾。卽被差官不躬親監視。或指數約貌量收出剩。或將支用過數目。爲已

稱量之數者。各杖壹伯。赴本處筵會。加壹等。

【廏庫勅乙 113】諸糧草不依糴納先後給者。杖壹伯。

a〔廏庫勅甲 138〕

【廏庫勅乙 114】諸軍月糧口食［馬遞鋪請給招軍例物同］。不許坐倉坐庫糴買。違者。以

違制論。

a〔廏庫勅甲 139〕

【廏庫勅乙 115】諸給納官物。不正行支收。及敖庫不封鎻者。杖捌拾。

a〔廏庫勅甲 141〕

【廏庫勅乙 116】諸收支官物文書。有空缺處及剩紙而不勾抹。若赤曆内預先虛收者。各杖

壹伯。本行吏人。仍降壹資。已支官物旁帖之類。不勾抹者。准此。

a〔廏庫勅甲 144〕
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【廏庫勅乙 117】諸係官錢物私輒隱占。及不入本庫樁收。若別作名色置庫者。以違制論。

a〔廏庫勅甲 146〕

【廏庫勅乙 118】諸錢物支移他處送納。而徑於倉庫取收附。並給之者。各杖壹伯。雖不因

取而受納處。不申州。徑送者。罪亦如之。

a〔廏庫勅甲 148〕

【廏庫勅乙 119】諸應給命官券曆。而不具所請則例。及則例應改而不批改者。杖壹伯。官

司勘給有違。與同罪。

a〔廏庫勅甲 149〕

【廏庫勅乙 120】諸提擧提點司［謂非監司者］屬官請給。於令有違者。以違制論。

a〔廏庫勅甲 150〕

【廏庫勅乙 121】諸發運監司。若提擧茶馬弓箭手茶鹽市舶輦運撥發司。及朝廷差出官［謂

計置剗刷之類］及屬官下公人請給旁曆。本轄官應書印而不書印。及官司輒勘給者。各杖

壹伯［剋納違令者。准此］。

a〔廏庫勅甲 151〕

【廏庫勅乙 122】諸應用他司錢物。而擅支借轉運司錢物者。杖壹伯。

a〔廏庫勅甲 152〕

【廏庫勅乙 123】諸轉運司應支用錢物。不經糧審院勘審者。杖捌拾。

a〔廏庫勅甲 153〕

【廏庫勅乙 124】諸受分移請受而又移他處。不報元分移官司。若受報不批。及不報者。各

杖壹伯。卽收倂。不候追到所分曆而勘給者。加參等。

a〔廏庫勅甲 154〕
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【廏庫勅乙 125】諸請受非本貫。而於參路勘請。若分移料錢。於參路京西而每路過參貫。

在京及京東路過伍貫者。各杖壹伯［已請者。於元給處回納］。分移批勘官司。與同罪。

a〔廏庫勅甲 155〕

【廏庫勅乙 126】諸臣僚進馬。以價錢納軍資庫。其官吏不爲畫時出給朱鈔批鑿文曆。及未

經批鑿。而勘給官司輒擅放行請受者。各杖壹伯。

a〔廏庫勅甲 156〕

【廏庫勅乙 127】諸因事添給券。於令過數者。計所請。以盜論。若不應給券而妄作名色。

請託出給者。加貳等。並許人吿。給券及批勘官吏。知情。各與同罪。不知情。杖壹伯。

a〔廏庫勅甲 157〕

【廏庫勅乙 128】諸内侍官授外官修武郞以上。而輒帶舊請見錢衣糧。已請者。徒貳年。

a〔廏庫勅甲 158〕

【廏庫勅乙 129】諸公人請給借請借兌違法。若當職官故縱。並勘給官司。各徒壹年。所借

贓重。准盜論。許人吿。卽官司判狀。或令違法借兌。以違制論。發運監司。提擧茶馬弓

箭手茶鹽市舶輦運撥發司。及朝廷差出官［謂計置剗刷之類］及屬官不覺察者。杖壹伯。

a〔廏庫勅甲 160〕

【廏庫勅乙 130】諸請給已住支應取券曆。驅磨批書申繳。而違者。杖捌拾。

a〔廏庫勅甲 161〕

【廏庫勅乙 131】諸官司田宅課稅。輒令公人代納者。杖捌拾。

a〔廏庫勅甲 165〕

【廏庫勅乙 132】諸輸官物鈔。監官不親用團印者。徒貳年。

a〔廏庫勅甲 167〕

【廏庫勅乙 133】諸稅租。不於支移處納。及受者。各杖壹伯。鄕書手不申擧而爲勾銷。准



- 271 -

此。因請求者。加參等。卽詐冒避免支移。許人吿。

a〔廏庫勅甲 168〕

【廏庫勅乙 134】諸官司。非遇聖節輒借［以和雇和賃爲名同］人戸什物陳設器用人船車乘

者。徒壹年。雖應借而以民間所無之物。或多拋數目。及令裝飾諸色人者。准此。卽借而

不還。並因請納乞取財物者。加貳等。長吏知而聽者。與同罪。不覺察。杖壹伯。按閱將

兵官。奏裁。

a〔廏庫勅甲 169〕

【廏庫勅乙 135】諸公使醋。輒抑配兵級公人人戸。若寺觀軍營沽賣者。官吏各杖捌拾。抑

令計日納錢。及非理決責者。各加貳等［剋納兵級公人請納者。准此］。知州通判不知情

者。減參等。

a〔廏庫勅甲 170〕

【廏庫勅乙 136】諸公使庫買物。不依實直。若過參拾日不還價。及部内科買配賣。各以違

制論。不以去官赦降原減。

a〔廏庫勅甲 171〕

【廏庫勅乙 137】諸散蠶鹽。不取問人戸者。杖壹伯。抑勒者。加參等。

a〔廏庫勅甲 172〕

【廏庫勅乙 138】諸官司擅以鹽准折應給錢物者。徒貳年。

a〔廏庫勅甲 173〕

【廏庫勅乙 139】諸歸明人請給。不按月。同本州官壹等給。並合破舍屋田土。當直人差給。

不如法者。各以違制論。若不爲撫存。以至逃竄。知州通判以下當職官。仍奏裁。

a〔廏庫勅甲 176〕

【廏庫勅乙 140】諸官牧草地。放私畜產踐食者。壹笞肆拾。貳加壹等。豬羊。伍笞肆拾。

伍加壹等。並罪止杖陸拾［失者。聽贖］。
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a〔廏庫勅甲 177〕

【廏庫勅乙 141】諸官馬失養飼。膘減貳分以上者。馬主笞肆拾。

a〔廏庫勅甲 178〕

【廏庫勅乙 142】諸將校走失官馬。及死傷若膘減（１）應科校。非自犯者。止坐犯人。

（1）「及死傷」と「若膘減」の語順は未確定である。

a〔廏庫勅甲 179〕諸將校走失官馬。若膘減應科校。非自犯者。止坐犯人。

b〔廏庫勅甲 183〕諸將校走失官馬。及死傷應科校。非自犯者。止坐犯人。

c〔廏庫勅甲 196〕諸將校走失官馬。應科校。非自犯者。止坐犯人。

【廏庫勅乙 143】諸軍緣官馬應科校。而試本等事藝。及高强格者。免［人力可制禦而非理

死傷。若走失。及將校養馬人非］。

a〔廏庫勅甲 180〕諸軍緣官馬應科校。而試本等事藝。及高强格者。免。

b〔廏庫勅甲 184〕諸軍緣官馬應科校。而試本等事藝。及高强格者。免［人力可制禦而非

理死傷。若走失。及將校養馬人非］。

c〔廏庫勅甲 197〕諸軍緣官馬應科校。而試本等事藝。及高强格者。免［人力可制禦而非

理死傷。若走失。及將校養馬人非］。

【廏庫勅乙 144】諸軍馬非理致死。若傷不堪醫者。馬主杖柒拾。人力不可制禦。減貳等。

卽急病申不及。並肺黄急肺黄伍日内。若拾伍日外或中結前結死者。杖陸拾。肺黄急肺黄

過伍日。及中風死者。加貳等。卽自買。及病過參拾日。或因未支配前舊患。並改扇馬未

解尾前中風死者。並免。

a〔廏庫勅甲 181〕

【廏庫勅乙 145】諸獸醫。倂死馬參匹。杖陸拾。卽專醫馬軍營馬。壹年内死及參分。准此

［倂己馬已科斷者。免計數］。

a〔廏庫勅甲 182〕

【廏庫勅乙 146】諸轉運司。擅支撥非本司官馬。並給之者。各徒貳年。
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a〔廏庫勅甲 185〕

【廏庫勅乙 147】諸軍闕馬應給塡。而所屬留難違限者。壹日杖捌拾。拾日杖壹伯。應給遣

而不給遣者。罪亦如之。

a〔廏庫勅甲 186〕

【廏庫勅乙 148】諸官馬堪給。而驗爲不堪。罪輕者。杖壹伯。許人吿。

a〔廏庫勅甲 187〕

【廏庫勅乙 149】諸故殺官私馬牛。徒參年。駝騾驢。減參等。因讎嫌規避而謀殺。各以盜

殺論。若傷殘致不堪用者。依本殺法［馬牛。仍許人吿］。參拾日内可用者。減參等。

a〔廏庫勅甲 188〕

【廏庫勅乙 150】諸自殺馬牛。減故殺罪參等［許人吿］。駝騾驢。杖捌拾。其爲人殺馬牛

者。依自殺法。減壹等罪。買肉者。不坐［不得因肉追究犯人］。

a〔廏庫勅甲 189〕

【廏庫勅乙 151】諸殺緦麻以上親馬牛。各減凡人參等。駝騾驢。依自殺法。計贓重。及故

傷。並以減價。准盜論。卽傷。或誤殺畜產。償其減價。

a〔廏庫勅甲 190〕

【廏庫勅乙 152】諸故殺犬者。杖柒拾。殺自己犬者。笞伍拾。

a〔廏庫勅甲 191〕

【廏庫勅乙 153】諸誘惑令人殺馬牛祭鬼者。依故殺法。

a〔廏庫勅甲 192〕

【廏庫勅乙 154】諸知欲殺牛之情而賣。若作牙爲買。致已殺者。各杖壹伯。

a〔廏庫勅甲 193〕
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【廏庫勅乙 155】諸令畜產傷人者。各依其狀。以故鬪戲殺傷論。

a〔廏庫勅甲 194〕

【廏庫勅乙 156】諸軍走失官馬。參拾日尋訪不得者。杖壹伯。限外未決而得。及他人得者。

除其罪。

a〔廏庫勅甲 195〕

擅興勅復原（16 箇條）

【擅興勅乙 1】諸軍器樣制［ⓓ模法式同］。傳寫漏泄者。徒貳年。許人捕。若製造輒改樣。

及減功料者。杖壹伯。

a〔擅興勅甲 1〕

【擅興勅乙 2】諸神臂弓。若官司置藏不密。致私傳習。並私習學製造者。以違制論。並許

人吿。

a〔擅興勅甲 2〕

【擅興勅乙 3】諸接送人。非應差禁軍而輒差。或應差禁軍而差揀中人者。並以違制論。

a〔擅興勅甲 3〕

【擅興勅乙 4】諸官司差諸軍接送擔擎之類。不依名次差使。及不依令差兌。致越過應交替

人者。禁軍以違制論。廂軍杖壹伯。

a〔擅興勅甲 4〕諸官司差諸軍接送擔擎之類。不依名次差使。及不依令差兌。致越過應交

替人者。禁軍以違制論。廂軍杖壹伯。

b〔擅興勅甲 7〕諸官司差當直接送擔擎之類。不依名次差使。及不依令差兌。致越過應交

替人者。禁軍以違制論。廂軍杖壹伯。

【擅興勅乙 5】諸監臨官。於所監臨差宣借兵級供己過數者。以違制論。不應占留而占留。

應發遣而不發遣者。論如私使兵防律。主司知情。與同罪。
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a〔擅興勅甲 5〕諸監臨官。於所監臨差宣借兵級供己過數者。以違制論。不應占留而占留。

應發遣而不發遣者。論如私使兵防律。主司知情。與同罪。

b〔擅興勅甲 9〕諸監臨官。於所監臨差當直兵級供己過數者。以違制論。不應占留而占留。

應發遣而不發遣者。論如私使兵防律。主司知情。與同罪。

【擅興勅乙 6】諸自京配出充軍。而指名抽差入京者。徒貳年。卽取配軍充宣借者。准此。

其未至配所。而截留作宣借或白直者。加壹等［若被差官司輒遣。或監防人擅自交付。各

與同罪］。

a〔擅興勅甲 6〕諸自京配出充軍。而指名抽差入京者。徒貳年。卽取配軍充宣借者。准此。

其未至配所。而截留作宣借或白直者。加壹等［若被差官司輒遣。或監防人擅自交付。

各與同罪］。

b〔擅興勅甲 11〕諸自京配出充軍。而指名抽差入京者。徒貳年。卽取配軍充宣借者。准此。

其未至配所。而截留作宣借或白直者。加壹等［若被差官司輒遣。或監防人擅自交付。

各與同罪］。

【擅興勅乙 7】諸當直人。非應差禁軍而輒差。或應差禁軍而差揀中人者。並以違制論。

a〔擅興勅甲 8〕

【擅興勅乙 8】諸知情容留他處逃亡軍人。冒名當直者。以違制論。許人吿。

a〔擅興勅甲 10〕

【擅興勅乙 9】諸販榷禁物。將有刀器仗［謂堪以拒捍者］隨行。以私有禁兵器論。

a〔擅興勅甲 12〕

【擅興勅乙 10】諸私有禁兵器。論如律［槍及紙甲同］。

a〔擅興勅甲 13〕諸私有禁兵器。論如律［槍及紙甲同］。

b〔擅興勅甲 14〕諸私有禁兵器。論如律［槍及紙甲同］。

【擅興勅乙 11】諸私有銅鑼［謂堪充軍用者］。杖壹伯。許人吿［村鄕保伍曾經鐫記。及官

給者非］。



- 276 -

a〔擅興勅甲 15〕

【擅興勅乙 12】諸鑄錢。抑勒於功限外鼔鑄。及令夜作者。以違制論。

a〔擅興勅甲 16〕

【擅興勅乙 13】諸曾充吏役。犯贓配隸。而官司輒差充軍典。掌持券曆。或主管庫務官物

者［抄轉官物文書同］。杖壹伯。

a〔擅興勅甲 17〕

【擅興勅乙 14】諸部送罪人。應逐州差人交替而不差人。致越過者。知通各徒壹年。兵職

官加壹等。仍許以次州奏劾。卽部送人不陳乞交替而自越過者。杖壹伯。

a〔擅興勅甲 18〕

【擅興勅乙 15】諸配軍。雖已充節級以上。若係歸明蠻傜人。而輒差出城。杖陸拾。卽因

差出致逃亡。或作過。各罪至徒者。與犯人同罪。罪止徒貳年。

a〔擅興勅甲 19〕

【擅興勅乙 16】諸役兵役夫放火者［在道及役所等犯人。雖於法不許捕者。亦許人捕］。同

甲人。論如伍保律。不知情者。各減壹等。其本轄將校節級隊頭。減犯人罪參等。不知情。

各減同伍保知犯法罪貳等。部轄官失覺察。犯人罪至流者。杖陸拾。仍奏裁。

a〔擅興勅甲 20〕

賊盜勅復原（19 箇條）

【賊盜勅乙 1】諸竊盜得財。杖陸拾。肆伯文杖柒拾。肆伯文加壹等。貳貫徒壹年。貳貫加

壹等。過徒參年。參貫加壹等。貳拾貫。配本州。

a〔賊盜勅甲 1〕諸竊盜得財。杖陸拾。肆伯文杖柒拾。肆伯文加壹等。貳貫徒壹年。貳貫

加壹等。過徒參年。參貫加壹等。貳拾貫。配本州。

b〔賊盜勅甲 3〕諸竊盜得財。杖陸拾。肆伯文杖柒拾。肆伯文加壹等。貳貫徒壹年。貳貫
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加壹等。過徒參年。參貫加壹等。貳拾貫。配本州。

c〔賊盜勅甲 10〕諸竊盜得財。杖陸拾。肆伯文杖柒拾。肆伯文加壹等。貳貫徒壹年。貳貫

加壹等。過徒參年。參貫加壹等。貳拾貫。配本州。

d〔賊盜勅甲 12〕諸竊盜得財。杖陸拾。肆伯文杖柒拾。肆伯文加壹等。貳貫徒壹年。貳貫

加壹等。過徒參年。參貫加壹等。貳拾貫。配本州。

e〔賊盜勅甲 18〕諸竊盜得財。杖陸拾。肆伯文杖柒拾。肆伯文加壹等。貳貫徒壹年。貳貫

加壹等。過徒參年。參貫加壹等。貳拾貫。配本州。

f〔賊盜勅甲 21〕諸竊盜得財。杖陸拾。肆伯文杖柒拾。肆伯文加壹等。貳貫徒壹年。貳貫

加壹等。過徒參年。參貫加壹等。貳拾貫。配本州。

g〔賊盜勅甲 23〕諸竊盜得財。杖陸拾。肆伯文杖柒拾。肆伯文加壹等。貳貫徒壹年。貳貫

加壹等。過徒參年。參貫加壹等。貳拾貫。配本州。

h〔賊盜勅甲 24〕諸竊盜得財。杖陸拾。肆伯文杖柒拾。肆伯文加壹等。貳貫徒壹年。貳貫

加壹等。過徒參年。參貫加壹等。貳拾貫。配本州。

i〔賊盜勅甲 28〕諸竊盜得財。杖陸拾。肆伯文杖柒拾。肆伯文加壹等。貳貫徒壹年。貳貫

加壹等。過徒參年。參貫加壹等。貳拾貫。配本州。

j〔賊盜勅甲 32〕諸竊盜得財。杖陸拾。肆伯文杖柒拾。肆伯文加壹等。貳貫徒壹年。貳貫

加壹等。過徒參年。參貫加壹等。貳拾貫。配本州。

k〔賊盜勅甲 37〕諸竊盜得財。杖陸拾。肆伯文杖柒拾。肆伯文加壹等。貳貫徒壹年。貳貫

加壹等。過徒參年。參貫加壹等。貳拾貫。配本州。

【賊盜勅乙 2】諸監臨主守自盜及盜所監臨財物。罪至流。配本州［謂非除免者］。參拾伍

匹。絞。

a〔賊盜勅甲 2〕諸監臨主守自盜財物。罪至流。配本州［謂非除免者］。參拾伍匹。絞。

b〔賊盜勅甲 4〕諸監臨主守自盜及盜所監臨財物。罪至流。配本州［謂非除免者］。參拾伍

匹。絞。

c〔賊盜勅甲 11〕諸監臨主守自盜財物。罪至流。配本州［謂非除免者］。參拾伍匹。絞。

d〔賊盜勅甲 13〕諸監臨主守自盜財物。罪至流。配本州［謂非除免者］。參拾伍匹。絞。

e〔賊盜勅甲 19〕諸監臨主守自盜財物。罪至流。配本州［謂非除免者］。參拾伍匹。絞。

f〔賊盜勅甲 22〕諸監臨主守自盜財物。罪至流。配本州［謂非除免者］。參拾伍匹。絞。

g〔賊盜勅甲 25〕諸監臨主守自盜財物。罪至流。配本州［謂非除免者］。參拾伍匹。絞。
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h〔賊盜勅甲 33〕諸監臨主守自盜財物。罪至流。配本州［謂非除免者］。參拾伍匹。絞。

【賊盜勅乙 3】諸犯惡逆以上。及殺人應入不道。若劫殺謀殺已殺人。各罪至死者。雖會大

赦得原［大赦。謂常赦所不原。咸赦除之者。餘條稱大赦。准此］。皆配貳阡里。殺人應

移鄕者。亦移鄕。

a〔賊盜勅甲 5〕諸犯惡逆以上。及殺人應入不道。若劫殺謀殺已殺人。各罪至死者。雖會

大赦得原［大赦。謂常赦所不原。咸赦除之者。餘條稱大赦。准此］。皆配貳阡里。殺

人應移鄕者。亦移鄕。

b〔賊盜勅甲 29〕諸殺人應入不道。若劫殺謀殺已殺人。各罪至死者。雖會大赦得原［大赦。

謂常赦所不原。咸赦除之者。餘條稱大赦。准此］。皆配貳阡里。殺人應移鄕者。亦移

鄕。

【賊盜勅乙 4】諸赦降稱草寇聚集立限許首者。限内捕獲。皆配伍伯里。若已散。雖捕獲。

依赦降法。

a〔賊盜勅甲 6〕

【賊盜勅乙 5】諸盜見行及應架閣文書。有情弊者。徒貳年。不以赦降原減。

a〔賊盜勅甲 7〕諸盜應架閣文書。有情弊者。徒貳年。不以赦降原減。

b〔賊盜勅甲 9〕諸盜見行及應架閣文書。有情弊者。徒貳年。不以赦降原減。

【賊盜勅乙 6】諸官司因被强盜。輒毀匿簿籍。欺隱官物。以自盜論加壹等。贓輕者。徒壹

年。

a〔賊盜勅甲 8〕諸官司因被强盜。輒毀匿簿籍。欺隱官物。以自盜論加壹等。贓輕者。徒

壹年。

b〔賊盜勅甲 20〕諸官司因被强盜。輒毀匿簿籍。欺隱官物。以自盜論加壹等。贓輕者。徒

壹年。

【賊盜勅乙 7】諸官司受納諸色人錢。專庫揀捏之類。以私鑄混雜換易。罪輕者。杖壹伯。

仍勒停。許人捕。

a〔賊盜勅甲 14〕
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【賊盜勅乙 8】諸錢綱押綱人。部綱兵級［本船梢工同］。以私錢貿易所運錢。雖應計其等。

依監主自盜法。罪至死者。減壹等。配阡里。本舡軍人。及和雇人犯者。亦以盜所運官物

論。

a〔賊盜勅甲 15〕

【賊盜勅乙 9】諸以私錢貿易綱運所般錢監上供錢者。許人捕。

a〔賊盜勅甲 16〕

【賊盜勅乙 10】諸梢工盜本船所運官物者。依主守法。徒罪勒充牽駕。流罪配伍伯里。本

船軍人。及和雇人盜者。減壹等。流罪。軍人配本州。和雇人不刺面配本城。

a〔賊盜勅甲 17〕

【賊盜勅乙 11】諸僧道。敎誘人捨身者。徒貳年。傷重者。以故殺論。罪至死者。減壹等。

配阡里。卽建造捨身之具者。徒壹年。以故致損折支體。加貳等。致殺人者。又加貳等。

a〔賊盜勅甲 26〕

【賊盜勅乙 12】諸僧道及童行。盜本師財物而亡者。以凡盜論。

a〔賊盜勅甲 27〕

【賊盜勅乙 13】諸應移鄕而又應配本州或鄰州者。配伍伯里。卽配應贖者。移鄕如法。

a〔賊盜勅甲 30〕

【賊盜勅乙 14】諸因捕姦盜。殺所捕人者。免移鄕。

a〔賊盜勅甲 31〕

【賊盜勅乙 15】諸盜殺官私馬牛。流參阡里。參頭匹者。雖會赦。配鄰州［累及者。不以

赦前後。准此］。駝騾驢。徒貳年。知盜情而買殺者。各依殺己畜法。

a〔賊盜勅甲 34〕
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【賊盜勅乙 16】諸盜殺犬者。杖捌拾。

a〔賊盜勅甲 35〕

【賊盜勅乙 17】諸馬鋪收得別鋪官馬隱藏。過伍日不申官者。計贓。從盜法。卽雖在限内

而殺者。以盜殺論。配阡里。

a〔賊盜勅甲 36〕

【賊盜勅乙 18】諸盜木朱記者。減官文書印壹等。

a〔賊盜勅甲 38〕

【賊盜勅乙 19】諸犯姦。而姦人緣姦殺其夫。妻不知情者。奏裁。若姦在赦前。殺在赦後。

知而不吿。或赦後雖不犯姦。而姦意不絶。致殺夫者。各與同罪。仍奏裁。其事未發。能

自吿獲者。減壹等［妻之黨得相隱者。或所生子孫吿獲者。准此］。卽姦在赦前。殺在赦

後。知而吿者。不坐。

a〔賊盜勅甲 39〕

鬪訟勅復原（7 箇條）

【鬪訟勅乙 1】諸大禮御劄已到。而翻論公事不實者。不以大禮赦原。

a〔鬪訟勅甲 1〕

【鬪訟勅乙 2】諸綱兵梢每參船爲壹保。若於本綱負載。及販私有榷貨者［犯人。雖於法不

許捕者。亦許人捕］。同保知而不糾。依伍保有犯律。杖罪。笞參拾。不知情。各減參等。

部綱兵級不知情。減保人罪壹等。卽因保人吿獲犯人者。應連坐人不覺知罪。並免。

a〔鬪訟勅甲 2〕

【鬪訟勅乙 3】諸私造酒麴沽賣。並舍鄰人知而不糾。論如伍保律。

a〔鬪訟勅甲 3〕
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【鬪訟勅乙 4】諸於法不得受理之事。輒受而爲理者。以入人罪論。

a〔鬪訟勅甲 4〕

【鬪訟勅乙 5】諸妻犯姦。其夫因而殺之者。免爲不睦。

a〔鬪訟勅甲 5〕

【鬪訟勅乙 6】諸兵級虛稱曾與諸軍妻姦。其姦罪應配者。降配鄰州。

a〔鬪訟勅甲 6〕

【鬪訟勅乙 7】諸義子孫毆祖父母父母者。加凡人參等。尊長及異居期親尊長。加凡人壹等。

a〔鬪訟勅甲 7〕

詐僞勅復原（33 箇條）

【詐僞勅乙 1】諸押綱人任滿。妄稱該賞。或再押。並所屬官司知情。而爲保明供申。及批

書印紙。雖會恩原免。並奏裁。

a〔詐僞勅甲 1〕

【詐僞勅乙 2】諸命官應召保官。而所保不實者。與犯人同罪。罪止徒貳年。

a〔詐僞勅甲 2〕

【詐僞勅乙 3】諸詐欺官私。以取財物。贓伍拾匹。命官將校奏裁。餘配本城。

a〔詐僞勅甲 3〕

【詐僞勅乙 4】諸命官犯贓。妄稱疾病而尋醫者。依詐疾病有所避律加貳等。監司郡守徇情

故縱者。與同罪。

a〔詐僞勅甲 4〕

【詐僞勅乙 5】諸臣僚之家。應陳乞恩澤。而重疊用者。徒貳年。未得。減參等。
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a〔詐僞勅甲 5〕

【詐僞勅乙 6】諸外任官。乞試刑法詐冒者［謂本不曾習刑法而乞就試。或雖合就試。已得

假離任。無疾故而不赴試。及試而不終場之類］。徒貳年。

a〔詐僞勅甲 6〕

【詐僞勅乙 7】諸試武藝。遣人代名。及代之者。各徒貳年。保識人知情。與同罪。許人吿。

a〔詐僞勅甲 7〕

【詐僞勅乙 8】諸文武官［進武校尉同］乞試換。有違礙而詐匿不言者。徒貳年。保官減壹

等。未施行者。各減貳等。

a〔詐僞勅甲 8〕

【詐僞勅乙 9】諸盜用官印［朱記團印長印同］。杖壹伯。有所規求者。減僞造壹等坐之。

情重者。配本城。卽避罪重者。加所避罪貳等。

a〔詐僞勅甲 9〕諸盜用官印［朱記團印長印同］。杖壹伯。有所規求者。減僞造壹等坐之。

情重者。配本城。卽避罪重者。加所避罪貳等。

b〔詐僞勅甲 32〕諸盜用官印［朱記團印長印同］。杖壹伯。有所規求者。減僞造壹等坐之。

情重者。配本城。卽避罪重者。加所避罪貳等。

【詐僞勅乙 10】諸僞造官印。印成僞文書。或商稅物者。流參阡里。已行用者。絞。仍奏

裁［行用。謂官司已承受施行。或私家已信憑者］。未成者。徒參年。已行用者。流參阡

里。若於官物有犯。干繫人知情。減犯人罪壹等。以上。徒罪皆配本州。流罪皆配鄰州。

造僞人再犯流。不以赦前後。配伍伯里。其知情轉將行用。或未行用。各減僞造印僞文書

壹等坐之［雖會赦而復將行用。准此］。

a〔詐僞勅甲 10〕諸僞造官印。印成僞文書。或商稅物者。流參阡里。已行用者。絞。仍奏

裁［行用。謂官司已承受施行。或私家已信憑者］。未成者。徒參年。已行用者。流參

阡里。若於官物有犯。干繫人知情。減犯人罪壹等。以上。徒罪皆配本州。流罪皆配鄰

州。造僞人再犯流。不以赦前後。配伍伯里。其知情轉將行用。或未行用。各減僞造印

僞文書壹等坐之［雖會赦而復將行用。准此］。
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b〔詐僞勅甲 33〕諸僞造官印。印成僞文書。流參阡里。已行用者。絞。未成者。徒參年。

已行用者。流參阡里。以上。徒罪皆配本州。流罪皆配鄰州。

【詐僞勅乙 11】諸糾合人共犯私雕。或盜印曆日。而首吿以規賞者。徒貳年。

a〔詐僞勅甲 11〕

【詐僞勅乙 12】諸以宣勅吿身出身文書之類寄附質賣。而詐稱毀失者。徒貳年。許人吿。

保官知情。與同罪。不知情。減參等。

a〔詐僞勅甲 12〕

【詐僞勅乙 13】諸官司捕獲私茶鹽。輒將透漏地分妄入姓名。同狀申解者。杖壹伯。

a〔詐僞勅甲 13〕

【詐僞勅乙 14】諸和同詐犯私茶。意在分賞。而妄相吿捕者。各徒貳年。許人吿。

a〔詐僞勅甲 14〕

【詐僞勅乙 15】諸糾合人共造假乳香。而首吿以規賞者。徒貳年［造假乳香。而首吿者。

許人吿］。

a〔詐僞勅甲 15〕

【詐僞勅乙 16】諸應在司官吏。以憑由收附。重疊銷破官物者。坐贓論減貳等。規求入私

者。依監主詐欺法。罪至死者。奏裁。

a〔詐僞勅甲 16〕

【詐僞勅乙 17】諸公人主管物給納備償除放之類而與經歷。或所轄干繫人撰造事端。故爲

隱落失陷。欲以分賞者［已未得同］。計隱落失陷數。論如吏人於本案官物文書增減取官

物法。仍許人吿。

a〔詐僞勅甲 17〕

【詐僞勅乙 18】諸吏人。於本案官物文書有所增減。以取官物者。加凡人壹等。
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a〔詐僞勅甲 18〕

【詐僞勅乙 19】諸掌他人應稅物而故匿。使人吿以規賞者。依詐欺法。贓輕者。杖壹伯。

a〔詐僞勅甲 19〕

【詐僞勅乙 20】諸詐匿減免等第或科配者［謂以財產隱寄。或假借戸名。或詐稱官戸。及

立詭名挾戸之類］。以違制論。如係州縣人吏鄕書手各加貳等。命官仍奏裁。未經減免者。

各減參等。許人吿［官戸隨轉官職任分立戸籍者。准此］。卽知情受寄詐匿財產者。杖壹

伯［正犯人未經減免者。亦減參等］。

a〔詐僞勅甲 20〕

【詐僞勅乙 21】諸詐匿減免稅租者［謂如詐作逃亡。及妄稱侵占之類。詭詐百端。皆是。

下條。准此］。論如回避詐匿不輸律。許人吿。

a〔詐僞勅甲 21〕

【詐僞勅乙 22】諸詐稱災傷減免稅租者。論如回避詐匿不輸律。許人吿。

a〔詐僞勅甲 22〕

【詐僞勅乙 23】諸詐匿減免稅租。而官司知情者。計壹年虧官物數。准枉法論。許人吿。

吏人貼司鄕書手。杖罪並勒停。流罪配本城。

a〔詐僞勅甲 23〕

【詐僞勅乙 24】諸以陸地開墾水田未成者。不得作隱匿稅租陳吿。

a〔詐僞勅甲 24〕

【詐僞勅乙 25】諸詐匿減免等第或科配。而自首者。改正。其應輸之物。追理價錢。積年

深者。雖不自首。理拾年止［詐匿減免稅租。准此］。

a〔詐僞勅甲 25〕

【詐僞勅乙 26】諸夏秋稅管額納畢帳狀。妄破省稅者。徒貳年。贓重者。准盜論。罪至徒
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參年。配本城。干繫官吏知情。與同罪。吏人永不收敍。並不以赦降原減。

a〔詐僞勅甲 26〕

【詐僞勅乙 27】諸假名及卑幼擅請預買紬絹錢者。杖壹伯。官司知情。與同罪。保人減貳

等。

a〔詐僞勅甲 27〕

【詐僞勅乙 28】諸僧道。於度戒牒六念公憑有僞冒者。還俗。罪至徒者。配本城。

a〔詐僞勅甲 28〕

【詐僞勅乙 29】諸僧尼遇開壇受戒。若度牒有僞冒。失於驗認。經歷官司。杖壹伯。所委

官減壹等。

a〔詐僞勅甲 29〕

【詐僞勅乙 30】諸供僧道帳有僞冒。失於驗認。並帳不實。經歷官司。杖壹伯。所委官減

壹等。

a〔詐僞勅甲 30〕

【詐僞勅乙 31】諸詐令人代受杖。及代之者。各杖壹伯。本犯徒以上。加所避罪貳等。代

之者。止以犯人本罪爲坐。罪止徒貳年。令人代編配移鄕居作［已居作而權令代役者非］。

及代之者。各依比徒流法。緦麻以上親代之者。減參等。以上未決。各減貳等［代配未刺

面。編管移鄕不刺面人未至所隸處。居作未入役者。與未決同］。其犯人本罪。雖會赦及

自首。不免。許人吿。官司知情。以故出入論。

a〔詐僞勅甲 31〕

【詐僞勅乙 32】諸蕃蠻入貢。託故不行。而押伴使臣保申不實者。徒貳年。

a〔詐僞勅甲 34〕

【詐僞勅乙 33】諸冒化外人入貢者。徒貳年。許人吿。

a〔詐僞勅甲 35〕
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雜勅復原（132 箇條）

【雜勅乙 1】諸僭擬乘輿服用［謂以龍爲飾。非小兒婦人。純以紅黄爲衣。並服紅黄遍地密

花透背錦背繡背段。及以純錦遍繡爲帳幕。以紅黄帕覆茶擔食合之類。或乘馬坐轎令人持

扇圍蔽。及婦人純用紅黄扇者］。各徒貳年。以日月星辰爲服用之飾者。杖壹伯。以上。

工匠罪各如之。並許人吿。

a〔雜勅甲 1〕

【雜勅乙 2】諸以銷金爲服飾。及賣。或興販。若爲人造者。各徒貳年。並許人吿。

a〔雜勅甲 2〕諸以銷金爲服飾。及賣。或興販。若爲人造者。各徒貳年。並許人吿。

b〔雜勅甲 64〕諸以銷金爲服飾。及賣。或興販。若爲人造者。各徒貳年。並許人吿。

【雜勅乙 3】諸採捕翡翠。若賣。或興販。及爲人造。並服用［裝飾諸物同］。各徒貳年。

並許人吿。鹿胎龜筒玳瑁。減參等。

a〔雜勅甲 3〕諸採捕翡翠。若賣。或興販。及爲人造。並服用［裝飾諸物同］。各徒貳年。

並許人吿。鹿胎龜筒玳瑁。減參等。

b〔雜勅甲 94〕諸採捕翡翠。若賣。或興販。及爲人造。並服用［裝飾諸物同］。各徒貳年。

並許人吿。鹿胎龜筒玳瑁。減參等。

【雜勅乙 4】諸服飾。輒傚肆夷者。杖壹伯。許人吿。令衆伍日。命官及有蔭人。奏裁。

a〔雜勅甲 4〕

【雜勅乙 5】諸營造車服器物。及墳塋石獸之屬。於格式有違者。論如於令有違律。

a〔雜勅甲 5〕諸營造車服器物之屬。於格式有違者。論如於令有違律。

b〔雜勅甲 86〕諸營造車服器物。及墳塋石獸之屬。於格式有違者。論如於令有違律。

【雜勅乙 6】諸内侍官。因使私販物者。徒貳年。

a〔雜勅甲 6〕
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【雜勅乙 7】諸押綱人犯罪。或違程拋欠。應批書印紙。而收匿以避批書者。杖壹伯。

a〔雜勅甲 7〕

【雜勅乙 8】諸宗室袒免以下親。應許於有產業處居止。若願居在京本位。或兩京睦親院。

而官司抑勒者。以違制論。

a〔雜勅甲 8〕

【雜勅乙 9】諸監司［屬官同］沿流應給船。非遇巡按。輒差占牽駕人兵。若巡按而差過數。

或已歸本司。不卽發遣者。各杖壹伯。

a〔雜勅甲 9〕諸監司［屬官同］沿流應給船。非遇巡按。輒差占牽駕人兵。若巡按而差過

數。或已歸本司。不卽發遣者。各杖壹伯。

b〔雜勅甲 28〕諸監司［屬官同］沿流應給船。非遇巡按。輒差占牽駕人兵。若巡按而差過

數。或已歸本司。不卽發遣者。各杖壹伯。

【雜勅乙 10】諸州令縣因筵會接送。輒抑人戸充樂人百戲者。杖壹伯。

a〔雜勅甲 10〕

【雜勅乙 11】諸居占館驛。過參拾日者［館驛什物輒借出外。及見任官居占館驛作廨宇同］。

徒壹年。臨流亭館馬鋪遞鋪。杖壹伯。官司知而不遣。各減犯人壹等。

a〔雜勅甲 11〕

【雜勅乙 12】諸居占州縣學舍者。杖壹伯［官司指占貯物。或鞫獄之類同］。所屬不遣者。

與同罪。

a〔雜勅甲 12〕

【雜勅乙 13】諸應入驛人。抑勒取索驛内所無之物。致當驛人賠錢物者。以乞取監臨財物

論。

a〔雜勅甲 13〕
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【雜勅乙 14】諸職事官般取家屬人。輒借人者。以違制論。借之者。杖壹伯。

a〔雜勅甲 14〕

【雜勅乙 15】諸之官留接人。及在任應差人。若般取送家屬［行李同］。輒借人者。杖壹伯。

借之者。係按察官。與同罪。餘減貳等。

a〔雜勅甲 15〕諸之官留接人。及在任應差人。若般取送家屬［行李同］。輒借人者。杖壹

伯。借之者。係按察官。與同罪。餘減貳等。

b〔雜勅甲 23〕諸之官留接人。及在任應差人。若般取送家屬［行李同］。輒借者。杖壹伯。

借之者。係按察官。與同罪。餘減貳等。

【雜勅乙 16】諸接送人已到本處。過拾伍日。無故不起發。及不遣回者。計所過日。並依

私使兵防律［雖有故出限。本官日給口食］。緣路無故稽留。通計過驛程之半者。罪亦如

之［不滿陸程者。參日外。乃坐］。在任取送家屬行李而違者。止坐犯人。

a〔雜勅甲 16〕諸接送人已到本處。過拾伍日。無故不起發。及不遣回者。計所過日。並依

私使兵防律。緣路無故稽留。通計過驛程之半者。罪亦如之［不滿陸程者。參日外。乃

坐］。在任取送家屬行李而違者。止坐犯人。

b〔雜勅甲 20〕諸接送人已到本處。過拾伍日。無故不起發。及不遣回者。計所過日。並依

私使兵防律［雖有故出限。本官日給口食］。緣路無故稽留。通計過驛程之半者。罪亦

如之［不滿陸程者。參日外。乃坐］。

【雜勅乙 17】諸差座船［長行及屋子船同］過數。若重疊。並不應差而差。及受之者。各

以違制論。

a〔雜勅甲 17〕諸差座船［長行及屋子船同］過數。若重疊。並不應差而差。及受之者。各

以違制論。

b〔雜勅甲 25〕諸差座船［長行及屋子船同］過數。若重疊。並不應差而差。及受之者。各

以違制論。

【雜勅乙 18】諸應差接送人。官司已受公文。接人過拾日［闕遠者。除往回程。過貳拾日

同］。送人至替日不差者。各杖壹伯。

a〔雜勅甲 18〕
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【雜勅乙 19】諸差接送人過數。及不應差而差。並應差廂軍而差禁軍。及應差步軍而差馬

軍。若應交替而不交替者。各以違制論。差近接近送人。出本州界參伯里者。杖壹伯。每

伯里加壹等。罪止徒貳年。受之者。與同罪。

a〔雜勅甲 19〕

【雜勅乙 20】諸品官。不應差廂軍護送而輒差。並受之者。各以違制論。卽雖應差而帶過

險阻處。及官司知而聽行。各杖壹伯。

a〔雜勅甲 21〕

【雜勅乙 21】諸命官身亡。送還人［丁憂不解官。所差送喪柩人同］擅自歸及逃亡。罪輕

者。杖壹伯。部轄職員將校節級。並爲首率衆者。各徒壹年。並自首不免。不切部轄者。

杖捌拾。

a〔雜勅甲 22〕諸命官身亡。送還人擅自歸及逃亡。罪輕者。杖壹伯。部轄職員將校節級。

並爲首率衆者。各徒壹年。並自首不免。不切部轄者。杖捌拾。

b〔雜勅甲 89〕諸命官身亡。送還人［丁憂不解官。所差送喪柩人同］擅自歸及逃亡。罪輕

者。杖壹伯。部轄職員將校節級。並爲首率衆者。各徒壹年。並自首不免。不切部轄者。

杖捌拾。

【雜勅乙 22】諸監當官。輒令所轄人和雇當直者。計庸。坐贓論。

a〔雜勅甲 24〕

【雜勅乙 23】諸沿流州縣。已給官船數外。輒差借私船乘用者。徒壹年。

a〔雜勅甲 26〕

【雜勅乙 24】諸州座船。監司輒差借與人。及受之者。各杖壹伯。

a〔雜勅甲 27〕

【雜勅乙 25】諸官船兵梢部綱兵級。於所載命官［家屬同］乞借財物者。杖捌拾。差替。

a〔雜勅甲 29〕
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【雜勅乙 26】諸獄囚案款不連黏。或不印縫者。各徒壹年。有情弊者。以盜論。卽藏匿棄

毀拆換見行及應架閣文書。有情弊者。准此。

a〔雜勅甲 30〕諸獄囚案款不連黏。或不印縫者。各徒壹年。有情弊者。以盜論。卽藏匿棄

毀拆換應架閣文書。有情弊者。准此。

b〔雜勅甲 38〕諸獄囚案款不連黏。徒壹年。有情弊者。以盜論。卽藏匿棄毀拆換見行及應

架閣文書。有情弊者。准此。

【雜勅乙 27】諸公人亡失見行公案帳籍簿曆等。及應架閣文書。限滿尋訪不得者。斷罪枷

錮。再限通滿伯日不得者。降壹資［限外得者。復舊資］。縣吏人杖捌拾。

a〔雜勅甲 31〕諸公人亡失應架閣文書。限滿尋訪不得者。斷罪枷錮。再限通滿伯日不得者。

降壹資［限外得者。復舊資］。縣吏人杖捌拾。

b〔雜勅甲 40〕諸公人亡失見行公案帳籍簿曆等。及應架閣文書。限滿尋訪不得者。斷罪枷

錮。再限通滿伯日不得者。降壹資［限外得者。復舊資］。縣吏人杖捌拾。

【雜勅乙 28】諸臣僚所賜旌節牌印。若不隨葬。過參拾日不納官者。徒貳年。印因而行用。

依僞寫官文書印律。印僞文書者。仍依盜用法。

a〔雜勅甲 32〕諸臣僚所賜牌印。若不隨葬。過參拾日不納官者。徒貳年。印因而行用。依

僞寫官文書印律。印僞文書者。仍依盜用法。

b〔雜勅甲 88〕諸臣僚所賜旌節牌印。若不隨葬。過參拾日不納官者。徒貳年。印因而行用。

依僞寫官文書印律。印僞文書者。仍依盜用法。

【雜勅乙 29】諸雕印御書。本朝會要。及言時政邊機文書者。杖捌拾。並許人吿。卽傳寫

國史實錄者。罪亦如之。

a〔雜勅甲 33〕諸雕印御書。本朝會要。及言時政邊機文書者。杖捌拾。並許人吿。卽傳寫

國史實錄者。罪亦如之。

b〔雜勅甲 49〕諸雕印御書。本朝會要。及言時政邊機文書者。杖捌拾。並許人吿。卽傳寫

國史實錄者。罪亦如之。

【雜勅乙 30】諸私雕或盜印律。勅令格式。刑統。續降條制。曆日者。各杖壹伯［增添事
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件。撰造大小本曆日雕印販賣者。准此。仍阡里編管］。許人吿。卽節略曆日雕印者。杖

捌拾［止雕印月分大小及節氣國忌者非］。

a〔雜勅甲 34〕

【雜勅乙 31】諸擧人程文輒雕印者。杖捌拾［詩賦經義論。曾經所屬詳定者非］。事及敵情

者。流參阡里［内試策。事干邊防及時務者。准此］。並許人吿。

a〔雜勅甲 35〕

【雜勅乙 32】諸私雕印文書。不納所屬詳定。輒印賣者。杖壹伯。印而未賣。減參等。

a〔雜勅甲 36〕

【雜勅乙 33】諸棄毀交鈔遞牒便錢公據請給券曆者。論如重害文書律［主自棄毀交鈔便錢

公據者。不坐］。卽棄毀及亡失付身制書官文書。止坐棄毀及亡失之人。

a〔雜勅甲 37〕

【雜勅乙 34】諸主行吏人。若專副毀失交鈔遞牒便錢公文者。論如重害文書律。仍勒停。

有情弊者。永不收敍。

a〔雜勅甲 39〕

【雜勅乙 35】諸因水火盜賊。毀失印記制書官文書者。勿論。僧道度牒［被人毀失者同］。

滿拾日不申者。還俗。

a〔雜勅甲 41〕諸因水火盜賊。毀失印記制書官文書者。勿論。

b〔雜勅甲 73〕諸因水火盜賊。毀失制書官文書者。勿論。僧道度牒［被人毀失者同］。滿

拾日不申者。還俗。

c〔雜勅甲 120〕諸因水火盜賊。毀失印記者。勿論。

【雜勅乙 36】諸棄毀亡失付身補授文書［謂吿勅宣劄帖牒之屬］。官司保明不實者。杖壹伯。

a〔雜勅甲 42〕

【雜勅乙 37】諸以制書官文書［錢物交鈔公據非］質當財物。及質當之者。各杖壹伯［僧
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道以師號紫衣度牒或公憑質當者。仍還俗。許人吿］。財物沒官。若於所監臨質當者。止

坐監臨之人。財物還主。

a〔雜勅甲 43〕諸以制書官文書［錢物交鈔公據非］質當財物。及質當之者。各杖壹伯。財

物沒官。若於所監臨質當者。止坐監臨之人。財物還主。

b〔雜勅甲 74〕諸以制書官文書質當財物。及質當之者。各杖壹伯［僧道以師號紫衣度牒或

公憑質當者。仍還俗。許人吿］。財物沒官。若於所監臨質當者。止坐監臨之人。財物

還主。

【雜勅乙 38】諸以父祖吿勅宣劄賣與人者。徒壹年。不以蔭論。買者。與同罪。並許人吿。

a〔雜勅甲 44〕

【雜勅乙 39】諸以他人制書。及諸軍恩賞。付身印紙差帖之類。質當財物者。徒貳年。受

質當者。與同罪。不知情者。減壹等。財物沒官。

a〔雜勅甲 45〕

【雜勅乙 40】諸質當上綱兵級券曆者。徒壹年。官司知而勘給。杖壹伯。不知情者。減貳

等。並許人吿。

a〔雜勅甲 46〕

【雜勅乙 41】諸被差受牒帖文引辭狀之類。追人而賣與人。及買之者。各以違制論。

a〔雜勅甲 47〕

【雜勅乙 42】諸急脚馬遞鋪兵級曹司。將所傳制書。或諸軍補授文帖。賣與人齎發。並買

之者。各徒貳年。餘文書減參等。並許人吿。

a〔雜勅甲 48〕

【雜勅乙 43】諸守令。任内失覺察鉟銷錢寶私鑄銅器。提點刑獄司具申尙書省取旨。

a〔雜勅甲 50〕諸守令。任内失覺察鉟銷錢寶私鑄銅器。提點刑獄司具申尙書省取旨。

b〔雜勅甲 62〕諸守令。任内失覺察鉟銷錢寶私鑄銅器。提點刑獄司具申尙書省取旨。
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【雜勅乙 44】諸川峽路鐵錢。與陝西河東路鐵錢侵越行用者。論如博易私錢法。將鐵錢入

銅錢界行用者。減貳等。並許人吿。錢沒官［下貳條許吿沒官。准此］。

a〔雜勅甲 51〕

【雜勅乙 45】諸將銅錢入川陝界者。杖陸拾。貳伯文杖柒拾。貳伯文加壹等。貳貫徒壹年。

貳貫加壹等。過徒參年。拾貫。加壹等。

a〔雜勅甲 52〕

【雜勅乙 46】諸於陝西路用銅錢者。徒貳年。配阡里。

a〔雜勅甲 53〕

【雜勅乙 47】諸博易私錢以規利者。杖壹伯。壹伯文加壹等。過徒參年。壹貫加壹等。拾

貫。配本城。參犯徒。鄰州編管。卽將私錢博易官錢者。加貳等。罪止。配鄰近錢監［鄰

近無錢監。卽配鄰近牢城。各不得過伍伯里］。引領博易人。准此。以上。許人吿。

a〔雜勅甲 54〕諸博易私錢以規利者。杖壹伯。壹伯文加壹等。過徒參年。壹貫加壹等。拾

貫。配本城。參犯徒。鄰州編管。

b〔雜勅甲 58〕諸博易私錢以規利者。杖壹伯。壹伯文加壹等。過徒參年。壹貫加壹等。拾

貫。配本城。參犯徒。鄰州編管。卽將私錢博易官錢者。加貳等。罪止。配鄰近錢監［鄰

近無錢監。卽配鄰近牢城。各不得過伍伯里］。引領博易人。准此。以上。許人吿。

【雜勅乙 48】諸私鑄錢者。絞［謂私鑄當參當貳小平。或鐵錢。及夾錫錢。餘條稱私鑄錢

者。准此］。未成伯。減壹等。指敎人及工匠。爲從。死罪從及罪至流者。配阡里。以渣

垢夾鑄。罪至死者。奏裁。以雜物私造［以銅淬鐵錢。以鐵錢染爲銅色者。亦是］。可亂

俗者。減私鑄法壹等。不及伯文。又減壹等。並許人捕。廂耆巡察人失覺察私鑄錢。徒壹

年。巡檢縣尉都監。減壹等。縣令州城内。知州通判。各又減壹等。若雜物私造者。各又

遞減壹等。以上。知而不擧。或故縱者。減罪人罪貳等。内廂耆巡察人故縱犯人應配者。

仍配伍伯里。鄰保知而不糾。加伍保不糾罪壹等［若雜物私造。止依伍保知而不糾律］。

卽保内如能糾擧。免罪。獲者。給賞如法。

a〔雜勅甲 55〕
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【雜勅乙 49】諸製造賣借若與人鑄錢作具者。減犯人罪壹等。買借及受之者。與同罪。已

造而未成者。減參等。許人吿。

a〔雜勅甲 56〕

【雜勅乙 50】諸有私鑄錢。不搥毀而輒行使者。杖壹伯。許人吿。

a〔雜勅甲 57〕

【雜勅乙 51】諸巡檢縣尉都監。任内失覺察鉟銷。及磨錯翦鑿錢取銅以求利［以私錢博易

同］。或私造銅器［謂以任内失覺察。除親獲或他人獲已斷數互相比折外。計其餘數理］。

壹斤以上展磨勘半年。拾斤以上展磨勘壹年。伍拾斤以上展磨勘貳年。伯斤以上奏裁。廂

耆巡察人杖壹伯。

a〔雜勅甲 59〕諸巡檢縣尉都監。任内失覺察鉟銷。及磨錯翦鑿錢取銅以求利［以私錢博易

同］。或私造銅器［謂以任内失覺察。除親獲或他人獲已斷數互相比折外。計其餘數理］。

壹斤以上展磨勘半年。拾斤以上展磨勘壹年。伍拾斤以上展磨勘貳年。伯斤以上奏裁。

廂耆巡察人杖壹伯。

b〔雜勅甲 61〕諸巡檢縣尉都監。任内失覺察鉟銷。及磨錯翦鑿錢取銅以求利。或私造銅器

［謂以任内失覺察。除親獲或他人獲已斷數互相比折外。計其餘數理］。壹斤以上展磨

勘半年。拾斤以上展磨勘壹年。伍拾斤以上展磨勘貳年。伯斤以上奏裁。廂耆巡察人杖

壹伯。

【雜勅乙 52】諸鉟銷及磨錯翦鑿錢取銅以求利。或鑄造器物［夾雜鉛錫打造。計銅斤重科

罪。已鉟銷。雖未成器物。亦是］。若工匠及賣買興販之者。壹兩杖壹伯。壹斤加壹等［工

匠送鑄錢監充役］。捌斤。皆配本城。拾斤。皆配伍伯里。命官及有蔭人奏裁。並許人捕。

廂耆巡察人及地分官吏［州都監縣鎭巡尉。各分認地分界至］知而不糾。以違制論。仍放

罷。吏人勒停［犯人罪輕者。與同罪］。鄰保知而不糾。杖壹伯。卽保内能糾擧。或工匠

能首吿者。免罪。給賞如法。官司不卽給賞。許吿捕人經監司越訴。

a〔雜勅甲 60〕諸鉟銷及磨錯翦鑿錢取銅以求利。或鑄造器物［夾雜鉛錫打造。計銅斤重科

罪。已鉟銷。雖未成器物。亦是］。若工匠及賣買興販之者。壹兩杖壹伯。壹斤加壹等

［工匠送鑄錢監充役］。捌斤。皆配本城。拾斤。皆配伍伯里。命官及有蔭人奏裁。並

許人捕。廂耆巡察人及地分官吏［州都監縣鎭巡尉。各分認地分界至］知而不糾。以違
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制論。仍放罷。吏人勒停［犯人罪輕者。與同罪］。鄰保知而不糾。杖壹伯。卽保内能

糾擧。或工匠能首吿者。免罪。給賞如法。官司不卽給賞。許吿捕人經監司越訴。

b〔雜勅甲 78〕諸鉟銷錢。鑄造器物。若工匠。壹兩杖壹伯。壹斤加壹等［工匠送鑄錢監充

役］。捌斤。皆配本城。拾斤。皆配伍伯里。命官及有蔭人奏裁。

【雜勅乙 53】諸私造金箔者［以金箔裝飾神像圖畫供具之類同］。及工匠。各徒參年。並許

人吿。

a〔雜勅甲 63〕

【雜勅乙 54】諸起發上供錢物。應用人船及所須之物。官司不與。起發參拾日前計置足備

者。杖壹伯。

a〔雜勅甲 65〕

【雜勅乙 55】諸被發運司差點等截點數上供錢綱。若有欠而點不以實者。減犯人參等。罪

止杖壹伯。

a〔雜勅甲 66〕

【雜勅乙 56】諸負債違契不償。罪止杖壹伯。

a〔雜勅甲 67〕諸負債違契不償。罪止杖壹伯。

b〔雜勅甲 102〕諸負債違契不償。罪止杖壹伯。

【雜勅乙 57】諸估抵當財產。致虧官者。徒貳年。並賣買給納。及估計官物。各有情弊。

致虧官者。並許人吿。

a〔雜勅甲 68〕

【雜勅乙 58】諸人戸吉凶聚會修造之類。州縣及坊務輒抑勒。令買酒及麴引者。徒壹年。

當職官不覺察。與同罪。許被抑人經監司越訴。

a〔雜勅甲 69〕諸人戸吉凶聚會修造之類。州縣及坊務輒抑勒。令買酒及麴引者。徒壹年。

當職官不覺察。與同罪。許被抑人經監司越訴。

b〔雜勅甲 72〕諸人戸吉凶聚會修造之類。州縣及坊務輒抑勒。令買酒及麴引者。徒壹年。
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當職官不覺察。與同罪。許被抑人經監司越訴。

【雜勅乙 59】諸稅務監官［兼監同］買商稅人物者。徒壹年［謂未納稅。或已納稅未經日

者］。若爲人買。及託買者。各杖壹伯。

a〔雜勅甲 70〕

【雜勅乙 60】諸客人買抽解物貨。於市舶司請公憑引目。聽往他州賣。若小出引目匿物數

者。依匿稅法。

a〔雜勅甲 71〕

【雜勅乙 61】諸創造寺觀。及擅置戒壇。徒貳年。舊有而輒加名號者。各減伍等。以上。

未造置者。各減貳等。止坐爲首人。

a〔雜勅甲 75〕

【雜勅乙 62】諸僧徒輒習武藝。及誑說劫運以惑衆者。徒貳年。配伍伯里。

a〔雜勅甲 76〕

【雜勅乙 63】諸鐘應鑄。而輒以金投棄。或以金錯末製作道釋像塔器用者。並徒參年。工

匠。與同罪。許人吿。若以銀者。徒壹年［工匠。准此］。寺觀主首。各減壹等。以上。

止坐爲首之人［若以錢投棄。自依鉟銷錢法］。

a〔雜勅甲 77〕

【雜勅乙 64】諸屍應驗［初覆同］而不驗。或受差過兩時不發［遇夜不計。下條。准此］。

或不親臨視。或不定要害致死之因。或定而不當［謂以非理死爲病死。因頭傷爲脇傷之類］。

各以違制論。卽憑驗狀致罪已出入者。不在自首覺擧之例。其事狀難明定而失當者。杖壹

伯。吏人行人。壹等科罪。

a〔雜勅甲 79〕

【雜勅乙 65】諸驗屍報到。過兩時不請官。若請官違法。或受請違法而不言。或牒至應受

而不受。或初覆驗官吏行人相見。而漏露所驗事狀者。各杖壹伯［若驗訖。不當日内申所



- 297 -

屬者。准此］。

a〔雜勅甲 80〕

【雜勅乙 66】諸縣承他處官司請官驗屍。有官可那而稱闕。若闕官而不具事因申牒。或探

伺牒至而託故在假避免者。各以違制論。

a〔雜勅甲 81〕

【雜勅乙 67】諸行人。因驗屍受財。依公人法。

a〔雜勅甲 82〕

【雜勅乙 68】諸居父母喪而踰濫者。論如喪制未終雜戲律。

a〔雜勅甲 83〕

【雜勅乙 69】諸緣勅葬。而主管使臣及官司。以所須之物配擾人戸。或減剋所支財物者。

徒貳年。情重。鄰州編管。命官勒停。

a〔雜勅甲 84〕

【雜勅乙 70】諸喪葬。有約束而違者。止坐行。

a〔雜勅甲 85〕

【雜勅乙 71】諸故棄毀緣勅葬供頓之物者。許人吿。

a〔雜勅甲 87〕諸故棄毀緣勅葬供頓之物者。許人吿。

b〔雜勅甲 117〕諸故棄毀緣勅葬供頓之物者。許人吿。

【雜勅乙 72】諸管押伴送蕃夷外國貢使。計程無故輒稽留。壹日杖壹伯。壹日加壹等。至

徒貳年止。若因而興販。或乞取搔擾者。計贓。加貳等。贓輕者。徒貳年。

a〔雜勅甲 90〕

【雜勅乙 73】諸畜有孕而輒殺。及鳥獸雛卵之類。春夏之月［謂貳月至肆月終］輒採捕。

及製造採捕之具貨賣者。各杖捌拾［謂羅網彈弓黏竿弩子之類］。廂耆巡察人縱容者。與
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同罪。

a〔雜勅甲 91〕諸畜有孕而輒殺者。杖捌拾。廂耆巡察人縱容者。與同罪。

b〔雜勅甲 93〕諸畜有孕而輒殺。及鳥獸雛卵之類。春夏之月［謂貳月至肆月終］輒採捕。

及製造採捕之具貨賣者。各杖捌拾［謂羅網彈弓黏竿弩子之類］。廂耆巡察人縱容者。

與同罪。

【雜勅乙 74】諸養猛獸者。徒貳年。致殺傷人。減鬪殺傷壹等。若故令殺傷人。各依其狀。

以故鬪殺傷論。卽養未能害人者。杖壹伯。

a〔雜勅甲 92〕

【雜勅乙 75】諸州放生池。輒採捕魚鼈之類者。杖壹伯。

a〔雜勅甲 95〕

【雜勅乙 76】諸虎匠。非捕逐猛獸。輒差使者。徒壹年。

a〔雜勅甲 96〕

【雜勅乙 77】諸開櫃坊。停止博戲賭財物者。鄰州編管。於出軍營内停止者。配本城。並

許人吿。廂耆巡察軍營入宿提擧人。失覺察者。杖捌拾。

a〔雜勅甲 97〕

【雜勅乙 78】諸停止出玖和合兵級者。兵級徒壹年半。配鄰州本城。餘人杖壹伯。鄰州編

管。

a〔雜勅甲 98〕

【雜勅乙 79】諸博戲賭財物。並停止出玖和合者。各令衆伍日。財物未相付者。並不在計

贓之限。

a〔雜勅甲 99〕

【雜勅乙 80】諸關ⓔ飮食者。各杖捌拾。

a〔雜勅甲 100〕
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【雜勅乙 81】諸以財物出擧。而回利爲本者。杖陸拾。以威勢毆縛取索。加故殺罪參等。

a〔雜勅甲 101〕

【雜勅乙 82】諸以債負質當人口［虛立人力女使雇契同］。杖壹伯。人放逐便。錢物不追。

情重者。奏裁。

a〔雜勅甲 103〕

【雜勅乙 83】諸以有利債負折當耕牛者。杖壹伯。牛還主。

a〔雜勅甲 104〕

【雜勅乙 84】諸命官擧債。而約於任所償者。計本過伍拾貫。徒貳年［重疊。或於數人處

擧借。皆通計］。財主保引人知情。計己分過數者。各杖壹伯。數外財物沒官。償訖事發

者。各減伍等［仍免追沒］。因於任所受乞借貸之類。償訖不減。

a〔雜勅甲 105〕

【雜勅乙 85】諸放債與兵級者。徒貳年。與將校及剩員。若刺面人。並出軍家口。杖壹伯。

以上取者。各減參等［放債與急脚馬遞鋪兵級曹司及其家者。仍許人吿］。出軍家口不坐

［放債財物不追］。

a〔雜勅甲 106〕

【雜勅乙 86】諸質買急脚馬遞鋪兵級曹司月糧［放債與其家者同］。依放債法。財物不追。

並許人吿。

a〔雜勅甲 107〕

【雜勅乙 87】諸增價賖賣物與兵級者。杖壹伯［錢物不理］。計所增滿伍貫者。依放債法。

a〔雜勅甲 108〕

【雜勅乙 88】諸賖賣官物與兵級者。杖壹伯［價錢未納者。賣人備償］。

a〔雜勅甲 109〕
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【雜勅乙 89】諸監臨官質當所監臨財物。及放債者。徒貳年［若令親戚及容親隨人放債者。

准此］。計利贓重者。依乞取監臨財物法。在官非監臨。減壹等。

a〔雜勅甲 110〕

【雜勅乙 90】諸以孤遺宗室錢米曆質當者。徒壹年。孤遺宗室自質當。減壹等。錢主。各

與同罪［錢不追］。卽因放債及預借財物。買所請錢米。而每月取利。過肆釐者。錢主。

杖捌拾［放借財物不追。已請錢米還主］。並許人吿。

a〔雜勅甲 111〕

【雜勅乙 91】諸以私債冒作茶鹽錢。立約理索者。徒貳年。錢物沒官。許人吿。内欠人自

首。給賞如格。

a〔雜勅甲 112〕

【雜勅乙 92】諸收救得沉溺船所失官物。或流失官船。及所載官物。不送官者。依得闌遺

物律。輒費用者［毀匿賣易質當之類同］。准盜論。許人吿［若物已絶離溺處。而收救之

人不知係官者。雖費用。止依得闌遺物法］。

a〔雜勅甲 113〕

【雜勅乙 93】諸得闌遺官馬［外界使人馬同］。限外不送官。計贓輕者。壹匹杖壹伯。壹匹

加壹等。罪止徒參年。匿北使馬。至罪止者。不刺面配本城。並許人吿。

a〔雜勅甲 114〕

【雜勅乙 94】諸神臂弓輒棄毀。罪輕者。流貳阡里。許人吿。將校節級不覺察。杖壹伯。

a〔雜勅甲 115〕

【雜勅乙 95】諸神臂弓。軍回兵將官［押隊使臣同］計所部亡失［亡失人隨身不到者非］。

壹分以下徒貳年。壹分加壹等。肆分以上奏裁。

a〔雜勅甲 116〕
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【雜勅乙 96】諸輒毀坼官橋者。徒貳年。配伍伯里。許人吿。

a〔雜勅甲 118〕

【雜勅乙 97】諸棄毀木朱記者。准盜論。亡失及誤毀者。減貳等。

a〔雜勅甲 119〕

【雜勅乙 98】諸毀損人墳冢。及碑碣石獸之類。並許人吿。

a〔雜勅甲 121〕

【雜勅乙 99】諸係官山林。輒採伐者。杖捌拾。許人吿。

a〔雜勅甲 122〕

【雜勅乙 100】諸因讎嫌毀伐人桑柘者。杖壹伯。積滿伍尺徒壹年。壹功徒壹年半［於木身

去地壹尺。圍量積滿肆拾貳尺爲壹功］。每功加壹等。流罪配鄰州。雖毀伐而不至枯死者。

減參等。

a〔雜勅甲 123〕

【雜勅乙 101】諸官府廨院應住家處失火者。論如非時燒田野律。

a〔雜勅甲 124〕

【雜勅乙 102】諸因燒田野。致延燒係官山林者。杖壹伯。故燒者。奏裁。並許人吿。其州

縣官司。及地分公人失覺察。杖陸拾。

a〔雜勅甲 125〕諸因燒田野。致延燒係官山林者。杖壹伯。許人吿。其州縣官司。及地分

公人失覺察。杖陸拾。

b〔雜勅甲 135〕諸因燒田野。致延燒係官山林者。杖壹伯。故燒者。奏裁。並許人吿。其

州縣官司。及地分公人失覺察。杖陸拾。

【雜勅乙 103】諸官司船火發。輒解纜放令走流者。杖壹伯。許人吿。

a〔雜勅甲 126〕
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【雜勅乙 104】諸在州失火。都監卽時救撲。通判監督。違者。各杖捌拾。雖卽救撲監督。

而延燒官私舍宅。貳伯間以上［蘆竹草版屋。參間比壹間］。都監通判杖陸拾。仍奏裁。

參伯間以上。知州。准此。其外縣丞尉［州城外草市倚郭縣同］。並鎭寨官。依州都監法。

a〔雜勅甲 127〕

【雜勅乙 105】諸故燒官糧草錢帛軍器防城官物［並謂積聚。或在倉庫内者。下條故燒官酒

麴等。准此］。並敵棚樓櫓。及倉庫屋宇者。絞。謀而未行。或已燒未然者。各減壹等［已

然而自撲滅者。亦同未然。餘條稱未然。准此］。及死罪從。並配廣南。流罪從。配阡里。

在緣邊次邊者。皆斬。謀而未行。或已燒未然者。皆當行處斬。已然而專副及看守巡防人

失覺察者。杖壹伯。若緣邊次邊。計已燒之直伍拾貫以上者。加貳等。監官各減壹等。擅

離地分致故燒者。各加貳等。

a〔雜勅甲 128〕

【雜勅乙 106】諸故燒黄河埽岸並物料場。依燒糧草法。非向着處。依燒積聚財物法。監專

巡防人失覺察者。各杖壹伯。非向着處。杖柒拾。擅離地分致燒者。各加參等。

a〔雜勅甲 129〕

【雜勅乙 107】諸故燒官酒麴茶鹽香礬寶貨。流參阡里。配廣南。謀而未行。或已燒未然者。

各減壹等。及流罪從。並配阡里。已然而專副及看守巡防人失覺察者。杖捌拾。監官減等。

擅離地分致故燒者。各加貳等。

a〔雜勅甲 130〕

【雜勅乙 108】諸故燒有人居止之室者。絞。無人居止舍宅。若積聚財物［蠶簇同積聚］。

依燒私家舍宅財物律。死罪從。及爲首而罪不至死。各配阡里。從者。配鄰州。非積聚財

物。及積聚草木之類。計贓。准盜論加貳等。非積聚草木之類。計贓。准盜論。已燒未然

者。各減壹等。卽到致延燒者。各依故燒法［故燒非舍宅。而延燒有人居止之室者。止依

無人居止舍宅法。下條延燒。准此］。死罪非殺人者。奏裁。應配阡里者配伍伯里。應配

鄰州者配本州。以上殺人者。以故殺傷論［下條殺傷人。准此］。

a〔雜勅甲 131〕
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【雜勅乙 109】諸故燒祖父母父母居止之室。雖未然。從毆法。燒異居緦麻以上親居止之室。

及舍宅財物草木之類。犯尊長。以凡論。犯卑幼緦麻小功。減凡人壹等。大功期親。各遞

減壹等［燒卑幼居止之室。而致殺之者。從故殺法。同居。准此］。同居者。各減異居貳

等［謂犯人於法不合得分者］。若同居卑幼。故燒己宅財物草木之類者。加私輒用財律貳

等。已上。燒有人居止之室者。雖同居。依異居故燒法。其故燒卑幼之室。而知有尊長幾

人在内。各依犯尊長幾人法。

a〔雜勅甲 132〕

【雜勅乙 110】諸故燒有人居止船車篺筏。依有人居止之室法。

a〔雜勅甲 133〕

【雜勅乙 111】諸故燒舍宅財物並積聚草木之類者。許人捕。卽故燒非積聚草木之類者。許

吿［故燒同居親無人居止舍宅。若財物草木。並不用此制］。

a〔雜勅甲 134〕

【雜勅乙 112】諸强姦者［女拾歲以下。雖和。亦同］。流參阡里。配遠惡州。未成。配伍

伯里。折傷者。絞。先强後和。男從强法。婦女減和壹等。卽因盜而强姦者。絞［雖非財

主。亦是］。會恩。及未成。配阡里。

a〔雜勅甲 136〕

【雜勅乙 113】諸因姦而過失殺傷人者。論如因盜過失律。因强姦者。以故殺傷論。

a〔雜勅甲 137〕

【雜勅乙 114】諸公人軍人。與所轄監臨官之家姦者［謂同居母妻女姑姊妹及子孫之婦］。

絞。未成。配阡里。强者。斬。未成。配廣南。和姦者。婦女減壹等。

a〔雜勅甲 138〕

【雜勅乙 115】諸姦諸軍妻者。雖未成。本營兵級配鄰州本城。本營家人鄰州編管。卽姦出

軍禁軍妻者。加凡姦貳等。雖未成。兵級或本營家人。並配鄰州本城。餘人不刺面配本城。

以上。雖會恩原免。本營家人鄰州編管。兵級應配者。降配鄰州。節級仍勒充長行。將校
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奏裁。内姦出軍妻。及禁軍被差不在營妻犯姦者。許鄰人吿。

a〔雜勅甲 139〕

【雜勅乙 116】諸人力姦主。品官之家。絞。未成。配阡里。强者。斬。未成。配廣南。民

庶之家。加凡人參等。配伍伯里。未成。配鄰州。强者。絞。未成。配參阡里。卽姦主之

親［親之妻服輕。或無服者。各用其夫服］。品官之家。緦麻小功加凡人壹等。大功期親

遞加壹等。已成。並配鄰州。民庶之家。大功以上。各減品官之家壹等。以上。和姦者。

婦女各減人力壹等。

a〔雜勅甲 140〕

【雜勅乙 117】諸舊人力姦主者。品官之家。加凡姦貳等。民庶之家。加壹等。卽佃客姦主。

各加貳等。以上。婦女。及舊主與女使姦者。各以凡論。

a〔雜勅甲 141〕

【雜勅乙 118】諸姦未成者。減已成罪壹等。誘謔者。杖捌拾。婦女非和同者。止坐男子。

a〔雜勅甲 142〕

【雜勅乙 119】諸姦同宗緦麻親者。入内亂。

a〔雜勅甲 143〕

【雜勅乙 120】諸姦父祖女使。徒參年。非所幸者。杖壹伯。曾經有子。以妾論。罪至死者。

奏裁。姦別房及異居親女使。以凡論。別房非所幸者。杖捌拾。

a〔雜勅甲 144〕

【雜勅乙 121】諸義子孫姦所養之家尊長。及異居期親尊長。並依相毆加等法。婦女。以凡

姦論。

a〔雜勅甲 145〕

【雜勅乙 122】諸輒呼萬歲者。徒貳年。兵級配本城。再犯配伍伯里。若因怨嫌者。諸軍對

本轄人。依階級法。餘人對本轄官。配本城。其因事到官。實負冤抑者。杖壹伯。
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a〔雜勅甲 146〕

【雜勅乙 123】諸因祠賽社會。執引兵仗［利刃同。以錫銀紙裹貼竹木爲刃者非］旗幟。或

倣乘輿器服者。造意及首領人徒貳年。餘各杖壹伯。滿伯人者。造意及首領人。仍不刺面

配本城。並許人吿。官司不切禁止。杖捌拾。

a〔雜勅甲 147〕

【雜勅乙 124】諸結集社衆閱習武藝者［桿棒鍊鎚之屬。亦是］。敎頭及爲首人徒貳年。餘

各杖壹伯。許人吿。其應習者。不坐［謂坐見充弓手勇敢强壯弓箭社。係敎保甲之類］。

a〔雜勅甲 148〕

【雜勅乙 125】諸聚衆競渡者。徒壹年。許人吿。

a〔雜勅甲 149〕

【雜勅乙 126】諸士庶之家。以童幼爲内班者。徒參年。配廣南。命官除名。並許人吿。

a〔雜勅甲 150〕

【雜勅乙 127】諸鄕村非居人要會處。輒置爐造熟鐵器用者。杖壹伯。許人吿。

a〔雜勅甲 151〕

【雜勅乙 128】諸招置爐戸炭戸。若諸般結攬抵當家業。借請官錢人未結絶。而於別處投名。

及結攬者。杖壹伯。許人吿。

a〔雜勅甲 152〕

【雜勅乙 129】諸强賣買質借投託之類。取人財物。杖壹伯。鄰州編管。再犯者。徒貳年。

雖會赦。配鄰州。

a〔雜勅甲 153〕

【雜勅乙 130】諸非僧道而結集經社。及聚衆行道者。各杖壹伯。

a〔雜勅甲 154〕
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【雜勅乙 131】諸救溺水人。而誤殺傷救人者。不坐。

a〔雜勅甲 155〕

【雜勅乙 132】諸以雜言爲詞曲。或以蕃樂紊亂正聲者。各杖壹伯。許人吿。令衆伍日。命

官。及有蔭人。奏裁。

a〔雜勅甲 156〕

捕亡勅復原（23 箇條）

【捕亡勅乙 1】諸賊盜發。州取索捕盜官印紙批書。而違限者。杖壹伯。監司所至不取索印

紙點檢。減貳等。

a〔捕亡勅甲 1〕諸賊盜發。州取索捕盜官印紙批書。而違限者。杖壹伯。監司所至不取索

印紙點檢。減貳等。

b〔捕亡勅甲 2〕諸賊盜發。州取索捕盜官印紙批書。而違限者。杖壹伯。監司所至不取索

印紙點檢。減貳等。

【捕亡勅乙 2】諸命官犯罪。事發逃亡未獲者。遇赦不原。大禮御劄到後逃亡。雖已獲。遇

大禮赦。准此。

a〔捕亡勅甲 3〕

【捕亡勅乙 3】諸盜詐乞賣及受買放停兵級刺面人公憑者。以違制論。仍分首從［謂欲行用

者］。

a〔捕亡勅甲 4〕

【捕亡勅乙 4】諸主守不覺失囚者。徒以上。先決杖壹伯。杖以下。先決杖陸拾。給限追捕

如法。限滿不獲。已決之罪不通計。若失死囚者。伍伯里編管。兵級依地里降配。故縱者。

許人吿。

a〔捕亡勅甲 5〕諸主守不覺失囚者。徒以上。先決杖壹伯。杖以下。先決杖陸拾。給限追
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捕如法。限滿不獲。已決之罪不通計。若失死囚者。伍伯里編管。兵級依地里降配。故

縱者。許人吿。

b〔捕亡勅甲 13〕諸主守不覺失囚者。徒以上。先決杖壹伯。杖以下。先決杖陸拾。給限追

捕如法。限滿不獲。已決之罪不通計。若失死囚者。伍伯里編管。兵級依地里降配。故

縱者。許人吿。

【捕亡勅乙 5】諸編管移鄕人逃亡。第壹度杖陸拾。每度遞加壹等。第伍度。不刺面配編管

移鄕處本城。首身者。各減參等。卽未至而逃亡者。免罪。加伍伯里。首身。或已加地里。

而再逃亡者。並依已至第壹度首獲法［仍不理已至後度數。内編管人逃亡。許人吿］。

a〔捕亡勅甲 6〕諸移鄕人逃亡。第壹度杖陸拾。每度遞加壹等。第伍度。不刺面配移鄕處

本城。首身者。減參等。卽未至而逃亡者。免罪。加伍伯里。首身。或已加地里。而再

逃亡者。並依已至第壹度首獲法［仍不理已至後度數］。

b〔捕亡勅甲 18〕諸編管移鄕人逃亡。第壹度杖陸拾。每度遞加壹等。第伍度。不刺面配編

管移鄕處本城。首身者。各減參等。卽未至而逃亡者。免罪。加伍伯里。首身。或已加

地里。而再逃亡者。並依已至第壹度首獲法［仍不理已至後度數。内編管人逃亡。許人

吿］。

【捕亡勅乙 6】諸罪人應部送上京。在路逃亡者。以徒亡論。計日輕者。杖壹伯。

a〔捕亡勅甲 7〕

【捕亡勅乙 7】諸部送已決配流編管羈管移鄕人。而有縱失者。准其亡罪。論如縱失囚法。

不以日坐［謂如縱配軍逃亡。應從上軍法者。止准流罪。不從斬坐］。亡罪輕者。刺配准

徒貳年。餘准杖壹伯。若故縱元犯强盜配軍［謂凶惡。或死罪貸命。或配沙門島遠惡州者］。

兵級配鄰州。公人配本城。事理重者。奏裁。

a〔捕亡勅甲 8〕

【捕亡勅乙 8】諸部送已決配流編管羈管移鄕人。而故縱逃亡者。許人吿。其同犯爲從之人。

若事未發露能自首陳。所縱之囚雖未捕得。亦聽原罪。

a〔捕亡勅甲 9〕
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【捕亡勅乙 9】諸受部送在京首獲兵級刺面人。官司應差人而違者。杖陸拾。致逃亡者。加

貳等。卽至所隸未滿半年。復逃入京首獲者。本轄節級歲終科校。貳人笞肆拾。貳人加壹

等。罪止杖壹伯。將校杖陸拾。

a〔捕亡勅甲 10〕

【捕亡勅乙 10】諸部送刺配若逃亡兵級。輒入京城者。徒貳年。

a〔捕亡勅甲 11〕

【捕亡勅乙 11】諸監管寒月權留功役人。而不覺逃亡者。杖陸拾。故縱者。准部送已決編

配人法坐之［許吿給賞。亦同］。

a〔捕亡勅甲 12〕

【捕亡勅乙 12】諸配軍逃亡捕獲者。元配沙門島。及元犯持仗强盜謀殺人。各罪至死貸命。

若會降。及因親屬或得相隱者首吿減等。依上禁軍法［逃亡後雖有罪犯。而情理不至凶惡。

罪至死者。奏裁］。不持仗强盜。罪至死貸命。若會降。及因親屬或得相隱者首吿減等。

並其餘元配貳阡里以上。或廣南及遠惡州者。依下禁軍法。元配阡里以下。及指定州或路

分配者。依廂軍法。以上。揀入別軍。而本軍法重者。依本軍法。卽逃後曾歸本州縣捕獲

者。元配本州卽配鄰州。鄰州配伍伯里。伍伯里配阡里。阡里配貳阡里。貳阡里貳阡伍伯

里並配參阡里。參阡里及廣南配遠惡州。其指定州或路分配軍。無元配地里者。配重役處

［不在按問自首免配之例］。以上。應行而未至配所。或已量移而逃亡者。各准元配遞加

［未至配所者。仍不以赦降原減］。卽犯罪不該配而特刺配。或比元犯特增減地里刺配者。

以特配地里爲法［配沙門島廣南及遠惡州。亦以所配處爲法］。其已充剩員者。不用此制。

a〔捕亡勅甲 14〕

【捕亡勅乙 13】諸禁軍兵級逃亡。上軍。斬。在柒日内者。流參阡里。配阡里。首身。杖

壹伯。下軍第壹度。徒參年。首身。杖玖拾。

a〔捕亡勅甲 15〕

【捕亡勅乙 14】諸廂軍兵級及刺面人逃亡者。不以有無料錢。第壹度杖玖拾。刺每度逃走

字。首身者。各減參等。
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a〔捕亡勅甲 16〕

【捕亡勅乙 15】諸犯流。已決未役。已役未滿而亡。捕獲者。各杖壹伯。首身者。減參等

［雖會恩。仍補滿役日］。主守不覺亡者。壹名杖陸拾。每名加壹等。罪止杖壹伯。

a〔捕亡勅甲 17〕

【捕亡勅乙 16】諸緣坐人。應編管羈管［謂永不放還者］而逃亡者。許人捕。羈管者。杖

陸拾。卽已附籍而逃。至不許往州縣者。依移鄕人逃亡法。

a〔捕亡勅甲 19〕

【捕亡勅乙 17】諸歸明人逃亡。杖壹伯。再犯。加壹等。參犯。或逃往緣邊者。奏裁。首

身者。各減參等。陷蕃投歸人。遞減壹等［逃往緣邊而捕獲者。亦奏裁］。廂耆鄰人不覺。

減罪人罪伍等。故縱者。與同罪。

a〔捕亡勅甲 20〕

【捕亡勅乙 18】諸歸明兵級逃亡［陷蕃投歸人同］。本轄節級杖捌拾。員僚減貳等。副指揮

使以上。又減壹等。故縱者。各減犯人罪壹等。

a〔捕亡勅甲 21〕

【捕亡勅乙 19】諸歸明人。應編配羈管。及送諸州收管。已至而逃亡者。當職官及本營或

地分干繫人。各杖壹伯。仍奏裁［卽歸明僧人逃亡者。主首。依地分干繫人法］。

a〔捕亡勅甲 22〕

【捕亡勅乙 20】諸同籍。若本宗異居緦麻以上尊長［本宗緦麻以上親之母妻。應爲尊屬者

同］。與人和姦。不許吿捕［因與姦人争競致彰露。事相連及者。不從吿坐］。卽因姦事

而殺傷姦人者。聽依捕格法。罪至死者。奏裁。和姦之人。兩論如法。

a〔捕亡勅甲 23〕

【捕亡勅乙 21】諸姦本宗異居緦麻以上親［本宗異居緦麻以上親之母女妻同］。聽依同籍捕

格法。
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a〔捕亡勅甲 24〕

【捕亡勅乙 22】諸妻犯姦。從夫捕。

a〔捕亡勅甲 25〕

【捕亡勅乙 23】諸違法成婚。其妻未離正。而犯姦者。夫及夫同籍之人。因執捕而殺傷姦

人。並聽依捕格法。

a〔捕亡勅甲 26〕

斷獄勅復原（64 箇條）

【斷獄勅乙 1】諸奉制究治公事。已給限而無故稽違者。徒貳年。

a〔斷獄勅甲 1〕

【斷獄勅乙 2】諸被差鞫獄錄問檢法官吏［並謂罷本職本役者］。事未畢。與監司及置司所

在官吏相見。或錄問檢法與鞫獄官吏相見者。各杖捌拾。卽受置司所在供饋。並與者。各

加貳等［所鞫事不相干者。事畢。聽受］。

a〔斷獄勅甲 2〕

【斷獄勅乙 3】諸主典［繫書人同］與當職官共犯公罪。而當職官特旨降罰者。降壹資［特

旨差者。仍還舊役］。差替衝替者。並勒停。勒停者。阡里編管［官員衝替勒停者。仍永

不收敍。以上。並謂爲首。或與當職官同等坐罪者。其鞫獄檢法提點刑獄司詳覆大辟不當。

主典雖爲從。亦同］。本罪雖會恩。或已斷放。而當職官後有特旨停替。並准此。

a〔斷獄勅甲 3〕

【斷獄勅乙 4】諸官司失入死罪。壹名。爲首者。當職官勒停。吏人阡里編管。第貳從。當

職官衝替。事理重吏人伍伯里編管。第參從。當職官衝替。事理稍重吏人鄰州編管。第肆

從。當職官差替。吏人勒停。貳人。各遞加壹等［謂如第肆從依第參從之類］。爲首者。

當職官追壹官勒停。吏人貳阡里編管。參人。又遞加壹等。爲首者。當職官追兩官勒停。



- 311 -

吏人配阡里［以上。雖非壹案。皆通計］。並不以去官赦降原減。未決者。各遞減壹等［謂

第參從依第肆從。第肆從參人依貳人之類］。會赦恩及去官者。又遞減壹等［以上。本罪

仍依律。其去官會恩者。本罪自依原減法］。卽事涉疑慮。若係强盜及殺人正犯各應配。

或中散大夫以上。及武官犯者。並奏裁。

a〔斷獄勅甲 4〕諸官司失入死罪。壹名。爲首者。當職官勒停。吏人阡里編管。第貳從。

當職官衝替。事理重吏人伍伯里編管。第參從。當職官衝替。事理稍重吏人鄰州編管。

第肆從。當職官差替。吏人勒停。貳人。各遞加壹等［謂如第肆從依第參從之類］。爲

首者。當職官追壹官勒停。吏人貳阡里編管。參人。又遞加壹等。爲首者。當職官追兩

官勒停。吏人配阡里［以上。雖非壹案。皆通計］。並不以去官赦降原減。未決者。各

遞減壹等［謂第參從依第肆從。第肆從參人依貳人之類］。會赦恩及去官者。又遞減壹

等［以上。本罪仍依律。其去官會恩者。本罪自依原減法］。卽事涉疑慮。若係强盜及

殺人正犯各應配。或中散大夫以上。及武官犯者。並奏裁。

b〔斷獄勅甲 32〕諸官司失入死罪。壹名。爲首者。當職官勒停。吏人阡里編管。第貳從。

當職官衝替。事理重吏人伍伯里編管。第參從。當職官衝替。事理稍重吏人鄰州編管。

第肆從。當職官差替。吏人勒停。貳人。各遞加壹等［謂如第肆從依第參從之類］。爲

首者。當職官追壹官勒停。吏人貳阡里編管。參人。又遞加壹等。爲首者。當職官追兩

官勒停。吏人配阡里［以上。雖非壹案。皆通計］。並不以去官赦降原減。未決者。各

遞減壹等［謂第參從依第肆從。第肆從參人依貳人之類］。會赦恩及去官者。又遞減壹

等［以上。本罪仍依律。其去官會恩者。本罪自依原減法］。卽事涉疑慮。若係强盜及

殺人正犯各應配。或中散大夫以上。及武官犯者。並奏裁。

【斷獄勅乙 5】諸錄事司理司法參軍［州無錄事參軍。而司戸參軍兼管獄事者同］。於本司

鞫獄檢法。有不當者。與主典同爲壹等。

a〔斷獄勅甲 5〕諸錄事司理司法參軍［州無錄事參軍。而司戸參軍兼管獄事者同］。於本司

鞫獄檢法。有不當者。與主典同爲壹等。

b〔斷獄勅甲 43〕諸錄事司理司法參軍［州無錄事參軍。而司戸參軍兼管獄事者同］。於本

司鞫獄檢法。有不當者。與主典同爲壹等。

【斷獄勅乙 6】諸法司習學人連書者。犯公罪。減本典壹等。

a〔斷獄勅甲 6〕
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【斷獄勅乙 7】諸大禮御劄已到。而犯强盜。持仗竊盜。强姦。謀殺人。毆人折傷以上［謀

殺折傷。謂至死。應爲正犯者］。各罪至徒。官吏犯入己贓。急脚馬遞鋪兵級曹司盜匿棄

毀私坼遞角或將帶逃亡。官司故稽緩刑獄公事。命官身亡送還人［丁憂不解官。所差送喪

柩人同］擅自歸或逃亡。及部轄職員將校節級。並爲首率衆者。各不以大禮赦原減。其故

出入人徒以上罪。或容庇罪人拖延。及妄爲疏駁會問不圓公案。致會大禮赦者［謂不妨結

案。或檢斷而故爲方便者］。官司及罪人。各准此。卽罪人故不承伏若翻異［家屬稱冤同］。

或故自毀傷。及詐稱瘡病產孕老幼。有蔭吿身在遠。或虛稱更曾別作過犯。官司信憑會問。

各妨結斷。而致會大禮赦者［雖赦前已承。但斷決不及。皆是］。亦不得原減。若因駁問

翻異。而改斷從輕。或刑名不移而罪名改輕。若刑名雖加而當敍遺闕從輕［謂如贓罪改從

私罪。或私罪杖改從公罪徒之類］。或干連未經取勘。及不曾翻異之人。自從會赦法。

a〔斷獄勅甲 7〕諸大禮御劄已到。命官身亡送還人擅自歸或逃亡。及部轄職員將校節級。

並爲首率衆者。各不以大禮赦原減。

b〔斷獄勅甲 8〕諸大禮御劄已到。而犯强盜。持仗竊盜。强姦。謀殺人。毆人折傷以上［謀

殺折傷。謂至死。應爲正犯者］。各罪至徒。官吏犯入己贓。急脚馬遞鋪兵級曹司盜匿

棄毀私坼遞角或將帶逃亡。官司故稽緩刑獄公事。命官身亡送還人［丁憂不解官。所差

送喪柩人同］擅自歸或逃亡。及部轄職員將校節級。並爲首率衆者。各不以大禮赦原減。

其故出入人徒以上罪。或容庇罪人拖延。及妄爲疏駁會問不圓公案。致會大禮赦者［謂

不妨結案。或檢斷而故爲方便者］。官司及罪人。各准此。卽罪人故不承伏若翻異［家

屬稱冤同］。或故自毀傷。及詐稱瘡病產孕老幼。有蔭吿身在遠。或虛稱更曾別作過犯。

官司信憑會問。各妨結斷。而致會大禮赦者［雖赦前已承。但斷決不及。皆是］。亦不

得原減。若因駁問翻異。而改斷從輕。或刑名不移而罪名改輕。若刑名雖加而當敍遺闕

從輕［謂如贓罪改從私罪。或私罪杖改從公罪徒之類］。或干連未經取勘。及不曾翻異

之人。自從會赦法。

c〔斷獄勅甲 38〕諸大禮御劄已到。而犯强盜。不以大禮赦原減。其故出入人徒以上罪。准

此。

d〔斷獄勅甲 71〕諸大禮御劄已到。命官身亡送還人［丁憂不解官。所差送喪柩人同］擅自

歸或逃亡。及部轄職員將校節級。並爲首率衆者。各不以大禮赦原減。

【斷獄勅乙 8】諸大禮御劄已到。而犯徒以上罪情理切害。或殺人罪至死。各會大禮赦應原
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者。奏裁。

a〔斷獄勅甲 9〕

【斷獄勅乙 9】諸罪人會降者。但事已發。雖未追。或不禁。並同見禁［事發逃亡。或逃亡

後事發者非］。

a〔斷獄勅甲 10〕

【斷獄勅乙 10】諸罪人身在他所而犯罪。或事發。若首獲處。被赦降者。與身遇赦降同［命

官他處犯罪。願就肆京及畿内聽勅。非鄕貫。或舊住家處者。遇疏決。不在原減之類］。

a〔斷獄勅甲 11〕

【斷獄勅乙 11】諸罪人已降斷勅［批狀劄子。或省符備降朝旨同。餘條稱斷勅或勅斷。准

此］未到。而遇赦降者。於勘所計程［謂赦降日行伍伯里。斷勅日行肆伯里。各以入遞日

時爲始］。應在赦降前到者。不得原減。應死者。奏裁。其斷勅雖應前到。而罪人未應行

決［謂有瘡病孕及禁刑日之類］。或應與赦降同日到者。依會恩法。卽諸路提點刑獄司覆

畢案。牒報論決未到。而遇赦降者。並准此。

a〔斷獄勅甲 12〕

【斷獄勅乙 12】諸會赦應改正拘收。經當職官詰問不承。而不卽立案者。杖壹伯。

a〔斷獄勅甲 13〕

【斷獄勅乙 13】諸倉庫兵級犯笞罪［謂於本倉庫有犯者。仍須無監官處。其酒務。雖有監

官同］。聽專副行決。過拾下者。論如前人不合捶考律。以故致死。或因公事毆至折傷以

上者。並奏裁。

a〔斷獄勅甲 14〕

【斷獄勅乙 14】諸斷罪無正條者。比附定刑。慮不中者。奏裁。

a〔斷獄勅甲 15〕

【斷獄勅乙 15】諸犯罪未發。及已發未論決。而改法者。法重。聽依犯時。法輕。從輕法。
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卽應事已用舊法理斷者。不得用新法追改。

a〔斷獄勅甲 16〕

【斷獄勅乙 16】諸獄案。以兩辭互說及不圓情款。或本處得論決之人。輒上聞者。各杖壹

伯。

a〔斷獄勅甲 17〕

【斷獄勅乙 17】諸罪人已經奏斷。其同犯人情法不異者。依已斷人斷訖以聞。

a〔斷獄勅甲 18〕

【斷獄勅乙 18】諸司法參軍。於本司檢法。有不當者。與主典同爲壹等。

a〔斷獄勅甲 19〕

【斷獄勅乙 19】諸侵夜行刑者。杖壹伯。

a〔斷獄勅甲 20〕

【斷獄勅乙 20】諸官司行決不如法［謂用繩核等窒塞其口。或於鼔面抨硾。及用棍棒藤條

捶決。並以荆棒竹篦之類杖背者］。及杖瘡未損而重疊行決者。各以違制論。因而致死者。

論如前人不合捶考律。若滴水之類。遲延行決者。杖壹伯。

a〔斷獄勅甲 21〕

【斷獄勅乙 21】諸決罪人而違判增杖者。杖壹伯。徒流罪。徒壹年。入罪重者。各加所入

罪壹等。以故致死。各減鬪殺罪參等。卽所增杖數過貳拾。及於杖上增以他物者。各加貳

等。以故致死。論如前人不合捶考律。

a〔斷獄勅甲 22〕

【斷獄勅乙 22】諸杖直決人。而暗加杖數。及於杖上增以他物。故爲慘毒者。徒貳年。意

在規求。或情涉讎嫌。若決徒流罪者。配本州。以故致死者。依故殺法。仍奏裁。

a〔斷獄勅甲 23〕
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【斷獄勅乙 23】諸決罪人不如法。當職官杖直。各依首從法。及瘡病不待差而決。事由當

職官者。杖直。罪止杖壹伯。

a〔斷獄勅甲 24〕

【斷獄勅乙 24】諸杖笞［獄具枷杻鉗鎻之類同］制度違式者。杖陸拾。

a〔斷獄勅甲 25〕

【斷獄勅乙 25】諸死罪應奏裁而輒決者。流貳阡里［謂非刑名疑慮。或情法輕重。及可憫

者］。

a〔斷獄勅甲 26〕

【斷獄勅乙 26】諸罪人應送所屬而輒決。邂逅致死。非挾情者。以違制論。

a〔斷獄勅甲 27〕

【斷獄勅乙 27】諸事干邊防或機速［機謂事干機會。理須從權。速謂不可淹留待報。餘條

機速。准此］。並諸軍犯罪事理重害。難依常法而不可待奏報者。許申本路經略或安撫司。

酌情斷遣訖以聞［罪不致死者。不許特處死］。餘犯情重。自依奏裁法。

a〔斷獄勅甲 28〕

【斷獄勅乙 28】諸罪人。情輕法重。情重法輕［應斷笞杖罪者非］。奏裁。

a〔斷獄勅甲 29〕

【斷獄勅乙 29】諸罪人遇聖節。杖以下情輕者。聽免。稍輕者。聽贖。

a〔斷獄勅甲 30〕諸罪人遇聖節。杖以下情輕者。聽免。稍輕者。聽贖。

b〔斷獄勅甲 70〕諸罪人遇聖節。杖以下情輕者。聽免。稍輕者。聽贖。

【斷獄勅乙 30】諸公吏犯罪。不應通計而故爲論決［虛立案款作論決者同］。若事發後妄作

以前陳首。各致官司已施行者。當職官吏。以故出人罪論。

a〔斷獄勅甲 31〕諸公吏犯罪。不應通計而故爲論決［虛立案款作論決者同］。若事發後妄

作以前陳首。各致官司已施行者。當職官吏。以故出人罪論。
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b〔斷獄勅甲 42〕諸公吏犯罪。不應通計而故爲論決［虛立案款作論決者同］。若事發後妄

作以前陳首。各致官司已施行者。當職官吏。以故出人罪論。

【斷獄勅乙 31】諸官司失出人罪者。依因罪人以致罪法。

a〔斷獄勅甲 33〕

【斷獄勅乙 32】諸吏人故出入人杖以上罪。雖未決。勒停。徒以上罪。雖會恩。仍永不敍

［失入死罪未決。避罪逃亡者。准此］。其受財出入死罪而罪不致死者。雖未決。配廣南。

從者。配阡里。

a〔斷獄勅甲 34〕

【斷獄勅乙 33】諸吏人受財出入人罪者。許人吿。

a〔斷獄勅甲 35〕

【斷獄勅乙 34】諸州推司法司吏人［置司鞫獄檢法同］。因本司事受財入己。罪不至勒停者。

降壹資［仍還舊役。永不遷轉］。

a〔斷獄勅甲 36〕

【斷獄勅乙 35】諸州推司［謂當直司州院司理院推司。餘條稱州推司。准此］法司吏人。

失出入徒以上罪。已決放而罪不至勒停者。再犯或及伍人失入者。勒停。失出者。還舊役。

降本等下名。並永不得再充。

a〔斷獄勅甲 37〕

【斷獄勅乙 36】諸官司。以淹造食物洗暴煎煉取鹽斷罪者。以入人罪論。

a〔斷獄勅甲 39〕

【斷獄勅乙 37】諸罪人。本罪遇恩應原。而輒以虛妄之類收坐者。以入人罪論。罪輕者。

杖壹伯。

a〔斷獄勅甲 40〕
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【斷獄勅乙 38】諸斷罪應決徒流而編配。應編配而決徒流。各減出入罪貳等［謂如應決徒

罪而刺配。從刺配減貳等之類］。出入重者。計所剩以全罪論［謂如應決徒壹年而配沙門

島合比流者。以全入徒參年論之類］。

a〔斷獄勅甲 41〕

【斷獄勅乙 39】諸官司擧駁入人死罪不當者。杖壹伯。

a〔斷獄勅甲 44〕

【斷獄勅乙 40】諸置司鞫獄不當。案有當駁之情。而錄問官司不能駁正。致罪有出入者。

減推司罪壹等。卽審問［非置司同］。或本州錄問者。減推司罪參等［當職官簽書獄案者。

與出入罪。從壹重］。

a〔斷獄勅甲 45〕

【斷獄勅乙 41】諸縣以杖笞及無罪人作徒流罪。或以徒流罪作死罪送州者。各杖壹伯。若

以杖笞及無罪人作死罪送州者。徒壹年。其故增減情狀者。各從出入法。

a〔斷獄勅甲 46〕

【斷獄勅乙 42】諸違法移囚流以上。以違制論。卽囚至不受。及受而不申者。杖壹伯。

a〔斷獄勅甲 47〕

【斷獄勅乙 43】諸以在禁罪人避免按察官點檢。而移往他所者。徒貳年。許被禁之家越訴。

a〔斷獄勅甲 48〕

【斷獄勅乙 44】諸罪人翻異。或家屬稱冤。應申提點刑獄司差官別推。而輒移屬縣者。徒

貳年。若無出入。減參等。

a〔斷獄勅甲 49〕

【斷獄勅乙 45】諸勘鞫公事。妄作緣故陳乞移推。及州縣未結絶。非冤抑不公。而監司輒

移者。各杖捌拾。

a〔斷獄勅甲 50〕
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【斷獄勅乙 46】諸囚在禁非理致死。事理重者。官吏獄子。奏裁。若囚病。不卽申擧。或

不切醫治致死數多。或疾病不治。責出拾日内死。事理重者。官吏。准此。

a〔斷獄勅甲 51〕

【斷獄勅乙 47】諸囚在禁病死［因捶考過傷。及疾病不治。責出拾日内死。而事理輕者同］。

歲終通計所禁人數。死及壹分。獄子杖壹伯。吏人減壹等。當職官又減壹等。每壹分遞加

壹等。罪止徒壹年半。仍不以去官赦降原減。

a〔斷獄勅甲 52〕

【斷獄勅乙 48】諸病囚合藥錢。輒侵移他用。依擅支上供錢物法。提點刑獄司常切檢察。

a〔斷獄勅甲 53〕

【斷獄勅乙 49】諸軍犯罪事發應配。或降別軍。已獲未斷。而更犯罪者。依所降所配軍法。

法重者。聽從輕。

a〔斷獄勅甲 54〕

【斷獄勅乙 50】諸憑恃老疾應贖。而故有違犯。情不可恕者。鄰州編管。

a〔斷獄勅甲 55〕

【斷獄勅乙 51】諸殘疾［謂如瘤瘇之類。久遠不堪醫治者］犯徒流。有妨受杖。當職官驗

實。依折杖法從杖罪決之［應編配居作勒停還俗之類。各盡本法］。其不盡之數。及杖以

下。有妨科決者。並聽收贖。

a〔斷獄勅甲 56〕

【斷獄勅乙 52】諸罪人應配沙門島而住配者。權配海南［謂瓊州。萬安昌化吉陽軍。餘應

配遠惡州者。止配海北］。卽海南又住配者。權配海北遠惡州。

a〔斷獄勅甲 57〕

【斷獄勅乙 53】諸重役或錢監兵級犯配。除沙門島與廣南若遠惡州外。並勒充本指揮下名。
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其不可存留者。配他處重役及別監。

a〔斷獄勅甲 58〕

【斷獄勅乙 54】諸應配而不任征役者。配小分［元非諸軍而不任小分者。鄰州編管］。

a〔斷獄勅甲 59〕

【斷獄勅乙 55】諸部送罪人而私不行［妄託事故。輒爲留連者］。或令負擔物色。及行不由

正驛路者。各杖壹伯。縱令乞取財物者。加壹等。其私不行失囚。罪重者。與行者同罪。

卽行者故縱。而不行者不知情。止坐失囚之罪。

a〔斷獄勅甲 60〕

【斷獄勅乙 56】諸部送罪人。非理陵虐者。杖壹伯。鄰州編管。兵級降配。罪至徒者。奏

裁。並許人吿。

a〔斷獄勅甲 61〕

【斷獄勅乙 57】諸配沙門島人。應別錄所犯付部送人。報登州。而於令有違。及隱漏者。

各杖捌拾。卽部送凶惡及走投化外情重罪人。而不依令選差兵級。及關報根治者。罪亦如

之。

a〔斷獄勅甲 62〕

【斷獄勅乙 58】諸獄定牢時刻。於令有違。杖捌拾。獄官縣令不親臨者。徒壹年［縣輒分

輪餘官者。准此］。

a〔斷獄勅甲 63〕

【斷獄勅乙 59】諸囚在禁。吏人獄子不守宿。杖捌拾［吏人聽分番］。夜有死失殺傷之類。

應下者。不坐。

a〔斷獄勅甲 64〕

【斷獄勅乙 60】諸囚在禁。故自傷殘者。吏人獄子防守人。各杖捌拾。因而致死。各加貳

等。
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a〔斷獄勅甲 65〕

【斷獄勅乙 61】諸形勢之家［豪民同］。輒置獄具而關留人者。徒貳年。情理重者。奏裁。

許被關留人越訴。

a〔斷獄勅甲 66〕

【斷獄勅乙 62】諸罪人到官。有隨行之物。未經官驗視。而獄司擅自間發者。杖捌拾。因

而盜取。以自盜論。

a〔斷獄勅甲 67〕

【斷獄勅乙 63】諸公事已斷放。案後有施行。事應注籍擧催結絶。而不注籍擧催者。杖捌

拾。

a〔斷獄勅甲 68〕

【斷獄勅乙 64】諸吏人。雖已入流外品。而於本司及監臨。犯杖以下罪。依決罰例。

a〔斷獄勅甲 69〕
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宋刑統慶元勅合編稿

〔「宋刑統慶元勅合編稿」凡例〕

○「宋刑統慶元勅合編稿」は『宋刑統』所載の律條・令式格勅條・起請條と、それとの關

係を想定される「慶元勅集成稿」所載の復原勅條とを比較對照して排列するものである。

○『宋刑統』所載の律條・令式格勅條・起請條の次に、それとの關係を想定される「慶元

勅集成稿」所載の復原條文を示す。雙方とも、關係を想定されない條文は省略する。

○條文番號《○○律 XX》は『宋刑統』所載の律條の番號である。

○條文番號《○○律 XX 附 XX》は『宋刑統』所載の令式格勅條・起請條の假の番號であ

り、附載される律條別に揭載順に附す。

○條文番號【○○勅乙 XX】は「慶元勅集成稿」所載の復原條文の假の番號である。復原

條文の典據とする集成條文の條文番號は略す。

名例

《名例律 6 不睦》捌曰不睦［謂謀殺及賣緦麻以上親。毆吿夫及大功以上尊長。小功尊屬］。

【鬪訟勅乙 5】諸妻犯姦。其夫因而殺之者。免爲不睦。

《名例律 6 内亂》拾曰内亂［謂姦小功以上親。父祖妾。及與和者］。

【雜勅乙 119】諸姦同宗緦麻親者。入内亂。

《名例律 10》諸柒品以上之官。及官爵得請者之祖父母父母。兄弟姊妹。妻子孫。犯流罪

已下。各從減壹等之例。

《名例律 13》諸伍品以上妾犯非拾惡者。流罪以下。聽以贖論。

【名例勅乙 70】諸捌品以上官子孫之婦犯罪。蔭如其夫。卽官品得請者之女使。曾經有子

者。聽用蔭如伍品妾［犯主情重者非］。
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《名例律 11》諸應議請減及玖品以上之官。若官品得減者之祖父母父母。妻子孫。犯流罪

以下。聽贖。若應以官當者。自從官當法。其加役流。反逆緣坐流。子孫犯過失流。不孝

流。及會赦猶流者。各不得減贖。除名配流如法［除名者。免居作。卽本罪不應流配而特

配者。雖無官品。亦免居作］。其於周以上尊長。及外祖父母夫夫之祖父母。犯過失殺傷

應徒。若故毆人至廢疾應流。男夫犯盜［謂徒以上］。及婦人犯姦者。亦不得減贖［有官

爵者。各從除免當贖法］。

【名例勅乙 58】諸品官及除免官當未敍者。犯伍流。各依律。

【名例勅乙 62】諸進納［謂未降住鬻爵詔書。以前補授是存人。餘條稱進納。准此］及陣

亡換給得補將仕郞助敎［並謂不理選限者］犯鬪毆人折傷以上者。不在當贖之例［佃客人

力女使非］。若後下手理直。應減等者。奏裁。

【名例勅乙 65】諸承直郞以下。任無品差遣者［謂監當場務。及幹辦公事之類］。聽依有品

差遣當免。

【名例勅乙 66】諸少府監鑄印副篆文官。太史局刻擇官。鐘鼔院司辰犯罪。依流外玖品官

法。應追官者。以所授文書爲壹官［已入流外品者。不許爲歷任追當］。

【名例勅乙 67】諸未入官人校尉犯罪。依玖品官法。應追官者。以所授文書爲壹官［已授

品官者。各不許爲歷任追當。若自進義校尉轉進武校尉。止以進武校尉爲壹官當］。其散

官應當免。而無歷任官者。追所授散官。仍奏裁。

【名例勅乙 72】諸品官之家。知鄰保有犯不糾。若失火罪不至死者。以贖論。

《名例律 15》諸以理去官。與見任同［解雖非理。吿身應留者。亦同］。贈官及視品官。與

正官同［視陸品以下。不在蔭親之例］。用蔭者。存亡同。若藉尊長蔭而犯所蔭尊長。及

藉所親蔭而犯所親祖父母父母者。並不得爲蔭。卽毆吿大功尊長小功尊屬者。亦不得以蔭

論。其婦人犯夫及義絶者。得以子蔭［雖出亦同］。其假版官犯流罪以下。聽以贖論。

【名例勅乙 20】諸私鑄錢者。不以蔭論。命官不在議請減之例。

【名例勅乙 69】諸宗室女［謂非應議者］之夫子。若前代帝之後。經本朝錄用有官者祖父

母父母妻子孫。及雖不授官。經賜予者之身犯罪。依有蔭人法。

【名例勅乙 71】諸以官招聘之士。雖不受聘。聽以所聘官爲蔭。其流外進納。因致仕官得

封贈。父至朝奉郞將軍以上者。依捌品官法。

【名例勅乙 73】諸有蔭人。參犯私罪杖。各情重。或正犯鬪殺罪至死。該恩減等應流配者。
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並不得以蔭論。餘犯徒流罪。情不可贖者。奏裁。卽雖有蔭。犯私罪經眞決。而更犯私罪

者。依無蔭人法。

【名例勅乙 74】諸將校犯階級。及臨寇敵有犯。或監守内姦盜略人受財入己。若放債者。

不得以蔭論［御前忠佐。准此］。卽兵級刺面人犯罪。人力女使犯主［人力姦主同］。殿

侍［下班祗應同］公人並無祿監臨主司。於本職及監守内犯贓。或職事有犯。若違慢者。

准此。

《名例律 16》諸無官犯罪。有官事發。流罪以下。以贖論［謂從流外及庶人而任流内者。

不以官當除免。犯拾惡及伍流者。不用此律］。卑官犯罪。遷官事發。在官犯罪。去官事

發。或事發去官。犯公罪流以下。各勿論。餘罪論如律。其有官犯罪。無官事發。有蔭犯

罪。無蔭事發。無蔭犯罪。有陰事發。並從官蔭之法。

【名例勅乙 7】諸公罪。因所犯替移或權攝職任。非得正官承替者。不理去官。卽未受斷勅。

或批罰指揮而正官已到。及在官再任。若主典解役者。聽從去官法［解役。謂出職而已離

本司。及勒停永不敍者］。

【名例勅乙 8】諸稱去官者。遷官同［謂官名雖遷而職事不改。如轉運判官遷副使。都監遷

鈐轄之類。轉官者非］。

《名例律 17》諸犯私罪。以官當徒者［私罪。謂私自犯。及對制詐不以實。受請枉法之類］。

伍品以上。壹官當徒貳年。玖品以上。壹官當徒壹年。若犯公罪者［公罪。謂緣公事致罪

而無私曲者］。各加壹年當。以官當流者。參流同比徒肆年。其有貳官［謂職事官散官衞

官同爲壹官。勳官爲壹官］。先以高者當［若去官未敍。亦准此］。次以勳官當。行守者。

各以本品當。仍各解見任。若有餘罪及更犯者。聽以歷任之官當［歷任。謂降所不至者］。

其流内官而任流外職犯罪。以流内官當及贖徒年者。各解流外任。

《名例律 17 附 1》准。格。勳官散試官。不許贖罪。

《名例律 17 附 2》准。律。以官當徒者。其有貳官［謂職事官散官衞官同爲壹官。勳官爲

壹官］。先以高者當。次以勳官當。行守者。各以本品當。仍各解見任。若有餘罪及更犯

者。聽以歷任之官當［歷任。謂降所不至者］。准。格。勳官散試官。不許贖罪。後來法

司相承。有見任品卑於前任者。則於歷任内取高者當。仍解見任。近亦曾有不取歷任中高

者。却以見任卑官當罪。蓋緣不用勳散試官以來。未有定制。臣等參詳。今後有見任官高。

卽以見任官□□□□□□以歷任中高官當。仍解□□□□□□明文。免生差互。其餘並□
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□□□□。

【名例勅乙 3】諸保事不當。不知情者。爲公罪。

【名例勅乙 12】諸擧官不當。不知情者。爲公罪。

【名例勅乙 57】諸流外品官。聽以官品除免官當減贖。犯公罪徒。未該追官者。停流外任。

【名例勅乙 60】諸武翼大夫。翰林良醫以上。帶遙郡者。議請減贖當免。並同正任。

【名例勅乙 59】諸爵及勳官。不在議請減贖當免之例。

【名例勅乙 64】諸應以官當者。追見任。次歷任高官。免官者。免見任並歷任内壹高官。

免所居官者。止免見任。其帶職者。以所帶職別爲壹官［謂見任學士。待制。修撰。直閣。

帶御器械。閤門舍人。宣贊舍人。閤門祗候。入内内侍。兩省都知副都知押班］。或以官。

或以職。奏裁。

《名例律 18》諸犯拾惡。故殺人。反逆緣坐［本應緣坐。老疾免者亦同］。獄成者。雖會赦。

猶除名［獄成。謂贓狀露驗。及尙書省斷訖未奏者］。卽監臨主守。於所監守内犯姦盜略

人。若受財而枉法者。亦除名［姦謂犯良人。盜及枉法謂贓壹疋者］。獄成會赦者。免所

居官［會降者。同免官法］。其雜犯死罪。卽在禁身死。若免死別配。及背死逃亡者。並

除名［皆謂本犯合死而獄成者］。會降者。聽從當贖法。

【名例勅乙 11】諸公人犯流徒罪。或肆色贓罪杖［謂盜及枉法恐喝强乞取］。或兩犯餘贓罪

杖。或壹犯而逃亡。及雖不因犯罪而逃亡滿伯日。各不以首獲。並勒停。卽犯死罪若私罪

流贓罪徒。或兩犯私罪徒肆色贓罪杖。雖各會恩。亦勒停。

【名例勅乙 36】諸有敍法公人［謂副尉吏人衙前監司書表客司之類］犯私罪徒公罪流。或

犯私罪杖贓私罪笞。避罪逃亡。不以首獲。雖各會恩［公罪流降至徒者。自依徒罪法］。

並降壹等。内私罪杖贓私罪笞。避罪逃亡滿伯日。勒停。

【名例勅乙 37】諸衙前職員使院職級。犯贓罪杖笞。若肆色贓已入己而會恩。各未應勒停

者。並降充散押衙。内敎練使及孔目官以上。降充散敎練使。

【名例勅乙 38】諸公人應勒停及降散職。若壹犯餘贓。各避罪逃亡者。不以首獲。雖會恩。

停降如法。

【名例勅乙 68】諸監臨主守。於所監守内犯盜。及受財枉法。應除名者。並謂贓已入己［應

斷私罪者非］。

《名例律 21》諸除名者。官爵悉除。課役從本色。陸載之後聽敍。依出身法。若本犯不至
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免官而特除名者。敍法同免官例［婦人因夫子得邑號。犯除名者。年滿之後。夫子見在有

官爵者。聽依式敍］。免官者。參載之後。降先品貳等敍。免所居官及官當者。周年之後。

降先品壹等敍。若本犯不至免所居官及官當而特免官者。敍法同免所居官。其免官者。若

有貳官。各聽依所降品敍［若勳官降壹等者。從上柱國削授柱國。降貳等者。削授上護軍

之類。卽降品卑於武騎尉者。聽從武騎尉敍］。卽免官。免所居官及官當。斷訖更犯。餘

有歷任官者。各依當免法［兼有貳官者。先以高者當］。仍累降之。所降雖多。各不得過

肆等［各謂貳官各降。不在通計之限］。若官盡未敍。更犯流以下罪者。聽以贖論［敍限

各從後犯計年］。不在課役之限。雖有歷任之官。不得預朝參之例。

【名例勅乙 61】諸除名及未入官人［犯罪依品官法者同］。除免官當未敍。或已敍而未應當

贖者。更犯流以下。官各以贖論。

《名例律 23》諸除名者。比徒參年。免官者。比徒貳年。免所居官者。比徒壹年。流外官。

不用此律［謂以輕罪誣人及出入之類。故制此比。若所枉重者。自從重］。若誣吿道士女

冠應還俗者。比徒壹年。其應苦使者。拾日比笞拾。官司出入者。罪亦如之。

【名例勅乙 29】諸應贖人爲僧道而合還俗者。不在比罪收贖之例。

【名例勅乙 47】諸應比罪者［謂犯編配應當贖。及誣吿出入之類］。配沙門島比流貳阡里。

餘刺面配比徒參年。不刺面配比徒貳年［配軍。配沙門島者比徒參年。餘刺面配者比徒貳

年］。編管移鄕比徒壹年。其本罪徒以上。仍通比滿肆年者比流貳阡里。每半年加伍伯里。

滿陸年者比加役流。聽用官當減贖。不在除名之例［官當者准徒陸年。應贖者理銅伯斤］。

命官勒停衝替。擧人永不得應擧。流外品官勒停［公人係職級及衙前職員若副尉亦同］。

將校節級降補。諸軍降配。僧道還俗。本罪杖以下［雖無本罪同］。各比徒壹年。

【名例勅乙 48】諸累犯者［謂再犯參犯之類］。壹犯徒流比兩犯杖。並以赦後經斷有文案者

爲數［雖無文案。有衆證可驗者同］。具稱不以赦前後者。止謂常赦。

《名例律 24》諸犯流應配者。參流俱役壹年［本條稱加役流者。流參阡里。役參年。役滿

及會赦免役者。卽於配處從戸口例］。妻妾從之。父祖子孫欲隨者。聽之。移鄕人家口。

亦准此。若流移人身喪。家口雖經附籍。參年内願還者。放還。卽造畜蠱毒家口。不在聽

還之例［下條准此］。

【名例勅乙 51】諸犯流應配。及婦人犯流者。並決脊杖貳拾。免居作。餘依本法。
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《名例律 26》諸犯死罪非拾惡。而祖父母父母老疾應侍。家無周親成丁者。上請。犯流者。

權留養親［謂非會赦猶流者］。不在赦例［仍准同季流人未上道。限内會赦者。從赦原］。

課調依舊。若家有進丁。及親終周年者。則從流計程。會赦者。依常例。卽至配所應侍。

合居作者。亦聽親終周年。然後居作。

【名例勅乙 49】諸犯死罪非拾惡。及持仗强盜。謀殺故殺人已殺。而祖父母父母老疾應侍。

家無期親成丁者。奏裁。犯配沙門島遠惡州及廣南。並配阡里。伍伯里以上配鄰州。鄰州

配本州。應移鄕者。移鄰州。犯流應居作［情理凶惡。故毆人至廢疾者非］及編管者。並

免。卽已編配居作而應侍者。准此移放。

【名例勅乙 54】諸緣坐應編管而年陸拾以上拾伍以下。及婦人於本條應編管而夫之祖父母

父母或祖父母父母［謂未嫁者。卽雖已嫁而召贅婿者同］老疾應侍。家無期親成丁者。並

免。若已編管而應免者。亦放。

《名例律 29》諸犯罪已發及已配而更爲罪者。各重其事。卽重犯流者。依留住法決杖。於

配所役參年。若已至配所而更犯者。亦准此。卽累流徒應役者。不得過肆年。若更犯流徒

罪者。准加杖例。其杖罪以下。亦各依數決之。累決笞杖者。不得過貳伯。其應加杖者。

亦如之。

【名例勅乙 43】諸犯貳罪以上事發。更爲重罪至死。如會恩免死［因災傷減等同］。還依各

重其事法。

【名例勅乙 44】諸犯罪已發而更爲罪。應各重其事者。依逐犯別科。其編配。止以壹重論。

【名例勅乙 45】諸事發未論決間。因緣犯罪者。以貳罪俱發論［謂如請求及詐妄之類。其

上書理訴不實已奏者非］。

【斷獄勅乙 49】諸軍犯罪事發應配。或降別軍。已獲未斷。而更犯罪者。依所降所配軍法。

法重者。聽從輕。

《名例律 30》諸年柒拾以上拾伍以下。及廢疾。犯流罪以下。收贖［犯加役流。反逆緣坐

流。會赦猶流者。不用此律。至配所免居作］。捌拾以上拾歲以下。及篤疾。犯反逆殺人

應死者。上請。盜及傷人者。亦收贖［有官爵者。各從官當除免法］。餘皆勿論。玖拾以

上柒歲以下。雖有死罪。不加刑［緣坐應配沒者。不用此律］。卽有人敎令。坐其敎令者。

若有贓應備。受贓者備之。

【名例勅乙 28】諸州縣學生醫生。州職醫助敎。犯公罪杖以下。太學武學外舍生。僧道。
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犯私罪杖以下。攝諸州助敎。翰林祗候。曾得解及應免解擧人［武擧同］。太學武學上舍

内舍生。僧道錄。犯贓私罪杖［以上稱私罪贓罪。並謂非重害者］公罪徒以下。御前忠佐。

犯贓私罪徒公罪流以下。並贖［坑戸以賞得副尉。而依舊充應者。於本場冶。犯公罪流以

下。准此］。

【名例勅乙 75】諸犯罪情輕。杖以下。聽以贖論。卽公人有罪。而朝省或按察官司令勘決

者。不用此例。

《名例律 36》諸會赦應改正徵收。經責簿帳而不改正徵收者。各論如本犯律［謂以嫡爲庶。

以庶爲嫡。違法養子。私入道。詐復除。避本業。增減年紀。侵隱園田。脫漏戸口之類。

須改正。監臨主守之官私自借貸及借貸人財物畜產之類。須徵收］。

【名例勅乙 17】諸會赦應改正拘收。雖未經責簿帳。但經問不承者。論如本犯法［不承。

謂經當職官立案者］。

【衞禁勅乙 12】諸犯榷貨。赦書到後。限參拾日首納毀棄。限外不首毀。及雖在限内。輒

將貨易者。復罪如初。

【斷獄勅乙 12】諸會赦應改正拘收。經當職官詰問不承。而不卽立案者。杖壹伯。

《名例律 37》諸犯罪未發而自首者。原其罪［正贓猶徵如法］。其輕罪雖發。因首重罪者。

免其重罪。卽因問所劾之事而別言餘罪者。亦如之。卽遣人代首。若於法得相容隱者。爲

首及相吿言者。各聽如罪人身自首法［緣坐之罪及謀叛以上本服周。雖捕吿。俱同自首例］。

其聞首吿。被追不赴者。不得原罪［謂止坐不赴者身］。卽自首不實及不盡者。以不實不

盡之罪罪之。至死者。聽減壹等［自首贓數不盡者。止計不盡之數科之］。其知人欲吿及

亡叛而自首者。減罪貳等坐之。卽亡叛者。雖不自首。能還歸本所者。亦同。其於人損傷

［因犯殺傷而自首者。得免所因之罪。仍從故殺傷法。本應過失者。聽從本］。於物不可

備償［本物見在首者。聽同免法］。卽事發逃亡［雖不得首所犯之罪。得減逃亡之坐］。

若越度關及姦［私度亦同。姦謂犯良人］。並私習天文者。並不在自首之例。

【名例勅乙 76】諸故殺馬牛及官私駝騾驢［私謂非己者。卽盜及謀殺而自首。免其所因］。

各不在自首之例。

【名例勅乙 77】諸故燒舍宅財物［謂已有所損敗者。卽爲從而吿獲徒伴者非］。不在自首之

例。



- 328 -

《名例律 39》諸盜詐取人財物。而於財主首露者。與經官司自首同。其於餘贓應坐之屬。

悔過還主者。聽減本罪參等坐之。卽財主應坐者。減罪亦准此。

【名例勅乙 19】諸違犯禁物。如被盜詐恐喝。及因水火致彰露者。並同首原。

【名例勅乙 23】諸匿商稅。如被盜詐恐喝。及因水火。或以禁兵器捕格應捕罪人。致彰露

者。並同首原。

《名例律 40》諸同職犯公坐者。長官爲壹等。通判官爲壹等。判官爲壹等。主典爲壹等。

各以所由爲首［若通判官以上。異判有失者。止坐異判以上之官］。其闕無所承之官。亦

依此肆等官爲法。卽無肆等官者。止准見官爲罪。若同職有私。連坐之官不知情者。以失

論。卽餘官及上官案省不覺者。各遞減壹等。下官不覺者。又遞減壹等。亦各以所由爲首

［減。謂首減首。從減從］。檢句之官。同下從之罪。應奏之事有失勘讀。及省審之官不

駁正者。減下從壹等。若辭狀隱伏。無以驗知者。勿論。

【名例勅乙 9】諸發運監司［經略安撫總管鈐轄司。應制置提點提擧之類同］。緣公事致罪。

其屬官爲壹等。吏人爲壹等。各以所由爲首。

【斷獄勅乙 3】諸主典［繫書人同］與當職官共犯公罪。而當職官特旨降罰者。降壹資［特

旨差者。仍還舊役］。差替衝替者。並勒停。勒停者。阡里編管［官員衝替勒停者。仍永

不收敍。以上。並謂爲首。或與當職官同等坐罪者。其鞫獄檢法提點刑獄司詳覆大辟不當。

主典雖爲從。亦同］。本罪雖會恩。或已斷放。而當職官後有特旨停替。並准此。

【斷獄勅乙 5】諸錄事司理司法參軍［州無錄事參軍。而司戸參軍兼管獄事者同］。於本司

鞫獄檢法。有不當者。與主典同爲壹等。

【斷獄勅乙 6】諸法司習學人連書者。犯公罪。減本典壹等。

【斷獄勅乙 18】諸司法參軍。於本司檢法。有不當者。與主典同爲壹等。

《名例律 41》諸公事失錯。自覺擧者。原其罪。應連坐者。壹人自覺擧。餘人亦原之。其

斷罪失錯已行決者。不用此律。其官文書稽程。應連坐者。壹人自覺擧。餘人亦原之。主

典不免。若主典自擧。並減貳等。

【名例勅乙 42】諸違法移囚［囚未至而追還者非］。不在自首覺擧之例。

【職制勅乙 128】諸公事失錯。其主典應同坐。雖繫書而不押字。或託故避免而不繫書者。

皆論如法。
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《名例律 42》諸共犯罪者。以造意爲首。隨從者。減壹等。若家人共犯。止坐尊長［於法

不坐者。歸罪於其次。尊長謂男夫］。侵損於人者。以凡人首從論。卽共監臨主守爲犯。

雖造意。仍以監主爲首。凡人以常從論。

【名例勅乙 10】諸家人以職事共犯罪者。依凡人首從法。私名書手軍典習學人。與正行吏

人共犯。雖造意。仍以吏人爲首。

【衞禁勅乙 6】諸共犯榷貨。雖不行。各依本首從論。非同財者。計己分。依相因爲首從法。

《名例律 44》諸共犯罪而有逃亡。見獲者稱亡者爲首。更無證徒。則決其從罪。後獲亡者。

稱前人爲首。鞫問是實。還依首論。通計前罪。以充後數。若前輸贖物。後應還者。還之。

其增減人罪。令有輕重者。亦從此律。若枉入人徒年者。卽計庸折除課役及贖直［每枉壹

年折貳年。雖不滿年。役過伍拾日者。折壹年。卽當年無課役者。折來年。其有軍役者。

折役日］。其本應徒。已決杖笞者。卽以杖笞贖直。准減徒年。

【名例勅乙 40】諸決杖應通計者。計所犯杖數。以相准折。每笞貳下［諸軍小杖同］折大

杖壹。笞肆下。大杖貳。各折脊杖壹。減就刑名決之［若犯徒參年。流參阡里。加役流。

及犯流應配充軍刺面人。婦人犯流。已決杖陸拾者。並減就徒壹年。或已決杖柒拾。並犯

流貳阡伍伯里。已決杖陸拾者。並減就杖壹伯。如犯徒壹年半。已決杖捌拾。減就笞伍拾

之類。已減就刑名決之而有餘數者。勿論］。不成笞刑者。脊杖壹大杖貳笞肆下。各贖銅

壹斤。其應編配居作勒停還俗之類。各盡本法。卽死罪已決徒流而情輕者。奏裁［會恩。

及以災傷應減者。通計如法］。

【名例勅乙 41】諸罪人應決而役者。計所役日。以減笞杖之數。每貳拾柒日當脊杖壹。玖

日當大杖壹。柒日當笞壹［有零日者。各聽當壹］。應役而決者。計所決笞杖。減其役日。

每脊杖壹當伍拾肆日。大杖壹當貳拾柒日。笞壹當拾肆日。卽應決而配者。亦計役日。以

減其笞杖［諸軍長行。非配遠惡州沙門島者。不在計日減笞杖之限］。刺面別當徒壹年［謂

元非刺面配充軍者。先以刺面當年。次以配役日減笞杖］。編管者。聽以貳日當壹日［有

零日。亦聽當壹日］。若止應編配決徒流者。奏裁。

《名例律 45》諸貳罪以上俱發。以重者論［謂非應累者。唯具條其狀。不累輕以加重。若

重罪應贖。輕罪應居作官當者。以居作官當爲重］。等者從壹。若壹罪先發。已經論決。

餘罪後發。其輕若等勿論。重者更論之。通計前罪。以充後數。卽以贓致罪。頻犯者。並

累科。若罪法不等者。卽以重贓倂滿輕贓。各倍論［累謂止累見發之贓。倍謂貳尺爲壹尺。
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不等。謂以强盜枉法等贓。倂從竊盜受所監臨之類。卽監臨主司因事受財。而同事共與。

若壹事頻受。及於監守頻盜者。累而不倍］。其壹事分爲貳罪。罪法若等。則累論。罪法

不等者。則以重法倂滿輕法［罪法等者。謂若貿易官物。計其等准盜論。計所利以盜論之

類。罪法不等者。謂若請官器仗。以亡失倂從毀傷。以考校不實倂從失不實之類］。累倂

不加重者。止從重。其應除免倍沒備償罪止者。各盡本法。

【名例勅乙 46】諸貳罪以上合以重論。而重罪應贖。輕罪應決。則決其輕罪之數。餘以贖

論。

《名例律 47》諸官戸部曲［稱部曲者。部曲妻及客女亦同］。官私奴婢有犯。本條無正文者。

各准良人。若犯流徒者。加杖。免居作。應徵正贓及贖。無財者。准銅貳斤。各加杖拾。

決訖付官主。若老小及廢疾。不合加杖。無財者。放免。卽同主奴婢自相殺。主求免者。

聽減死壹等［親屬自相殺者。依常律］。

【名例勅乙 81】諸受人欲雇者。若雇人欲販者。相犯及姦。並同凡人［姦欲雇欲販婦女者。

止坐男子］。

《名例律 49》諸本條別有制。與例不同者。依本條。卽當條雖有罪名。所爲重者自從重。

其本應重而犯時不知者。依凡論。本應輕者。聽從本。

【名例勅乙 39】諸勅令無例者。從律［謂如見血爲傷。强者加貳等。加者不加入死之類］。

律無例。及例不同者。從勅令。

《名例律 50》諸斷罪而無正條。其應出罪者。則擧重以明輕。其應入罪者。則擧輕以明重。

《斷獄律 18 附 8》准。開成格。大理寺斷獄及刑部詳覆。其有疑似比附不能決者。卽須於

程限内。並具事理。牒送都省。大理寺本斷習官。刑部本覆郞官。各將法直就都省。拾日

内辯定斷結。其有引證分明。堪爲典則者。便錄奏聞。編爲常式。

《斷獄律 18 附 9》准。唐長興貳年捌月拾壹日勅節文。今後凡有刑獄。宜據所犯罪名。須

具引律令格式。逐色有無正文。然後檢詳後勅。須是名目條件同。卽以後勅定罪。後勅内

無正條。卽以格文定罪。格内又無正條。卽以律文定罪。律格及後勅内並無正條。卽比附

定刑。亦先自後勅爲比。事實無疑。方得定罪。慮恐不中。錄奏取裁。

【斷獄勅乙 14】諸斷罪無正條者。比附定刑。慮不中者。奏裁。
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《名例律 51》諸稱乘輿車駕及御者。太皇太后皇太后皇后。並同。稱制勅者。太皇太后皇

太后皇后皇太子令。減壹等。若於東宮犯失。及宮衞有違。應坐者。亦同減例［本應拾惡

者。雖得減罪。仍從本法］。

【名例勅乙 13】諸稱制書者。詔吿宣勅御劄御寶批降。及參省樞密院奉聖旨文書同［謂非

有司謄降者］。

《名例律 52》諸稱周親及稱祖父母者。曾高同。稱孫者。曾玄同。嫡孫承祖。與父母同［緣

坐者。各從祖孫本法］。其嫡繼慈母若養者。與親同。稱子者。男女同［緣坐者。女不同］。

稱袒免以上親者。各依本服論。不以尊壓及出降。義服。同正服。

【名例勅乙 5】諸稱親戚者。謂同居［無服同］。若緦麻以上［本宗袒免同］。母妻大功以上

親［姑姊妹姪女孫女之夫。姪女孫女之子同］。女婿子婦之父祖兄弟［孫女婿及孫婦之父。

兄弟妻及姊妹夫之父同］。母妻姊妹外孫。及甥之夫［妻之姊妹之子。若外祖父及舅同］。

【名例勅乙 78】諸軍空房娶妻。其夫未歸而與夫之親相犯若姦。依服紀法。罪至死者。減

壹等。准凡法。重於減罪者。自從重。

【名例勅乙 79】諸嫁娶。應離之正之。若年未及令［事發時。年已及令者。依婚法］而與

夫之親妻之父母相犯及姦。或夫妻相犯。各以凡論。准服紀。罪輕者。計凡人之罪。杖以

下。依服紀法。徒以上。奏裁。

【名例勅乙 80】諸犯義絶。未經斷離而相犯者。及姦者。各論如服紀法。罪至死者。奏裁。

准凡人至死者。以凡論。

《名例律 53》諸稱反坐及罪之坐之與同罪者。止坐其罪［死者。止絞而已］。稱准枉法論。

准盜論之類。罪止流參阡里。但准其罪。並不在除免倍贓。監主加罪。加役流之例。稱以

枉法論及以盜論之類。皆與眞犯同。

【名例勅乙 25】諸罪應減等。或爲從。若反坐罪之坐之與同罪准枉法准盜論者。不在編配

之例［誣吿出入之類。應比罪者。自依本法］。卽以累犯或情理凶惡應編配。及本條言皆

編配者。不以從免。其以罪名定編配應減者。依減至罪名編配法［謂如徒罪配杖罪編管者。

罪雖減等徒罪仍配。減至杖者編管之類］。

《名例律 57》諸稱道士女冠者。僧尼同。若於其師。與伯叔父母同。其於弟子。與兄弟之

子同。觀寺部曲奴婢於三綱。與主之周親同。餘道士。與主之緦麻同［犯姦盜者。同凡人］。
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《名例律 57 附 1》准。建隆參年參月拾貳日勅節文。今後同財弟子盜師主物。一准律文。

以私用財物論。

《名例律 57 附 2》臣等參詳。今後其有本非親承經敎。慕義回禮。爲師服勤多年。常同財

物。私有取用。情非偸盜者。請加卑幼私輒用財壹等。其偶然回禮。故意規財。顯行偸盜

者。請同凡盜之法。其律稱親承經敎。合爲師主者。並准律處分。

【名例勅乙 27】諸稱觀寺者。宮院同。稱僧道者。尼女冠同。稱主首者。綱維同。

【名例勅乙 32】諸童行與師相犯。論如師弟子律。不入拾惡。卽違法爲童行［已度爲僧道

者同］。以凡論。其師罪致死者。奏裁［犯時於法無違者。依本法］。

衞禁

《衞禁律 18》諸宿衞人應上番不到。及因假而違者。壹日笞肆拾。參日加壹等。過杖壹伯。

伍日加壹等。罪止徒貳年。

【廏庫勅乙 70】諸倉庫監專。應早入晚出而違者［受納官遇開場同］。壹時杖壹伯。壹時加

壹等。罪止徒貳年。酒務監專。應宿不宿者。杖壹伯。錢監監官監門官。准此。

【斷獄勅乙 59】諸囚在禁。吏人獄子不守宿。杖捌拾［吏人聽分番］。夜有死失殺傷之類。

應下者。不坐。

《衞禁律 24》諸越州鎭戍城及武庫垣。徒壹年。縣城。杖玖拾［皆謂有門禁者］。越官府廨

垣及坊市垣籬者。杖柒拾。侵壞者亦如之［從溝瀆内出入者。與越罪同。越而未過。減壹

等。餘條未過准此］。卽州鎭關戍城及武庫等門。應閉忘誤不下鍵。若毀管鍵而開者。各

杖捌拾。錯下鍵及不由鑰而開者。杖陸拾。餘門。各減貳等。若擅開閉者。各加越罪貳等。

卽城主無故開閉者。與越罪同。未得開閉者。各減已開閉壹等［餘條未得開閉。准此］。

【衞禁勅乙 3】諸無故入監司門［安撫經略總管鈐轄司同］。杖陸拾。至吏舍者。加貳等［吏

院住家處。准此］。

《衞禁律 25》諸私度關者。徒壹年。越度者。加壹等［不由門爲越］。已至越所而未度者。

減伍等［謂已到官司應禁約之處。餘條未度准此］。卽被枉徒罪以上。抑屈不申。及使人

覆訖。不與理者。聽於近關州縣具狀申訴。所在官司卽准狀申尙書省。仍遞送至京。若無
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徒以上罪而妄陳者。卽以其罪罪之。官司抑而不送者。減所訴之罪貳等。

【衞禁勅乙 46】諸蕃僧回紇入川峽界者。杖捌拾［曾經遣出界。而復入者。准此］。已過關

者。從私度法。卽隱帶不應入人而入者。減犯人壹等。

《衞禁律 31》諸越度緣邊關塞者。徒貳年。共化外人私相交易若取與者。壹尺徒貳年半。

參疋加壹等。拾伍疋加役流。私與禁兵器者。絞。共爲婚姻者。流貳阡里。未入未成者。

各減參等。卽因使私有交易者。准盜論。

【衞禁勅乙 38】諸以銅錢與蕃商博易者。徒貳年。伍伯文加壹等。過徒參年。壹貫加壹等。

徒罪配貳阡里。從者配阡里。流罪配參阡里。從者配貳阡里。伍貫。配廣南。從者配參阡

里。拾貫。配遠惡州。從者配廣南。知情引領停藏負載人。減犯人罪壹等。仍依從者配法。

以上。並化外人有犯者。並奏裁。各不以赦降原減。許徒伴及諸色人捕。除依格支賞外。

隨行錢物。並給捕人。其犯人並知情引領停藏負載人名下家產。並籍沒入官。

【衞禁勅乙 43】諸以堪造軍器物。賣與化外人。及引領者。並徒貳年。計贓壹尺徒參年。

壹匹加壹等。徒罪皆配阡里。流罪皆配貳阡里。參拾匹。皆配遠惡州。物沒官。知情停藏

負載人。減犯人壹等。仍依犯人配法。熟鐵［造成器物同］與外國使人［非使人同］交易。

罪輕者。徒參年。配阡里。許人吿［非使人。許捕］。

【衞禁勅乙 44】諸共化外人私相交易。許人捕。

【衞禁勅乙 47】諸蕃蠻入貢應賣買。輒以鈔引交易者。計價論如共化外人私相交易律。徒

罪配伍伯里。從者配鄰州。並本城。流罪配阡里。從者配伍伯里。許人捕［入貢人免捕。

仍不坐罪］。鈔引及行隨物。並沒官。已買物。追還主。押伴譯語隨行主管賣買人知情。

減犯人壹等。不知情。杖壹伯。

【衞禁勅乙 50】諸蕃商娶中國人爲妻。及雇爲人力女使。將入蕃者。徒壹年。將中國所生

子孫入蕃者。減壹等。

職制

《職制律 1》諸官有員數。而署置過限。及不應置而置［謂非奏授者］。壹人杖壹伯。參人

加壹等。拾人徒貳年。後人知而聽者。減前人署置壹等。規求者爲從坐。被徵須者勿論。

卽軍務要速。量事權置者。不用此律。
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【職制勅乙 62】諸倉場庫務已有正官。而巧作名色［謂如措置提點同提點之類］差權攝。

及被差者。各以違制論。仍令監司按劾。諸司互察。其請給。坐贓論。委御史臺覺察。

【職制勅乙 64】諸監司緣事輒差置官屬［謂如催促綱運。剗刷錢帛。指敎造酒。支收草料

之類。於屬官外。增差非見任官者］。徒貳年。受差者。罪亦如之［仍追請給］。

【職制勅乙 208】諸州縣［鎭寨倉庫等官司同］巧作名色。增置人吏者［應係公之人亦是］。

徒貳年。

《職制律 2》諸貢擧非其人及應貢擧而不貢擧者。壹人徒壹年。貳人加壹等。罪止徒參年［非

其人。謂德行乖僻。不如擧狀。若試不及第。減貳等。率伍分得參分及第者。不坐］。若

考校課試而不以實。及選官乖於擧狀。以故不稱職者。減壹等［負殿應附而不附。及不應

附而附。致考有升降者。罪亦同］。失者。各減參等［餘條失者准此］。承言不覺。又減

壹等。知而聽行。與同罪。

【職制勅乙 41】諸承直郞以下。應補滿資考。而所屬不爲施行者。徒貳年。

【職制勅乙 42】諸在任官被差。過伯日不應理考能自陳。而所部有官可差。不爲改差者。

杖壹伯。

【職制勅乙 44】諸監司考課。事應互申而不申。若增減者。各徒貳年。

【職制勅乙 45】諸考知州縣令課績不實者。優劣等徒貳年。上等減貳等。中下者又減壹等。

有所請求而不實。及官司。各以違制論。以上。若該賞罰者。官吏壹等科罪。卽保奏違限

者。吏人杖壹伯。當職官減參等。

【職制勅乙 46】諸監司每歲審擇保奏知州縣令功狀。不公不實。或附會觀望權勢。若干請

者。各以違制論加壹等。

【職制勅乙 47】諸批書考任印紙。若出給公憑。及保明闕報功過。而增減不實。致誤賞罰

磨勘差注者。本官［殿侍下班祗應同］。並知情官吏。徒貳年。不以去官赦降原減。未施

行者。減貳等。不知情。及不誤賞罰磨勘差注者。又減壹等。供在京所屬家狀。准此。下

班祗應。年未及格。而本家爲供不實者。杖壹伯。

《職制律 6》諸之官限滿不赴者。壹日笞拾。拾日加壹等。罪止徒壹年。卽代到不還。減貳

等。

【職制勅乙 32】諸之官限滿。無故不赴者。罪止杖壹伯。

【職制勅乙 33】諸下班祗應之官。而無故違限者。壹日杖陸拾。拾日加壹等。罪止徒壹年。
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罷任歸班而違者。減貳等［衝替差替者。不減］。

【職制勅乙 34】諸副尉已授在外差遣應起發。若替罷到部。而無故違程限者。杖壹伯。

【職制勅乙 35】諸之官限滿不赴。所屬不依限申尙書吏部者。杖壹伯。吏人參犯仍勒停。

所委官奏裁。若故爲隱漏。展磨勘貳年。吏人依參犯法。卽應再申而不申。若置籍銷注。

於令有違者。杖壹伯。

【戸婚勅乙 2】諸相驗覆視鹼鹵生發地土被差官。輒辭避。若起發違限者。各杖壹伯。

《職制律 19》諸漏泄大事應密者。絞［大事。謂潛謀討襲及收捕謀叛之類］。非大事應密者。

徒壹年半。漏泄於蕃國使者。加壹等。仍以初傳者爲首。傳至者爲從。卽轉傳大事者。杖

捌拾。非大事。勿論。

【衞禁勅乙 2】諸以國家事宜。若重害文書。及干邊防。報化外者。絞。未通報。減壹等。

配貳阡里。以上。並奏裁。許人捕。

【職制勅乙 90】諸聽探傳報漏泄朝廷機密事。若差除［差除。謂未出尙書省樞密院者］。流

貳阡伍伯里。主行人有犯加壹等。並配阡里。非重害者。徒參年。各不以蔭論。卽傳報實

封申奏應密文書。並撰造事端。謄報惑衆者。並以違制論。以上事理重者。奏裁。各許人

吿。於事無害者。杖捌拾。

【職制勅乙 91】諸發運監司［依監司例。人凡可按刺州縣者同］經略安撫總管鈐轄司人吏。

漏泄本司公事。杖捌拾。重害者。加貳等［重害。謂機密事。若奏劾徒以上罪。及措置之

類］。卽機密事。情理重者。仍奏裁。並許人吿。

【職制勅乙 92】諸軍馬數。非朝廷輒取會。及供報者。各杖壹伯。其緣邊糧草數。非朝廷

尙書戸部轉運司取會及輒報者。准此。

【職制勅乙 93】諸軍馬糧草數。及事干機密。應行文書而不實封。或漏泄者。杖壹伯。軍

馬機密事。輒下司者。罪亦如之。

【職制勅乙 94】諸邊事機密文書。輒下司行遣者。流參阡里。

【職制勅乙 95】諸軍機密速文書。不於合處投下者。杖壹伯。

【職制勅乙 96】諸軍馬甲仗。若防城備城物數。輒漏泄者。徒貳年。

【職制勅乙 97】諸臣庶言事不應傳播。而輒漏泄者。杖壹伯。奏裁。

《職制律 20》諸玄象器物。天文圖書讖書兵書。七曜暦。太一雷公式。私家不得有。違者。

徒貳年［私習天文者亦同］。其緯候及論語讖。不在禁限。



- 336 -

《職制律 20 附 1》准。周廣順參年玖月伍日勅節文。今後所有玄象器物。天文圖書讖書。

七曜暦。太一雷公式。私家不得有。及衷私傳習。如有者。並須焚毀。其司天監翰林院人

員。並不得將前件圖書等於外邊令人看覽。其陰陽卜筮占算之書。不在禁限。所有每年曆

日。候朝廷頒行後。方許私雕印傳寫。所司不得預前流布於外。違者。並准法科罪。

【職制勅乙 189】諸私有天象器物。天文圖書讖書兵書。太一雷公式。星曜曆算。占候。六

壬遁甲。氣神軌限之書［三略六韜。司馬法。孫呉尉繚子。季衞公問對。歷代史志通典。

及常行卜筮之書非］。或私傳習者。各流參阡里。雖不全成。堪行用者。減參等。不堪行

用者。又減參等［非天象器物。天文圖讖兵書。而不涉國家休咎。及用兵之事者。雖堪行

用。不坐］。内圖書讖書。許人吿。以上。因私習經斷。而復行其術者。還依私習之法。

【雜勅乙 29】諸雕印御書。本朝會要。及言時政邊機文書者。杖捌拾。並許人吿。卽傳寫

國史實錄者。罪亦如之。

【雜勅乙 30】諸私雕或盜印律。勅令格式。刑統。續降條制。曆日者。各杖壹伯［增添事

件。撰造大小本曆日雕印販賣者。准此。仍阡里編管］。許人吿。卽節略曆日雕印者。杖

捌拾［止雕印月分大小及節氣國忌者非］。

【雜勅乙 31】諸擧人程文輒雕印者。杖捌拾［詩賦經義論。曾經所屬詳定者非］。事及敵情

者。流參阡里［内試策。事干邊防及時務者。准此］。並許人吿。

【雜勅乙 32】諸私雕印文書。不納所屬詳定。輒印賣者。杖壹伯。印而未賣。減參等。

《職制律 21》諸稽緩制書者。壹日笞伍拾［騰制勅符移之類皆是］。壹日加壹等。拾日徒壹

年。其官文書稽程者。壹日笞拾。參日加壹等。罪止杖捌拾。

【職制勅乙 30】諸奉使赴闕。應還本任。而違限者。論如官文書稽程律。

【職制勅乙 31】諸奉使印記應納。及申尙書禮部。而稽違者。論如官文書稽程律［使回到

闕。應申本部。及報所屬。稽違者。准此］。

《職制律 22》諸被制書有所施行而違者。徒貳年。失錯者。杖壹伯［失錯。謂失其旨］。

【職制勅乙 82】諸監司被旨體量公事［遇本司闕官。或有故不可親往體量。而所差官同］。

懷姦挾情。不實不盡者。以違制論。不以赦降原減。

【職制勅乙 84】諸被受朝省指揮。委官看詳相度。及定奪辭訟［進狀同］。並用重祿人吏承

行官吏。結罪保明申州［如元送監司者。卽申本司］。再行審定允當。方得保明回申。違

者。各杖壹伯。若與奪不公。致再陳訴者。其定奪保明不當官吏。奏裁。
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【職制勅乙 86】諸被受朝省指揮。體究公事。漏落及不實者。杖壹伯。

【職制勅乙 89】諸監司州縣被受朝省行下取會。參經究治不報者。人吏杖壹伯。勒停。當

職官。具奏聽旨［州縣被受監司取會。准此］。

【職制勅乙 174】諸被受條制。應謄報編錄而不謄報編錄。及應注衝改而不注。若緣邊事應

密行下而榜示者。各徒貳年。卽不應謄報而謄報。或編錄不如法。若脫誤有害者。各減參

等［置册編錄不用印。及當職官不以所受眞本校讀訖付吏人掌之者。准此］。

【職制勅乙 175】諸受聖旨寬恤事件。奉行不虔。及隱匿曉示者。徒壹年。監司知而不按劾。

與同罪。

【職制勅乙 177】諸因職事例受制書而違者。杖壹伯［躬彼而違者。自從違制本法］。

【職制勅乙 178】諸承賞功罰罪。不置曆供呈謄下。並編錄不如法者。杖壹伯。

【職制勅乙 179】諸官司。承受加封神祠爵號。及賜觀寺廟額制書。給付訖過參日不申尙書

禮部者。杖壹伯。

【職制勅乙 181】諸被受赦降。應謄報而不謄報者。徒貳年。卽不應謄報而謄報。若脫誤有

害者。各減參等。

《職制律 26》諸上書若奏事而誤。杖陸拾。口誤。減貳等［口誤不失事者。勿論］。上尙書

省而誤。笞肆拾。餘文書誤。笞參拾［誤謂脫剩文字及錯失者］。卽誤有害者。各加參等

［有害。謂當言勿原而言原之。當言阡疋而言拾疋之類］。若誤可行。非上書奏事者。勿

論［可行。謂案省可知。不容有異議。當言甲申而言甲由之類］。

【職制勅乙 23】諸臣僚上表。輒有誣毀。或文飾已過者。杖壹伯。

《職制律 27》諸事應奏而不奏。不應奏而奏者。杖捌拾。應言上而不言上［雖奏上。不待

報而行。亦同］。不應言上而言上。及不由所管而越言上。應行下而不行下。及不應行下

而行下者。各杖陸拾。

【職制勅乙 2】諸發運監司。受省臺寺監輒委主管非所職之事而不繳奏者。杖壹伯［所屬有

妨礙而令別司取索點檢磨勘行遣之類者非］。

【職制勅乙 20】諸監司郡守及諸路釐務總管鈐轄。應上殿奏事。輒託故避免者。以違制論。

【職制勅乙 24】諸因入内而上書者。徒貳年。婦人有犯。夫子知情者。止坐夫子［託人内

中投進。准此］。

【職制勅乙 25】諸臣庶往還文書。非情涉不順。輒繳錄申所屬者。杖捌拾。奏者。加貳等。
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【職制勅乙 27】諸臣僚陳請事。輒乞免執奏者。以違制論。

【職制勅乙 28】諸非緣措置邊防。而奏乞不拘常制［乞權依所請之類同］。以違制論。

【職制勅乙 29】諸内侍官。乞提領外朝官職事。干預朝政者。流貳阡里。量輕重取旨編置。

其轉歸吏部内侍［尋醫侍養隨侍隨行指敎丁憂服闋之類同］。輒往邊守。及有上文違犯者。

除名勒停。

【職制勅乙 75】諸監司。知所部推行法令違慢。非本職而已具事牒所屬監司。若承報不卽

按擧。或施行闊略。而元牒之司不擧奏者。減所屬監司應得之罪壹等。卽監司於職事違慢。

逐司不互察者。准此。若犯贓私罪。庇匿不擧者。以其罪罪之。

【職制勅乙 76】諸所部違法。監司及知州通判失按擧［謂因御前及朝廷察治得實。事理重

者］。並奏裁。

【職制勅乙 77】諸按察官體量所部官。各以實犯罪狀具奏。諸司不許互相關白［知州通判。

仍須連狀。文臣太中大夫以上知州者。聽獨銜］。其被旨體量。雖先失按擧。但事得實者。

除其罪［若所體量事無實者。俱狀保奏］。

《職制律 30》諸聞父母若夫之喪。匿不擧哀者。流貳阡里。喪制未終。釋服從吉。若忘哀

作樂［自作遣人等］。徒參年。雜戲。徒壹年。卽遇樂而聽。及參預吉席者。各杖壹伯。

聞周親尊長喪。匿不擧哀者。徒壹年。喪制未終。釋服從吉。杖壹伯。大功以下尊長。各

遞減貳等。卑幼。各減壹等。

【職制勅乙 213】諸居夫之父母喪。而忘哀作樂者［自作遣人等］。杖壹伯。雜戲。及遇樂

而聽。若參預吉席者。減貳等。

【雜勅乙 68】諸居父母喪而踰濫者。論如喪制未終雜戲律。

《職制律 31》諸府號官稱犯祖父名。而冒榮居之。祖父母父母老疾無侍。委親之官。卽妄

增年狀。以求入侍。及冒哀求仕者。徒壹年［謂父母喪。禫制未除。及在心喪内者］。若

祖父母父母及夫犯死罪被囚禁。而作樂者。徒壹年半。

【職制勅乙 36】諸祖父母父母老疾應侍。非委親之官者。不坐委親之罪。

【職制勅乙 212】諸遭喪應解官。而臨時竄名軍中。規免執喪者。徒參年。所屬知情容庇。

或爲申請起復者。徒貳年。

《職制律 35》諸文書應遣驛而不遣驛。及不應遣驛而遣驛者。杖壹伯。若依式應須遣使詣
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闕而不遣者。罪亦如之。

【職制勅乙 138】諸官司受品官乞致仕文書。不卽時入馬遞申發者。杖捌拾。

《職制律 42》諸公事應行而稽留。及事有期會而違者。壹日笞參拾。參日加壹等。過杖壹

伯。拾日加壹等。罪止徒壹年半。卽公事有限。主司符下乖期者。罪亦如之。若誤不依題

署及題署誤。以致稽程者。各減貳等。

【職制勅乙 37】諸命官到罷事故［本處寄居待闕官事故同］。及見任官去替半年不曾注授到

替人［非泛事故者同］。所屬不依限申尙書吏部者。杖壹伯。吏人參犯仍勒停。所委官奏

裁。若故爲隱漏。展磨勘貳年。吏人依參犯法。卽應再申而不申。若置籍銷注。於令有違

者。杖壹伯。

【職制勅乙 38】諸命官已授吿勅宣劄之任。而本處故爲阻抑。不令赴上者。以違制論。

【職制勅乙 39】諸主兵官。遷罷臨期。輒行陞差所部職任［謂統制以下至押隊官］。以違制

論。仍奏裁。

【職制勅乙 49】諸在任官成考及罷任。而官司批書印紙。若申發單狀。違限者。各杖壹伯。

下班祗應。減貳等。

【職制勅乙 50】諸差罷任待闕官權攝職任［謂於法許差者］。應批書到罷而不批者。杖壹伯。

所差官替罷。未經批書而離任者。罪亦如之。

【職制勅乙 51】諸副尉犯罪。應申尙書刑部而不申。應批書印紙而不批書者。杖壹伯［雖

申及批書漏落者同］。以故致誤差遣磨勘者。徒貳年。

【職制勅乙 52】諸差官應副軍期。被差官起發不如期。及所屬占留者。各以違制論。

【職制勅乙 53】諸監司應差在任官幹辦公事。被差官輒推避。或爲申乞占留［謂非闕官不

可那差者］。各杖壹伯。

【職制勅乙 83】諸被受監司定奪公事［州委官同］而違限者。論如官文書稽程律。各定而

不當者。杖捌拾［計囑請求受財之類。自依本法］。

【職制勅乙 85】諸被受參省樞密院省臺寺監指揮相度定奪［參省樞密院尙書陸曹行下。應

委官定奪。所委官同］。若會同取索［餘官司被受朝旨。而會問取索者同］。而違限者。

論如官文書稽程律。以上。催驅官。與同罪。卽回報不圓。致妨定斷。減貳等。

【職制勅乙 98】諸在任避親。應移注或罷。而不依限申陳。及官司行遣稽程者。各加官文

書稽程罪貳等［承會問而稽程者同］。内不自申陳。通元限滿參拾日。杖壹伯。

【職制勅乙 137】諸緣邊知州。乞致仕已發奏［兵將官自發奏同］。不於當日申經略安撫鈐
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轄司者。以違制論。

【職制勅乙 139】諸歿於王事。合該推賞之類。應取會不於當日行遣。若被受官司過壹日不

回報者。各杖壹伯。仍許本家越訴。

【職制勅乙 180】諸被受省曹謄降到聖旨若朝旨。或直承處分。以民戸改作官戸。或依官戸

例減免差役科配之類。應申尙書戸部而違限。杖壹伯。

【職制勅乙 191】諸供朝廷封樁錢物及禁軍闕額請給帳稽程者。壹日杖捌拾。參日加壹等。

罪止徒貳年。供申收附違限者。各減貳等。

【雜勅乙 72】諸管押伴送蕃夷外國貢使。計程無故輒稽留。壹日杖壹伯。壹日加壹等。至

徒貳年止。若因而興販。或乞取搔擾者。計贓。加貳等。贓輕者。徒貳年。

【斷獄勅乙 1】諸奉制究治公事。已給限而無故稽違者。徒貳年。

《職制律 43》諸奉使有所部送。而雇人寄人者。杖壹伯。闕事者。徒壹年。受寄雇者。減

壹等。卽綱典自相放代者。笞伍拾。取財者。坐贓論。闕事者。依寄雇闕事法。仍以綱爲

首。典爲從。

【職制勅乙 69】諸監司官巡按。般擔人有人應差。而和雇者。徒貳年。

《職制律 44》諸在官長吏。實無政迹。輒立碑者。徒壹年。若遣人妄稱己善。申請於上者。

杖壹伯。有贓重者。坐贓論。受遣者。各減壹等［雖有政迹而自遣者。亦同］。

【職制勅乙 218】諸在任官。雖有政迹。諸軍輒擧留。及餘人非遇察訪監司所至而擧留者。

各杖壹伯。建祠立碑者。罪亦如之［並坐爲首之人。碑祠仍毀］。本官知情。與同罪。若

自遣人建祠。論如輒立碑律。

《職制律 45》諸有所請求者。笞伍拾［謂從主司求曲法之事。卽爲人請者。與自請同］。主

司許者。與同罪［主司不許。及請求者。皆不坐］。已施行者。各杖壹伯。所枉罪重者。

主司以出入人罪論。他人及親屬爲請求者。減主司罪參等。自請求者。加本罪壹等。卽監

臨勢要［勢要者。雖官卑亦同］。爲人囑請者。杖壹伯。所枉重者。罪與主司同。至死者。

減壹等。

【職制勅乙 59】諸監司知州。輒將帶使臣之任［校副尉下班祗應同。謂非朝省注授者］。及

到任旋行收留差充指使。或權攝場務之類。所差官及受差者。各杖壹伯。若受差之人請過

請給贓重者。坐贓論。
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【職制勅乙 160】諸以書爲人干請薦擧改官。及受請託者。各以違制論。

【職制勅乙 199】諸請求曲法。杖捌拾［爲人請者。與自請同］。主司許者。與同罪［主司

不許。止坐請求者］。已施行者。各徒壹年。緦麻以上親請者。減壹等。

《職制律 48》諸監臨主司。受財而枉法者。壹尺杖壹伯。壹疋加壹等。拾伍疋。絞。不枉

法者。壹尺杖玖拾。貳疋加壹等。參拾疋加役流。無祿者。各減壹等。枉法者。貳拾疋。

絞。不枉法者。肆拾疋加役流。

《職制律 50》諸監臨之官。受所監臨財物者。壹尺笞肆拾。壹疋加壹等。捌疋徒壹年。捌

疋加壹等。伍拾疋流貳阡里。與者。減伍等。罪止杖壹伯。乞取者。加壹等。强乞取者。

准枉法論。

《職制律 48 附 1》准。唐天寶元年貳月貳拾日勅節文。官吏應犯枉法贓拾伍疋合絞者。自

今以後。特宜加至貳拾疋。仍卽編諸路格律。

《職制律 48 附 3》准。唐應順元年參月貳拾日勅節文。刺史縣令丞尉得替。自今後如是見

任官將己分錢物資送得替人。卽請勿論。其或率斂吏民。以受所監臨財物論加壹等。如以

威刑率斂。以枉法論。其去任受財人。請減貳等。

《職制律 48 附 4》准。周顯德伍年柒月柒日勅條。今後無祿人犯枉法贓者。特加至貳拾五

疋絞。

《職制律 48 附 5》准。周顯德伍年柒月柒日勅條。不枉法贓。今後過伍拾疋者。奏取勅裁。

《職制律 48 附 6》臣等參詳。今後應緣檢括田苗差役定稅。送帳過簿。了末稅租。團保捉

賊。供造僧帳。因以上公事率斂人錢物入己。無所枉曲者。請以不枉法論。過伍拾疋者。

奏取勅裁。若不入己。轉將行用。減貳等。過壹伯疋者。奏取勅裁。若率斂財物。有所枉

曲。及强率斂人錢物入己者。並以枉法論。

《職制律 50 附 1》准。周顯德伍年柒月柒日勅條。起今後受所監臨贓及乞取贓。過壹伯疋

者。奏取勅裁。

【職制勅乙 127】諸監臨主司。受財枉法。貳拾匹。無祿者。貳拾伍匹。絞。若罪至流。及

不枉法。贓伍拾匹。受及乞取所監臨。贓伯匹。命官奏裁。餘配本城。

【職制勅乙 158】諸因薦擧而受財者。以受所監臨財物論加壹等。

【職制勅乙 159】諸薦擧交相貿易擧狀者。杖壹伯。若因賄賂而與者。自依薦擧受財法。

【職制勅乙 200】諸監臨主司受財枉法。其引領過度過人。各減主司罪參等。因而受財贓重

者。坐贓論加貳等。主司罪至死者。配本州。
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【斷獄勅乙 34】諸州推司法司吏人［置司鞫獄檢法同］。因本司事受財入己。罪不至勒停者。

降壹資［仍還舊役。永不遷轉］。

《職制律 51》諸官人因使。於使所受送遺。及乞取者。與監臨同。經過處取者。減壹等［糾

彈之官不減］。卽强乞取者。各與監臨罪同。

《職制律 54》諸監臨之官。受豬羊供饋［謂非生者］。坐贓論。强者。依强取監臨財物法。

《職制律 55》諸率斂所監臨財物饋遺人者。雖不入己。以受所監臨財物論。

【職制勅乙 15】諸監司屬官。輒離本司出詣所部。若行移文書下州縣。及差委幹辦公事。

不經詣所差處。並緣路見州縣官。若受饋送者。各徒貳年。

【職制勅乙 18】諸御前諸軍都副統制［兼用事者。自依本法］逐軍統制。出謁接見賓客。

及見之者。各徒貳年。因而乞索財物者。加貳等。卽職事相干。及本宗。或異姓有服親。

各及其婚姻之家。若祖父母父母妻有服親。及其夫子往還者。不坐。臺諫奏劾。總領覺察。

【職制勅乙 57】諸知州通判縣令闕。及添差特差官有故。或任滿。輒差寄居待闕官權攝。

並受差者。並以違制論。因而收受供給者。坐贓論。卽繁難縣令闕。應差權官。而輒差在

本貫。及有產業。並見寄居。若舊曾寄居處者。元差並受差官。罪亦如之。以上。差權而

犯入己枉法自盜贓。所差官。與同罪［首先按擧者非］。

【職制勅乙 70】諸監司［依監司例。人凡可按刺州縣及屬官同］不係置司去處。輒置買非

日用供家之物者。徒貳年［州差官出所屬縣屬。准此］。卽每歲巡歷所部州縣。若承指揮

非泛幹辦。及因疾故未遍復出［雖已遍而別因公事復出同］。輒再受到發酒食供饋。並依

例外受饋送法。

【職制勅乙 71】諸發運監司巡歷。隨行吏人。所在受例外供饋。以受所監臨財物論。

【職制勅乙 72】諸監司巡按［州縣官及屬官差出幹辦公事同］。隨行公吏兵級。於所部受乞

財物者。許人吿。

【職制勅乙 74】諸發運監司。察訪司。外都水丞。應制置提點提擧官。並朝廷省臺寺監差

官出外［以上屬官同］。若經略安撫總管鈐轄司差本司官於所部幹辦。緣邊安撫出巡於所

轄並幹辦處。越等及例外受供給饋送者。以自盜論。

【職制勅乙 118】諸監司知州。非任滿替移［在任貳年以上非］。雖有例册。輒饋送罷任之

物。及受之者。並坐贓論。

【職制勅乙 119】諸帥司［監司守臣同］非法妄以犒設爲名。輒饋送。及受之者。並以坐贓

論。卽兵官因按敎而經由州軍。輒以饋送准折錢物。並受之者。罪亦如之。
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【職制勅乙 120】諸帥臣監司守令子弟及隨行親屬門客。於所部干託騷擾。收受饋送。及非

所處飮宴者。杖捌拾［本罪重者。自從重］。知情容縱。與同罪。不知情。減參等。

【職制勅乙 121】諸發運監司。在路受排頓者。徒貳年。

【職制勅乙 122】諸朝廷遣使出外。及專差體量公事官。所至輒受供給饋送者。以自盜論。

【職制勅乙 123】諸品官。以金繒珠玉器用什物果實醯醢之類。送遺按察官及權貴。若受之

者。並坐贓論［親故相送遺者非］。

【職制勅乙 124】諸内外見任官。因生日輒受所屬慶賀之禮［謂功德疏放生之類］。及與之

者。各徒壹年。詩頌減壹等。所受贓重者。坐贓論。

【職制勅乙 125】諸季點官。受所季點縣鎭寨官送遺者。徒貳年。有公使而例外受者。准此。

【職制勅乙 126】諸内侍官。輒與見任主兵官交通。假貸饋送者。流貳阡里。量輕重取旨編

置。其轉歸吏部内侍［尋醫侍養隨侍隨行指敎丁憂服闋之類同］。輒往邊守。及有上文違

犯者。除名勒停。

【職制勅乙 131】諸内侍官。非所管職務擅行文移。取索貼占屋宇者。流貳阡里。量輕重取

旨編置。其轉歸吏部内侍［尋醫侍養隨侍隨行指敎丁憂服闋之類同］。有上文違犯者。除

名勒停。

【職制勅乙 198】諸重祿公人［有官人充重祿職役同］。因職事［事過而犯。或事局常有統

攝。雖不因職事同］受乞財物者［酒食亦是］。徒壹年。壹伯文徒壹年半。壹伯文加壹等。

壹貫流貳阡里。壹貫加壹等。共犯者。倂贓論［酒食共費者。止計己分］。徒罪皆配鄰州。

流罪配伍伯里。拾貫。配廣南。不以赦降原減。其引領過度者。各減罪人罪貳等。卽罪人

已受應配。而罪至徒者。皆配鄰州。與者。依別條罪輕者。杖捌拾。

【職制勅乙 210】諸公人因遷補差使。若吉凶聚會。或夏秋收成之際。妄以祈賽之類爲名乞

索者。坐贓論加壹等。許人吿。

【職制勅乙 217】諸新歸順蕃族熟戸。而輒乞取其財物者。徒貳年。貳貫徒參年。拾貫加壹

等。至壹伯貫者。斬。若無故勾呼迨擾者。徒貳年。禁留拘繫。加壹等。參日以上。又加

壹等。因致逃叛。流貳阡里。其歸順滿參年者。有犯。依常法。

【廏庫勅乙 9】諸發運監司［依監司例。凡應按刺州縣者同］若朝省所遣官。至本路。輒以

香藥饋送［非以香藥。別爲名目饋送者同］。徒貳年。折計價直。以自盜論。

【廏庫勅乙 10】諸緣邊州［帥臣所在非］及鎭寨。於例外饋送。以違制論。受者。准此。

應幹辦官屬。唯聽受到發酒食。其餘供饋［例册有者。亦是］。及壹季内再至。雖酒食各

不得受。違者。杖壹伯。所送官司。罪亦如之。朝廷遣使或監司。於例外受者。奏裁。
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【斷獄勅乙 2】諸被差鞫獄錄問檢法官吏［並謂罷本職本役者］。事未畢。與監司及置司所

在官吏相見。或錄問檢法與鞫獄官吏相見者。各杖捌拾。卽受置司所在供饋。並與者。各

加貳等［所鞫事不相干者。事畢。聽受］。

《職制律 53》諸監臨之官。私役使所監臨。及借奴婢牛馬駞騾驢車船碾磑邸店之類。各計

庸賃。以受所監臨財物論。卽役使非供己者［非供己。謂流外官及雜任應供官事者］。計

庸坐贓論。罪止杖壹伯。其應供己驅使而收庸直者。罪亦如之［供己求輸庸直者。不坐］。

若有吉凶。借使所監臨者。不得過貳拾人。人不得過伍日。其於親屬。雖過限及受饋乞貸。

皆勿論［親屬。謂緦麻以上及大功以上婚姻之家。餘條親屬准此］。營公廨借使者。計庸

賃。坐贓論減貳等。卽因市易剩利及懸欠者。亦如之。

【職制勅乙 106】諸發運監司。預妓樂宴會［自用。或作名目邂逅使令。及過茶湯之類同］。

或受迎送般擔人船。及帶公人兵級過數。若爲係公之人差借人馬者。各徒貳年。卽赴所部

及寄居官。用家妓宴會者。加貳等［知州縣令。准此］。以上。不以失及去官原減。不應

赴酒食而輒赴及受。所至在任官諸色人。早晚衙並出城迎送。若迎送之者［以職事爲名而

往。亦是］。各杖壹伯［近城安泊。因公事往彼會議者非］。其轄下官司。各減犯人罪參

等。

【職制勅乙 115】諸遇聖節。縣鎭官宴會。輒有假借配買陪備騷擾者。所屬奏劾。

【職制勅乙 129】諸干託官司。差借公人［當直人非］及船車牛馬之類者。杖捌拾。參日加

壹等。罪止徒壹年。差借官司罪輕者。與同罪。

【職制勅乙 130】諸發運監司及屬官。若朝省所遣官。輒於所部取什物陳設器用充公用。若

假借果實飮食者。以違制論。

【職制勅乙 202】諸官司輒借人戸錢物［物謂支費者］充官用者。坐贓論加貳等。

《職制律 58》諸因官挾勢及豪强之人乞索者。坐贓論減壹等。將送者。爲從［親故相與者。

勿論］。

【職制勅乙 40】諸監司守臣［通判縣令同］之官。或任滿。及非次替移。應迎送。輒以船

脚之類爲名需索錢物入己。坐贓論。

【職制勅乙 204】諸緣勸農。輒追擾人戸者。徒貳年［容縱公吏等。與同罪］。

【職制勅乙 214】諸蕃蠻入貢。引伴隨行公人兵級。因藉蕃蠻事勢。乞取財物者。論如因使

乞取律。徒以上配本城。杖以下鄰州編管。許人吿。
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《職制律 59》諸稱律令式不便於事者。皆須申尙書省議定奏聞。若不申議。輒奏改行者。

徒貳年。卽詣闕上表者。不坐。

【職制勅乙 176】諸事應立法。若勅律令格式文有未便應改。不具利害申尙書省或樞密院。

而輒畫旨創立。若衝革者。以違制論。卽詔勅不經參省。官司受而施行者。罪亦如之。

戸婚

《戸婚律 4》諸里正及官司。妄脫漏增減。以出入課役。壹口徒壹年。貳口加壹等。贓重入

己者。以枉法論。至死者加役流。入官者。坐贓論。

【戸婚勅乙 45】諸不爲孤貧戸注籍者。壹戸杖捌拾。伍戸加壹等。罪止徒貳年。

《戸婚律 5》諸私入道及度之者。杖壹伯［若由家長。家長當罪］。已除貫者。徒壹年。本

貫主司及觀寺三綱知情者。與同罪。若犯法合出觀寺。經斷不還俗者。從私度法。卽監臨

之官。私輒度人者。壹人杖壹伯。貳人加壹等。

【戸婚勅乙 52】諸童行令人代試經。及代之者。雖不合格。各徒貳年。甲頭同保人。並本

師主首。及經歷干繫人知情。與同罪。僧道仍還俗。並許人吿。不知情者。各杖陸拾。

【戸婚勅乙 54】諸私自剃披。及私度人爲僧道。若僞冒者。各徒參年。本師知情。徒貳年。

主首知情。杖壹伯。並還俗。卽以應毀納度牒。乞賣與人。及受買［盜詐取同］。而欲冒

之者。各徒貳年［公人將繳到亡僧道度牒盜賣與人。及受買洗改書塡者。准此］。以上。

並許人吿。赦到參拾日不改正。復罪如初［童行冒帳買帳。令人代試經。並本師主首知情。

並准此］。

【戸婚勅乙 55】諸僧道度牒。應於官司書塡。而輒擅書塡者。徒貳年。

【戸婚勅乙 56】諸童行應度未受牒。而輒披剃者。杖壹伯。本師知情。減貳等。主首知情。

又減貳等。

【戸婚勅乙 57】諸違令爲童行者。杖壹伯［由同居尊長者。止坐所由］。仍改正。本師知情。

與同罪。主首知情。杖陸拾。已度者。並本師。並還俗。事發日。於令無違者。各勿論。

【戸婚勅乙 63】諸僧道。不供名入帳者。還俗。

【戸婚勅乙 64】諸童行冒帳買帳。並給合引領賣人。各徒貳年。甲頭同保人。並本師主首。
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及經歷干繫人知情。與同罪。僧道仍還俗。並許人吿。不知情者。各杖陸拾。

《戸婚律 13》諸同居卑幼。私輒用財者。拾疋笞拾。拾疋加壹等。罪止杖壹伯。卽同居應

分。不均平者。計所侵。坐贓論減參等。

【戸婚勅乙 67】諸僧道及童行。私用本師財物者。論如卑幼私輒用財律。

《戸婚律 13 附 4》准。喪葬令。諸身喪戸絶者。所有部曲客女奴婢。店宅資財。並令近親

［親依本服。不以出降］。轉易貨賣。將營葬事。及量營功德之外。餘財並與女［戸雖同。

資財先別者。亦准此］。無女。均入以次近親。無親戚者。官爲檢校。若亡人在日。自有

遺囑處分。證驗分明者。不用此令。

《戸婚律 13 附 5》准。唐開成元年柒月伍日勅節文。自今後如百姓及諸色人死絶無男。空

有女已出嫁者。令文合得資產。其間如有心懷覬望。孝道不全。與夫合謀有所侵奪者。委

所在長吏嚴加糾察。如有此色。不在給與之限。

《戸婚律 13 附 6》臣等參詳。諸今後戸絶者所有店宅畜產資財。營葬功德之外。有出嫁女

者。參分給與壹分。其餘並入官。如有莊田。均與近親承佃。如有出嫁親女被出及夫亡無

子。並不曾分割得夫家財產入己。還歸父母家後戸絶者。並同在室女例。餘准令勅處分。

【戸婚勅乙 33】諸逃亡死絶之戸。不畫時倚閣者。官吏並徒貳年。其被抑令償備者。許經

監司越訴。

《戸婚律 19》諸盜耕人墓田。杖壹伯。傷墳者。徒壹年。卽盜葬他人田者。笞伍拾。墓田。

加壹等。仍令移葬。若不識盜葬者。吿里正移埋。不吿而移。笞參拾。卽無處移埋者。聽

於地主口分内埋之。

【戸婚勅乙 75】諸以墓地［贍塋田土同］及林木土石。非理毀伐者。杖壹伯。不以蔭論。

土石可追改者。悉追改。

《戸婚律 20》諸部内有旱澇霜雹蟲蝗爲害之處。主司應言而不言及妄言者。杖柒拾。覆檢

不以實者。與同罪。若致枉有所徵免。贓重者。坐贓論。

【職制勅乙 26】諸水旱。監司帥守奏聞不實。或隱蔽者。並以違制論。

【戸婚勅乙 34】諸被差撲除蟲蝗。於令有違者。杖壹伯。其檢覆逃亡。無故違限。或不親

檢視者。准此。
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《戸婚律 23》諸應受復除而不給。不應受而給者。徒貳年。其小徭役者。笞伍拾。

【戸婚勅乙 31】諸稅租。應開閣減免除放。而不爲開閣減免除放。或令人代輸。及非逃亡

戸絶而不追究欠人理納。致戸長手力代輸者［逃田稅役。輒勒鄰保代輸同］。各杖壹伯［一

時指揮放免拖欠諸色窠名錢物。而官司輒復催理者。准此］。計所納。贓重者。坐贓論。

卽抑令人請佃承賃官田宅者。准此。並許人戸經監司越訴。

【戸婚勅乙 32】諸擅倚閣稅租者。徒貳年。

《戸婚律 24》諸差科賦役違法及不均平。杖陸拾。若非法而擅賦斂。及以法賦斂而擅加益。

贓重入官者。計所擅。坐贓論。入私者。以枉法論。至死者。加役流。

《戸婚律 24 附 1》准。唐長慶元年正月貳拾伍日度支旨條節文。如有兩稅合徵錢物。數外

擅加率壹錢壹物。州縣長吏並同枉法贓論。

【戸婚勅乙 19】諸納租稅。輒法外增數者。壹升壹束以上。加本罪壹等。輒他用者。又加

壹等。盜用。以自盜論。許人戸經監司越訴。

【戸婚勅乙 20】諸人戸稅租。應納數外。輒收羨餘者。杖捌拾。

【戸婚勅乙 44】諸非法擅賦斂者。以違制論。科買折納而反覆紐折［如以絹折麥。以苗折

糯。其所敷麥糯。而過苗絹時直之數。及已折麥糯。却再紐納價錢者。皆是］。或別納錢

物過爲掊剋者。徒貳年。並許被科抑人戸越訴。

《戸婚律 25》諸部内輸課稅之物。違期不充者。以拾分論。壹分笞肆拾。壹分加壹等［州

縣皆以長官爲首。佐職以下。節級連坐］。戸主不充者。笞肆拾。

【戸婚勅乙 28】諸輸稅租違欠者。笞肆拾。遞年違欠。及形勢戸。杖陸拾［州縣職級押錄。

並戸案吏人鄕書手。加參等］。品官之家。杖壹伯。

【戸婚勅乙 29】諸上參等戸及形勢之家。應輸稅租而出違省限。輸納不足者。轉運司具姓

名及所欠數目申尙書省取旨。其未納之數。雖遇赦降。不在除放之限。

【戸婚勅乙 30】諸稅租末限滿。欠不及壹分。縣吏人書手戸長笞肆拾。令佐罰參拾直［手

力。依戸長法。其戸長至末限半欠及參分者。准此。限滿有欠應科校。仍通計］。壹分杖

陸拾。令佐罰陸拾直。州吏人笞肆拾。都孔目副都孔目官笞貳拾。幕職官參拾直。通判知

州貳拾直。每壹分各加貳等。至參分罪止［州以所管縣通計分數］。令佐仍衝替。州縣吏

人書手勒停。都孔目副都孔目官降壹資［廂鎭催理者。依縣法］。其拖欠或積欠者［拖欠



- 348 -

謂前官限外未納。積欠謂倚閣應催者。餘條稱拖欠積欠。准此。兩科以上。仍通計］。再

限滿不足。各依分數減壹等。令佐於末限半後替移。催納不及伍分。及於末限内到任者。

各准此。

《戸婚律 41》諸犯義絶者離之。違者。徒壹年。若夫妻不相安諧而和離者。不坐。卽妻妾

擅去者。徒貳年。因而改嫁者。加貳等。

《戸婚律 41 附 1》准。周顯德伍年柒月柒日勅條。妻擅去者。徒參年。因而改嫁者。流參

阡里。妾。各減壹等。娶者。並與同罪。如不知其有夫者。不坐。娶而後知者。減壹等。

並離之。父母主婚者。獨坐父母。妻妾唯得擅去之罪。周親等主婚。分首従。

【戸婚勅乙 77】諸兵級妻擅去。因而改嫁。雇身犯姦爲倡。若娶。及與姦。並媒保引領牙

人知情者。各不以赦降原減［其妻自首而應減者。減外之罪。准此］。

【戸婚勅乙 78】諸妻擅去而犯姦者。論如改嫁律。爲倡者。以姦論［自首姦罪。不免］。男

子。不從姦坐。

廏庫

《廏庫律 1》諸牧畜產。准所除外。死失及課不充者。壹。牧長及牧子。笞參拾。參加壹等。

過杖壹伯。拾加壹等。罪止徒參年。羊減參等［餘條羊准此］。新任不滿壹年而有死失者。

總計壹年之内月別應除多少。准折爲罪。若課不充。遊牝之時當其檢校者。准數爲罪。不

當者不坐［遊牝之後而致損落者。坐後人］。繫飼死者。各加壹等。失者。又加貳等。牧

尉及監。各隨所管牧多少。通計爲罪。仍以長官爲首。佐職爲從［餘官有管牧者。亦准此］。

【廏庫勅乙 141】諸官馬失養飼。膘減貳分以上者。馬主笞肆拾。

【廏庫勅乙 142】諸將校走失官馬。及死傷若膘減應科校。非自犯者。止坐犯人。

【廏庫勅乙 156】諸軍走失官馬。參拾日尋訪不得者。杖壹伯。限外未決而得。及他人得者。

除其罪。

《廏庫律 2》諸驗畜產。不以實者。壹笞肆拾。參加壹等。罪止杖壹伯。若以故價有增減。

贓重者。計所增減。坐贓論。入己者。以盜論。

【廏庫勅乙 143】諸軍緣官馬應科校。而試本等事藝。及高强格者。免［人力可制禦而非理
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死傷。若走失。及將校養馬人非］。

【廏庫勅乙 148】諸官馬堪給。而驗爲不堪。罪輕者。杖壹伯。許人吿。

《廏庫律 3》諸受官羸病畜產。養療不如法。笞參拾。以故致死者。壹笞肆拾。參加壹等。

罪止杖壹伯。

【廏庫勅乙 144】諸軍馬非理致死。若傷不堪醫者。馬主杖柒拾。人力不可制禦。減貳等。

卽急病申不及。並肺黄急肺黄伍日内。若拾伍日外或中結前結死者。杖陸拾。肺黄急肺黄

過伍日。及中風死者。加貳等。卽自買。及病過參拾日。或因未支配前舊患。並改扇馬未

解尾前中風死者。並免。

【廏庫勅乙 145】諸獸醫。倂死馬參匹。杖陸拾。卽專醫馬軍營馬。壹年内死及參分。准此

［倂己馬已科斷者。免計數］。

《廏庫律 8》諸故殺官私馬牛者。徒壹年半。贓重。及殺餘畜產。若傷者。計減價。准盜論。

各償所減價。價不減者。笞參拾［見血踠跌。卽爲傷。若傷重。伍日内致死者。從殺罪］。

其誤殺傷者。不坐。但償其減價。主自殺馬牛者。徒壹年。

《廏庫律 10 附 1》臣等參詳。今後故殺官私馬牛者。請決脊杖貳拾。隨處配役壹年放。殺

自己馬牛及故殺官私駝騾驢者。並決脊杖拾柒放。殺自己駝騾驢者。決臀杖拾柒放。故殺

他人犬者。決臀杖拾伍放。殺自己犬者。決臀杖拾下放。殺惡畜產者。准律處分。

【廏庫勅乙 149】諸故殺官私馬牛。徒參年。駝騾驢。減參等。因讎嫌規避而謀殺。各以盜

殺論。若傷殘致不堪用者。依本殺法［馬牛。仍許人吿］。參拾日内可用者。減參等。

【廏庫勅乙 150】諸自殺馬牛。減故殺罪參等［許人吿］。駝騾驢。杖捌拾。其爲人殺馬牛

者。依自殺法。減壹等罪。買肉者。不坐［不得因肉追究犯人］。

【廏庫勅乙 152】諸故殺犬者。杖柒拾。殺自己犬者。笞伍拾。

【廏庫勅乙 153】諸誘惑令人殺馬牛祭鬼者。依故殺法。

【廏庫勅乙 154】諸知欲殺牛之情而賣。若作牙爲買。致已殺者。各杖壹伯。

【雜勅乙 73】諸畜有孕而輒殺。及鳥獸雛卵之類。春夏之月［謂貳月至肆月終］輒採捕。

及製造採捕之具貨賣者。各杖捌拾［謂羅網彈弓黏竿弩子之類］。廂耆巡察人縱容者。與

同罪。

《廏庫律 10》諸殺緦麻以上親馬牛者。與主自殺同。殺餘畜者。坐贓論。罪止杖壹伯。各
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償其減價。

【廏庫勅乙 151】諸殺緦麻以上親馬牛。各減凡人參等。駝騾驢。依自殺法。計贓重。及故

傷。並以減價。准盜論。卽傷。或誤殺畜產。償其減價。

《廏庫律 12》諸畜產及噬犬。有觝蹹齧人。而標幟羈絆不如法。若狂犬不殺者。笞肆拾。

以故殺傷人者。以過失論。若故放令殺傷人者。減鬪殺傷壹等。卽被雇療畜產［被倩者。

同過失法］。及無故觸之。而被殺傷者。畜主不坐。

【廏庫勅乙 155】諸令畜產傷人者。各依其狀。以故鬪戲殺傷論。

【雜勅乙 74】諸養猛獸者。徒貳年。致殺傷人。減鬪殺傷壹等。若故令殺傷人。各依其狀。

以故鬪殺傷論。卽養未能害人者。杖壹伯。

《廏庫律 13》諸監臨主守。以官奴婢及畜產私自借。若借人。及借之者。笞伍拾。計庸重

者。以受所監臨財物論。驛驢加壹等。卽借驛馬及借之者。杖壹伯。伍日徒壹年。計庸重

者。從上法。卽驛長私借人馬驢者。各減壹等。罪止杖壹伯。

【廏庫勅乙 13】諸軍並馬鋪。以官馬私借賃與人。及借賃者。各論如借驛馬律。許人吿。

【廏庫勅乙 134】諸官司。非遇聖節輒借［以和雇和賃爲名同］人戸什物陳設器用人船車乘

者。徒壹年。雖應借而以民間所無之物。或多拋數目。及令裝飾諸色人者。准此。卽借而

不還。並因請納乞取財物者。加貳等。長吏知而聽者。與同罪。不覺察。杖壹伯。按閱將

兵官。奏裁。

【廏庫勅乙 146】諸轉運司。擅支撥非本司官馬。並給之者。各徒貳年。

《廏庫律 14》諸放官私畜產。損食官私物者。笞參拾。贓重者。坐贓論。失者。減貳等。

各償所損。若官畜損食官物者。坐而不償。

【廏庫勅乙 140】諸官牧草地。放私畜產踐食者。壹笞肆拾。貳加壹等。豬羊。伍笞肆拾。

伍加壹等。並罪止杖陸拾［失者。聽贖］。

《廏庫律 15》諸有人從庫藏出。防衞主司應搜檢而不搜檢。笞貳拾。以故致盜不覺者。減

盜者罪貳等。若夜持時不覺盜。減參等。主守不覺盜者。伍疋笞貳拾。拾疋加壹等。過杖

壹伯。貳拾疋加壹等。罪止徒貳年。若守掌不如法。以故致盜者。各加壹等。故縱者。各

與同罪。卽故縱。贓滿伍拾疋。加役流。壹伯疋。絞。若被强盜者。各勿論。
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【廏庫勅乙 46】諸官物交界訖。帳曆無故違限。不送磨勘司。壹日。杖陸拾。參日。加壹

等。磨勘不如法。致失陷者。論如主守不覺盜律。各罪止杖壹伯。

【廏庫勅乙 47】諸官物有欺弊而致失陷者［謂已經官司點檢不覺者。如縣應施行已經州。

州應施行已經監司。或已經別官司之類。若錢物見在。止是文字差誤者非。餘條稱失陷。

准此］。不以赦降原減。

《廏庫律 16》諸假請官物。事訖過拾日不還者。笞參拾。拾日加壹等。罪止杖壹伯。私服

用者。加壹等。若亡失所假者。自言所司。備償如法。不自言者。以亡失論。

【廏庫勅乙 54】諸他司借過錢物應還。而不檢擧拘收者。杖陸拾。

《廏庫律 19》諸倉庫及積聚財物。安置不如法。若曝凉不以時。致有損敗者。計所損敗。

坐贓論。州縣以長官爲首。監署等亦准此。

【廏庫勅乙 59】諸官物安置不如法。暴凉不以時。致損敗者。以專副爲首。監官爲第貳從。

簽書官爲第參從。通判知州爲第肆從［事有所由。以所由爲首。積草不如法者。積匠與專

副同等］。庫敖場子之類。專防守者。減專副參等。罪止杖壹伯。卽鹽因滷瀝。及糧草參

年外因陳浥焦。稍致耗折者。償而不坐。

【廏庫勅乙 60】諸糟酵積留過貳年。致損敗者。減安置不如法罪伍等。

【廏庫勅乙 61】諸酒麴。雖損敗。不虧正數者。不坐。

《廏庫律 20》諸財物應入官私而不入。不應入官私而入者。坐贓論。

【廏庫勅乙 22】諸起發上京錢物。管押人侵盜移易入己者。不以自首原免。

【廏庫勅乙 111】諸在任官［親戚同］及公使庫中賣糧草入官者。以違制論。爲人請囑。或

令人中賣者。准此。以上。監官知情。減貳等。專副。又減壹等。並許人吿。物沒官。

【廏庫勅乙 117】諸係官錢物私輒隱占。及不入本庫樁收。若別作名色置庫者。以違制論。

《廏庫律 21》諸放散官物者。坐贓論［謂出用官物。有所市作及供祠祀宴會。剩多之類］。

物在還官。已散用者。勿徵［謂營造剩多爲物在。祀畢食訖爲散用］。

【廏庫勅乙 137】諸散蠶鹽。不取問人戸者。杖壹伯。抑勒者。加參等。

《廏庫律 22》諸應輸課稅及入官之物。而回避詐匿不輸。或巧僞濕惡者。計所闕。准盜論。
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主司知情。與同罪。不知情。減肆等。

【廏庫勅乙 62】諸買納官物。有巧僞濕惡。或正數有虧。元買納公人理欠。限滿償不足者。

勒停。永不收敍。

【廏庫勅乙 93】諸匿稅者。笞肆拾。稅錢滿拾貫。杖捌拾。監臨官專典攔頭自匿。論如詐

匿不輸律。家人有犯［應主管本家稅物人。皆是］知情者。減貳等。並許人吿。

【廏庫勅乙 110】諸中賣糧草。巧僞濕惡。計贓輕者。杖壹伯。監官干繫人知情。與同罪。

雖該去官赦降原減。仍奏裁。許人吿。

《廏庫律 24》諸有所輸及出給。而受給之官無故留難。不受不給者。壹日笞伍拾。參日加

壹等。罪止徒壹年。門司留難者。亦准此。若請輸後至。主司不依次第。先給先受者。笞

肆拾。

【廏庫勅乙 80】諸商稅不卽時。並船筏不於當日内檢納［船筏擁倂限次日畢］。及去申帶。

或攔無稅人入務。若巡欄人離城伍里外巡察者。各杖捌拾。其婦女在舟車兜檐内。輒入檢

視。及於緣身搜索。若攔入務。若坼剝棱裹成器之物者。加壹等。留難邀阻。壹日以上。

又加壹等。

【廏庫勅乙 81】諸稅物入門。應批引赴務。而公人兵級邀阻留難。過壹時。及於物數有所

增減。若故爲透漏者。各杖壹伯。因而乞取。贓輕者。准此。留難壹日以上。致損敗者。

鄰州編管。並許人吿。

【廏庫勅乙 82】諸商舶興販。已經抽解。與免兩州商稅外。其餘合收稅。場務不卽檢稅。

若收納力勝錢過數。各杖壹伯。留滯參日。加壹等。罪止徒貳年。因而乞取財物。贓輕者。

徒壹年。

【廏庫勅乙 85】諸綱運。所至檢納稅錢違限。或限内無故稽留。及搜檢非理。並約喝無名

稅錢者。各徒貳年。新錢及糧綱。緣路輒令住岸點檢者。減伍等。若有透漏榷貨經歷處。

不坐。

【廏庫勅乙 90】諸客販解鹽。經過稅務。將到引狀不爲批鑿者。杖陸拾。若批鑿而無故留

滯經日。罪亦如之。每壹日加壹等。罪止杖壹伯。

【廏庫勅乙 98】諸倉庫受納鄕村人戸錢物。監專無故留滯納人經宿者。徒貳年。

【廏庫勅乙 103】諸給納賣買官物。干繫公人減剋受乞財物者。雖非主司。論如監臨主司受

財法。無故留難者。杖壹伯。卽職官下公人兵級受乞。以監臨官受乞財物論。並許人吿。

【廏庫勅乙 113】諸糧草不依糴納先後給者。杖壹伯。



- 353 -

【廏庫勅乙 147】諸軍闕馬應給塡。而所屬留難違限者。壹日杖捌拾。拾日杖壹伯。應給遣

而不給遣者。罪亦如之。

《廏庫律 27》諸出納官物。給受有違者。計所欠剩。坐贓論［違謂重受輕出。及當出陳而

出新。應受上物而受下物之類］。其物未應出給而出給者。罪亦如之。官物還充官用而違

者。笞肆拾。其主司知有欠剩不言者。坐贓論減貳等。

【廏庫勅乙 2】諸命官兼局。若差權他官。受公使供給。於令有違者。杖壹伯。

【廏庫勅乙 3】諸發運監司巡按［提點坑冶鑄錢。提擧市舶之類。若屬官。及諸州通判同］。

隨行公吏違法出給驛券。及所給官司。各徒貳年［所請贓重者。自從重］。

【廏庫勅乙 8】諸路帥臣。不因賞給將士。將犒賞錢物妄作名目。饋送監司或屬官機幕。及

受之者。以坐贓論。

【廏庫勅乙 11】諸州應供給饋送監司［屬官吏人同］。輒於例外增給。及創立則例者。以違

制論。

【廏庫勅乙 12】諸公使。輒非法於額外營置錢物［孳養豬羊之類。抑配出賣收錢者同］。或

排頓。若例外巧作名目饋送。及受。並在任官月給有次而特送人。或以酒及應公使物饋送

出本州界。各徒貳年。若無名過有特送［謂非案卷所有者］。減參等。卽以公使［正賜非］

見錢金帛珍寶遺人。准盜論減壹等［例册内立定節儀非］。知而受之。並非果實食物更相

遺送而入己［以正賜錢相兼者。除其數外。止坐遺送人］。或知州通判。於月支供給外。

受時新折送之類。坐贓論。

【廏庫勅乙 40】諸禁軍闕額。封樁錢物。官司輒陳請支借。並給之者。徒貳年。

【廏庫勅乙 57】諸受納官物有揀退。而不卽給還。若布帛之類輒損汚。或用油墨印者。杖

捌拾。許人戸越訴。

【廏庫勅乙 63】諸請給糧審院失點檢。致誤支錢物者。各杖捌拾。累及伍伯貫杖壹伯。命

官降半年名次。吏人勒停。壹阡貫以上。命官降壹年名次。吏人仍永不收敍［不許諸處收

係］。

【廏庫勅乙 75】諸承買場務課利。送納違限者。杖陸拾。

【廏庫勅乙 76】諸承買場務課利。官司輒增者。杖捌拾。

【廏庫勅乙 77】諸承買場務課利。輒以非土產物折變者。徒壹年。

【廏庫勅乙 100】諸受納稅草。輒於耗外令人戸輸納者。杖捌拾。許人吿。

【廏庫勅乙 101】諸倉庫受納私鑄輕薄毛錢。夾雜支遣者。杖壹伯。
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【廏庫勅乙 104】諸衙前賣買給納官物。有情弊致虧官。及因而受贓者。並勒停。永不收敍。

本犯徒。因首吿減至杖者。准此。

【廏庫勅乙 105】諸攔頭庫稱揀搯斗子。於本倉庫受贓。及盜詐官物。或用情給納虧官者。

並勒停［擅將人入倉庫幹辦而犯者。正身雖不知情。亦准此］。

【廏庫勅乙 106】諸給軍糧而斗面不足。計贓輕者。杖壹伯［謂每石少壹升以上者］。監給

官容縱。與同罪。許請人越訴。

【廏庫勅乙 107】諸受納苗米官。容縱公吏巧作名色乞取者。減犯人壹等。罪止徒貳年。仍

許人戸經監司越訴。州縣長吏不覺察。與同罪。

【廏庫勅乙 112】諸穀及絲綿買納畢應稱量。而被差官吏違元給日限。並倉庫不候稱量而給

者。各杖捌拾。卽被差官不躬親監視。或指數約貌量收出剩。或將支用過數目。爲已稱量

之數者。各杖壹伯。赴本處筵會。加壹等。

【廏庫勅乙 115】諸給納官物。不正行支收。及敖庫不封鎻者。杖捌拾。

【廏庫勅乙 118】諸錢物支移他處送納。而徑於倉庫取收附。並給之者。各杖壹伯。雖不因

取而受納處。不申州。徑送者。罪亦如之。

【廏庫勅乙 119】諸應給命官券曆。而不具所請則例。及則例應改而不批改者。杖壹伯。官

司勘給有違。與同罪。

【廏庫勅乙 120】諸提擧提點司［謂非監司者］屬官請給。於令有違者。以違制論。

【廏庫勅乙 125】諸請受非本貫。而於參路勘請。若分移料錢。於參路京西而每路過參貫。

在京及京東路過伍貫者。各杖壹伯［已請者。於元給處回納］。分移批勘官司。與同罪。

【廏庫勅乙 127】諸因事添給券。於令過數者。計所請。以盜論。若不應給券而妄作名色。

請託出給者。加貳等。並許人吿。給券及批勘官吏。知情。各與同罪。不知情。杖壹伯。

【廏庫勅乙 128】諸内侍官授外官修武郞以上。而輒帶舊請見錢衣糧。已請者。徒貳年。

【廏庫勅乙 129】諸公人請給借請借兌違法。若當職官故縱。並勘給官司。各徒壹年。所借

贓重。准盜論。許人吿。卽官司判狀。或令違法借兌。以違制論。發運監司。提擧茶馬弓

箭手茶鹽市舶輦運撥發司。及朝廷差出官［謂計置剗刷之類］及屬官不覺察者。杖壹伯。

【廏庫勅乙 133】諸稅租。不於支移處納。及受者。各杖壹伯。鄕書手不申擧而爲勾銷。准

此。因請求者。加參等。卽詐冒避免支移。許人吿。

【廏庫勅乙 138】諸官司擅以鹽准折應給錢物者。徒貳年。

【廏庫勅乙 139】諸歸明人請給。不按月。同本州官壹等給。並合破舍屋田土。當直人差給。

不如法者。各以違制論。若不爲撫存。以至逃竄。知州通判以下當職官。仍奏裁。
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擅興

《擅興律 19》諸工作有不如法者。笞肆拾。不任用及應更作者。倂計所不任贓庸。坐贓論

減壹等。其供奉作者。加貳等。工匠各以所由爲罪。監當官司各減參等。

【擅興勅乙 1】諸軍器樣制［ⓓ模法式同］。傳寫漏泄者。徒貳年。許人捕。若製造輒改樣。

及減功料者。杖壹伯。

【擅興勅乙 12】諸鑄錢。抑勒於功限外鼔鑄。及令夜作者。以違制論。

《擅興律 20》諸私有禁兵器者。徒壹年半［謂非弓箭刀楯短矛者］。弩壹張。加貳等。甲壹

領及弩參張。流貳阡里。甲參領及弩伍張。絞。私造者。各加壹等［甲謂皮鐵等。具裝與

甲同。卽得闌遺。過參拾日不送官者。同私有法］。造未成者。減貳等。卽私有甲弩。非

全成者。杖壹伯。餘非全成者。勿論。

【擅興勅乙 2】諸神臂弓。若官司置藏不密。致私傳習。並私習學製造者。以違制論。並許

人吿。

【擅興勅乙 9】諸販榷禁物。將有刀器仗［謂堪以拒捍者］隨行。以私有禁兵器論。

【擅興勅乙 10】諸私有禁兵器。論如律［槍及紙甲同］。

【擅興勅乙 11】諸私有銅鑼［謂堪充軍用者］。杖壹伯。許人吿［村鄕保伍曾經鐫記。及官

給者非］。

《擅興律 24》諸丁夫雜匠在役而監當官司私使。及主司於職掌之所私使兵防者。各計庸准

盜論。卽私使兵防出城鎭者。加壹等。

【擅興勅乙 3】諸接送人。非應差禁軍而輒差。或應差禁軍而差揀中人者。並以違制論。

【擅興勅乙 4】諸官司差諸軍接送擔擎之類。不依名次差使。及不依令差兌。致越過應交替

人者。禁軍以違制論。廂軍杖壹伯。

【擅興勅乙 5】諸監臨官。於所監臨差宣借兵級供己過數者。以違制論。不應占留而占留。

應發遣而不發遣者。論如私使兵防律。主司知情。與同罪。

【擅興勅乙 6】諸自京配出充軍。而指名抽差入京者。徒貳年。卽取配軍充宣借者。准此。

其未至配所。而截留作宣借或白直者。加壹等［若被差官司輒遣。或監防人擅自交付。各
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與同罪］。

【擅興勅乙 7】諸當直人。非應差禁軍而輒差。或應差禁軍而差揀中人者。並以違制論。

【擅興勅乙 13】諸曾充吏役。犯贓配隸。而官司輒差充軍典。掌持券曆。或主管庫務官物

者［抄轉官物文書同］。杖壹伯。

【擅興勅乙 14】諸部送罪人。應逐州差人交替而不差人。致越過者。知通各徒壹年。兵職

官加壹等。仍許以次州奏劾。卽部送人不陳乞交替而自越過者。杖壹伯。

【擅興勅乙 15】諸配軍。雖已充節級以上。若係歸明蠻傜人。而輒差出城。杖陸拾。卽因

差出致逃亡。或作過。各罪至徒者。與犯人同罪。罪止徒貳年。

【雜勅乙 16】諸接送人已到本處。過拾伍日。無故不起發。及不遣回者。計所過日。並依

私使兵防律［雖有故出限。本官日給口食］。緣路無故稽留。通計過驛程之半者。罪亦如

之［不滿陸程者。參日外。乃坐］。在任取送家屬行李而違者。止坐犯人。

【雜勅乙 19】諸差接送人過數。及不應差而差。並應差廂軍而差禁軍。及應差步軍而差馬

軍。若應交替而不交替者。各以違制論。差近接近送人。出本州界參伯里者。杖壹伯。每

伯里加壹等。罪止徒貳年。受之者。與同罪。

【雜勅乙 20】諸品官。不應差廂軍護送而輒差。並受之者。各以違制論。卽雖應差而帶過

險阻處。及官司知而聽行。各杖壹伯。

賊盜

《賊盜律 14》諸以物置人耳鼻及孔竅中。有所妨者。杖捌拾。其故屛去人服用飮食之物。

以故殺傷人者。各以鬪殺傷論。若恐迫人使畏懼。致死傷者。各隨其狀。以故鬪戲殺傷論。

【賊盜勅乙 11】諸僧道。敎誘人捨身者。徒貳年。傷重者。以故殺論。罪至死者。減壹等。

配阡里。卽建造捨身之具者。徒壹年。以故致損折支體。加貳等。致殺人者。又加貳等。

《賊盜律 18》諸殺人應死。會赦免者。移鄕阡里外。其工樂雜戸及官戸奴並太常音聲人。

雖移鄕。各從本色［部曲及奴。出賣及轉配事阡里外人］。若群黨共殺。止移下手者及頭

首之人。若死家無周以上親。或先相去阡里外。卽習天文業已成。若婦人有犯。及殺他人

部曲奴婢。並不在移限［部曲奴婢自相殺者。亦同］。違者。徒貳年。

【賊盜勅乙 3】諸犯惡逆以上。及殺人應入不道。若劫殺謀殺已殺人。各罪至死者。雖會大
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赦得原［大赦。謂常赦所不原。咸赦除之者。餘條稱大赦。准此］。皆配貳阡里。殺人應

移鄕者。亦移鄕。

【賊盜勅乙 13】諸應移鄕而又應配本州或鄰州者。配伍伯里。卽配應贖者。移鄕如法。

【賊盜勅乙 14】諸因捕姦盜。殺所捕人者。免移鄕。

《賊盜律 25》諸盜官文書印者。徒貳年。餘印。杖壹伯［謂貪利之而非行用者。餘印。謂

印物及畜產者］。

【賊盜勅乙 18】諸盜木朱記者。減官文書印壹等。

《賊盜律 26》諸盜制書者。徒貳年。官文書。杖壹伯。重害文書。加壹等。紙券。亦加壹

等［亦謂貪利之。無所施用者。重害。謂徒罪以上獄案。及婚姻良賤勳賞黜陟授官除免之

類］。卽盜應除文案者。依凡盜法。

【賊盜勅乙 5】諸盜見行及應架閣文書。有情弊者。徒貳年。不以赦降原減。

《賊盜律 32》諸盜官私馬牛而殺者。徒貳年半。

《賊盜律 32 附 1》臣等參詳。今後應有盜官私馬牛及雜畜而殺之。或因讎嫌憎嫉而潛行屠

殺者。請並爲盜殺。如盜殺馬牛。頭首處死。從者減壹等。盜殺駝騾驢者。計生時價。估

贓錢定罪。各准近勅處分。罪不至死者。加凡盜貳等。加不至死。盜殺犬者。決臀杖拾柒

放。如有盜割牛鼻。盜斫牛脚者。首處死。從減壹等。瘡合可用者。並減壹等。如盜割盜

斫至參頭者。雖瘡合可用。頭首不在減死之限。

【賊盜勅乙 15】諸盜殺官私馬牛。流參阡里。參頭匹者。雖會赦。配鄰州［累及者。不以

赦前後。准此］。駝騾驢。徒貳年。知盜情而買殺者。各依殺己畜法。

【賊盜勅乙 16】諸盜殺犬者。杖捌拾。

【賊盜勅乙 17】諸馬鋪收得別鋪官馬隱藏。過伍日不申官者。計贓。從盜法。卽雖在限内

而殺者。以盜殺論。配阡里。

《賊盜律 35》諸竊盜。不得財。笞伍拾。壹尺杖陸拾。壹疋加壹等。伍疋徒壹年。伍疋加

壹等。伍拾疋加役流。

《賊盜律 35 附 1》准。唐建中參年參月貳拾肆日勅節文。自今以後捉獲竊盜。贓滿參拾疋

以上者。並集衆決殺。
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《賊盜律 35 附 2》准。建隆參年貳月拾壹日勅節文。起今後犯竊盜。贓滿伍貫文足陌。處

死。不滿伍貫文。決脊杖貳拾。配役參年。不滿參貫文。決脊杖貳拾。配役貳年。不滿貳

貫文。決脊杖拾捌。配役壹年。壹貫文以下。量罪科決。其隨身並女僕偸盜本主財物。贓

滿拾貫文足陌。處死。不滿拾貫文。決脊杖貳拾。配役參年。不滿柒貫文。決脊杖貳拾。

配役貳年。不滿伍貫文。決脊杖拾捌。配役壹年。不滿參貫文。決臀杖貳拾。壹貫文以下。

量罪科決。如是伏事未滿貳周年偸盜者。一准凡人斷遣。應配役人。並配逐處重役。不刺

面。滿日疏放。其女口。與免配役。所有贓錢。以壹伯文足陌爲陌。餘從前後格勅處分。

【賊盜勅乙 1】諸竊盜得財。杖陸拾。肆伯文杖柒拾。肆伯文加壹等。貳貫徒壹年。貳貫加

壹等。過徒參年。參貫加壹等。貳拾貫。配本州。

【賊盜勅乙 12】諸僧道及童行。盜本師財物而亡者。以凡盜論。

《賊盜律 36》諸監臨主守自盜。及盜所監臨財物者［若親王財物而監守自盜。亦同］。加凡

盜貳等。參拾疋。絞［本條已有加者。亦累加之］。

《賊盜律 36 附 1》准。刑部格。受雇載運官物公案。受領因而隱盜及貿易者。並同監主法。

【賊盜勅乙 2】諸監臨主守自盜及盜所監臨財物。罪至流。配本州［謂非除免者］。參拾伍

匹。絞。

【賊盜勅乙 6】諸官司因被强盜。輒毀匿簿籍。欺隱官物。以自盜論加壹等。贓輕者。徒壹

年。

【賊盜勅乙 10】諸梢工盜本船所運官物者。依主守法。徒罪勒充牽駕。流罪配伍伯里。本

船軍人。及和雇人盜者。減壹等。流罪。軍人配本州。和雇人不刺面配本城。

《賊盜律 43》諸以私財物奴婢畜產之類［餘條不別言奴婢者。與畜產財物同］。貿易官物者。

計其等准盜論［官物賤亦如之］。計所利以盜論［其貿易奴婢。計贓重於和誘者。同和誘

法］。

【賊盜勅乙 7】諸官司受納諸色人錢。專庫揀捏之類。以私鑄混雜換易。罪輕者。杖壹伯。

仍勒停。許人捕。

【賊盜勅乙 8】諸錢綱押綱人。部綱兵級［本船梢工同］。以私錢貿易所運錢。雖應計其等。

依監主自盜法。罪至死者。減壹等。配阡里。本舡軍人。及和雇人犯者。亦以盜所運官物

論。

【賊盜勅乙 9】諸以私錢貿易綱運所般錢監上供錢者。許人捕。
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【雜勅乙 47】諸博易私錢以規利者。杖壹伯。壹伯文加壹等。過徒參年。壹貫加壹等。拾

貫。配本城。參犯徒。鄰州編管。卽將私錢博易官錢者。加貳等。罪止。配鄰近錢監［鄰

近無錢監。卽配鄰近牢城。各不得過伍伯里］。引領博易人。准此。以上。許人吿。

《賊盜律 54》諸部内有壹人爲盜及容止盜者。里正笞伍拾［坊正村正亦同］。參人加壹等。

縣内。壹人笞參拾。肆人加壹等［部界内有盜發及殺人者。壹處以壹人論。殺人者仍同强

盜之法］。州隨所管縣多少。通計爲罪。各罪止徒貳年。强盜者。各加壹等［以長官爲首。

佐職爲從］。卽盜及盜發殺人後。參拾日捕獲［他人自捕等］。主司各勿論。限外能捕獲。

追減參等。若軍役所有犯。隊正以上折衝以下。准部内征人冒名之法。同州縣爲罪。

【賊盜勅乙 4】諸赦降稱草寇聚集立限許首者。限内捕獲。皆配伍伯里。若已散。雖捕獲。

依赦降法。

鬪訟

《鬪訟律 28》諸詈祖父母父母者。絞。毆者。斬。過失殺者。流參阡里。傷者。徒參年。

若子孫違犯敎令。而祖父母父母毆殺者。徒壹年半。以刃殺者。徒貳年。故殺者。各加壹

等。卽嫡繼慈養殺者。又加壹等。過失殺者。各勿論。

【鬪訟勅乙 7】諸義子孫毆祖父母父母者。加凡人參等。尊長及異居期親尊長。加凡人壹等。

《鬪訟律 35》諸鬪毆而誤殺傷傍人者。以鬪殺傷論。至死者。減壹等。若以故僵仆而致死

傷者。以戲殺傷論。卽誤殺傷助己者。各減貳等。

《鬪訟律 38》諸過失殺傷人者。各依其狀以贖論［謂耳目所不及。思慮所不到。共擧重物。

力所不制。若乘高履危足跌。及因擊禽獸。以致殺傷之屬。皆是］。

【雜勅乙 131】諸救溺水人。而誤殺傷救人者。不坐。

《鬪訟律 53》諸以赦前事相吿言者。以其罪罪之。官司受而爲理者。以故入人罪論。至死

者。各加役流。若事須追究者。不用此律［追究。謂婚姻良賤赦限外蔽匿。應改正徵收。

及追見贓之類］。

【鬪訟勅乙 1】諸大禮御劄已到。而翻論公事不實者。不以大禮赦原。
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【鬪訟勅乙 4】諸於法不得受理之事。輒受而爲理者。以入人罪論。

《鬪訟律 60》諸監臨主司知所部有犯法。不擧劾者。減罪人罪參等。糾彈之官。減貳等。

卽同伍保内。在家有犯。知而不糾者。死罪徒壹年。流罪杖壹伯。徒罪杖柒拾。其家唯有

婦女。及男年拾伍以下者。皆勿論。

【鬪訟勅乙 2】諸綱兵梢每參船爲壹保。若於本綱負載。及販私有榷貨者［犯人。雖於法不

許捕者。亦許人捕］。同保知而不糾。依伍保有犯律。杖罪。笞參拾。不知情。各減參等。

部綱兵級不知情。減保人罪壹等。卽因保人吿獲犯人者。應連坐人不覺知罪。並免。

【鬪訟勅乙 3】諸私造酒麴沽賣。並舍鄰人知而不糾。論如伍保律。

詐僞

《詐僞律 2》諸僞寫官文書印者。流貳阡里。餘印。徒壹年［寫謂倣效而作。亦不錄所用］。

卽僞寫前代官文書印。有所規求封用者。徒貳年［因之得成官者。從詐假法］。

《詐僞律 4》諸以僞寶印符節。及得亡寶印符節假人若出賣。及所假若買者封用。各以僞造

寫論。卽以僞印印文書施行。若假與人及受假者施行。亦與僞寫同。未施行及僞寫印符節

未成者。各減參等。

《詐僞律 5 附 1》准。唐開元貳年捌月陸日勅。詐僞制勅及僞寫官文書印。並造意與勾合頭

首者。斬。若轉將僞印行用。及主典盜並欺罔用印。成僞文書者。絞。並爲頭首不在赦限。

仍先決壹伯。其從。並依律以僞造寫論。與僞寫同。並配長流嶺南遠惡處。並知情容止造

僞人。仍各先決杖陸拾。雖會恩免罪。伯日見在不首者。並依前科決。其印文古字。人難

辯識。縱大小微差。點畫欠剩。但堪亂俗卽坐。

《詐僞律 5 附 2》准。唐天寶伍載拾壹月玖日勅。畫印與刻印雖殊。造意與行用無別。論名

小異。議罪合同。若稍挂輕條。便成惠惡。其畫印宜同刻印例處分。仍永爲常式。

【詐僞勅乙 10】諸僞造官印。印成僞文書。或商稅物者。流參阡里。已行用者。絞。仍奏

裁［行用。謂官司已承受施行。或私家已信憑者］。未成者。徒參年。已行用者。流參阡

里。若於官物有犯。干繫人知情。減犯人罪壹等。以上。徒罪皆配本州。流罪皆配鄰州。

造僞人再犯流。不以赦前後。配伍伯里。其知情轉將行用。或未行用。各減僞造印僞文書

壹等坐之［雖會赦而復將行用。准此］。
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《詐僞律 5》諸盜寶印符節封用［謂意在詐僞。不關由所主］。卽所主者盜封用。及以假人

若出賣。所假及買者封用。各以僞造寫論。主司不覺人盜封用者。各減封用罪伍等。印又

減貳等。卽事直及避稽而盜用印者。各杖壹伯。事雖不直。本法應用印而封用者。加壹等。

主司不覺。笞伍拾。故縱者。各與同罪。

【詐僞勅乙 9】諸盜用官印［朱記團印長印同］。杖壹伯。有所規求者。減僞造壹等坐之。

情重者。配本城。卽避罪重者。加所避罪貳等。

《詐僞律 8》諸詐爲官文書及增減者。杖壹伯。准所規避。徒罪以上。各加本罪貳等。未施

行。各減壹等。卽主司自有所避。違式造立及增減文案。杖罪以下。杖壹伯。徒罪以上。

各加所避罪壹等［造立卽坐］。若增減以避稽者。杖捌拾。

《詐僞律 13》諸詐爲官文書及增減［文書。謂券抄及簿帳之類］。欺妄以求財賞。及避沒入

備償者。准盜論。贓輕者。從詐爲官文書法［若私文書。止從所欺妄爲坐］。

【詐僞勅乙 17】諸公人主管物給納備償除放之類而與經歷。或所轄干繫人撰造事端。故爲

隱落失陷。欲以分賞者［已未得同］。計隱落失陷數。論如吏人於本案官物文書增減取官

物法。仍許人吿。

【詐僞勅乙 18】諸吏人。於本案官物文書有所增減。以取官物者。加凡人壹等。

《詐僞律 12》諸詐欺官私。以取財物者。准盜論［詐欺百端。皆是。若監主詐取者。自從

盜法。未得者。減貳等。下條准此］。知情而取者。坐贓論。知而買者。減壹等。知而爲

藏者。減貳等。

《詐僞律 12 附 1》臣等參詳。應詐欺。贓數過伍拾疋者。奏取勅裁。其監主詐欺。不在此

限。

【詐僞勅乙 3】諸詐欺官私。以取財物。贓伍拾匹。命官將校奏裁。餘配本城。

【詐僞勅乙 12】諸以宣勅吿身出身文書之類寄附質賣。而詐稱毀失者。徒貳年。許人吿。

保官知情。與同罪。不知情。減參等。

【詐僞勅乙 16】諸應在司官吏。以憑由收附。重疊銷破官物者。坐贓論減貳等。規求入私

者。依監主詐欺法。罪至死者。奏裁。

《詐僞律 17》諸詐敎誘人使犯法［犯者不知而犯之］。及和令人犯法［謂共知所犯有罪］。
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卽捕若吿。或令人捕吿。欲求購賞。及有憎嫌。欲令入罪。皆與犯法者同坐。

【詐僞勅乙 11】諸糾合人共犯私雕。或盜印曆日。而首吿以規賞者。徒貳年。

【詐僞勅乙 14】諸和同詐犯私茶。意在分賞。而妄相吿捕者。各徒貳年。許人吿。

【詐僞勅乙 15】諸糾合人共造假乳香。而首吿以規賞者。徒貳年［造假乳香。而首吿者。

許人吿］。

【詐僞勅乙 19】諸掌他人應稅物而故匿。使人吿以規賞者。依詐欺法。贓輕者。杖壹伯。

【詐僞勅乙 31】諸詐令人代受杖。及代之者。各杖壹伯。本犯徒以上。加所避罪貳等。代

之者。止以犯人本罪爲坐。罪止徒貳年。令人代編配移鄕居作［已居作而權令代役者非］。

及代之者。各依比徒流法。緦麻以上親代之者。減參等。以上未決。各減貳等［代配未刺

面。編管移鄕不刺面人未至所隸處。居作未入役者。與未決同］。其犯人本罪。雖會赦及

自首。不免。許人吿。官司知情。以故出入論。

《詐僞律 19》諸詐自復除。若詐死。及詐去工樂雜戸名者。徒貳年。卽所詐得復役使者。

徒壹年。其見供作使而詐自脫。及脫之者。杖陸拾。計所詐庸重者。各坐贓論。

【詐僞勅乙 20】諸詐匿減免等第或科配者［謂以財產隱寄。或假借戸名。或詐稱官戸。及

立詭名挾戸之類］。以違制論。如係州縣人吏鄕書手各加貳等。命官仍奏裁。未經減免者。

各減參等。許人吿［官戸隨轉官職任分立戸籍者。准此］。卽知情受寄詐匿財產者。杖壹

伯［正犯人未經減免者。亦減參等］。

【詐僞勅乙 21】諸詐匿減免稅租者［謂如詐作逃亡。及妄稱侵占之類。詭詐百端。皆是。

下條。准此］。論如回避詐匿不輸律。許人吿。

【詐僞勅乙 22】諸詐稱災傷減免稅租者。論如回避詐匿不輸律。許人吿。

【詐僞勅乙 24】諸以陸地開墾水田未成者。不得作隱匿稅租陳吿。

【詐僞勅乙 25】諸詐匿減免等第或科配。而自首者。改正。其應輸之物。追理價錢。積年

深者。雖不自首。理拾年止［詐匿減免稅租。准此］。

《詐僞律 20》諸詐疾病有所避者。杖壹伯。若故自傷殘者。徒壹年半［有避無避等。雖不

足爲疾殘。而臨時避事者。皆是］。其受雇倩爲人傷殘者。與同罪。以故致死者。減鬪殺

罪壹等。

【詐僞勅乙 4】諸命官犯贓。妄稱疾病而尋醫者。依詐疾病有所避律加貳等。監司郡守徇情

故縱者。與同罪。
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《詐僞律 25》諸保任不如所任。減所任罪貳等。卽保贓重於竊盜。從竊盜減。若虛假人名

爲保者。笞伍拾。

【詐僞勅乙 1】諸押綱人任滿。妄稱該賞。或再押。並所屬官司知情。而爲保明供申。及批

書印紙。雖會恩原免。並奏裁。

【詐僞勅乙 2】諸命官應召保官。而所保不實者。與犯人同罪。罪止徒貳年。

《詐僞律 27》諸詐冒官司以有所求爲。而主司承詐。知而聽行。與同罪。至死者減壹等。

不知者不坐［謂此篇於條内無主司罪名者］。

【詐僞勅乙 23】諸詐匿減免稅租。而官司知情者。計壹年虧官物數。准枉法論。許人吿。

吏人貼司鄕書手。杖罪並勒停。流罪配本城。

雜

《雜律 3》諸私鑄錢者。流參阡里。作具已備。未鑄者。徒貳年。作具未備者。杖壹伯。若

磨錯成錢。令薄小。取銅以求利者。徒壹年。

《雜律 3 附 1》准。刑部格。勅。私鑄錢及造意人及句合頭首者。並處絞。仍先決杖壹伯。

從及居停主人。加役流。仍各決杖陸拾。若家人共犯。坐其家長。若老弱殘疾不坐者。則

歸罪其以次家長。其鑄錢處鄰保。配徒壹年。里正坊正村正。各決杖陸拾。若有糾吿者。

卽以所鑄錢毀破並銅物等賞糾人。同犯自首吿者。免罪。依例酬賞。

《雜律 3 附 2》准。唐長興貳年參月拾捌日勅節文。先降指揮。諸道州府不得使鐵鑞錢。或

陌内捉到壹兩文。所使錢數。不計多少。並納入官。如有衷私鑄寫鐵鑞錢。及將銅錢銷鑄。

別造物色。捉獲勘鞫不虛。並依格勅處斷。

【雜勅乙 43】諸守令。任内失覺察鉟銷錢寶私鑄銅器。提點刑獄司具申尙書省取旨。

【雜勅乙 44】諸川峽路鐵錢。與陝西河東路鐵錢侵越行用者。論如博易私錢法。將鐵錢入

銅錢界行用者。減貳等。並許人吿。錢沒官［下貳條許吿沒官。准此］。

【雜勅乙 48】諸私鑄錢者。絞［謂私鑄當參當貳小平。或鐵錢。及夾錫錢。餘條稱私鑄錢

者。准此］。未成伯。減壹等。指敎人及工匠。爲從。死罪從及罪至流者。配阡里。以渣

垢夾鑄。罪至死者。奏裁。以雜物私造［以銅淬鐵錢。以鐵錢染爲銅色者。亦是］。可亂
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俗者。減私鑄法壹等。不及伯文。又減壹等。並許人捕。廂耆巡察人失覺察私鑄錢。徒壹

年。巡檢縣尉都監。減壹等。縣令州城内。知州通判。各又減壹等。若雜物私造者。各又

遞減壹等。以上。知而不擧。或故縱者。減罪人罪貳等。内廂耆巡察人故縱犯人應配者。

仍配伍伯里。鄰保知而不糾。加伍保不糾罪壹等［若雜物私造。止依伍保知而不糾律］。

卽保内如能糾擧。免罪。獲者。給賞如法。

【雜勅乙 49】諸製造賣借若與人鑄錢作具者。減犯人罪壹等。買借及受之者。與同罪。已

造而未成者。減參等。許人吿。

【雜勅乙 50】諸有私鑄錢。不搥毀而輒行使者。杖壹伯。許人吿。

【雜勅乙 51】諸巡檢縣尉都監。任内失覺察鉟銷。及磨錯翦鑿錢取銅以求利［以私錢博易

同］。或私造銅器［謂以任内失覺察。除親獲或他人獲已斷數互相比折外。計其餘數理］。

壹斤以上展磨勘半年。拾斤以上展磨勘壹年。伍拾斤以上展磨勘貳年。伯斤以上奏裁。廂

耆巡察人杖壹伯。

【雜勅乙 52】諸鉟銷及磨錯翦鑿錢取銅以求利。或鑄造器物［夾雜鉛錫打造。計銅斤重科

罪。已鉟銷。雖未成器物。亦是］。若工匠及賣買興販之者。壹兩杖壹伯。壹斤加壹等［工

匠送鑄錢監充役］。捌斤。皆配本城。拾斤。皆配伍伯里。命官及有蔭人奏裁。並許人捕。

廂耆巡察人及地分官吏［州都監縣鎭巡尉。各分認地分界至］知而不糾。以違制論。仍放

罷。吏人勒停［犯人罪輕者。與同罪］。鄰保知而不糾。杖壹伯。卽保内能糾擧。或工匠

能首吿者。免罪。給賞如法。官司不卽給賞。許吿捕人經監司越訴。

《雜律 10》諸負債違契不償。壹疋以上。違貳拾日笞貳拾。貳拾日加壹等。罪止杖陸拾。

參拾疋加貳等。伯疋又加參等。各令備償。

【雜勅乙 56】諸負債違契不償。罪止杖壹伯。

《雜律 11》諸負債不吿官司。而强牽財物。過本契者。坐贓論。

《雜律 11 附 1》准。雜令。諸家長在［在謂參伯里内非隔關者］。而子孫弟姪等不得輒以奴

婢陸畜田宅及餘財物私自質擧。及賣田宅［無質而擧者。亦准此］。其有質擧賣者。皆得

本司文牒。然後聽之。若不相本問。違而輒與及買者。物卽還主。錢沒不追［新起請在第

拾參典賣物業條内］。

《雜律 11 附 2》又條。諸公私以財物出擧者。任依私契。官不爲理。每月取利不得過陸分。

積日雖多。不得過壹倍。若官物及公廨本利停訖。每計過伍拾日不送盡者。餘本生利如初。
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不得更過壹倍。家資盡者。役身折酬。役通取戸内男口。又不得回利爲本［其放財物爲粟

麥者。亦不得回利爲本及過壹倍］。若違法積利。契外掣奪。及非出息之債者。官爲理。

收質者。非對物主。不得輒賣。若計利過本不贖。聽吿市司對賣。有剩還之。如負債者逃。

保人代償。

《雜律 11 附 3》又條。諸以粟麥出擧。還爲粟麥者。任依私契。官不爲理。仍以壹年爲斷。

不得因舊本更令生利。又不得回利爲本。

《雜律 11 附 4》又條。諸出擧。兩情和同。私契取利過正條者。任人糾吿。本及利物。並

入糾人。

《雜律 11 附 5》准。戸部格。勅。天下私擧質。宜肆分收利。官本伍分生利。

《雜律 11 附 6》又條。勅。州縣官寄附部人興易及部内放債等。並宜禁斷。

《雜律 11 附 7》臣等參詳。今後監臨官於部内放債者。請計利以受所監臨財物論。過壹伯

疋者。奏取勅裁。

《雜律 11 附 8》准。唐元和伍年拾壹月陸日勅節文。應諸色人中。身是卑幼。不吿家長。

私擧公私錢物等。多有此色子弟。凶惡徒黨因之交結。便與作保。擧諸司及形要家錢物。

同爲非道破用。家有尊長。都不知委。及徵收本利者。便東西。保人等卽稱擧錢主見有家

宅莊業。請便收納。喧訴相次。實擾府縣。今後如有此色。擧錢無尊者同署文契。推問得

實。其擧錢主在與不在。其保人等。並請先決貳拾。其本利仍令均攤塡納。冀絶姦計。

《雜律 11 附 9》准。唐長慶貳年捌月拾伍日勅節文。或有祖父分析多時。田園產業各別。

疏遠子弟行義無良。妄擧官錢。指爲舊業。及徵納之際。無物可還。卽通狀請收。稱未曾

分析。諸司諸使諸軍等不詳事由。領人管領。或依投無處。轉徙至多。事涉甚寃。恐須釐

革。伏請應有此色。並牒府縣推尋。若房分多時。妄有指注。卽請散徵牙保。代納官錢。

其所擧官錢妄指莊園等人及保人。各決重杖貳拾。縱屬諸軍諸使。亦請准百姓例。若是本

分合得莊園。卽任塡官債。亦須府縣推勘取實。如未經府縣推勘。請不在收限。

《雜律 11 附 10》准。唐長慶肆年參月參日制節文。契不分明。爭端斯起。況年歲寖遠。案

驗無由。莫能辯明。祇取煩弊。百姓所經臺府州縣。論理遠年債負。事在參拾年以前。而

主保經逃亡。無證據。空有契書者。一切不須爲理。

《雜律 11 附 11》准。唐開成貳年捌月貳日勅節文。今後應有擧放。又將產業等上契取錢。

並勒依官法。不得伍分以上生利。如未辯計會。其利止於壹倍。不得虛立倍契。及計會未

足。抑令翻契。回利爲本。如有違越。壹任取錢人經府縣陳論。追勘得實。其放錢人。請

決脊杖貳拾。枷項令衆壹月日。如屬諸軍諸使。亦准百姓例科處。
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【雜勅乙 37】諸以制書官文書［錢物交鈔公據非］質當財物。及質當之者。各杖壹伯［僧

道以師號紫衣度牒或公憑質當者。仍還俗。許人吿］。財物沒官。若於所監臨質當者。止

坐監臨之人。財物還主。

【雜勅乙 39】諸以他人制書。及諸軍恩賞。付身印紙差帖之類。質當財物者。徒貳年。受

質當者。與同罪。不知情者。減壹等。財物沒官。

【雜勅乙 40】諸質當上綱兵級券曆者。徒壹年。官司知而勘給。杖壹伯。不知情者。減貳

等。並許人吿。

【雜勅乙 57】諸估抵當財產。致虧官者。徒貳年。並賣買給納。及估計官物。各有情弊。

致虧官者。並許人吿。

【雜勅乙 81】諸以財物出擧。而回利爲本者。杖陸拾。以威勢毆縛取索。加故殺罪參等。

【雜勅乙 83】諸以有利債負折當耕牛者。杖壹伯。牛還主。

【雜勅乙 84】諸命官擧債。而約於任所償者。計本過伍拾貫。徒貳年［重疊。或於數人處

擧借。皆通計］。財主保引人知情。計己分過數者。各杖壹伯。數外財物沒官。償訖事發

者。各減伍等［仍免追沒］。因於任所受乞借貸之類。償訖不減。

【雜勅乙 85】諸放債與兵級者。徒貳年。與將校及剩員。若刺面人。並出軍家口。杖壹伯。

以上取者。各減參等［放債與急脚馬遞鋪兵級曹司及其家者。仍許人吿］。出軍家口不坐

［放債財物不追］。

【雜勅乙 86】諸質買急脚馬遞鋪兵級曹司月糧［放債與其家者同］。依放債法。財物不追。

並許人吿。

【雜勅乙 87】諸增價賖賣物與兵級者。杖壹伯［錢物不理］。計所增滿伍貫者。依放債法。

【雜勅乙 88】諸賖賣官物與兵級者。杖壹伯［價錢未納者。賣人備償］。

【雜勅乙 89】諸監臨官質當所監臨財物。及放債者。徒貳年［若令親戚及容親隨人放債者。

准此］。計利贓重者。依乞取監臨財物法。在官非監臨。減壹等。

【雜勅乙 90】諸以孤遺宗室錢米曆質當者。徒壹年。孤遺宗室自質當。減壹等。錢主。各

與同罪［錢不追］。卽因放債及預借財物。買所請錢米。而每月取利。過肆釐者。錢主。

杖捌拾［放借財物不追。已請錢米還主］。並許人吿。

【雜勅乙 91】諸以私債冒作茶鹽錢。立約理索者。徒貳年。錢物沒官。許人吿。内欠人自

首。給賞如格。

【雜勅乙 128】諸招置爐戸炭戸。若諸般結攬抵當家業。借請官錢人未結絶。而於別處投名。

及結攬者。杖壹伯。許人吿。
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【雜勅乙 129】諸强賣買質借投託之類。取人財物。杖壹伯。鄰州編管。再犯者。徒貳年。

雖會赦。配鄰州。

《雜律 12》諸妄以良人爲奴婢。用質債者。各減自相賣罪參等。知情而取者。又減壹等。

仍計庸以當債直。

【雜勅乙 82】諸以債負質當人口［虛立人力女使雇契同］。杖壹伯。人放逐便。錢物不追。

情重者。奏裁。

《雜律 14》諸博戲賭財物者。各杖壹伯［擧博爲例。餘戲皆是］。贓重者。各依己分。准盜

論［輸者。亦依己分爲從坐］。其停止主人及出玖若和合者。各如之。賭飮食者。不坐。

【雜勅乙 77】諸開櫃坊。停止博戲賭財物者。鄰州編管。於出軍營内停止者。配本城。並

許人吿。廂耆巡察軍營入宿提擧人。失覺察者。杖捌拾。

【雜勅乙 78】諸停止出玖和合兵級者。兵級徒壹年半。配鄰州本城。餘人杖壹伯。鄰州編

管。

【雜勅乙 79】諸博戲賭財物。並停止出玖和合者。各令衆伍日。財物未相付者。並不在計

贓之限。

【雜勅乙 80】諸關ⓔ飮食者。各杖捌拾。

《雜律 15》諸營造舍宅車服器物。及墳塋石獸之屬。於令有違者。杖壹伯。雖會赦。皆令

改去之［墳則不改］。其物可賣者。聽賣。若經赦後伯日。不改去及不賣者。論如律。

【雜勅乙 1】諸僭擬乘輿服用［謂以龍爲飾。非小兒婦人。純以紅黄爲衣。並服紅黄遍地密

花透背錦背繡背段。及以純錦遍繡爲帳幕。以紅黄帕覆茶擔食合之類。或乘馬坐轎令人持

扇圍蔽。及婦人純用紅黄扇者］。各徒貳年。以日月星辰爲服用之飾者。杖壹伯。以上。

工匠罪各如之。並許人吿。

【雜勅乙 2】諸以銷金爲服飾。及賣。或興販。若爲人造者。各徒貳年。並許人吿。

【雜勅乙 3】諸採捕翡翠。若賣。或興販。及爲人造。並服用［裝飾諸物同］。各徒貳年。

並許人吿。鹿胎龜筒玳瑁。減參等。

【雜勅乙 4】諸服飾。輒傚肆夷者。杖壹伯。許人吿。令衆伍日。命官及有蔭人。奏裁。

【雜勅乙 5】諸營造車服器物。及墳塋石獸之屬。於格式有違者。論如於令有違律。

【雜勅乙 53】諸私造金箔者［以金箔裝飾神像圖畫供具之類同］。及工匠。各徒參年。並許
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人吿。

【雜勅乙 63】諸鐘應鑄。而輒以金投棄。或以金錯末製作道釋像塔器用者。並徒參年。工

匠。與同罪。許人吿。若以銀者。徒壹年［工匠。准此］。寺觀主首。各減壹等。以上。

止坐爲首之人［若以錢投棄。自依鉟銷錢法］。

【雜勅乙 123】諸因祠賽社會。執引兵仗［利刃同。以錫銀紙裹貼竹木爲刃者非］旗幟。或

倣乘輿器服者。造意及首領人徒貳年。餘各杖壹伯。滿伯人者。造意及首領人。仍不刺面

配本城。並許人吿。官司不切禁止。杖捌拾。

【雜勅乙 127】諸鄕村非居人要會處。輒置爐造熟鐵器用者。杖壹伯。許人吿。

《雜律 17》諸占固山野陂湖之利者。杖陸拾。

【戸婚勅乙 50】諸瀦水之地［謂衆共漑田者］。輒許人請佃承買。並請佃承買人。各以違制

論。許人吿。未給未得者。各杖壹伯。

【雜勅乙 75】諸州放生池。輒採捕魚鼈之類者。杖壹伯。

《雜律 19》諸從征及從行公使。於所在身死。依令應送還本鄕。違而不送者。杖壹伯。若

傷病而醫食有闕者。杖陸拾。因而致死者。徒壹年。卽卒官。家無手力。不能勝致者。仰

部送還鄕。違而不送者。亦杖壹伯。

【雜勅乙 21】諸命官身亡。送還人［丁憂不解官。所差送喪柩人同］擅自歸及逃亡。罪輕

者。杖壹伯。部轄職員將校節級。並爲首率衆者。各徒壹年。並自首不免。不切部轄者。

杖捌拾。

《雜律 21》諸不應入驛而入者。笞肆拾。輒受供給者。杖壹伯。計贓重者。准盜論。雖應

入驛。不合受供給而受者。罪亦如之。

【雜勅乙 11】諸居占館驛。過參拾日者［館驛什物輒借出外。及見任官居占館驛作廨宇同］。

徒壹年。臨流亭館馬鋪遞鋪。杖壹伯。官司知而不遣。各減犯人壹等。

【雜勅乙 13】諸應入驛人。抑勒取索驛内所無之物。致當驛人賠錢物者。以乞取監臨財物

論。

《雜律 22》諸姦者。徒壹年半。有夫者。徒貳年。部曲雜戸官戸姦良人者。各加壹等。卽

姦官私婢者。杖玖拾［奴姦婢亦同］。姦他人部曲妻。雜戸官戸婦女者。杖壹伯。强者。
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各加壹等。折傷者。各加鬪折傷罪壹等。

《雜律 28 附 2》准。周廣順參年貳月參日勅節文。應有夫婦人被强姦者。男子決殺。婦人

不坐罪。其犯和姦及諸色犯姦。並准律處分。

【賊盜勅乙 19】諸犯姦。而姦人緣姦殺其夫。妻不知情者。奏裁。若姦在赦前。殺在赦後。

知而不吿。或赦後雖不犯姦。而姦意不絶。致殺夫者。各與同罪。仍奏裁。其事未發。能

自吿獲者。減壹等［妻之黨得相隱者。或所生子孫吿獲者。准此］。卽姦在赦前。殺在赦

後。知而吿者。不坐。

【雜勅乙 112】諸强姦者［女拾歲以下。雖和。亦同］。流參阡里。配遠惡州。未成。配伍

伯里。折傷者。絞。先强後和。男從强法。婦女減和壹等。卽因盜而强姦者。絞［雖非財

主。亦是］。會恩。及未成。配阡里。

【雜勅乙 113】諸因姦而過失殺傷人者。論如因盜過失律。因强姦者。以故殺傷論。

【雜勅乙 114】諸公人軍人。與所轄監臨官之家姦者［謂同居母妻女姑姊妹及子孫之婦］。

絞。未成。配阡里。强者。斬。未成。配廣南。和姦者。婦女減壹等。

【雜勅乙 115】諸姦諸軍妻者。雖未成。本營兵級配鄰州本城。本營家人鄰州編管。卽姦出

軍禁軍妻者。加凡姦貳等。雖未成。兵級或本營家人。並配鄰州本城。餘人不刺面配本城。

以上。雖會恩原免。本營家人鄰州編管。兵級應配者。降配鄰州。節級仍勒充長行。將校

奏裁。内姦出軍妻。及禁軍被差不在營妻犯姦者。許鄰人吿。

《雜律 25》諸姦父祖妾［謂曾經有父祖子者］。伯叔母姑姊妹。子孫之婦。兄弟之女者。絞。

卽姦父祖所幸婢。減貳等。

【雜勅乙 120】諸姦父祖女使。徒參年。非所幸者。杖壹伯。曾經有子。以妾論。罪至死者。

奏裁。姦別房及異居親女使。以凡論。別房非所幸者。杖捌拾。

【雜勅乙 121】諸義子孫姦所養之家尊長。及異居期親尊長。並依相毆加等法。婦女。以凡

姦論。

《雜律 26》諸奴姦良人者。徒貳年半。强者。流。折傷者。絞。其部曲及奴。姦主及主之

周親。若周親之妻者。絞。婦女。減壹等。强者。斬。卽姦主之緦麻以上親。及緦麻以上

親之妻者。流。强者。絞。

【雜勅乙 116】諸人力姦主。品官之家。絞。未成。配阡里。强者。斬。未成。配廣南。民

庶之家。加凡人參等。配伍伯里。未成。配鄰州。强者。絞。未成。配參阡里。卽姦主之
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親［親之妻服輕。或無服者。各用其夫服］。品官之家。緦麻小功加凡人壹等。大功期親

遞加壹等。已成。並配鄰州。民庶之家。大功以上。各減品官之家壹等。以上。和姦者。

婦女各減人力壹等。

【雜勅乙 117】諸舊人力姦主者。品官之家。加凡姦貳等。民庶之家。加壹等。卽佃客姦主。

各加貳等。以上。婦女。及舊主與女使姦者。各以凡論。

《雜律 27》諸和姦。本條無婦女罪名者。與男子同。强者。婦女不坐。其媒合姦通。減姦

者罪壹等［罪名不同者。從重減］。

【雜勅乙 118】諸姦未成者。減已成罪壹等。誘謔者。杖捌拾。婦女非和同者。止坐男子。

《雜律 28》諸監臨主守於所監守内姦者［謂犯良人］。加姦罪壹等。卽居父母及夫喪。若道

士女冠姦者。各又加壹等。婦女。以凡姦論。

《雜律 28 附 3》准。周顯德貳年伍月柒日勅節文。今後僧尼中有犯竊盜。姦私。賭錢物。

醉及蠹害。欺詐等罪。並依法科刑。仍勒還俗。罪至死者。准法處分。本寺三綱知事僧尼。

知而不糾擧者。等第科斷。

【名例勅乙 30】諸僧道犯罪。應還俗而會恩原者。仍還俗［緣酒醉還俗者非］。

【名例勅乙 31】諸僧道犯盜詐恐喝財物［未得者同］。若博賭。及故毆傷人。並避罪逃亡。

或犯私罪徒公罪流並編管。及再犯私罪杖［不以赦前後］。並還俗。

【戸婚勅乙 68】諸僧道。飮酒至醉者。還俗［免科罪］。

《雜律 32》諸私作斛斗秤度不平。而在市執用者。笞五拾。因有增減者。計所增減。准盜

論。卽用斛斗秤度出入官物而不平。令有增減者。坐贓論。入己者。以盜論。其在市用斛

斗秤度雖平。而不經官司印者。笞肆拾。

【廏庫勅乙 96】諸擅將官斛斗升合出倉。若私輒修治。及將別斛斗升合入者。杖壹伯。有

增減者。各加貳等。

【廏庫勅乙 99】諸裝發及受納官物。稱量不如法。論如用斛斗稱度不平律。仍許人吿。

《雜律 36》諸不修隄防。及修而失時者。主司杖柒拾。毀害人家。漂失財物者。坐贓論減

伍等。以故殺傷人者。減鬪殺傷罪參等［謂水流漂害於人。卽人自涉而死者非］。卽水雨

過常。非人力所防者。勿論。其津濟之處。應造橋航。及應置船筏。而不造置。及擅移橋
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濟者。杖柒拾。停廢行人者。杖壹伯。

【雜勅乙 96】諸輒毀坼官橋者。徒貳年。配伍伯里。許人吿。

《雜律 42》諸失火。及非時燒田野者。笞伍拾［非時。謂貳月壹日以後。拾月參拾日以前。

若鄕土異宜者。依鄕法］。延燒人舍宅及財物者。杖捌拾。贓重者。坐贓論減參等。殺傷

人者。減鬪殺傷貳等。其行道燃火不滅。而致延燒者。各減壹等。

《雜律 42 附 1》准。戸部式。諸荒田有桑棗之處。皆不得放火。

《雜律 44 附 1》准。唐元和參年伍月肆日勅。失火燒ⓕ子及屋壹間兩間並柴草等。不至驚

動者。請不科責。燒屋參間以上及燒鄰家。失火人。常行杖當處決拾伍放。其合受科決人。

如有品秩及應官。請決家人。如百姓老小。家人病患小弱。不堪科決。並品秩及應官無家

人作人者。並請量事科罰。或讎嫌潛肆燒爇。有情狀巨蠹。推問得實。所燒舍屋。不限多

少。請決痛杖壹頓處死［第拾玖。亦有故燒人屋舍財物條］。

【雜勅乙 102】諸因燒田野。致延燒係官山林者。杖壹伯。故燒者。奏裁。並許人吿。其州

縣官司。及地分公人失覺察。杖陸拾。

《雜律 43》諸於官府廨院及倉庫内失火者。徒貳年。在宮内。加貳等［廟社内亦同］。損害

贓重者。坐贓論。殺傷人者。減鬪殺傷壹等。延燒廟及宮闕者。絞。社。減壹等。

【雜勅乙 101】諸官府廨院應住家處失火者。論如非時燒田野律。

《雜律 44》諸故燒官府廨舍及私家舍宅若財物者。徒參年。贓滿伍疋。流貳阡里。拾疋。

絞。殺傷人者。以故殺傷論。

《雜律 44 附 2》臣等參詳。今後有故燒人屋舍蠶簇及伍穀財物積聚者。首處死。隨從者決

脊杖貳拾。

【擅興勅乙 16】諸役兵役夫放火者［在道及役所等犯人。雖於法不許捕者。亦許人捕］。同

甲人。論如伍保律。不知情者。各減壹等。其本轄將校節級隊頭。減犯人罪參等。不知情。

各減同伍保知犯法罪貳等。部轄官失覺察。犯人罪至流者。杖陸拾。仍奏裁。

【雜勅乙 105】諸故燒官糧草錢帛軍器防城官物［並謂積聚。或在倉庫内者。下條故燒官酒

麴等。准此］。並敵棚樓櫓。及倉庫屋宇者。絞。謀而未行。或已燒未然者。各減壹等［已

然而自撲滅者。亦同未然。餘條稱未然。准此］。及死罪從。並配廣南。流罪從。配阡里。

在緣邊次邊者。皆斬。謀而未行。或已燒未然者。皆當行處斬。已然而專副及看守巡防人
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失覺察者。杖壹伯。若緣邊次邊。計已燒之直伍拾貫以上者。加貳等。監官各減壹等。擅

離地分致故燒者。各加貳等。

【雜勅乙 106】諸故燒黄河埽岸並物料場。依燒糧草法。非向着處。依燒積聚財物法。監專

巡防人失覺察者。各杖壹伯。非向着處。杖柒拾。擅離地分致燒者。各加參等。

【雜勅乙 107】諸故燒官酒麴茶鹽香礬寶貨。流參阡里。配廣南。謀而未行。或已燒未然者。

各減壹等。及流罪從。並配阡里。已然而專副及看守巡防人失覺察者。杖捌拾。監官減等。

擅離地分致故燒者。各加貳等。

【雜勅乙 108】諸故燒有人居止之室者。絞。無人居止舍宅。若積聚財物［蠶簇同積聚］。

依燒私家舍宅財物律。死罪從。及爲首而罪不至死。各配阡里。從者。配鄰州。非積聚財

物。及積聚草木之類。計贓。准盜論加貳等。非積聚草木之類。計贓。准盜論。已燒未然

者。各減壹等。卽到致延燒者。各依故燒法［故燒非舍宅。而延燒有人居止之室者。止依

無人居止舍宅法。下條延燒。准此］。死罪非殺人者。奏裁。應配阡里者配伍伯里。應配

鄰州者配本州。以上殺人者。以故殺傷論［下條殺傷人。准此］。

【雜勅乙 109】諸故燒祖父母父母居止之室。雖未然。從毆法。燒異居緦麻以上親居止之室。

及舍宅財物草木之類。犯尊長。以凡論。犯卑幼緦麻小功。減凡人壹等。大功期親。各遞

減壹等［燒卑幼居止之室。而致殺之者。從故殺法。同居。准此］。同居者。各減異居貳

等［謂犯人於法不合得分者］。若同居卑幼。故燒己宅財物草木之類者。加私輒用財律貳

等。已上。燒有人居止之室者。雖同居。依異居故燒法。其故燒卑幼之室。而知有尊長幾

人在内。各依犯尊長幾人法。

【雜勅乙 110】諸故燒有人居止船車篺筏。依有人居止之室法。

【雜勅乙 111】諸故燒舍宅財物並積聚草木之類者。許人捕。卽故燒非積聚草木之類者。許

吿［故燒同居親無人居止舍宅。若財物草木。並不用此制］。

《雜律 45》諸見火起。應吿不吿。應救不救。減失火罪貳等［謂從本失罪減］。其守衞宮殿

倉庫。及掌囚者。皆不得離所守救火。違者。杖壹伯。

【雜勅乙 103】諸官司船火發。輒解纜放令走流者。杖壹伯。許人吿。

【雜勅乙 104】諸在州失火。都監卽時救撲。通判監督。違者。各杖捌拾。雖卽救撲監督。

而延燒官私舍宅。貳伯間以上［蘆竹草版屋。參間比壹間］。都監通判杖陸拾。仍奏裁。

參伯間以上。知州。准此。其外縣丞尉［州城外草市倚郭縣同］。並鎭寨官。依州都監法。



- 373 -

《雜律 50》諸棄毀制書及官文書者。准盜論。亡失及誤毀者。各減貳等［毀須失文字。若

欲動事者。從詐增減法］。其誤毀失符移解牒者。杖陸拾［謂未入所司而有本案者］。

【雜勅乙 26】諸獄囚案款不連黏。或不印縫者。各徒壹年。有情弊者。以盜論。卽藏匿棄

毀拆換見行及應架閣文書。有情弊者。准此。

【雜勅乙 27】諸公人亡失見行公案帳籍簿曆等。及應架閣文書。限滿尋訪不得者。斷罪枷

錮。再限通滿伯日不得者。降壹資［限外得者。復舊資］。縣吏人杖捌拾。

【雜勅乙 33】諸棄毀交鈔遞牒便錢公據請給券曆者。論如重害文書律［主自棄毀交鈔便錢

公據者。不坐］。卽棄毀及亡失付身制書官文書。止坐棄毀及亡失之人。

【雜勅乙 34】諸主行吏人。若專副毀失交鈔遞牒便錢公文者。論如重害文書律。仍勒停。

有情弊者。永不收敍。

【雜勅乙 36】諸棄毀亡失付身補授文書［謂吿勅宣劄帖牒之屬］。官司保明不實者。杖壹伯。

【雜勅乙 97】諸棄毀木朱記者。准盜論。亡失及誤毀者。減貳等。

《雜律 54》諸棄毀官私器物及毀伐樹木稼穡者。准盜論。卽亡失及誤毀官物者。各減參等。

《雜律 54 附 1》准。周顯德伍年柒月柒日勅條。如有因依讎嫌。心生蠹害。剝人桑樹致枯

死者。至參功。絞。不滿參功及不至枯死者。等第科斷。

【戸婚勅乙 76】諸人戸栽種桑柘。非災傷及枯朽。而輒毀伐者。杖陸拾。

【雜勅乙 71】諸故棄毀緣勅葬供頓之物者。許人吿。

【雜勅乙 99】諸係官山林。輒採伐者。杖捌拾。許人吿。

【雜勅乙 100】諸因讎嫌毀伐人桑柘者。杖壹伯。積滿伍尺徒壹年。壹功徒壹年半［於木身

去地壹尺。圍量積滿肆拾貳尺爲壹功］。每功加壹等。流罪配鄰州。雖毀伐而不至枯死者。

減參等。

《雜律 55》諸毀人碑碣及石獸者。徒壹年。卽毀人廟主者。加壹等。其有用功修造之物而

故損毀者。計庸。坐贓論。各令修立。誤損毀者。但令修立。不坐。

【雜勅乙 98】諸毀損人墳冢。及碑碣石獸之類。並許人吿。

《雜律 56》諸請受軍器。事訖停留不輸者［釋曰。輸猶納也］。拾日杖陸拾。拾日加壹等。

伯日徒壹年。過伯日不送者。減私有罪貳等。其棄毀者。准盜論。若亡失及誤毀傷者。以

拾分論。亡失壹分。毀傷貳分。杖陸拾。亡失貳分。毀傷肆分。杖捌拾。亡失參分。毀傷
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陸分。杖壹伯。卽不滿拾分者。壹當壹分論。其經戰陣而有損失者。不坐。儀仗。各減貳

等。

【雜勅乙 94】諸神臂弓輒棄毀。罪輕者。流貳阡里。許人吿。將校節級不覺察。杖壹伯。

【雜勅乙 95】諸神臂弓。軍回兵將官［押隊使臣同］計所部亡失［亡失人隨身不到者非］。

壹分以下徒貳年。壹分加壹等。肆分以上奏裁。

《雜律 57》諸棄毀亡失及誤毀官私器物者。各備償［謂非在倉庫而別持守者］。若被强盜者。

各不坐不償。卽雖在倉庫。故棄毀者。徵償如法。其非可償者。坐而不備［謂符印門鑰官

文書之類］。

【名例勅乙 33】諸僧道亡失度牒。還俗。

【雜勅乙 35】諸因水火盜賊。毀失印記制書官文書者。勿論。僧道度牒［被人毀失者同］。

滿拾日不申者。還俗。

《雜律 60》諸得闌遺物。滿伍日不送官者。各以亡失罪論。贓重者。坐贓論。私物。坐贓

減貳等。

《雜律 60 附 2》准。廏牧令。諸官私闌遺馬駝騾牛驢羊等。直有官印。更無私記者。送官

牧。若無官印。及雖有官印。復有私記者。經壹年無主識認。卽印入官。勿破本印。並送

隨近牧。別群牧放。若有失雜畜者。令赴牧識認檢實。印作還字付主。其諸州鎭等所得闌

遺畜。亦仰當界内訪主。若經貳季無主識認者。並當處出賣。先賣充傳驛。得價入官。後

有主識認。勘當知實。還其價。

【雜勅乙 92】諸收救得沉溺船所失官物。或流失官船。及所載官物。不送官者。依得闌遺

物律。輒費用者［毀匿賣易質當之類同］。准盜論。許人吿［若物已絶離溺處。而收救之

人不知係官者。雖費用。止依得闌遺物法］。

【雜勅乙 93】諸得闌遺官馬［外界使人馬同］。限外不送官。計贓輕者。壹匹杖壹伯。壹匹

加壹等。罪止徒參年。匿北使馬。至罪止者。不刺面配本城。並許人吿。

捕亡

《捕亡律 3》諸被人毆擊折傷以上。若盜及强姦。雖傍人。皆得捕繫以送官司［捕格法准上
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條。卽姦同籍内。雖和。聽從捕格法］。若餘犯。不言請而輒捕繫者。笞參拾。殺傷人者。

以故殺傷論。本犯應死而殺者。加役流。

【捕亡勅乙 20】諸同籍。若本宗異居緦麻以上尊長［本宗緦麻以上親之母妻。應爲尊屬者

同］。與人和姦。不許吿捕［因與姦人争競致彰露。事相連及者。不從吿坐］。卽因姦事

而殺傷姦人者。聽依捕格法。罪至死者。奏裁。和姦之人。兩論如法。

【捕亡勅乙 21】諸姦本宗異居緦麻以上親［本宗異居緦麻以上親之母女妻同］。聽依同籍捕

格法。

【捕亡勅乙 22】諸妻犯姦。從夫捕。

【捕亡勅乙 23】諸違法成婚。其妻未離正。而犯姦者。夫及夫同籍之人。因執捕而殺傷姦

人。並聽依捕格法。

《捕亡律 6》諸鄰里被强盜及殺人。吿而不救助者。杖壹伯。聞而不救助者。減壹等。力勢

不能赴救者。速吿隨近官司。若不吿者。亦以不救助論。其官司不卽救助者。徒壹年。竊

盜者。各減貳等。

【捕亡勅乙 1】諸賊盜發。州取索捕盜官印紙批書。而違限者。杖壹伯。監司所至不取索印

紙點檢。減貳等。

《捕亡律 7》諸征名已定及從軍征討而亡者。壹日徒壹年。壹日加壹等。拾伍日。絞。臨對

寇賊而亡者。斬。主司故縱。與同罪［下條准此］。軍還而先歸者。各減伍等。其逃亡者。

同在家逃亡法。

【捕亡勅乙 13】諸禁軍兵級逃亡。上軍。斬。在柒日内者。流參阡里。配阡里。首身。杖

壹伯。下軍第壹度。徒參年。首身。杖玖拾。

【捕亡勅乙 14】諸廂軍兵級及刺面人逃亡者。不以有無料錢。第壹度杖玖拾。刺每度逃走

字。首身者。各減參等。

《捕亡律 9》諸流徒囚。役限内而亡者［犯流徒應配及移鄕人。未到配所而亡者。亦同］。

壹日笞肆拾。參日加壹等。過杖壹伯。伍日加壹等。主守不覺失囚。減囚罪參等。卽不滿

半年徒者。壹人笞參拾。參人加壹等。罪止杖壹伯。監當官司。又減參等。故縱者。各與

同罪。

【捕亡勅乙 5】諸編管移鄕人逃亡。第壹度杖陸拾。每度遞加壹等。第伍度。不刺面配編管
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移鄕處本城。首身者。各減參等。卽未至而逃亡者。免罪。加伍伯里。首身。或已加地里。

而再逃亡者。並依已至第壹度首獲法［仍不理已至後度數。内編管人逃亡。許人吿］。

【捕亡勅乙 6】諸罪人應部送上京。在路逃亡者。以徒亡論。計日輕者。杖壹伯。

【捕亡勅乙 12】諸配軍逃亡捕獲者。元配沙門島。及元犯持仗强盜謀殺人。各罪至死貸命。

若會降。及因親屬或得相隱者首吿減等。依上禁軍法［逃亡後雖有罪犯。而情理不至凶惡。

罪至死者。奏裁］。不持仗强盜。罪至死貸命。若會降。及因親屬或得相隱者首吿減等。

並其餘元配貳阡里以上。或廣南及遠惡州者。依下禁軍法。元配阡里以下。及指定州或路

分配者。依廂軍法。以上。揀入別軍。而本軍法重者。依本軍法。卽逃後曾歸本州縣捕獲

者。元配本州卽配鄰州。鄰州配伍伯里。伍伯里配阡里。阡里配貳阡里。貳阡里貳阡伍伯

里並配參阡里。參阡里及廣南配遠惡州。其指定州或路分配軍。無元配地里者。配重役處

［不在按問自首免配之例］。以上。應行而未至配所。或已量移而逃亡者。各准元配遞加

［未至配所者。仍不以赦降原減］。卽犯罪不該配而特刺配。或比元犯特增減地里刺配者。

以特配地里爲法［配沙門島廣南及遠惡州。亦以所配處爲法］。其已充剩員者。不用此制。

【捕亡勅乙 15】諸犯流。已決未役。已役未滿而亡。捕獲者。各杖壹伯。首身者。減參等

［雖會恩。仍補滿役日］。主守不覺亡者。壹名杖陸拾。每名加壹等。罪止杖壹伯。

【捕亡勅乙 16】諸緣坐人。應編管羈管［謂永不放還者］而逃亡者。許人捕。羈管者。杖

陸拾。卽已附籍而逃。至不許往州縣者。依移鄕人逃亡法。

《捕亡律 11》諸丁夫雜匠在役。及工樂雜戸亡者［太常音聲人亦同］。壹日笞參拾。拾日加

壹等。罪止徒參年。主司不覺亡者。壹人笞貳拾。伍人加壹等。罪止杖壹伯。故縱者。各

與同罪。卽人有課役。全戸亡者。亦如之。若有軍名而亡者。加壹等。其人無課役。及非

全戸亡者。減貳等。卽女戸亡者。又減參等。其里正及監臨主司故縱戸口亡者。各與同罪。

不知情者。不坐。

【捕亡勅乙 11】諸監管寒月權留功役人。而不覺逃亡者。杖陸拾。故縱者。准部送已決編

配人法坐之［許吿給賞。亦同］。

【捕亡勅乙 17】諸歸明人逃亡。杖壹伯。再犯。加壹等。參犯。或逃往緣邊者。奏裁。首

身者。各減參等。陷蕃投歸人。遞減壹等［逃往緣邊而捕獲者。亦奏裁］。廂耆鄰人不覺。

減罪人罪伍等。故縱者。與同罪。

【捕亡勅乙 18】諸歸明兵級逃亡［陷蕃投歸人同］。本轄節級杖捌拾。員僚減貳等。副指揮

使以上。又減壹等。故縱者。各減犯人罪壹等。



- 377 -

《捕亡律 14》諸在官無故亡者。壹日笞伍拾。參日加壹等。過杖壹伯。伍日加壹等。邊要

之官。加壹等。

【職制勅乙 103】諸主兵命官下班祗應。擅離兵甲經宿者。徒貳年。卽帶領在州縣城外而擅

離踰時者。罪亦如之。

【職制勅乙 104】諸在官無故亡［擅去官守。亦同亡法］。計日輕者。徒貳年。有規避。或

致廢闕者。加貳等。主兵之官。各加壹等。緣邊主兵官。又加貳等。統轄官司。知而聽行

者。減犯人壹等［不從計日之坐］。

【職制勅乙 105】諸主兵武臣。非公事出城者。杖壹伯。

【捕亡勅乙 2】諸命官犯罪。事發逃亡未獲者。遇赦不原。大禮御劄到後逃亡。雖已獲。遇

大禮赦。准此。

《捕亡律 16》諸主守不覺失囚者。減囚罪貳等。若囚拒捍而走者。又減貳等。皆聽壹伯日

追捕。限内能自捕得及他人捕得。若囚已死及自首。除其罪。卽限外捕得。及囚已死若自

首者。各又追減壹等。監當之官。各減主守參等。故縱者。不給捕限。卽以其罪罪之。未

斷決間。能自捕得及他人捕得。若囚已死及自首。各減壹等［謂此篇内監當主司應坐。當

條不立捕訪限及不覺故縱者。並准此法］。

【捕亡勅乙 4】諸主守不覺失囚者。徒以上。先決杖壹伯。杖以下。先決杖陸拾。給限追捕

如法。限滿不獲。已決之罪不通計。若失死囚者。伍伯里編管。兵級依地里降配。故縱者。

許人吿。

【捕亡勅乙 7】諸部送已決配流編管羈管移鄕人。而有縱失者。准其亡罪。論如縱失囚法。

不以日坐［謂如縱配軍逃亡。應從上軍法者。止准流罪。不從斬坐］。亡罪輕者。刺配准

徒貳年。餘准杖壹伯。若故縱元犯强盜配軍［謂凶惡。或死罪貸命。或配沙門島遠惡州者］。

兵級配鄰州。公人配本城。事理重者。奏裁。

【捕亡勅乙 8】諸部送已決配流編管羈管移鄕人。而故縱逃亡者。許人吿。其同犯爲從之人。

若事未發露能自首陳。所縱之囚雖未捕得。亦聽原罪。

【捕亡勅乙 9】諸受部送在京首獲兵級刺面人。官司應差人而違者。杖陸拾。致逃亡者。加

貳等。卽至所隸未滿半年。復逃入京首獲者。本轄節級歲終科校。貳人笞肆拾。貳人加壹

等。罪止杖壹伯。將校杖陸拾。

【捕亡勅乙 10】諸部送刺配若逃亡兵級。輒入京城者。徒貳年。
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【捕亡勅乙 19】諸歸明人。應編配羈管。及送諸州收管。已至而逃亡者。當職官及本營或

地分干繫人。各杖壹伯。仍奏裁［卽歸明僧人逃亡者。主首。依地分干繫人法］。

《捕亡律 18》諸知情藏匿罪人。若過致資給［謂事發被追。及亡叛之類］。令得隱避者。各

減罪人罪壹等［藏匿無日限。過致資給亦同。若卑幼藏隱。匿狀已成。尊長知而聽之。獨

坐卑幼。部曲奴婢首匿。主後知者。與同罪。卽尊長匿罪人。尊長死後。卑幼仍匿者。減

伍等。尊長死後。雖經匿。但已遣去而事發。及匿得相容隱者之侶。並不坐。小功以下。

亦同減例。若赦前藏匿罪人。而罪人不合赦免。赦後匿如故。不知人有罪。容寄之後。知

而匿者。皆坐如律。其展轉相使而匿罪人。知情者皆坐。不知者勿論］。罪人有數罪者。

止坐所知。

【擅興勅乙 8】諸知情容留他處逃亡軍人。冒名當直者。以違制論。許人吿。

斷獄

《斷獄律 2》諸以金刃及他物。可以自殺及解脫。而與囚者。杖壹伯。若囚以故逃亡及自傷

傷人者。徒壹年。自殺殺人者。徒貳年。若囚本犯流罪以上。因得逃亡。雖無傷殺。亦准

此。卽囚因逃亡。未斷之間。能自捕得及他人捕得。若囚自首及已死。各減壹等。卽子孫

以可解脫之物與祖父母父母。部曲奴婢與主者。罪亦同。

【斷獄勅乙 60】諸囚在禁。故自傷殘者。吏人獄子防守人。各杖捌拾。因而致死。各加貳

等。

《斷獄律 5》諸囚應請給衣食醫藥而不請給。及應聽家人入視而不聽。應脫去枷鎻杻而不脫

去者。杖陸拾。以故致死者。徒壹年。卽減竊囚食。笞伍拾。以故致死者。絞。

《斷獄律 5 附 1》准。獄官令。諸獄囚有疾病。主司陳牒。長官親驗知實。給醫藥救療。病

重者。脫去枷鏁杻。仍聽家内壹人入禁看侍。其有死者。若有他故。隨狀推斷。

《斷獄律 5 附 3》准。刑部式。諸獄囚應給薦席醫藥及湯沐。並須枷鏁鉗杻釘鐷者。皆以贓

贖物充。不足者用官物。

《斷獄律 5 附 4》准。唐長興貳年肆月貳日勅節文。諸道州府各置病囚院。或有病囚。當時

差人診候治療。瘥後據所犯輕重決斷。如敢故違。致病囚負屈身亡。本官吏並加嚴斷。兼
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每年自夏初至捌月末以來。伍日壹度差人洗刷枷匣。

【斷獄勅乙 46】諸囚在禁非理致死。事理重者。官吏獄子。奏裁。若囚病。不卽申擧。或

不切醫治致死數多。或疾病不治。責出拾日内死。事理重者。官吏。准此。

【斷獄勅乙 47】諸囚在禁病死［因捶考過傷。及疾病不治。責出拾日内死。而事理輕者同］。

歲終通計所禁人數。死及壹分。獄子杖壹伯。吏人減壹等。當職官又減壹等。每壹分遞加

壹等。罪止徒壹年半。仍不以去官赦降原減。

【斷獄勅乙 48】諸病囚合藥錢。輒侵移他用。依擅支上供錢物法。提點刑獄司常切檢察。

《斷獄律 6》諸應議請減。若年柒拾以上拾伍以下。及廢疾者。並不合拷訊。皆據衆證定罪。

違者以故失論。若證不足。吿者不反坐。其於律得相容隱。卽年捌拾以上拾歲以下。及篤

疾。皆不得令其爲證。違者減罪人罪參等。

《斷獄律 6 附 1》准。唐長興貳年閏伍月拾捌日勅節文。凡所爭論。如是悼耄篤疾不勝刑責

者。不得身自論對。

《斷獄律 6 附 2》臣等參詳。或慮有悼耄篤疾之人。同居更無骨肉。被人侵損。須至理訴者。

請今後官司亦須受理。其家有骨肉。並情涉無賴。卽准勅文處分。

【斷獄勅乙 50】諸憑恃老疾應贖。而故有違犯。情不可恕者。鄰州編管。

【職制勅乙 87】諸被差體究公事。輒枷訊人者。論如前人不合捶考者律。罪輕者。杖壹伯。

《斷獄律 9》諸拷囚。不得過參度。數總不得過貳伯。杖罪以下。不得過所犯之數。拷滿不

承。取保放之。若拷過參度。及杖外以他法拷掠者。杖壹伯。杖數過者。反坐所剩。以故

致死者。徒貳年。卽有瘡病。不待差而拷者。亦杖壹伯。若決杖笞者。笞伍拾。以故致死

者。徒壹年半。若依法拷決而邂逅致死者。勿論。仍令長官等勘驗。違者。杖陸拾［拷決

之失。立案不立案等］。

《斷獄律 10 附 1》准。刑部格。勅節文。其有挾情託法枉打殺人者。宜科故殺罪。

【斷獄勅乙 13】諸倉庫兵級犯笞罪［謂於本倉庫有犯者。仍須無監官處。其酒務。雖有監

官同］。聽專副行決。過拾下者。論如前人不合捶考律。以故致死。或因公事毆至折傷以

上者。並奏裁。

【斷獄勅乙 21】諸決罪人而違判增杖者。杖壹伯。徒流罪。徒壹年。入罪重者。各加所入

罪壹等。以故致死。各減鬪殺罪參等。卽所增杖數過貳拾。及於杖上增以他物者。各加貳

等。以故致死。論如前人不合捶考律。
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【斷獄勅乙 22】諸杖直決人。而暗加杖數。及於杖上增以他物。故爲慘毒者。徒貳年。意

在規求。或情涉讎嫌。若決徒流罪者。配本州。以故致死者。依故殺法。仍奏裁。

【斷獄勅乙 26】諸罪人應送所屬而輒決。邂逅致死。非挾情者。以違制論。

【斷獄勅乙 51】諸殘疾［謂如瘤瘇之類。久遠不堪醫治者］犯徒流。有妨受杖。當職官驗

實。依折杖法從杖罪決之［應編配居作勒停還俗之類。各盡本法］。其不盡之數。及杖以

下。有妨科決者。並聽收贖。

《斷獄律 13》諸鞫獄官。囚徒伴在他所者。聽移送先繫處倂論之［謂輕從重。若輕重等。

少從多。多少等。後從先。若禁處相去伯里外者。各從事發處斷之］。違者。杖壹伯。若

違法移囚。卽令當處受而推之。申所管屬推劾。若囚至不受。及受而不申者。亦與移囚罪

同。

【斷獄勅乙 42】諸違法移囚流以上。以違制論。卽囚至不受。及受而不申者。杖壹伯。

【斷獄勅乙 43】諸以在禁罪人避免按察官點檢。而移往他所者。徒貳年。許被禁之家越訴。

【斷獄勅乙 45】諸勘鞫公事。妄作緣故陳乞移推。及州縣未結絶。非冤抑不公。而監司輒

移者。各杖捌拾。

《斷獄律 14》諸決罰不如法者。笞參拾。以故致死。徒壹年。卽杖麤細長短不依法者。罪

亦如之。

【斷獄勅乙 19】諸侵夜行刑者。杖壹伯。

【斷獄勅乙 20】諸官司行決不如法［謂用繩核等窒塞其口。或於鼔面抨硾。及用棍棒藤條

捶決。並以荆棒竹篦之類杖背者］。及杖瘡未損而重疊行決者。各以違制論。因而致死者。

論如前人不合捶考律。若滴水之類。遲延行決者。杖壹伯。

【斷獄勅乙 23】諸決罪人不如法。當職官杖直。各依首從法。及瘡病不待差而決。事由當

職官者。杖直。罪止杖壹伯。

【斷獄勅乙 24】諸杖笞［獄具枷杻鉗鎻之類同］制度違式者。杖陸拾。

《斷獄律 17》諸斷罪。應言上而不言上。應待報而不待報。輒自決斷者。各減故失參等。

【斷獄勅乙 16】諸獄案。以兩辭互說及不圓情款。或本處得論決之人。輒上聞者。各杖壹

伯。

【斷獄勅乙 17】諸罪人已經奏斷。其同犯人情法不異者。依已斷人斷訖以聞。



- 381 -

【斷獄勅乙 27】諸事干邊防或機速［機謂事干機會。理須從權。速謂不可淹留待報。餘條

機速。准此］。並諸軍犯罪事理重害。難依常法而不可待奏報者。許申本路經略或安撫司。

酌情斷遣訖以聞［罪不致死者。不許特處死］。餘犯情重。自依奏裁法。

《斷獄律 18》諸制勅斷罪。臨時處分。不爲永格者。不得引爲後比。若輒引。致罪有出入

者。以故失論。

《斷獄律 18 附 1》准。獄官令。諸犯罪未發。及已發未斷決。逢格改者。若格重。聽依犯

時。格輕。聽從輕法。

《斷獄律 18 附 7》准。唐長慶參年拾貳月貳拾參日勅節文。御史臺奏。伏緣後勅合破前格。

自今以後。兩司檢詳文法。一切取最向後勅爲定。勅旨。宜依。

【斷獄勅乙 15】諸犯罪未發。及已發未論決。而改法者。法重。聽依犯時。法輕。從輕法。

卽應事已用舊法理斷者。不得用新法追改。

《斷獄律 19》諸官司入人罪者［謂故增減情狀。足以動事者。若聞知有恩赦而故論決。及

示導令失實辭之類］。若入全罪。以全罪論［雖入罪。但本應收贖及加杖者。止從收贖加

杖之法］。從輕入重。以所剩論。刑名易者。從笞入杖。從徒入流。亦以所剩論［從徒入

流者。參流同比徒壹年爲剩。卽從近流而入遠流者。同比徒半年爲剩。若入加役流者。各

計加役年爲剩］。從笞杖入徒流。從徒流入死罪。亦以全罪論。其出罪者。各如之。卽斷

罪失於入者。各減參等。失於出者。各減伍等。若未決放。及放而還獲。若囚自死。各聽

減壹等。卽別使推事。通狀失情者。各又減貳等。所司已承誤斷訖。卽從失出入法。雖有

出入。於決罰不異者。勿論。

【斷獄勅乙 4】諸官司失入死罪。壹名。爲首者。當職官勒停。吏人阡里編管。第貳從。當

職官衝替。事理重吏人伍伯里編管。第參從。當職官衝替。事理稍重吏人鄰州編管。第肆

從。當職官差替。吏人勒停。貳人。各遞加壹等［謂如第肆從依第參從之類］。爲首者。

當職官追壹官勒停。吏人貳阡里編管。參人。又遞加壹等。爲首者。當職官追兩官勒停。

吏人配阡里［以上。雖非壹案。皆通計］。並不以去官赦降原減。未決者。各遞減壹等［謂

第參從依第肆從。第肆從參人依貳人之類］。會赦恩及去官者。又遞減壹等［以上。本罪

仍依律。其去官會恩者。本罪自依原減法］。卽事涉疑慮。若係强盜及殺人正犯各應配。

或中散大夫以上。及武官犯者。並奏裁。

【斷獄勅乙 30】諸公吏犯罪。不應通計而故爲論決［虛立案款作論決者同］。若事發後妄作
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以前陳首。各致官司已施行者。當職官吏。以故出人罪論。

【斷獄勅乙 31】諸官司失出人罪者。依因罪人以致罪法。

【斷獄勅乙 32】諸吏人故出入人杖以上罪。雖未決。勒停。徒以上罪。雖會恩。仍永不敍

［失入死罪未決。避罪逃亡者。准此］。其受財出入死罪而罪不致死者。雖未決。配廣南。

從者。配阡里。

【斷獄勅乙 33】諸吏人受財出入人罪者。許人吿。

【斷獄勅乙 35】諸州推司［謂當直司州院司理院推司。餘條稱州推司。准此］法司吏人。

失出入徒以上罪。已決放而罪不至勒停者。再犯或及伍人失入者。勒停。失出者。還舊役。

降本等下名。並永不得再充。

【斷獄勅乙 36】諸官司。以淹造食物洗暴煎煉取鹽斷罪者。以入人罪論。

【斷獄勅乙 37】諸罪人。本罪遇恩應原。而輒以虛妄之類收坐者。以入人罪論。罪輕者。

杖壹伯。

【斷獄勅乙 39】諸官司擧駁入人死罪不當者。杖壹伯。

【斷獄勅乙 40】諸置司鞫獄不當。案有當駁之情。而錄問官司不能駁正。致罪有出入者。

減推司罪壹等。卽審問［非置司同］。或本州錄問者。減推司罪參等［當職官簽書獄案者。

與出入罪。從壹重］。

【斷獄勅乙 41】諸縣以杖笞及無罪人作徒流罪。或以徒流罪作死罪送州者。各杖壹伯。若

以杖笞及無罪人作死罪送州者。徒壹年。其故增減情狀者。各從出入法。

《斷獄律 20》諸赦前斷罪不當者。若處輕爲重。宜改從輕。處重爲輕。卽以輕法。其常赦

所不免者。依常律［常赦所不免者。謂雖會赦。猶處死及流。若除名。免所居官。及移鄕

者］。卽赦書定罪名。合從輕者。又不得引律。比附入重。違者。各以故失論。

【斷獄勅乙 9】諸罪人會降者。但事已發。雖未追。或不禁。並同見禁［事發逃亡。或逃亡

後事發者非］。

【斷獄勅乙 10】諸罪人身在他所而犯罪。或事發。若首獲處。被赦降者。與身遇赦降同［命

官他處犯罪。願就肆京及畿内聽勅。非鄕貫。或舊住家處者。遇疏決。不在原減之類］。

【斷獄勅乙 11】諸罪人已降斷勅［批狀劄子。或省符備降朝旨同。餘條稱斷勅或勅斷。准

此］未到。而遇赦降者。於勘所計程［謂赦降日行伍伯里。斷勅日行肆伯里。各以入遞日

時爲始］。應在赦降前到者。不得原減。應死者。奏裁。其斷勅雖應前到。而罪人未應行

決［謂有瘡病孕及禁刑日之類］。或應與赦降同日到者。依會恩法。卽諸路提點刑獄司覆
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畢案。牒報論決未到。而遇赦降者。並准此。

《斷獄律 21》諸聞知有恩赦而故犯。及犯惡逆。若部曲奴婢毆及謀殺若强姦主者。皆不得

以赦原。卽殺小功尊屬從父兄姊。及謀反大逆者。身雖會赦。猶流貳阡里。

【斷獄勅乙 7】諸大禮御劄已到。而犯强盜。持仗竊盜。强姦。謀殺人。毆人折傷以上［謀

殺折傷。謂至死。應爲正犯者］。各罪至徒。官吏犯入己贓。急脚馬遞鋪兵級曹司盜匿棄

毀私坼遞角或將帶逃亡。官司故稽緩刑獄公事。命官身亡送還人［丁憂不解官。所差送喪

柩人同］擅自歸或逃亡。及部轄職員將校節級。並爲首率衆者。各不以大禮赦原減。其故

出入人徒以上罪。或容庇罪人拖延。及妄爲疏駁會問不圓公案。致會大禮赦者［謂不妨結

案。或檢斷而故爲方便者］。官司及罪人。各准此。卽罪人故不承伏若翻異［家屬稱冤同］。

或故自毀傷。及詐稱瘡病產孕老幼。有蔭吿身在遠。或虛稱更曾別作過犯。官司信憑會問。

各妨結斷。而致會大禮赦者［雖赦前已承。但斷決不及。皆是］。亦不得原減。若因駁問

翻異。而改斷從輕。或刑名不移而罪名改輕。若刑名雖加而當敍遺闕從輕［謂如贓罪改從

私罪。或私罪杖改從公罪徒之類］。或干連未經取勘。及不曾翻異之人。自從會赦法。

【斷獄勅乙 8】諸大禮御劄已到。而犯徒以上罪情理切害。或殺人罪至死。各會大禮赦應原

者。奏裁。

《斷獄律 22》諸獄結正［犯翼祖廟諱改爲正。下同］。徒以上。各呼囚及其家屬。具吿罪名。

仍取囚服辯。若不服者。聽其自理。更爲審詳。違者。笞伍拾。死罪。杖壹伯。

【斷獄勅乙 44】諸罪人翻異。或家屬稱冤。應申提點刑獄司差官別推。而輒移屬縣者。徒

貳年。若無出入。減參等。

《斷獄律 24》諸徒流應送配所而稽留不送者。壹日笞参拾。參日加壹等。過杖壹伯。拾日

加壹等。罪止徒貳年［不得過罪人之罪］。

【斷獄勅乙 55】諸部送罪人而私不行［妄託事故。輒爲留連者］。或令負擔物色。及行不由

正驛路者。各杖壹伯。縱令乞取財物者。加壹等。其私不行失囚。罪重者。與行者同罪。

卽行者故縱。而不行者不知情。止坐失囚之罪。

【斷獄勅乙 56】諸部送罪人。非理陵虐者。杖壹伯。鄰州編管。兵級降配。罪至徒者。奏

裁。並許人吿。

【斷獄勅乙 57】諸配沙門島人。應別錄所犯付部送人。報登州。而於令有違。及隱漏者。
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各杖捌拾。卽部送凶惡及走投化外情重罪人。而不依令選差兵級。及關報根治者。罪亦如

之。

《斷獄律 29》諸死罪囚。不待覆奏報下而決者。流貳阡里。卽奏報應決者。聽參日乃行刑。

若限未滿而行刑者。徒壹年。卽過限。違壹日杖壹伯。貳日加壹等。

【斷獄勅乙 25】諸死罪應奏裁而輒決者。流貳阡里［謂非刑名疑慮。或情法輕重。及可憫

者］。

《斷獄律 30》諸斷罪。應決配之而聽收贖。應收贖而決配之。若應官當而不以官當。及不

應官當而以官當者。各依本罪減故失壹等［死罪不減］。卽品官任流外及雜任。於本司及

監臨犯杖罪以下。依決罰例。

【斷獄勅乙 38】諸斷罪應決徒流而編配。應編配而決徒流。各減出入罪貳等［謂如應決徒

罪而刺配。從刺配減貳等之類］。出入重者。計所剩以全罪論［謂如應決徒壹年而配沙門

島合比流者。以全入徒參年論之類］。
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附 篇
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招婿婚婚書について

七野 敏光

１．はじめに

２．［女婿在逃依婚書断離］の概略

３．女婿の義務

４．［女婿在逃］と文言の変化

５．むすびにかえて

１．はじめに

妻家に夫を招き入れる形態の婚姻を「招婿婚」と呼ぶ。本稿は『元典章』一八（戸部巻

之四）に見える［女婿在逃依婚書断離］と［女婿在逃］を主たる史料とし、元代招婿婚の

婚書について少しく理解を深めようとするものである。考察の手がかりとして、仁井田陞

氏により紹介された元代の招婿婚婚書の雛形を掲げる（１）。「下財招養老女壻書式」「女壻

回聘書式」の二通、妻家・夫家の両家が互いに交わす合同婚書の雛形である。

・・・・・・・・・・

下財招養老女壻書式

具郷貫某処住人姓某、有親生女名某姐見年幾歳、別无児男、今憑某人為媒、某人保親、

備到財礼若干、招到某処某人第幾男名某見年幾歳進舎、為養老女壻、自成親後、仰小心

侍奉贍養某去妻年老、依里作活、応当本戸一応差役、却不得妄有□故擅自私搬女小、抛

離出紹、不紹家業、別作非違、如有此色、保親人、自用知当无詞、听願夫妻保守児女興

昌、今立合同婚書為用者

年 月 日 婚主姓 某押 啓

合 同 婚 書 保親姓 某押

媒人姓 某押
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女壻回聘書式

具郷貫某処姓某、今憑某人為媒、某人保親、以某第幾男名某見年幾歳、与某処某人第幾

女名某姐見年幾歳、結親進舎、為長年養老女壻、受訖聘礼若干、自上門成親之後、在家

須管小心侍奉養贍外父外母年老、勤力作活、承当本戸一応差役、更不敢不紹家業、擅自

出外、別生事端、将帯妻小、抛離改居、如有此色、保親人、自用知当、仍甘経官懲治施

行、所夫妻久遠、児女衆多、今立合同婚書為用者

年 月 日 婚主姓 某押 啓

女婿姓 某押

合 同 婚 書 保親姓 某押

媒人姓 某押

・・・・・・・・・・

内閣文庫所蔵『新編事文類聚啓箚青銭』（巻七婚礼門）からの採録である。同書には、

夫家に妻が嫁ぐ普通の婚姻形態に用いる婚書の雛形である「納聘書式」「回聘書式」も見

える（２）。両者の婚書を比較すると、普通の婚書にはない、女婿の義務及び保親人の責任

に関する文言（下線部）が招婿婚婚書には示されている（３）。招婿婚婚書の特徴である。

２．［女婿在逃依婚書断離］の概略

元代招婿婚の婚書自体はいまに伝えられないが、その文言（とりわけ女婿の義務に関す

る文言）を推測させる史料として［女婿が在逃すれば婚書に依り断離せよ：女婿在逃依婚

書断離］がある（４）。まず本案全文（口語訳及び原文）を掲げたうえでその概略を記す。

・・・・・・・・・・

至元十（一二七三）年十二月、中書戸部が承奉せる中書省の判送。戸部の元呈。

中書省が拠けたる太原路の申。宋徳栄の告。至元五（一二六八）年七月、婚書を立
う

て、府北関石顕の弟石虎虎を姪女小梅の女婿として招き入れました。その際に、場
め い

合によっては「一 面に小梅を改嫁させるも、石顕・石虎虎はならびに争告わず」
いつぽうてき あ ら そ

と、このような婚書を立てました。その後、婿石虎虎は、至元七（一二七○）年七

月内に在逃いたしました。そしてその月の十五日、女婿石虎虎はわが家ではなく石
とうぼう

顕の家に滞在し、十七日に至って、府北関の苗社長がわが家に送り届けてきたもの

の、十八日に、またもや在逃し所在が知れません（以上、宋徳栄の告）。この宋徳栄の
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告をうけ、太原路が勾えた関係人等は相同じ詞因にて証言しております。照べ得た
とら こ と ば

り。石虎虎は在逃すること三年、根尋（徹底的に捜索）するも見つかりません。も

し 元 に立てたる文字（文書）に依り帰断しようとするも、そのように断ぜられた体
はじめ

例はございません。照験せられん事を乞う。此を得られよ（以上、太原路の申）。この

太原路の申をうけ、戸部が略行照べ得たり。在先に拠けたる大都・衛輝等の路の状
ほ ぼ さ き

申に見える、楊阿王等数家が告したところの招き入れたる女婿が在逃せる公事数件

中、楊阿王の状告。至元二（一二六五）年九月内に、媒人に憑り「馬得信の 男 実哥
よ むすこ

を招き入れ 女 張哥の養老女婿といたします。もし馬実哥がすすんで働こうとせず、
むすめ

家業を紹がなければ、この文字をもって、すなわち休離（離婚）に当て、さらに鈔
つ

五十両を罰といたします」と写した婚書を立てました。わが家にて生活して後、至
しる

元六（一二六九）年四月二十三日に至り、婿馬実哥がわが家の銭本をもって在逃い

たしました。そして至元八（一二七一）年六月二十三日に、馬得信ならびにその妻、

及び媒人趙娘が婿馬実哥をわが家に送り届け、再度逃走しないという生死文字（起

請文）を立て、依 旧に生活いたしました。しかしながら、十月初六日に至り、馬
もとのとおり

実哥はまたもや金銀の釵 釧を偸盗み在逃いたしました（以上、楊阿王の告、及び中書
かんざしうでわ ぬ す

省管下不詳路の申）｡また張栄の告。「張阿馮の男張小興を招き入れ外男甥女福仙の舎居
は は が た め い

（家住み）養老女婿といたします。もし老爺・老娘の指教にしたがわず、家業を紹
お つ と つ ま さ し ず

がず、在逃六十日にして家に還らなければ、この文字をもって、すなわち休書（離

婚状）と同じとし、張福仙を他人に改嫁させるも、ならびに争告わず。もし争告う

者は、情 願通行鈔一百貫を罰とし、没官使用されるも 詞 は申しません」と写した
よろこんで いぞん

婚書を立てました。至元四（一二六七）年七月二十八日に過門（婿入り）し、至元

七年五月十八日、婿張小興は嗔責られたわけでもないのに在逃いたしました。そし
せめたて

て九月内にそのことを衛輝路に告し、淇州の官司が張小興の兄張二を督勒し、十二
う な が

月内に婿張小興を捜し出して官に差し出させ、官は婿張小興を二十七下に断じたう

えで、張栄の家内で働き生活するよう省会（指示）しましたが、六月十七日、張小

興がまた在逃いたしました（以上、張栄の告）。及び州判兼捕盗官に張栄が勾追えられ、
と ら

官に到り取調べられたその 該 。准けたる南京路録事司の文字に、婿張小興は賊を作
あらまし う な

し、逃亡中であると見える（以上、衛輝路の申）｡また安林の告。至元二年八月内に、

令孟得禄を媒人とし、大都焼羊李大の随 母 男王驢哥を招き入れて女秀哥の養老女
つまのつれむすこ
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婿とし、「もし女婿驢哥が游手好閑で仕事に身を入れず、調人（仲裁人）を打出し、
おいかえ

家業を紹がず、丈 母の教令に 伏 わなければ、この文字をもって、すなわち休離と
つまのはは いいつけ したが

同じといたします」と写した合同婚書を立てました。成婚後、至元五年七月内に、

王驢哥が家業を紹がず、井戸に身を投げ自殺を図り、乱暴にも丈母を推し倒し在逃

したので、宛平県ならびにその投下の官司に告し、「以後驢哥による一切の災いは、

丈 人についてであれ、丈母についてであれ、焼羊李大が情願一面承当（責めを担う）
つまのちち す べ て

いたします。もし驢哥が以後も依 前に刁蹬（悪事にはしる）し、家業を紹がなけ
さきのとおり

れば、この文字をもって、すなわち休離と同じとするも詞は申しません」と 該 を
やくそく

して写した死活文字（起請文）を再度立てました。在後女婿王驢哥は依前にすすん
の ち

で働こうとせず、 故 にわが家の買売を壊して刁蹬したため、宛平県の官司に告し
ことさら あきない

ました（以上、安林の告）。この安林の告をうけ、大都路が至元八年二月内に、申し奉

じたる尚書戸部の符文もまた王驢哥を二十七下に断じ訖り、安家に省会して、依旧

に婿とさせ、もし以後も依前に違非し、家業を紹がなければ、官に赴いて実情を告

し、すなわち離れることを聴しております。在後王驢哥は、恨を挟んで女秀哥の姦
わか ゆる

通を誣告したうえで不正な儲けを謀り、彼女を 娼 として売り払い、及び乱暴にも
あそびめ

丈母の左眼を打傷するという公事があります。これらにつき、大都路が罪を認める

本人の供述を取り訖えて、帰断しようとしましたが、また在逃いたしました（以上、

大都路の申）。また王得林の告。至元三（一二六八）年四月内に、この路孟甫の男孟野

驢を招き入れて女哇哥の婿とし、一五年間の入舎（家住み）といたしました。この

際に、「以後ならびに調人を走出させることを得ず、家業に着らず、活計を做さざれ
に げ だ かか し ご と

ば、この文字をもって、すなわち休離に当てる」と、このような婚書を立てました

が、至元五年五月十九日に、女婿孟野驢は嗔責られたわけでもないのに在逃いたし

ました（以上、王得林の告、及び中書省管下不詳路の申）。各路具申するところは、婚書に

照依して帰結すべきであると擬るも、却って不 曾断じたる体例がないため、戸部
はか ひとつとして

が已経に各路に文書を行下し、それぞれが上申するところの事理に照依して施行さ
す で く だ

せてきました。及び照べ得たり。至元六年二月内、尚書戸部の呈。民間男女の婚姻

は一ならず、婚書の文約を立てる者も有れば、また元に聘財を議った婚書を立てず、
とりきめ はか

媒妁人に憑り婚姻し、事が定まった後に、婚書が無いために、聘財の財銭を増減し、

女婿には出舎年限（妻家を出るまでの年限）を争い、詞訟絶えざる者も有るために
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議定いたします。今後婚姻を為す者は、婚書の文約を立て、元に議った聘財ならび

に女婿には養老・出舎年限を写し、主婚・保親・媒妁人が画字して、道理に従い成

婚すれば、争告を免れるに庶からん、ということになりましょう。此の如く各路に
あらそい ちか

遍行（あまねく文書を下す）禁約し、上の 依 に施行せしめよ。中書省に具呈したれ
とおり

ば照詳せられよ（以上、尚書戸部の呈）。また至元八年六月内、承奉せる尚書省の箚付

の該。養老女婿を招き入れるには、すでに定められた聘財の等第（等級）に照依し

てその半ばを減じ、須要明確な媒妁人による婚書を立てて成婚せよ（以上、尚書省の箚
かならず

付）。またすでに各路に文書を下して、上の依に施行させてきました。今拠けたる太

原路の見申に見える、宋徳栄所告の女婿が元に立てたる婚書に依らず在逃した等の

事は、至元六年二月以前に招き入れて婿とした、その婿となった人が在後に家業を

紹がず、故に元に立てたる婚書に違えて在逃したということであります。もし戸部

が見在する婚書に憑り処断しようとするも、別に定例がありません。このために、

各路が上申してきた各項婿の在逃を告した事理を略行照依し、此を以て議し得たり。

民間の婿を招き入れる家は、或は 嗣 たる男児がなく、或は男児が幼小く、思うに
あとつぎ お さ な

人の養臍がないためにそういたします。内には女家が財を下し、養老女婿を招き入
た す け

れて気力を籍りようとする場合が有り、及び男家に銭財が無いために、舎居年限つ
ち か ら か

きの女婿となる場合が有ります。夫家と女家とが、両家合同して明白に婚書を立て

て信を取め、その文面には「家業を紹がずに在逃する等の事は、すなわち休離に当
もと

てる」と該をして写し、ただ婿となる人が、妻家のため道理に従いすすんで働くよ

うに釐 勒させます。「理由もなく飲酒し、游手好閑で仕事に身を入れず、調人を打
おさめただ

出し、家業を紹がず、丈母の教令に伏わない」及び「在逃六十日にして或は妻家に

還らなければ、立てる所の婚書をもって、すなわち休棄（離婚）と同じとし、すな

わち改嫁に任す」と写すことも有ります。また兼ねて先に家業を紹がず、告され妻
まか

家に留まることを求められたために、再び文字を立て、「もし後に似前に家業を紹が

なければ、この文字をもって、すなわち休棄と同じである」と該して写すことも有

ります。所有前項に節 次申しあげきた事理であり、各路に文書を行下し帰着させ
す べ て じゆんぐりに

ようといたしましたが、今に到るも結絶することができません。その婿となる人の

心情を原ねるに、妻の家に 就 き成婚した後、父母有る者は実家に帰ろうと思い、妻
たず おもむ

家に馴染まず別居を謀りますが、こうした気持ちが有るといっても、家を出ること
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などできず、ただ妻家にてすすんで働こうとせず、理由もなく飲酒し、游手好閑で

仕事に身を入れず、銭を偸んで在逃するは、皆この気持ちから生じるものでありま

す。このことにつき、妻家が陳告して官に到り、累年決せず、官司を紊乱し、深 だ未便
はなは ふつごう

であります。此を以て参詳する。もし私約の婚書に憑准せず帰結するならば、別に

依拠するものが無い。各路の上申してきた女婿につき、両和（両家納得）して自願
ね が

い立てたる婚書に照依し、断じて両人が離れて別行に改嫁させることを聴し、もっ
べ つ

て後来を戒めると擬れば、彼らが妻家にて道理に従いすすんで働き、以前の弊害を
の ち

格去し、漸く淳厚（人情が厚いこと）を成すに庶からん、ということになりましょ
た だ

う（以上、戸部の元呈）。このように戸部が呈し奉じたる都堂の鈞旨。戸部に送り、も

し婿家に別に異詞が無ければ、擬する所に依准し施行させよ（以上、都堂の鈞旨）。こ
はんろん

の都堂の鈞旨をうけ、戸部が再行披詳し得て上呈する。各路が擬する所の申は、若便
ふたたび た や す

く元に立てたる婚書に照依して帰断しようとするも、そのように断ぜられた体例は

無く、また男家と女家との両和した詞理が無く、累年帰絶することができない、及

び女婿が今在逃している、もし私約の婚書に憑准せず帰結するならば、別に依拠す

るものが無い、ということであります。今見奉を承けるに、婿家はすでに元に約し

たところに違えており、多く装 飾が有り、別に異詞が無いなどということはあり
とりつくろい

得ません。此を以て参詳する。戸部の已擬に依准し、両和して自願い立てたる婚書

に照依し、断じて両人が離れることを聴せば、依拠するものが有るようで、官司を

紊煩させることを致さざるに庶からん、ということになりましょう（以上、戸部の呈）。

このように戸部が呈し奉じたる都堂の鈞旨。戸部に送り、擬を准めて施行せられよ
みと

：至元十年十二月、中書戸部承奉中書省判送。本部元呈。拠太原路申。宋徳栄告。

至元五年七月、立婚書、召到府北関石顕弟石虎虎与姪女小梅。一面改嫁、石顕・石

虎虎並不争告、立下如此婚書。其婿石虎虎、自至元七年七月内在逃。当月十五日、

却有女婿石虎虎在於親家石顕家内、至十七日、本関苗社長送来本家、十八日、又行

在逃不知所在。勾到一干人等指証相同詞因。照得。石虎虎在逃経今三年、根尋不見。

若依元立文字帰断、不見断過如此体例。乞照験事。得此。本部略行照得。在先拠大

都・衛輝等路状申、楊阿王等数家告召到女婿在逃公事数内。楊阿王状告。至元二年

九月内、憑媒写立婚書、召馬得信男実哥与女張哥作養老女婿。如馬実哥不肯作活、

不紹家業、此文字便当休離、更罰鈔五十両。住至至元六年四月二十三日、有婿馬実
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哥将訖本家銭本在逃。至至元八年六月二十三日、馬得信并妻及媒人趙娘将婿馬実哥

送本家、立到再不在逃走生死文字、依旧住坐。至十月初六日、馬実哥又将金銀釵釧

偸盗在逃｡又張栄告。写立婚書、召張阿馮男張小興与外男甥女福仙作舎居養老女婿。

老爺・老娘指教、不紹家業、在逃六十日不来還家、此文字便同休書、張福仙改嫁他

人、並不争告。如却行争告者、情願罰通行鈔一百貫、没官使用不詞。如此写婚書。

至元四年七月二十八日過門、至元七年五月十八日、有婿張小興不因嗔責在逃。九月

内告到本路、淇州官司督勒張小興兄張二、於十二月内将婿張小興尋見前来、官将婿

張小興断訖二十七下、省会於栄家内作活住坐、六月十七日、有張小興在逃。及蒙州

判兼捕盗官将栄勾追到官取問該。准南京路録事司文字、有婿張小興作賊、見行在逃｡

又安林告。至元二年八月内、令孟得禄為媒、召到本都焼羊李大随母男王驢哥与女秀

哥為養老女婿、写立合同婚書、若女婿驢哥游手好閑、打出調人、不紹家業、不伏丈

母教令、此文字便同休離。成親之後、至元五年七月内、為王驢哥不紹家業、投井自

抹、行兇将丈母推倒在逃、告到宛平県并本投下官司、再立死活文字、該写若已後驢

哥但有一切横灾、不干丈人・丈母之事、焼羊李大情願一面承当。若驢哥已後似前刁

蹬、不紹家業、将此文字便同休離不詞。在後女婿王驢哥依前不肯作活、故壊本家買

売刁蹬、告到宛平県官司。至元八年二月内、申奉到尚書戸部符文又将王驢哥断訖二

十七下、省会本家、依旧為婿、如已後似前違非、不紹家業、赴官告実、即便聴離。

在後挾恨将女秀哥誣告奸事贓謀、買休為娼、及行兇将伊丈母左眼打傷公事。大都路

取訖本人招伏、欲行帰断、又行在逃。又王得林告。至元三年四月内、召到本路孟甫

男孟野驢与女哇哥為婿、一十五年入舎。立到婚書。已後並不得走出調人、不着家業、

不做活計、此文字便当休離。立如此婚書、至元五年五月十九日、女婿孟野驢不因嗔

責在逃。各路具申、擬合照依婚書帰結、却縁不曾断過体例、本部已経行下各路、照

依各各所申事理施行去訖。及照得至元六年二月内、尚書戸部。為民間男女婚姻不一、

有立婚書文約者、亦有不立元議聘財婚書、憑媒妁為婚、已定之後、為無婚書、増減

財銭、女婿争差年限、以致詞訟不絶、議定。今後為婚姻者、写立婚書文約、元議聘

財并女婿養老出舎年限、主婚・保親・媒妁画字、依理成親、庶免争告。如此遍行各

路禁約、依上施行。具呈中書省照詳。又至元八年六月内、承奉尚書省箚付該。招養

老女婿、照依已定聘財等第減半、須要明立媒妁婚書成親。亦已行下各路、依上施行

去訖。今拠太原路見申、宋徳栄所告女婿不依元立婚書在逃等事、係在至元六年二月
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已前召到為婿、其作婿之人在後不紹家業、故違元立婚書在逃。本部若憑見在婚書処

断、別無定例。為此、略行照依各路申到各項告婿在逃事理、以此議得。民間召婿之

家、或無子嗣、或児男幼小、蓋因無人養臍。内有女家下財、召到養老女婿図籍気力、

及有男家為無銭財、作舎居年限女婿。其夫家与女家、両家相和同明白立到婚書取信、

該写不紹家業在逃等事、便当休離、止是釐勒為婿之人、肯為妻家依理作活。非理飲

酒、游手好閑、打出調人、不紹家業，不伏丈母教令、及有該写在逃一百日或六十日

不還本家、所立婚書便同休棄、任便改嫁。兼有先為不紹家業、告求妻家収留、再立

文字、該写如後似前不紹家業、此文字便同休棄。所有前項節次申到事理、已経行下

各路帰着、到今不能結絶。原其作婿之人、就妻成婚之後、有父母者思帰本家、無尊

親亦謀另居、雖有是心、計無得出、止於妻家不肯作活、非理飲酒、游手好閑、偸銭

在逃、皆由此而生。其妻家陳告到官、累年不決、紊乱官司、深為未便。以此参詳。

若不憑准私約婚書帰結、別無依拠。擬合将各路所申女婿、照依両和自願立到婚書、

断聴両離別行改嫁、以戒後来、庶免肯於妻家依理作活、格去前弊、漸成淳厚。呈奉

到都堂鈞旨。送本部、如作婿之家別無異詞、依准所擬施行。本部再行披詳得。各路

所擬申、若便照依元立婚書帰断、別無断過如此体例、又無男与女家両各詞理、累年

不能帰絶、及女婿見今在逃、若不憑准私約婚書帰断、別無依拠。今承見奉、其作婿

之家已違元約、其間多有装飾、不能別無異詞。以此参詳、擬合依准本部已擬、照依

両各自願立到私約婚書、断聴両離、似有依拠、庶免不致紊煩官司。呈奉都堂鈞旨。

送本部、准擬施行。

・・・・・・・・・

至元五（一二六八）年七月、宋徳栄が府北関石顕の弟石虎虎を姪女小梅の女婿として

招き入れる。その婿石虎虎は、至元七（一二七○）年七月に宋家より逃亡し、後三年に

至るも所在不明である。この招婿につき、場合によっては、一方的に小梅を改嫁し得る

旨記される婚書が取り交わされている（５）。だが、その婚書に依拠して処断を下してよい

かどうか定かではないため、案件が太原路から中書戸部へと上申される。そしてこの案

件をうけた戸部は、婚書を交わした女婿逃亡の前例を調べあげたうえで、案件判断に関

係する至元六（一二六九）年二月の尚書戸部の呈（婚書一般の作成を要請する）と至元

八（一二七一）年六月の尚書省の箚付（媒妁人による招婿婚婚書の作成を要請する）と

を確認し、妻家・夫家の両家が納得して立てた婚書に依拠した処断の方向性を示す。
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ここで調べあげられた前例は四件である。

［前例１］至元二（一二六五）年九月に楊阿王が馬実哥を女張哥の養老女婿とし、至

元六年四月に馬実哥が逃亡する。

［前例２］至元四（一二六七）年七月に張栄が張小興を外男甥女福仙の養老女婿とし、

至元七年五月に張小興が逃亡する。

［前例３］至元二年八月に安林が王驢哥を女秀哥の養老女婿とし、至元五年七月に王

驢哥が逃亡する。

［前例４］至元三（一二六六）年四月に王得林が孟野驢を女哇哥の婿とし、至元五年

五月に孟野驢が逃亡する。

いずれも女婿の非行に離婚をもって対処することが婚書上明記されるが、それに依拠

した処断が官司によりなされているとはいえない。

また婚書の作成について述べる。至元六年二月以前より婚書は存在した。しかし、そ

の作成が婚姻成立に必須とされたことはない。招婿婚における女婿の出舎年限（妻家を

出るまでの年限）さえも口約束で済まされていた例が『元典章』中には見える（６）
。紛争

が生ずるも無理からぬところだろう。それを慮っての婚書作成の要請である。

３．女婿の義務

石虎虎の招婿婚婚書の文言、とりわけ女婿の義務に関する文言は不明確であり、案件

を判断する戸部の言葉「今拠けたる太原路の見申に見える、宋徳栄所告の女婿が元に立

てたる婚書に依らず在逃した等の事は、至元六年二月以前に招き入れて婿とした、その

婿となった在後に家業を紹がず、故に元に立てたる婚書に違えて在逃したということで

あります」（尚書省箚付の直後）から推察するのみであるが、前節に示した四件の前例に

は、婚書から引用された文言が見える。以下、前例別に摘録してみる。

［前例１］

馬得信の男実哥を招き入れ女張哥の養老女婿といたします。もし馬実哥がすすんで働

こうとせず、家業を紹がなければ、この文字をもって、すなわち休離に当て、さらに

鈔五十両を罰といたします。

［前例２］

張阿馮の男張小興を招き入れ外男甥女福仙の舎居養老女婿といたします。もし老爺・
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老娘の指教にしたがわず、家業を紹がず、在逃六十日にして家に還らなければ、この

文字をもって、すなわち休書と同じとし、張福仙を他人に改嫁させるも、ならびに争

告わず。もし争告う者は、情願通行鈔一百貫を罰とし、没官使用されるも詞は申しま

せん。

［前例３］

もし女婿驢哥が游手好閑で仕事に身を入れず、調人を打出し、家業を紹がず、丈母の

教令に伏わなければ、この文字をもって、すなわち休離と同じといたします（以上、婚

約時の「合同婚書」の文言）。

以後驢哥による一切の災いは、丈人についてであれ、丈母についてであれ、焼羊李大

が情願一面承当いたします。もし驢哥が以後も依前に刁蹬し、家業を紹がなければ、

この文字をもって、すなわち休離と同じとするも詞は申しません（以上、成婚後に再度立

てた「死活文字」の文言）。

［前例４］

以後ならびに調人を走出させることを得ず、家業に着らず、活計を做さざれば、この

文字をもって、すなわち休離に当てます。

また案件を判断する戸部の言葉の中にも、「家業を紹がずに在逃する等の事は、すなわ

ち休離に当てる」「理由もなく飲酒し、游手好閑で仕事に身を入れず、調人を打出し、家

業を紹がず、丈母の教令に伏わない」「在逃六十日にして或は妻家に還らなければ、立て

る所の婚書をもって、すなわち休棄と同じとし、すなわち改嫁に任す」等の文言例が挙

げられる。

仁井田氏の紹介された雛形に戻る。「下財招養老女壻書式」「女壻回聘書式」それぞれ

の下線部には、

（女婿は）成婚後、心して年老いた某去妻（夫妻か）に侍奉贍養け、道理に従い仕
つ か え た す

事をし、妻家の一応差役を担われたい。その義務を果たさず、妄りに理由づけて擅自
あらゆる みがつて

にふるまい、 私 に女小（妻子）を搬れて家を出、家業を紹がず、別に非違を作して
ひそか つ つ な

はなりません。もしこの種の非行があれば、保親人が自ら問題を処理するも 詞 あり
いぞん

ません（以上、「下財招養老女壻書式」下線部）。

（女婿は）成婚後、妻家にあり心して年老いた外父・外母に侍奉養贍け、勤力めて
つ か え た す つ と

仕事をし、妻家の一応差役を承当（責めを担う）し、更にあえて家業を紹がなかっ
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たり、擅自に家外で騒動をおこしたり、妻小（妻子）を将帯れ家を出て居をかまえ
つ

たりいたしません。もしこの種の非行があれば、保親人が自ら問題を処理するも、

なお官司により懲治施行されるも甘んじてお受けいたします（以上、「女壻回聘書式」下

線部）。

とある（７）。これら雛形に見える文言と比べると、前例中（及び戸部の言葉）に見える文

言は、公的な差役の負担には言及せず、日常生活における女婿の行動を具体的に規制し、

その他「調人を打出し」「調人を走出させる」といった、つまり紛糾の仲裁に入った家外

の者に女婿が抗うことを禁じている。もとより男手を欠くために招じ入れた女婿である。

例えば、［前例３］王驢哥のように、女婿が乱暴狼藉に及んだ場合、妻やその父母では、

どうしようもその手に負えまい。雛形に見える保親人（婚姻関係の継続に向けて責任を

負う）など家外の者による仲裁だのみとなる。その仲裁人を「かえれ、かえれ」とばか

りに追い返すとは、とんでもない非行だということであろう。お題目ではない、きわめ

て現実的な禁止文言である。

もう一つ。出舎形態につき雛形は女婿が妻子を連れて家を出ることを禁ずる。だが、

そのような出舎から問題が生じた事例は『元典章』中に見られず、実際に問題とされた

のは女婿単身での逃亡だった（８）。石虎虎の場合、及び前例四件すべての場合がそうであ

る。このことからすると、「故に元に立てたる婚書に違えて在逃した」という、戸部の言

葉から推察される石虎虎の婚書にあっただろう逃亡に関する文言や、［前例２］の「在逃

六十日にして家に還らなければ…」が、より女婿出舎の現実を反映した文言のように思

われる（９）。ともあれ、このことについては次節に追述したい。

４．［女婿在逃］と文言の変化

前例中に見える招婿婚婚書の文言には、女婿の非行に対する制裁（離婚や罰鈔）が明

記されるが、仁井田氏の紹介された雛形には、それが一切記されない。この両者におけ

る制裁文言の有無には、一地方官の建言が関係していると思われる。その建言を含む［女

婿が在逃す：女婿在逃］の全文（口語訳及び原文）を掲げる（１０）。［女婿が在逃すれば婚

書に依り断離せよ］とほぼ同時期、後れること一年余りでの建言である。

・・・・・・・・・・

至元十二（一二七五）年三月、民戸が女婿を招き入れ、その際に立てた婚書に、「出
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舎年限を満たさず、在逃して百日或は六十日たてば、すなわち休棄（離婚）と同じ
とうぼう

とし、改嫁に従うを聴す」という 該 を写すことにつき、中書戸部が先に「両願（両
ゆる やくそく しる

者納得の上で）立てたる婚書に照依し断離させよ」という都堂の鈞旨を呈奉した後

に、今拠けたる東平路の備したる汶上県の申。県尹杜閏の関の 該 。切詳するに、
う あらまし

天地は万物の本であり、動静を以て常と為す。夫婦は人倫の始であり、永久を以て
へ ん か とこしえ

常と為す。常の言たるや、思うに永く虧 蔽すこと無きを取え、つまり不易の謂で
かけおおいかく とら

ある。そこで『易序卦』に曰く、「夫婦の道、久しからざるべからず。故に之を受け

るに常を以てす」ということであります。此を以て之を観るに、夫婦の道は、離棄

すべきでないということは明らかであります。今者未婚の 先 に、 永 ならざる場合
い ま いぜん とこしえ

の 計 を期り、淳厚（人情があついこと）の風を豈うも、澆薄（人情がうすいこと）
はかりごと ちぎ ねが

の俗を実たしていますが、何故に「夫婦の道は、離棄すべきでない」ということに
み

従わないのでありましょうか。婚書をたてる理由を原ねるに、大抵男女妄冒の期り
たず お よ そ

を防ぎ、夫に聘礼の多寡の限を与え、よって奸を杜ぐためにこれを立てるのであり
ふせ

まして、夫婦の永・不永を期するためにこれを立てるのではありません。後世は薄

俗であり、故にこうした議論が有るのでしょうが、まさに禁じて啓くべきではない

議論であります。設如女婿が本業に務めず、游手好閑で仕事に身を入れなければ、
も し

自ずから常典が有り、私議に 循 い人倫を害し、古風を変えて薄俗を成すべきではな
したが

く、正道に 反 りもって古風に循うに若くは莫しでありましょう。 庶 わくは澆風
たちかえ し な こいねが

を革め、化して厚俗を為さんことを、であります。照詳せられん事を乞う（以上、杜

閏の関、及び汶上県の申）。この汶上県の申をうけ、府司（東平路総管府）が参詳する。

人倫の道、夫婦の義は重く、生きてはすなわち同 産し、死してはすなわち同 穴
ともにくら はかあなをともに

し、永久を期するが、世の常であります。閭巷の細民は薫蕕を区別できず、女の好
むらざと ぜんあく

悪を 縦 し、貴賤を揀択び、貧富を就捨て、妄りに巧計を生み、頻りに更嫁を求めて、
みのが え ら むかえす よめがえ

そのことを恥とはしない。およそ眼目を具える人は、まことにまた不満を抱くとこ

ろであります。今拠けたる汶上県尹杜閏の所言は、古典を敬遵し、道理に適うよう

であります。その志は風俗を敦厚くし、資治に急なるに在り、人臣の心、昭然とし
あ つ

て見るべきであります。申して照詳せられんことを乞う。此を得られよ（以上、東平

路の申）。この東平路の申をうけ、中書戸部が呈奉したる都堂の鈞旨。擬を准め、合
みと

属（関係する属僚）に文書を行下して禁約し、似 前に「もし女婿が在逃する等の事
さきのよう
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が有れば、すなわち休棄と同じである」等の語句を婚書上に該をして写すことをな

からしむ。なお有司（地方官）をして常切に婿となる人に教諭し、依理守慎、それ
つ ね

ぞれ本業を務めさせ、もし游手好閑で仕事に身を入れず・理由もなく在逃する人等

は、就便に厳行断遣施行せよ：至元十二年三月、中書戸部。先為民戸招召女婿、立
た だ ち きびしく

到婚書、該写年限不満、在逃百日或六十日、便同休棄、聴従改嫁。呈奉都堂鈞旨、

照依両願立到婚書断離。去後、今拠東平路備汶上県申。県尹杜閏関該。切詳、天地

者万物之本、以動静為常。夫婦者人倫之始、以永久為常。常之為言者、蓋取永無虧

蔽、不易之謂也。是故易序卦曰、夫婦之道、不可不久、故受之以常、是也。以此観

之、其夫婦之道、不可離棄明矣。今者未婚之先、期不永之計、豈淳厚之風、実僥薄

之俗、何不従而則之。原立婚書之理、大抵防男女妄冒之期与夫聘礼多寡之限、以杜

其奸、非期夫婦永与不永為立之也。後世薄俗、故有是議、此当禁而不可啓也。設如

女婿不務本業、游手好閑、自有常典、不可循私議而害人倫、変古風而成薄俗、莫若

反正道以循古風。庶革澆風、化為厚俗。乞照詳事。府司参詳。人倫之道、夫婦之義

重、生則同産、死則同穴、期於永久、世之常也。閭巷細民不弁薫蕕、縦其女之好悪、

揀択貴賤、就捨貧富、妄生巧計、頻求更嫁、不以為恥。凡具眼目之人、誠亦不平。

今拠汶上県尹杜閏所言、敬遵古典、似為允当。志在敦厚風俗、急於資治、人臣之心、

昭然可見。申乞照詳。得此。呈奉都堂鈞旨。准擬、行下合属禁約、毋得似前於婚書

上該写如有女婿在逃等事、便同休棄等語句。仍令有司常切教諭為婿之人、依理守慎、

各務本業、如有游手好閑・非理在逃人等、就便厳行断遣施行。

・・・・・・・・・・

中書省管下にある東平路・汶上県の県尹（知事）杜閏が招婿婚婚書につき建言する（１１）
。

夫婦の結びつきは永久たるべきなのに、澆薄なる現在、婚姻の端緒として交わされる婚

書に夫婦離別のことが記される。そもそも婚書には成婚の時期と聘財の多寡とが記され

ればそれでよく、現実問題として女婿の非行とその制裁とを議論せねばならないとして

も、それはあらかじめになすべき議論ではない。つまり、女婿の非行とその制裁とを婚

書に記すこともない（１２）。以上が杜閏建言の骨子だろう。この杜閏の建言は東平路を経て

中書省に達し、「もし女婿が在逃する等の事が有れば、すなわち休棄と同じである」等の

制裁文言が禁止されたうえで、女婿の非行に対しては、教諭・厳罰もて地方官が当たる

ことになったのだろう。
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なお、前節に述べたように、実際は女婿単身での逃亡が問題とされるのに、［女婿が在

逃す］以後に成っただろう招婿婚婚書の雛形「下財招養老女壻書式」「女壻回聘書式」で

は、いずれも女婿が妻子連れでの出舎形態を禁ずる。このことは「夫婦の道は、離棄す

べきでない」と説く杜閏の建言と無関係ではないように思われる。そして「下財招養老

女壻書式」「女壻回聘書式」は、それぞれ「願わくば夫妻保守・児女興昌ならんことを。

今合同婚書を立て用と為す」「願わくば夫妻久遠・児女衆多ならんことを。今合同婚書を

立て用と為す」との文言で一文を締め括る（１３）。婚書上、夫婦に離別はない。

５．むすびにかえて

婚書はもとより儀礼的な書であるが、女婿の非行に対処すべく、元初の招婿婚婚書に

は非行に対する制裁文言が含まれていた。その制裁文言に依拠し、女婿の非行をめぐる

妻家と夫家の紛争を処断することを確認したのが［女婿が在逃すれば婚書に依り断離せ

よ］での最終決定、「両和して自願い立てたる婚書に照依し、断じて両人が離れることを

聴」すである。この最終決定に至る過程で、「もし婿家に別に異詞が無ければ、擬する所

に依准し施行させよ」との、いわば条件つき都堂の鈞旨が一度戸部に下されるが、「婿家

はすでに元に約したところに違えており、多く装飾が有り、別に異詞が無いなどという

ことはあり得ません」と、戸部はそれを正面から論破し跳ね除ける。この文書往来の中、

近年、地方より問題の解決を迫られてきた戸部の情況がうかがえる。こうした情況下で

の最終決定である。

ところが、わずか一年余りでこの決定は事実上撤回される。是古非今よろしく理念的に

人倫を語る杜閏の建言を容れ、そもそも招婿婚婚書上に制裁文言を記すことが禁じられ

るのである。現実と理念とのはざまで制度が揺れ動いた一例といえようか。その結果、

女婿の非行に対しては教諭・厳罰もて地方官が当たることになるが、実際には、「下財招

養老女壻書式」「女壻回聘書式」に「保親人が自ら問題を処理するも」とあるように、ま

ずは官司を煩わすことなく、民間にて保親人が紛争解決に奔走したと考えられる。保親

人だけに解決の方向性は婚姻の継続。女婿が妻家にとどまることは、例えば「女壻回聘

書式」に「（女婿は）妻家の一応差役を承当」するとあるように、妻家の差役負担を担う

ことであり、容易に離婚を認めるよりも、賦役上官司にとっては好ましい。この点を踏

まえると、杜閏の建言の裏には、（自身自覚するとしないとにかかわらず）地方官として
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の経営的打算が織り込まれていたのではないかと考えられなくもない。ややうがった見

方としてその可能性を示して筆を擱く。

〔注〕

(1) 仁井田陞『中国身分法史』（東京大学出版会、一九四二年一月）七四一頁以下。「下財招

養老女壻書式」中「仰小心」「故擅自」及び「女小」の「女」（三箇所七字）は内閣文庫

本破損のため不明。墨筆記入による旨の注記あり。また下線は七野による。

(2) 仁井田前掲書六二六頁以下に採録。「下財招養老女壻書式」「女壻回聘書式」とともに国

立公文書館デジタルアーカイブにて写真版の閲覧が可能である。

(3) 保親人は婚姻関係の継続に向けて責任を負う。ちなみに、媒人は婚姻契約の締結に向け

て責任を負う者である。

(4) 陳高華等点校『元典章』（天津古籍出版社・中華書局、二○一一年三月。以下では「点校

本」と略称する）第二冊六二○頁以下。洪金富校定『洪金富校定本元典章』（中央研究院

歴史語言研究院、二○一六年三月。以下では「校定本」と略称する）第二冊六五九頁以

下。

(5) 冒頭「至元五年七月、立婚書、召到府北関石顕弟石虎虎与姪女小梅。一面改嫁、石顕・

石虎虎並不争告、立下如此婚書」という箇所、やや読みづらい。少なくとも、「姪女小梅」

の後に「為婿」「作婿」などとあってしかるべきだろう。「場合によっては」の一句は文

意を把握するための挿入である。いかなる場合でも「一面改嫁」可能ということではな

いだろう。この箇所について校定本は、「至元五年七月、立婚書、召到府北関石顕弟石虎

虎与姪女小梅〔作婿。如不紹家業、在逃幾日、此文字便同休書、小梅〕一面改嫁、石顕

・石虎虎並不争告、立下如此婚書」とし、〔 〕括弧内二○字を補う。取意の参考とし得

る。

(6) 例えば、［招き入れた女婿が棄妻すれば再娶せよ：招到女婿棄妻再娶］（開慶一＝一二五

九年、劉阿高が張石驢を女寺奴の婿とする。戸部巻之四、点校本第二冊六一九頁以下。

校定本第二冊六五九頁以下）には、「家住みして 男 が成長し独り立ちするに至って、張
むすこ

石驢を出舎別居させると言定する：言定住至男長立、令本人出舎別居」と見える。なお、

「婚書」という語が唐戸婚律「許嫁女報婚書」条＝戸婚二六に見えることは周知のとお

りである。

(7) 「下財招養老女壻書式」の原文「依里作活」「抛離出紹」の二句そのままでは読み難い。
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それぞれ、便宜「依理作活」「抛離出舎」として訳出した。「故擅自」前の欠一字、ある
・ ・

いは「事」で補うか。後考を俟つ。

(8) ［弟が収嫂し出舎別居する：弟収嫂出舎另居］（至元三＝一二六六年、婚書上一七年年限

の出舎女婿たることを明記したうえで、許徳が劉痩漢を女迎仙の婿とする。ところが、

一七年を待たずして劉痩漢が死亡し、弟劉犍犍が 嫂 を収継（兄に代わって弟が寡婦た
あによめ

る嫂を妻とする）する際に、彼女を妻家から連れ出そうとする。戸部巻之四、点校本第

二冊六五二頁以下。校定本第二冊六八二頁）は、女婿が妻を妻家から連れ出そうとする

例ともいえるが、そもそもが収継という特殊な場合の話である。女婿劉痩漢自身が妻帯

別居を企てたということではない。

(9) ［前例２］の文言について申し添えたい。［前例２］では、女婿の具体的非行、及び制裁

としての離婚・改嫁を記し、その制裁に対して「ならびに争告わず。もし争告う者は、

情願通行鈔一百貫を罰とし、没官使用されるも詞は申しません」と文言を続ける。細事

たる紛争につき、あくまで民間で対処するという姿勢を示す文言である。だがその一方、

さりげなく「没官使用」（罰鈔を官司が没収して使用する）という言葉を挿入することに

より、官司の威光を利用しもする。そんな微妙な意識がここには垣間見える。もちろん

「没官使用」につき、官司との間であらかじめの連絡がとられているとは考え難い。

(10) 点校本第二冊六二三頁以下。校定本第二冊六六一頁以下。

(11) 『元史』五八（地理志巻之一○）によると汶上県は中県であり、その県尹は正七品であ

る（『元典章』七・戸部巻之一「官制一・職品」）。

(12) 第一節にその存在を示した、夫家に妻が嫁ぐ普通の婚姻形態に用いる婚書の雛形である

「納聘書式」「回聘書式」には、それぞれ「備到納聘財礼若干、自聘定後、択日成親」「領

訖財礼若干、自受聘後、一任択日成親」と記すが、ことさらに嫁の勤めなどを記すこと

はない。

(13) 「下財招養老女壻書式」「女壻回聘書式」引用箇所前半の原文は、それぞれ「听願夫妻保

守」「所夫妻久遠」であるが、このままでは読み難い。「納聘書式」「回聘書式」それぞれ

の該当箇所が「所願夫妻偕老」「所愿夫妻保守」とすることから訳出した。
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唐代以降における強盗の共犯に関する規定の変遷について

中村 正人

１．はじめに

２．唐律における強盗の共犯処罰法理

３．唐代以降における規定の変遷

(1) 宋元時代

(2) 明清時代

４．おわりに

１．はじめに

唐代およびそれ以降の諸王朝における律においては、強盗は「首従を分かたざる」犯罪、

すなわち、通常の犯罪とは異なり、首犯・従犯を区別することなく一律に同じ刑罰（法定

刑）を科す犯罪とされていた（ただし、後述のとおり、その理由付けは必ずしも同じでは

ない）。しかしながら、歴代の強盗に関する様々な規定を詳細に分析してみると、律の規

定にもかかわらず、強盗においても常に首犯・従犯を区別せずに一律の刑罰を科していた

わけではなく、首犯・従犯を区別してそれぞれに異なる刑罰を科している場合も存在して

いた。本稿は、強盗の共犯に関する歴代王朝の規定の分析を通じて、その変遷過程を明ら

かにすることを目的とする。

なお本稿においては、律の規定に準拠して、薬等を用いて被害者が自由に行動できない

ようにしたうえで財物を奪った場合（昏睡強盗）や、当初は窃盗として行動していたもの

の、被害者に発見される等の理由により事後的に威力を用いた場合（事後強盗）といった、

真正の強盗とは異なるいわゆる「準強盗」についても考察の対象に含める一方、窃盗犯が

財物を窃取したが、被害者等に発見され捕縛されそうになったため贓物を捨てて逃走した
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後、追いつかれて捕縛者に抵抗した場合には、これは事後強盗ではなく単なる拒捕として

扱われるため、この種の類型は本稿の考察対象からは除外する。また、清代の条例におい

ては、自首との関連で強盗の首従を区別して取り扱っている一連の規定が存在するが、本

稿ではこれら自首に関わる問題についても考察の対象外とする。

２．唐律における強盗の共犯処罰法理

最初に唐律における強盗に関する規定（賊盗律三四条）を確認しておく。

諸て強盗［威若しくは力を以て其の財を取るを謂う。先に強して後に盗むと、先に盗

みて後に強すると等し。若し人に薬・酒及び食を与え、狂乱せしめて財を取るも亦た

是れなり。即し闌遺の物を得て、財主を殴撃して還さず、及び窃盗発覚し、財物を棄
も

てて逃走し、財主追捕して、因りて相い拒捍す。此の如きの類の、事に因縁ある者は
かく

強盗に非ず］、財を得ざるは徒二年。一尺は徒三年、二匹ごとに一等を加え、十匹及

び人を傷する者は絞、人を殺す者は斬。それ仗を持つ者は、財を得ざると雖も流三千

里。五匹は絞、人を傷する者は斬。

本規定によれば、強盗（準強盗も含む）は武器（「仗」）の所持の有無によって処罰の態

様が大きく二つに分かれる。まず武器を所持せずに強盗を行った場合には、財物を盗取し

なかった場合の徒二年から始まり、盗取した額が増加するごとに刑が加重され、贓額が十

匹（以上）に及んだ場合には絞に処せられることになる。また、強盗の際に人を傷害した

場合および殺害した場合には、財物を得たか否かを問わず、それぞれ絞および斬に処せら

れた。一方、武器を所持して強盗をした場合には、財物を盗取しなかった場合でも流三千

里となり、贓額が五匹に到達した段階で絞に、また財物の取得状況に関係なく人を傷害し

ただけで最高刑の斬に処せられることになっている（１）。

ところで、唐律では共犯の処罰に関しては、名例律四二条第一段において次のような原

則が定められている。

諸て共に罪を犯す者は、造意を以て首と為し、随従する者は一等を減ず。

すなわち、唐代（およびその後の各王朝（２））においては、犯罪の計画・遂行において主

導的な役割を果たした者（造意者）一名を首犯とし、その他の造意者に付き従った者（随

従者）を従犯として、首犯には律の各則規定で定められた法定刑を、従犯には法定刑から

一等減じた刑を科すのが原則であった。

ただし、これはあくまでも原則であり、名例律四二条および四三条には、家族共犯の場
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合や各則に異なる規定がある場合等のように、こうした原則の例外となる場合を定めた規

定も存在する。そうした例外の一つが次に引用する名例律四三条第二段の規定である。

若し本条に「皆」と言う者は、罪に首従なし。「皆」と言わざる者は、首従の法に依

る。

本規定によれば、各則の条文において、法定刑の前に「皆」の字が付いている場合（例え

ば「皆斬」「皆流三千里」等）、首犯・従犯を区別せず、共犯者全員に法定刑を科すこと

が定められている。逆に、法定刑に「皆」の字がない場合には、前述の名例律四二条第一

段の原則（「首従の法」）が適用されることになる。

これら共犯に関する規定のみから考えると、前述の賊盗律三四条には法定刑に「皆」の

字が付いていないため、首犯・従犯を区別して処罰するように思えるが、しかしながら、

名例律四三条第三段には次のような規定が存在する。

即し強盗し及び姦し、人を略して奴婢と為し、闌入若しくは逃亡を犯し、及び関・桟
も

・垣・籬を私度・越度する者は、亦た首従なし。

この規定を見ると、強盗は、強姦や誘拐・不法侵入・逃亡・関所破り等の犯罪とともに、

法定刑に「皆」の字がなくとも、その犯罪の性質上、首犯・従犯を区別することなく（正

確に言えば、そもそも共犯という概念自体に該当せず）、全員に一律法定刑が科せられる

とされている。その理由について同条の疏文は以下のように述べている。

疏議して曰く、強盗の人、各おの威力を 肆 にす。姦は身並びに自ら犯す。首従と
ほしいまま

為さず。人を略して奴婢と為すは、理として強盗と義同じ。闌入とは、宮殿及び禁ず

べきの所に闌入するを謂う。各自身もて犯す。亦た首従なし。逃亡は、たとえ十人皆

な征するも、身各おの事を闕く。私度とは、過所なくして関門より私に過ぐるを謂う。

越度とは、謂うこころ、門に由らざるを越と為す。関とは検判の処を謂う。桟とは塹

柵の所を謂う。垣とは宮殿及び府廨の垣墻を謂う。籬とは墻垣を築かず、唯だ藩籬を

以て固を為すの類を謂う。強盗より以下、皆な正犯を以てこれを科す。故に「亦た首

従なし」と云う。

疏文によれば、強盗等の犯罪が首従を区別しないのは、これらの犯罪が「各自身もて犯す」

罪であること、すなわち、正犯自身の直接的行為によってのみ犯すことのできる罪（自手

犯）であるゆえに、そもそも共犯という概念自体になじまず、仮に複数人で当該犯罪行為

を実行したとしても、それはそれぞれの単独犯罪が同時に行われている状態（いわゆる「同

時犯」）に過ぎないため、各々が正犯として法定刑を科せられることになるからである。
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強盗が果たして自手犯と言い得るのかという問題（３）はひとまず置いておくとしても、

唐律においても強盗のあらゆる場合にすべて共犯の成立を否定し、一律に刑罰を科してい

るわけでは必ずしもない。それは強盗犯の一部が現場にも行かず、かつ分け前も受け取ら

なかった場合である。賊盗律五〇条は以下のように規定している。

諸て共に盗む者は、贓を併せて論ず。造意及び従たる、行けども分を受けず、即し分

を受くれども行かざるは、各おの本との首従の法に依る。若し造意の者行かず、又た
も

分を受けざるは、即ち行く人の進止を専らにする者を以て首と為す。造意の者は従と

為し、死に至る者は一等を減ず。従たる者行かず、又た分を受けざるは笞四十。強盗

は杖八十。（下線引用者）

下線部にある、造意者が現場に行かず、また贓物も受けなかった場合に、現場で指揮した

者を首犯に、造意者を従犯とすることに関し、律疏は強盗の場合の処罰について以下のよ

うに述べている。

其れ強盗の応に死に至るべき者は、死一等を減じて流三千里。従の名あると雖も、流

罪以下は仍お減ずるを得ず。

すなわち、武器を所持しない強盗の場合には贓額十匹以上または人を殺傷した場合、武器

を所持した強盗の場合には贓額五匹以上または人を殺傷した場合に、現場に行かず贓物の

分け前も得ていない造意者は従犯として死刑から流三千里に減刑されることになる。しか

しながら、罪が死刑に至らない場合には本来の強盗の処罰原則どおり他の共犯者と同じ刑

罰が科せられるわけであり、滋賀秀三氏はこの不行不受分の造意者が死刑に該当する場合

に限り減刑されるのが、「強盗に従犯減軽が認められる唯一の例外措置（４）」であるとして

いる（５）。

ただ、一部にこうした例外はあるものの、少なくとも現場に行った強盗の共犯者に対し

ては、首犯・従犯を区別することなく（そもそも唐律は強盗を自手犯扱いしているため、

共犯という概念自体が成り立たないのであるが）、一律に法定刑を科すというのが唐律に

おける強盗の処罰法理であった。しかしながら、強盗を自手犯と見て、少なくとも現場に

行った強盗犯の共犯の成立自体を認めない唐律の論理にはかなり無理があると言わざるを

得ない（６）。それゆえに強盗の共犯に関する対応は、この後に続く王朝において徐々に変

化して行くことになる。次章では各王朝における強盗の共犯に関する規定上の変化につい

て述べたい。
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３．唐代以降における規定の変遷

(1) 宋元時代

宋代の律である『重詳定刑統』（以下『宋刑統』という）は、基本的に唐の開元律を踏

襲しているため、強盗の共犯に関連する規定内容はすべて唐律と同じである。したがって、

律の規定上強盗の共犯に対する対応は唐代と同じく、犯罪の性質上単独でしか犯し得ない

自手犯として、首犯・従犯を区別せず処罰されることになる。

しかしながら、宋代においては、こうした律の対応の一部が勅の規定によって修正され

ることになった。『宋刑統』に傍照法として掲載されている建隆三（九六二）年十二月五

日の勅節文に次のように規定されている。

今後応ゆる強盗の贓を計りて銭三貫文足陌に満つるは、皆な死に処す。三貫文に満た
あら

ざるは、脊杖二十を決し、配役三年。二貫に満たざるは、又た（７）脊杖二十を決し、

配役二年。一貫文に満たざるは、脊杖二十を決し、配役一年。其の贓銭は並びに足陌

とす。財を得ざる者は、脊杖二十を決して放つ。財を得ざると雖も、但そ人を傷する
およ

者は、皆な死に処す。其れ造意の人の行きて分を受けず、或いは分を受けて行かざる

は、並びに行く者と同罪。或いは行かず又た分を受けざる者は、行く者より一等を減

じて決配す。其れ同謀し、行きて分を受けず、或いは分を受けて行かざるあるも、亦

た行く者より一等を減じて決配す。行かず又た分を受けざる者は、脊杖十七を決して

放つ。

この規定を見る限り、強盗の共犯に関して、唐律の処罰法理とは異なる点がいくつか存在

する。すなわち、現場にも行かずまた贓物の分け前にも与っていない造意者、および現場

には行ったが分け前を受け取っていない、または分け前を受け取ったが現場には行ってい

ない随従者について、いずれも現場に行った者（正確には現場に行って、なおかつ贓物の

分け前にも与った者）の刑罰から一等が減じられている点である。

前引の唐賊盗律五〇条の規定では、随従者が「現場に行く」「贓物の分け前に与る」の

いずれか一方の要素が欠けていても、その処罰は「各おの本との首従の法に依る」、すな

わち強盗の場合には、首犯・従犯を区別せず、一律に法定刑が科せられることになってい

たが、この勅節文においては、一等減が認められている。また、不行・不受分の造意者に

ついても、唐律では死刑に該当する場合にのみ一等の減刑が認められ、流刑以下の場合に

は減刑が認められていなかったが、この勅節文ではそうした制限はなく、常に一等が減じ

られるように改められている。
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さらには、贓額三貫文以上の場合と、人を傷害した場合の法定刑である「処死」の前に

「皆」の字が付いている点にも注意を要する。この勅節文が律の用語法に依拠しているの

であれば、この宋代初期の段階で、強盗はもはや自手犯ではなく、通常の共犯が成立する

ものとしたうえで、ただ刑事政策上の配慮により首犯と従犯の刑罰を同一にしているに過

ぎないという論理構成に変化したことを意味する。一方、贓額三貫文未満・二貫文未満お

よび一貫文未満については、法定刑がそれぞれ「脊杖二十配役三年」「脊杖二十配役二年」

「脊杖二十配役一年」となっており、これらには「皆」の字が付いていないため、従犯の

一等減が認められるということになる。もっとも、「処死」の前に「皆」の字が付いてい

る点に関しては、単なる語勢上の問題として律の用語法とは異なった意味で使われている

に過ぎず、この勅節文においても強盗に対する律の原則（自手犯として首従を区別しない）

がなお有効であったのだとする可能性も否定はできないけれども、とりわけ、現場に行っ

たが贓物の分け前に与らなかった従犯に対して一等の減刑を認めている点は、従来の律の

処罰法理（少なくとも現場に行った共犯者については、「各おの威力を肆にする」自手犯

として首従を分かたない）を修正するものであることは否めないであろう。

また、南宋時代においても、強盗の共犯を区別する規定が見られる。それは、「六項指

揮」とも呼ばれる乾道六（一一七〇）年三月二十五日の随勅申明（『慶元条法事類』巻七

三・決遣）である。

勅すらく、今後応ゆる強盗の贓満の内、首たる及び下手して人を傷し、若しくは下手

して放火し、或いは因りて姦を行い、或いは人を殺して加功する者……并びに已に曽

て貸命して再び犯すの人、以上の六項は並びに旧法に依りて処断し、奏裁するを許さ

ざるの外、余は刑名疑慮の勅条に依りて奏裁するを聴す。

これによれば、一定以上の贓額に達した強盗案件において、①首犯、②傷害の実行者、③

放火の実行者、④強盗の際に強姦を行った者、⑤殺人の加功（８）者、⑥かつて死刑を免じ

られた後に再犯した者の六項目のいずれかに該当する者は奏裁を許されないが、それ以外

の共犯者については「刑名疑慮の勅条（９）」に依拠して奏裁することが許されている。こ

こで注目すべきは、強盗の首犯が奏裁を許されない一方で、特定の行為類型に該当しない

一般の従犯については奏裁することが許されるというように、強盗においても首犯と従犯

が明確に区別され、裁判上の扱いに差が設けられている点である。この随勅申明において

も、強盗は自手犯ゆえに首従を分かたないとする律の法理が修正されていることになる。

また、淳煕十三（一一八六）年二月には、以下のような詔が発せられている。
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詔すらく、強盗両次以上は、従たると雖も、死に論ず（１０）。

これによると、強盗が再犯以上に及んだ場合、たとえ従犯であっても死刑に処するとされ

ているが、このことは裏を返せば、初犯の場合には従犯は死刑には論じられないとされて

いたことになろう。そうであれば、ここでも強盗の首犯と従犯の刑罰が区別されていたこ

とを窺い知ることができよう。

以上述べたように、宋代においては王朝成立直後の早い時期にすでに強盗の共犯に関す

る律の法理に一部修正が加えられていたが、この傾向は元代に至ってさらに加速すること

になる。元朝第二代皇帝成宗の大徳元（一二九七）年五月に、次のような詔が発せられて

いる。

詔すらく、強盗、事主を姦傷せば、首従悉く誅す。事主を傷さざるは、止だ首たる者

のみを誅し、従たる者は刺配す（１１）。

この詔では、強盗の被害者を強姦・傷害した場合には首犯・従犯を区別せず、一律に死刑

を科すが、被害者を傷つけていない場合には、首犯のみに死刑を科し、従犯は刺配に処す

ることとされており、首犯と従犯との刑罰に明確な差が設けられている。

また、その五年後に当たる大徳六（一三〇二）年には、以下に引用する「強切盗賊通例」

が制定されている。

諸て強盗、杖を持ちて但そ人を傷する者は、財を得ざると雖も、皆な死。曽て人を傷

せざる者は、財を得ざれば徒二年半、但そ財を得れば徒三年、二十貫に至らば、首た

る者は死、余人は流遠。それ杖を持たずに人を傷する者は、惟だ造意及び下手の者の

み死。曽て人を傷せざる者は、財を得ざれば徒一年半、十貫以下は徒二年、十貫ごと

に一等を加え、四十貫に至らば、首たる者は死、余人は各おの徒三年。若し盗に因り

て姦せば、人を傷するの坐に同じ。その同行人は止だ本法に依り、謀りて未だ行せざ

る者は、財を得ざるの罪の上より、各おの一等を減じてこれを坐す（１２）。

本通例においては、唐律と同様に武器を所持して強盗した場合（「持杖」）と所持しなか

った場合（「不持杖」）との二つに分けて規定している。まず武器を所持した場合には、

人を傷害すれば財物の取得状況にかかわらず、「皆な」処死となる。傷害を伴わない場合

には、財物を得ていなければ徒二年半（・杖九十七）、財物を得たならば徒三年（・杖一

百七）、贓額が二十貫に達すれば、首犯は処死に、それ以外（＝従犯）は流刑とされてい

る。一方、武器を所持しなかった場合には、人を傷害すれば造意者と傷害の実行犯のみが

処死となる。傷害を伴わない場合には、財物を得ていなければ徒一年半（・杖七十七）、
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贓額が十貫以下ならば徒二年（・杖八十七）、以後十貫ごとに一等ずつ加重し、四十貫に

達すれば、首犯は処死に、それ以外（＝従犯）はそれぞれ徒三年（・杖一百七）とされて

いる。

この後、延祐六（一三一九）年にも「盗賊通例」が制定されている（１３）が、刑罰に多少

の変更点が見られるものの、基本的な構成は大徳の通例と大差はない。これら元代に制定

された強盗に関する通則を見れば明らかなように、元朝においては、強盗に対しても首犯

・従犯を区別し、少なくとも一定額以上の財物を盗取した場合には、刑罰に明確な差異を

設けていた。さらに言えば、元朝の法制においては、唐律の名例律四二条・四三条に相当

する共犯処罰の通則規定の存在は、管見の限りでは確認できないけれども、金の泰和律を

通じて元代にも唐律と同様の共犯処罰法理が確立していたと仮定するならば、武器を所持

して人を傷害した場合にのみ法定刑に「皆」の字があることから、逆に言えばそれ以外の

類型の強盗にはすべて従犯に対する一等減が適用されていたことになるであろう（１４）。

もし上記の仮定が正しいとすれば、元代において強盗は、武器を所持して人を傷害した

ような特定の行為類型を除いては、その他一般の犯罪と同様に、首犯・従犯の区別を認め

たうえで、さらに従犯に対して刑罰を軽減するのが原則であったということになり、唐律

の強盗共犯処罰法理とは大きく異なることになったと言えるであろう。

(2) 明清時代

前項において述べたように、宋朝はその建国当初から律の法理を修正し、強盗について

も共犯の成立を認めたうえで、少なくとも一部の行為類型については首犯・従犯の刑罰を

区別していた。また元朝もそれを引き継ぎ、元代の共犯処罰法理に関して不明な点が多い

ため断言はできないものの、武器を所持して人を傷害した場合という一部の例外を除いて

は、原則として首犯・従犯の刑罰が区別されていた可能性があることはすでに指摘したと

おりである。

ところが次の明代になると、強盗は再び首犯・従犯を区別せずに処罰する犯罪へと回帰

したのである。明律の刑律・賊盗・強盗条は次のように規定している。

凡そ強盗已に行すれども財を得ざる者は、皆な杖一百流三千里。但そ財を得る者は、

首従を分かたず皆な斬。若し薬を以て人を迷し財を図る者は罪同じ。若し窃盗、時に

臨みて拒捕し、及び人を殺傷する者あらば皆な斬。盗に因りて姦する者も、罪亦たか

くの如し。共盗の人曽て助力せず、拒捕して人を殺傷し及び姦情を知らざる者は、止
た
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だ窃盗に依りて論ず。

明律の規定では、すでに現場に行った強盗は、たとえ財物を強取しなくても一律に杖一百

流三千里となり、また財物を得た場合には、贓額の多寡にかかわらず一律に斬に処せられ

ることとなり、唐律の規定と比べて、法定刑は格段に厳しくなっている（１５）ものの、首・

従を区別せず一律に同じ刑を科す点では唐律と同じである。なお、昏睡強盗については通

常の強盗と同様に処罰され、事後強盗において人を殺傷したり強姦したりした者も一律に

斬刑に処せられることとされている（１６）。

このように明代において強盗は再び首・従を区別しない犯罪となったが、その理由付け

に関しては唐代と明代では異なっている。すなわち、唐律において強盗の首従を区別しな

いのは、それが犯罪の性質上共犯が成立しない自手犯であるとの理由からであったが、明

律においては共犯関係そのものは成立するものの、刑事政策的な配慮により強盗を重く罰

するために、法定刑に「皆」の字を付して首従を区別せず処罰しているに過ぎない（１７）。

ただ、法定刑が格段に重くされたことと、首従を区別しない理由については異なるものの、

ともかくも明律において強盗が首従を区別しない犯罪であるという点に関しては、唐律の

原則に再び戻ったことになる。

しかしながら、明代においても特定の類型の強盗に関して、再度首従の区別が行われる

ようになった。『大明律直引（１８）』巻六・刑律・賊盗・白昼搶奪条に引用されている条例

に以下のような規定がある。

一 強盗の財を得ずして人を傷するは、「白昼搶奪して人を傷する者」の律に比依し

て斬。

これによると、財物を得ていなくても人を傷害した強盗犯を、「白昼搶奪して人を傷する

者」の律に比附して処罰することとしている。「白昼搶奪して人を傷する者」の律とは、

明律の刑律・賊盗・白昼搶奪条内にある以下の規定を指す。

凡そ白昼に人の財物を搶奪する者、……人を傷する者は斬、従たるは各おの一等を減

じ、並びに右小臂膊の上に於て「搶奪」の二字を刺す。

この規定では、財物を得ずに人を傷害した強盗については、首犯は斬に、従犯はそこから

一等を減じて杖一百流三千里に処せられることとされている（１９）。本稿において参照した

『大明律直引』は嘉靖五（一五二六）年重刊されたものであることから、遅くともその時

期までには明代においても、強盗に対してすべての共犯に同じ刑罰を科すとする律の原則

が一部修正されることになったものと言えよう。
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この条例は、万暦の問刑条例編纂の際に、強盗に関する別の条例と併せて以下のような

形にまとめられた。

強盗して人を殺し、放火して人の房屋を焼き、人の妻女を姦汚し、牢獄・倉庫を打劫

し、及び城池・衙門に干係し、并びに積すること百人以上に至らば、曽て財を得ると

否とを分かたず、俱に「財を得る」の律に照して斬とし、随即に奏請し、審して梟示

を決せよ。若し止だ人を傷すれども未だ財を得ざれば、搶奪傷人律に比照して科断

す（２０）。

次の清代にも、律の規定とともにこの条例が踏襲された（２１）。ただ、条例後段の「若し

止だ人を傷すれども未だ財を得ざれば、搶奪傷人律に比照して科断す」の部分については、

乾隆二十四（一七五九）年に強盗の未得財に対して、強盗律に定められた杖一百流三千里

の刑罰から黒龍江への発遣に改める旨の条例（２２）が制定されているにもかかわらず、「傷

人而未得財」の従犯が搶奪傷人律に比照して杖一百流三千里とされるのは軽重の均衡を失

するとの理由（２３）から、嘉慶六（一八〇一）年に次のように改定された。

強盗して人を殺し、放火して人の房屋を焼き、人の妻女を姦汚し、牢獄・倉庫を打劫

し、及び城池・衙門に干係し、并びに積すること百人以上に至らば、曽て財を得ると

否とを分かたず、俱に「財を得る」の律に照して斬とし、随即に奏請し、梟示に審決

せよ。［凡そ六項の一此れにあらば、即ちに引きて梟示せよ。随犯は犯す所の事を摘

引せよ。］若し人を傷するに止まりて未だ財を得ざれば、首犯は斬監候、従たるは黒

龍江に発して奴と為す。如し未だ財を得ず、又た未だ人を傷せざれば、首犯は黒龍江

に発して奴と為し、従たるは杖一百流三千里（２４）。

前段の部分は、末尾に注記が加わったのみで内容に変更はないが、後段の部分は、人を傷

害したが財物を盗取していない場合について、首犯は斬監候、従犯は黒龍江に発遣して奴

と為すこととされ、従犯に対する刑罰が従来の規定よりも若干引き上げられたものの、首

犯と従犯の刑罰を区別するという点に関しては特に変更はされていない。さらにこの改正

によって、未傷・未得財の強盗に対しても、首犯は黒龍江に発遣して奴と為し、従犯には

杖一百流三千里を科すこととされ、律の規定とは異なり（律は「皆杖一百流三千里」）、

首犯と従犯を区別して処罰するように改められている。その後この条例は発遣先が黒龍江

から新疆へと変更になった（２５）が、内容上は特に変更はされていない。

清朝においては、国初は上記の条例以外には強盗の首犯・従犯を区別する類の規定は存

在していなかったが、後にその種の条例が次第に増加して行った。その嚆矢となったのが
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康煕五十四（一七一五）年の諭旨である。

凡そ強盗の重案、大学士に著して、三法司と会同し、此の内の造意して首たる及び人

を殺傷する者を将て、各本案内に于て一・二人もて正法し、余は俱に例に照して減等
おい

して発遣せよ。此れを欽しめり（２６）。

本諭旨によれば、強盗犯の内、造意者（首犯）や人を殺傷した者といった情状の重い者一

・二名のみを死刑に処し、その他の従犯は発遣に減等するとされており、強盗全般におい

て首従の別を設けることが命じられている。

この諭旨をさらに詳細化したのが、雍正元（一七二三）年題准にかかる以下の規定であ

る。

凡そ強盗案件内、造意して首たる及び人を殺す者、律に照して正法するの外、其の人

を傷するの盗も亦た応に殺人と同じく罪を論ずべし［人を傷するの時、其の心原と事
も

主の生死を顧みざるを以てなり］。若し傷すること金刃に非ずして、傷軽く平復せば、

其の盗仍お自首に准じ、兇徒執持兇器傷人の例に照し、辺衛充軍に擬す。若し金刃に

係りて傷する所重ければ、未だ死せざると雖も、其の盗は首するに准じて減ぜず、仍

お正法に擬す（２７）。

先の諭旨と比べた場合、強盗の際の傷害についても殺害した場合と同様に論じられるよう

になった一方で、傷害の手段が刃物を用いたものではなく、障害の程度も軽くてすでに被

害者が回復した場合には辺衛充軍に減刑するというように、行為の態様や被害の程度によ

ってより細かく罪を区別するようになった。

この雍正元年の題准は、強盗の殺傷に特化した規定であったが、それをより一般化した

形としたのが乾隆八（一七四三）年の条例である。同条例は以下のように規定している。

強盗の重案、定例載する所の殺人放火・姦人妻女・打劫牢獄倉庫・干係城池衙門、并

びに積至百人以上、及び響馬強盗・江洋大盗・老瓜賊は、仍お定例に照して遵行する

を除くの外、其の余の盗劫の案は、各該督撫厳しく究審を行い、法の宥し難き所及び

情に原すべきある者を将て、一一分晰し、疏内に于て声明せよ。大学士は三法司と会
ゆる もつ

同して詳議し、法の宥し難き所の者を将て正法し、情に原すべきある者は発遣せ

よ（２８）。

本条例においては、専条が設けられている特定の類型の強盗を除き、通常の強盗に関して

一般的に共犯者を「法の宥し難き」者と「情に原すべきある者」に分別し、前者には死刑

を、後者には発遣刑を科すことが定められている。本条例では、あくまでも強盗の共犯を
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「法の宥し難き」者と「情に原すべきある者」の二つに分けているのであり、必ずしも首

犯・従犯として区別しているわけではないが、恐らくは造意者（＝首犯）はその他の情状

の重い従犯とともに「法の宥し難き」者に分類される可能性が高いと思われるため、事実

上首犯・従犯を区別する規定となっていると言えよう（２９）。

さらにまた、清朝ではおおむね乾隆年間以降に、特定の類型または特定の地域・場所に

おける強盗に関して、首犯・従犯を区別する規定を持つ条例が制定されるようになった。

まず乾隆元（一七三六）年には、事後強盗に関する次のような条例が制定された。

凡そ窃盗、時に臨みて拒捕せば、首たりて人を殺す者は、強盗律に照して斬立決に擬

し、従たる者は、黒龍江等の処に発するの例に照し、刺面して分別して発遣す。其れ

人を傷すれども未だ死せざる者は、首犯は斬監候に擬し、従たる者は刺面して辺衛に

発して充軍せしむ。若し傷すること金刃に非ず、又た傷軽くして平復し、並びに拒捕

すれども人を傷せざれば、首犯は辺衛に発して充軍せしめ、従たる及び自首する者は、

杖一百徒三年（３０）。

当初は窃盗犯であったものが、被害者等に発見され抵抗した場合（事後強盗）、律の規定

では「皆斬（監候）」であるが、この条例では、首犯で人を殺害した者が斬立決、従犯は

黒龍江等への発遣に、傷害するにとどまった場合には首犯は斬監候、従犯は刺面したうえ

で辺衛充軍に、また傷害の程度が軽微であるかまたは抵抗しただけで傷害するに至らなか

った場合には首犯は辺衛充軍、従犯（および自首した者）は杖一百徒三年に改められ

た（３１）。

また、乾隆五三（一七八八）年には、

凡そ薬を用いて人を迷わし、已経に財を得るの案は、起意して首たる及び下手して薬
す で

を用いて人を迷わす、並びに迷窃の已に二次に至る及び首先して薬方を伝授するの犯

を将て、均しく強盗律に照して斬立決に擬し、其の従たる者は俱に強盗死を免じて減

等するの例に照して、黒龍江等の処に発し、披甲人に給して奴と為す（３２）。

と、いわゆる昏睡強盗に対しても首犯と従犯の処罰内容を区別する条例が制定されている。

さらにこれらの他にも、明代から継承した「響馬強盗（３３）」に関する条例において嘉慶

六（一八〇一）年に、前引の強盗殺人等六項目の強盗犯に関する条例（３４）と同様の処理（傷

人未得財の強盗に対して、首犯は斬監候、従犯は黒龍江（３５）への発遣為奴、未傷人未得財

の強盗に対して、首犯は黒龍江への発遣為奴、従犯は杖一百流三千里とする）が注記の形

で追加されたり（３６）、嘉慶十九（一八一四）年には円明園や巡幸の地付近で発生した事後
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強盗に対して（３７）、道光二十五（一八四五）年には山東省の匪犯に対して（３８）、また同治

九（一八七〇）年には京城の強盗に対して（３９）、首犯・従犯を区別して処罰する条例が制

定される等、強盗において首従を区別することを定めた条例が続々と編纂されることとな

った。

４．おわりに

ここまで強盗の共犯に関する唐代以降の歴代王朝における規定上の変遷過程について述

べてきたが、以上の流れを簡単にまとめれば以下のようになる。すなわち、唐代において

強盗は、「各おの威力を肆に」し、「各自身もて犯す」罪（自手犯）として、「首従を分か

たない犯罪」とされていた。しかしながら強盗を自手犯とすることは論理的にかなり無理

があるように思われる。当時の人々もそのように感じたのか、次の宋代になると、強盗に

おいても首犯・従犯の区別を認めたうえで、一部の形態の強盗に対して首従で量刑や裁判

上の取り扱いに差を設けることが行われるようになり、さらにこの傾向は元代に至って加

速していくことになった。ただ、明代になると強盗は再び「首従を分かたない犯罪」とさ

れるようになったが、その論理構成は唐代とは異なり、自手犯の故ではなく、単に刑事政

策的な配慮の結果としてであった。ところが、一旦は「首従を分かたない犯罪」に戻った

ものの、明代の半ば頃から再度一部の強盗に対して首犯と従犯の刑罰を区別する規定が制

定され始め、それが清代になると、その種の立法が盛んに行われるようになった。

本稿においては、主として強盗の共犯に関わる立法の変遷過程を明らかにすることに焦

点を当てて論述してきたが、次なる課題は、なぜ唐代において強盗が自手犯とされたのか

という点、すなわち、唐代においても明清律のように法定刑に「皆」の字を付することに

よって刑事政策的な配慮から「首従を分かたない犯罪」とする余地があったにもかかわら

ず、なぜあえて論理的に見て無理のある自手犯扱いをしたのかという理由を明らかにする

こと、および明代において強盗が「首従を分かたない犯罪」に復帰したにもかかわらず、

その後特に清代になって強盗の首従を区別する立法がなぜ拡大して行ったのか、その理由

を明らかにする必要があろう。前者については、唐代以前の強盗に関する立法過程を詳細

に検討することが求められるであろう。また後者については、清代の強盗に関する司法実

務の実態を、刑案史料等を通じて検討することが必要となるように思われる。ただ、これ

らの点は将来の課題とし、ひとまずここで本稿を終えることにする。
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〔附記〕

本稿の作成に際して、川村康、七野敏光の両氏から有益なご教示を得た。厚く謝意を表

する。

〔注〕

(1) もっとも、『宋刑統』所載勅節文によれば、唐代後半期に当たる元和元（八〇六）年には、

京兆府の強盗事件に対して、財物を得たと否とにかかわらず、すべて「集衆決殺」とさ

れ、大幅に刑が加重されている。『宋刑統』巻一九・強盗窃盗条の傍照法参照。

(2) ただし、後に述べるように、元代のみは明文規定の存在が確認されていない。

(3) 滋賀秀三氏もまた、強盗が名例律四三条第三段に「各自身もて犯す」犯罪の一つとして

挙げられていることについて、「律疏はやはりそれが「各々威力を 肆 にする」もので
ほしいまま

あることを立法理由としているけれども、後に見るように、犯行現場に臨まないでも贓

物の分配に与った者は強盗罪（首従を分かたぬ一律の刑）に問われることを思うと、こ

の説明は少し苦しい。強盗……がここに挙げられているのは、事柄の性質よりの論理的

帰結というよりも、政策的配慮に基づくものと認むべきであろう」（滋賀秀三「唐律にお

ける共犯」（同『清代中国の法と裁判』（創文社、一九八四年）所収、原載『ジュリスト

別冊法学教室〔第一期〕』八（有斐閣、一九六三年））三九〇頁）と述べている。

(4) 同前三九二頁。

(5) なお、現場に行かず、また贓物の分け前にも与らず、単に強盗の謀議に参加しただけの

従犯についても、窃盗の場合には笞四十、強盗の場合には杖八十に減刑されているが、

滋賀秀三氏が指摘しているように、これらはいわば軽犯罪法の対象として処罰されてい

るにすぎず、もはや通常の意味での従犯減軽とは言えない。同前三九二頁参照。

(6) 前掲注(2)参照。

(7) 原文は「不満二貫又決脊杖二十」となっているが、この「又」は「文」の誤りである可

能性があり、そうであればこの部分は、「二貫文に満たざるは、脊杖二十を決し」と書き

下すべきことになる。

(8) 「加功」とは、直接的な実行行為たる「下手」を含みそれよりも広い範囲を指す概念で

あり、被害者の逃げ道を塞いで直接実行者の殺傷行為を可能ならしめるような行為も「加

功」とされる。詳しくは唐賊盗律九条の疏文参照。

(9) 『慶元条法事類』巻七三・決遣の断獄勅に「諸て死罪の応に奏裁すべくして輙りに決す
みだ
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る者は流二千里［刑名疑慮、或いは情法軽重及び憫むべき者に非ざるを謂う］」とあって、

「刑名疑慮」の案件が奏裁の対象であったことが分かる。ただ、この規定は「刑名疑慮」

の案件が奏裁の対象であることを正面から規定したものではないため、この断獄勅を以

て本文にある「刑名疑慮の勅条」に比定することは必ずしもできないであろう。なお、

奏裁について詳しくは、川村康「宋代死刑奏裁考」（『東洋文化研究所紀要』一二四、一

九九四年）参照。

(10) 『宋史』巻三五・孝宗紀三・淳煕十三年二月甲寅条。

(11) 『元史』巻一九・成宗紀二・大徳元年五月戊辰条。

(12) 『元典章』巻四九・諸盗一・強切盗賊通例（中華書局点校本（二〇一一年）一六二四頁

以下）。なお、本規定は『元史』刑法志にも同文が収録されているが、『元典章』所引の

通例には一部脱落があるため、『元史』刑法志の記述により補った。

(13) 『元典章新集』刑部・総例・盗賊通例（中華書局点校本二一六六頁以下）。

(14) 『元典章』巻四九・諸盗一の冒頭（中華書局点校本一六一九頁）に、「大徳元定」の強

盗に対する刑罰の一覧が表形式で掲載されているが、そこでは従犯の刑罰が首犯から一

等減じられた形で表示されている。ただし、この一覧表は、大徳六年の「強切盗賊通例」

に基づいて作成されたものと考えられるが、表示されている法定刑が条文との間で相違

しており、何らかの誤りがある可能性もある。また、それに続く「延祐新定」の一覧表

の方では、延祐六年の「盗賊通例」にも従犯の刑罰として明記されているもの以外につ

いては、「大徳元定」の一覧表のような従犯の刑罰は特に表記されていないため、元代に

唐律と同様の共犯処罰法理が存在したか否かは、現時点では不明とせざるを得ない。

(15) 明律が強盗を厳しく処罰する理由について、明律の註釈書である『律条疏議』は「劫掠

は反逆の萌しなり。若し蔓延するを致さば、禍を為すこと小さきには非ず」と述べてい

る。『律条疏議』巻一八・強盗条（楊一凡編『中国律学文献第一輯第三冊』（黒龍江人民

出版、二〇〇四年）所収、二〇九頁）参照。

(16) ただし、殺傷や強姦行為に加担していない共犯者は、通常の窃盗犯として処罰される。

(17) 明名例律・共犯罪分首従条には、唐名例律四二・四三条とほぼ同様な規定があり、「皆」

の字が法定刑に就く場合には首従を区別しないことを明示している一方、自手犯に関し

ては、「其れ皇城宮殿等の門に擅入し、及び関を私・越度するを犯す、若しくは役を避け

て逃に在り、及び姦を犯す者も、亦た首従なし」と、強盗をその範疇から除外している。

(18) 本稿では、楊一凡編『中国律学文献第三輯第一冊』（黒龍江人民出版社、二〇〇六年）
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所収の影印版（尊経閣文庫所蔵嘉靖五（一五二六）年刊本）を使用した。

(19) ちなみに、楊一凡主編『中国珍稀法律典籍集成乙編第二冊』（科学出版社、一九九四年）

所収の「大明律直引所附問刑条例和比附律条」によれば、この条例は『比附律条』から

の引用であることが指摘されており（二九〇頁および三一一頁注〔二〇〕）、そのことは

東京大学東洋文化研究所所蔵の『大明律例附解』残二巻（嘉靖二十三（一五四四）年重

刊本）所収の『比附律条』によって確認できる。

(20) 『大明律集解附例』巻一八・刑律・賊盗・強盗条の附属条例。

(21) ただし、順治律に収録された原例においては、冒頭の「強盗して人を殺し云々」の一文

が「強盗して人を殺傷し云々」に変更された。しかしながら、この部分を「殺傷」に変

更してしまうと、後段の「若し止だ人を傷すれども未だ財を得ざれば、搶奪傷人律に比

照して科断す」の規定と抵触してしまうことになり、立法上不備があることは明らかで

ある。そのため雍正三（一七二五）年の条例改定の際に、「強盗して人を殺し云々」と元

の形に戻された。

(22) 『大清律例根原』巻一七（上海辞書出版社標点本（二〇一二年）二三四頁）参照（以下

『根原』と称し、括弧内に標点本の頁数を示す）。

(23) 『根原』巻五九（九一九頁）参照。

(24) 同前参照。

(25) 『根原』巻五九（九二八頁）参照。

(26) 『大清律例通考』巻二三・強盗第二六条例文の按語（中国政法大学出版社点校本（一九

九二年）六九五頁）参照。

(27) 『光緒会典事例』巻七八五－七（新文豊出版影印本（一九七六年）一五〇三八頁）。

(28) 『根原』巻五八（九一二頁）。

(29) なお本条例は、理由は不明であるが、同治九（一八七〇）年に刪除されている。『根原』

巻五九（九四一頁）参照。

(30) 『光緒会典事例』巻七八四－三（新文豊出版影印本一五〇二六頁）。

(31) 律の規定では、抵抗（「拒捕」）しただけで殺傷に至らなくとも「皆斬（監候）」とされ

ているが、この条例においてはこの点に関しても修正が加えられている。

(32) 『根原』巻五八（九一七頁）。

(33) 『六部成語註解』刑部成語（楊家駱主編『中国法制史料第二輯第四冊』（鼎文書局、一

九八二年）所収、二八二五頁）には、「響馬強盗」の語を説明して、「北方の大盗、馬に
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騎り鈴を帯び、遠きより声を聞けば、即ち其の来るを知る。故に此の名あり」とある。

(34) 前掲注(23)参照。

(35) なお、嘉慶十九年の条例改定で、発遣先が黒龍江から新疆に変更された。『根原』巻五

九（九二八頁）参照。

(36) 『根原』巻五九（九一九頁）参照。

(37) 『根原』巻五九（九三〇頁）、「御駕、円明園及び巡幸の処に駐蹕するに恭遇するに、若

し匪徒ありて、附近の倉廒・官廨を偸窃し、官弁・兵丁を拒傷せば、如し相い宮牆を距

たること一里以内に在らば、刀傷して折傷以上に及ぶの首犯は斬立決、従たるは伊犂に

発して官兵に給し奴と為す。傷すること金刃に非ず、傷軽くして平復するの首犯は伊犂

に発して官兵に給し奴と為し、従たるは杖一百流三千里。如し一里以外三里以内に在ら

ば、刃傷して折傷以上に及ぶの首犯は絞立決、従たるは杖一百流三千里。傷すること金

刃に非ず、傷軽くして平復するの首犯は杖一百流三千里、従たるは杖一百徒三年云々」。

(38) 『根原』巻五九（九三五頁）、「山東省の匪犯を拏獲するに、……若し兇器を執持し、衆

を聚めて搶奪して贓を得れば、贓数の多寡を論ぜず、数四十人以上に至らば、首たるは

強盗律に照して斬立決に擬し、従たるは絞監候に擬す。脅されて同行する者は、新疆に

発遣し官兵に給して奴と為す。四十人以下十人以上ならば、首たるは斬立決に擬し、従

たるは新疆に発し官兵に給して奴と為す。五人以上ならば、首犯は亦た前に照して遣に

擬し、従たるの各犯は、俱に雲・貴・両広の極辺烟瘴に実発して充軍せしむ。贓を計り

て貫を逾ゆる、及び另に拽刀等の項の名目ある者は、各おの本律例に照し、其の重き者

に従いて論ず。其れ軍器を執有し、衆を聚めて搶奪するも、未だ財を得るを経ざるは、

如し衆を聚めること四十人以下に在り、十人以上に及ばば、即ち強盗未だ財を得ざるの

例に比照して、首犯は新疆に発し官兵に給して奴と為し、従犯は杖一百流三千里。五人

以上ならば、首犯は杖一百流三千里に擬し、従犯は杖一百徒三年云々」。

(39) 『根原』巻五九（九四一頁）、「京城の盗案、徒手にて行強し、拏獲せられて、既に未だ

財を得ず、又は未だ人を傷せざるに当たる者は、仍お旧例に照して弁理するを除くの外、

如し持火執械して、室に入りて威嚇し、物を擲ち人を打つの重情あらば、未だ財を得ず

・人を傷さずと雖も、兇悪の情形業経に昭著ならば、即ち首たるの犯を将て絞監候に擬

し、従たるは雲・貴・両広の極辺烟瘴に発して充軍せしむ。数年の後を俟ちて、盗風稍

や息まば、奏明して仍お旧例に復して弁理せよ」。



- 420 -

唐宋を中心とする前近代中国法の継承と発展に関する基礎的研究

平成 30 年度～令和 3 年度科学研究費助成事業

研究成果報告書

発 行 日 令和 4 年 3 月 15 日

研究代表者 川村 康

制 作 関西学院大学生協書籍部


